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(コ 古本 大 曰、 所謂 誠 一一 其 意 一 者、 毋ニ自 欺 一也、 如， 惡ニ惡 臭 一如 レ好ー 一 好色 一 此之請 一一 自 謙、 一 

樂 傳 第二.; fnp  -. 

お . t 君^ mil 也、 小人 間 居爲： 不善； 無. 所. 不. 至、 見 二君 子-而後 厭然き 其 不善 一 

參^  、ス ノ？.  ル 1« レプシ ルガ ノ ヌ ラバ チ ノ カァ ラン レ v フ ，は ッテ ゝ 一- ァ， 巧 ハルト. /、  -U 

而著ニ 其 善； 人 之視, 己、 如， 兑ニ其 肺肝； 然 則 何 益 矣、 此 謂 T 誠- 1 於 中 1 形 * 於 外よ 故 

君 I 必： ^  二 ぁ獨 1 也、 曾 子 曰、 十目 所：. 視、 十手 所 k 指、 其嚴 乎、 富 抓 レ屋德 潤い 身、 心 

ク ユタ カナリ -I  八ズニ スノヲ 

廣 體胖、 故 君子 必誠二 其 意； 

(二) 朱 子の  朱 子 曰 はく、 其の 意 を 誠にす と は、 自ら 修む るの 首な り。 毋は 禁止の 辭、 自ら 欺く 

大舉 章句の 註 

解な"  とい ふ は、 善を爲 して 以て 惡を 去る こと を 知りて、 而も 心の 發 する 所 未だ 實 あらざる 

ことなり。 謙賤 は 快な り、 足るな り。 獨と は、 人の 知らざる 所に して 己れ 獨り 

ほる 所 Q 地な り。 言 ふこ ころ は、 G ら 修めん と 欲する 者 は、 善を爲 して 以て 其の 惡を 

カ行 一  九 
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去る こと を 知れば、 則ち 當に實 に 其の 力 を 用 ひて 其の 自ら 欺く こと を 禁止し、 其の 惡 

を惡 むと きは惡 臭を惡 むが 如く、 善 を 好む とき は 好色 を 好む が 如くし、 皆 務めて 決し 

去って 必ず 之れ を 得ん こと を 求め、 以て 自ら 己れ に 快足なら しめ、 徒に 苟且に も 外 を 

以て 人と 爲 すべから ず。 然して 其の 實と 不實と は、 蓋し 他人 知る に 及ばざる 所に して 

ここ ヒこ 3  ,  きざし 

己れ 獨り 之れ を 知る 者 あり、 故に 必ず 之れ を此 に 謹み、 以て 其の 幾 を^に す。 

間 居 は 獨り處 る ことなり。 厭 然と は | む で 消讽閉 藏の貌 なり。 此に言 ふこ ころ は、 

小人 陰に 不善 を爲 して 陽に 之れ を 挽 はんと 欲する、 g^f^.£J^ 則ち 是れ 善の 當 

に爲 十べき と、 惡の當 に 去るべき と を 知らざる に 非ず、 但だ實 に 其の 力 を 用 ふること 

能 はずして 以て 此に 至る のみ、 然れ ども 其の 惡を^ はんと 欲して 卒に^ ふべ からず、 

詐 りて 善を爲 さんと 欲して 卒に詐 るべ からざる とき は、 亦 何の 益 か 之れ あらん や。 此 

れ 君子 重く 以て 戏と爲 して 必ず 其の 獨りを 謹む 所以な りと。 胙 は安舒 なり。 一一 一；！： ふこ こ 

ろ は、 富 は 則ち 能く 屋を潤 ほし、 德は 則ち 身 を 潤 ほす、 故に 心に 愧怍 なきと き は、 廣 

大寬 平にして 體 常に 舒泰 なり、 德の身 を 潤 ほす 者 然るな り。 蓋し 善の 中に 實 にして 外 

あら 

に 形 はるる 者 此の 如し、 故に 又 此れ を 一 百 ひて 以て 之れ を 結ぶ。 


( I ) 朱 子 語 

頹卷 十六に 出 

づ 

(二) 伺 前に 

5VO 分數は 

純金の 含 有暈 

も 云 t? 

(Ill) $0 

蔽篇に 出 づ。 

これ 心の 始終 

問斷 なく、 未 

だ 嘗て 勁 かす 

んば あら ざ る 

も いへ り。 偸 

すと は 怠 情な 

る をい ふ、 そ 

の 時 もな ほ觀 

念 は 妄動す る 

となり。 之れ 

も 使 ふと は 心 

おはたらかし 

むるな り 

(四) 第 十一 

卷 1 三 養 * 

照。 ここ に 引 

くと ころ は 文 

字に 折 略 あり 

(五) 唐 * の 

山 慝 寂と 共 fc. 

ぬ仰宗 の 1 派 

六 一 -、 


劉楝が 大學自 欺の 說を 肴. る こと 如何 を 問うて、 曰 はく、 義理 を 知らず して、 却って 

我れ 義理 を 知る と 道 ふ は 是れ自 欺なる やと。 朱 子 曰 はく、 自欺 は、 是れ箇 の 半ば 知り 

半ば 知らざる 底の 人が 善 は 我れ 當に爲 すべき 所なる を 道 ふ を 知って 却って 又 十分に 善 

を爲し 去らず、 惡は 作す ベ からざる こと を 道 ふ を 知って 却つ て是れ 自家の 愛する 所 は 

M を舍 つる こと を 得ざる、 這れ 便ち 是れ自 欺な り。 不知 不識 なる は 只 だ 不知 不識と 喚 

び 做す、 却って 自 欺と 喚び 做さざる なり。 又 曰 はく、 自欺は 只 だ 是れ分 數を缺 了す、 

きも 淡き 底の 金の 如し、 之れ を 金と 謂 はずん ば あるべからず、 只 だ 是れ分 數を缺 了す 

に ぶ 

るな り。 善を爲 すが 如き、 八分爲 さんと 欲する こと ある も、 兩分爲 さざる こと あれ ぱ 

(III) 

此れ 便ち 是れ自 欺な り。 是れ 自ら 分 數を缺 了す るな り。 苟子曰 ふ， 「V 臥 すれば 即ち 

夢み、 きすれば 則ち 自ら 行き、 之れ を 使へば 則ち 謀る」 と。 某 十.！ ハ 七より 讀む、 時に 

更ち 此の 意 を曉り 得たり。 蓋し 偷心 は是れ 知らず 覺 えず 自ら 走り去る (底)、 自家の 

吏にから ざる 裒 なり。 佛家 にも 亦 所謂 流 注と いふ こと あり、 想 ふに 他れ 最も 這 箇を怕 

る。 (所以に) 潙山禪 師の云 ふ、 「某 參禪 幾年な りし ぞ、 今に 至りて 曾て 流 注 を 斷ち得 

ず」 と。 想 ふに 此れ 卽ち苟 子が 所謂 偷 すれば 則ち 自ら 行く の 心なり。 


( 一 ) 朱 子 語 

類卷 十六 

(二) 地に 意 

味なし、 活想 

々地の 地の ご 

とし 

(三) 朱 子 語 

類に よれば こ 

の 前に 問 者の 

自欺を 解す る 

言 あり、 卽ち 


は， 朱 子に よ 

つて 改本 せら 

るる 前の 舊注 

の說 もとり、 

「心 の 發す る 

所 は必す 陰に 

惡に 在って 陽 

に 善を爲 して 

I ^て. ni ら 欺く 

もの あり、 故 

に 其の 意 を 誠 

にせん と 欲す 

る 者 は 也な し、 

亦 此れ を 禁止 

する のみと 曰 
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易き や」 


(S:) 私の 偽 
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自欺を 問 ふ。 曰 はく、 謂 ゆる 心の 發 する 所、 不知 不覺 地に、 自 欺に 陷 るな り。 是れ 

陰に 惡を爲 すに 心 ありて 詐 りて 善を爲 して 以て 自ら 欺く に 非ざる なり。 公の 言の 如く 

んば、 須 らく 是 れ私錢 を 鑄て 官會 を假 りて 方に 自 欺と 爲 すべし。 無狀の 小人に して 

(これ) 豈自 欺の 謂な らん や。 此の 處の 工夫 極めて 細な り、 未だ 便ち 粗なる 處に說 き 

到らず。 所以に 前後の 學者 多く 說 くこと 差 ひ 了る。 蓋し 下の 文の 小人 間 居して 不善 を 

(五)  あら は 

爲 すの 一 段に 賺却 せられて 看 了す るが 爲 なり。 又 曰 はく、 中に 誠あって 外に 形る、 

那箇の 形 色 氣貌の 外に 見 はるる もの 決して 人 を 欺く 能 はず、 祗だ 自ら 欺く のみ。 這の 

樣 なる 底 は 永く 好 人と 做り 得る に緣 なし。 其の 善を爲 すの 地な きが 爲 なり。 


又 曰 はく、 誠意 は 是れ人 鬼の 關 なり、 此の 一 關を 過ぎて 方に 進む 會 し- 


雲 峯の胡 氏 


曰 はく、 此の 章、 君子 小人 を分刖 する こと 甚だ 嚴 なり。 蓋し 誠意 は 善惡の 關を爲 す、 

此の 關を 過ぎ 得れば、 方に 是れ 君子に して、 此の 關を 過ぎ 得 ざれば 猶 ほ是れ 小人な 

り。 傅の 末 章の 長 二. 國 I 一而 務， 一 財 用 一とい ふの 小人 は卽ち 此れ 間 居して 不善 を爲す 

の 小人な り。 意に 不レ誠 あれば 已に 自家の 心 術 を 害す、 他日 之れ を 用 ふれば、 天下 

國家 の 害 を爲す こと 必 せり。 


食 計に 通用せ 

しむる ごとき 

荩織的 欺瞞 を 

い へ るな り 

(五) ごまか 

されての 意、 

この 邊朱子 語 


少異 る、 又 そ 

の 讀方は 後出 

1 八 頁と も異 

る 

(六) 關 所な 

(七) 朱 子 語 

頹卷 十六に 出 

づ。 大舉に 「物 

格 而后知 至、 

云々」 と ある 

も 指す 

(八) 物 格り 

^.全るの狀態 

にお る こと を 

指せ. C 

(九〕 物 格 知 

至 以下の 大舉 

下 章に 云 へ る 

iss 多の 事 

二 〇) 以下 

は 朱 子 の ^類 

に 見-たす。 烏 

^の 註と して 

附記せ しなる 

,1 し 


問 ふ、 知 至り 了って 如何して 誠意に 到って 又 自ら 欺く 勿れと 說 くや。 朱 子 曰 はく、 

這の 裏に 到って 方に 手 を 著け 工夫 を 下すべし。 是の知 至り 了れば 巧 面の 許 多 一 齊に掃 

ひ 去る にあらず。 下 面の 節々 に 工夫の 在る あり。 又 臼 はく、 譬 へば 一 槐 物の 外面 は是 

れ銀、 裏面 は 是れ鐵 なる が 如し、 便ち 是れ自 欺な り。 須 らく 表裏 一 なる 如くすべし、 

方に 是れ自 欺に あらず。 須 らく 是れ 見得て 分曉 なるべし。 烏 喙の食 ふべ からず、 水火 

の蹈 むべ からざる を 知る が 如き は 則ち 自ら 食 はず 蹈 まず、 寒え て 衣 を 欲し 饑 ゑて 食 を 

欲する が 如き は 則ち 自ら 是れ已 むこと 能 はず。 人 果して 善 を 見る こと 饑 ゑて 食 を 欲し 

寒え て 衣 を 欲する が 如く、 惡 を：^ る こと 烏嗡. の 食 ふべ からず 水火の 蹈 むべ からざる が 

如きと き は、 此の 意 自ら 是れ實 なり。 烏 蟓は藥 名な り、 之れ を 食へば 能く 人 を 殺す。 

又 曰 はく、 小人 間 居して 不善 を爲 す、 是れ 誠心に して 不善 を爲 すなり。 其の 不善 を 

挽うて 其の 善 を 著 はす、 是れ 善を爲 して 誠 あらざる なり。 悪 を 隱微の 中に 爲 して 善 を 

顯 明の 地に 詐 はり、 虛假の 善 を 將ち來 る。 蓋し 眞實 の惡は 自ら 欺き 以て 人 を 欺くな り ( 

然して 人豈 欺く ベ けんや。 叉 曰 はく、 問 居して 不善 を爲す は、 便ち 是れ惡 を 悪む こと 

惡 臭を惡 むが 如くなら ず、 不善 を 挽うて 其の 善 を 著 はす は、 便ち 是れ善 を 好む こと 好 
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色 を 好む が 如くなら ず。 又 曰 はく、 君子 小人の 分れ 却って 其の 意 を 誠にす る處に 在り。 

善を爲 すに 誠 あれば 便ち 是れ 君子、 誠 あらざる 底 は 便ち 是れ 小人な り。 

E 十 II 又 曰 はく、 富 は 屋を潤 ほす 以下 は 是れ意 誠 あるの 驗を說 く。 此の 如く 心 は 本と 闊大 

底の 物事、 只 だ 愧怍に 因って 便ち 卑狹 にして 他に 隔礙 せられ 了る。 所以に 體安舒 なる 

こと を 得る 能 はず。 又 曰 はく、 自ら 欺く こと 毋れと は是れ 誠意な り。 自ら 慊 しと は是 

れ意誠 あるな り。 小人 間 居 以下 は 是れ自 欺の 情狀を 形容す。 心廣 く體胖 なり は 是れ自 

ら慊 きの 意 を 形容す。 

大與 i 或 ひと 問うて 曰 はく、 六 章の 指、 其の 詳 なること 猞ほ 得て 言 ふべき 者 あるか。 曰 は 

く、 天下の 道 は 二つ、 善と 惡 とのみ。 然して 咴の 元と する 所を揆 つて 其の 次第に 循ふ 

とき は、 善 は 天命 陚 する 所の 本然、 惡は 物欲が 生む 所の 邪穢 なり。 是を 以て 人の 常 性 

は 善 あらず とい ふこと なくして 惡 なし。 其の 本心 は 善 を 好んで 惡を^ まずと いふ こと 

なし。 然れ ども 旣に B 疋れ形 體の累 あって 而 して 又氣禀 の拘 すると ころと 爲る、 是を以 

S 1 て 物欲の 私^) て 之れ を 蔽ふを 得て、 天命の 本然なる 者 も 得て 著 はれず、 其の 事物の 理 

明かなら ざる  まこと K- つ ザん  あら S レ 

貌  に 於て 匠に 瞢 然として 其の 善^ の 在る 所 を 知らざる 者 あり、 亦堇に 其の 粗を識 つて 眞 


に 其の 好む ベ く惡 むべき の 極 を 知る 能 はざる 者 あり。 夫れ 善の 眞に 好む ベ きを 知ら ざ 

れば、 其の 善 を 好む や、 之れ を 好む と 曰 ふと 雖も、 未だ 好まざる 者 以て 之れ を 內に担 

むこと なき 能 はず。 -忠の 眞に惡 むべき を 知ら ざれば、 其の 惡を惡 む や、 之れ を 悪む と 

曰 ふと 雖も、 未だ 惡 まざる 者 以て 之れ を 中に 挽く ことなき 能 はず。 是を 以て 4? 焉 とし 

て 以て 自ら 欺いて 意の 發 する 所 誠 あらざる 者 ある こと を 免 かれず。 大ぃ に 善 を 好んで 

而も 誠なら ざると き は、 唯に 以て 善を爲 すに 足らざる のみに 非ず して、 反って 以て 其 

の 善 を 1^ ふこと あり。 恶を 惡んで 而も 誠なら ざると き は、 唯に 以て 惡を 去る に 足ら ざ 

るの みに 非ず して 適 > 以て 其の. 惡を 長ず る 所以な り。 是れ 則ち 其の 害た る や 徒らに 甚 

しきものあって、 何の 益 か 之れ あらん や。 ^人 此に 於て 憂 あるが 故に 大 * 'の 敎を爲 し 

て 必ず 之れ を^むる に 格物致知の 目 を 以てし、 以て 其の 心 術 を 開明し、 旣に 以て 夫の 

善悪の 在る 所と 其の 好む ベ く惡む ベ きの 必然と を識る こと あらしむ。 此に 至って 復た 

之れ に 進む るに 必ず 其の 意 を 誠にす るの 說を 以てすれば、 則ち 又 其の 之れ を幽 獨隱微 

の 奥に 嚷 んで 以て 其の 苟且 自 欺の 萌を 禁止 せんと 欲するな り。 而 して 凡そ 其の、 七の 發 

する 所、 善 を 好む と 曰 ふが 如きと き は 必ず 中より 外に 及んで 一 毫の 好まざる ことなく 


修敎耍 錄卷之 六  一 六 

悪 を惡 むと 曰 ふが 如きと き は、 必ず 中より 外に 及んで 一 毫の惡 まざる ことなし。 夫れ 

善 を 好ん. で 中に 好まざる ことなき とき は、 是れ 其の 之れ を 好む や、 好色 を 好む. の眞以 

て 己れ の 目 を 快く せんと 欲する が 如く、 初めより 人の 爲 にして 之れ を 好む に 非ざる な 

り。 惡を 惡んで 中に 惡 まざる ことなき とき は、 是れ 其の 之れ を惡む や、 惡 臭を惡 むの 

眞 以て 己れ の 鼻 を (滿) 足せし めんと 欲する が 如く、 初めより 人の 爲 にして 之れ を惡む 

に 非ざる なり。 發 する 所の 赏旣に 此の 如くして、 須^の 頃、 纖 芥の微 も、 念々 相^け 

又敢 へて 少しの 間斷 ある ことなければ、 則ち 內外 昭融し 表裏 澄 徹して、 心芷 しからず 

とい ふこと なく、 身 修まらず とい ふこと なきに 庶 からん。 彼の 小人が 幽隱 の問實 に不 

善を爲 して 而も 猶ほ外 は 善に 託して 以て 自ら 蓋 はんと 欲する が 若き は、 則ち 亦 其れ 全 

然善惡 の 所在 を 知らず と は 謂. ふべ から ざれ ども、 但だ 其の 眞に 好惡 すべ きを 知らざる 

を 以て、 叉 之れ を獨に 謹んで 以て 其の 苟且 自 欺の 萌を 禁止す る 能 はず、 是を 以て 淪 

陷 して 此の 如きに 至って c ら 知らざる のみ。 此の 章の 說、 其の 詳 なること 此の 如し、 

是れ 固に 宜しく 自修 の 先務 たるべし。 然れ ども 以て 其の 知識の 眞を 開く こと あるに 非 

ずん ば、 以て 其の 好 惡の實 を 致す こと ある 能 はず。 故に 必ず 「其の 意 を 誠に せんと 欲 


する 者 は先づ 其の 知 を 致す」 と 曰 ひ、 又 「知 至って 而 して 後に 倉 誠 あり」 と 曰 ふ。 然 

れ ども 猶ほ敢 へ て 其の 知の 已に 至る こと を 恃んで 其の 自ら 爲れ 所に 聽 せざる なり。 故 

に 又 必ず 「其の 意 を 誠にす」 と 曰 ひ、 必ず 其の 獨を 謹んで， nr ら欺 くこと なし。 則ち 大 

學の 工夫 次第 相承け、 首尾 一と 爲 りて、 他 術を假 りて z; 、て 其の 問に 雜 へざる こと 亦 見 

るべ し。 此れより 後皆然 り、 今復た 重出せ ず。 曰 はく、 飲：：.，： ば 則ち 慊の義 たる こと 或 

は 以て 少と爲 し、 又 以て 恨と 爲す、 此れと： ^ じからざる は何ぞ や。 曰 はく、 慊の 字た 

る、 嗛に 作る 者 あり、 而 して 字書に 以て： 1^ を銜 むと 爲す。 然、： ：. ば 則ち 慊も亦 伹だ心 

に 銜む所 あるの 義と爲 りて、 其の 快と 爲し 足と 爲し、 少と爲 し 恨と 爲. V とき は、 銜む 

所の 異なる を 以て 之れ を^つ のみ。 孟子が 所謂 「心に 慊 し」、 樂毅が 所謂 「志に 慊し」 

とい ふ は、 則ち 其の 快と 足との 意 を^む を W てして 首へ る 者な り。 雙 孟子に 所謂 

「吾れ 何ぞ慊 みん」、 漢書に 所謂 「栗 姬を嗛 む」 | は |f 戚 は 則ち 其の 恨と 少 との 意を銜 

む を 以てして 言へ る 者な り。 讀者 各-指す 所に 隨 つて 之れ を觀 ば、 旣に 並び 行 ひて 悖 

らず。 字書に 又 以て 「其の 快と 足と に訓 ずる 者 は 讀 んで愜 と 同じ」 と あれば、 義愈 } 

明かに して、 音 も 又 異なり、 尤も^な きを 患へ ざるたり。 
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明 道 曰 はく、 人須 らく 自慊の 道 を 知るべし、 自ら 慊 きとき は 足らざる ことなし。 若 

し 足らざる 所 あれば、 張子 厚が 所謂 「有 外の 心 は 以て 天心に 合 ふに 足らざる 者」 なり リ 

(三)  わ * つか 

新 安の 陳氏曰 はく、 纔に 自ら 欺かず と說 くと き は、 其の 善 を 好み惡 を惡 むこと、 M 

だ 以て 自快 自足 を 求めん こと を 要するな り。 寒え て 衣の 以て 自ら 溫 ならん こと を 思 

ひ、 饑 ゑて 食の 以て 自ら 飽 ならん こと を 思 ふが 如く > 牽强 苟且に して 姑く 以て 人の 

(ran  (五ノ 

爲 にす るの 意 あるに 非ざる なり。 义 曰 はく、 私錢を 鑄て 宫會と 做す が 如き は、 此は 

是れ大 故 無狀の 小人な り、 豈自 欺の 謂な らん や。 此の 處の 工夫 極めて 細かな り、 未 

だ 便ち 粗なる 處に說 き 到らず、 (所以に) 前後の 學者 多く 說 くこと 差 ひ 了る。 (盖 し) 

嫌って 下 文の 小人 問 居の 一 節に 連ねて^ 了る に緣 りて 差 ふ 所以な り。 又 曰 はく、  A 

分の 義理 ある も 一分の 私意 を雜 へ/るが 如き、 便ち 是れ自 欺な り。 厭 然として 著 は 

るる を 挽 ふの 時に 到り 得て は 又 其の 甚 しき 者な り。. 义曰 はく、 十分に 善 を 爲すも 一 

分の 不好 底の 意 潜 かに 其の 間に 發 する こと あらば、 便ち 邪徑に 由って 以て 長ず。 這 

箇は 却って 是 れ實、 前面の 善意 は 却って 是れ虛 たり。 又 曰 はく、 凡そ 惡を. 恶 むこと 

の眞 ならず、 善 を爲す こと 勇なら ず、 外は然 くして 中は實 に然ら ず、 或は 爲こ， する 


(九) 朱子^ 

類卷 十六， 0 

は 大^ f€ 用字， 

慊は 孟子の 用 

字 


(一〇) R 前 


ことあって 之れ を爲 し、 或は 始め 勤めて 終り 怠る は、 皆實 ならず して 自ら 欺く の 息 

なり。 又 曰 はく、 自 欺の 細なる 處を 論ぜん に、 且つ 善を爲 十が 如き、 自家 也た 是の 

當に爲 すべ きを 知り 得て 勉强し 去って 做せ ども、 只 だ是れ 心の 裏に 又 些の便 あつ て 

消えず、 此の 如く 做す とも 也た 妨げず とする 底の 意思な り、 不善 を爲 すが 如き は、 

當に爲 すべ からざる を 知り 得て 爲さ ざれ ども、 心中 也 又 些の便 ありて 爲 して 妨げず 

-^！  f え；  (さ 

とする 底の 意思な り， 便ち 是れ. 01： 欺な り、 便ち 是れ虛 僞不實 なり。 又 臼 はく、  ，11: 謙 

と 孟子の 「行 心に 慊ら ざる こと あり」 とい ふと は 相 類して、 亦微し 同じから ず。 孟 

子は滿 足と 訓 ずるの 意 多く、 大學は 快と 訓 ずるの 意 多し。 問 ふ、 自慊は 只 だ 是れ眞 

實善を 爲し惡 を 去って 己 私に 牽 滞せられ る ことなしと。 只 だ 是れ快 底の 意、 方に^ 

めて 心下滿 足す る や。 曰 はく、 是 なり。 义臼 はく、 自謙は 是れ合 下に 好惡 せんとす 

る 時、 便ち 是れ 自ら 謙く し/らんこと を 要す。 善 を 做し 得 了って 方に 能く CI ら 謙し 

と 謂 ふに 非ず。 自謙は 正に 自 欺と 相 對す。 所謂 其の 意 を 誠にす と は、 便ち 是れ 自ら 

まさ 

欺くな からん こと を耍 す、 是れ 其の 意 を 誠にし ぶつ て 方に 能く 自ら 欺かず と いふに 

非ざる なり。 自謙は 外面 此の 如くして 中心 も 也た 是れ 此の 如し、 表裏 一 般 なり。 自 

力 行 一  一 九 
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欺 は 外面 此の 如くして 中心 は 其れ 實に些 子の 願 はざる あり、 只 だ是れ 便ち 二心な り、 

誠 偽の 由って 分る る 所な り。 叉 曰 はく、 獨を^ むと き は、 善惡の 幾に 於て 之れ を 察 

する こと 愈-精し く 愈- 密 なり。 叉 曰 はく、 如し 衆人と 對坐 十る も、 心中より 一念 

を發 し、 或は 正、 或は 不正なる、 此れ 亦是 れ獨處 たり。 

北 溪の陳 氏 曰 はく、 誠 は 表より して 裏まで ^實 一 の 如きの 謂な り。 自欺は 誠の 反 

なり。 大抵 此の 章 は 自ら 慊 くし. て 自ら 欺く ことなき に 在り。 首に ； 好色 を 好み 惡臭 

を惡 むが 如し」 と 言 ふ は、 是れ 人情 分曉 なる 處に 就いて 之れ を譬 ふ。 好色 は 人の 同 

じく 好む 所な り、 好めば 必ず 之れ を 得ん こと を 求む。 惡臭は 人の 同じく 惡む 所、 惡 

めば 必ず 之れ を 去らん こと を 求む。 而 して 後 吾が 意に 快足す。 意の 快足 十る 所の 處、 

是れ 自家の 表裏 眞實恁 地に して、 苟且に も 徒らに 此れ を爲 すに 非ざる なり。 人の 善 

を 好み 惡を惡 む も亦須 らく 表裏 眞實 此の 如くして 自ら 快足 を 求む ベ し， 方に 是れ誠 

意な り。 如し 稍 ゃ眞實 ならざる あれば、 胸 次の間 便ち 自ら 欠 玦の虎 ある こと を覺 ゆ、 

如何 ぞ 快足なる 食け ん。 此れ 便ち 是れ自 欺な り。 果して 能く 表より して 裏まで 斷々 

然として 眞實恁 地 始めより 吾が 意 を 快足 するとき は、 此れ 便ら是 れ自 謙、 便ち 是れ 


誡 あり。 然して 自謙も 自欺も 皆 自家 心 裏の 事、 他人の 知る 所に 非ず して 己れ 獨り之 

この： S ゑ  か 

れを 知る。 所以に 君子 は那の 獨處に 就いて 便ち 謹んで 其の 幾の 發を審 にす る こと を 

責ぶ なり。 

雙ギの 饒氏曰 はく、 傳の諸 章" 八 事を釋 す、 毎 章 皆 兩事を 連ねて 言 ふ。 獨だ 此の 

ひと  まこと 

章の み單り 誠意 を擧 ぐ。 蓋し 知の 至る と 意の 誠 あると は 固に 是れ相 因る。 然して 致 

知 は 知に 處し、 誠意 は 行に 屬す。 知行 は 畢竟 是れニ 事、 當に各 C! に 力 を 用ぶべし、 

知り/つて 便ち 自然に 能く 行 ふと 謂 ふべ からず。 誠意の 章が 致 知 を 連ねて 說 かざる 

所以の 者 は 此れが 爲 なり。 正 心 誠意 は 皆 行に： ii すと 雖も、 然も 誠意 は 特に 正 心の 耍 

たるの みに あらず、 修身より 平； 大 下に 至る まで 皆 此れ を 以て 耍と爲 す、 故に 程 子が 

天徳と 王道と を 論ずる に 皆 其の 要は 只 だ謹獨 に 在る こと を 曰 ふ。 天 德は卽 ち 心 正し 

く 身 修まる の 謂、 王道 は 卽ち家 を 齊へ國 を 治め 天下 を 平にす るの 謂、 謹 獨は卽 ち 誠 

意の 要旨な り。 若し 只 だ 正 心 を 連ねて 說く とき は、 其の 意促狹 にして 以て 其の 功 用 

の廣大 なること 此の 如き を 見る ことなき なり。 此の 章 乃ち 大學 ー篇 の緊耍 の處、 傳 

は 此の 章に 於て 說き 得て 極めて 痛切な り。 始めに 謹 獨を言 ふ は 誠意の 方な り、 中 ご 
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(に. ろ 小人の 意 誠 あらざる こと を 言 ふ は 戏と爲 十 所以な り、 終に 誠意の 效驗を 言 ふは勸 

めと 爲す 所以な り。 

一- -禮 せ 異， 春  二) 

ほ  勿 軒の 熊 氏 曰 はく、 誠の 一 字 は 商 書に 本 づき、 夫子に 至って 始めて 大いに 其の 義 

二 1 ) 芽 一 一寸  つ 一一 

レ%、 ヨ^お を 明かに す。 中庸の 明 善 誠 身と いふ 言に 至って は、 之れ を： 大下國 家に 行 ふ、 皆 此れ 

善 f 不レ誠 一一 乎  二-ご 

身- 矣」 と 出.、 つ 誠な り。 明 善 は卽ち 格物致知 なり、 誠 身 は卽ち 誠意 正 心 修身な り。 其の^ 獨と言 ふ 

(三) 第一章 

^0 の 工夫 及び 「誠 は 挽 ふべ からず」 等の 語と 此の 章と は 實に相 表裏す。 至誠 性 を盡す 

乎微 T 故 君子 

」 v; き 也」  は 明 ニ明德 一の 止 二 至善 一な り、 推レて 人の 性 を盡し 物の 性を盡 すに 至る は、 新レ 民の 

第 十六 章に、 

止 n 至善 一 なり。 之れ を 心身に 本、、 つける は 此の 誠にして、 之れ を家國 天下に 行 ふ も 亦 

レぽ 矧可  ： p  o 

レ射田 r 夫微  此の； I！ なり 

之顯、 誠之不  (Bn  な 

レ夫^ U つ" 此  王 陽 明日 はく、 好惡を 作さず と は、 是れ 全く 好惡 なきに 非ず、 却って 是れ 無知 覺 

、 31 ン 乂^  二  (大^ 0 

がの 人な り。 之れ を 作さず と 謂 ふ は、 只だ是 れ好惡 一 に 理に循 ひて、 叉 一 分の 意思 

明 睾^の 說、  ，- ゆ，  (五) 

鄭 * 甫の E 書  を 著け^; かざるな り。 此の 如きと き は 却って 是れ 曾て 好惡 せざる と  一^なり。 若し 

知 新； n  ^より 

一分の 意思 を 著け 了れば、 卽ち 心の 體 便ち 許 多の 貽， 累 あり、 便ち 許 多の 動， 粲の處 

之 上、 欲尙謙  (六) 、  (陽 W) (七) 

二 出 一： あらん。 曰 はく、 然 らば 則ち 善惡は 全く 物に 在らざる か。 曰 はく、 只 だ 此の、.： ：- に 在 


後 パ^^ 

照 

(五) 0S 

に は、 この 問 

門下の 阇 あり、 

陽 朗の答 語 4 

^祈 略せら る 

(六) 薛 §、 

名 は 侃、 明の 

樂者， 陽 明の 

の 問ら て 曰 は 

(七) .$0 

に は、 此の 字 

か- 汝に 作る。 

i た 底本 は 

「此の 心！： に 

循 ふに 在り」 

と 摘ませ ある 

も， 今 逋說の 

f 一 i 方に あらた 

めたり 

(八) 15 公 

孫 丑上篇 第二 

章に 「是れ 集 

義の 生す る 所 

の 者な り、 義 

篛 ひて 之れ を 

取る に 非ざる な. 

るお 衆き な.^」 

づ。 後出 二 九 頁- 

は師 說、 この 書 


り、 理に循 ふ は 便ち 是れ 善、 動 レ粲は 便ち 是れ恶 なり。 曰 はく、 畢竟 物に 善^な き 

か。 曰 はく、 心に 在りて 此の 如く なれば、 物に 在りても 亦然 り。 世 儒 は 唯 だ 此れ を 

す  あやま  もつ 

知らず、 心を舍 てて 物を遂 ひ、 格 物の 學錯り 看 了る を將 て、 終日 外に 馳せ 求め、 只 

(八)  いちじる  つまびら 

だ (箇 の) 義襲 ひて 取る こと を 做し 得て、 身 を 終る まで 著しから ず、 習 ひて 察 かなら 

ず。 曰 はく、 問 ふ 「好色 を^むが 如く、 惡 臭を惡 むが 如し」 と は 如何。 曰 はく、  _此 

は 正に 是れ 一 に 理に循 ふなり、 是 れ大理 合に 此の 如くなる ベく、 本と 私意の 好 を 作 

し^を 作す ことなき なり。 曰 はく、 好色 を 好む が 如く、 惡 臭を惡 むが 如き は、 安ん 

(一 0)  (^明)  (二) 

ぞ作寸 に 非ざる こと を 得ん。 曰 はく、 却って 是れ 誠意に して、 (是れ 私意に 非ず。 誠 

意 は) 只 だ 是れ犬 现に循 ふ。 是 れ犬理 に^ ふと 雖も亦 一 分の 意思 を 著け 得ざる が 故 

(二 マ ふんち  (ニー 一) 

に、 1 忿 懷好樂 する 所 あるとき は、 其の 正 を 得ず」 とい ふ。 須 らく 是 れ廓然 太 公、 

方に 是れ 心の 本體、 此れ を 知る とき は 卽ち未 發の中 を 知る。 

(-S  な 

王 陽 明 魏師說 に 答へ て 曰 はく、 所謂 情に 任せ 意に 任す る を 認めて 良知と 作し、 及 

り」 と つ (九) 孟子せ や レ上篇 第五 章、 「之れ を 行 5 て 著しから す、 習 ひて 察 かなら す、 終身 之れ に 由れ ども、 而も 其の 逭を 知ら ざ 

(一 〇) 傳習銶 に は、 作の 字な 意の 字に 作る (11) 以下 文に 折^ あり、 今 括弧して 捕 ふ (一二) 古本 大學 、傅の 第 八 章に 出 

§  (一三〕 程 明 道の 定性 書に、 心の 體用を 形容して 「廓 然として. K 公、 物^りて 順應 す」 と出づ (一 四) 义弼、 字 

も i 王^^ +年、 卷六 文^ 一一 一に 出づ 


修敎耍 錄卷之 六  二 四 

び 作意して 之れ を爲 し、 本來の 良知に 依らず して、 而も 自ら 良知と 謂 ふ 者 は、 旣に 

已に 其の 病なる を察識 す。 意と 良知と は當に 分^ 明白なる べし。 凡そ 物に 應 じて 念 

を 起す 處は皆 之れ を 意と 謂 ふ。 意 は 則ち是 あり 非 あり。 能く 意の 是と 非と を 知得せ 

る 者、 則ち 之れ を 良知と 謂 ふ。 良知 を 得る に 依る とき は 定まらず とい ふこと あるな 

し。 體 面に 凝 拘し事 勢に 格 せらる る 等の 患 は、 皆 良知 を 致す の 心 未だ 能く 誠切專 I 

ォ  かか  な 

ならざる なり。 若し 能く 誠 切專ー なるとき は 自ら 此る ことなし。 凡そ 事 を 作して 始 

を 謀る 能 はざる と、 輕忽 苟且の 蔽 あると は、 亦 皆 致 知の 心 未だ 能く 誠 一 ならず、 亦 

是れ 知 を) 見得て 未だ 透徹せ ざるな り。 若し 兑 得て 透徹せば、 卽ち體 面 事 勢の 屮 

は 良知の 妙 用に 非ざる はなく、 體面事 勢 を 除却す るの 外 も 亦 別に 良知な し。 豈又體 

面の 爲に 局せられ、 事 勢に 格 せらる る こと を 得ん や。 卽ち已 に 私意に 動けば 復た知 

の 本然に 非ず。 今時 同志の 中 皆 良知の 在らず とい ふ 所な きを 知得す と雖 も、 一 たび 

酬應 に涉れ ば、 便ち 叉 人情 物理と 良知と を將 て^て 兩 事と 作す。 此れ 誠に 以て 察せ 

ずん ば あるべからざる なり。 

申甫曰 はく、 「自ら 欺く ことなし」 と は 其の 本心の 明な り、 便ち 是れ致 知な り。 


r 惡 臭を惡 むが 如く、 好色 を 好む が 如し」 と は 獨を愼 むな り、 便ち 是れ格 物な り。 

欺 は 自欺を 曰 ひ、 慊は自 慊を曰 ふ。 欺と 慊は 人の 知らざる 所に して 己れ 獨り 之れ を 

知る。 自は 卽ち獨 なり" 此れ を 以て 獨を說 く は亦是 なり。 然して 愼む 所の 獨は 則ち 

此れに 在らず。 蓋し 欺 慊已に 成る に 至って 役た 之れ を愼 むと き は、 及ぶ ことなし。 

大 率の 愼む所 は 乃ち 欺慊 未だ 分れざる の始に 在り。 靈明 纔に發 動して 未だ 兩邊に 落 

もつ は  ひと 

ちず、 此の 時 純ら 是れ 天理に して 未だ 絲毛 の夾帶 あらず。 均しく 是れ獨 知に して、 

かたとき  ぺ 

此の 獨は 乃ち 最初 發 念の 處、 片刻も 停 待す 容 からず、 少響 にして 便ち 分途 す。 最初 

の 一 念 は 之れ を 太 極に 辟 ふ。 少響 にして 便ち 分る る は 陰陽な り。 太 極は對 なく、 陰 

陽は對 あり。 太 極 は 只 だ 一 にして、 陰陽 は 則ち 二な り。 此に 於て 愼 まざれば、 對な 

き 者 も是に 於て か 二と なる、 便ち 眞正 良知の 本體に 非ず、 便ち 自ら 蒙昧し 了る。 之 

れを愼 むと は何ぞ や。 此の 最初の 一念 を 保護して、 旁 出の 私 を^ぎ 丄り、 欺に 至る 

ことなくして 各 . '自慊 なるな り。 此れ 格 物の 功に 非ず して 何ぞ。 乂曰 はく、 欺と 慊 

未だ 分れざる の 初め、 此の 時獨 知に して 未だ 色相 情識に 落ちず、 單々 たる ー个 光々 

淨々 として 分 毛の 夾雜 なし、 其の 體至 尊に して 對 なく、 時の 幾な きを 爲す。 瞬 息の 


修敎 耍錄卷 之. K  ニ丄ハ 

問 便ち 移って 片響 も停大 せず。 此れ 大學に 慎む 所の 獨 にして 眞 正の 面目なり。 若し 

念頭 旣に 分る ると. き は、 知と 雖も 未だ 嘗て 在ら ずん ば あらず。 暗 處も亦 自ら 獨り知 

つと  お ほよ そ 

る。 然して 其の 慎む 所 は 却って 此に 在って 力む る を 得ず。 獨の 字と 幾の 字と 大段相 

似たり。 其の 兩岐封 分 未 分の 間に 介在す る を 以て 之れ を 幾と 謂 ひ、 其の 單々 たる 一 

念 未だ 墮落 あらず 未だ 遇對 あらざる を 以てして 一一 n へ ば 之れ を 獨と謂 ふ。 異にして： IT 

同に して 異なり。 袁了 凡が 曰 はく、 獨と いふ は是れ 心に 發 する 者な り、 人と 接見す 

ると きも 亦 自ら 獨 ありと。 此の 獨の字 は旣に 分る るの 後に 在り。 又 曰 はく、 誠意 は 

是れ當 下の 工夫、 就ち 是れ 明德を 明かに するな り。 ，：= 欺 は： 止. に 明の 字と 相反す、 自 

欺 は 便ち 昧 了す。 自 欺なら ざれば 明かな り。 誠意の 後 同に 工夫 ありと 雖も 然も 大段 

自明に し 了る、 故に 德の字 を 以て 之れ に與 ふ。 意 誠 あるとき は心廣 く體胖 なる、 此 

れ心 正しく 身 修まる の效 なり。 乂曰 はく、 大學の 愼獨と 中席の 愼獨と は獨の {: ナ倶に 

ー樣 なり、 但だ 大^の 獨の字 は 念頭の 初 動 を 以て 一一 一一；： ひ、 中席の 獨の字 は 性 體の靈 明 

を 以て 言 ふ、 皆 未た 分途 せざる の 前に 在り。 大學 の愼獨 は、 愼 の字緊 し、 乃ち 咽喉 

の處に 在りて 保護す るな り。 中庸の 愼獨 は、 愼の卞 1 し、 乃ち 元氣の 上に 在りて 保 


に 官 正 者 敬 ネ ^ 

至 兵傳 、菴は C 

る 部 と 王 • 孟 
左槠^ 明 中 許 
待す M の 、孚 
郞 'の 缀號遠 


護す るな り。 大^の 愼の字 は， 乃ち 警覺 して 分厘 を^ ふの 意、 中庸の 愼の字 は、 乃 

ち 忘る るな く 助く るな く、 常々 溫；^ して 損壞を 致す ことなき の 意な り。 

許 敬^ 曰 はく、 問 ふ、 先 儒 は獨を 以て 獨 知と 爲す、 如何。 曰 はく、 獨處も 未だ 嘗 

て 知ら ずん ば あらず。 知 も 以て 獨を盡 すに 足らず。 大學 • 中庸に 但だ愼 獨を言 ふ、 

獨の 一 字 最も 玩味す ベ し。 此れ 神明 獨り^ して 萬 事の 主宰た る 者な り。 此に 於て 愼 

まずん ば、 一 差 も 千 差す。 故に 程 子の 曰 ふ、 「天 德 あれば 便ち 王道 を 語るべし、 其 

の 要は 只 だ 愼獨に 在り」 と。 叉 曰 はく、 問 ふ T 十目の 視る 所、 十手の 指す 所」 と は. 

還って 只 だ 自己の 念 上に 在って、 其の 瞞昧 する 能 はざる 處を 形容す、 却って 實に指 

(111)  くり かへ 

お；』^  硯の者 ある こと あり や。 曰 はく、 此れ等の 去處、 要は 反し 思 ふに 在り、 理解 を 作す 

； f-? にて^ 眛な  / 

」  莫 かれ。 人 善悪 あり、 中に 萌動 する も、 祌明昭 然として 掩蔽すべからず、 一念 差錯 

するとき は 身 を 終 ふるまで 安ん ぜず、 死して 瞑目せ ざるな り。 何 ぞ啻だ 視 るに 十目 

を 以てし、 指す に 十手 を 以てする のみな らん や。 然も 中に 動く こと あれば 必ず 外に 

形れ、 衆の 指視 する 所 亦 必ず 之れ に隨 ふ、 自ら 欺く も 人 を 欺く も 皆 得べ からず。 故 

に 愼獨の 一語、 是れ學 者 命脈 上の 功夫な り、 這の 獨處に 打 疊し淨 を 得て 盡す とき は 

カ行 一  二 七 


修敎耍 錄卷之 六  二八 

て  (二、  (二) 

鬼神と 相 通ず、 更に 何事 か あらん。 ヌ曰 はく、 問 ふ、 楊 敬 仲 先生 は 孔子の 「意な し」 

を 以て 宗と爲 し、 誠意の 說を 信ぜず、 何ぞ や。 曰 はく、 敬 仲 先生 は 人品 CI ら高 し、 

其の 直に 此の 心 を 信じ、 未だ 嘗て 不是 ならず。 顧 ふに 大^ を 看る も 精し うする こと 

少なき ならん。 意は卽 ち是れ 念な り、 念 安ん ぞ 得て 無 からん。 只 だ 諸れ を 一 の 誠に 

反せば、 念々 眞に歸 し、 便ち 意に 落ちず。 故に 傅の 中乂 個の 愼獨 を提 し、 糸 毫も^ 

帶 を容れ ず、 斬 釘 截鐵と 謂 ふべ し。 孔子の 「意な く、 必 なく、 同な く、 我な し」 と 

は、 總 ベて 是れ 一個の 誠體 流行な り。 其の 學 者に 敎 へて 恆に 忠信 篤 敬 を 言 ふ は、 卽 

ち大學 の 誠意の 工夫な り。 異致 あるに 非ず。 

徐岩泉 曰 はく、 自 欺と 自 慊は是 れ對說 する にあらず。 .n: 欺を戏 むる と. c: 慊を 求む 

る は、 是れ兩 段の 事に あらず。 乃ち 一正 一反、 此 に出づ ると き は 彼に 入るな り。 乂 

曰 はく、 好惡の 處饞に 私意に 涉れ ば、 便ち 之れ を 好 を 作し 惡を 作す と 謂 ふ。 善 を 兑 

て 必ず 得ん こと を 求め、 惡を 見て^して 去らん こと を務 むる 如き、 是れ 克己の 斬 釘 

截鐵の 工夫、 是れ學 者 志 を 立つ るの 處、 是れ智 仁-男の^の 處 にして、 好 を 作し 惡を 

作 十に 非ず。 


(三) 古本 大 

® 禽^ 八 章、 

仝 第 第 十 一 卷 

一 六 一 頁 g 照 

(5 大 * 章 

句 傅 第， V 章 


(五) k%-M 

句 傳第七 章 


所謂 修， 身 在， 正 二 其 心 一 者、 身 有， 所二忿 愫； 則 不レ得 二 其 正； 有， 所 二 恐懼； 則 不レ得 二 

其 正 一 有レ 所 一一 好樂； 則 不レ得 二 其 正； 有, 所 二 憂患； 則不， 得 二 其 正； 

程 子 曰 はく、 身 有の 身 は當に 心に 作るべし。 朱 子 曰 はく、 忿懔 は^なり。 蓋し 是の 

もつ ば 

四つの 者 は 皆 心の 用に して、 人の 無き こと 能 はざる 所の 者たり。 然して 一 ら 之れ を 

有して、 察する こと 能 はざる とき は、 欲 動き 情 勝って、 其の 之 ゎを闬 ひて 行 ふ 所、 

或は 其の 正 を 失 はざる こと 能 はず。 

レ バラ nnii レ ^  ェ  ケ re  ェ  へ ラノヌ  レヲ フムル  <  ， でト ス  一一 ノヲ 

心 不レ在 レ焉、 視 而不レ 見、 聽 而不レ 聞、 食 而不レ 知 二 其 味； 此 謂，修， 身 在 一 ン正ニ 其 心 一 

05  ここ 

朱 子 曰 はく， 、七存 せざる こと あるとき は、 以て 其の 身を撿 する. ことなし、 是を 以て 

君子 は 必ず 此に 察して 敬 以て 之れ を 直く す、 然して 後に 此の 心 常に 存 して 身 修まらず 

とい ふこと なし。 此れ 亦 上 章 を 承け て 以て 下 章 を 起す。 蓋し 意 誠 あるとき は 眞に惡 な 

くして、 實に善 あり。 能く 是の 心を存 して 以て 其の 身を檢 十る 所以な り。 然して 或は 

但だ意 を 誠にす る を 知って、 此の 心の 存否 を密 察する こと 能 は ざれば、 叉 以て 內を直 

くして 身 を修 むる ことなし。 

カ行 一  二 九 


出 同類 こ 5 伊^ 5 銶へ 
づ じ卷 と W 川卷 し- 卷し 
葸九、 の 九 一 
味 十朱以 語に 二に 二 
の 六 子 下な 出 程 出；^ 
語に 語の り づ語づ 語 


二) この 問 

答 二 程 譖錄卷 

十二に 出づ， 


(五) 楊 時， 

字 は 中立、 宋 

の 看、 涯子 

の擧紈 にして 

朱 子 張子の S 

は これより 出 

づ i 云 ふ、 世 

*s 山 先生と 呼 
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問 ふ、 忿懷 恐懼 好樂 憂患す る 所 あれば 心 其の 正 を 得ず と。 是れ 要するに 此の 數者を 

なく すれば、 心 乃ち 正しき か。 程 子 曰 はく、 是れ 無くす ると 謂 ふに 非ず、 只 だ 是れ此 

れを 以て 其の 心 を 動かさざる なり。 學者 未だ 動かさ ざるの 處に 到ら ざれば、 須 らく 是 

れ 其の 志 を 執 持すべし。 

(二 ) 

程 子 曰 はく、 中に 主 あるとき は實 なり、 實 なれば 外患 入る こと 能 はず、 c: 然に 事な 

(1ーー) 

し。 又 曰 はく、 主 あれば 虛 なり、 虛とは 邪 入る 能 はざる を 謂 ふ。 主な きとき は！！： なり" 

Jk- -ーょ 勿 U, 、こ， M  L ト| 参』. ^胃』。 朱 子 曰 はく、 今一 念の 間に 私 主な き， 便ち 之れ ち 虚と謂 ふ。 t 事き にな. り...』，， 

と は；^ 碎 に IN わ を. s-ij をき 口  便 V.M わち- 貨と^ ふ。 件の 事に あら.^。 又 曰 はく. 敬な 乙 とき は 内 欲 

(wn 

筠 さす、 外 誘 入らす。 其の 內欲萌 さざる よりして 言 ふとき は 虚と曰 ふ。 其の 外 誘 人らざる よ. して 言 ふが 故に實 と； n ふ。 n (だ 是 

ゎー 時の 事に して、 兩截と 作して 看るべから^。 一時 林 用 中が 主 一 c 銘^ 舉げて 以て m_f 者に 告げて 曰 はく、 キぁ ると き は 一 S! たり、 


神 其の 都 を 守ん 

は實 なり、 寇 其の i や： を闞 ふと。 

rvrrr よく、 、、1 こ  一 4#-VIJnT4?v  y  zrp 問 ふ、 ^そ 事須 らく  a うて 而 L て 後に 通すべし、 安ん ぞ 心に 一事 を 

タ 111 はく 处に 一 ま を.^: す へ 力ら す. 有 すべから おと 謂 ふべ けんや。 朱 子の 曰 はく- 事 如何， そお は ざ.？ レ。 


51 だ 率 過ぐ ると き は 心 

に K めすして 可な り。 


問 ふ、 大學の 誠意、 如何 ぞ 便ち 以て 天下 を 平 かにすべき。 龜 山の 楊 氏 曰 はく、 後世 

自ら 是れ 人の 正レ 心するな し、 心 を 正しくし 得る とき は、 其の 效 自然に 此の 如し。 心 

一念の 間に毫 髮も差 あれば、 便ち 是れ 正しから ず。 


(六) 朱 子 語 

類卷 十六に 出 

づ、 伹 しそれ 

に は、 大皋 於- 1 

格 物 誠意 章 一 

都^ 鍊成 了、 

到 一一 得 正 心 修 

身處 I 都 易 了 

と あ hv、 以下 

の 句に も 文字 

の 相違 多し 

(七) 伺 前に 

出づ 

(八) 忿 お • 

ms . 好樂 • 

憂患 

(九〕 お レ所， - 

忿-ぉ I 則 云々 

の 有 所の 二字 

も 指す 

二 〇) 出典 

前に 同じ 

ニー) 朱 子 

語類 卷 十六に 

出づ 


朱 子 曰 はく、 大 の 格 物 誠意 は 都て 已に鍊 成す、 正 心 修身の 章に 到り 得て 都て 易 

了す。 意に 善惡 の殊 なる あり、 意 或は 誠 あらざる とき は 惡を爲 すに 易し。 心に 偏 正 

かたよ 

の 異なる あり、 心 正しから ざる あるとき は 物欲の 爲に 動かされて 未だ 偏れる 處 ある こ 

(七) (八) 

と を 免 かれざる も、 却って 未だ 必ずしも 惡を爲 さず。 叉 曰 はく、 四つの 者 は 只 だ 無の 

處 より 發 出せん こと を 要す。 先づ 有して 心 下に 在ら しむべからず。 須 らく 有 所の 二字 

を 看るべし。 忿怒す る 所 あるが 如き は、 人の 罪 あるに 因り、 而 して 之れ を撻 つ。 纔に 

(撻 ち) 了れば 其の 心 便ち 平 かなり、 是 れ不レ 有な り。 若し 此の 心 常々 不平 なれば 便ち 

是れ 有な り。 又 曰 はく、 所謂 有 所 は是れ 他れ に內に 主と 爲られ て、 心 反って 他れ の爲 

に 動くな り。 

又 曰 はく、 心纔に 物に 繋る とき は 便ち 爲に 動かさる。 物に 繋る 所以の 者 三つ あり、 

(或は 是の) 事 未だ 来らざる に 先 づ箇の 期待の 心 あり、 或は 事 已に應 じ 過ぎて 又 心 下 

に留 在して 忘る る こと 能 はず、 或は 正に 事に 應 ずるの 時、 意に 偏重す る あり、 都て 是 

れ 物の 爲に 繋縛 せらる るな り、 (旣に 物の 爲に繫 縛 せら るれば)、 便ち 是れ這 筒の 物事 

到る こと あるとき 刖事 面前に 來 到して 之れ に應 ずれば、 便ち 差 ひ 了る、 如何して 其の 

力 行 一  一二 1 


正しき こと を 得ん。 聖人の 心 は t せ： 然 たる 虚 明に して、 事物の 來るを 看れば、 若しくは 

* とち 

大、 若しくは 小、 ra 方 八面 物に 隨ひ 應に隨 はずと いふ ことたし。 此の 心 元と 曾て 這の 

物事 を 有せざる なり。 又 曰 はく、 顏 子の 怒り を遷 さざる が 如き、 怒るべき は 物に 在り- 

顏子 未だ 嘗て 血氣 の爲に 動かされて 人に 移さず、 則ち 豈ぉ つ て 心^ しからざる こと あ 

(二)  ゎづか 

らん や。 又 曰 はく、 今の 人 多く は 是れ才 に 怒れば、 喜ぶべき^ ありん- 雖も亦 真ばざる 

こと あり、 當に 怒るべき の 事あって 來 ると 雖も 亦復た 怒らず、 便ち 是れ 事理に 蹉 過し 

ひたすら  すゐ たら 

了る。 蓋し 這の 物事 饞に 私な らん か、 便ち 去らず、 只管に 胸中に 在り、 推盪 すれ ども 

終に 消釋 せず。 此の 心 をして 太虚の 如くなら しめば、 萬^に 雍； 接して 各-其の 所に^ 

まらん、 而 して 我れ 與 かる 所な くして 可な り。 此の 一章 を 看れば、 只 だ 是れ人 先づ此 

の 心 を 有すべからざる こと を 要する のみ。 問ス忿 好 は 自己の 事、 勉强 して 爲 さざる ベ 

し、 憂患 恐懼 は 外より 來り、 自家に 由らざる か。 曰 はく、  ^ち 是ゎ 外より 來る、 須ら 

く 要するに 我れ 道理あって 之れ に處 すべし、 事來 らば 亦 合 當に# 懼十 べし。 但だ 只管 

わ • つら  なに 2 と な  ニー 一)  いうり 

に 其の 本心 を累 はして 亦甚 事を濟 さん。 孔子が K に 長れ しめら わ、 文 王が 菱単 • に囚は 

るる、 死生 前に 在る も 聖人 は 元と 心 を 動かさず、 之れ に^して は然 たり。 


2 と 氣 章 孫 さ 
c 出 のに 丑ち 
づ 帥 は 上 

ん       な ~ ~ 1 >r"  ^n. 

子 り 志第+ 

m し は 二 公 


お) ゅチ語  或 ひと 謂 はく、 意 誠 あるとき は 心 正しと。 朱 子 曰 はく、 然ら ず、 這の 幾 句 連なり 了 

聚 も 十 .k 

つて 又斷 え、 斷ぇ 了って 叉 連なる。 相 連 綴せ ざるが 若しと 雖も、 中間 又 自ら 相 F 、く。 

譬 へば 一 竿の 竹の 如し。 只 だ是れ 一 竿と 雖も 然も 其の 間 又 許 多の 節 あり。 意 未だ 誠 あ 

ら ざると き は 全 體是れ 私意、 更に 甚の 正レ心 を理會 せん。 然して 意 誠 あり 了る と雖も 

又 其 の 心 を 正しう せ ずん ば ある ベ か らず。 

2 ) すゐ 

朱 子 曰 はく、 古人 言 ふ、 「志 は 帥に して.^ は 君な り」 と。 須 らく 心 主張あって 始め 

て 得べ し。 又 曰 はく、 人 只 だ 茵の心 あり、 若し 降伏し 得 ずん ば 更に 甚麼の 人と か 做ら 

ん。 又 曰 はく、 世俗の 擊 聖賢と 同じから ざる 所以の 者、 亦 見 難から ず。 聖賢 は 直に 是 

類卷 八に 出づ 

れ眞 筒に 做し 去る。 正レ 心と 說 けば 直に 心 正し からん こと を 要す。 誠レ 意と 說 けば 直に 

意 誠 あらん こと を 要す。 修レ 身齊, 家 も 皆 空言に 非ず。 今の 舉者 正レ 心と 說 けば、 伹だ 

心 を 正す とい ふ を 將て呤 詠 一 餉し、 誠, 意と 說 けば、 又 意 を 誠にす ると いふ を 將て吟 

おくる 

詠ー餉 す。 修身 を說 けば、 又 聖賢が 許 多 身 を 修めん こと を說 きし 處を將 て 諷誦す るの 

み。 或は 一 百 語を掇 拾し 時文 を 綴^す。 此の 如く 學を爲 すと き は 却って 自家の 身上に 於 

て 何の 交涉 あらん。 這裏須 らく 意 を 著け 理會 する こと を 用 ふべ し。 今の 朋友 固に 聖賢 

力 行 一  三 三 


修敎耍 錄卷之 六  一一 一四 

の^を 閜 くこと を樂 しんで 而も 終に 世俗の 陋を 去る こと 能 はざる 者 あり、 他な し 只 だ 

是れ志 立たざる のみ。 舉 者の 大耍は 立志な り、 纔に舉 ばば 便ち 聖人と 做らん こと を耍 

むる 是れ なり。 

ちなみ  つね 

1 日 因に 大學 を論讀 す。 諸 生 答 ふるに 毎に 念 慮の 爲 に攪擾 せらる とい ふ を：：；、 てす。 

曰 はく、 只 だ是れ 敬せ ざれば なり。 敬 は 是れ常 ^々の 法な り。 敬 を 以て 主と 爲すと き 

(後 リ 七/ 

£ お "え は、 百事 皆 此れより 做し 去る。 今の 人 都て 我れ を理會 せざる 底、 ，HI ら 心の 在る 所 を 知 

ら ずして 都て 他事 を理會 せんこと を 要め、 又 家 を 齊へ國 を 治め 天下 を 平 かに せんこと 

を 要む。 心 は 身の 主な り。 船を捋 るに は須 らく 篙を 用ぶべし、 釵を 喫する には須 らく 

^を 用 ふべ し。 心 を理會 せざる は、 是れ篙 を 用 ひず、 匙 を 使 はざる の 謂な り。 心を攝 

むる は 只 だ是れ 敬な り。 敬せ ざれば、 看^ 麼の事 を 做さん。 山に 登る も 亦 只 だ 這^の 

心なり、 水に 入る も 亦 只 だ 這 筒の 心なり。 

, 十 til  忿愫の 章 を 問 ふ。 曰 はく、 這の 心の 正 は 却って 秤の 如きと 一般な り。 未だ 物 あら ざ 

.  る 時 は 枰 平 かならざる ことなし。 纔に 一 物 を 把つ て 上面に 在らし めば 便ち 平 かならず。 

鏡 中 先に 一 人 裏面に 在る あらば、 別の 一 筒來 りても 便ち 照す こと を， ず。 這の 心 未だ 


3 出典 同 

前 


8 同じの 

意 


(五) 朱子^ 

^卷" .BS に 出 

づ 

(六) 王 過， 

字 は 幼觀、 0 

興の 人、 朱 f 

の 弟子、 車お 

拙齋 先生と 狨 

す 

(七) 朱 子 語 

頹卷百 七に 出 

づ 


物 あらざる の 時に 先づ 箇の 主張あって、 我れ 如何に 事 を處す るを耍 せんと 說き 逆へば- 

便ち 是れ 正しから ず。 且つ 今の 人我れ 官と 做って は强 きを 抑へ 弱き を扶 けんこと を耍 

すと 說 くが 如き も、 當に强 かるべ き 底の 事に 遇 著す るに 及んで は 也た 他れ を 抑へ 去る- 

-一  (111) 

這れ 便ち 是れ 正しから ず。 又 公私の 別 を 問 ふ。 曰 はく、 譬 へば 一件の 事の 如き、 若し 

,  ひたすら 

公衆に 係れば 便ち 心 下大段 管せ ざる も、 若し 私 己に 係れば、 便ち 只管 橫 たはって 胸中 

に 在り、 念々 忘れず。 只 だ 此れ 便ち 是れ 公私の 辨 なり。 卩 ^憂患 恐懼の 四 字 一般に 似 

たり や。 曰 はく、 同じから ず。 恐懼 は是れ 目下 逼り來 つて 緊 なる を 得る 底、 人 をして 

恐懼して 措く こと を 失 はしむ。 憂患 は是れ 思慮して 预 じめ 防ぎ 將ち來 つて 大 なる 禍， 稿 

利害 あり。 

(五)  (六)  (七 j 

朱 子 曰 はく、 某が 氣質病 あり、 多く は 忿^に 在りと。 王 幼 觀が曰 はく、 先生 一 日說 

いて 贓を受 くる 者に 及ぶ や、 怒り 言に 形 はれ、 曰 はく、 「某 此れ等の 人 を 見て は、 只 

まさ 

だ 大字 面を與 へて 配 去 せん」 と。 徐ろにして 又 曰 はく、 「今 公吏 合に 錢を 取る ベから 

ずと 說 いて、 知縣 たる 者 は 自ら 錢を 要む」 と。 節々 之れ を 言 ひて 之れ が 爲に吁 嘆す。 

問 ふ、 喜 好適 意 底の 事 ある 毎に 便ち 自ら 私する の 心 ある こと を覺 ゆ、 若し 理を 見ん 

力 行 一  一一 一 五 


修敎耍 錄卷之 六  三 六 

ため 

と 欲して 當る こと 莫 くんば、 便ち 與に克 ち 下さん や 否や。 曰 はく、 此れ等の 事、 道理 

を 見得る こと 分明 なれば、 自然に 消磨し 了る。 此の 似く 迫 切なれば 却って 病 痛 を 生ず。 

問 ふ、 人懼 るる こと 多き を 患 ふ、 明かに 其の 懼 るるに 當ら ざる こと を 知る と雖 も、 

、 か  しばら  し 

然も 克っ こと 能 はず-。 且く强 ひて 此の 心 を 制して 動 かざらし めんに 若く なきや 否や。 

曰 はく、 只管 强 ひて 制する も 也た 了る 期な し、 只 だ 是れ理 明 了 なれば 自ら 是れ 懼れ ず。 

問 ー獨り 一 窒に處 り 或は 闇 中に 行きて、 多く 驚懼 ある は何ぞ や。 伊川 曰 はく、 「只 だ 

1 てら  — 

是れ理 を燭す こと 明かなら ざるな り。 若し 能く 理を燭 すと きは懼 るる 所の 者妄 なる を 

知る、 何ぞ懼 れん。 人あって 此れ を 知る と雖 も、 然も 懼心 ある こと を 免 かれざる 者 は、 

只 だ是れ 氣充た ざれば なり。 須 らく 是れ涵 養すべし、 久しければ 則ち 氣充 ちて、 自然 

^一) 

に 物 動かす こと を 得ず。 然して 懼心 あらば 亦 是れ敬 足ら ざれば なり」 と。 伊川が 涪州 

の 行、 澈浪を 過ぐ。 波濤 洶 湧して 舟 中の 人 皆 驚愕して 措く ところ を 失す。 獨り 伊川 凝 

然として 動ぜず、 岸 上に 樵 者 あり、 聲を厲 まして 問うて 曰 はく、  r 舍 てて 去る こと 斯 

の 如し、 達し 去る こと 斯の 如し」 と。 之れ に 答 へんと 欲して 舟已に 行く。 又 伊川 浩州 

より 歸る、 氣貌 容色 髭 髮皆平 昔に 勝れり。 門人 問 ふ.、 何 を 以て か 此れ を 得る と。 曰 は 


お ほよ そ 

く、 學の 力なり、 大凡 舉は息 難 貧賤に 處 する こと を學 ぶ。 富責榮 達の 若き は 卽ち舉 ぶ 

A.IS->a)o 太常臧 格， 諡，？ I を 撰して 曰 はく、 伊川 先生 の^は 苏ら敬 も 以て 主と 爲す。 克费旣 に 至れば、 固に せし く锌 然と 

苍好こ 15 して 一に 正に 出づ べし。 夫れ  一^ S の微 なる も、 若し 未だ 過 i せざる とき は、 其の 心 を 動かし 忤を 5 やばん こ 

あ ひ， た 

とも 戒む。 蓋し 忿悔 する 所 あるとき は 其の 正 を 得 ざれば なり。 一 たび の^に 驚^して 未だ 失 と^さざる とき は、 其の 坝 4 

燭す こと 明かなら. さる も 斥 ぞく。 蓋し 恐懼す る 所 あるとき は 其の 正 を 得されば なり。 以て 文章に 溺 るるに 至る とき は、 其の物 を 

うれ 

玩 ぶこと を 悪む。 患難に S ふとき は、 其の 生を舍 つる 能- i ざる を憫 ふ。 蓥し 好^ ©忠 する 所 あるとき は 供に. 其の 4! /にョ よ 

正 を 得 ざれば なり" 夫れ 人と して 能く 盡く其 の累を 去れば、 笑ん ぞ^く 其の 全きに 復せ ざらん こ i を 患 へん や。 rtKITE-wi 

、 £ ン 长 &' り  き  たっと  ) 

く、 風俗 鬼を尙 ぶ。 新 安 等の 處の 如き は、 朝夕 鬼^に 在る が 如し。 鄕 里に 所謂 五 通 躍 

(六) 的ゃ 酌  それがし  ゆ 

むこと  とい ふ もの あり、 最も 靈怪 なり。 某 初めて 還る や、 宗 人に 煎 迫せられ て 去 か しめらる 

(七) 階に 同 

rA)  ^1 るも往 かざりき。 是の夜 族 人 を 會し官 司に 柱いて 酒 を 打す、 灰 あり、 乍ち に飮 む。 遂 

に. ffil.: の 罪 も  £ 

させる ことな に 臟腑を 動かす こと 終夜な り。 次の 日 又 偶- 1 蛇あって 堦 の 旁に 在り。 衆人 関 然とし 

かれと なり 

ヽもノ も おもへ  それがし 

^0 て以爲 らく、 廟に 謁せざる の 故な りと。 某吿 ぐるに、 「臓腑 (の 動く) は是れ 食物 を 

およんで、 道  かか  たに ごと  (八) 

盛な にく 著け ざり しなり、 他れ に關 かる こと 甚事 ぞ、 五 通を枉 了す る こと 莫 かれ」 とい ふを以 

み、 &兀 一一 年  なに： レ 

^0 てす。 中に 某の 人 あり、 是れ學 に 向 ふの 人な りしが、 亦來 つて 往 かんこと を勸 む、 云. 

か.^ 迫す。 0  それが. L おも  おも 

元 T ハ年朱 子の へらく T 亦是れ 衆に 從へ」 と。 某 以 へらく、 衆に 從 つて 何 をか爲 さん、 意 は ざり き 

残す る や 一時  を  おこ 

公 も 亦 此の 語 ありんと はと。 ヌ僞 學の黨 作る。 或は 先生に 學徒を 散 じ戶を 閉ざし 事 を 

犬して まお 勃  はぶ  I 

I： す  省きて 以て 禍を 避けん； J とを勸 むる 者 あり。 朱 子 曰 はく、 「禍福の 來るは 命な り、 其 

力 行 一  三 七 
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5 つた 

れ默 して 以て 容 るるに 足れり。 只 だ是れ 去ら じ。 鼓を擊 ちて^ を訟 ふる は、 便ち 是れ 

默 して 成さず。 屋 下に 說く 合き 底の 說は 亦敢 へて 說 かじ」 と。 

(二)  おもへ 

七 章の 或 問に 曰 はく、 人の 心 ある や 本と 以て 物に 應ず、 而 して 此の 章の 傳に 以爲ら 

く、 喜 怒 憂懼す る 所 あれば 便ち 其の 正 を 得ず と爲 す。 然 らば 則ち 其の 心た る や 必ず 槁- 

木の 復た 生ぜず 死灰の 復た然 えざる が 如くに して、 乃ち 其の 正 を 得たり と爲す や。 曰 

はく、 人の 一 心 は、 湛然虚 明なる こと 鑑の 空なる が 如く、 衡の平 かなる が 如く、 以て 一 

身の 主たる 者 固より 其の 眞體の 本然な り。 鐘 室 Mr 而 して 喜 怒 憂懼 感に隨 つ 

て應 じ、 汧蚩 俯仰 物に 因って 形 を 娬る者 も、 亦 其 P 用の 無き こと 能 はざる 所の 者な り。 

故に 其の 未だ 感ぜざる の 時 は 至 虚至靜 にして 所謂 鑑空 衡平の 體は 鬼神と 雖も 其の 際 を 

窺 ふ を 得ざる 者 あり、 固に 得失の 議 すべきな し。 其の物に 感ずる の 際に 及んで 應 ずる 

とど 

所の 者 も 叉 皆 節に 中れば、 其の 鑑 空 衡平の 用 流行して 滯 まらず、 正大 光. 明是れ 乃ち 天 

下の 達 道た る 所以な り、 亦何ぞ 其の 正 を 得ざる こと 之れ あらん や。 唯 だ 其れ 事物の 來 

ると き 察せざる 所 あれ-ば、 之れ に應 ずる こと 旣に 或は 失な きこと 能 はず。 且つ又 與に 

倶に往 かざる こと 能 は ざれば、 其の 喜 怒 憂懼 必ず 中に 動く 者あって、 此の 心の 用 始め 


お. な i 

.頹卷 十六に 出 

づ 

(五) 朱 子 語 

によ わ ば、 

「一 箇の忿 m 

W 樂 恐ま^ 忠 

の 心 這の 裡に 

在る こと あり、 

ひび 忿 ぉ好樂 

恐懼 憂患 の 事 

到来す ると き、 

父. おの 心も以 

て-ぶ々」 と 出 

„ つ 


より 其の 正 を 得ざる 者 ある のみ。 俾 者の 意 固に 心の 物に 應 ずる を 以て 便ち 其の 正 を^: 

ずと 爲 して、 必ず 枯木 死灰の 如くして 然して 後に 乃ち 其の-止 を 得たり と爲 すに 非ざる 

たり。 惟 だ是れ 此の 心の 靈旣に 一身の 主と 曰 ふ、 苟も 其の 正 を 得て、 是に 在らず とい 

ふこと なきと き は、 耳目 鼻口 四 骸、 命に 聽く 所あって 以て 其の 事 を 供せ ずと いふ 

ことなく、 而 して 其の 動 靜語默 出入 起居 も 唯 だ 吾が 使 ふ 所の ままに して 理に合 はざる 

ことなし。 如し 其れ 然らずんば、 身此に 在って 而も 心 彼に 馳せ、 血肉の 軀管攝 する 所 

なし。 其の 「面 を 仰いで 鳥を贫 り 看、 頭 を：！ らして 人に 錯り應 ずる」 こと を爲 さざる 

者 幾 ど 希な り。 お llilm。 孔子の 所謂 「操れば 則ち 存し、 舍 つれば 則ち 亡す」、 孟 

子の 所謂 「其の 放心 を 求めて 其の 大 體に從 ふ」 とい ふ 者、 蓋し 皆 此れ を 謂 ふ。 學者深 

く 念うて 铤} 之れ を 省みざる ベ けんや。 又 臼 はく、 人心 は 一箇の 鏡の 如し、 先づ 未だ 

一 箇の影 象 あらず、 事物の 來る こと あれば、 方に 始めて 妍醜を 照 見す。 若し 先づ 一 箇 

の 影 象 裏面に 在る こと あれば、 如何 ぞ 照し 得ん。 人心 は 本是れ 湛然虚 明に して、 事物 

の 來るゃ 感ずる に隨 つて 應 ずれば、 自然に 髙下輕 重 を 照 得す、 事 過 ぐれば 便ち 當に前 

かくの fj とく  やさ  SW 

に 依って 恁 地に 虛 にして 方に 得つ ベ し。 若し 事 未だ 來ら ざる 先に 一 箇の 忿^ 好樂 恐懼 

力 行 一  三 九 


(1) 語類に 

は 只 苦 (ひた 

すら) に 作る、 

從ふ ベ きに 似 

た り 

(二) 眞德秀 ， 

字は景 元、 朱 

の 奥 者、 朱 子 

を宗 とす。 世 

西 山 先生と 云 

ふ、 大 m; 衍義、 

Esse 

is あり 


(一一 一) 

章に r 是の故 

に 君子 は 其の 

^ざる 所も戒 

gi し、 其の 間 

かざる 所 を 恐 

權す」 と出づ 
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憂患の 事到來 する ことあって、 又 這の 心 を 以て 相 與に滾 合すれば、 便ち 其の 正 を 失 ひ、 

事 了って 又 只 だ 若し 這の 裏に 留在 すれば、 如何 ぞ 正しき こと を 得ん。 

西 山の 眞氏曰 はく、 鑑 空 衡平の 體用 切に 須 らく 玩味すべし。 蓋し 未だ 物に 應ぜ ざる 

時 は、 此の 心 只 だ 要するに 淸 明虚靜 にして、 先づ 一物 あるべからず。 鑑の 未だ 物 を 

はか 

照さざる が 如き は、 只 だ是れ 一箇の 空、 衡の 未だ 物 を稱ら ざるが 如き は、 只 だ是れ 

一箇の 平、 此れ 乃ち 心の 本體、 卽ち喜 怒哀樂 未發の 中な り。 所謂 鑑空 衡平の 體 なり ( 

事物の 來 るに 及んで 感ずる に隨 つて 應ず、 其の 喜ぶべき に 因って 喜び、 怒るべく し 

て 怒る。 我れ に 在りて は 本と 未だ 嘗て 先づ 此の 心 あらず、 ^だ 物の 感ずる 所に 隨っ 

て 之れ に應 ずるの み。 故に 其の 發 して 節に 中らざる ことなし、 此れ 所謂 鑑空 衡平の 

用な り。 

或 ひと 問 ふ、 大舉 に先づ 恐懼 あらん こと を 要め ずして、 中 Si に 却って 恐懼 を 要む 

る は何ぞ や。 眞氏曰 はく、 中席 は 只 だ是れ 未だ 形 はれざる の 時 常々 敬 を 持して 心 を 

して 碍 味せ ざら しむる のみ。 大舉の 恐懼 は 却つ て是れ 俗語の 恐怖と いふの 額に して- 

自ら 中甯と 異なる こと あり。 


そ 解 義と世 * 元 5 

の •  ；i いに 、代 ご 

他 春 釋ふ雲 字の 

mfK  - 。峯は 朱 胡 
多 集- 窗易先 仲」/ -炳 
し 解 集 本 生 虎擧文 


叉 曰 はく、 喜 怒 憂懼 は 乃ち 心の 用、 唯に 無き こと 能 はざる のみに 非ず、 亦 無くん 

ば あるべからず。 伹だ平 居 無事の 時、 先づ 此の 四つの 者 を 有して 胸中に 在らし むる 

こと を 要せず。 如し 平 居先づ 四つの 者 あれば、 卽 ち是れ 私意の 人な り。 若し 些の私 

意あって 塞いで 胸中に 在れば、 便ち 是れ 其の 正 を 得ず。 須 らく 是れ 此の 心 を 涵養し 

て、 未だ 物に 應ぜ ざる 時湛 然虛靜 なること 鑑の 明かなる が 如く、 衡の平 かなる が 如 

まさ あやまり 

くすべし、 物に 應 ずるの 時に 到り 得て 方に 差錯せ ざらん。 當に 喜ぶべく して 喜び、 

當に 怒るべく して 怒り、 當に憂 ふべ くして 憂へ、 當に懼 るべ くして 懼る、 恰好なる 

とき は 則ち 止まって 更に 過當 なき こと 此の 如くして、 方に 本心の 正しき を 得ん。 

或 ひと 謂 ふ、 誠意 は 則ち 心の 發 する 所、 已に實 ならず とい ふこと なし， 又 何ぞ正 

、もの 功を假 らん。 雲峯の 胡 氏 曰 はく、 意は實 ならん こと を 欲して、 心 は 本と 虛 なり。 

まさ 

其の 意 を實に するとき は、 好惡 方に 發す るの 初に 偏せ ず、 其の 心 を虛に するとき は、 

喜 怒 已に發 する の 後に 留まらず。 又 曰 はく、 心の 體は 正しから ざるな し。 所謂 心 を 

正す と は、 其の 心の 用 を 正す のみ。 「其の 心 を 正す に 在り」 とい ふ 此の 正の 字 は、 

是れ 之れ を 正す の 工夫 を說 く。 蓋し 謂へ らく、 心の 用 或は 正しから ざる あれば、 之 

カ行 1  EM 
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れを 正さ ずん ば あるべ からず。 「其の 正 を 得ず」 とい ふ 此の 正の 字 は是れ 心の 體は 

(」 一に、" 其  本 正しから ざるな くして 人 自ら 之れ を 失 ふ 者なる を說 く。 正， 其と 曰 ひ、 其 正と 曰 

(二) 不レ 得,, 

正 一 をい， ふ  ふ は、 自ら 體用を 分つ。 心の 體は 本と 太虚の 如し。 或は 景星俊 雲、 或は 烈風 雷雨し 

て、 太虚 自若たり。 人の 一 心豈 能く 喜 怒 憂懼な からん や。 然して 怒るべき とき は 怒 

る も、 怒り 過ぎて 留まらず、 喜ぶべき とき は 喜び、 喜び 已んで 休す。 お 〔怒^ 懼は皆 

物に 在りて 我れ に 在らず。 我れ 日に 物に 接すと 雖 も、、 物に 物と せられざる、 此れ 能 

く 其の 本 體の虚 を 全うして 正しから ずと いふ ことなき 所以な り。 或 ひと 疑 ふ、 中^ 

の 首章 先に 存養 を 言 ひて 而 して 後 省察 を 言 ふ。 大學の 誠意に は 省察 を 言 ひて 存養を 

か  まさ 

欠く と。 殊に 知らず、 此の 章 正に 自ら 存養 省察の 工夫 あり。 忿^ 恐懼 等の 未だ 發せ 

ざる ゃ先づ 期待の 心 あるべからず、 其の 將に發 せんとす る や 一 つも 偏 繫の心 あるべ 

からず、 其の 已に發 する や 獍ほ留 滞の 心 あるべからず。 事の 方に 來り、 念の 方に， い 明 

す、 是れ 省察の 時節な り。 前 事已に 過ぎて、 後事 未だ 來ら ざる、 是れ存 養の 時節な 

り。 存 養と は 此の 心の 本體の 正を存 するな り。 省察と は 惟 だ 此の 心の 用の 或は 之れ 

を 不芷に 失 はんこと を 恐れて 以て 之れ を 正しう せんこと を 求む るな り。 〈且 しく！； b 钿 


門人、 朱 子 ％ 

fe- 修む。 徽菴 

先生 i 稱す。 

著 はすと こ ろ 

に性理 字訓 讒 

義*太綠洪範 

^^あり。 朱 


ほ 右,、 に 章句の 二つの 察の 字 及び 三 四の 存の 字 を 看る ベ し 。 

7 は^  宋 

^44每，0、、  (三) 

徽菴の 程 氏 曰 はく、 未發の 前は氣 未だ 事 を 用 ひず、 心の 本體は 正す こと を 待ちて 

後に 正しき にあらず。 發 して 節に 中る とき は、 心の 用 正しから ずと いふ ことなし、 

亦 之れ を 正す こと を 待ちて 後に 正しき にあらず。 夫れ 正しから ざる こと あつ て而し 

て 後に 正しう す。 心の 體靜 にして 未だ 發せ ざれば、 何ぞ 正しう する こと を 待たん や ( 

惟 だ 此の 心の 用發 して 節に 中らざる とき 始めて 正しから ざる こと あり、 而 して 正し 

(H) 

うする こと を 待つ のみ。 章句に 曰 はく、 「之れ を 用 ひて 行 ふ 所、 或は 其の 正 を 失 ふ」 

ミ } 

と。 或 問に 曰 はく  、「此の 心の 用 其の 正 を 得ず」 と。 未だ 嘗て 體の 不正 を 言 はざる な 

り。 惟 だ 經の或 問に、 「其の 本然の 正 を 得ず」 と 曰 ひ、 「心の 本 體は物 動かす こと 能 

はずして、 芷 しからず とい ふこと なし」 と 曰へ る あり、 或 者 遂に 之れ を 執って、 正 

心 は 乃ち 靜 時の 工夫と 以爲 へり。 中庸の 未發の 中の 如き は、 太極圖 の主靜 にして、 

f,  (七)  ここ 

經の 所謂 「定靜 安」 なり。 傳の 「心 焉に 在ら ざれば」 と は、 乃ち 心が 腔 子 裏に 在ら 

の 正 を 失 は ざ 

る 能 はす」 と ある を 指す (五) 前 出 三 八 頁 終 行參照 (六) 大擧或 問の 終のと ころに T 一  も 其の 本然の 正 も 得ざる i き は、 d?h とする^な し」 と 

出づ (七〕 大 擧の^ 一  童に 「知レ 止 后 有 レ定、 定而お 能^、 靜 -.i 后 能 安、 能 慮- K._u を 指す 


三 に-出 づ 

(W) 朱 子の 

大^-章句、 傅 

の 第 七 章に、 

「驚し 是の四 

者 は 心の 用 


き 能 は S る^ 

の 者な り、 然 

して 1 に 之れ 

51 はざる とき 

は、 ^03 

勝って、 其の 

之れ を 用 ひて 

行 ふ 所 或は 其 


修敎耍 錄卷之 六 

ざる 時たり。 殊に 知らず、 聖人 人 をして 多く 動處！ ！ 於て 功 を 用 ひしむ る こと を。 格 

致 誠 正 修は皆 人 をして 功 を 動く ところに 用 ひしむ る 者な り。 定靜安 も 亦伹だ 心の 靜 

を 言 ふに 非ず。 靜 時の 工夫の 若き は 則ち 戏謹 恐懼の み、 之れ を.： 仔し、 之れ を 養 ひ、 

之れ を 守る のみ。 其の 正しから ざる 所 を 正す を 待たざる なり。 聖賢の 動 は 固に 靜を 

お ほいに- V ほる  かよ ふこと  た しきに よろし 

主と す。 元 亨は 誠の 通 にして、 固に 利 貞は 誠の 復 なる を 主と す。 而 して 誠 正 

修と云 ふ は 正 誠 通 ふの 事な り。 旣 に誠芷 にして 修し、 始めて 誠 復の明 あり。 若し 意 

を さ 

を 誠にす るの 後に 當 つて、 動 を 厭うて 靜を 求め、 事を棄 てて 心 を 寅め、 視を 收め聽 

ざから 

に 反うて、 吾れ 將に 以て 心 を 正しう せんとす と 曰 はば、 此れ 乃ち 異端の 事に して、 

ここ 

吾が 儒の 事に 非ず。 況ゃ 心焉に 在らざる を や。 亦 曰 はく 「心 視に 在らざる とき は視 

れ ども 見えず、 心聽に 在らざる とき は聽 けど も 聞えず」 も、 豈靜 にして 腔屮に 在る 

の 謂な らん や。 或 問に 所謂 本然 • 本 體と いふ も 亦 此の 心の 義理 を 指して 言 ふ。 孟子 

(一) 金 履砗、  もつ ぼら 

字 はき 甫、 元  の 言へ る 本心 も 亦 仁義の 心 を 指して 言 ふ。 豈靜に 一 なる の 謂な らん や。 

の舉 者、 世 仁  二) 

^Ms^f  仁 山の 金 氏 曰 はく、 忿懷 • 恐懼. 好 樂* 憂患の 四つの 者 は、 喜怒哀 樂の發 せる も 

書 表 註 • 通鑑 、 ； 、 はたらき ， 

前編 等 あり の 乃ち 、もの 用に して 人の 無き こと 能 はざる 所の 者 なれば、 ^ぞ是 れを惡 みて 便ち 


以て 其の 正 を 得ず と爲ん や。 蓋し 當に 怒るべき とき は 怒る も、 怒って 遷 さず、 當に 

つたなき  よく 

懼 るべき とき は懼 るる も、 懼れ て懾に 非ず、 好むべき とき は 好む も、 好んで 欲する 

に 非ず、 憂 ふべき とき は 憂 ふる も、 憂へ て 傷る に 非ざる、 是れを 此の 心の 體 用の 正 

しき を 得と 爲す、 而 して 有無 を 以て 之れ を 言 ふべき に 非ざる なり。 今 傳の文 を 以て 

rll)  *<  * ハ  ： 

之れ を觀 るに、 一 にも 有レ 所と 曰 ひ、 二に も有レ 所と 曰 ふ、 則ち 是れ 心の 主たる 所の 

者此に 在るな り、 其の 失 や 固な り。 忿 って忿 懐と 曰 ひ、 懼れて 恐懼と 曰 ひ、 好みて 

好 樂と曰 ひ、 憂へ て 憂 息と 曰 ふ、 卽ち 其の 重 疊の辭 は是れ 情の 勝つ 所の 者此に 至れ 

るな り、 其の 滯ゃ 深し。 夫れ 心 を 以て 此に 主として、 失の 固く、 情の 勝つ こと 此に 

至りて、 滯 ほる ことの 深ければ、 此の 心 能く 其の 正しき を 得ん や。 夫れ 喜 怒 憂懼す 

る 所な くして 寂滅に 歸 する は、 心の 正體に 非ず。 喜 怒 憂懼す る 所あって 之れ を 滞 固 

に 失 ふ も、 亦 心の 正 用に 非ず。 惟 だ 事 至って 隨 つて 應じ、 物 去って 留まらず、 其れ 

ここ  2 と 

斯を 以て 正しと 爲 さんか。 聖賢に 非 ずん ば、 其れ 孰れ か 能く 此の 若くな らん。 

(三)  いかん 

王 陽 明日 はく、 忿懐の 幾 件 は、 人心 怎ぞ 能く 無くし 得ん。 只 だ是れ 有すべ から ざ 

るの み。 凡そ 人忿懷 すれば 便ち 其の 正 を 得ず。 ^今 凡そ 忿懷 等の 件に 於て 只 だ是れ 
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個の 物來 りて 順應 する のみ、 一分の 意思 を 著け ざれば、 便ち 心の 體は 廓然太 公に し 

て 其の 本然の 正 を 得るな り。 且つ 外に 出で て 人の 相 鬪ふを 見る が 如し。 其の 不是の 

的に は、 我が 心 も 亦 怒る。 然れ どもお ると 雖も 却って 此の 心 は 廓 然として 曾て 些子 

の氣を 動かさず。 今人 を 怒る が 如き も 亦 此の 如くん ば、 方に 纔に 是れ 正し。 

(一)  のぞ  やしな  •、 のぞ 

薛侃、 花 間の 草 を 去く、 因って 曰 はく、 「天地の 間 何ぞ善 は埒ひ 難く、 惡は 去き 

しばら，.、 

難き や」。 陽 明日 はく、 「未だ 培 はず、 未だ 去かざる のみ」。 少 間して 曰 はく、 「此れ 

く かく  あやま ベ 

等 善惡を 看る こと 皆軀殼 より 念 を 起す、 便ち 錯る會 し」 と。 侃 未だ 達せず。 曰 はく 

「天地の 生 意 は 花 草と 一般な り、 何ぞ 曾て 善 惡の分 あらん。 子 花 を 觀んと 欲する と 

き は、 花 を 以て 善と 爲し、 草 を 以て 惡と爲 さん も、 草 を 用 ひんと 欲する 時の 如き は 

草 を 以て 善と 爲 さん。 此れ等の 善惡は 皆汝の 心の 好惡に 由って 生ずる 所な り、 故に 

知ろ 是れ錯 りなり」 と。 曰 はく、 「然 らば 則ち 善 もな く惡も なきや」。 曰 はく、 「無 善 

無惡は 理の靜 にして、 有 善 有 惡は氣 の 動な り。 氣に 動か ざれば 卽ち無 善無惡 なり、 

是れを 至善と 謂 ふ」。 曰 はく、 「佛氏 も 亦 無 善無惡 と。 何 を 以て 異なる か」。 曰 はく、 

「怫氏 は 無 善 無惡の 上に 著 在す、 便ち 一切 都て 管せ ざれば、 以て 天下 を 治む ベから 


。に ず。 聖人の 無 善 無 惡は只 だ是れ (好 を 作す こと あるな く) 惡を 作す こと あるた く、 

リ.. .vi 铺 ふ〕 S 

£洪範 に 「好  第に 動かざる なり。 然して 王の 道に 遵 つて 其の 有 極に 會す。 便ち 一 に 天理に 循 ふよ 

も 作す こと あ  i  们 ぞ 

ぉ(バ 、：王 S り 便ち 個の 裁 成輔相 あり」。 曰 はく、 「草 旣に惡 に 非 ざれば 宜しく 去くべからざる 

か」。 日 はく、 「此の 如くん ば 却って 是れ 佛老の 意見な り、 革 若し 碍 あれば、 何ぞ汝 

路に遵 ひ、 偏  2 て 

なく 黨 なく、  去く こと を 妨げん 一。 曰 はく、 「^の 如くん ば 又 是れ好 を^: し惡 を： & すなり 一。 曰 ま 

王お 蕩々、 M 

は^ It. 反 く、 「好 惡を 作さず と は、 是れ 全く 好惡 なきに 非ず、 却って 是れ 無知 覺 的の 人な り。 

王道 正お、 其  之れ を 作さず と 謂 ふ は、 只だ是 れ好惡 一 に 理に循 ひて 又 一 分の 意思 を 著け 去かざる 

の 有 極に 會し.  . 

なり。 此の 如くん ば卽 ち是れ 曾て 好惡 せざる と 一般な り」。 曰 はく、 「草 を 去く こと 

如何 ぞ是れ 一 に 理に循 ひて 意思 を 著け ざらん」。 曰 はく、 「草 妨碍 あらば、 理 も亦宜 

の そ  わ-., 

しく 去く ベ く 之れ を 去く のみ。 偶 i 未だ 卽ち 去かざる も 亦 心を累 はさず。 若し 一 

分の 意思 を 著け 了る とき は、 卽 ち心體 便ち 累を貽 す こと あり、 便ち 許 多の 動 氣の處 

あらん」。 曰 はく、  r 然 らば 則ち 善惡は 全く 物に 在らざる や」。 曰 はく、 「只 だ 汝が心 

に 在り。 理に循 ふ は 便ち 是れ 善、 氣を 動かす は 便ち 是れ惡 なり」。 曰 はく、 「畢竟 物 

に善惡 なきや」。 曰 はく、 「心に 在って 此の 如くなる とき は 物に 在っても 亦然 り。 世 

.  カ行 一  四 七 
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(心) す  もつ あやま 

n)  S 子 公 儒堠だ 此れ を 知らず、 此れ を舍 てて 物を逐 ひ、 格 物の 舉を將 て 錯り看 了り、 終日 外 

孫 上篇第 一一  ， 

H お  二)  (二) 

一 1ー)-ぎ 孟子 盡 に馳せ (求め)、 只 だ箇の 『義襲 ひて 取る』 こと を 做し 得て、 『身 を 終る まで 行 ひて 

心上篇 第五 章  いちじる  — 

の 語 「行， 之お  著 しからず、 習 ひて 察せず』」。 曰 はく、 「好色 を 好み、 惡 臭を惡 むが 如き は 如何， T 

不レ 著： *r 習^  ,、 

3^5f g 曰 はく、 「此れ 芷 に是れ 一 に 理に循 ふなり。 是れ 天理 此の 如くなる 合く、 本と 私意 

^-レ J5  =R 1 一 

者 衆 也 r の 好 を 作し 惡を 作す ことなき なり」。 曰 はく、 「好色 を 好む が 如く、 惡 臭を惡 むが 如 

(一二) 傳習錄  • 

き は、 安ん ぞ 意に 非ざる こと を 得ん」。 曰 はく、 「却って 是れ 誠意に して 是れ 私意に 

ひれ I」 ふ^」 あらず。 誠意 は 只 だ是れ 天理に 循ふ。 是れ 天理に 循 ふと 雖も亦 一 分の 意 を 著く る を 

に 似たり  . • 

(5 陽 得ず。 故に 忿^ 好樂 する 听 あるとき は、 其の 正 を 得ず と。 須 らく 是 れ廓然 太 公なる 

下生孟 源の あ. 

VJt  まさ  -.  (三)  (sn 

C 五) 二 is ベく、 方に 是れ 心の 本體、 此の 如く なれば、 卽ち未 發の中 を 知る」。 伯 生 曰 はく 

^卷 K 及び 近  のぞ 

S0i 「先生 云 ふ、 『草 妨碍 あれば 理も亦 宜しく 去くべし』 と。 何に 緣 つて 又 是れ軀 殻より 

に T 明^ 先生  も，， 

、の 51 念 を 起す か」。 曰 はく、 「此れ 須 らく 汝が 心に 自ら 體當 すべし、 汝草を 去かん と耍む 

去せ す。 之.^  いかなる  (五) 

も 31 ふに 云へ  る は 是れ甚 麼 の 心ぞ。 周 茂 叔が窓 前の 草 を 除かざる は、 是れ 甚麼の 心ぞ」 と。 

らく、  .0 家の  (丄、 )  o 

陸原靜 問うて 曰 はく、 「大學 に、 心 は好樂 • 忿懔 • 憂 息 • 恐懼 有る を 以て 其の 正 を 

お、^ I  得ず と爲 す。 而 して 程 子 も 亦 謂 ふ、 『聖人の 情 は 萬 事に 順 ひて 情なし』 と。 所謂 有 


(七)  おこり  たと 

りと は、 傳^: 錄の 中に 婧を 病む を 以て 之れ を 辟 ふること 極めて 淸 切なり。 程 子の 一一-:; n 

靜書小 钹に出  [ 

づ  の 若 くんば、 則ち 是れ 聖人の 情 は 心に 生ぜず して 物に 生ずるな り。 ：！： の謂ぞ や。 且 

(七) 上卷陸  た， * 

つ 事 感じて 情感ず ると き は、 是々 非々、 以て 就きて 格すべし。 事 或は 未だ 感ぜざる 

時、 之れ を 有りと 謂へば、 則ち 未だ 形 はれざる なり、 之れ を 無しと 謂へば、 則ち 病 

根 在り、 有無の 間、 何 を 以て 吾が 知 を 致さん か。 ^；、 情なき こと を務 むれば、 累は 

輕 しと 雖も、 懦を 出で て佛に 入らん。 可な らん や」 と。 王 陽 明 曰 はく、 「聖人 知 を 

致 十の 功 は、 K ヒ誡息 むな きなり。 其の^ 知の 體皦 なること 明鏡の 如くに して、 略 ぼ 

せんえい けんし  ー 

纖^ 妍媸 の來る ことなく、 物に 隨 つて 形 を 見 はして 明鏡に は 曾て 留染 なし。 所謂 情 

^±^M  は 萬 事に 順って 情なき なり。 『住つ すると ころ あるな くして 而も 其の 心 を 生ず』 と。 

におす る *% な  せ 

- 、して、：， g も  佛氏 曾て 是の言 あり、 未だ 非と 爲 ざるな り。 明鏡の 物に^ず る や、 なる 者は妍 こ、 

4* の 心 を 生す 

ペふ， v 中： つ  媸 なる 者は媸 に、 一た び 照して 皆眞、 卽 ち是れ 其の 心 を 生ずる 處 なり。^: なる 者 は 

妍に、 媸 なる 者は媸 に、 一 たび 過ぎて^ まらず-、 卽 ち是れ 住まる 所な きの 處 なり。 

婊を 病む の 喩は旣 に已に 其の 精 切なる を れば、 此の節の 問 は 以て 釋然 たるべ し。 

婊を 病む の 人は婊 未だ 發せ ずと 雖も" 而も 病 fen ら 在り、 則ち 亦 安ん ぞ 其の 瘧の未 

力 行  一  £. 九 
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だ發 せざる を 以て、 遂に 其の 藥を 服し 調理す る こと を 忘る ベ けんや。 若し 旣に發 し 

て 後に 藥を 服し 調理 するとき は 則ち 晩し。 知 を 致 十の 功 は 有事と 無事に^！ なし。 而 

る を 豈病 の 已 發未發 を 論ぜ ん や 。 

守 衔^: ふ、 「大舉 の 工夫 は 只 だ是れ 誠意、 誠意の 工夫 は 只 だ 是れ格 物。 修齊 治平 

は 只 だ 誠意に 盡く。 又 正 心の 功 ありて、 『忿^ 好樂 する 所 あるとき は 其の 正 を 得ず コ 

とい ふ は何ぞ や」。 陽 明日 はく、 「此れ 自 思して 之れ を^ん こと を耍 す。 ：±-「a を 知れ 

ば 未 發の中 を 知らん」。 守衡 再三 請 ふ。 曰 はく、 「舉 を爲 すの 工夫に 淺深 あり、 初 寺 

若し 實に 著き 意 を 用 ひて 好惡を 去ら ずん ば、 如何 ぞ 能く 善 を 爲し惡 を 去らん。 這の 

實に 著き 意 を 用 ふること 便ち 是れ誡 意、 然して 心の 本體 は^と 一 物な きこと を © ら 

ひたすら  ； V 

ずして、. 一 向に 意 を 著け 上れば、 善 を 好み惡 を. 忠むも 便ち 又 這の 分の 意思 を 多くし 

了り て、 便ち 是れ 廓然太 公なら ず .o 書に 所謂 『好 を 作し. 忠を 作す こと あるな し』 と 

まさ  (三) 

は 方に 是れ 本體 なり。 所 請 『忿懷 好樂 する 所 あるとき は 其の 正 を 得ず』 と說 くな り。 

正 心 は、 只 だ是れ 誠意の 工夫の 裡面 にして 自家の 心體に P. おして、 g に鑑 1  お 衡平、 

這 れ 便ち 是 れ未發 の 中なる こと を 要す。 


i< 出 知 苗 'ゝ の M にノ; Wf. はに の 之 親^  O 指 匸 ft おお • 趙 の ご 次^ 一  仑 %  7. 

るづ るの な 子 は 之々 にの 之！ s て 愛 に^す S めい 情 i ほとの と 六 m  XC 

こ 。な碩 しの くれ 、之畏 て^ 辟す つ  してす おか く 註 云 五^^ 

i 辟し な、 惡、 あ 故て 敬 辟す する 人懊 中な のる， に 、スふ 頁 十 第 古 
はしる 其 を 人り に 辟す すろ 。所 其 第 甫り意 所お. 、親 乙 は參 一九 本 
偏と を の 知 其 、讒す る 、 所 其に の 九 を をに 钤 ^愛の、 ！お 卷 /5: 人 


でち 申甫曰 はく、 從來說 く、 誠意の 後惡 念な し、 不 好の 處 ある は 只 だ 正路の 上に！： を 

ばリと ■ す 

. , 差 了す と。 故に 「好 樂等 する 所 あるとき は」 とい ひ 、「其の 親愛 等す る 所に 之て す」 

とい ふ を、 倶 に：！ 護し 說 いて 好 邊に 到り 去る。 愚 謂へ らく、 此れ 何ぞ 必ずしも 囘護 

せん。 此の 二 章 は 只 だ 大概 相關 的の 道理 を說 き、 身を修 むる に は 必ず 先 づ心を 正し- 

家を齊 ふるに は 必ず 先づ 身を修 むる こと を 見得し む。 若し 必ず 說 いて 有 レ所を 好む 

(八)  へき 

に^って は、 猞ほ言 ふべ し。 親愛 等の 辟の 子の 惡を 知る ことなき に 至る が 若き は、 

亦將に 以て 正 心の 後の 事に 屬す、 而 して 辟と 謂 ふ は猶ほ 有, 所と いふ も の に 愈らん 

すで 

や。 辟 は 一 日の 積 已に惡 念 を 成す に 非ず して 何ぞ。 但だ脚 を 差 了す るの 人 辟す る處 

に 到って は、 狎昵 乖離の 害 至らず とい ふ 所な く、 一 家 紛然と して 亂る。 然 らば 則ち 

誠意 正 心の 人尙ほ 此れ あらん や 、大いに 抑 も 正 心 修身の 章、 聖人 重複 を-脈 はず、 前 

もつ 

意を將 て抽說 して 明かに する に 至る のみ。 其の後に 意 を 誠にして 後ち 此れ等の 大段 

無 了す。 偏 僻す る 所 あれば、 皆 物 未だ 格さず、 意 未だ 誠 あらず。 時の 事 政 以て 必ず 

他の 囘 護 を， 替 つなり。 知 を 致す こと は尙ほ 誠意の 先に 在り。 偏 僻して 自ら 知ら ざれ 

ば、 ^ほ 可なら ず。 未だ 之れ が 知 を 致さず して 何ぞ意 已に誡 あり 心已に 正しと 云 は 


(1〕 前 出 二 

七 頁參照 


(二)  S 敉， 

叫の の 人、 

卞は虔 佐、 0 

ー菴 • a 敬菴 

の 皐も慕 5 て 

みゴ から 承 港 

と^す。 

愛す る こと 子 

？: * 五^ 疑 I 

及び 樂陶吟 草 
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んゃ。 忿懷 等す る 所 あるとき はとい ひ、 親愛 等して 僻す ると いふ は、 格 物の H 夫 正 

に 此の 處に 在って 用 ふ。 物 格れば 知 致 まり、 誠意に して 心 正しく 身 修まり、 皆擧が 

( 一 j 

る。 豹 菊 ％ 曰 はく、 正 心 修身の 道 は 前段 已に 明かな り。 玆に復 た 身心 相關應 する 處 

を 擧げて 之れ を 言 ひて、 以て 身を修 むる ことの 正 心に 在る を：^ すなり。 人 此の 身 あ 

れば、 便ち 忿懷 恐懼 好樂憂 息の 感 あり、 先 儒の 所謂^ 效の 上より 念 を 起す 者な り。 

故に 曰 はく， 身に 忿愫 すると ころ あれば 云々 と。 但し 軀 殻の 上より 念 を 起し、 此の 

數 者に 于て 一 の 著く 所 あれば、 此の 心 便ち 其の； 止 を 得ず。 何と なれば、 心 は 祌を以 

て 用ら き、 太虚の 如く 然り。 喜 怒哀樂 物に 應 じて、 物に^せられず、 常に 感じ 常に 

寂す。 故に 其の 正 を 得。 纔に 著く 所 あるとき は、 物 も 化せず、 能く 心 を. 止さん こと 

を 思 ふ も、 正しから ざる あり、 便ち 是れ存 せず して、 一身の 間 耳： n ロ體 忽ち 其の^ 

迷錯亂 する を覺ら ず、 況 ゃ動靜 威儀の 則 を や。 是れを 以て 身の 主宰 は 全く 此の 心に 


在る こと を 知る。 叱れ を 身を修 むる は 其の 心 を 正す に 在りと 謂 ふ 者な 


姚承^ 


はく、 程 子の 曰 ふ T 身 有の 身 は當に 心に 作るべし」 と。 愚 謂へ らく、 此れ 必ずしも 

改めず。 忿^な どの 四つの 者 は 皆 身の 應感を 形 はす 者に して、 其の 主 は 心に 在り。 


(一- -) ^有 レ 

所，, 忿埯 1云* 

を 指す 


柯の 著、 

こ こ に 引ける 

はお 二に 出づ 


(五) 通 書の 

誠^ S 第三に 

3 


纔に 一 つも 所 あれば、 心 便ち 其の 正 を 得ず。 其の 正 を 得ざる、 是れ 心の 本 體を失 却 

し、 體 用の 行 ふ 所を認 むるな く、 糊塗して 分曉 するな し。 

求是 編に 曰 はく、 陽 明の 擧は誡 意 を 以て 格 物し 去り、 誠意 格 物 を 把って 滾 して 一 

圑と 作す、 故に 以て 工夫の 難き 處 全く 格物致知の 上に 在りと 爲寸。 言 ふこ ころ は、 

格 致 以て 誠意 を該 ぬればな り。 然れ ども 挤 物と 誠意 は 分明に 是れ兩 段の 工夫な り。 

陽 明 乃ち 渾 して 之れ を 言 ふ。 格 も 格 を 成さず、 誡も誠 を 成さず、 工夫 都て 下落す る 

(五) 

なき 所以な り。 周 子 嘗て 言 ふ、 「幾 は善惡 あり」 と。 程 子 も 亦 謂 ふ， 「其の 要は 只 だ 

獨を 謹む に 在り」 と。 看來れ ば、 工夫の 難き 處、 還って 誠意に 在り。 只だ大 舉を傳 

十る 者、 格物致知 を釋 し、 正 心 修身 を釋 し、 修身 齊家 を釋 し、 齊家治 國を釋 し、 治 

國平 天下 を釋 する を觀 るに、 皆 兩事を 合せて 一 傅と 爲す、 而 して 惟 だ 誠意に 於て 則 

ち獨り 一 傅と 爲 して 以て 之れ を釋 す。 共の 意 自ら 見るべし。 然して 程 子 亦 曰 はく、 

「格 物 究理 は伹だ 誠意 を 立てて 以て 之れ を 格す。 其の 遲速は 則ち 人の 明喑に 在る の 

み」 と。 豈程子 も亦大 早の 「知 至って 而 して 後 意 誠 あり. 一 の說を 知らず して 是れ艱 

難 險絕の 論を爲 さんや。 曰 はく、 此の 疑 最も 切なり、 昔 人 も 亦 此の 問 を 朱 子に 擧ぐ 
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る 者 あり。 朱 子の 曰 ふ、 「此の 誠の 字說 いて 較ゃ淺 し、 未だ 說 いて 深 處に 到らず、 

只 だ是れ 確く 其の 志 を 定め、 朴實に 工夫 を 做し 去れ。 胡 氏の 志 を 立てて 以て 其の 本 

を定む る が 如 き は 便ち 是れ這 の 意、 此れ 經 文の 誠意の 說と 同じから ざるな り」。 又 曰 

はく、 「誠意 立たず して 如何 ぞ 能く 物に 格らん。 所謂 誠意 を 立つ と は、 只 だ 是れ著 

(二)  いた 

實に 工夫 を 下す こと を 要し、 ^する が 若く 亡す るが 若き を耍 せず。 大學に 『物 格つ 

て而 して 后に 知 至り、 知 至って 而 して 后に 意 誠 あり』 とい ふが 若き は、 蓋し 其の 止 

まる 所の 序 を 言 ふ」 と。 此れに 由って 之れ を觀 ると き は、 其の 所謂 誠意 を 立つ と は- 

(三)  (In 

卽ち 所謂 「知 を 致す は 養 ふ 所に 在り」 の 養の 字、 「人道 は 敬に 如く は莫 し」 の 敬の 

字と、 夫の 「存 心に 非 ずん ば 以て 知 を 致す ことなし」 の^の 字と 爾：： ムふ。 故に 徒に 

誠意と 曰 はずして、 必ず 誠意 を 立つ と 曰 ふ 。精神 骨 力 全く 立の 字の 上に 在り。 但だ 

誠意の 二字 を說了 すれば、 便ち 經 文の 誠意の 二字と 相涉 る、 陽 明旣に 此の^ を駄し 

得、 叉 適 * 古本 大舉の 誤り を 見て、 遂に 毅然として 朱 子が 章 を 分ち 傅 を 補 ひし こと 

まこと  いひ 

の 非 を 斥く、 而 して 程 子の 意 固に 此の 謂に 非ざる こと を 知らず。 大抵 書を讀 むは 當 

に 其， の 意を會 すべし、 當に 其の 詞に 泥むべからず。 意を會 するとき は 通じて、 聖贤 


の 心 を 得る も、 詞に 泥む とき は 滞って 作者の 志 を 害す。 中庸に 「喜怒哀楽の 未だ 發. 

せざる、 之れ を 屮と謂 ひ、 發 して 皆 節に 中る、 之れ を 和と 謂 ふ」 と 言へ るが 如き、 

周 子 は 則ち 曰 はく、 「中 は 和な り、 節に 中るな り、 天下の 達 道な り」 と。 豈 故と 中 

腊と^ らん や。 惟 だ 意 を 以て 之れ を 通じて、 其の 相 悖らざる こと を 知るな り。 大學 

(六> 

に は 「身 を修 むる は 其の 心 を 正す に 在り」 と 言 ひ、 孟子に は 則ち I 必ず 事と する あ 

りて、 心 を 正す る こと 勿れ」 と 曰 ふ。 豈 故と 大舉と 反せん や。 惟 だ 意 を 以て 之れ を 

逆へ て、 其の 相 害せざる こと を 知るな り。 故に 物 格って 而 して 後に 知 至り 而 して 後 

に 意 誠 ある は、 經 文の 正意な り。 格 物 究理 は^だ 誠意 を 立てて 以て 之れ を 格す とい 

ふ は 程 子の 惜詞 なり。 誠意 を 以て 挤 物し 丄 りて、 格物致知 は卽ち 誠意の 事と 謂 ふ は、 

陽 明の^ 襲に して 其の 旨 を 失へ る 者な り。 

(七)  のぞ  やしな  ま， 

同じく 侃が 花 間の 草 を 去く を辨 じて 曰 はく、 善 は埒ひ 難しと 雖も、 也た 力 を 用 ひ 

て 之れ を 培へば、 何の 善 かおら ざらん。 恶は 小、 り 難しと 雖も、 也た 力 を 用 ひて 之れ 

を 去らば、 何の. 惡か盡 きざらん。 故に 「未だ 培 はず、 未だ 去かざる なり」 の 一一 百、 已 

に 以て 侃に 答 ふるに 足れり。 少 間して 論ず * る 所に 至って は 則ち 佛氏 邪淫の 旨に して、 
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儒者の 言に 非ざる なり。 何 を 以て か 之れ を； W ふとなら ば、 大地の 生 意 は 花 草^: に 一. 

般、 然れ ども 其の 材質の 宜、 臭味の 性 は 則ち 物々 各 ，• 乾道變 化の 中に 丑ハ はって、 善. 

を 善と し 惡を惡 とする こと 至って 紛若 なり。 花の 如き 則ち 之れ を^ ふ は、 其の 目 を 

悅ば しむる を 以てな り、 我れ に悅 ぶこと あるに 非ず。 花 間の 草 は 則ち 之れ をぷく は、 

其の 花 を 蠢むを 以てな り、 其の 籙むを 去る に從 るな り。 花 同に 善き も、 亦祅 花と 爲 

つて 不祥なる 者 あり。. 草 固に. 忠し きも、 亦靈 草と 爲 つて^: だ 珍ら かなる 者 あり。 所 

謂 物の 齊 しからざる は、 物の 情なり。 故に 大の物 を 生ずる や、 必ず 村に 因って^ く 

して、 以て 其の 廣生 大生の 仁を顯 はす。 ^人の 物を理 むる や、 亦 必ず 物に 因って、 就 

あま  た 

し、 以て 其の 過たず 遺さざる の 能 を 成す。 陽 明 は 徒 だ 見る、 「花 を觀る とき は 花 を 

以て 善と 爲し、 草 を 悪と 爲 さん も、 時として 草 を 用 ひるに は 很た草 を 以て 善と はさ 

ん」 と。 因って 謂へ らく、 「此れ等の 善惡は 皆軀^ より 念 を 起し、 皆汝の 心の^^ 

に 由って 生ずる 所に して、 其の 錯 なる を 知りぬ」 と。 則ち 是れ 物の 善惡は 我れ に 在 

つて 物に 在らず、 而 して 佛 氏の 無 善 無^の 說 たり。 嗚呼、 善 もな く惡 もな し、 故に 

錯 なし。 善 あり 惡 あれば 便ち 錯る會 し。 旣に 以て 無と 爲し て义其 の錯を 指す、 化 


ぞ 其の 自ら 相 北 H くや。 蓋し 陽 明 は 格 物 誠意の 學を 明かに せず して、 意の 用 ふる 所 を 

以て 物と 爲す、 故に 遂に 好惡を 以て 善 惡と爲 して、 其の 背く ことの 此に至 る を 知ら 

ざるの み。 試みに 其の 言に 卽 いて 之れ を 推さん。 洪 竹の 如き を、 君子の 斐に況 ふる 

まさ 

は、 善 (とみる) なり。 乃ち 杜甫 却って 言 ふ、 r 惡竹 應に須 らく 萬 竿 を 斬るべし 

さしばう  (二) 

山 茅 高 子が 心に 塞がる」 と は、 惡 (とみる) なり。 乃ち 易 傅に^-つて 言 ふ、 「茅の 

物た る 薄く して、 用 は 重 かるべし， 一 と。 蘭を紉 ひて 佩と 爲す、 之れ を 貴びて なり。 

す  を さ 

而 して 其の 門に 在る を 見て は、 必ず 鋤き て^の 璺草 を^む、 之れ を賤 しんじて なり A 

而 して 窓 前 意 を 得る とき は 去らざる は、 此れ 皆 所謂 r 軀殼 より 念 を 起し、 汝が 心の 

好惡の 生ずる 所に 由る」 とい ふ 者な り。 但だ 念^: くに 從 つて か 起り、 心 何く に從っ 

て か 生ずる。 善 を 見て は 好み、 惡を 見て は惡 む、 是 れ好惡 は善恶 に從 つて 生ずるな. 

り、 善惡 が好惡 に 由って 生ずる に 非ざる なり。 善惡旣 に好恶 より 生ぜざる とき は、 

本と 天より 定まる、 豈軀殼 に 因って 而 して 變 ぜんや。 之れ を 藥を用 ふるに 譬ふ 

(三)  . 

るに、 參 • 苓 は 其の 善なる 者な り、 烏 • 附 は 其の 惡 なる 者な り。 生 を 養 ふこと を 欲 

す^ば、 固に 參二令 を 以て 善と 爲し、 烏， 附を惡 と爲 す。 如し 疾 烏. 附に非 ざれば 可 
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ならず して、 而 して 之れ を 用 ふる も、 要は 亦權を 以て 用 ひて、 終に 善と 謂 はざる な 

り。 之れ を 人 を 使 ふに 譬 ふるに、 信義 は 其の 善き 者な り、 貪 詐は 其の 惡 しき 者な り。 

平 世に 當 つて は 固に 信義 を 以て 善と 爲し、 貪 詐を 惡と爲 す。 若し 勢 食 詐に非 ずん ば 

行 はれず して、 而 して 之れ を 使 ふ も、 要は 亦權を 以て 使 ひて、 終に 其の 心 を 疑 ふな 

り。 故に 能く 格 物 誠意の 舉を 明かに するとき は、 必ず 善惡の 在る 所 を 知って、 區々 

もつ ぼ  ぶっきよ く 

以て 之れ を 別つ。 栽培 傾覆 一 ら 其の 自然の 理に循 ひ、 人 官物曲 各-其の 當然の 則に 

あた  び "ん 

中る、 極まって は 裁成輔 相、 參 贊彌綸 も、 皆 此れより して 之れ を 馴致す。 此の 時に 

おこ  こと A\  あやまり 

當 つて は、 好惡も 思惟に 作らず、 善 惡も咸 く 吾が 陶冶に. 歸す。 所謂 錯も なく、 亦 所 

あと 

謂不， 錯も なし、 神化 迹 なきに 融 して、 而 して 天地 之れ と 流 を 同じう す。 此れ 蓋レ 

至誠 盡レ 性の 極 功に して、 舉 者の 驟 にして 語るべき 所の 者に 非ず。 彼の 陽 明が ^曠、 

佛 氏が 邪淫 は、 其の 似た る を 窺 ふの み。 其の 似た る を 窺 ひて 而 して 之れ を吕 言す、 

幾何して か 道を賊 ふの 尤 たら ざらん や。  - 

(一) 素行の 〇 今 按ずる. に、 誠意. 正 心の 二 章、 程 朱の 解 甚だ 學 者に 益 あり。 誠意 は 正 心の 用な 

語な り 

り。 心 は 意に 因って 發 動す。 發 動して 誠 あらざる とき は、 心 正しから ずして 身 修ま 


らず。 故に 誠意 を 以て 要と 爲 すなり。 誠と は眞實 なり。 心の 知る 所善惡 固有して、 

其の 發す るに 及んで、 意 必ず 焉れに 違 ふ、 是れ心 知る と雖 も、 意 未だ 實 なること あ 

ら ざれば なり。， 其れ 意 を 善に すると 謂 はずして、 其の 意 を 誠にす ると 謂 ふ、 是れ誠 

の 字 を 以て 意の 戏と爲 すなり。 且つ 善惡は 心の 自然にして、 意の 能くす る 所に 非 ざ 

き は 

るな り.。 自 欺と は、 知の 未だ 致 まらざる こと あるな り。 勿 は 禁止の 辭 にして. 學者 

の敎戒 なり。 其の 端 を 知る と雖 も、 未だ 實 地に 到らず、 故に 欺 を 取る こと あるな り 9 

悪臭 を惡 むが 如く、 好色 を 好む が 如しと は、 是 れ眞實 にして 內外 一般な り。 凡そ 今 

日日 用の 間 此の 如くに して、 自ら 謙し。 謙と は、 程 子の 曰 ふ、 「足らずと いふ こと 

なき」、 是れ なり。 愼， 獨は、 人に 冈 らず、 外に 因らず、 .21 己の み 能く 知る の 地を愼 

むな り。 其の 自ら 知る の 地 を^むと き は、 自 ら 欺く ことなし。 ^レ獨 は 自ら 欺か ざ 

.  (二)  . 

esi 處 人の 見  る ことなり。 自ら 欺か ざれば、 自ら 謙く して屋 ；！ に愧ぢ ず。 小人と 雖も亦 天理 あり、 

故に 不善 を 挽うて 善 を 著 はすの 心 あり。 然れ ども 內外 別れ 表裏 差うて、 皆 自ら 欺く 

ゆたか 

なり。 君子 は 其の 意 を 誠にして 怍愧 する 所な し、 故に 心廣 く體胙 なり、 是れ 自ら 謙 

しるし  すがた 

きの 效 なり。 此の 章、 自欺 *自 謙 を 以て 誠意の 本と 爲し、 小人. 君子の 貌を 以て 誠 

力 行 1  五 九 
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意の 效と爲 るな り。 

( 1 ) 

二) 素行  〇 又 曰 はく、 心 は 七 情の 本に して、 七 情 は 心の 用な り。 用 正しき こと を 得ざる とき 

は、 心 正しから ず。 體を 論ずる に は 必ず 用 を 以てす、 故に 正， 心 を 謂 ふに 四つの 者 

^傳 おはね  を 以てする なり。 有, 所と は 心の 泥む 所な り。 行 と は、 當然 の理を 得るな り。 得の 

0  字と 所の 字 は^だ 意味 あり。 意に は 誠と ：w ひ、 心に は 正と 曰 ふ。 誠 は 勿 一一 肖 欺 ーを以 

かか  , 

てす、 是れ萬 事に 繫る なり。 正す に 四つの 者 を 以てする、 是れ七 情 を 謂へ るな り。 

(體) 

七 情 は 用の 本に して、 誠意 は 用の 用な り。 體用 一致に して、 身 始めて 修まるな り。 

故に 誠， 意と 正レ 心は刖 にして 一 、 一 にし て^なり。 今 カ行の 初 草に、 誠意-正 心 を 

以て 要と 爲す、 舉 者の 尤も 愼 むべき 所 なれば なり。 

、： x  H  (三) フヲ  ハク ッテ レニ ルヲ 一一 ス ト  ッテ 一一 ル it ハ 1 一  . ス -I  ス r ヲル レ n 

i.H0 顏 淵問レ 仁、 子 曰、 克ぃ己 復 爲， 仁、 一 曰克 h 復， 禮、 天下： 仁焉、 爲. 仁户. lr 

而由， 人 乎 哉、 ぼ 淵 曰、 請 問， 一 其 目； 子 曰、 非禮 勿， 視、 非禮勿 ，聽、 非禮 勿， 言、 非 禮 

き， 動、 顏淵 曰、 囘雖ニ 不敏つ 請 事， | 斯語！ 芡、 

ヽ q>  ノ  、巧)  レ  、へる 

註 «.r 朱 子 曰 はく、 仁 は 本心の 全德。 克は 勝な り。 己と は 身の 私欲 を 謂 ふ。 復は 反な り e 


禮とは 天理の 節 文な り。 仁 を爲す は、 其の 心の 德を 全くす る 所以な り。 蓋し 心の 全 

德は 大理に 非ず とい ふこと なくして、 亦 人欲に 壞られ ざる こと 能 はず、 故に 仁 を爲す 

者 必ず 以て 私欲に 勝って 禮に復 る こと あれば、 事 皆 天理に して 本心の 德 ^た 我れ に 全 

し。 歸は猶 ほ與の ごとし。 又 言 ふ、 一 日 も 己れ に克 ちて 禮に復 ると き は、 大 下の 人 皆 

其の 仁に 與 すと は、 極めて 其の 效の甚 速に して 至って 大 なること を 言 ふなり。 ^sff 

^^ぉ、以5?ー&ゲ 又 言 ふ、 仁 を爲す こと 己れ に 由って 他人の 能く 預る 所に 非ず と は、 

又 其の 機の 我れ に 在りて 難き ことなき を昆 すなり。 日々 之れ に克 つて 以て 難しと 爲さ 

ざると き、 私欲 淨め盡 されて： 大理 流行 十.、 而 して 仁 勝げ て 用 ふべ からず。 目は條 件な 

り。 顏淵 夫子の 言 を 聞けば、 天理 人欲の 際に 於て 已に 判然たり、 故に 後た 疑問と する 

所 あらず して 直に 其の 條目を 請へ るな り。 非禮は 己れ の 私な り。 勿 は 禁止の^。 是れ 

人心の 主と 爲 つて 私に 勝ち 禮に復 る 所以の 機な り。 私に 勝てば、 動 { 谷 周旋 禮に 中らず 

とい ふこと なくして、 日用の 間 天理の 流行に 非ざる なし。 事と は、 事, 事の 事の 如し。 

き "^ぽ ss"!^ 請 ふ 斯の語 を 事と せんと は、 顔 淵 其の 理を 默識 し、 又 自ら 

其の 力の 以て 之れ に 勝つ ある こと を 知る、 故に^に 以て 己が 任と 爲 して 疑 はざる なり。 
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此の 章の 問答 乃ち 傳授の 心 法に して、 切要の 言な り、 至 明に 非 ずん ば、 其の 機 を^す 

る こと 能 はず、 至 健に 非 ずん ば、 其の 決 を 致す こと 能 はず、 故に 惟 だ顏子 之れ を 聞く 

(二) いましめ 

こと を 得、 而 して 凡そ 舉者も 亦 以て 勉め ずん ば あるべからざる なり。 程 子の 箴、 發明 

す る こと 親切な り、 擧者 尤も 宜しく 深く 玩 ふべ し。 

(三)  か なら か 

朱 子 曰 はく、 聖人 箇の克 の 字 を 下す、 譬 へば 相殺す が 如し、 定ず 他れ にな 勝し 得ん 

こと を 要す。 克己 亦^に 巧 法な し、 孤軍の 卒に强 敵に 遇 ふが 如し、 只 だ是れ カを盡 

し 死を舍 きて 前に 向 ふの み。 &ふ己 私に 三 あり、 気質の 偏 は 一 なり、 耳目 口 鼻の 欲 

は 二な り、 人我 忌 克の類 三な り。 孰れ か是れ 夫子の 指す 所ぞ。 朱 子の 曰 はく、 三つ 

(六) 

(五)  や  Z 

の， 者 皆 裏に 在り。 然れ ども 下 文 を 看れば、 耳目 口 鼻の 欲較ゃ 多し。 ータ曰 はく、 禮と 

喚び 做して 之れ を 理と謂 はざる 所以の 者 は著レ 實の處 あれば なり. わ 只 だ现と 説けば 

却って 空に して 去り 了る。 這 箇の禮 は 是れ那 の 天理の 節 文、 人 をして 準則の 處 あら 

しむるな り。 之れ を 天理の 節 文と 謂 ふ 所以の 者 は、 此の 理に 形影な きが 故に 此の 禮 

文 を 作り、 一箇の 天理と 人と を畫 出して 看し、 規矩あって 以て 憑據 すべき を敎 ふ。 

君臣.. めれば 便ち 君に 事. ふる 底の 節 文 あり、 父子 あれば 便ち 父に 事 ふる 底の 節 文 あり、 


(七) 朱 子 語 

頹卷 s: 十 一 に 


(八) 出典 同 


(九) 出典 M 


其 の 他 も 皆然ら ざる はなし。 

(七)  もつ i ら  うち 

又 曰 はく、 禮に 「なる 之れ を 仁と 謂 ふ。 只 だ是れ 仁內に 在り、 人欲の 爲に蔽 はる 

る こと、 一重の 膜 遮り 了る が 如し。 己れ が 私に 克ち 去って 禮 に復れ ば、 乃ち 仁 を 見 

る。 仁と 禮は 是れニ 物に 非ず。 

1? ふ、 克復の 工夫 は 全く 克の 字の 上に 在り、 蓋し 是れ發 動の 處に 就いて 克ち將 て 

きざし 

去る、 必ず 動く こと あるに 因って、 而 して 後に 天理 • 人欲の 幾 始めて 分る、 方に 汄 

擇 する 所 を 知りて 力 を 用 ふるや。 曰 はく、 此の 如くん ば、 只 だ 是れ發 動 するとき 方. 

に克っ こと を 用 ふるな り。 若し 發動 する を 待って 而 して 後に 克 てば、 亦晚 からず や。 

. 發 する 時 は 固に 克っ こと を 用 ふ、 未だ 發 せざる 時 も 也た 須 らく 其の 精 明 を 致す こと 

烈火の 犯すべからざる が 如くすべし、 始めて 得ん。 

1! ふ、 克己 復禮、 如何 ぞ 精粗 を 分たん や。 曰 はく、 若し 己れ が 私に 克ち 去る こと 

を 以て 之れ を 言へば、， 便ち 克己 は 是れ精 底の 工夫な り。 禮の節 文 欠 匪す る 所 あるに 

到って は、 便ち 是れ 粗なる 者 未だ 盡 きず。 然して 克己 は 又 只 だ是れ 私意に 克ち 去る 

なり。 若し 未だ 細密の 工夫あって 一 々他の 規矩 準繩の 中に 入る こと 能 は ざれば、 便 

カ行 一  - 六 三 
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ち 未だ 是れ 復禮 に あ らず。 此 の 如くん ば 則ち 復禮は 却つ て 乃ち 是れ 精處な り 。 

<  一) $0  又 曰 はく、 克と は是れ 己れ が 私に 克ち去 る こと、 己れ が 私に 旣 にえつ とき は、 天 

節卷 S 十一  ；れ. 

理 自ら 復る。 譬 へば 塵 垢旣 に^るとき は 鏡.：： n ら 明かに、 瓦礫 旣に掃 ふとき は窒 自ら 

< 二〕  ^0  淸 きが 如し。 又 曰 はく、 克己 は是れ 大いに 工夫 を 做し、 復禮 は是れ 事々 皆 腔 窕に落 

V  かな 

つ。 己れ にい 兄てば 便ち 能く 禮に復 り、 步々 皆 規矩, 繩に合 ふ。 是 れ^., しの 外^に 復 

-禮の 工夫 あるに 非ざる なり。 

叉 曰 はく、 禮 は是れ 自家 本 有 底の 物な り、 所以に 箇の 復を說 く。 是 れ，」 れに克 ち 

了って 方に 禮に復 り 去く こと を特 つに あらず。 那の 一分の 人欲に 克ち ぶる とき は、 

便ち 這の 一分の 天理に 復 り得來 り、 那の 二分 底の 己れ にい：： 儿 ち得ぷ ると き は、 便ち 這 

の 一 一分の 禮に復 り得來 るな り。 

(三) 

J  www  又 曰 はく、 克己 は 便ち 復鱧を 要す、 ^だ 克己して 復禮せ ざれば、 { や：^ に噔 す。 然 

S 養 して 人 只 だ 天理 • 人欲の 兩途 あるの み。 是れ 天理なら ざれば 便ち 是れ 人欲、 卽ち天 

ぬヒ 二  9^ づ。 

n^  -s^  Si に霉 せず して 又 人欲 哀 にも 露せ ずと いふ ことなし。 且つ 「立つ とき は齊 する が 如 

ネ グ 、み 

、タ I ご とく? 5 

や， つたり： し」 とい ふが 如き は是れ 天理、 跛 倚す る は是れ 人欲たり、 跛：^ を克 ち^って 而も 未 


だ齊の 如くな ろ 能 は ざれば、 卽ち是 れ克ち 得る こと 未だ 盡 さず、 却って 是れ 未だ 齊 

の 如くなる 能 はざる の 時 は 人欲に 係らざる にあらざる なり。 須 らく 與に箇 の 界限を 

立て、 那の 未だ 禮に復 る 能 はざる 時 底を將 て、 都て 把って 人欲と 做して 斷定 せよ。 

(五 ン 

又 曰 はく、 己れ に克 つて 鱧に 復れ ば、 事々 皆是 なり。 天下の 人 之れ を 聞き 之れ を 

見る に、 皆 其の 仁に 與 せざる はなし。 又 曰 はく、 天下 仁 を 以て 之れ を稱 す。 是れ 一 

日に して 便ち 能く 此の 如きに 非ず。 只 だ是れ 此の 理 あり、 人の 稱 すると 稱 せざる と、 

固に 我が 急に する 所に 非ず。 但だ 其の 效の 必ず 此の 如きに 至る を 言 へるな り。 

又 曰 はく、 天下 皆 其の 仁に 與 すると は、 伊川の 云 ふ、 「其の 仁を稱 する、 是れな 

(さ  おもへ 

り」 と。 此れ 說き 得て 實 なり。 楊 氏 は以爲 らく、 「(犬 下) 皆 吾が 度內に 在り」 と。 

(是れ ) 謂 ふこ ころ は、 吾が 仁の 大 なること 此の 如くして、 凡そ 天下 皆 其の 中に 间る 

(七)  うち 

る を 見る となり。 說き 得て 形影な し。 呂 氏が 「洞然 たる 八荒 皆 我が 闘に 在り」 とい 

ふと 同意な り。 

(K)  さし ミね 

又 曰 はく、 說 文に 謂へ らく 、「勿の 字 は 旗の 脚に 似たり」 と。 此の 旗 一た び 庵けば、 

三軍 盡く 退く。 工夫 只 だ 勿の 字の 上に 在り。 纔に非 禮を見 來れば 便ち 之れ を 禁^せ 
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よ、 便ち 克ち 去る。 

f 一 )  なん 

問 ふ、 顏 子が 地位、 甚の非 禮の處 あらん、 何ぞ 此の 四 勿の 工夫 を 下す こと を 待た 

ん。 曰 はく、 只 だ 心 術の 間微 しも 些 子の 非 禮の處 あれば、 也た 須 らく 淨め盡 す こと 

(二 ) 

を 用 ひて 截斷し 了るべし。 他れ の 力量 大 なり、 聖人 便ち 他れ をして 性 を 索め 克 ちよ 

らしむ。 

問 ふ、 非 禮視聽 言動す る こと 勿れ を。 曰 はく、 目に 邪 色を視 ず、 耳に 淫聲 を聽 かず、 

此の 如き 類の 工夫 は 却って 易し。 遠き を 視るは 惟れ^ なり、 纔に 遠から ざれば 便ち 

是れ 明なら ず。 德を聽 く は 惟れ 聰 なり、 纔に德 に^ ざれば 便ち 是れ聰 ならず。 此の 

如き 類の 工夫 は 却って 難し。 視聽 言動、 但だ些 筒の 道理に 循 はざる 處 ある は、 便ち 

是 れ非禮 なり。 

叉 曰 はく、 視聽 言動の 間、 當に爲 すべき 所の 者 は皆禮 なり、 當に爲 すべから ざる 

所の 者 は 皆非禮 なり。 其の 非禮は 則ち 勿れと いひて 以て 焉れを 止めば、 則ち 是れ， し 

れが 私に 克 ちて 禮に復 す。 其の 非禮 にして 視聽 する 勿れと いふ は、 其の 外より 人つ 

て內を 動かす を 防ぐな り。 非禮 にして 一 百 動す る 勿れと いふ は、 其の 內 より 出で て 外 


に 接 はる こと を 謹むな ケ。 .0 外交-進んで、 仁を爲 すの 功盡 く。 力 を 用 ふる 所以、 

其の 櫞 特に 勿と 不 勿との 間に 在る のみ。 是れ よりして 反み ると き は 天理と 爲り、 〕 疋 

れ よりして 流れる とき は 人欲と 爲る、 是れ よりして 念に 克っ とき は 聖と爲 り、 是れ 

よりして 念 を 罔 するとき は 狂と 爲る。 特に 毫忽の 問の み。 寧 者 其の 操る 所 を 謹ま ざ 

るべ けんや。 

又 曰 はく、 顏 子が 克己 は 紅 爐ー點 の. 霧の 如し。 

ニー 一) 

程 伊川 曰 はく、  ^禮 の處、 便ち 是れ 私意な り。 旣 に是れ 私意な り、 如何 ぞ仁 を^ん。 

須 らく 是れ己 私に 克ち盡 して 皆 禮に歸 るべ し、 方に 始めて 是れ 仁な り。 又 曰 はく、  3 

れに克 ちて 禮に 復れ ば、 事々 皆 仁な り、 故に 「：大 下 仁に 歸す」 と 曰 ふ。 

(m  S)  くみ 

問 ふ、 r 歸は猶 ほ與の ごとし」 と。 謂 ふこ ころ は： 大下皆 其の 仁に 與す となり。 (後 面) 

却って 程 子の 語 を 載せ、 天下 仁に 歸 すと は、 事々 皆 仁なる を 謂 ふとす。 恰も 雨般な 

この か あ 

るに 似たり。 朱 子の 曰 はく、 惟 だ 其の 事々 皆 仁な り、 所以に 天下 仁に 歸 すと。 又 曰 

こ  か/、 の メ、 か  かく D ご とく 

. はく、 這の 事に 於て 做し 得る こと 任 心地、 那の 事に 於ても 亦 做し 得る こと 恁地 なり、 

所以に 天下 皆 其の 仁を稱 十。 若し ー處 にても 做し 得て 不是 なる あらば、 必ず 人に ま 
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( ！  } 

(一) 9? 典 同  破せられ 了らん。 ^ふ 己れ に 克ち禮 に 復れば 事々 皆 仁なる を。 曰 はく、 人 能く 己に 

0. 意譯 なり  (二】 

(二) 同 iS  . に克 つと き は、 日間の 行 ふ 所、 事々 皆 私意な くして 天理に 合する のみと。 に ふ 一日 

の 間、 如何 ぞ事々 皆 仁なる こと を 得ん。 曰 はく、 一  日 克己 復禮し 了れば、 一 事な し 

と 雖も亦 其の 事々 皆 仁た る こと を 害せず、 一 人 を 見ず と 雖も亦 其の 天下 仁に 歸 すと 

爲す こと を 害せず。 

(三)  ハク  レル r  レク r  レ フ r 

^一こ^^ 川 又 曰 はく、 顔 淵 克己 復禮の 目 を 問 ふに、 子 曰、 非禮勿 レ視、 非禮勿 レ聽、 非 禮勿レ 言、 

非 禮勿レ 動と。 四つの 者 は 身の 用な り、 中に 由って 外に 應じ、 外に 制して 其の 中 を 養 

かれ^り 

ふ 所以たり い 

(En 

朱 子 曰 はく、 中に 由って 外に 應 ずる は、 乃ち 勢の 自然な り。 是れ本 を視聽 言動に 推 

す。 四つの 者 は 皆 中より して 出づ。 ほく 其の 理の 此の 如き を 言 ふの み。 裏面より ェ 

の、 以下 この 

例 ® る 多し 夫 を 做す を 謂 ふ， に 非ざる なり。 外に 制して 其の 中 を 養 ふ 所以な りと は、 方に 是れェ 

(五) 

^  i 夫 を 做す 處を說 く。 全く 是れ 外より して 內に、 葉より して 根の 意な り。 ^ふ 克己の 

工夫 は內 面より 做し 去る。 反って 外に 制する こと を 說くは 如何。 曰 はく、 制 は 却つ 

て內に 在りと。 又 問 ふ、. 此 は是れ 仁の 體を說 いて 用に 及ばず と。 曰 はく、 外に 制す 


る は 便ち 是れ 用な り。 

S 論語 集 1 淵 斯の語 を 事と する は、 聖人に 進む 所以な り。 || 讀れ f§。 後の 聖人 を學ぶ 者、 宜し 

註に 5 力れ た  、 , (七- 

H む 前文の く服朥 して 失 ふこと なかるべし。 因って 箴 して 以て G ら警 む。 其の 視の箴 に 曰 はく、 

、七) 以下 沂  そく 

謂 程 子の EI 箴 「心 は 本と 虛 なり、 物に 應 じて 迹 なし。 之れ を 操る に 要 あり、 視 之れ が 則たり。 蔽前 

なり 

こころ 

に. 交 はれば、 其の 中 則ち 遷る。 之れ を 外に 制して、 以て 其の 內を 安ん ず。 己れ に克っ 

て 禮に復 る、 久しう して 誠 あり」。 

(ス)  とき  むか 

^は V 謹^- 慶 源の 輔氏曰 はく、 人心 は 出入 時な く、 其の 鄕 ふところ を 知るな し、 何 ぞ形迹 の 見 

宋 ^ 擧  るべき あらん。 然して 操る とき は存 し、 舍 つると き は 亡して、 之れ を 操る の 要は 5c 

者 >  朱 子の 門  e り 

ひ ssiis. ち^ を 以て 則と 爲す のみ。 蓋し 人の 視は 最も 先に 在り、 當に視 るべ からざる 者に 遇 

うてお ii 一  念 を 起し、 他れ を 視んと 要すれば、 便ち 是れ 非禮 なり、 故に 當に 是れを 

先生， 0 稱す  「り 

以て 心 を 操る の 則と 爲す。 Bp- 曰 はく、 心の 虛靈 知覺、 事物 纔に觸 るれば 卽ち 動い 

て應 ず、 蹤迹の 尋ね 捉 ふべき 處な し。 胡チ曰 はく、 「心 は 本と 虚 なり」 と は、 體な 

り、 「物に 應 じて 迹 なし」 と は、 用な り。 體 塞がる 所な きとき は、 用滯る 所な し、 

茈れ 其の 本然な り。 葉^ 曰 はく、 目 は 一身の 昭 IT 五行 精華の 聚 まる 所、 心に 於て 
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<• 一 ) 朱 s 


(二) 視^に 

見える 克 已復 

禮の 句より し 

て、 その上の 

文句 を 指せる 

なり、 卽ちこ 

こ に 許 氏 も 云 

へる ごとく、 

「之れ を 外に 

制して、 以て 

其の 内 を 安ん 

す」 の 二 句 も 

^せるな り 
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尤も 切なり。 目 動く とき は 心 必ず 隨ひ、 心 動く とき は 目 必ず 注ぐ。 心の 虛靈 千， お 

おで 

化す、 撿防を 加 へんと 欲すれば、 先 づ視を 以て ^則と 爲す。 卩ム曰 はく、 蔽とは 物 

欲の 私 を 指して 言 ふ。 中と は 心の 體を 指して 言 ふ、 卽ち 天理の 謂な り。 物欲 <s 蔽、 

前に 接 はると き は、 心の 體 之れ を逐 うて 遷る。 

朱 子 曰 はく、 人の 視聽 言動 は視 尤も 先に 在り、 心を橾 るの 準則と 爲す。 此の 兩句 

未だ 是れ 好から ずん ば あらず。 「蔽 前に 交 はる」 とい ふに 至って、 方に 非禮 而も 視 

る こと あり。 故に 之れ を 外に 制して 以て 其の 內を 安ん ずると き は、 己れ に克 つて 禮 

に復 るな り。 是の 如く 工夫に 間斷 なきと き は、 久しう して 則ち 自ら 從容 として 勉め 

ざるに 到る。 故に 一久し うして 誠 あり」 と 曰 ふ。 はく、 物欲 外に 克ち 去る と 

き は、 以て 吾が 內を 侵し 榜 むる ことなくして 犬理 寧し。 許お 曰 はく、 制すと は：： -疋 れ 

天理 人欲の 界 上に 於て 截然と して 限斷 し、 不正の 書 非 禮の色 をして 以て 吾が 目に 接 

する を 得 ざら しむるな り。 お 己 は卽ち 之れ を 外に 制する こと、 復禮 は卽ち 以て 比ハの 

內を 安ん ずる ことなり。 ん^ 曰 はく、 「己れ に克 つて 禮に復 る」 と は 上文 を 言 ふ、 

乃ち 力 を 此に用 ふる 所以な り。 r 久しう して 誠 あり 一 と は、 「非^ 说る こと 勿れ」 は 


未だ 是れ 仁なら ざる も、 眞 精み 力 久しう して 自然に 誠赏 なるとき は 之れ を 仁と 謂 ふ 

べしと なり。 蔡氏曰 はく、 始めて 克復す るに は、 以て 吾が 力 を 用 ふること あれ、 久 

しう して 誠 あるとき は、 私欲 淨め盡 し、 表裏 一 莨して 自ら 其の 力 を { 谷る る 所な し。 

(！ 一一)  つね と  (wn 

s  sra 其の 聽の箴 に 曰 はく、 「人の^ を^る こと ある は、 大 性に 本づ く。 知に^ はれ 物に 化 

のつ づき 

(^誘 觀 し、 遂に 其の 正 を 亡 ふ。 卓た る 彼の 先覺、 止まる こと を 知って 定まる こと あり。 邪 を 

なりい 又 「知 ふせ 

ゆ^ p め は 閑ぎ 誠 を^し、 非禮聽 くこと 勿れ」。 

化し」 と^す 

朱 子 曰 はく、 四つの 者 惟 だ視を 切なり と爲 す、 所以に 先 づ視を 首 ふ。 而 して 視の箴 

へり 

の說 尤も 聽 より 重し。 又 曰 はく、 物 至る とき は智 以て 之れ を 知る に 足りて 好惡 あり- 

こ  ほどよき  そと 

這 は是れ 自然に 此の 如し。 好 惡內に 節な く、 知 外に 誘 はるる に 到って、 方に 始めて 

不 好し 去る。 

もつ 

又 曰 はく、 視は是 れ這裏 底 を將て 引き出で 去る。 所以に 「以て 其の 內を 安ん ず」 

と 云 ふ。 聽 は是れ 外面 を聽 き得來 る、 所以に 「邪 を 閑ぎ 誠を存 す」 と 云 ふ。 又 曰 は 

c 五 ノ 

3 一本、 く、 視は看 • 見と 同じから ず、 聽は 聞と 同じから ず。 非 禮の色 若し 口 に 遇 はば 便ち 

もと 

過 了す るが 如き、 之れ を視ん こと を 要む るの 心 あるべからず、 非 f| の聲 若し 耳に 入 
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る も 也た 過 了して 之れ を聽 かんこと を 要む る Q 心 あるべ からず。 p  A 視の箴 何を以 

て か 特に 心を說 き、 聽の箴 何 を 以て か 特に 性を說 くや。 曰 はく、 互に 換 へて 說 くも 

也た 得たり、 然も 諺に 云 はく、 「眼 を 開けば 便ち 錯る」 と。 視は心 上に 就いて 說く 

所以な り。 人の 秉彝 ある は 天性に 本づ く。 道理 は 本と 自ら 這 裏に 在る も、 却って 外 

面に 雜り 得る に 因って、 言語 來 つて 之れ を 誘 ふ。 聽は性 上に 就いて； おく 所以な り。 

慶 源の 輔氏曰 はく、 人心 禀 くる 所の 常 性 は 乃ち 之れ を 天に 得。 而 して 其の 當に聽 

くべき 所を聽 き、 其の 當に聽 くべ からざる 者を聽 かざる は、 卽ち 彝 を秉 るの 性な り- 

胡 氏 曰 はく、 聽と言 はずして 知と 言 ふ は、 聽は 知の 初、 知 は聽の 後、 知に 因って 此 

の 心 之れ が爲に 動く、 故に 知 を 以て 言 ふ。 其の 實は 一 たり。 陳氏曰 はく、 知 は形氣 

の感を 指して 言 ふ、 物欲に 感じて 知覺 萌し、 遂に 之れ が爲に 引き去らる。 化する と 

き は 則ち 之れ に 與し相 忘れて 一 なる が 如くして、 彼我の 間な し。 蔡チ曰 はく、 或 ひ 

と 疑 ふ、 聽箴 の說亦 移して 視の 箴と爲 すべし と。 殊に 知らず、 視は 是れ內 よりして 

引いて 外に 出で、 聽 は是れ 外より して 引いて 內に 入る、 視を 先と 爲し、 聽 之れ に 次 

ぐ、 听以に W の 箴は說 き 得て 尤も 切なり。 雲^の 胡 はく、 眼 は 前に 在り、 不正 


の 色 は 只 だ 是れ前 一 面より 來る。 故に 曰 ふ、 「蔽 前に 交 はれば、 其の 中 則ち 遷る」 

と。 耳は兩 傍に 在り、 不正の 聲は 左右 前後より 皆 来るべし。 故に 曰 はく、 「知に 誘 

はれ 物に 化して、 遂に 其の 正 を 亡 ふ」 と。 目の 明 は 外に 在り、 故に 當に 「之れ を 外 

に 制して、 以て 其の 內を 安ん ず」 べし。 耳の 聰は內 に 在り、 故に 惟 だ內に 在る 者 

「止まる こと を 知つ て 定まる こと あり」、 乃ち 可なる のみ。 

其の 言の 箴に曰 はく、 「人の 心の 動き は、 言に 因って 以て 宣ぶ。 發 して 跺妄を 禁ずれ 

ここ  A はん  いくさ  よしみ  まね 

ば、 內斯 に靜專 なり。 矧ゃ 是れ樞 機、 戎を與 じ 好 を 出す、 吉凶 榮辱、 惟 だ 其の 召く 所 

り. lut、  i  5  ^-  fe\  0 害に 曰 はく、 「口 好 も 出し 戎を 興す」 と。 蔡： K の 傅に ほ は，、、、 「好 は 善な き こ J, 昜る ると きな 

のま またる を^ り、 戎は 兵な り。 言 ふこ ころ は 口に^す ると き は、 二者の 分ち ありと」。 J^^-?  ^  t 

fee  ほしい ま.. -  さか 

誕 なり、 煩に 傷 るるとき は 支な り。 己れ 肆 なれば 物： t ふ、 出づ るに 悖れば 來る こと 

違 ふ。 法に 非ず んば遨 はず、 欽めゃ 訓辭」 と。 

朱 子 曰 はく、 上の 四 句 は是れ 身上 を說 く、 最も 緊切の 處、 須 らく 是 れ躁妄 ならず し 

,;1  て 方に 始めて 靜專 なるべし。 自家の 這の 心 自ら 主と 做る こと 成らず して、 如何して 

物に 接 はり 去らん。 下に 云 ふ r 矧ゃ 是れ樞 機な り、 戎を 輿し 好 を 出す」 の 四 句 は、 

是れ 謹言 底の 道理 を說 き、 下の 四 句 は 却って 四 項の 病 痛を說 く。 易に 傷 るるとき は 
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誕に、 煩に 傷 るるとき は 支たり。 己れ 肆 なれば 物忭 ふ、 出づ るに 悖れば 來る こと^ 

ふなり。 又 曰 はく、 言の 箴は許 多の 病 痛を說 くこと 頭より 起る。 「吉凶 榮辱、 惟 だ 

其の 召く 所の まま」 とい ふに 至って は、 是れ 身上に 就きて 謹むな り。 「易に 瞎 るる 

とき は誕 に」 より、 「出づ るに 俘れば 來る こと 違 ふ」 に^って は、 是れ當 に 物に 接 

はるの 間 を 謹むな り。 都て 說き 得て 周ね く備 はれり。 

慶 源の 輔氏曰 はく、 跺は 氣に屬 す、 妄は 欲に 屬す。 氣の爲 に 動かされず、 故に^ 

なり。 欲の 爲に分 たれず、 故に 專 なり。 踢^ 曰 はく、 外躁 ならざる とき は內靜 なり、 

外妄 ならざる とき は內專 なり、 此れ 一 篇の開 要の 處 なり。 又 曰 はく、 門の 阁^^ る 

所 は樞に 在り、 奴？ の 張 弛 繋る 所 は 機に 在り。 人心の 動きに 善惡 あり、 雷に 由って 以 

あら 

て 之れ を 直べ て、 而 して 後に 外に 見 はる、 是れ亦 人の 樞機 なり。 又 口 はく、 易は輕 

快の 謂、 躁 なれば 易に 傷る。 誕は 欺誕の 謂に して、 易 中の 病な り。 烺は 多数の fi、 

妄 なれば 煩に 傷る。 支 は猶ほ 木の 枝の ごとし、 身の 旁ら よりして 迸り 出づ る^:、、 乃 

ち 煩 中の 失な り。 蔡氏曰 はく、 好 を 出す とき は吉 にして 則ち 榮、 ぉを舆 すと き は 凶 

にして 則ち 辱な り。 口に 發 する 者 は 甚だ 微 にして、 彼れ を 召 く 者 は 甚だ 捷し、 畏れ 


ざるべ けんや。 又 曰 はく、 易 なれば 誕 なり、 其の 妄 にして 專 ならざる に 由れば なり。 

煩 なれば 支な り、 其の 躁 にして 靜 ならざる に 由れば なり。 內靜 ならず、 故に 己れ 肆 

にして 物忤 ふ。 內專 ならず、 故に 出づ るに 饽 つて 來 るに 違 ふ。 雪峯の W 氏 曰 はく、 

易は是 れ輕. 'しく 言 ふこと、 煩 は是れ 多言す る こと、 肆 は是れ 放言す. る ことなり。 

もっぱら 

悸る とき は 則ち 不善に 純なる なり。 朱 子 以.. て是れ 四^の 病な りと 爲す。 而 して 諸家 

只 だ 解いて 躁妄の 二字に 歸 する は 非な り。 

おも ひ 

其の 動の 箴に曰 はく、 「哲人 は 幾 を 知り、 之れ を 思に 誠にす。 志士 は 行を勵 まし、 之 

しわざ  ゆたか  こ  よ 

れを爲 に 守る。 理に 順へば 則ち 裕に、 欲に 從 へば 惟れ 危し。 造次に も 克く念 ひ、 戰兢 

として 自ら 持せ よ。 習 ひ 性と 成れば、 聖賢 歸を 同じう せん」 と。 

二) 朱 子 語  朱 子 曰 はく、 哲人と 志士 は兩^ の 人を說 く。 哲人 は 只 だ 思慮の 間に 於て 便ち 做す ベ 

項十 一に  (二) 

^つ) 0,^. きと 做 十. ベから ざると を昆 得し、 志士 は 便ち 做し 出で 了る に 於て 方に 見得す。 是れ 

不隞と ある も、  •  (三〕 

K 典に 不合做  兩般 なりと 雖も、 大抵 理に 順へば 便ち 安裕に して、 欲に 從 へば 便ち 危險 なり。 又 曰 

と あるの 正し  、，よ 

はく、 思 は是れ 動の 微 なる もの、 爲 は是れ 動の 著なる もの、 這箇 は是れ 動の 精粗 を 

該ぬ。 蓋し 內に 思うて 誠 あらざる ベから ず、 外に 爲 して 守らざる ベから ざるな り。 
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文字 を 看る には須 らく 箇の 骨子 を 得べ し。 諸 公 且つ^へ、 動の 箴那箇 か是れ 緊要と。 

<1) 朱 子 語 答へ て 曰 はく、  r 理に 順へば 則ち 裕」 (の 句) なりと。 曰 はく、 要は 「欲に 從 へば 惟 

頹卷 四 十一に  ぜ  ： 

0^ れ危 し」 を 連ねて、 都て 是 なり。 這 は是れ 生死の 路頭な り。 

陳氏曰 はく、 上文の 二者の 動 を 結ぶ こと、 顯微 同じから ずと 雖も、 然も 理の 公に 

循 ふとき は、 皆 中に 餒 うる ことなし、 故に 裕 なり。 人欲の 私を逐 ふとき は 下に々 H り 

易し、 故に 危し。 又 曰 はく、 急遽 苟且の 時と 雖も亦 必ず 之れ を 思に 誡 あるとき は、 

^仲 s「a  其の 滴 養の 功密 なり。 常に 恐惧戒 謹して 之れ を爲に 守る とき は、 其の 操 存のカ 篤し。 

^^p.^  覺 軒の 蔡氏曰 はく、 「造次に も 克く念 ふ」 と は、 思に 誠 ある こと を 以て 言 ふ。 凡そ 

蔡^ ぶ+6中 

S の 子な り。 擧者、 も を 動かす とき は、 克く念 ふの 誠を存 せざる ベから ず。 r 戰兢 として 自ら 持す」 

朱 子の^ 著 を 

あ" めて 鑌近 と は、 爲に 守る こと を 以て 言 ふ。 凡そ 舉者身 を 動かす とき は、 自ら 持す るの 念 を 加 

ぞ，.ぉ も つくり 

解^ KsSI?  へざる ベから ず。 又 曰 はく、 聖は 性の ままなる なり、 哲人 を 謂 ふ。 賢 は^: へるな り、 

論孟 集疏 等の 

赛 世に 行 はる  志士 を 謂 ふ。 其の 成功す るに 及んで は j なり、 故に 「歸を 同じう す」 と 曰 ふ。 

^き 5 出  一 (？  (-，  i 

？ S  i ー經商  新 安の 陳氏曰 はく、 商 書に 曰 はく、  r 茲れ 乃の 不義、 習 ひ 性と 成る」 と。 此れ 伊 

書 太 甲 上に 出 ，  なら 

づ  尹の 言に して、 本と 惡に 習って 性と 成る 者 を 謂 ふ。 程 子 此の.？ を 引用す る は、 刖ち 


,  善に 習って 性と 成る 者 を 首 ふなり。 此の 性の 字 は 蓋し 氣 質の 性 を 以て 言 ふ、 上文の 

「天性に 本づ く」 の 性と 同じから ず。 天性 は 乃ち 天地の 性 を 以て 言 ふなり。 

S) 

(五) 徽^の 程 氏 曰 はく、 物欲の 外より 至る や、 視 聽に禁 防し、 此の 仁の 全體 をして 湛 

三 頁袞照 

^として 淸明 にして 1 亳の蔽 はるる こと あるな からしめ、 私欲の 內に萌 す や、 言動 

(六) けしと  に 消 外し、 此の 仁の 妙 用 を I て剠 |§ 然として 節に 中り 一毫の 乖 くこと あるな から 

どむ  . 

しむ。 見 は視に 非ず、 聞 は聽に 非ず。 見聞 は 動に 非ず、 視聽は 動を爲 す。 視る こと 

(七) 

C 七) 1^ 勿れ、 聽 くこと 勿れと いふと き は则ち 動かざる なり。 動 は 思貌を 兼ねて 言 ふ。 洪範 

範に 「二  (八) 

の 五 事 此に備 はる。 必ずしも 勿れ を 以て 心と 爲す にあらず。 眞 氏が 謂へ らく 、「勿れ 

？, ョ 聽、 

^n^.  と は 心 を 指して 言 ふ」 と。 非 禮視る こと 勿れ、 聽 くこと 勿れと は、 戒 謹して 以て 

レ^、  曰 レ從、  ふサ， 

し ^  養す るな り。 「之れ を 外に 制して、 以て 其の 內を 安ん ず」 及び 「邪 を 閑ぎ 誠を存 す」 

お) の  の 語 を觀て 兌つべし。 其の 外より 入りて 內を 動かす を 防ぐ 所以な り。 聲 色の 非禮は 

ゆ 〇1£  ^だ 顯 にして 外に 在りと 雖も、 其の 外 を 過ぐ る 者 入る 能 はずして 能く 視聽 に禁 防す 

ると き は、 此の 仁の 全體湛 然として 淸明 なり。 非 禮ー百 ふこと 勿れ、 動く こと 勿れと 

き ざ し き は  j 

は、 獨を 謹んで 以て 幾 を 研む るな り。 「人心の 動き」、 「發 して、 躁妄を 禁ず」 及び 
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「之れ を 思に 誠にす」、 「之れ を爲に 守る」 の 語 を觀て 見つべし。 其の 內 より 出で て 

. 外に 接 はるを 謹む 所以な り。 念 慮の 非禮は 甚だ 微 にして 內に 在りと 雖も、 內に萌 す 

者 自ら 已 むこと 能 はずして 能 く 言動 に 警 省す ると き は、 此の 仁の 大用^ 然とし て 節 

に 中る。 

i- 一に ？，1佐、 謝 氏 曰 はく、 己れ に克 つに は、 須 らく 性の 偏にして 克ち 難き 處 より 克ち將 ち 火るべし。 

^/ は ひ-り L1I 

蔡ち お， a^?4>  (二  ) 

00  ^  問 ふ、 此の 性 は 是れ氣 質の 性な り や 否や。 朱 子 曰 はく、 然り、 然も 亦 難易な し。 凡 

語 も i た 朱 子 

の^ 語 集註に  そ氣 質の 偏れる 處は須 らく 頭より 克ち 去る ベ し。 謝 氏 は 人 ロハ だ 裏面 小々 の不好 底の 

おに 朱お： ^き 氣 質に 克ち 得て 其の 難き こと を 忘れん こと を 恐る、 故に 然云 へるな らん。 又 曰 はく、 

卷 s: 十一に 出  う  かたつ かた 

-っ  人の 氣禀 くる こと 偏 あり、 見る 所 も 亦往々 に 同じから ず。 氣質剛 底の 人の 如き は 

則ち 剛處を 見る こと 多くして、 事に 處 して 必ず 之れ を 太 剛に失 ふ。 柔 底の 人 は 則ち 

柔處を 見る こと 多くして、 事に 處 して 必ず 之れ を 太 朵に失 ふ。 須 らく 先づ 偏れる 處 

に 就いて 克 治すべし。 又 曰 はく、 跛倚踞 傲なる もの も 未だ 必ずしも 盡 く是れ 私意に 

あらず して、 亦 性の (自ら) 坦 率なる 者 あり。 伊川 曰 ふ、 「邪心な しと 雖も 苟も 正 

理に合 は ざれば 乃ち 妄 なり」 と。 亦須 らく 克ち 去るべし。 


g 二)  s 典 M  朱 子 曰 はく、 克己の 己 は 未だ 是れ 人物に 對 して 言 ふに あらず、 只 だ是れ 公の 字に 

對 して 說く、 獍ほ 私と 曰 ふが ごときの み。 〔 氏が 克己の 銘、 口 を 極めて 稱揚 す、 遂 

おもへ 

に以爲 らく、 「己れ 旣に 立たず して、 物 我 並び 觀る とき は、 天下の 大 なる も 皆 吾が 

かくの ごとく 

仁の 中に 在らず とい ふこと なし」 と。 說き 得て 恁 地に 大 なり、 故に 人 皆 其の 快 を 喜 

ぶ。 殊に 知らず、 未だ 是れ 此の 如くなら ざる を。 問 ふ、 與叔が 意と 下 文の 克己の 目 

と、 全く 干り 涉ら ず、 此は只 だ是れ 自修の 事、 未だ 外面 を說 著す るに あらざる こと 

在りと。 曰 はく、 須 らく 是れ^ 地に 之れ を 思 ふべ し。 雲 樂の胡 氏 曰 はく、 能くん 欲 

の 私に 克っ は、 是れ理 が 欲に 勝つな り。 能く 性質の 偏に 克っ は、 是れ德 が氣に 勝つ 

なり。 集注の 克己 は 人欲 を說 き、 未だ 曾て 氣質 を說 かず、 故に 復た謝 氏の 說を 引い 

て 以て 之れ に 足す。 

s  S0 雲峯の 胡 氏 曰 はく、 此の 章の 緊要 は 勿の 字に 在り。 故に 集註に 喫緊して 此の 一 字 を 解 

淵篇 ia! 章 を 指  I 

1  す。 蓋し 心 は 一身の 主たり、 卽ち將 にして 三軍の 主たり。 一身の 耳目 口 體は惟 だ 心の 

令す る 所に して、 猶ほ大 將の旗 一 たび i- いて 三軍の 坐 作 進退 惟 だ-其の 令 十る 所の まま 

なる がごと し。 
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門人、 傅^な 
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新 安の 陳氏曰 はく、 非禮は 己が 私な り、 禮は 天理の 公な り。 非 禮視聽 言動す る こと 勿 

き は卽ち 己れ に克っ 所以に して、 視聽 言動 皆 禮に合 ふ は 卽ち禮 に復る 所以な り。 能く 

是の 如きと き は、 日用の 間、 天理の 流行に 非ざる なくして、 仁 其の 中に 在り。 

二)  (二) 

雙峯の 饒氏曰 はく、 視聽 言動の 四つの 者 は、 横 渠の東 銘には 只 だ r 戲ー 百戲 動」 と 云 ひ、 

,  (3) 

却って 是れニ 件な り。 中席に は r 禮に非 ざれば 動かず」 と あり、 又 只 だ是れ 一件な り。 

詳略 同じから ざる は何ぞ や。 蓋し 詳に 之れ を 言へば 是れ四 件、 約に 之れ を 言へば 只 だ 

二 件、 所謂 言行 は 君子の 樞 機と いふ 是れ なり。 言 は是れ 言、 視聽は 也た 動に 屬す、 是 

れ 行なり。 又 約に 之れ を 言へば、 都て 只 だ是れ 動な り。 視 は是れ 目の 動、 聽は 是れ耳 

の 動、 言 は是れ 口の 動、 動 は是れ 身の 動な り。 故に 中 蓆に は 只 だ r 禮に非 ざれば 動か 

ず」 の 一 句を說 く。 聖賢の 言 は詳 あり 約 あり。 顏子 は是れ 克復の 目 を 問 ふ、 故に 詳を 

以て 之れ に吿 ぐ。 

(wn  (五)  まさ 

王 陽 明 曰 はく、 「人須 らく 己れ が爲 にす るの 心あって、 方に 能く 己れ に克 つべ し。 

能く 「しれに 克っ とき は 方に 能く 己れ を 成さん」。 蕭惠曰 はく、  r 惠も亦 頗る 己れ の爲 

にす るの 心 あり、 知らず、 何に 緣 つて か 己れ に克っ こと 能 はざる を」。 陽 明日 はく、 


iY  t  ) おに 校 フ 
る 味 聲色出 上 ^ 

は は は づ' m 

IfC 五: 《  。十ぶ 

味 色 fll. ― ： 
に に に し 章 道 


「ばつ 說け、 汝 己れ が爲 にす るの 心 ありと は是れ 如何」。 惠良ゃ 久しう して 曰 はく、 

r 惠も亦 一心に 好 人と 做らん こと を 要め、 便ち Tin ら謂 へらく、 頗る 「」 れの爲 にす 

るの 心 ありと。 今 之れ を 思 ひ 看來 るに、 亦 只 だ 是れ箇 の嫗殼 的の 己れ を 得ん が爲に 

(箇〕  (七) 

. して、 曾て 的の 眞 己の 爲 にせず」 と。 光生 曰 はく、  r 眞己 は何ぞ 嘗て 軀殼を 離 著せ 

ん。 汝那 の軀殻 的の 己れ を 連ねて 也た 曾て 爲 にせ ざり しなり。 且つ 道へ、 汝が 所謂 

軀^ 的の 己れ と は、 お： 是れ wla 口 鼻 四 狭に あらず や」。 惠曰 はく、 「正に 是れ 此れが 

ねたり、 U は 便ち 色 を 要め、 耳 は 便ち 聲を 要め、 口 は 便ち 味 を 要め、 四^ は 便ち 逸 

樂を耍 む。 克っ こと 能 はざる 所以な り」。 陽 明 曰 はく、 「『IK 色 は 人の 目 をして 盲な 

らしめ、 美聲は 人の^ をして^. ならしめ、 美味 は 人の 口 をして 爽 ましめ、 馳 聘田獵 

は 人 をして 狂を發 せし む』 と、 這 は 都て 是れ汝 の 耳 I! 口 鼻 四肢 を 害する 的な り。 豈 

是れ汝 の 耳目 口 鼻 四 狭の 爲に する を 得ん。 若し 耳： W 口 鼻 四 眩の 爲に する 時 は、 便ち 

須 らく 耳 は 如何して か聽 き、 目 は 如何して か視、 ：！ は 如何して か 言 ひ、 四 K は 如何 

して か 動く と 思量すべし。 必ず 禮に非 ざれば 視聽 言動す る ことなき を須 つて、 方に 

才に箇 の 耳目 口 鼻 四 R を 成し 得， 這 箇才に 是れ耳 ほ 口 鼻 四 眩の 爲 著に するな り。 汝 

カ行 一  八 一 
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終日 外に 向って 馳せ 求め、 名の 爲 にし 利の 爲 にす、 這 は 都て 是れ軀 殻 外面 的の 物事 

の爲 著に す。 汝 若し 耳目 口 鼻 四^の 爲著 にし、 禮に非 ざれば 視聽言 動す る こと 勿ら 

ん こと を 要む る 時、 豈是 れ汝が 耳目 口 鼻 四 K 自ら 能く 視聽 言動す る こと 勿らん や。 . 

須 らく 汝の 心に 由るべし。 這の 視聽^ 動 皆 是れ汝 が 心なり。 汝が 心の 視は蔹 を 目に 

發し、 汝が 心の 聽は效 を 耳に 發し、 汝が 心の 一一 n は竅を 口に 發し、 汝が 心の 動 は蔹を 

四^に 發す。 若し 汝の 心なければ、 便ち 耳目 口 鼻な し。 所謂 汝が心 は 亦專ら 是れ那 

の 一 團の 血肉に あらず。 若し 是れ那 の 一 團の 血肉なら ば、 如 今已に 死せ るの 人は那 

の 一 團の^ 肉 還た 在る に、 何に 緣 つて 視聽 言動す る こと 能 はざる か。 所謂 汝が心 は 

却って 是れ那 の 能く 視聽 言動す る 的、 這箇 便ち 是れ 性， 便ち 是れ 天理な り。 這箇の 

性 あれば 才に 能く 這の 性の 生理 を 生ず、 便ち 之れ を 仁と 謂 ふ。 這の 性の 生理 發 して 

目に. 一, 土れば まち^る こと を會 し、 發 して 耳に 在れば 便ち 聽 くこと を會 し、 發 して 口 

に 在れば 便ち 言 ふこと を會 し、 發 して 四^に 在れば 便ち 動く こと を會 す。 都て 只 だ 

是れ那 の 天理 發生 するな り。 其の 一身に 主宰た る を 以ての 故に 之れ を 心と 謂 ふ。 道 

の 心の 本體は 原と 只 だ 是れ箇 の 天理、 原と 禮に 非ず とい ふこと なし。 這 箇 便ち 是れ 


汝の眞 己に して、 這 箇の眞 己 是れ軀 殻の 主宰な り。 若し 眞 己な くんば 便ち^ 效 なし。 

眞 に是れ 之れ 有れば 卽ち 生き、 之れ 無ければ 卽ち 死す。 汝 若し 眞に那 筒の 軀殼的 己 

れが爲 にせば、 必ず 須 らく 這 箇の眞 己 を 用 著 ふべ し。 便ち 須 らく 常々 に 這 箇の眞 己 

的 本體を 保ち 守り 著け て、 覩 ざると ころに 戒愼 し、 聞かざる とこ. ろ を恐惘 し、 惟 だ 

他の J 些 をも虧 損し 了らん こと を 恐るべし。 才に 一 毫の 非禮^ 動す る こと あらば、 

さ  すぐ 

便ち 刀に 割かる るが 如く、 針に^ さるる が 如く、 忍耐し 過さず。 此れ 所謂 克己、 卽 

ち是れ 無我な り」。 曰 はく 「克己 を 以て 無我と 作す は、 仁に 於て 最も 親切な り。 但 

し 非 禮視聽 言動す る こと 勿れと 說 きて、 此の 四つの 者 を 士ら ずん ば、 何 如 ぞ是れ 無 

我に して 天地 萬 物ー體 ならん や」。 曰 はく、  r 視聽ー 百 動す る は 吾れ にして、 人と 犬 下 

と 相 接 はる は 只 だ 此の 四 者の み。 四つの 者 禮に非 ざれば、 便ち 是れ有 我の 私な り。 

非禮勿 ニ視聽 一の 其の 視聽 は、 天下の 公 を 以てする なり、 非禮勿 二言 動 - の 其の 言動 は 

天下の 公 を 以てする なり。 此は 正に 是れ 大公に して 無我、 天地 萬 物 都て ー體 たり。 

之れ を 仁と 謂 はずして 何ぞ や」。 

鄒東廓 曰 はく、 克己 復禮 は卽ち 己れ を修 むる に 敬 を 以てする なり。 禮 は大理 自然 
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の 中な り。 非禮は 其の 過と 不及 となり。 額 子 其の 目 を 請 ひ 問 ふ、 故に 夫子 「禮に 非 

ざれば 視聽 言動す る 勿れ」 を 以て 之れ に吿 ぐ。 視聽 言動 は 己れ の なり。 「禮に 非 ざ 

れ ば視聽 言動す る 勿れ」 は 己れ を修 むる の 目な り。 視聽. 百 動 を 除却 すれば 更に r」 れ 

なし。 禮は 己れ の 本と 有する 所な り、 故に 復 ると 曰 ふ。 非禮は 己れ が 木と 無き 所な 

り、 故に 勿れと 曰 ふ。 今 非禮を 以て 己れ の 私と 爲すは 則ち 可なる も、 ， し れを 以て 私 

欲と 爲すは 則ち 不可な り。 己れ が爲 にす るの 志 あれば、 方に 能く 己れ に， 兄つ、 正に 

是れ 己れ を修 むる 一個の 塗 轍、 故に 身 外に 道な く、 1」 れの 外に 禮 なし。 古訓 を： i 稽 

する に、 曰 はく 「己れ の爲 にす」、 曰 はく 「己れ を 正す」、 曰 はく 「_ おれ 亡，」 れに求 

fwn  (五) 

む」、 曰 はく 「己れ の 欲せざる 所 は 人に 施す こと 勿れ」 と。 未だ 己れ を 以て 私欲と 

爲す者 あらず。 仁の 本 を 問 ふの 章、 三た び 己の 字 を 言 ふ、 「仁 を爲す は，， しれに 由る」 

と 曰 ふ は、 正に 己れ を 指して 力 を 用 ふる 處と爲 す。 易の 復卦に 在る 「. 遠からずして 

(八) 

復る」 を 以て、 顔 氏が 子に 歸す。 而 して 象の 詞に曰 はく、 「以て 身を修 むるな り」 と。 

修身 克己 自ら 是れ 明證 あり。 日用 を 離れて 本心 を 求む る は 二 氏な り。 此れ 其の 視聽 

言動に 於て 相 蒙らず。 本心 を^れ て 日用 を 求む る は 世 儒な り。 此れ 共の 視聽 言動に 


,  しづ 

あ〗 にぶ だ P  於て 徒らに 飾り を 致す。 故に 二 氏は虛 に淪ん で、 世 儒 は 之れ を 支に 失 ふ。 苟も 其の 

て 紅ら すん は 

0.^0  心 に 非ず んば禮 何に 從 つて か 生ぜん 。顔 子の 心 齋坐忘 は 應迹を 離れ て 以て 本心 を 求 

t£ て很た 行 は 

ざるな り。 易  むる 者に 近し、 故に 夫子 視聽言 動 此の 心に 達する の 條理を 指す。 是れ卽 ち 自然の 生 

に 曰 はく、 遠 

機、 此れ 內外 合一 の舉 なり。 又 曰 はく、 克，」 は 事 上に 到って 工夫 を 用 ひて、 方に 能 

こと 无し、 元  とど 

士 n なり」 と出  く 立ち 住まる こと を 得、 方に 能く 靜も亦 定まり、 動 も 亦 定まる。 

づ 

お i  沈 覺齋曰 はく、 克己 復禮は 正に 是れ 無欲の 工夫な り。 己れ に克 つて 而 して 後に お 

(九) 老佛か  . 

二 Q) 莊子  く 己れ を 忘る。 直下に 己れ に克 てば、 身 すら 有るな く、 物と 同體 なり。 问れ の處に 

內篇 人間 生 章  よ 

^.^^  か 欲に 著し、 欲 何に 從 つて か 生ぜん。 故に 臼 はく、 身 を 忘る と。 斯に 能く 身 を修む 

齋を ふ。 仲  すな は 

尼 日 はく、 若  ると き は 仁の 體復 す。 仁の 體復 するとき は、 天下 皆 吾が 仁愛の 中に：！ す。 就ち 是れ 

軌を一にせよ、 (一二)  うち 

； T^fff  「八荒 皆 我が 闘に 在り」 の 意な り。 天下 皆 其の 仁に 於け る、 亦 其の 中に 在り。 效を 

なり i 々」 

以て 言 ふに 非ざる なり。 聖賢 皆是れ 己れ が爲に 十る の帛 にして、 工夫 を 重んじて 効 

に、 「仲 尼 曰 は 

く、^。 か f  驗を 重んぜず。 視聽霄 動 は 己れ なり、 未だ.，」 れを 以て 欲と 爲 すべから ず。 克レ 己の 

-V もと^  {J  & 

^ 己は卽 ち是れ 由， 己の 己な り、 本と ニ義に 非ず。 東 廓 先生の ー說亦 妙な り。 克は是 

g を g ナ、 形 

ん^ れ、 知な 去って 大 通に 同じ， 此れ を 坐 忘と^ ふ、 云々」 と出づ (一一) 不 W  (一二) 前 出 六 五 頁 经^ 
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れ修 治の 義、 己れ に克っ は猞ほ 己れ を修 むと 云 ふが ごとし。 非 禮視聽 言動す る 勿れ 

と は 之れ を修 むる 所以な り。 非禮は 外に 非ず、 一念の 妄動、 之れ を 非 禮と謂 ふ。 妄 

復 するとき は無妄 なり、 是れを 之れ 禮に復 りて 仁 其の 中に 在りと 謂 ふ。 仁 は 天地 萬 

物と 一 體 たり、 只 だ 是れ己 私 を 未だ 忘れず。 全く 仁の 體を 得る とき は、 天下 皆 吾が 

仁に 歸す。 所謂 天地と 德を 合せ、 日月と 明 を 合せ、 四時と 序 を 合せ、 堯舜 文武と 道 

を 合す、 而 して 孔子の 道 を舉ぶ は是に 在り。 ー說 に、 勿 は猶ほ 弗と 言 ふが ごとし。 

(二) 

愛 之 能 勿の 字と 義を间 じうす と。 

(三) 

羅近溪 曰 はく、 顏子復 禮の復 は 固に 易 經の復 卦の復 か。^ し 本文の 復は 徒だ復 とい 

はずして 必ず 復禮と 曰 ふ。 徒. に 復禮と 曰 はずして 必ず 克己と 曰 ふ は何ぞ や。 曰 はく、 

復は 諸れ を 易に 本づ くると き は 訓釋も 亦 必ず 諸れ を 易に 取るな り。 易に 曰 はく、 「中 

2 一 

行に して 獨り復 る」、 又 曰 はく、 「復は 以て 自ら 知る」 と。 獨と自 と は卽ち 己れ なり 9 

中 行と 知る と は 卽ち禮 なり。 惟だ獨 にして 自 なるとき は、 天地 萬 物の 精神 を聚 めて 

之れ を 一身に 歸す、 己れ 安ん ぞ 得て 復せ ざらん や。 惟 だ 中に して 知る とき は、 一己 

の 精神 を 散 じて 之れ を 天地 民 物に 通ず、 復た 安ん ぞ 得て 復せ ざらん や。 故に 一 日 天 


ゆ ほ 七な  下 仁に：^ する を觀る とき は、 禮 .0 ら復 して 充ち 周き こと を 見るべし。 仁 を 爲すは ru 

れに 由つ て 人に 由らざる を觀 ると き は、 復 必ず 己れ よりして 健 行す る を 見る ベ し。 

^IJi 是れ卽 ち 孟子の 所謂 「萬 物 皆 我れ に備 はる、 身に 反りみ て 誠 ある は、 樂 しみ 焉れょ 

り大 なる は莫 し」 とい ふ 者な り。 宋の 時の 儒者 明 道の 如き は、 己れ の爲 にす る を 認， 

得すれば、 何れの 所に か. や- らざ らんと 說き、 义仁 は^ 然として 物と 體を 同じ-つし、 

義禮智 信 皆 仁な りと 說く。 顏チが 此の 段の 精神 を 得る に 似たり。 象 山 は 克己 復禮 を- 

解して、 能く 身 を 以て 禮に復 ると 作す、 孔子^ 時の ロ氣を 得る に 似たり。 曰 はく、 

「己 私に 克ち 去る」、 漢儒皆 此の 訓を 作す。 今 遽に從 はざる は何ぞ や。 曰 はく、 亦 

其の 訓自 ると ころ ある を 知る。 伹だ 本文 由レ 己の 己 は 亦克レ 己の 己の 字な り。 如何 ぞ 

明德を 去り 峻德を 去る に 作り 得 做さん や。 況ゃ克 の 字の 正解 は、 只 だ是れ 勝に 作り、 

能に 作る、 未だ 嘗て 去に 作らず。 今 細かに 玩 ふに、 易に 謂 ゆ る 「中 行して 獨り復 

る」、 r 很 以て 自ら 知る」 は， # 然として 是れ 己れ の 能と 勝との 處 にして、 說き 難し。 

論語に 言 ふ 所、 易經と 相通ぜ ざらん や。 闩 はく、 频千 其の 目 を 請 ひ 問うて、 孔子 四^. 

の 非 禮を歷 指す、 非 禮是れ 私に あらず や。 如何。 曰 はく、 此の 條 却って 是れ象 山の- 
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所謂 「能く 身 を 以て 禮に復 る」 者な り。 蓋し 祝聽； in 動 は 皆 身なり。 視は 孰れ を視 と- 

爲し、 聽は 孰れ を 聽と爲 し、 一 百 動 は 孰れ を 一 百 動と 爲す も、 皆禮 なり。 視 るに 禮を以 

て視、 聽 くに 禮を 以て 聽き、 禮に非 ざれば 則ち 視聽 するな く、 言 ふに 禮を 以て 言 ひ、. 

動く に禮を 以て 動き、 禮に非 ざれば 卽ち言 動す る ことなき、 是れ 則ち 渾身 もて 禮に 

r)  ^si  復る なり。 此れ 卽ち 非禮 をい ひて 以て 復鱧を 見る、 卽ち恕 の 欲せざる を 以て 施す こ 

k 公 $1 第二 十  . ■ 

^fnm  と 勿れと いひて、 而 して 欲する 所を與 施す る を：^ はすが 如く、 皆 反 言して 以て 正意. 

一 言に して^  あら  お ほよ そ 

て 終身 之れ を  を 見 はす。 大約 孔門の 宗旨 は 專ら仁 を 求む るに 在りて、 直に 仁を體 する の 舉脈を 指 

行 ふべき の 者 

し、 只 だ 仁 は 人な りと 說く。 此の 人の 字に 透 決せ ざれば 仁 を 語り 難し、 故に 仁を爲 

欲せざる 所 は  す は 己れ に 由る も、 人に 卽 して 仁な り。 此の 意 惟 だ 孟子 之れ を 得て 最も 眞 なり。 故 

人に 施す こと  (二)  か 二 

ま」^ l  に 曰々 聲々 只 だ 個の 性 善を說 く。 今 己 私 を 以て 来って 性 善に 對 する、 能く 合 ふべき 

あら：^ H て、 や 否や。 又 曰 はく、 問 ふ、 孔子 復禮を 以て 顏 氏が 仁 を 問 ふに 答 ふるとき は、 所謂 易 

「し 私 を摇げ て 

問へ る を 招す  を舉ぶ は 卽ち仁 を 求む る 所以な り や。 曰 はく、 易 は 仁 を 求む る 所以な り、 蓋し 易に 

辭上  非 ずん ば 以て 天地の 仁 を 見る ことなし、 故に 曰 はく、 「(生々 之れ を 易と 謂 ふ」 と。 而： 

して 復に非 ずん ば 以て 天地の 易 を兑る ことなし、 故に 又 n: はく、 「復は 其れ 大地の 


心を兑 るか」 と。 大 なる 哉 乾 元、 犬 を 生じ 地 を 生じ、 入 を 生じ 物 を 生じ、 ^融透 徹 

す、 只 だ是れ 一 圑の 生理に して、 吾人の 此の 身 幼より 老に 至る まで 其の 中に 涵 育し、 

八な に. 「人 能  あきらか 

く  so-i お， 知見^ 爲ー息 を 停む る こと 莫し、 本と 乾 元と 體を 合す。 衆 却って 曰に 用 ひて、 著な 

道 人を弘 むる  (五一 

は f と^でな らず 察せず。 是れ 之れ を 道と 謂 ひ、 人を弘 むる 能 はず。 必ず 先覺 聖賢 的の 明訓格 W 

J 一  _« ふこ ころ >H、  さま  に はか  かつぜん 

ぎ はもと 死^  に 待ち、 呼びて 之れ を覺 すと き は、 耳目 聰明 頓に顯 亮を增 し、 心 思知慧 豁然と して 

開發 す。 眞に 是れ黄 中に して 理に 通ず る もの、 而 して 寒穀 春に 阅 へる ものな り。 此 

人に して 道 

はぉぉ れ 個の 幾 括、 卽 時に 世界に 塞 滿し萬 世に 了 結す。 所謂 「大下 仁に 歸す」 にして、 「仁 

ら 3 となり  まさ  (七】 

(六 レ^ 坤 を爲す こと 己れ に 由る」 なり。 如何なる か 方に 是れ 仁ぞ。 辨 者の 曰 ふ、 「心の 德、 愛 

の 义 V  口  0 に 

の理」 と。 此は 是れ近 曰の 講義に 云 ふ 所な り。 某^る に 却って 心の 公理 得 然とい ふ 

レ li」 と出づ  し  マ  そし 

(七) $^ に 如かず、 又 全 體不レ 息と いふに 如かざる なり。 之れ を 間る 者 あり、 曰 はく、 「此れ 

九 卷£- 五五ヌ 

^ 依 かに 皆 力 を 費す も、 總 ベて 聖人 自ら 解して 『仁 は 人な り』 と 曰へ るの 何等の 簡便、 何等 

1 身 4 治めて 

大；： ^顧み ざ  の 明；^ なる に 如かず」 と。 予曰 はく、 子の 謂 ふ 「.u は 人な り 一と は、 果して 是れ 「個 

るお の^  . 

の 人 は 卽ち是 れ侗の 仁」 と 語る が 如き か。 此れ 却って 枯淡 無味に して 猶ほ禪 家の 所 

て 事足れり (八)  (え) 

4? なり 謂. R 了漢の ごとし。 試みに 聖人の 口 氣を觀 るに、 克己 復禮 を說 いて 只 だ 己の 字 未了 

カ行 一  八 九 
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にして， 便ち 「天下 仁に 歸す」 と 云 ひ、 「己れ が 欲せざる 所」 を說 いても 亦 己の 字 未 

了に して、 便ち 「人に 施す こと 勿れ」 と 云 ふ。 眞 に是れ 溥天溥 地、 是れ 一個の 仁理 

生々、 便ち 渾天渾 地、 おに 一 個の 天 を 天と する の 人 を 成して、 更に 彼此な し。 且つ 

目前に 在會 する ものの 如き も 亦數十 輩、 人々 共に 辨論 を聽 くも、 却って 是れ 數十葷 

にして 共に 一 耳な り。 人々 共に 辨論を 看る も、 却って 是れ數 十 輩に して、 共に 一 目な 

り。 叉 人々 心中に 記憶し (又) 吟哦 する 許 多の 辨論、 却って 是れ數 十 輩に して 共に 

1 心、 共に 一 口な り。 天の 體莨 徹して 二と す容 からず、 天の 機^ 躍して 惡已 むべ し o 

「仁 は 人な り」、 豈眞に 名言に あらず や。 

申甫曰 はく、 仁 は 天地 萬 物 を 以て 一 體と爲 十。 己 私に 未だ 克 たざる とき は 便ち； 大 

地 萬 物と 隔絶す。 是れ 彼れ は rt: ら 彼れ、 我れ は 自ら 我れ にして、 吾が 一 體に歸 せ ざ. 

るな り。 吾が 身中の 血氣 到らざる 所の 在る が 如き は、 便ち 是れ麻 木 死肉に して 痛^ 

を 知らず、 是れ 吾が 仁に 歸せ ざるな り。 醫家は 手足^^: を 以て 不仁と 爲す、 正に 好 

し。 體 味す るに、 仁 は 生理な り。 生の 在る 所、 便ち 愛 底の 意 田 4 あり。 吾人 ^大； t 地渾 

人渾物 一大 身 を 做す、 己れ に克 つの 日に 到る とき は、 {.H 由 民 物 も 吾が 生 念の 及ぶ 所 


にして、 精神 血脈 流通 贳徹に 非ず とい ふこと なし。 豈渾々 全々 吾が 仁の 內に歸 せ ざ 

しんちゅう 

らん や。 吾が 身中 頭より 踵に 至る まで 本と 一 處 として 痛. 堪を 知らざる なきが 如き も、 

偶- ー處風 硬して 搔け ども 痰から ず、 孰せ ども 痛から ざる あり、 今日に 到って 死肉 

よみが へ 

復た更 り、 血氣 周流 すれば、 便ち 間隔な く、 便ち 痛^ を 知る。 是れ 吾が 仁に 歸 する 

なり。 叉 曰 はく、 仁 は 生 意な り。 桃 仁. 杏仁、 之れ を 仁と 謂 ふ は、 其の 能く 生ずる 

を 以てな り。 此の 仁 は 桃 核. 杏 核の 中に 在り、 許 多の 生 意 藏れて 裏面に 在り。 人克 

己し 了る に 到って、 天下 皆 吾が 仁に 歸す、 更に 隔絶して 外 頭に 在らず。 程 子 曰 はく、 

2) , 

「心 は毂 種の 如し、 仁 は 則ち 其の 生の 性な り」 と。 仁に 歸 すと は、 是れ歸 る こと 心 

の裡に 在り、 模様 蒸々 蒸々 として、 一 圑の生 意中 更に 走 作せ ず。 此の 如く 看 来れば， 

凡そ 天地 萬 物の 理收 めて 生々 の 中に 在り、 凡そ 天地 萬 物の 氣 も亦收 めて 生々 の 中に 

在り、 一 處も 相關^ 聯合せ ざる ことなし。 所謂 心の 德、 愛の 理、 皆 見つべし。 仁 は 

渾 ベて 之れ を 言 ふ。 而 して 渾然の 中の 自然の 條理は 則ち 禮と曰 ふ。 兵家 は、 戰勝之 

れを克 と 謂 ひ、 地に おる 之れ を 復と謂 ふ。 寇賊 に克ち 了れば 自ら 土地に 復り 了る。 

又 曰 はく、 「其の 目 を 請 ひ 問 ふ」 と は、 是れ 克己と 由レ 己の 條目を 問 ふたり。 禮は渾 
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然 たる 一 のみに して、 多くの 條 件な きも、 己れ は 便ち 許 多の 己れ あり、 故に 顔 子 切 

耍に克 治す ベ き 所の 者 は 何の 件 ぞと問 ふ。 おし 顏子 己れ の爲 にす る 上に 多 件なら ざ 

もち 

れば、 夫子の 大旨已 に 明かな り、 何 ぞ問了 を 消 ひん。 此の節 は視聽 言動 を 重んじて、 

非禮勿 を. 重んぜず。 上に 蓋し 言 ふ 所謂 克己 は卽ち 此の 己れ なり。 由， 己 も 亦 此の 己 

れに 由るな り。 非禮 勿と いふ 若き は、 卽ち 前の 克己の 工夫、 己れ の說 明な り、 更に 

もち  え 

說 くこと を 消 ひず。 5 曰 はく、 克 1」 は 以て 己れ ある ことなき なり。 這の 己が 心 を 把 

つて 斬斷し 了る。 旣に 克己と 曰 ひて、 而 して 又 由， 己と 曰 ふ は何ぞ や。 克己 も 亦；； j 

れが 上より 做すな り。 此の 形骸の 己れ 一 轉頭 すれば、 便ち 是れ眞 ，」、 人心 一 化 十れ 

ば 便ち 是れ 道心な り。 人心の 外に 筒の 道心 を 討ぬ るに 非ず、 形骸の 外に 箇の眞 己 を 

討ぬ るに 非ざる なり。 耳目 口 鼻、 豈是れ 形骸の 己れ に 非ず や。 能く 非 禮視聽 ，動す 

る ことなき とき は、 此の 耳 E  口 體は渾 て是れ 天理 融 成し、 血囊 肉^と 同じから ず。 

名 づけて 眞と曰 ふ は 過なら ず。 必ず 須 らく 刀 を 去 了し 針を拔 了すべし。 這の !v に是 

れ 己が 爲 にす るの 心 あれば、 方に 能く 己れ に克 たん。 汝 今.； 止に 是れ賊 を 認めて 子と 

作 十、 何に 緣 つて 却つ て 己れ が爲 にす るの 心 ある も 己れ に 克っ能 はずと 說 くや。 


t に. „ ほ  求是 編に 曰 はく、 能く 視聽言 動す る 者は氣 なり、 心に 非ざる なり。 心に：^ ざると 

き は 性に も 非ず。 陽 明 は 乃ち 「這 箇 便ち 是れ 性」 とい ふ を 以てす。 是れ氣 を 以て 性 

條卷の 11! に 出 

づ  を 論ずる こと、 吿 子が 說の 如し。 然れ ども 朱 子 言へ る こと あり T 目の 視 * 耳の 聽き、 

手の 執捉 し、 足の 運奔 する は、 皆 筒の 形而下なる 者 を^く。 且つ 手の 執捉 する 如き、 

若し 是れ刀 を 執って 胡 亂に人 を 殺す も 亦 性と 謂 ふべ けんや」 と。 陽 明乖覺 す、 恐ら 

か  (二) 

<. じ 前ャ： <  く は 人 朱 子の 說を 把り 來 つて 破らん こと を。 他れ 遂に コ适简 便ち 是れ 犬湮、 更ち之 

I 一  頁 ま 照， 0 

れを 仁と 謂 ふ。 這 筒 便ち 是れ 眞己ノ 這箇 の眞已 便ち 是れ 軀效の 主宰」 と^く。 則ち 

. 是れ 形より して 下なる の氣を 以て、 ^いて 形而上 的と 做し 去り 了る。 是の段 本と 已 

れに克 ち 仁 を爲す を 論ずる よりして 發す。 旣に 此れ を 以て 形而上 の 大 理と爲 すと き 

は、 目の 視る所 を 信じて 皆 正視と 爲し、 耳の 聽く所 を：^ じて 皆 正 聽と爲 し、 口の 言 

ふ 所 を 信じて 皆 正 言と 爲し、 四體の 動く 所 を：^ じて 皆 正 動と 爲す、 C ら刀を 執り 胡 

亂に人 を 殺す の 事な く、 自ら 一 亳非 禮の萌 動な し。 凡そ 世の 不^ 不龍 斗、 痦啞 ならず、 

8 前 ャリ、 -遂^： せず して、 稍 や 能く 視聽 言動す るの 人、 皆 之れ を 仁と 謂ぶべし。 ：T ぞ 必ずしも 

一-て，：； 3-の ？i! 明の  チ -ーリ -ー  、三) 

H  克, 己復, 禮 然して 後に 仁と 爲 さんや。 所謂 Ine 々保守して 鋭ざる を戏 謹し 聞かざる 

力 行 一  九 一 一一 
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を 恐惧 して、 惟 だ 一 些 者を虧 損せん こと を 恐る」 と^も、 保守 箇の 恁 く、  ^損箇 

の 恁 くなる や、 旣に刀 割な し、 安ん ぞ 其の 去る こと を 用 ひん。 旣に針 刺な し、 安 

んぞ 其の 拔 くこと を 用 ひん。 旣に 其の 己れ なし、 安ん ぞ 其の 克っ こと を 用 ひん。 眞 

n)  0S, 己の 己 は 天理な り、 克己の 己 は非禮 なり。 所謂 「賊を 認めて 子と 作す」 と は、 正に 

卷之上 #.51 靜  .  もフ 

S に出づ  其の 非 禮の己 を 誤認して 眞 己と 爲 るが 爲 なり。 能く 視聽 言動す る 的、 便ち 是れ 性、 

便ち 是れ 天理、 便ち 是れ 仁に して、 之れ を眞 己と 謂 ふとき は、 何に 鎵 つて か 娀を生 

出し 來 らん。 旣に是 れ賊を 生 出し 來る こと あるとき は、 能く 視聽 言動す る 的 見る ベ 

し、 只 だ是れ 箇の氣 なる を。 以て 便ち 是れ 性、 便ち 是れ 天理、 便ち 是れ 仁に して 眞 

己たり と 言 ふべ からず。 陽 明が 議論、 前後 錯戾 する こと 此の 如し。 蓋し： 貰に：^ 得す 

る 者 は、 縱橫 反覆 多き は 數千萬 言に 至って 參 差の 看 難しと 雖も、 實は繩 ^の 如く^ 

局の 如く、 條理井 然として 彼此 相 照らす。 若し 聰明 意昆を 以て 揣 摩して 之れ を 言へ 

ざう くわ  あら ， ， ， ， • 

ば、 十分 裝裘し 得て 好し と雖 も、 遂に 未だ 手 を 出し 脚 を 露 はし 人に あ 破 せらる る こ 

もの  も  か 

と を 免 かれず。 且つ 能く 視聽 言動す る 的の 如き は 本と 形より 下の 氣 なり。 他れ 却つ 

て 喚んで 理と 性と 仁と 爲す。 本と 形より 上なる の理 は、 他れ 却って 又 喚んで 氣と做 


おも 

や。 是れ 理氣兩 つながら 當る 所な きなり。 豈以 はんや 陽 明に して 此れ を 察せ ざらん 

と は。 蓋し 他れ は 心 を 把ら へ て箇の 本；々； A 々把捉 不定 的 物事の 面前に 在りと 看做す 

に 相似たり、 故に 理氣を 分たず、 內外を 別たず、 同異 を考 へず、 是錯を 問 はず。 凡 

ひそ 

そ 能く 知覺 運用 鼓舞 發搾 する 處は皆 喚ん で 心の 精神 妙 用と 做し、 自ら； ぼかに 以爲ら 

く、 得 力の 處 なりと。 然れ ども 却って 知らず 此れ 乃ち 禪家 的に して、 機關 をして 善 

く賫 弄して 自 私し 自利せ しめ、 終に 以て 堯舜の 道に 入るべからざる 者なる を。 且つ 

眞 己の 二字 も 亦 下し 得て 是 ならず。 眞の字 は假の 字に 對 して 言 ふ。 纔に眞 • を說く 時 

は 便ち 知りぬ 假の在 る ある を。 能く 視聽言 動す る 的 を 以て 眞と 作す とき は、 是れ軀 

效的を 以て 假と 作す。 夫れ^ 效 は粗迹 なり、 能く 視聽 言動す る 者 は 良能な り、 皆 天 

の 我れ に與 ふる 所以の 者に して、 果して 孰れ か 眞と爲 して 孰れ か 假と爲 さんや。 看 

こ  2)  § 

來れば 惟れ 孟子 は 大體小 體を說 き、 ^子 は 天 君 天 官を說 く、 自ら 是れ 穩當 なり。 然 

らば 則ち 性と氣 と 何 ぞ^たん や。 曰 はく、 性の 字 は 心に 從ひ 生に 從 へば、 則ち 是れ 

能く 其の 心 を 生ずる 者 は 性な り。 能く 視聽 言動す る 的の 若き は、 是れ 其の 身に 生ず 

る 者な り、 性に 非ず.、 氣 なり C 性と 粲は 身と 心に 由って 別つ。 ^だ 其の 極を究 むれ 
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ば、 凡そ 生 皆 氣に屬 す、 性 も 亦 之れ を 氣と謂 はずん ば あるべからず。 此れ 未だ 言 ひ 

易から ざるな り。 

〇 今 案ずる に、 顏子仁 を 問 ふの 仁 は 本心の 全德、 聖學の 的 意な り。 凡そ 人心の 德は 

皆 天理に 非ず とい ふこと なくして、 而も 亦 人欲に 壞れ ざる 能 はず。 人 は舊染 の： 千：： れ 

多し、 故に 仁 を 爲す者 は 必ず 力を入れ 志 を 一 にして、 私欲に 克ち 天理の 木然を 安ん 

じて 禮に復 る、 是れ 仁を爲 すなり。 一 日 も 己れ に克 つて 禮に復 ると き は、 其の 效甚 

だ 速に して 至って 大 なり。 故に 天下 仁に 歸 するな り。 仁 を 爲すは 人の 力に 由らず、 

唯 だ 己れ に 在る のみ。 仁 は 心の 德 なり。 額 子 仁 を 問 ふ。 夫子、 仁 を 爲すを 以て 之れ 

に 答 ふる は、 仁の 理を 知る と雖も 仁を爲 さざる とき は 仁者に あら ざれば なり。 仁 を 

爲 すの 道 は 克己 復禮を 以て 用と 爲す。 克己 復禮は 則ち 其の 效 天下に 及ぶ。 然して 仁 

を 爲すは 己れ の 志と 力と に 在り。 聖人の 顏子 を： f す こと 至れり 盡 せり。 或 ひと 曰 は 

く、 己れ に克 つと き は 禮に復 り、 禮に復 ると き は 己れ に克 つ。 聖人 何ぞ 克己と 復禮 

と を 以て 仁たり と爲す 哉と。 臼 はく、 克己と 復禮と を 並べ 言 ふ、 是れ 聖舉の 要な り。 

「しれに 克っ とき は 禮に復 ると は、 是れ 異端の 虚遠 なり。 禮に復 ると き は 己れ に克っ 


とい ふ は、 是れ小 儒の 固陋な り。 凡そ 仁 は 心の 全德、 禮は 天理の 節 文な り。 天理 は 

節 文 あるに 到って、 本末 體用 全く 備 はる。 故に 己れ に克 つと は、 天理 を蔽 ふの 私欲 

に 勝ち 去る を 謂 ひ、 禮 に復 ると は、 私欲に 勝ち 去って 天理 已に 明かに、 作用 各 > 節 

文あって 次序 を紊 さず、 準則 を 失 はずして、 天理の 品 節 成就す。 是れ 聖學の 始終な 

り。 己れ に克 つと 雖も禮 に復ら ざれば、 克己 も 亦虛辭 なり。 己れ に克 つと き は大理 

の 本然 全くして、 禮に復 ると き は 品 節 文章 以て 依據 すべ し。 

叉 曰 はく、 顏子、 夫子の 言 を 聞き、 其の 條目を 請 ひ 問 ふ。 克己 復禮 とい ふ は、 聖 

人 其の 大綱 を 擧げて 之れ を 示せるな り。 顏子 其の 目 を 問 ふは是 れ聖學 師資の 用な り。 

夫子、 非 禮視聽 言動す る 勿れ を 以て 之れ に 答 ふ、 其の 辭下 くして 其の 用^だ 切なり。 

克己 復禮の H 夫 更に 虚 遠に 在らず、 唯 だ 日用の 間な り。 日用の 間、 私に 勝つ を 以て 

用と 爲す。 然れ ども 私の 用 舉げて 而も 其の 目な きとき は、 之れ に 到る の 道た し。 非 

おこ  やど 

禮は 私の 發る 所な り。 視聽 言動 は 心の- VI る 所な り。 勿 は克の 字と 相對 す。 凡そ 仁 を 

爲す は、 視聽言 動に 因って 其の 非禮を 禁止 するとき は、 天理 流行す。 非 禮は萬 邪の 

始 にして、 日用 動 靜の間 理に當 らざ るの 謂な り。 能く 非 禮に克 つと き は 克己 復禮す 


(一) S0. 

字 は 茂叔、 朱 

の舉 者、 朱の 

^线- の 開祖、 

その 著 太 極 M 

說 及び 通 書特 

に 有名な り、 

w 濂溪 先生と 

港す。 この 語 

は i 乾 損 盆 

一： 十一に 

S3- で 近 田； k も 

克- し頹 にも 收 

めら る。 今 底 

本の. 讀 方に 從 

へる も、 通説 

ほ 「逢に 遷り 

過 を 改めて、 

而 して 後に 至 

る。 乾の 用 は 

其れ 是れも 善 

しとし、 ^盆 


ぐる ことなし」 

を疋 しとす 
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るな り。 . 

或 ひと 曰 はく、 己れ に克 つと き は 心 正し。 心 正しき とき は 視聽： 一一； n 動 各 i 正し。 夫 

子 唯 だ 其の 下學を 謂へ るな り。 仁 は 克己の みと。 曰 はく、 是れ 異端の 說 にして、 聖 

人の 學に 非ず。 克己の 工夫 は 如何して 力 を 用 ふるや。 心 を 正しう する は 己れ に克っ 

に 在りて、 己れ に克っ は視聽 言動の 正しき に 在り。 此の 四つの 者 を 措い て^に 力 を 

用 ふるとき は、 異端の 甘心な り。 學は 日用の 間の み、 豈 空理 を嗜 まん や。 

或 ひと 曰 はく、 一  日 己れ に克ち 禮に復 ると き は； 大下 仁に 歸す。 此れ 效の 速なる を 

言 ひて、 擧 者を勵 ます か。 曰 はく、 克己 復禮 は學の 始終 大成な り。 兩 つながら 全け 

れば、 其の 政闕 けず、 故に 天下 仁に 歸 するな り。 聖人 豈根恭 なきの 辭を 以てせん や ( 

損 之 象 曰、 山 下 有, 澤損、 君子 以懲 忿窒, 慾、 

濂溪の 周 子 曰 はく、 君子 乾々 として 誠なる に 息まず、 然して 必ず 忿を 懲らし 慾 を^ I 

ぎ、 善に 遷り過 を 改めて、 而 して 後に 乾の 其の 善 を 用 ふるに 至る。 是れ 損益の 大、 

是れに 過ぐ る こ と莫 し。 聖人の 旨 深 い 哉 


^乾 相！ S ぐ、 故に 九 一 一一に： 

ふこ ころ は、 君子^も 33- 


二き 


Si り」 と。 ！；ーほ 

て 父齄 となり- 亍ー^な 


もす、 此れ 乾の 善な S ふるな り 。出^な 抝と G す。 忿を激 する は 山のお きに 象る、 必す 之れ もお 創す。 慾 に^ん-つ は sf の^ f 

きに 象る、 必す 之れ を 望 蓬す。 此れ 抝の大 なる も W ふる 者な り。 風 雷 を 盆と 爲す、 苕 に遷る こと 風の 烈しき に 象る とき は、 

德 H! に 長す。 過 を改 むる こと 雷の 迅な るに 象る とき は、 惡； n に 消 ゆ。 此れ 盆の 大なる を 用 ふる 者な り。 朱 子 曰 はく、 「お 々と 

t て 息まざる 者 は！！ なり。 悪 を 去り， 4 に 進む は 用な り。 I ^たきと き は、 ffl も 以て 行 はるるな く、 用な きとき は、 體. 《 措く 所 

なし 。故に 三卦も 以て 

合せて 之れ を 言 ふ」 と。 

2) 

又 曰 はく、 孟子 曰 はく、 「心 を 養 ふは^ 欲より 善なる は莫 し」 と。 予謂 へらく、 

心 を 養 ふ は、 霖 にして 存す るに 止まらざる のみ。 蓋し 焉れ を^ うして 以て 無に 至る。 

無なる とき は、 誠 立ち 明 通ず。 誠 立つ は 賢な り、 明 通ず るは聖 なり。 

(三) かた 

程 明 道 張子に 謂って 曰 はく、 人の 情發し 易く して 制し 難き 者 は、 唯 だ 怒を甚 しと 

爲す。 第 だ 能く 怒の 時に 於て 邋 かに 其の 怒 を 忘れて、 理の 是非 を觀れ ば、 亦 外 誘の 

悪む に 足らざる を 見るべし、 而 して 道に 於て 亦 思 ひ 半ばに 過ぎたり。 「曰 はく、 

聖人の 喜 怒 は 大公に して 順應 す、 天理の 極な り。 衆人の 喜 怒は自 私に して 智を用 ふ、 

人欲の 盛な り。 怒 を 忘 るるとき は 公に して、 理を觀 ると き は 順な り。 二つの 者 自ら 

反み て蔽を 去る の 方と 爲す 所以な り。 夫れ 張子が 道に 於け る、 固に 後 學の敢 へて 議 

する 所に 非ず。 然れ ども 意 ふに、 其の 强 ひて 探り 力めて 取る の 意 多く、 涵泳充 養の 

ひら 

功 は 少し、 故に 此に 疑な き 能 はず。 程 子 是れを 以て 之れ を發 く、 其の 旨 深い 哉。 
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(1) 易 傅に  程 伊川 曰 はく、 己れ を^むる の 道、 損に 當る 所の 者 は 惟 だ忿と 慾と なり、 故に 其 

出づ  y  二 

(ヨ 門の 兩 の 忿怒 を 懲戒し、 其の 意欲 を窒 塞す るな り。 又 曰 はく、 語に 云 ふ、 r 模は慾 あり、 焉 

旁の 木  ， 

んぞ剛 を 得ん。 甚 しい 哉 慾の 人 を 害する や」 と。 人の 不善 を爲す は、 欲 誘へば なり。 

而 して 知 あらざる とき は 天理 を缄 して 反らざる に 至る。 故に 目の色 を 欲し、 耳の 聲 

を 欲する より、 以て 鼻の 香に 於け る、 口の 味に 於け る、 四 支の 安佚に 於け るに 至る 

まで 皆然 り。 此れ 皆 以て 之れ を 使むる あり。 然 らば 則ち 何 を 以て か 其の 欲を窒 がん。 

(ミ) 

S 論語 条  曰 はく、 田 5 のみ。 學は 恩より 貴き は莫 し。 唯 だ 思うて 能く 慾を窒 ぐ。 嚼 子の 三省 は 

而篇第 SIS 參  - 

照  欲を窒 ぐの 道な り。 

(fn  や 

S)  二 程 語  又 張 思叔に 謂って 曰 はく、 「吾れ 氣を受 くる こと 甚だ 薄し、 三十に して 浸 や 盛な り Q 

錄卷 十三に 出  リ 

づ  四十 五十に して 後に 完し。 今生れ て 七十 二 年、 其の 筋骨 を 盛年に 校ぶ るに 損する こ 

.  となし」 と。 思叔 請うて 曰 はく、 「先生 豈 氣を受 くるの 薄き を 以てして、 厚く 生 を 保 

,  せ  したが  1 

つと. 爲ん や」 と。 先生 默 然として 曰 はく、 「吾れ 生 を 忘れて 欲に 徇ふを 以て 深く 恥と 

爲す」 と。 

又 曰 はく、 人と して 克伐怨 欲な き は、 惟 だ 仁者の み 之れ を 能くす。 之れ を 有して 


而も 能く 其の 情 を 制して 行 はざる は、 斯ち亦 能くし 難き なり。 之れ を 仁と 謂 ふとき 

は 未だ 可なら ず。 此れ 原憲が 問、 夫子 答 ふるに、 「其の 難しと 爲すを 知りて 其の 仁た 

る を 知らず」 を 以てす。 此れ 聖人 開示の 深き なり。 

(七)  (八)  ふたた 

問 ふ、 「怒り を遷 さず、 過 を 成び せず」 と は何ぞ や。 語錄 に、 甲 を 怒りて 乙に 遷さ 

ざるの 說 あり、 是 なり や、 否や。 伊川の 曰 はく、 是 なり。 曰 はく、 此の 若き とき は 

(氏)  そ れ 5 

甚だ 易し。 何 ぞ顏子 を 待って 而 して 後に 能く せん。 曰 はく、 只 だ說き 得て 蠤了 せら 

れ、 諸君 便ち 易しと 道 ふ、 此れ は是れ 最も 難き ことな からん や。 須 らく 是れ 何に 因 

つて か 怒を遷 さざる か を 理會し 得べ し。 舜の四 凶を誅 する が 如き は、 怒り 四 凶に 在 

あ-つか 

り、 舜 何ぞ與 らん。 蓋し 是の人 怒るべき の 事 あるに 因って 之れ を 怒る。 聖人の 心 は 

本と 怒な し。 譬 へば 明鏡の 如し。 好き 物 來る時 は 便ち 是の好 を 見 はし、 惡 しき 物來 

る诗は 便ち 是の惡 を 見 はす。 鏡何ぞ 嘗て 好惡 あらん や。 世の 人 固に 窒に 怒りて 市に 

. (.5) 

色す る あり。 且つ 如し 一人に 怒り、 那の 人に 對 して 說 話せば、 能く 怒る 色 なきや 否 

や。 能く 一  人に 怒りて 刖 人に 怒らざる 者 あり。 能く 忍び 得て 此の 如き は、 已 に是れ 

慜だ 義理 を 知る。 聖人の 物に 因って 未だ 嘗て 怒 あらざる 若き、 此れ は是れ 甚だ 難き 
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C1) 喜 怒す  ことな からん や。 君子 は 物 を 役し、 小人 は 物に 役 せらる。 今 喜ぶべく 怒るべき の 事 

ベ き 事に 自分  一一.  ， 

を 見て、 自家 一分 を 著け て 他れ に陪 奉せば、 此れ 亦勞 せり。 聖人の 心 は 止水の 如し。 

從 ひゆく.^ 徒 

1、 レを势 す. J  ナは物 を 役す 已。 

ォ A を^す る  下 は 明 道の 言な り。 

のみと なり  • 

に HI 出 三  龜 山の 楊 氏 曰 はく、 九 思 は 「忿 は雞 きこと を 思 ふ」、 「得る を^て は 義を思 ふ」 に 

(三) 130 季 

氏 ips 十 章に、 終る は、 此れ を 以てな り。 

「君 子 有，， 九  .  t 

朱 子 曰 はく、 山の 象 を觀て 以て 忿を 懲らし、 澤の象 を觀て 以て 慾を窒 ぐ。 人 怒る 

レ KT-   (巧) 

Is  ^  fe.  E  かとつ こつ  (五) 

レ得思 一" 時 は 自ら 是れ恁 く突兀 として 起り 來る。 故に 孫 權が云 はく、 「人 をして 氣 ^くこと 山 

に？ ほ は 田^  の 如く、 慾 は 汙澤の 如くなら しむ、 然して 其の 中 穢濁解 汗 人を染 む、 故に 慾 を窒ぐ 

中ジ- , ， P ナ 

薛 ip- リ y 坟 fcc に う-つ  一、 だ  さ (+0 

0  は^を 塡む るが 如くし、 忿を 懲らす は 山を摧 くが 如くす」 と。 丄曰 はく、 向に 呂伯 

山の 如  あ 

くの 怠  恭に H 儿ひ しとき、 說く、 少時 性 氣 粗暴に して 飮食 意の 如くなら ざる を 嫌 ひ、 便ち 家 

一-: 國時  、 -づ，  (ス) 

な us 事 を 打破せ しが、 後日 久しく 病み、 只 だ 一冊の 論語 を將 つて il- 晚 におる、 「躬自 

意 

S 呂祖 謙、 ら厚 くして、 薄く 人を責 む」 とい ふに 至って、 忽然と して 覺り 得て 一時に 平 了す と。 

東 莢と 號す。 

遂に 身 を 終 はるまで 暴 怒な し。 此れ 氣質 を變 化する の 法と 爲 すべし。 

編せ り 

(八) ^遒公 


益 之 象、 風 雷 益、 君子 以：^ レ 善 則遷、 有, 過 則改、  . 

明 道 曰 はく、 子 路も亦 百世の 師 なり。 おお 。る 又 曰 はく、 予年 十六 七の 時 

田獵を 好む。 旣 にして 自ら 謂へ らく、 「巳に 此の 好みな し」 と。 周 茂叔曰 はく、 「何 

ぞ 言 ふことの 易き や。 但だ 此の 心潜隱 して 未だ 發 せざる も、 一 日萌 動せば 復た 初の 

如し」 と。 後 十二 年、 暮れて 歸る とき、 田野の 間に 在って 田獵 する 者 を：^ て、 覺ぇ 

ず 喜ぶ 心 あり、 方に 果して 未だしき こと を 知りぬ。 建 安の 葉 氏 臼 はく、 周 子 は 功 を 

やす  . 

用 ふるの 深き が 故に， 易く 一一  一一  E ふべ からざる こと を 知り、 程 子 は 心 を 治む る ことの 密 

なる が 故に、 能く.：^ に隨 つて 察 を 加 ふ。 學に 在る 者警 省克 治の 力 尤も 以て 勉 めざる 

ベから ざるな り。 

(ニー)  あやまち 

伊川 曰 はく、 善 を 見て 能く 遷る とき は 以て 天下の 善を盡 すべし。 過あって 能く 改 

むる とき は 過な し。 人に 益 ある 者是れ より 大 なる はなし。 

又 曰 はく、 己れ を 罪し 躬を實 むる こと はな かるべからず。 然れ ども 亦當に 長く 留 

めて 心 胸に 在らし めて 悔を爲 すべから ず。 朱う 曰 はく、 悔の 字說き 難し。 已に 常に 

^して 胸中に 在らし めて 悔を爲 すべから ざれ ども、 叉 悔いざる ベから ず。 若し 只 だ 
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二】  あやま  r  (二) 

侮い ずと 說く とき は、 今番 做し 锗 りて 且つ 休め、 明番も 做し 錯 りて 又 休む、 說話を 

,  (三) 

ちゅう つ 

成さず。 問 ふ、 如何 か是れ 中に 著く 底の 道理 ぞ。 曰 はく、 悔いざる を 得ざる も、 但 

だ留滯 すべから ざるな り。 旣に 此の 事に 做し 錯る。 他 時 更に 此の 事、 或は 此の 事と 

相 類す るに 遇へば、 便ち 須 らく 懲戒すべし、 再び 做し 錯り 了るべからず。 

新 安の 王 氏 曰 はく、 善に 遷り 過を改 む、 益焉れ より 大 なる はなし。 

(In  まみ  いかん 

上 蔡の謝 氏、 伊川と 別る る こと 一 年に して 柱いて 之れ に 見 ゆ。 先生 曰 はく、 r 甚の 

工夫 を 做し 得た る や」。 謝 曰 はく、 「只 だ 箇の矜 の 字 を 去り 得たり」。 曰 はく、 「何の 

故 ぞ」。 曰 はく、 「子細に 點檢し 来れば、 病 痛 盡く這 裏に 在り。 若し 這 箇の 罪過 を按 

伏し 得ば、 方に 向 進す る處 あらん」 と。 先生 點 頭し、 坐に 在る ものに 語って 曰 はく、 

(五) 

「此の 人學 を爲す こと、 切に 問 ひ 近く 思 ふ 者な り」 と。 胡 文 定公上 蔡に問 ふ、 矜の 

かくの ごとく  ひたすら 

字の 罪過 何の 故に 恁地大 なるや。 謝 曰 はく、 今の 人の 事 を 做す や 只管 便ち 別人の 

耳目 を夸耀 し、 ^て 自家 受 用の 事に 關ら ず。 有 底の 人 は 食前 方丈なる とき は 便ち 人 

なん 

の 前に 向って 喫し、 只 だ蔬食 菜羹 なれば 却って 房 裏に 去って 喫す。 甚の 爲に恁 地な 

る。 朱ョ曰 はぐ、 善に 遷る は當に 風の 速なる が 如くすべし、 過を改 むる は 當に雷 


の猛 なる が 如くすべし。 に ふ 善に 遷るは 便ち 是れ 過を改 むるな り や 否や。 曰 はく、 

然ら ず。 遷 善の 字は輕 く、 改 過の 字 は 重し。 善に 遷る は、 滲 淡の 物 之れ をして 白 か 

らし めんと 耍す るが 如く、 過を改 むる は、 黑の物 之れ をして 白から しめんと 要する 

が 如し。 力 を 用 ふること 自ら 是れ 同じから ず。 善に 遷 ると いふ は、 但だ 人の 一 事 を 

做し 得る を 見て、 我が 心を强 めて 未だ 安から ざる 所 あれば 卽 便ち 之れ に遷 るな り。 

過を改 むる が 若き は、 須 らく 是れ大 段 勇猛に して 始めて 得べ し。 

(八) 

勉齋の 黄 氏 曰 はく、 損签 の義大 なり。 聖人 獨り忿 を懲し 欲を窒 ぐと、 善に 遷り過 

を改 むる とに 取る こと ある は何ぞ や。 心 を 正しう し 身を修 むる は舉 問の 大端 にして * 

家 を 齊へ國 を 治め 天下 を 平にす るの 本な り。 古の 學者は 一 念 だ も 身心の 中に 在らず 

とい ふこと なく、 後の 擧者は 一念 だ も 身心の 外に 在らず とい ふこと なし。 此れ 賢愚 

の 由って 分る る 所に して、 聖人の 深 戏と爲 す 所以な り。 

(九)  -I ハク ズ. カラ ル  シ オボ イナ ル  ナリ (一 0) ハク  レ ド チカ カラン 力  レバ 

復之初 九日、 不， 遠 復、 無二 祗 悔； 元吉、 子 曰、 顏^ 之 子、 其殆 庶幾 乎、 有 二 不善； 

ダ テン バァ ララ  レバ ヲダ テタハ 

未こ嘗 不- 知、 知 レ之未 二 嘗復行 1 也、 


(一) 易傳に 

■ 


(二) 齧 朱 

だ 孔子の ごと 

き 培地に >WJ せ 

ざる を 一ぶ へ る 

なり。 中 街 第 

二十 章に r 不 

レ勉ぉ 中」、 論 

語^ 政篇第 四 

章 に r 從， 一 心 

所 P 欲. 不レ .接 

レ矩」 i 出づ 
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伊川 曰 はく、 陽 は 君子の 道な り、 故に 復を 善に 反る の 義と爲 す。 初は復 るの 最も 先 

なる 者な り。 是れ 遠からずして 復る なり。 失して 後に 復る こと あり * 失せ ずん ば 則 

ち 何の 復る ことか 之れ あらん。 唯 だ 之れ を 失して 遠からずして 復る とき は、 悔に至 

ら ずして 大いに 善に して 吉 なり。 顏子 は形顯 なる の 過な し。 夫子の 謂 はく 「其れ 庶 

幾らん か」 と。 乃ち 祗み悔 ゆる ことなき なり。 過つ も旣に 未だ 形せ ずして 改めば、 

何の 悔か 之れ あらん。 旣に 未だ 勉め ずして 中り、 欲する 所 矩を踰 えざる こと 能 はず、 

是れ過 あるな り。 然れ ども 其れ 明に して 剛な るが 故に、 一 たび 不善 あれば、 未だ 嘗 

、  (遂に) 

て 知ら ずん ば あらず、 旣に 知れば 未だ 嘗て 據り 改め ずん ば あらず。 故に 悔に 至らず. 

乃ち 遠からずして 復 るたり。 寧 問の 道 は 他な し、 唯 だ 其れ 不善 を 知る とき は、 速 か 

に 改めて 以て 善に 從ふ のみ。 

又 曰 はく、 顏 氏の 地位の 如くに して 豈 不善 あらん や。 謂 ふ 所の 不善と は、 只だ是 

かすか  ゎづか 

れ微に 差 失 あるな り。 才に差 失 あれば 便ち 之れ を 知る。 之れ を 知れば 便ち 更に 萌 作 

せず。 顏氏 は大率 聖人と 皆 同じき も、 只 だ 這の 便ち 分別 あり。 若しなければ 便ち 是 

れ 聖人たり。 曾 子の 三省 は 只 だ 是れ堅 く 約束す。 


邵氏曰 はく、 之れ を 口に 言 ふ は、 之れ を 身に 行 ふに 若かず。 之れ を 身に 行 ふ は、 

之れ を 心に 盡 すに 若かず。 之れ を 口に 言へば、 人 得て 之れ を 聞く。 之れ を 身に 行へ 

ば、 人 得て 之れ を 見る。 之れ を 心に 盡 せば、 神 得て 之れ を 知る。 人の 聰明す ら猶ほ 

欺くべからず、 況ゃ 神の 聰明 を や。 是に 知りぬ、 口に 愧 なき は、 身に 愧 なきに 若 か 

ず、 身に 愧 なき は、 心に 愧 なきに 若かず。 口の 過な き は 易く、 身の 過な き は 難し。 

身の 過な き は 易く、 心の 過な き は 難し。 

橫渠の 張子 曰 はく、 不善 を 知り 未だ 嘗て 復た行 はざる は、 過を贰 びせ ざるな り。 

朱 子 曰 はく、 屛山 先生 病みし 時、 熹 童子 を 以て 疾に 侍す。 一 日、 平 昔 道に 入る 次 

第 を 請 ひ 問 ふ。 先生 欣然と して 告げて 曰 はく、 吾れ 易に 於て 入 德の門 を 得たり。 所 

謂不 レ遠復 とい ふ もの 乃ち 吾が 三 字の 符 なり。 汝尙 はく は 之れ を勉 めよ と。 又 曰 は 

く、 今の 人 只 だ 顔 子が 「之れ を 知れば 未だ 嘗て 復た行 はず」 を 難しと 爲す こと を 知 

る も、 殊 へて 知らず、 「不善 あれば 未だ 嘗て 知ら ずん ば あらず」 を。 是れ 難き 處 なり。 

今の 人 亦 這の 道理 を說 き^ひ 知り 得る こと ある も、 事の 面前に 到る に 及んで、 又 却 

つて 只 だ 私欲に 隨 つて 做し^り、 前の 知る 所の 者 は 都て s ら 忘れ 了り、 只 だ 是れ曾 
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て 知らず と爲 す。 不善 あれば 未だ 嘗て 知ら ずん ば あらず、 之れ を 知れば 未だ 嘗て 復 

た 行 はざる、 直に 是れ顏 子の 天資 好し、 至淸の 水の 如く、 纖芥も 必ず 見 ゆと。 

I 一は) 敬^^ 木  南 軒の 張 氏 曰 はく、 夫れ 習の 斷絕 ある は、 心の 過 以て 之れ を 害する こと あれば な 

の 邊. 者、 世稱  、 i  こころ 

して 南 軒先 生  り。、 七の 過 は 尤も 防ぎ 難し。 一 たび 中に 萌 せば、 視聽の 及ぶ 所に 非ず と雖 も、 而も 

と 云 ふ。 累官  です  じ や 

^部待 郎に至  吾が 時習の 功巳に 問 斷す。 之れ を 察する こと 緩なる とき は滋- 長ず。 惟 だ 人 故 常に 

安んじて 以て 微と爲 して 忽 にす。 此れ 豈 之れ をして 熟せし むべ けんや。 今日 一念 

の 差に して、 痛く 以て 改めん こと を 求めざる とき は、 明日 玆の念 重ねて 生ず。 積ん 

で 熟すれば 時習の 功銷 ゆ。 兩 つながら 立た ざれば なり。 是れを 以て 君子 懼る。 中に 

萌 せば 必ず 覺る。 覺る とき は 痛く 懲らして 之れ を 絶つ こと、 桐 葉 を 分つ が 如く 然り. 

復た繽 くべ からず。 此の 如く なれば 則ち 過 境 自ら 疎に して、 時習の 功專ら 以て 德以 

て 道 を 凝らす に 至る。 顏 子の 甙 びせ ざる は、 一 たび 絶ちて 復た 生ぜざる なり。 故に 

吾が 窒を名 づけて 不甙と 曰 ふ。 

(二) 論語 子 

F-^s 第 S 章 こ  (二)  シ  シ  シ  シ 

S11 子絕. 四、 毋レ 意、 毋. 必、 毋&、 毋レ 我、 籠、 に 


程 子 曰 はく、 敬 は卽ち 是れ禮 にして、 己れ の克 すべき ものな きなり。 始めは 則ち 須 

(三) 

, つ/ ヽ^ I つ.^ 一  ヌ 巴つ、、/ ン 0  stem 曰 はく，  w つも 絕 する は、 已 れに克 つの 事な り。 能 

らく 匹つ を 薪つ へし く 敬せば^ 復す、 故に， しれの 克 すべき ものな しと 曰 ふ。 

人あって 無心 を說 く。 程 子 曰 はく、 無心 は 便ち 是 ならず、 只 だ當に 私心な しと 云 

ふべ し。 朱 子 曰 はく、 所謂 毋, 意と は、 是れ 己が 意に 任せず、 只 だ 道理 如何と いふ 

こと を 看、 道理 當に 此の 如くなる べきと き は 便ち 理に 順って 做し 去り、 自家 些 子の 

私心な し、 • 所以に 之れ を毋, 意と 謂 ふ。 若し 纔に些 の安排 布置す る 底の 心 あれば、 

便ち 是れ 私意に 任すな り、 縱使發 して 偶然 理に當 ると も、 也た 只 だ是れ 私意な り。 

朱 子 曰 はく、 意 は 私意な り。 必 は期必 なり。 固 は 執 滞な り。 我 は 私 己な り。 四つ 

を 絕っを 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 須 らく 四つの 者の 相 因る こと を 知るべし。 凡そ 人の 事 

を 作す や、 必ず 先 づ意を 起し、 理の 是非 を 問 はずして 必ず 其の 成らん こと を 欲して 

後に 已む。 事旣に 成って は、 又 復た執 滞して 化せず、 是れを 之れ 固と 謂 ふ。 三つの 

しばらく 

者 は 只 だ 一箇の 我 を 成就す る も、 我の 根源 愈-犬な るに 至る に 及んで は、 少 間にし 

このうち 

て 三つの 者 又 這 裏より 生 出す。 我 は 意 を 生じ、 意 又必を 生じ、 必又固 を 生じて、 又 

我に 歸 宿す、 正に 元^ 利貞の 如し、 元 了り て亨、 亨了 りて 叉 利、 利 了り て 又 貞、 循 

カ行 一  1〇 九 
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環して 已 まず。 但だ善 不善の 分ち あるの み。 

(一- 1) フ カク レー k モ セリト  ハナ ハダ レ ナリト  一一  〈 -I ミテ  シ カラ シ ム r  - 一  ノル カラ 

(1) * 庸末 詩 云、 潜 雖, 伏 矣、 亦孔 之昭、 故 君子 內省 不 X 疾、 無 X 悪 二 於 志 一 君子 之 所, 不，^ 

章 

レ及 者、 其 惟人 之 所 レ不, 見 乎、 si 云、 相レ在 一一 ま 窒ー尙 不レ愧 二 於屋？ 1 一 故 君子 不レ 動而 敬、 

不ヒ 百而 信、 

程 子 曰 はく、 學は 暗室に 欺かざる より 始まる。 又 曰 はく、  afr! に愧ぢ ざると 獨を謹 

2)  i, むと は、 是れ持 養の 氣象 なり。 

の si 、通 鑑  司 馬溫公 嘗て 言 はく、 吾れ 人に 過ぐ る ものな し、 仴 だ 平生の 爲す 所、 未だ 嘗て 人 

の 著 あり、 官 

禁^ IgliJ  に對 して 言 ふべ からざる もの あらざる のみ。 

この：，.、 小舉  朱 子 曰 はく、 人の 見ざる 所、 此れ 君子 獨を 謹む の 事な り。 上文 を^け て 又 1 百 ふ、 

誇 行^に 收む 

^^^.1 君子の 戒謹 恐^ は 時として 然ら ずと いふ ことなし。 一 百 動 を 待たず して 後に 敬 信 あれ 

(ョ) 字 に  (ran 

^  ば、 則ち 其の 己れ の爲 にす るの 功 益 > 密を加 ふ。 ^曰 はく、 三國の 朱然、 終日 欽々 

吳の 人、 左大 

S41^?f  として 行陣に 在る が 如し。 寧 者 此れ を 持 するとき は、 心 常に 放なら ず。 

等に 仔 じ^あ 

^^^1  西 山の 眞氏曰 はく、 人心 至靈 なる、 毫髮の 微少 も 自ら 欺く こと あれば、 必ず 能く 


中に 慊ら ざる 者 あり、 此れ 所謂 疚 なり、 此れ 所謂 惡 なり。 惟 だ 夫れ 幽に處 る こと 顯 

きラ ぁメ、 

の 如く、 獨を視 る こと 衆の 如く、 之れ を 己れ に 反み て疚惡 なる 所な き、 此れ 君子の 

大いに 人に 過ぐ る 所以に して、 人の 及ぶ 能 はざる 所な り。 又 詩 を 引いて 謂 はく、 窒 

に處 るの 時 も 當に屋 漏に 愧づる ことな かるべし。 故に 君子 は靜 にして 常に 敬し、 嘿 

あら  こ i 

して 常に 信 あり、 動作 言語 を 待って 後に 見 はるる にあらざる なり。 存 養の 功 此に至 

る、 盛 德に非 ずん ば、 其れ 孰れ か 之れ を 能く せんや。 

{五) 

臨 川の 吳氏曰 はく、 夫れ 以て 人を溺 らし 人 を 汚し 易き もの は、 色と 貨 となり。 非 

ほしい ま- 1 

理非 義の 事は甚 しき 不^の 人と 雖も往 々人の 知らん こと を 長れ て敢 へて 肆 にせず ( 

苟も 人知らざる 所の 地に 一 時 も 其の 利欲の 私に 勝たざる とき は、 當に爲 すべ から ざ 

る 所に 於て 其の 之れ を爲 さざる こと を 保 せんや。 顏叔 子の 旦に 達する まで 燭を秉 り、 

(匕)  (fo  (も) 

楊 伯 起の 暮夜 金を郤 くる、 司 馬 君實. 趙閲 道が 爲す 所、 一として 人に 言 ふべ から ざ 

,7,  る ことなく、 一として 天に 知らすべからざる ことなき が 若き は、 眞に 能く 獨を愼 む 

き、 天 知る、  , 

神 知る、 我れ 知る、 子 知る と： ぶ ひて 郤け しこと 有名な り、 稀に 見る 嗛潔， 口の 十： な. 9  (八) 司 馬 光の あざな、 前 頁參照 (九) 趙 rt:, 字は閱 道、 

朱の 衞州西 安の 人、 景祐の 初めに 殿中 待御史 に累官 す、 櫓 倖のお を 强 劾して 諱 ます、 時人 鑀面御 史と稱 す。 神宗 のとき 參知 政事と なりし も 王 安 石と 

合 はすして 去る。 卒して 淸 獻と諡 せらる。 口に^す ところの 事 は、 夜必ゃ 衣冠 をつ けて： 犬に ^ げしと 云 ふ。 趙淸獻 集の 著 あり 


(五) S. 

{ や は 仲 方、 臨 

川の 人， 朱チ 

の 門人 

(六) 戰國 時 

代魯の 人、 ？ B 

て 一 おに ® り 

居る、 ^の^ 

^もまた^ り 

-V: に.：：，， ： 7? 夜 

中 a 風雨 あり 

て lyl- ゃユ. & 

婦人 走って 人 

り來 る。 ^.ナ 

二れ を 納れ、 

燭 を とらし め 

て 平！：； 一に 至つ 

て 1^ ふ.』 く る や 

の 木材 を 取 

つ て ほ も つげ 

りと 〔丄 ュ 

(七) 00. 

{ 十 は 起， 後 

^の 人、 東^ 

の 太守たり、 

^骆の 金 を 夜 


(一) 第二 十 

章 

(二) 論語 憲 

問 篇第十 1H 塞 

に 「子路 成人 

も 問 ふ。 子 曰 

はく、  k 武仲 

の智， 公綽の 

不欲、 卞莊子 

の 勇、 冉 求の 

藝の 若く にし 

て、 之れ を 文 

るに 禮樂 を以 

てせば、 亦以 

て 成人と 爲す 

ぺ し。 曰. はく、 

今の 成人と は 

何ぞ必 すし も 

35.;、 りん U 利 を 

見て 義を思 ひ、 

危 きを 見て 命 

も^け、 久要 

平生の 言 を 忘 

も1 A は 亦 

以て 成人と 爲 

す ベ し」 と 出 

づ。 威武 仲 • 

£ 公^ は魯 の 

大夫、 卞莊 子 
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者な り。 然して 斯の事 や、 儒者 も猞ほ 或は 之れ を 難しと す。 莊 子が 曰 はく 、「不善 を 

顯 明の 中に 爲 せば、 人 得て 之れ を^し、 不善 を 幽暗の 中に 爲 せば、 鬼 得て 之れ を誅 

す」 と。 君子 は 人 を 言 ひて 鬼 を 言 はず、 是非 を 言 ひて 禍福 を 言 はず、 而 して 莊子爾 

云 ふ は將に 以て 夫の 中 人 以下 の 者 を i 一一 a めんと す る か。 

中庸 曰、 天下 之 達 道 五、 所 二 以行-之 者 三、 曰 君臣 也、 父子 也、 夫婦 也、 昆弟 也、 朋友 

之 交 也、 五 者 天下 之 達 道 也、 知 仁 勇三暮 天下 之達德 也、 所 二 以行 r 之 者 一也、 

程 明 道 曰 はく、 之れ を 知る こと 明かに、 之れ を 信ずる こと 篤く、 之れ を 行 ふこと 果 

なる は、 知 仁 勇な り。 孔子の 所謂 成人の 若き も 亦 此の 三者 を 出で ず。 臧武仲 は 知な 

り、 孟公踔 は 仁な り、 卞莊子 は 勇な り。 仁者 は 憂へ ず、 知者 は 惑 はず、 勇者 は懼れ 

ざる は、 德の 序な り。 知者 は 惑 はず、 仁者 は 憂へ ず、 勇者 は惧れ ざる は、 學の 序な 

り。 知 以て 之れ を 知り、 仁 以て 之れ を 守り、 勇 以て 之れ を 行 ふ。 又 曰 はく、 所謂 誠 

なる 者 は 止 だ是れ 此の 三者 を誠實 にす。 三者の 外 更に 別に 誠な し。 

或 ひと 曰 はく、 人 某 に 問 ふに、 舉者 は先づ 道の 大本 を識 ると いふ を 以てし * 道 


の 大本 は 如何して 求めん やとい ふ。 t 水 之れ に吿 ぐるに、 君臣 • 父子 ，夫婦 • 兄弟 • 

朋友 を 以てす。 此の 五 者の 上に 於て 行ひ樂 しんで 處るは 便ち 是 なり やと。 伊川 曰 は 

く、 此れ 固に 是 なり。 然れ どもお 生なる 地に か樂 しまん や。 勉 强は樂 しみ 得ず、 須 

らく 是れ 知得し 了り て 方に 能く 樂 しみ 得べ し。 故に 人の カ行 は 先づ須 らく 知る こと 

を 要すべし。 特り行 ふことの 難き のみに 非ず.、 知る こと も亦艱 し。 書に 曰 はく 、「知 

る ことの 艱 きに 非ず、 行 ふことの 惟だ艱 きなり」 と。 此れ 固に i 疋 なり。 然して 之れ 

を 知る こと も 亦 自ら 艱し。 譬 へば 人の 京師に 往 かんと 欲する が 如く、 必ず 是れ那 の 

門より 出で て那の 路を往 くこと を 知って、 然して 後に 往く べし。 如し 知ら ずん ば、 

往 かんと 欲する の 心 ありと 雖も、 其れ 將た 之れ を 何 にせん。 古より 美材 能く 行 を 力 

むる 者な きにし も 非ず して、 能く 道 を 明かに する こと 鮮し。 此れ を 以て 見れば、 知 

る こと も 亦 難き なり。 

朱 子 曰 はく、 達 道 は 天 下 古今 共に 由る 所の 路 にして、 卽ち IH の 所謂 五 典、 孟子の 

所謂 「父子 親 あり、 君臣 義 あり、 夫^^ あり、 ^幼 序 あり、 朋友 信 あり」 とい ふ是 

れ なり。 知 は 此れ を 知る 所以な り、 仁 は 此れ を體 する 所以な り、 勇 は 此れ を强 むる 


ma 

仓 w 

十 朱 
四 子 
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所以な り。 ilsss^lllgliv- 之れ を 達 德と謂 ふと は、 天下 古今 同じく 得る 

所の 理 なれば なり。 一 にして は 則ち 誠の み。 達 道 は 人の 共に 由る 所な りと 雖も、 然 

も是 の三德 なければ 則ち 以て 之れ を 行 ふなし。 達德は 人の： iz じく 得る 所な りと 雖も、 

然も 一 も 誠なら ざる あれば 則ち 人欲 之れ を 間て て、 德も 其の 德に 非ず。 又 曰 はく、 

知 底 は 智に屬 し、 行 底 は 仁に 屬し、 勇 は是れ 知に 勇に 仁に 勇なる なり。 仁智に して 

了れ ども 勇に 非 ずん ば 便ち 行 ふこと 到らず。 タ曰 はく、 知 仁 勇 は是れ 做す の 事、 誠 

は是れ 也た 三者 を 行 ふ 眞實の 心なり。 

西 山の 眞氏曰 はく、 道 は 人の 共に 由る 所な りと 雖も、 然も 其の 智 以て 之れ に 及ぶ 

に 足らざる とき は、 君 は當に 仁なる ベ く 臣は當 に 敬なる ベ きの 類 も 未だ 必ずしも 其 

の 然る 所以に 味から ずん ば あらず。 知 之れ に 及ぶ とも 仁 守る こと 能 はず、 仁 之れ を 

守 る とも 勇斷ず る 能 はざる とき は、 當に行 ふべき の理に 於て、 或は 私欲に 奪 はれ 、 ^ 

は 利害に 蔽 はれ、 以て 天 常 を 蔑 にし 人紀を 敗る に 至る 者 多し。 德は 人の 同じく 得 

る 所な りと 雖も、 然も 或は 誠なら ずして 勉强 矯飾 するとき は、 知 は 術數に 出で、 仁 

は 姑息に 流れ、 勇 は强 暴に 過ぎて、 德も 其の 德に 非ず。 故に 之れ を 行 ふ は 必ず 誠 を 


(二) 中铯第 

II 十 章， 前撝 

文の つ づきな 


S 中庸 章 

も 


3  ：: 十き と 

お そ きとな. 9  0 

^は^に 同じ 

(五) 朱 子 語 

類卷 六十 S 


(六) 同前 


本と す。 一 なる 者 は 誠な り。 三つの 者 皆眞實 にして 無妄 なる、 是れを 之れ 誠と 謂 ふ。 

〈 レ ナガ ラー 一 X リ レヌ ハンデ リ レヲ ハンデ  ル モレ ヌ ンデハ ノル 一一 レヲ  ハ ンジテ ヒ レヲ f 

或 生 而知, 之、 或舉而 知, 之、 或 困 而知， 之、 及 こ 其 知 I. 之 一 也、 或安而 行, 之、 或 

シテ ヒ レヌ ハ  シテ フ モレ ヲ ンデハ ノス-一 ヲ 

利而 行， 之、 或 勉强而 行， 之、 及 二 其 成；， 功 一 也、 

(三) 

朱 子 曰 はく、 之れ を 知る 者の 知る 所、 之れ を 行 ふ 者の 行 ふ 所 は、 謂 ゆる 達 道な り „ 

其の 分ち を 以て 言へば、 知る 所以の 者 は 知な り、 行 ふ 所以の 者 は 仁な り。 之れ を 知 

り 功 を 成す に 至りて 一 なる 所以の 者 は 仁な り。 其の 等 を 以てして 言へば、 生れな が 

ら にして 知り 安んじて 行 ふ 者 は 知な り、 舉んで 知り 利して 行 ふ 者 は 仁な り、 困 しん 

で 知り 勉めて 行 ふ 者 は 勇な り。 蓋し 人の 性 は 不善なる なしと 雖も、 而も 氣禀は 同じ 

からざる 者 あり、 故に 道 を 聞く に^ 莫 あり、 道 を 行 ふに 難易 あり。 然れ ども 自强良 

(五) 

まざる とき は 其の 至る こと 1 なり。 又 曰 はく、 生 知 安行 は 知 を 主として 言 ふ。 知ら 

ずん ば 如何して 行 はん。 安行 は 只 だ是れ 安んじて 之れ を 行 ひ、 力 を 著く る を 用 ひず。 

]  (方に) 

然も 須 らく 是れ 知り 得て 乃ち 能く 行 ひ 得るな り。 舉知利 行 は 行 を 主として 言 ふ。 是 

れ學ん で 知得す と雖 も、 然も 須 らく 意 を 著け 去って 行 を 力む ると き は、 學んで 知得 

する 所の 者 も 徒ら の 知と 爲ず。 およ 諸説 皆 生 知 安行 を 以て 仁と 爲し、 舉知利 行 を 知 

カ行 一  1 1 五 


〈 一 ) 里 仁篇 

第二 章 


(二) 前文 中 

庸 第二 十 章の 

つづき 


(三) 中庸- 


fw) 次第， 

卽. v,wfji なる 

の 順序と な. 9 

(五) 呂大 臨、 

前 出 六 五 A 參 

照 U こ の 語 は 

中庸 集^に 見 

ゆ 
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と爲 す。 先生 獨り 反する は是 れ何ぞ や。 曰 はく、 論語に 「仁者 は 仁に 安んじ、 知者 

は 仁 を 利す」 と說く は、 中庸に 知 仁 勇を說 くものと 意思 自ら 別な り。 生 知 安行 は 便 

ち是れ 仁が 知の 中に 在り、 擧知利 行 は 便ち 是れ 仁が 知の 外に 在るな り。 旣に 是れ生 

れ ながらに して 知れば 必ず 能く 安んじて 行 はん、 仁が 知の 中に 在りと 謂 ふ 所以な りハ 

若し 是れ 擧んで 知れば 便ち 知り 得る こと 淺些 了な り、 須 らく 是れ カ行して 方に 始め 

て 仁處に 到るべし、 仁が 知の 外に 在りと 謂 ふ 所以な り。 

(一一)  ^ 

好 レ舉近 二 乎 知； カレ 行 近 二 乎 仁； 知 レ恥近 二 乎 勇； 知 一一 斯 三者； 則 知, 所 一一 以修 -I 身、 知 レ所二 

以 修,， 身、 則 知, 所， ー以 治-人、 知, 所， 1 以治^ <、 則 知， 所 r; 以治ニ 犬 下國家 1 突、 

(三)  . 

朱 子 曰 はく、 此の 言 は 未だ 達德に 及ばざる も、 以て 人徳の 事 を 求む。 上文 を 通じて、 

三つの 知 を 知と 爲し、 三つの 行 を 仁と 爲す とき は、 此の 三つの 近と いへ る は、 勇の 


(W) 


田の 呂氏 


次な り。 り rum 曰 はく、 愚者 は 自ら 是 なりと して 求めず。 自ら 私する 者 は 人欲 

に狗 うて 返る こと を 忘る。 懦者は 人の 下と 爲るを 甘んじて 辭 せず。 故に 舉 を：^ むは 

知に 非 ざれ ども、 然も 以て 愚 を 破る に 足れり。 行 を 力む る は 仁に 非 ざれ ども、 然も 

以て 私 を 忘る に 足れり。 恥 を 知る は 勇に 非 ざれ ども、 然も 以て は を 起す に 足れり。 


两 山の 眞氏曰 はく、 旣に 三つの 達 德を言 ひて、 叉敎 ふるに 德に 入る の路を 以てす。 

夫れ 知 は 必ず 上智、 仁 は 必ず 至 仁、 勇 は 必ず 大勇に して、 然して 後に 至れり と爲す Q 

やす 

然れ ども 豈遽 かに 及び 易 からん や。 苟も 能く 學を 好んで 倦まざる とき は 則ち 亦 知に 

近く、 行 を 力めて 已 まざる とき は 則ち 亦 仁に 近く、 人に 若かざる を 以て 恥と 爲 すと 

き は 必ず 勇に 近し。 蓋し 舉を 好む は理を 明かに する 所以、 行 を 力む る は 道に 進む 所 

以、 恥 を 知る は 志 を 立つ る 所以に して、 能く 此の 三つの 者に 於て 功 を 用 ふるとき は、 

三つ の 達德庶 はく は渐に 至る ベ し。 

義 利の 辨 

(六) 〈ク トハ  レ  スル  レバ チ セノヌ  トモ ヌルラ  ト《  レ  ム 

子 曰、 富 與^ r 是人之 所, 欲 也、 不， 以ニ其 道； 得, 之不, 處也、 食與, 賤、 是人之 所レ惡 

也、 不レ以 二 其 道； 得レ之 不レ去 也、 

. (七)  •. 

朱 子 曰 はく、 其の 道 を 以てせず して 之れ を 得と は、 當に 得べ からず して 之れ を 得る 

を 謂 ふ。 然ると き は 富貴に 於ても 則ち 處ら ず、 貧賤に 於ても 則ち 去らず。 君子の 富 

^を^に して 貧賤に 安ん ずる や 此の 如し。 ータ 曰 はく、 其の 道 を 以てせず して 富貴 を 


(一) 貧 s 

得べき 當然の 

不仁の 道を以 

てせ ざるに も 

拘ら す贫^ な 


れに 安んじて 

天べ s なりと あ 

き. りむる も耍 

すと なり 

(二) 富貴の 

^八：； を抬す 

(三) 論語 里 

仁篇第 十二 章 

(四) 朱 子の 

論語 集註に 載 

す 

(五) 同 前に 

ぁ す 

(六) 朱 子 語 

類卷 二十 六 


(七) 讓里 

仁篇第 十六 章 
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得れば、 須 らく 是れ審 にすべし。 苟も 其の 道 を 以てせ ざれば、 決して 是れ受 くべ か 

らず。 其の 道 を 以てせず して 貧賤 を 得れば、 却って 安 を 要す。 蓋し 我れ 是れ當 に 貧 

(二 ) 

賤 なるべき にあらず と雖 も、 然も 當に 之れ に 安ん ずべ し、 上面に 計較 して、 我れ 當 

に 貧賤 を 得べ きに あらず と 云 ひて、 汲々 として 求め 去る の 心 あるべ からず。 

程 子 曰 はく、 道な.， くして 富貴 を 得る は、 其れ 恥づ べきと 爲す。 人 皆 之れ を 知る も" 

而も 之れ に 慮らざる は、 唯 だ 特立の 者の み 之れ を 能くす。 

(一 II) ハク ョッテ 一一  フ* ハシ 

子 曰、 放-於 利 一 而行 多, 怨、 

孔安國 曰 はく、 放 は 依な り。 怨多 しと は、 多く 怨を 取る を 謂 ふ。 

程 子 曰 はく、 己れ を 利 せんと 欲すれば 必ず 人に 害 あり、 故に 怨 多し。 

朱 子 曰 はく、 利に 放って 行 ふ は、 只 だ是れ 便宜 を 要する 底の 人な り。 凡そ 事 只 だ 

自家に 便宜 ある 處を 認めな ば、 便ち 他人 を恤 まず。 怨 多き 所以な り。 勉齋の 黄 氏 曰 

はく、 之れ を 放る と 謂へば、 一 言 一 動 も 利に 在らざる なきな り。 之れ を 多し と 謂へ 

ば、 其の 怨む 者但に  一 二人の みに あらず。 惟 だ 其れ 利に 放る、 怨 多き 所以な り。 

(セ) ハク  ハク ハシ  -I  - 

子 曰、 君子 喩ニ 於義； 小人 喩, 一 於 利； 


程 子 曰 はく、 君子の 義に 於け る は、 猶ほ 小人の 利に 於け るが ごとし、 唯 だ 其れ 深く 

喩 る、 是れを 以て 篤く 好む。 

瓶 山の 楊 氏 曰 はく、 君子 は 生を舍 てて 義を 取る 者 あり。 利 を 以て 之れ を 言へば、 

人の 欲する 所、 生より 甚 しき はなく、 惡む所 死より^: しき はなし、 孰れ か肯 へて 生 

を舍 てて 義を 取らん や。 其の 喩き 所の 者は義 のみ、 利の 利た る こと を 知らざる が 故 

なり。 小人 は 是れに 反す。 

朱 子 曰 はく、 喩は獍 ほ曉の ごとし。 義 は犬理 の，： 且 しき 所、 利 は 人情の 欲する 所な 

り。 又 曰 はく、 義に喩 きと 利に 喩き は、 是れ 氣稟の 此の 如きに あらず。 君子 は 此の 

心 を^し 得て 自然に 義に喩 し。 小人 は 此の 心に 陷溺 す、 故に 知る 所の 者 は 只 だ是れ 

利な り。 若し 氣禀 定まり 了る と說 くと き は、 君チも 小人 も 皆 生れな がらに 由って 定 

まり、 ^力 もて 變ず ベから ざるな り。 

南 軒の 張 氏 曰 はく、 舉は義 利の 辨 より 先なる は莫 し。 蓋し 義は爲 にす る 所な くし 

て 然るな り。 凡そ 爲に する 所あって 然る は 皆 人欲の 私、 にして、 天理の 存す るに 非ず Q 

此れ 義理の 分ち なり。 朱 子の 謂へ らく、 r 義は爲 にす る 所な くして 然り」 と。 此の 言、 
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前聖の 未だ 發 せざる 所 を^むと 謂 ふべ し。 

象 山の 陸 氏 曰 はく、 此の 章 は 義利を 以て 君子 • 小人 を 判つ。 ^者此 に 於て 當に其 

の 志を辨 ずべ し。 人の 喩き所 は 其の お ふ 所に. s り、 ^ふ 所 は 其の 志す 所に 由る。 義 

に 志す とき は、 習 ふ 所の もの 必ず 義に 在って、 義に喩 し。 利に 志す とき は、 お ふ 所 

すな は 

必ず 利に 在って、 斯ち 利に 喩し。 

(二)  この S ゑ 

雙峯の 饒氏曰 はく、 此れ^ チ • 小人の 已に 成る 者 を 指して 一一！ 一：： ふ。 所以に 義と 利と 

の精微 曲折に 於て 各-能く 深く 嘮寸。 ^チ は是れ 以後の 事 を說喩 し、 象 山 は是れ 以 

前の 事 を說喩 す。 

S 

新 安の 陳氏曰 はく、 君子 は 義に喩 く、 未だ 嘗て 利 を 求めず。 然して 義の 安ん ずる 

所 は卽ち 利の 在る 所に して、 義の 和と 利と 自ら 其の 中に 在り。 小人 は 利に 喩く、 專 

ら利を 求む と雖 も、 然も 利に fl へば 必ず 義に 背く。 不義の 利 は 利 愈-得て、 寄 愈-' 

^し。 之れ を 要するに、 ^利の 界限は 寧 者先づ 其の 幾微 を明辨 し、 次いで 必ず 其の 

取 舍を剛 決し、 深く 其の 趣味 を喩 るに 至る とき は、 ^子と 小人の 成る こと： 大と 淵の 

わかち 

判な り。 


9)  n 

而篇ぉ 十五 章 


(五) 朱 子の 

に « す 


(六) EI 前 

朱子^ 

類卷 三十 S 

(八) 孝綏、 

諸侯 章 第 一〗〗. に、 

「一 3!s  く し て 

から ざ る は 長 

く 貴な 守る 所 

W なり。 滿ち 

て 溢れざる は、 

長 く 富 を 守る 

所以な. 9。 富 

貴 其の 身を雜 

れす、 然して 

後 能く 其の 社 

羝を 保ち、 而 

して 其の 民人 

も 和す。 蓋し 

^^の 孝な り」 

(ん) 論語 堯 

曰篇 首章 


子 曰、 飯ニ疏 食, 飮, 水、 曲，^^ 枕 之、 ^亦 在 二 其 中 1 芡、 不義 而富且 貴、 於：. 我 如 二 浮 

勢 

(五) 

程チ曰 はく、 疏食飮 水を樂 しむに 非ざる なり。 疏食飮 水と 雖も、 其の 樂を改 むる 能 

はざる なり。 不義の 富責は 之れ を視る こと 輕く、 浮 雲の 如く 然り。 

朱 子 曰 はく、 钣は 之れ を 4 艮 ふなり。 疏食 は麁钣 なり。 聖人の 心 は 渾然たる 天理に 

して、 闲 極に 處 ると 雖も 而も 樂 しみ 亦 在らず とい ふこと たし。 其の 不義の 富貴 を視 

え (七)  ， 

る こと 浮 雲の 有る ことなき が 如く、 漠然として 其の 中に 動く 所な し。 ン曰 はく、 

雲の 如しと は、 只 だ 不義の 富^ は 之れ を視る こと 浮 雲の 如く、 彼れ が輕 きを 以て 吾 

が 重きに 易へ ざる こと を^く。  S し義 にして 富贵を 得れば、 便ち 是れ當 に 得べ し。 

如何 ぞ 踔 脫し 得ん。 舜^ の： 大下を 有つ が 如き、 固より 與ら ずと 說き遒 ふ も、 亦 只 だ 

恁 地 に 之れ に安處 す。 义 「長く 贵を 守る 所以な り、 S く 富 を 守る 所以な り」 とい 

ふ 如き、 義當に 之れ を^べく、 亦 s ら當 に恁地 保守すべし。 堯は舜 に 命じて 云 ふ、 

「み の 暦數豳 が躬に 在り、 允に 其の 屮を 執れ。 四海 闲窮 せば 天祿 永く 終 へん」 と" 

豈是れ 保守 を 要せ ざらん や。 

カ行 一  1 ニー 
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〔二 マレー I フト  ヲ 

子罕 言 利與レ 命與レ 仁、 

(二 ) 

程 子 曰 はく、 利 を 計る とき は義を 害す。 命の 理は微 なり、 仁の 道は大 なり、 皆 夫子 

罕に言 ふ 所な り。 趙景平 問 ふ、 子 罕に利 を 言 ふと。 所謂 利 は 何の 利ぞ。 伊川 曰 はく、 

獨り財 利の 利の みに あらず。 凡そ 利 心 あれば 便ち 可なら ず。 一事 を 作す に須 らく 

家 穏便の 處を尋 ぬるが 如き は 皆 利 心なり。 聖人 は義を 以て 利と 爲し、 義の 安き 處便 

ち 利と 爲す。 釋 氏の 寧の 如き は 皆 利に 本づ く、 故に 便ち 不是 なり。 ！？^ 

も 欲し、 物欲の 心 を 亂すを 惡ん では、 則ち 人倫 成す。 其の 本、 .1- を 推す 

に、 惟 だ 已れを 利 せんこと を 欲する のみ。 是れ 義を賊 ふの 大 なる 者な り" 

(111) ハク  ケル 一一 クモ シモ レト トモ ニス 

子 曰、 君子 之 於， 1 天下 1 也、 無 ，適 也 無レ莫 也、 義之 與 比、 

§  (五) 

上 蔡の謝 氏 曰 はく、 適 は^なり、 莫は 不可な り。 可 もな く、 不^ もな くして、 苟も 

道 以て 之れ に 主たるな くんば、 猖狂 自恣に 幾から ず や。 此れ 怫老 の學が 自ら 心 住す 

る 所な くして 能く 變に應 ずと 請 ひて、 卒に罪 を 聖人に 得る 所以な り。 聖人の 學は然 

らず。 可 もな く 不可 もな きの 問に 於て 義.： ^する こと あり。 然 らば 則ち 君子の 心果し 

て 倚る 所 あるか。 

朱 子 曰 はく、 適は專 主な り、 春秋の 傅に s はく 、「吾れ 誰に か適從 せん」 とい ふ是 


と つの ゆの がらに め 父 楞- 

し 太 S る 。纖れ よ こ 、者 ひ 

て史- 了-言 こ 成 、つの 史 司 
賊 公お はこせ 死て 人 記馬史 

せ ust 朱に し 後編の は遷記 

らし （こ 子 兄も遷 せ手始 のの 


»  を  まさ 

.  れ なり。 莫は 不レ肯 なり。 比は從 なり。 義 は是れ 吾が 心の 處る 所の 宜しき 者、 事の 合 

かくの fj とく  とら 

に恁 地すべき 處を 見れば、 隨 つて 之れ に應 じ、 更に 執 はるる 所な し。 義當に 富貴な 

るべき とき は 便ち 富貴な り、 義當に 貧賤なる べきと き は 便ち 貧賤な り。 當に 生く ベ 

きとき は 生き、 當に 死すべき とき は 死す、 只 だ 義理 合に 如何なるべ. きか を 看る のみ。 

(七) ュノ  一一  ハク  ズシ トセ  ヲ  ル  二 ラント テス ルガ ヲ  へテ ハク 

(ち 4£ 孟子 見 ニ梁惠 王； 王 曰、 叟不レ 遠 一一 千里 一而 來、 亦 將レ有 一一 1 以利 二 吾 11 一 乎、 孟子 對 曰、 王 

惠王. -^s^  ゾ ズシモ ハント  ル  ノミ  ハ ハク ヲテ セン ガヌ  ハ ハク ヌテ セン ガヲ  ハ ハク 

何必 曰い 利、 亦 有， 一 仁義 一而 已矣、 王 曰 何以 利， 一 吾國； 大夫曰 何 以利ニ 吾 家； 士庶人 曰 

ヲテ セント ガヲ  i トレ バザ  カラン  スルノ ヌハ  ズ 

佝以 利， 1 吾 身； 上下 交征， 利、 而國 危矣、 萬乘之 國、 弑ニ其 君, 者、 必千乘 之 家、 千乘 

スル ノヲハ  ズ  一一 リヲ  -1 ルモヲ  サ トカラ  モサバ -1 グ 

之國、 弑二其 君 1 者、 必百乘 之 家、 萬取レ 千焉、 千取レ 百焉、 不レ爲 レ不レ 多矣、 苟爲ニ 後 

レ義而 先- 利、 不 レ奪不 レ饕、 未， 有 下 仁 而遣ニ 其 親 一 者 h 未レ 有下義 而後 こ 其 君 1 者 上 也、 王 

フ  ヲ  ゾシモ ハン ヲ 

亦 曰 ，ー 仁義 1 而 已矣、 何必 曰：. 利、 

司 馬談曰 はく、 余 孟子の 書を讀 み、 梁の 惠 王が 何 を 以て か 吾が 國を利 せんと 問 ふに 

至って、 未だ 嘗て 書を廢 てて 歎ぜ ずん ば あらず。 曰 はく、  ^乎 利 は 誠に 亂の始 なり。 

夫子 罕に利 を 言 ひ、 常に 其の 源 を 防ぐな り。 故に 曰 はく、 「利に 放って 行 ふとき は怨 

多し」 と。 天子より 以て 庶 人に 至る まで、 利 を 好む の 弊 何 を 以て か 異ならん や。 

• カ行 一  1 二三 
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程 子 曰 はく、 君子 も 未だ 嘗て 利 を 欲せ ずん ば あらず、 仉 だ審ら 利 を 以て 心と ほす 

とき は 害 あり、 惟 だ 仁義なる とき は、 利 を 求めず して 而も 未だ 嘗て 利 あら ずん ば あ 

らず。 是の 時に 當 つて、 天下の 人 惟 だ 利 を是れ 求めて 復た 仁義 ある を 知らず。 故に 

孟子 は 仁義 を 言 ひて 利 を 一一 一一：： はず、 本 を 拔き源 を 塞いで 其の 弊 を 救 ふ 所以、 此れ 聖賢 

の 心なり。 

龜 山の 楊 氏 曰 はく、 君子 は義を 以て 利と 爲し、 利 を 以て 利と 爲 さず。 其の 民 をし 

て 其の 君 親 を 後に せ ざら しむる とき は、 國 治まる。 利 孰れ かおれより 大 ならん。 故 

に 曰 はく、 「亦 仁義 あるの み、 何ぞ 必ずしも 利 を 曰 はん」 と。 

(二  > 

朱 子 曰 はく、 仁 は 心の 德、 愛の 理 なり。 義は 心の 制、 事の 宜しき なり。 此の 章 一 百 

ふこ ころ は、 仁義 は 人心の 间 有に 根ざし、 天理の 公な り。 利 心 は 物 我の 相 形に 生じ、 

人欲の 私な り。 天理に 循 ふとき は、 利 を 求めず して S ら利 あらず と. いふ ことなし。 

人欲に 徇 ふとき は 利 を 求め、 未だ 得ず して 害已に 之れ に隨 ふ。 所謂^^ の 差 も 千里 

あやま 

の緵 りと いふ、 此れ 孟子の 書、 端 を 迭り始 に 託する 所以の 深意に して、 學者 宜しく 

精 察して 明辨 すべき 所な り。 


-  二  II】 

又 曰 はく、 「心の 制」 と は 是れ義 の 體を說 く。 程 子の 所謂 「物に 處 する を 義と爲 す」 

と は是れ なり。 「事の 梵 しき」 と は、 是 れ千條 萬緖备 且 しき 所の 處 あるに 就いて 

說く。 揚雄 は、 「義 以て 之れ をせ しくす」 と 言 ひ- I) 愈 は 「行うて 之れ を^し くす 

一 の tec あり 

s  s?s 文  る 之れ を 義と謂 ふ」 と 言 ふ。 若し 只 だ義を 以て {且 と爲 すと き は、 養 ォ 外 こ 在る の 

杂 錄返之 

甩 あり。 須 らく 程 子の 言 ふ 所の 如く するとき は、 物に 處 する は 心に 4, 七り て 外 こ； yl- ざ 

お 0^ るな り。 事の^ しき は、 外に 在る が 若しと 雖も、 然も 其の S しき を 制する 所以 は 則 

九 K 參^  、 

5 易の 乾  ち 、七に 在り。 

の 文 首に、 元  (六)  すべ 

又 曰 はく、 凡て 事 は 先 づ箇の 利 を 求む るの 心 あるべからず。 蓋し 本来の 道理 只 だ 

「物 を 利して  一箇の 仁義 あり、 更に 刖の 物事な きに 緣 りて なり。 義 は是れ 事々 宜しき に 合 ふを耍 

^  ^ す。 利 心 を 以て 仁義 を爲 せば、 卽ち 仁義の 正に 非ず、 利なら ざる こと ある を 待って 

然して 後に 仁義 組ま るに あらず。 

に 治 まらば、  (七) 

.ぉ仉 永く 賴ら 慶 源の 輔氏曰 はく、 利 は 民生に 無くん ば あるべからざる 听の ものな り。 故に 乾の 

ん」， と あ：^..  、一  へ) —  £) 

ffl 德に^ と 曰 ひ、 書の 三 事に 利と 曰 ふ。 此れ 所謂 君子 も 未だ 嘗て 利 を 欲せ ずん ば あ 

德利 W は 生と 

$  らず。 仉だ專 ら利を 求めん と 欲する とき は 義理 を 顧みず、 專ら 己れ を 利 せんと 欲す 

カ行 一  . 1 二 五 
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れば、 而ち 必ず 人に 害 あり、 惟 だ 能く 仁義に 循 つて 行 ふとき は、 體順ひ 常あって、 

自ら 利なら ざる はなし。 

二)  (二) 

n) 胡炳 文、  雲 峯の胡 氏 曰 はく、 子 朱 子 深く 三 山の 黄 登が 言 を 取って 曰へ る こと あり、 「天 下 一 

前 出 一  頁 參  - ベ 

f 一一) 朱 子の 切の 人 都て 害 を 把って 利に 對し、 事々 の 上 只 だ 利害 を 見得して 義理 を 問 はず。 須ら 

く 利の 字 は 乃ち 義の 字に 對 する こと を 知るべし。 義利を 明かに し 得れば、 便ち 自ら 

爭々 の 事な し」 と。 集註に 所謂 「天理に 循 ふとき は 利 を 求めず して、 .E ら利 あらず 

とい ふこと なし」 と は、 是れ 利の 字と 義の 字と を 以て 對 して、 利 は義の 外に 出で ず。 

「人欲に 循 ふとき は 利 を 求め、 未だ 得ず して 害已に 之れ に隨 ふ」 と は、 是れ 利の 字 

前 S と 害の 字と を 以て 對 して、 害 巳に 利の 中に 藏 るるな り。 又 曰 はく、 利 心 は 人 本と 之 

れ なし、 只 だ 己れ あり 物 ありて 彼此 相 形す るに 緣 つて、 便ち 短 を 較べ 長 を 量り 多き 

を 爭ひ少 きを 鼓ぶ るの 意 を 生 出し、 遂に 己れ は 長に 彼れ は 短に、 人 は少く 己れ は 多 

からん こと を 欲す。 偏詖 反側 は堠だ 己れ に 是れ徇 ふなり、 故に 人欲の 私と 曰 ふなり。 

(3 

、  - .  チンシン ウテ 〈ク  テ -I  オクラ ル  ヲ  ルヌ  ケ  テ -I ラル  ヲ. に j I..; ルプ ク 

^下 陳臻問 曰、 前 曰 於い 齊、 王餽ニ 兼 金 一 百 一 而不 い受、 於」 木， 1 七十 鎰ー tssg 似、 而 受、 

だ BT  i ^逢よ f  テ セッニ ラル  ヲ  ルヲク  ノ  ルガ ケ ナ ラバ  ノ  ケルハ ナリ  ノ  ク ルガ ナ ラバ 

於 餽 n 五十 鎰； 而 受、 前日 之不レ 受是、 則 今日 之受 非 也、 今日 之受 是、 則 前 


和お: ゅ孟: 
m  、  '-了- 
と  字 尹 集 


す彥 はに 
明 尹 兄 


日 之 不レ受 非 也、 夫子 必 居-二 於此 一 矣、 孟子 曰、 皆是 也、 當レ 在レ宋 也、 予將レ 有 一一 遠 

行； 行者 必以， 贐、 s_ 辭曰 餽， 贐、 予何爲 不 レ受、 當， 在レ薛 也、 予有ニ 戒心； 辭 

曰 聞 レ戒、 故爲. 兵餽、 予何爲 不^、 若. 於 1 齊則 未. 有 .處 ま 1冊| 心 也、 無. 處 而 

A ハ レヲ レ 一一 ス ルレ ヲ  ンゾ - フン 4>  -ー  y  キテヲ ラル 

餽レ 之、 是貨, 之 也、 焉 有ュ 君子 而可 ニ以 , 貨取 一 乎、 レ%^、 

(五) 

尹 氏 曰 はく、 言 ふこ ころ は、 君子の 辭 受取 予は唯 だ 理に當 るの み。 

南 軒の 張 氏 曰 はく、 人 當に受 くべ からざる に 於て 受 くる、 其の物に 動かさる る や 

いや 

固し。 當に受 くべ くして 受けざる も、 亦是れ 物の 爲に 動かさる る もの、 何と なれば 

則ち 其の物に 蔽 はれて 物の 大 なる を 見る を 以てな り。 聖賢 は從容 として 迫らず、 惟 

だ義の 安き、 外物 何ぞ 有せん や。 物に 大小 あり、 義の 在る 所 は 一 のみ。 

齊人有 一一 一 妻 一 妾 而處」 至 者 一 其 良人 § 出 則 必^ 二 洒肉ー i 飽 而後 反、 其 妻 問 下 所 ニ與飮 

P 卞篇& 二 一寸 

食 1 者 ハ則盡 富貴 也、 其 妻 吿ニ其 妾 一 曰、^ 人出 則 必饜ニ 酒 肉 一 而後 反、 問 二 其 與飮食 者； 

ク ナリ  y ダ テラ  ノル r  s-ftr, レ 二 ゥカガ ハント ，  ヲュク  ット -I キ ナナ 乂-ー  フ  ノ 

盡 富貴 也、 而 未，. き 有ニ顯 者來； g§ 、吾 將， 良人 之 所, 之 也、 蚤 起 施 從ニ 良人 之 

1.1 之、 SI 國 中, 無， I 斑 一 立談 者； 卒之， 一 東 郭墦問 之 祭 者； ^ 乞 二 其餘； 不, 足 叉 顧而之 

レ他、 此其 爲ニ饕 足 一之 道 也、 其妻歸 吿ニ其 妾 1 曰、 良人 者 所 一一 仰望 而 終-身 也、 今若レ 此、 

カ行 一  一二 七 
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與， 一 其 妾 一 訕， 1 其 良人； 而相 n 泣 於 中庭； 而 良人 未-! 之 知 1 也、 施々 glu 從， 外お、 I 二 

其 妻妾； 由 二君 子 1 觀ぃ之 t 則 人 之 所 2 以求 ，, 甯贲利 達 一 者、 其 妻^ 不， 羞也、 不 ，ー 相 泣 一 者 

幾 希 矣、 

^一 五 Ms 一  勉齋の 黄 氏 曰 はく、 此の 章、 苟賤の 態 は 殊に 賤^すべき を 形容す、 然して 流 俗滔々 

として 務めて 卑 詔を爲 し、 至らざる 所な し。 尾 を桄 つて 憐み をハ乙 ふこと、 少 より 老 

に 至る まで 一 念の 是に 在らず とい ふこと なし。 未だ 得 ざれば 則ち 愁憂 窮^-し 志粲 

然として、 其の 小に 勝へ ざるに せんず る も、 旣に 苟も 得る とき は 則ち 志 得意 滿 ちて、 

1  し ぜん  くン 

親戚に 驕り閬 里に 傲り、 哆然 はた として.：：：： ら 其の 大に 勝へ ざる を^ 十。 賤しむべき 

こと 墦にハ 乙 ふ ものより 其し、 而も 之れ を覺る ことなし。 舉者 深く 義 利の 辨を 明かに 

し 吾が 羞惡の 心を充 たし、 而 して 吾が 剛大の 氣を養 ひ、 然る 後に 孟子が 此の 言 誠に 

末 俗の 箴砭 なる を 知らん。 

.^h^ 孟子 日， 魚 我 所 k 也， 熊 掌 亦 我 所， 欲 也、 二者 不， 可， 得， 兼、.^ 而取 ー熊ぁ-ぁ ぎ、 

生 亦 我 所, 欲 也、 義亦我 所， 欲 也、 二者 不ぃ可 レ^レ 兼、 舍， 生而 取， 義者 也、 生 亦 我 所 

スル  t< ルリ シキ  ヨリ  U  ^モル ヲ  モ  ガ  ム  -,? リシ ヨリ. 

レ裕 所レ欲 有,， 甚ニ於 生 一 者 h 故不， 爲 一-苟 得； 也、 死 亦 我所レ 惡、 所,. 忠有 ァ甚， 一 於 死 一 者 h 


二 モリ •  ルル， 尸  モシ ズバ  ヲズス ルカ  一 ノシキ 3 リ  ゾキテ  ヲ  ゾラン ヒ 

故 患 有レ所 レ不， 辟 也、 如 使 二人 之 所レ欲 莫， レ甚ニ 於 生 一 則 凡 可 二 以得, 生者、 何 不レ用 也、 

使. ト人之 所，. 惡莫 * 其， 一 於 死 一 者 h 則 凡 可， 1 以辟： レ 患者、 佝 不レ爲 也、 由, 是則 生、 而有, 不レ用 

レバ レニ 手キモ テク ヲ  モリル： t-  ノ  -I  ス ルリ シキ 3 リ  ム リシ キ 

也 由, 是 可， 一 以 辟... 患、 而有, 不， 爲也、 是故 所, 欲 有,， 甚ニ於 生 一 者：； 所レ惡 有ァ甚 二 於 

死 一 者 h 非：. -獨 賢者 有，！ 是心 一也、 人 皆 有い 之、 賢者 能 勿, 喪 耳、 一^. 食  一 ^羹、 得パ之 

則 生、 弗 a 得 則 死、 嘑 爾而與 h 之、 行, 道 之 人 弗 レ受、 蹴 爾而與 H 之、 乞 人不， 屑 也、 

萬鏔則 不レ辨 ニ禮義 1 而受 1 之、 离 鏔於， 我 何 加 焉、 爲 二宮 窒之 美、 妻妾 之 奉、 所 J| 窮乏 

ルガ レー 一力 サ キニハ - ーシテ ノ スルガ  ケ  ハ乂  -1.  ノス レヌ ニハ 一一 ズ ノ スたカ  ケ 

者^: レ我 與、 鄕 爲ニ 身 死 一 而不^ 、 今爲 n 宮窒之 美 1 爲， 之、 鄕 爲， | 身 死, 而不し >ー、 

今爲ニ 妻妾 之 奉 1 爲, 之、 鄕 爲ニ身 死, 而不」 &、 今爲， 1 所， 識 窮乏 者 得-我 爲， 之、 是亦 あ 

(3 卜： 蔡 《" レ可 一一 以已ー 乎、 此之 謂 レ失こ 其 本心 一 

氏と！！ じ 、程  II- 一)  (R)  すべ 

£： の £ 先生の  謝 良 佐 伊川に 問うて 曰 はく、 邢恕 久しく 先生に 從ふ も、 想 ふに 都て 知識す ろな し、 

】 人な り 

お 广バ II、 後來 極めて 狼 W せん。 曰 はく、 之れ を 全く 知識す る ことなしと 謂 ふ は 不可な り、 只 

I 御史 1 だ是れ 義理が 利欲の 心に 勝つ 能 はずして 便ち 此 に 至 る な り と。 ^^ば^; 

閗待制 も 以て  ば 則. V.. 恕、 人に 敎ふる を W て 之れ な 言へば 則ち お 

卒す  なり、 尤も W て 孟子 此の 章の 意も^ W する に 足る。 

(五) 孟子 集  2) 

if, 。に 中： づ  朱 子 曰 はく、 本心と は 羞惡の 心 を 謂 ふ。 言 ふこ ころ は、 三つの 者 は 身 外の 物にし 

力 行 一  一二 九 
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て、 其の 得失 は 生死に 比して 甚だ 輕 しと 爲す。 鄕には 身 死す るが 爲 にして すら 獍ほ 

肯 へて 嘑 蹴の 貪 を 受けず、 今 は 乃ち 三つの 者の 爲 にして 禮義 なきの 萬 鍾を受 く、 是 

れ豈 以て 止む ベから ざり しかと なり。 蓋し 羞惡の 心 は 人 固有す る 所な り。 然して 或 

は 能く 生死 を危 迫の 際に 決して、 而も 豐約 をお 安の 時に 計る を 免 かれず。 是を 以て 

君子 は 頃刻 も斯に 省察せ ずん ば あるべ からず。 

P 二 朱" 語  叉 曰 はく、 某 嘗て 一 種の 人 汲々 として 利を營 み. {目礫 を 求む る を 見て、 是 れ^: お を 

i ^も 十ガ 

勾當 する か を 知ら ざり き。 後來 孟子が 「欲する 所 生より 甚 しき 者 あり、 惡む所 死よ 

り甚 しき 者 あり、 獨り 賢者の み 是の心 あるに 非ざる なり、 人 皆 之れ あり。 賢者 は 能 

く 喪 ふこと なきの み」 と 說くを 思量す るに、 他れ 元來亦 此の 心 ある も、 只 だ 是ゎ他 

れ自ら 失 了す、 所以に 義理 を 見ざる なり。 或 ひと 云 ふ、 他れ 是れ 此の 如しと 雖も、 

想 ふに 羞惡の 心 も亦須 らく 萌 動すべし と。 臼 はく、 只 だ是れ 此の 如くん ば^: 事 を か 

濟 さん。 今夜 愧 恥し 明日 便ち 做さず して、 方に 是 なり。 お し愧 恥して 後义 却って 舊 

に 依らば、 何ぞ 事を濟 さん。 

南 軒の 張 氏 曰 はく、  t つ.！ として 受けず、 蹴豳 として しとせ ざる、 此れ 其の^ 惡 


の 心なり。 人の する も、 其の 欲 未だ 肆 ならず、 故に 其の 端尙ほ 在り、 萬鍾の 

爲に 動かさる るに 至って は 則ち 復た 顧みざる 者 あり。 曰 はく、 「萬 鍊 我れ に 於て 何 を 

か 加 へん」 と。 人 能く 深く 斯の言 を 味 は ひて 其の 旨 を 得る とき は、 亦 外物の 慕 ふに 

足る ことなき を 見るべし。 

孟子 曰， 鷄鳴而 起、 摩々 爲ぃ善 者、 舜之 徒せ、 鷄鳴而 起、 孳々 爲ぃ利 者、 觥之徒 也、 

欲レ知 一！ 舜與 レ摭之 分； 無：. 他、 利 與レ善 之 間 也、 

程 子 曰 はく、 間と； 百 ふ は、 相 去る こと 遠からずして^ ふ 所 毫末なる を 謂 ふの み。 善 

と 利と は 公と 私の み。 才に善 を 出 づれば 便ち 利 を 以て 言 ふなり。 或 ひと 問 ふ、 鷄鳴 

いて 起き、 若し 未だ 物と 接せ ざれば、 如何 ぞ善 を爲 さん。 曰 はく、 只 だ 敬 を 主と せ 

よ。 便ち 是れ 善を爲 すなり。 

又 曰 はく、 莆仲舒 言 へる こと あり、 「其の 義を 正して 其の 利 を 謀らず、 其の 道 を 明 

かにして 其の 功 を 計らず」 と。 此れ 仲舒が 諸子に 度 越す る 所以な り。 ^^^^5 よ 

ft の 古人に 如かざる 所以の 者 は、 道 

義と 功利の 關 透ら-さるな 以ての み。 

(七) 

楊子 曰 はく、 舜と踮 の 相 去る こと 遠し、 而 して 其の 分れ は 乃ち 利と 善の 間に 在る 


1 三 二 


二) 前 出 1 

ニニ 頁に 出づ， 

伊川の 語な b 
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のみ。 是れ豈 以て 謹まざる ベ けんや。 然して 之れ を 講ずる 熟せず、 之れ を^る こと 

8) 

明かなら ざれば、 未だ 反って 利 を 以て 義と爲 さざる 者 あらず。 又^ 者の 當に 深く 察 

十べ き 所な り。 

せき とほ  まさ  こやす. 6 

上 蔡の謝 氏 曰 はく、 名利の 關を 透り 得て 方に 是れ小 歇の處 なり。 今の 士大 夫何ぞ 

道 ふに 足らん。 能く 言へ ども 眞に 鸚鵡の 如し。 に- 义 1ぉぉ 

施す 听 ある 

ベ きのみ。 

朱 子 曰 はく、 程 子 嘗て 言 ふ、 「獨り 財 利の 利の みに あらず、 凡そ 利の 心 あれば：^ ち 

可なら ず。 一事 を 作す に須 らく 自家 穏便の 處を尋 ぬるが 如き は 皆 利の 心なり」 と。 

此の 如ければ 則ち 善と 利の 間 相 去る こと毫 粲 にして、 苟も 之れ を辨じ 明かに せ ざれ 

ば、 其の 反って 利 を 以て 善と 爲 さざる 者鮮 し。 此れ 大^の 道 は 誠意 正 心 を 以て 重し 

と爲 すと 雖も 必ず 格物致知 を 以て 先と 爲す 所以な り。 

(二)  か 

利と 善との 間 を 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 是れ 冷水なら ざれば 便ち 是れ 熱^に して、 那 

の 中間 溫呑^ なる 處 なきな り。 

(三)  *- 

又 曰 はく、 天理 人欲の 分れ は 只だ些 子を爭 ふ。 故に 周 先生 は 只管 幾の 字 を^く。 


然れ ども 之れ を辨 ずる こと 又 早くせ ざるべ からず。 故に 橫ぉ は^に 豫の 字を說 く。 

問 ふ、 事、 理に合 ふ ありて 而も 意 あり、 之れ を爲 むる こと 如何。 曰 はく、 事 は義 

なりと 雖も、 心 は 則ち 私な り。 路の 如き は、 好 人 之れ を 行く も是 れ路、 賊 之れ を 行 

くも 亦 是れ、 路 なり。 合に 是れ 此の 如くな ろべき 者 是れ： 大理 なり。 計較を 起せば 便ち 

是 ならず。  . 

又 曰 はく、 利と 善との 間、 若し 纔に 人の 好し と 近 はんこと を耍 し、 此れ を 以て 利 

祿を 求めん こと を 要するに 心 あれば、 皆 利と 爲す。 這 筒 極めて 多般 様な り、 爲す所 

皆 善な りと 雖も、 但 だー亳 外物 を歆 慕す るの 心 あれば 便ち是 れ 利と なり/る。 一塊 

潔白の 物事 上面に 只 だ 一 點の黑 を 著 くれば 便ち 白と 爲すを 得ざる が 如し。 

叉 曰 はく、 世間 義に喩 き 者 を 君子と 爲十、 利に 喩き 者は卽 ち是れ 小人な り。 而し 

て 近年 一種の IS1 あり、 乃ち 二者の 間に 周旋 せんと 欲し、 H: 互娄 曲し 心機 を^ 盡す。 

つ ひ  (七 J 

卒に旣 に 君子と 爲すを 得ず して" 其の 小人と 爲 さんに も 亦 性 を 索め ず。 其の 心 を 誤 

用す と 謂 ふべ し。 

われ 

南 軒の 張 氏 曰 はく、 率 者 心 を 孔孟に 潜め、 必ず 其の 門 を 求めて 入る も、 愚 以爲ら 
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く、 義 利の 辨を 明かに する より 先なる は莫 しと。 蓋しお 賢は爲 にす る 所な くして 然 

るな り。 ^こ， する 所な くして 然る もの は、 命の 已 まざる 所、 性の 偏らざる 所以に し 

さは ま  /  、  i 

て、 敎の究 りなき 所以な り。 凡そ 爲に する 所あって 然る もの は、 皆 人欲の 私に して 

天理の 存 する 所に 非ず、 此れ 義 利の 分れな り。 未だ 省察 を 知らざる 者より 之れ を 言 

へば、 終日の 間 利を爲 さざる もの 鮮し、 特に 名位货 航 にして 後に 利と 爲す のみに 非 

ざるな り。 意の 向 ふ 所 一 たび 爲に する 所 あるに 涉れ ば、 淺 深の 不 M ありと 雖も、 其の 

己れ に徇ひ 私に 自 ふと 爲すは 則ち 一 のみ。 是の心 日に 滋る とき は 善 端 ^紫す、 や U 

の門墻 に邇づ いて 以て 自得 を 求めん と 欲する も、 豈却 行して 前の 人に 及ばん こと を 

望む に 非ず や。 舉者當 に 立志 以て 先と 爲し持 敬 以て 本と 爲し、 而 して 動静の 問^な 

の 差 を 精 察すべし。 其の 霄壤 たるの 判 を^に するとき は、 以て 吾が 力 を 用 ふる あり 一 

孔子 曰 はく、 「古の 學者は 己れ の爲 にし、 今の^ 者 は 人の 爲 にす。 人の 爲に する 者 は 

適く として 利に 非ざる はなく、 己れ の爲 にす る 者 は 適く として 義に 非ざる はなし」 

と。 利と 曰 ふ は 己れ に 在る の 事な りと 雖も皆 人の 爲に するな り、 義と 曰へば 則ち 諸 

れを 人に 施す 者 も 亦 己れ の爲 にす るに 非ざる はなし。 ^乎、 義 利の 辨大な るかな。 


豈 特に 學 者 己れ を 治む る ものの 當に 先と すべき 所の みならん や、 之れ を 天下 國 家に 

s  x  二 1 E  I  o 朱， ^曰 はく T 義は爲 にす る 所な くして 然る者な り」 と。 此の 言 蓋し 前 聖の未 發を廣 めて 性 善 *s 私の 功 

坑 し マ 一 力 ー, に I! じき 者と 謂 ふべ 今 か。 ffi 山の 眞氏 曰 はく、 朱， はく、 「義 利の^ 固に 當に 深く 明らめて 力めて 

辨す べし。 然して 伊洛 未だ 物に 接せざる 時 敬 を 主と する の 一段の 丁-夫 を ^明す る も * 更に 須 らく 精進して 乃ち 佳な 

るべ し。 爾ら すん ば 或は 據 つて 以て 夫の 義 利の 分ち を審 にす る 所な し」 と。 此の 説 尤も^ 者の に 知るべき 所な り。 

(ran 

象 山の 陸 氏 曰 はく、 「君子 は 義に喩 く、 小人 は 利に 喩し」 と。 此の 章、 義利を 以て 

君子. 小人 を 判つ。 苟も 己れ に 切に 觀 省せ ずん ば、 亦 恐らく は 未だ 益 ある こと 能 は 

ざらん。 人の 喩き所 は 其の 習 ふ 所に 由り、 習 ふ 所 は 其の 志す 所に 由る。 義に 志す と 

すな は 

き は、 習 ふ 所の もの 必ず 義に 在り。 お ふ 所義に 在れば 斯ち 義に喩 し。 利に 志す とき 

は、 習 ふ 所の もの 必ず 利に 在り、 習 ふ 所 利に 在れば 斯ち 利に 喩し。 故に 寧 者の 志辨 

まこと (五) 

ぜ ずん ば あるべからず。 今の 士 たる 者 は 同に 場屋の 得失 を 免 かるる 能 はずして、 其 

の 技と 有司の 好惡 との 如何 を 顧みる のみ、 君子 小人の 辨と爲 る 所以に 非ざる なり。 

今の 世 此れ を 以て 相尙 び、 此 に汩沒 して M ら拔く 能 は ざら しむ。 則ち 終日 從事 する 

もの は 聖賢の 書な りと 曰 ふと 雖も、 其の 志の 鄕ふ所 を 要 むれば、 聖賢と 背いて 馳す 

る 者 あり。 推して 之れ を 上す とき は、 乂 惟だ官 資の崇 卑と祿 一票の 厚薄 を是れ 計る。 

^能く、 む 力 を 國事民 隱に悉 して 以て 任 使の 者に 負く ことな からん や。 其の 間に 從事 
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して、 更歷の 多く、 講習の 熟せる も、 安ん ぞ喩き 所 あらざる こと を 得ん や。 顧 ふに 

おもむき 

恐らく は義に 在らざる のみ。 誠に 能く 深く 是の身 を 思 ひ、 之れ をして 小人の；！ を爲 

さしむべからず、 其の 利欲の^: に 於け る や、 怛 然として 之れ が 爲に心 を 痛め^ を疾 

ましめ、 專ら義 を 主として 日に 勉め、 博^ 赛問愼 思明辨 して 篤く 之れ を 行 ひ、 是れ 

に 由り 揚屋に 進まば、 其の 父 必ず 皆^ はん、 其の 平 H の 早、 胸中の^、 聖人に^ら- 

ずと。 是れに 由り て 仕へば、 必ず 皆 其の 職 を 共み 其の 事 を 勤め、 國を 心と し 民 を 心 

として、 身の 爲に 計らず。 其れ 之れ を 君子と 謂 はざる を^ん や。 

陳芝問 ふ、 今當に 何の 書を讀 むべき か。 朱 子 曰 はく、 聖人 人を敎 ふる は 都て 是れ 

己れ に 切なる 說話 にして、 是れ人 をして 外に 向 はしめ 只 だ 紙上に 就いて 讀み， J つて、 

しぱら 

便ち S 家 を 了せ しむる ものに あらず。 今且く 一  箇の義 利 を 剖 判して 試みに s: ら 自家 

みづ. A 

を^ 當 せよ。 今是れ 人の 知らん こと を 求む る を 要し、 自ら 己れ が爲 にせん こと を 要す。 

這 は 便ち 是れ 死生の 路頭な り。 曾て 陸 子 靜が義 利の 說を^ しゃ 否や。 口 はく、 未だ 

(二)  こ  か  それがし 

なり。 曰 はく • 這 は是れ 他れ 南 康に來 りしと き、 某 他れ に 嘗て 書を說 かしめ しに、 

他れ 却って 這の 義理 を說 くこと 分明な りき， 是の說 ^て^し。 「今の 人 只 だ 書 を讀む 


は 餮 ffll 時惡 代^: 
る 化と km の ち 
子 y<  m.tc  ^ 

ャ|.  二  'K  k 者戰 
に 。て 張 、國 
傳 '4  ^ す 性 時 


( 三 ) 書の s_ 

解な 得て 後の 

意 


S 勤めて 

0i:s る貌 


は 利の 爲 にす、 解 を 取りて 後 は又官 を 得ん こと を 要め， 官を 得て は 又官を 改めん こ 

と を 要む るが 如く、 少 より 老に 至り、 項より 踵に 至る まで、 利の 爲 にす るに 非ざる 

はなし」 と 云 ふが 如き は、 說 き得來 つて 痛快、 涕を 流す 者 あるに 至る。 今の 人 初め 

(ran 

か び. -ち  もと — 

生れて 稍 や 知識 あれば、 此の 心 便ち 恁く 一登々 地に 去り 了り、 名 を 干め 利 を、 逐ひ、 浸 

浸と して 已 まず。 其の 聖賢 を 去る こと 日に 以て 益，' 遠し、 -:>• 深く 痛惜 十べ からず や。 

(五) 一一  ト ハ  ナガ ラ スル  モ  ト  〈ル  ス ルプヲ  リメ クム ノ 

苟子、 義與レ 利 者、 人 之 所-; 兩 有, 也、 雖 ニ堯舜 1 不， 能， 去- 1 民 之 欲-利、 然而能 使 1, 其 

欲レ 利 不も克 二 其 好- I 義 也、^ 雖 ニ续紂 一 亦 不.， 能. 去 二 民 之 好- レ義、 然而能 使 T 其 好， i す 

レ勝 一一せ 欲， 利 也、 故義 勝, 利者爲 一一 治世〗 利克， 義者爲 一一 亂世ー 上 重， 義則 義克レ 利、 

上重レ 利 利 則克， 義、 故 大子不 J  一  in, 一 多少-: 諸侯 不， 言 二 利害 一 大夫不 ，言 二 得 喪〗 士不 

レ通ュ 財貨； 有 ,國 之 君不， I  二 牛 羊； 錯， 質 之 I 不 鷄豚； 家 卿不レ 修.. 幣、 |ぶ 大夫不 

ソ クラ  ヲ  ハ  ギテヌ  ハヌ  ンデヌ  ヅ  ヲ 

,^こ 場 園〗 從士 以上 皆羞レ 利、 而不 -1 與 a 民爭^ T 樂 二分 施 一而 恥 n 積藏ー 

西 山の 眞氏曰 はく、 苟 卿が 論 美な り。 然れ ども 義と 利と は 人の 兩 つながら 有する 所 

と 謂 ふ は、 則ち 是れ 未だ 人の 本性 を 知らざる なり。 性の 有する 所 は 惟だ義 のみ。 其 

の 物 我 角立す るに よれ 然して 後に 利 心 生す。 又 堯舜も 民の 利 を 欲する を 去る 能 はず" 

カ行 一  ニニ 七 
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桀紂も 民の 義を 欲する を 去る 能 はずと 謂 ふ。 夫れ 桀紂も 民の^ 心 を 去る 能 はざる は * 

其の 彝を秉 るの 善 は 暴君と 雖も奪 ふ 能 はざる を 以てな り。 堯舜も 民の 利 心 を 去る 能 

はずと 曰 ふが 若 くんば、 所謂 「黎 民於變 る， 一 とい ふ は 果して 何事 ぞゃ。 聖人の 化、 

天地と 流 を 同じう する 所以の 者 は、 正 に 民 をして^ に遷り 罪に 遠ざかりて 知ら ざら 

しむる を 以てな り。 若し 民利 心 を 有して ホーる 能 はざる とき は、 所謂 善に 遷 つて 知ら 

ざる ものに 非ず。 夫れ 利 は 人心の 蟊賊 なり、 有すべからず。 ^賢の 學 者に 敎 ふる、 

必ず 盡く 此の 心 を 去らし む、 而 して 後に 與に 善を爲 すべし。 其の： ^ を 化する、 必ず 

盡く 此の 心 を 革め しむ、 而 して 後に 與に 治を爲 すべし。 せて 謂へ らく、 堯舜の 民に 

(三) 

して 猞ほ利 心 あらん やと。 卿 は 人の^ を 以て 惡と爲 す、 故に 其の^ 此の 若し。 々以 

て辯ぜ ざる こと を 得ず。 

益 之 上 九 曰、 莫レ 益， 之， 或擊レ 之、 

S 一 

傳に曰 はく、 理は大 下の K 十. 公に して、 利 は 衆人の 同じく 欲する 所な り。 苟も 其の 

心 を 公に して 其の 正 理を失 はざる とき は、 衆と 利 を：； e じうして 人 を 侵 十 ことなし、 

人 も 亦 之れ と與 にせん こと を 欲す。 若し 利 を 好む に 切に して、 c 私に 蔽 はれ 内り お 


せんこと を 求めて 以て 人 を 損 ふとき は、 人 も 亦 力め 爭ふ。 故に 肯 へ て 之れ を 益す る 

ことなくして 之れ を擊 奪す る 者 あり 。 

命と 義に 安ん ず 

闲象 ni、  ®i! 无， 水 困、 君子 以致， 命遂， 志、 

傳に曰 はく、 君子 困究の 時に 當り旣 に 其の 防 慮の 道を盡 す、 而 して 免 かるる を 得 ざ 

れば、 命な り。 當に 其の 命 を 推 致して 以て 其の 志 を 遂げ、 命の 當然を 知るべし。 則 

ち禍 息を窮 塞し、 以て 其の 心 を 動かさず、 吾が 義を行 ふの み。 

蹇 象 曰、 山上 有, 水蹇、 君子 以反, 身 修^ r 

(七) - . 

傳に曰 はく、 君子の 艱^に 遇 ふや、 必ず 自ら 身 を 省みる。 失あって 之れ を 致す か。 

こころよし 

(是れ 身 を 反み るな り。) 未だ 善なら ざる 所 あれば 之れ を 改め、 心に 歉 とするな け 

れば勉 を 加 ふ、 乃ち 自ら 其の 德を修 むるな り。 

(八) ハク ヤメ ケ. ヌ  ス 〈カル w ハ  >-ル 

子 曰、 賜 不^ 予命而 貨殖、 億 則墙 中、 

f*3)  おも はか 

朱 子 曰 はく、 命 は" 大命 を 謂 ふ。 貨殖 は 貨財 生殖な り。 億 は 意 ひ 度るな り。 言 ふこ こ 
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ろ は、 子 貢は顏 子の 貧に 安んじ 道を樂 しむに 如かず、 然れ ども 其の 才識の 明なる、 

亦 能く 事 を 料って 多く 中る となり。 程 子 曰 はく、 子 貢が 货殖は 後人の 財 を^に 十る 

さと  わか 

が 若き に 非ず、 但だ 此の 心 未だ 忘れざる のみ。 然して 此れ 亦 子 貢が 少 かりし 時の 事 

にして、 性と-大道と を 聞く に 至りて は、 則ち 此れ を爲 さず。 

范氏曰 はく、 貧富 は 天に 在り、 而 して 子 貢 货殖を 以て 心と 爲す、 則ち 是れ 大命 を 

安受 する 能 はず。 其の 言 ひて 多く 中る は、 億る のみ、 理 を^め 犬を樂 しむ 者に 非 ざ 

るな り。 

(三)  ゥッ タフ  ヲ  二  テゲテ ハク  -I リ ハス r ヲ  二  ガ  ホク -i セン 

公伯 寮 想 一一 子 路於季 孫 一 子服景 伯以吿 曰、 夫子 固有 レ惑ー | 志 於 公伯^^ 吾 力 祸能肆 一一 

諸 市 朝； 子 曰、 道； N 將 ^ 行 也與命 也、 道 之 將レ廢 也與命 也、 公们^ 其 如. 命 何， 

子 曰、 不， 知， 命、 無 r, 以爲 二君 子， 也、 

(五)  ひと 

程 子 曰 はく、 命 を 知る と は、 命 ある こと を 知って 之れ を 信ずるな り。 人命 を 知ら ざ 

ると き は、 害 を 見て 必ず 避け、 利 を 見て 必ず^る、 何 を 以て か 君子と 爲ん や。 

孟子 曰、 莫， 非， 命 也、 順 受ニ其 正； あ 故知， 命者不 乎巖墻 之 下； 

盡ニ其 道 1 而死 者 正 命 也、 桎松 死 者 非 二 正 命， 也， . 


(七) ま 子 集 

註 


(八) 朱 子 語 

頹卷 六十 

(九) 命 を 指 

す 

(一〇) 孔子 

の 弟子、 名 は 

耕、 魯の 人、 德 

行 も W て顏囘 • 

閔子宪 i 她稱 

せらる。 不幸 

にも. 惡疾 あり。 


八 章に、 孔子 

r 斯人 にして 

斯の疾 あり」 

(一一) 殷の 

衬-土 も 諫めて 

^さる、 微. f  • 

箕子 と共に 孔 

Hi 一仁と 稱す 


朱 子 曰 はく、 人物の 生、 古 凶 禍福 は、 皆 犬の^ ずる 所な り。 然して 惟 だ 之れ を 致す 

ごとな くして 至る もの を 乃ち 正へ 叩と 爲十。 故に 君子 は 身 を 修めて 以て 之れ を俟 つ。 

此れ を順受 する 所以な り。 榨梏は 罪人 を拘 ふる 所以の 者な り。 言 ふこ ころ は、 罪 を 

犯して 死す ると 巖牆 の 下に 立つ 者と は、 同じく 皆 人の 取る 所に して、 天の 爲す 所に 

非ず となり。 

(ス } 

又 曰 はく、 「命に 非ず とい ふこと 莫 きなり」、 此の 一 句 は 是れ活 絡 這 裏に 在り。 看 

よ 他れ 如何して 來 るか を。 然して 犬に 在って 之れ を 首 ふとき は 皆 正 命に して、 人に 

在つ て 之れ を 言 ふとき は 便ち 正 あり 不芷 あり。 此の 命の 字 は 是れ氣 を 指して 言 ふ。 

我れ 以て 之れ を 致す ことなき が 若き は、 ^ち 命の 壽沃皆 是れ合 當に是 の 如くなる ベ 

き 者な り、 顏 子の 夭、 伯 牛の 疾の 如き 是れ なり。 

問 ふ、 人 或は 干戈に 死し 患難に 死す、 比 干が 類の 如き も 亦 是れ正 命 か。 朱 子 曰 はく、 

固より 是れ正 命な り。 叉 問 ふ、 理を 以て 之れ を 論ずる とき は 之れ を 正 命と 謂 ふ も、 

か， -Q  fj とく 

死生 を 以て 論ずる とき は 正 命に 非ず。 如何。 曰 はく、 如何 ぞ恁 地說き 得ん。 其の 道 

を盡 して 死す る 者 は 正 命な り。 當に 死すべく して 死せ ざる は、 却って 是れ 其の 正 命 


力 行 一 


W 一 
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を 失 ふなり。 此の 處須 らく 當に活 看すべし。 古人の 身 を 殺して 仁 を 成し 生を舍 てて 

義を 取る 所以、 擧者須 らく 是れ 此の 處に 於て 昆 得すべし。 利害に 臨む 時 は 便ち 將に 

二)、  . 

自家 斫刦し 了り、 直に 須 らく 是れ萬 似に 壁 立して 始めて 得べ し。 如 今少しく 利害 あ 

かくの W とき  い 

れば 便ち 計較を 生じ、 便ち 恁 地の 地 は 正 命に 非ず と 說き道 ふこと、 如何して^ん や。 

(二) 

問 ふ、 榨稅 して 死す る 者 は 正 命に 非ず と雖 も、 然も 亦 命 を 以て 言へば 此れ 乃ち 自 

ら仅 るな り、 如何 ぞ 之れ を 命と 謂 はん。 朱 子 曰 はく、 亦是れ 自ら 作して， 天 之れ を 

ニー  一)  . 

殺す、 但だ正 命に 非ざる のみ。 文 王 をして^ 里に 死し、 孔子 をして： ^魈に 死せ しむ 

ると も、 却って 是れ正 命な り。 

新 安の 陳氏曰 はく、 天の 人に 命ずる、 吉凶 禍福 死生 壽妖、 萬變 にして 齊 しからず 

と雖 も、 人の 天に 事 ふる、 必ず 其の 道を盡 し、 正あって 邪なければ、 则ち 一定して 

易 はらず。 能く 其の 道を盡 して 其の 吉 且つ 福 且つ 壽に値 ふ は 固に 正 命な り。 此れ 以 

て 之れ を 致す こと あるに 似たり。 然れ ども 我れ は 惟 だ 自ら 其の 道 を 盡すを 知る のみ、 

初めより 天に^ 覦 する 所あって 之れ を爲 すに 非ず。 道を盡 して 吉福壽 自ら 至る、 犬 

命の 正しき に 非ず して 何ぞ や。 苟し 其の 道 を盡し 不幸に して 凶 輻^に 値 ふと も、 是 


れ 我れ は 道理に 於て 本より 愧づ るな く、 自ら 凶 福^に 値 ひしに 過ぎざる のみ、 我れ 

以て 之れ を 致して 然る こと あるに 非ず。 是れ亦 命の 正な り。 必ず 其の 道を盡 さず し 

て 自ら；！ 敗 喪 亡 を 取る とき は、 自ら 以て 之れ を 致す あるな り、 始めより 正 命と 爲す 

を 得ざる のみ。 

(五)  ひと 

潜-: 至の 陳氏曰 はく、 凡そ 死 は 均しく 是れ 命な りと 雑 も、 但だ道 を^して 憾みな き 

者 を 正と 爲す。 比 千 は 身 を 殺す と雖も 正な り。 盜跖は 永年な りと 雖も： 止に 非ざる な 

り.。 知と は 此の 道理 を 知る を 謂 ひ、 立と は 此の 道理 を盡 して 死生 壽^ に 惑 はざる を 

謂 ふ。 壹ら是 に： 大理 排定 す、 是れを 命 を 知る と 謂 ふ。 旣に 知得し 了って は 一 向に 成 

さず、 陚を 命に^; ぬ。 須 らく 是れ. H 家 身分 上の 道理 を盡し 了って 少しの 虧缺 なくし 

て、 方に 是れ命 を 立つべし。 此の 道理 を盡し 了ら ば、 恁 地の 死 も才に 憾みな し。 是 

れを正 命と 謂 ふ。  . 

(七)  , 

妖壽不ぉ、 修.， 身 以俟, 之、 所ニ以 立-命 也， 

朱 子 曰 はく、  ^壽は 命の 短 長な り。 ^は 疑な り。 ^はずと いふ は、 天 を 知る の 至り 

なり。 身 を 修めて 以て 死 を 俟っは 則ち 大に 事へ て 以て 身 を 終 ふるな り。 命 を 立つ と 
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は、 其の 天の 陚 する 所 を 全うし、 人爲を 以て 之れ を 害せざる を 謂 ふ。 

又 曰 はく、 妖壽貳 はず、 死生 を 以て 吾が 心の 欣戚 を爲 さざる なり。 不. 貳は^ れ 

不レ 疑な り。 若し 一 日 未だ 死せ ざれば、 一 H 是れ當 ならん を 要し、 百年 未だ 死せ ざ 

れば、 百年 是れ當 なる を 要す、 這 は是れ 立命な り。 旣に^ 壽を 以て 其の 心 を 或はず _ 

叉須 らく 身 を 修めて 以て 俟っ べし、 方に 始めて 能く 命 を 立つ。 妖壽を 以て 心 を 動か 

さ ざれ ども、 一向に 亂 して 做す は 又 不可な り。 ^壽 を甙 はざる は 便ち 是れ性 を 知り 

天 を 知る の 力なり。 身 を 修めて 以て 俟っは 便ち 是れ心 を^し 性 を 養 ふの 功な り。 又 

曰 はく、 妖 壽の齊 しからざる は、 蓋し 氣の禀 くる 所、 同じから ざる 者 あれば なり。 

悅戚を 以て 其の 心 を 一 一 にせず して 惟 だ 身 を 修めて 以て 之れ を俟 つと き は、 天の 正 命 

我れ よりして 立つ、 而 して 氣禀の 短 長 は 論ずる 所に 非ず。 

(二)  へク ムル It ハ  レヌ ツル it ハ  7 レヲ レ. * テ ルナ リ  ルニ  ム ルル レ：！ ブ  ムル -i 

孟子 曰、 求 則 得， 之、 舍 則 失, 之、 是求 有レ 益 ，1 於 得, 也、 求 n 在 a 我 者 1 也、 求 

レヲリ  ルー 一 レヲリ  レズ テシ  ルニ  ム ルル ニヲ 

レ之 有：. 道、 得レ之 有, 命、 是求 無 レ签ニ 於 得 1 也、 求， 1 在レ外 者 1 也、 

朱 子 曰 はく、 我れ に 在る 者と は 仁義 禮智 凡そ 性の 有する 所の 者 を 謂 ふ。 道 ありと は 

妄りに 求むべからざる を 言 ふ。 命 ありと は 則ち 必ずしも 得べ から ざれば なり。 外に 


在る 者と は 富 責利達 を 謂 ふ、 凡そ 外物 皆是れ なり。 义曰 はく、 富 責は身 外の 物な り、 

之れ を 求む とも、 惟 だ 恐らく 得られ ざらん。 縱使 之れ を 得と も、 身心に 於て 分毫の 

益な し。 況ゃ 必ずしも 得べ からざる を や。 義理の 若き は、 求 むれば 則ち 之れ を 得、 

5 しな 

能く 其の 有する 所 を 喪 は ざれば、 以て 聖と爲 り 賢と 爲る べし。 利害 甚だ 明かな り。 

程 子 曰 はく、 賢者 は 惟 だ義を 知る のみ、 命 其の 中に 在り。 中 人 以下 は 乃ち 命を以 

匸蹇こ JSJi/to  ^は 窮逑 夭^に t て、 氣 質に 出で 必然の 數 あり。 義は是 * 可否に して、 天理に 本 づき 當然 の宜 あり。 資 

「 Tstu^-T  ^は 惟 だ義の (：i 然も 知る、 命 は 固より 其の 中に 在り。 中 人 以下 は義に 於て 未ぶ 眞に 知って 安んじて 行 ふ 

こと 能 はす、 然れ ども 命の 已に定 itc-s:,-,? れば * 布敢 へて 「ケ| し., V- た J  5 こ： is 一ら ク、 \| し 曰予. ^こ..？ 

義を 越えて 妄りに 求めす、 故にお や" て a に 逸すと： 《 ふ。 I 之ォ を^-も るに 這 あり .N ォ を^る に 命 

あり、 是れ 求めて 得る に 益な し」 と 言 ふが 如く、 へ 叩の 求むべからざる を 知る、 故に 

自ら 虚して 以て 求めず。 賢者の 若き は 則ち 之れ を 求む るに 道 を 以てし、 之れ を 得る 

に義を 以てして、 必ずしも ^を 言 はず。 

又 曰 はく、 人の 患難に 於け る、 只 だ 一箇の 處置 あり、 人 謀 を盡 せし 後 は 却って 須 

あへ 

らく 泰然と して 之れ に處 十べ し。 人 あり 一事に 遇へば、 心々 念々 肯て 捨てず。 畢竟 

何の 益 あらん。 若し 處 置し 了って 放 下す る會 はずん ば、 便ち 是れ義 を 無し 命 を 無す 

るな り。  - 
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に、) 漢 の 南 軒の 張 氏 曰 はく 、「我れ に 在る 者 を 求む、 得る に 益 あり」 と 言 ふ は、 天理 を擴む 

祖 淮南 王， au 

る 所以な り。 「外に 在る 者 を 求む、 $ るに 益な し」 と 言 ふ は、 人欲 を 返む る 所以な 

し、 良^に 見 

せし ときの 言  り。 富贲利 達 は 衆人 已に 之れ を 求む るの 道 ありと 謂 ふ、 然して 其の 命 ある を 知らず。 

i*。 史記 高祖 

J| れ 2 て^ 固に 求めて 之れ を 得る 者 あり、 是れ亦 命 ありて、 之れ を 求めて 能く 益 あるに 非ず。 

「吾れ 布 衣 も 

"て 三尺の 釗  蓋し 亦 巧みに 求めて 而も 得られざる 者 ある こと 多し。 ^れを 以て 其の 得る に 益な き 

を 持し、 天下 

s.mff。 を 見るべし。  ， 

ヌ<|  口 に 

命 は 乃ち 天に  二)  (一 n 

在り、 扁 鵠と 漢の高 帝日 はく、 命 は 乃ち 天に 在り、 一 ：！§i と雖も 何ぞ益 あらん。 疾 なきに、 益 生の 祥 

雖も 何の 盆 あ 

"jipsr を 求む る は 大いに 惑 へ るな りと。 

伍し 下句 は 見 (一一 一) 

^ー) 支那 古 後 漢の隗 «r 班彪に 問うて 曰 はく、 「往者 周 亡びて 戰國 並び 爭 ふこと 數世、 然して 後に 

昔の 名 K  (五)  - i 

S 後 * の 定まる。 意 ふに、 縱橫の 事復た 今に 起らん か。 將に運 を 承け 迭 つて 興らん とする は、 

成紀の 人、 字  こんな 

_-p^. 一人に 在り」 と。 ^曰 はく、 「周の 廢與、 漢と 殊異る もの は、 周の 爵五 等に して、 諸 

一 •：}, ャ L.」" 一」 51^ り ^ 

州 上 if  M 侯 政に 從ふ、 本 根 旣に微 にして、 枝^ 强大 なり。 故に 其の 末流に 縱橫の 事 ある は、 勢 

す。 後に 後漢 

數 然るな り。 漢は秦 の 制 を 承け 郡 縣を改 立し、 主に 己れ を專ら にす るの 威 あり、 臣に 

いて 公孫 述 に  . 

附き 、光武の 百年の 柄な し。 成 帝に 至って 外 家^ に假 借し、 哀 • 平短祚 にして 國銅 三た び絕 ゆ。 


おこ  みな 

1、 に^ V- 故に 王 氏 朝 を 擅に して 能く 號位 を竊 む。 卜餘 年の 間、 中外 騒擾して 遠近 倶に發 り、 咸 

湾 ^坊 に 

^ 誓 劉 氏を稱 す。 漢 必ず 復興す る こと 已に 知りぬべし」。 囂曰 はく、 「昔 秦 其の 鹿 を 失 ひ、 

父、 字は叔 皮、 I  とら 

後 潘安 陵の 人、 劉氏逐 うて 之れ を掎 ふ、 時に 民 復た漢 を 知らん や」。 彪 乃ち 爲に王 命 論 を 著 はして 以 

年 二十 # にし 

00 て 風 切して 曰 はく、  gs?- 「劉 氏 は堯の 祚を受 く。 堯は火 德に據 る、 而 して 漢 之れ を 紹 

從ひ、 王 命 論  (七) 

も あら はして、 ぎ、 赤 帝の 符 あり。 俗、 高祖の 布 衣より 與る を^て、 其の 故に 達せず、 吒に 至って 天 

ほ も諫 む。 閲  ^  - 

吵れ £ぉ3 下 鹿を逐 ふに 於て 幸に 拢 ちて 之れ を 得る とし、 神器 命 あり、 智力 を 以て 求む ベから ざ 

こ 仕 ふ。 €書 

は その子 I る こと を 知らず。 故に 勇 は 信. 布 随^が 如く、 强は 梁. 籍棚艇 が 如く、 成る こと 王莽 

, て ゆ す 

^が S い が 如しと 雖も、 然も 辛に 潤 錢 おな 伏 質 ぽれ； き 分裂 せらる。 叉 

た 群雄 合從連  , えうま，  r.  .  vstv  おか 

.»£  況 ゃ么麼 にして 數 子に 及ばす、 而も 闇に 天位 を奸 さんと 欲する 者 を や。 昔陳 

(六) 漢 の 姓  ^  / 

^ 火德の 嬰が 母 は、 ^が 家 世 貧賤な りし を 以て、 辛に 富貴 を 不祥な りと して、 * を 止めて 王 

， S たる ことなから しむ。 ミ お j 籠^ き Is き^は 

ぉ卩？ S  0^0MSS^. 赵 陵が 母は漢 必ず 天下 を 得ん こと を 知つ て、 劍に 伏し 

き 兄事せ り。 

高祖 怖に 起る や、 兵 を 連れて 之れ に從 ふ。 楚の 項お、 陵の？： を 捕へ、 母 をして 陵 も 招かし めんと す。 ^ひそかに 使者 を 送って 陵 を 戒め 自殺す。 陵 は 

功に よつ て 安！： 侯に 封 ぜられ 右 丞相と なる 

カ行 一  一四 七 


(一) 張 良 

a 一) 酈食 其、 

高祖 の 時の！！ 

生、 高祖 沛公 

おりし とき 說 

かんとして 至 

る。 時に 沛公 

牀に蹈 し兩女 


洗 はしむ。 % 

生 拜 せす、 長 

揖 して 曰 はく、 

「足下 必す無 


んと 欲せば、 

宜しく 踞 して 

長者 を 見る ベ 

から ャ」 と。 

乃ち 沛公 起つ 

て 謝し 上座に 

延 きて、 彼の 

說も閱 く。  st 

生た めに 謀つ 

て 功 冬く、 後 

自ら 使して §■ 

の 七十 餘城 を 

降せ しが、 時 

に齊. 土韓 信に 

不意 を つ * れ 

て奔 るに ぼし， 

彼を烹 殺す 

S 胡 人な 

り. 後！？ の 太 
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て 死して 以て 固く 陵を勉 ます。 夫れ 窮達は 命 あり、 吉凶 は 人に 由る。 嬰が 母は羧 せら 

れんこと を 知り、 陵が 母 は與る こと を 知る。 此の 二者 を.：^ に すれば、 帝王の 分 は 決 十" 

しかの みならす  ( 一 ) 

加 之、 高祖 寛 明に して 仁恕、 人 を 知って 善く 任 使 十。 貪 十る に當 り^ を： y きて 子^ 

(二  > 

が 策 を 納れ、 足 を拔き 洗を撺 つて 酈 生が 說を揖 す、 韓^ を行陳 より 擧げ、 陳平を 亡命 

より 收む、 英雄 カを陳 ベて、 群 策 畢く擧 がる。 此れ 髙 帝の 大略に して 帝業 を 成せし 所 

以 なり。 英雄の 誠知覺 悟、 陵 が 明 分を收 め、 "，布が &覦 職 §?俨 お 所 

を 絶ち たれば、 ^ち 福祚 子孫に 流れ、 天祿其 わ、 水く 終 へん」 と。 聽 かず。 彪 

遂に 地 を 避く。 

五代 唐の 莊宗の 朝、 李嗣源 入りて 朝す る 時に 謠： 百 あり、 ^主、 朱 殷を遣 はして 之れ 

あぎら か  ひそか 

を 察に せし む。 朱殷 私に 嗣 源に 謂って 曰 はく、 「令 公の 勳業主 を 震 はす、 宜しく 自ら 圖 

り 藩に 歸 つて 以て 11 に 遠ざかるべし」 と。 嗣源曰 はく、 「吾が 心. 大地に 食かず、 禍福の 

來るは 避くべき なし、 皆 之れ を 命に 來す のみ」 と。 

晉 陽の 相 者 周玄豹 嘗て 唐 主の 責は言 ふべ からざる こと を 一 百 ふ。 唐 主 f| の 召して 闕に 

ぶた  I  と (宗) 

詣ら しめんと 欲す。 趙鳳曰 はく、 「玄 豹が 言 已に驗 あり、 復た詢 ふ 所な かれ、 若し 之 


祖莶 うて； ナと 

^し、 名を嗣 

源 i 賜 ふ、 李 

氏 は 唐の な 

り。 莊宗弒 せ 

られ 入. o て 立 

つ、 明宗卽 V 

之れ なり。 こ 

u は 莊宗の 時 

代の ことなり 

(S) 後 出師 

表に 出づ 

(五) i. 

-， や は 明 中、 胡 

安 國の養 子と 

なる。 宋の名 

.0. ゆ- * 致 堂 

先生と 呼ぶ。 

璽 PIS  • 讀 

史眘見 • 裴然 

集の 著 あり 

(六) 唐の 玄 

宗 

(七) 玄宗の 

開 元 二十 s: 年、 

幽州 S 節度 使 

^守：^ 敗軍の 

將^ 祿山も 捕 

へ て 京師に 送 

りし 時の こと 

なり (八) 張 九 酌 

^五卷 を 作って 上る 


れを 京師に 置かば、 輕躁狂 險の人 必ず 其の 門に 輻湊 し、 爭 つて 吉凶 を 問 はん。 古より 

ね す 

術士 妄言して 人の 族滅 を 致す 者 多し、 國家 を靖ん ずる 所以に 非ず。 厚く 金 帛を賜 はら 

ん のみ」 と。 

;5T)  あら か t 

冗 曰 はく、 凡そ 事の 是の 如き は 逆め 見るべき こと 難し。 臣鞠躬 盡瘁し 死して 後に 

已 まん。 成敗 利鈍に 至って は、 臣が 明かに 能く 逆覩 する 所に 非ず。 

胡 致 堂 曰 はく、 ；麟福 各 - '定數 あり、 人事に 由る とい ふ 若き は、 今 毒 を 前に 置き、 食 

すれば 死し、 食せ ざれば 生く、 生死 は 食す と 食せ ざると に 係れり、 則ち 人事と いふ を 

近し と爲 す。 故に 古の 聖人 は 必ず 人事 を 修め、 其の 天命に 於て は、 我れ 敢 へて 知らず 

と 曰 ふ。 明皇 をして 外 は 賢 相に 任じ、 內は寵 惑な からしめば、 祿 山と 雖も焉 んぞ亂 る 

ところ  (七 j  まさ  f,o 

攸 とならん。 祿山 敗軍して、 其の 罪 應に誅 すべし。 九齡、 直ちに 軍法 を 以て 爭 論す。 

まさ 

其の 理 自ら 勝る。 乃ち 未 來の事 を 言 ひ、 其の後 患を斷 たんと す。 是の 故に 玄宗 之れ を 

担む。 0S 蘇 氏 曰 はく、  r 齊の桓 公 は 敬 仲 を 殺さず、 ？ „lMssf お^ gs。 

. 時に Im. 平 章 事たり、 玄宗 が祿山 敗軍の 罪な ゆるさん とせる を、 ^力 反對 す。 帝閒 かす。 九齡 また 前世の 興廢を 述べて 千秋 金^ 

0 遂に その 敉を罷 めら る。 これより 李 林甫^ に 政な |$ ら にす るに-全 xi.9 


修敎耍 錄卷之 六 


五 〇 


(一) 晉の夂 

公の 名、 父^ 

ヘム 驟^ を 愛し、 

兄の 太 孑 rfT  4a 

を 殺す、 重 耳 

乃ち 出奔して 

他？ I に 流浪 十 

九 年に して 歸 

國し、 遂に 覇 

を^ 下 こ an へ 、 

宋を救 ひて 楚 

を 大いに 破る。 

こ こは楚 i」 重 

耳が 流浪 中 殺 

さ ざり しため 

後 害 とな り し 


ほ £r の 政 I ら にし、 浮して 楚の成 王 は 重 耳 を 殺さず、 漢高は 劉 » を 殺さず、 或 ひ. 


、 ^^反 

帝：； T せす" 


(二) 西晉の 

世祖武 皇帝。 

劉 淵 はも と陶 

.S 奴の 後に し 

t ハクの^ a 力 

左 部の 帥と な 


祿山罪 あり、 殺さん と 欲せし も、 おの^と 才とを 惜- 

む。 九齡、 後患の 相 を W て 之れ を諫 む。 上、 SS かす U 


主と 弒 す。 是れを 田齊と は-す、 沐ス ジ-月 三ト 1 3 ミ| ミー.； 7.«01"1!1 tute^ で I ミ.  一 5  A あ 

晉武は 劉 淵 を 殺さず、 苻堅は 慕 容垂を 殺さず、 明 皇は安 祿山を 殺さず 

此れ 盛德の 事な り」 と。 愚 謂へ らく、 彼の 五 人の 者 は 皆 賢に して 罪な し、 何の 名に て 

殺さん や。 祿山は 則ち 死罪 あり。 明 皇法を 按じ 辟に 行 ふ 能 はず、 安ん ぞ得て 盛 德と爲 

さんや 

又 曰 はく、 唐の 元 載 反間 を 設け、 特に 魚と 郭の交 を 離さん と 欲す。 繭して 子 儀 之れ に 

處 する、 何ぞ 其れ 心 を盡し 人を盡 し、 裕 然として 餘り ある や。 其の 心、 君命 を 以て 主 

と爲 し、 天命 を 以て 斷と爲 す。 一 に 之れ を 命に 聽す とき は、 智術 以て 兩 つながら 忘る 

ベく、 威力 以て 併せ 集つべし。 我れ を 疑 ふ 者 も 安ん ぞ 得て 服せ ざらん。 我れ を 惡む者 

も.？ レビ n*-VJPK  25 つ 唐の 代宗の 胡、 郭 〈^人 胡す。 魚 胡 恩 之れ な 邀へ章 敬 寺に 遊ぶ。 ー几戰 其の 相^ばん こと 

もさ/そ，^ マ k!h 力 さらん を 恐れて 密かに 一-十 儀に 告げし めて 曰 はく T 朝恩の 謀 は 公に 利 あらす」 と。 子 儀 U か^。 

彼れ： 大 子の 命な くして^ んぞ敢 へて 我れ なおせ ん や リ 

, 朝恩 驚 さて 其の 故な ふ。 子 iwli く 


將士衷 中して 以て 從 はんこと を 請 ふ。 子 儀 曰 は 

t 右し 命 を 受けて 来らば、 汝が 曹ら 何もか^ さんと 欲する」 と。 乃ち 家 ^数， 人な 從 へて 往 


代つ て 五部の 

g. となる。 孝 

w いお 帝の 昨 五 所 を W て吿げ a つ 曰 はく、 「公の 經焭 ％ 恐る」 と。 朝恩^も 撫し涕 を 

大 I やひよ 流して 曰 はく、 「公の 長者なる に * すん ば、 能く 疑な からん や」 と。 

り、 成 都-に 穎、 淵の 從 祖父 宜 等と はかり、 左國 城に. n 立して 國號 を^と 椀す。 次いで 帝 を 稱し平 陽に 徙 りて 都と し、 晉 の- S 郡な 攻略す (三) 東晉 

の^代に. H 立して 秦天 王と 稱す。 王猛な あげて 治 政に 力 を 致す。 lf{ れ^ は その^ 燕の 將、 晉の箪 な^ 破し 成お 盛な りし も 以て 燕- h に 忌 4 れ、 0 

に奔 る。 苻^ 晉を 討^ん とせし とき、 晉に 長江の 險 ある こと を說 いて^めし 者 ありし も. 慕^ 垂 は 堅が 南 伐の 隙 をう かが はんとして、 南 伐も^ む" 

堅 遂に^ 水の 戰に 大敗す。 难 次いで 拳に 背き 河内に 起り て 燕 •  上 と^す 


修 敎要錄 卷之七 


力 行 


內編ニ 


3 朱 子の 

編せ る 名臣言 

行銶 か。 机し 

Issr に は、 こ 

の 條溫公 云々 

以下 は 見 ゆる 

も 前半 はなし 

(五) 

学は欽 之、 卒 

して 獻 R と諡 

す。 宋の須 城 

の 人、 十 歳に 

して 文 も 能く 

す。 監^ 御史 

i なつ て^^ 

寡言、 元秭年 

中に 中 書 待郎 

を拜 す。 E- 馬 

SI 公と 問ぶ 

張 を 同じう す。 

宋元ま 窠 卷八 

涑水樓 ^下に 


德 美 

みち 

程 伊川、 明 道 先生の 行 狀を擇 んで曰 はく、 先生 資禀旣 に 異にして 充養道 あり。 純粹な 

る こと 精 金の 如く、 溫 潤なる こと 良 玉の 如し、 宽 にして 制 あり、 和に して 流れず、 忠 

誠 金石 を 貫き、 孝悌 神明に 通ず。 其の 色を視 るに、 其の物に 接する や 陽春の 溫な るが 

やみ 

如し。 其の 言を聽 くに、 其の 人に 入る や 時雨の 潤なる が 如し。 胸懷洞 然として 徹視閽 

かぎり 

なし。 其の 蘊を 測れば 則ち 浩チ として^^の 際な きが 若く、 其の 德の美 を 極む。 言 蓋 

し 以て 形容す るに 足らず。 

言行 錄に、 獻 簡公堯 命、 公の 性 純 厚に、 貌 重く 氣 和す。 其の 人 を 遇する や 城府 を 設け 

つ まやか  た 

ず、 平生 自ら 奉ずる こと 甚だ 約 なり。 窒に婢 ^なく、 食 止 だ 脫粟ー 肉な り。 用 ふる 

カ行 二  一 五一 


( 一 ) 温 公が 

邵雍に 語って 

嘆ぜし 語な り 

(二) 范 仲掩， 

宋の 名臣看 、 

文 正と 諡 す 

(三) 王 曾、 

字 は 孝 先、 仁 

宗に 相お り、 

沂國 公に 封ぜ 

られ、 文 正と 

諡す。 後出 二 

〇 八 頁參照 

S 寇 if、 

眞宗 の 時の 丞 

相、 宋代 屈指 

の 名臣、 莢國 

公に 封ぜら る。 

金の 人 寇に際 

し、 if? 淵に 眞 

宗の親 征を主 

張し、 遂に 敵 

を 破摧せ り 

(五) 00. 

00  (龜 山) 

i 共に 程 子に 

從學 し、 程 門 

の SI 先生の 中 

の 1 人 

(六) A$. 

車 者 道 « 先生 

と^す。 栄の 

晉睽の 人， 字 


修敎耍 錄卷之 七  1 五 二 

所の 服器敝 敗す と雖も 易へ 爲ら ず。 愷悌を 本と して 能く 奸を擊 ち、 以て 良民 を 安ん ず。 

司 馬溫公 嘗て 嘆 じて 曰 はく、 「淸直 勇の 三德、 吾れ 欽 之に 於て 焉れを 長る」 と。 邵雍曰 

はく、  r 欽 之至淸 にして 耀 せず、 至 直にして 激 せず、 至 勇に して 能く 溫 なり， 此れ 難し 

と爲 すの み」 と。 人、 雍が言 を 以て 然 りと 爲す。 

(二)  (111)  ほ とん  ， ， 

范文正 公 集に、 昔 王 文 正 公 宰府に 居る こと 僅 ど 二十 年、 未だ 曾て 愛 惡の迹 を 見す 大 

(wn  せんえん みゆき  た す 

下 之れ を 大雅と 謂 ふ。 寇萊公 國に當 る や、 眞宗渣 淵の 幸 あり、 而 して： 大下を 左右け、 

動かざる こと 山の 如し、 戎狄を 卻け宗 社 を 保つ、 天下の 人 之れ を 大忠と 謂 ふ。 

S) 

51 龜出、 ^御史 酢が 行狀を 撰す。 公の 淸德重 望、 皎 として 日 星の 如し、 奴 隸の賤 しき 

ものと 雖も皆 之れ を 知る。 其の 流 風 餘韻は 以て 世に 師 とし 俗に 範 たるに 足る。 

言行 錄に、 邵康 節雍、 字は堯 夫、 先生 淸 にして 激 せず、 和に して 流れず と。 

(六1  うち 

言行 錄に、 鄒道 鄕浩、 其の 人となり や、 和 順 中に 積んで、 英華 外に 發す、 之れ を 望む 

に晬然 たり。 顏面を 見て 問 はずして 其の 仁人 君子た る を 知るな り。 其の 事に 遇 ひ 物に 

接する や、 猞ほ虛 舟の ごとし。 然り而 して 堅 挺の 姿 は 精 金 良 玉の 如く、 磨磷 すべから 

ず。 


附 fA 先 び、 問 7. 

錄語生 門の; t 
に^^ 人人 
出卷述 、 '宋 
つ' 千 は 明 程の 
八 二道 子 河 


(七；  あ ふ 

は ぶ 劉 立 之の 程 明 道 先生 叙述に、 先 牛： 德性 充完、 粹 和の 器 面 背に 盎る。 易を樂 しんで 恕多 

の 時 右 正 言と 

く、 終 曰怙悅 す。 立 之 先生に 從 ふこと 三十 年、 未だ 嘗て 其の 忿 腐の 容を 見ず。 

の^を 訴ふ。 

正直の 十； なり。 後漢 のな 後、 字 は 君 文、 少 にして 學を 好み、 尙書を 舞 陰の 李 生に 習 ふ。 李 生 之れ を奇 

ために！ * まれ 

なりと して 門人に 謂って 曰 はく、 君の 容貌 心氣 此の 如くに して 學に 勤む， 將 相の 器 

集 あり 

なりと。 

才 美 

f 八) 

布の 傅に、 陳登、 字 は 元 能、 威名 あり。 魏の 太祖 表して 廣 陵の 太守と 爲す。 卒す。 

七^!  I  , … P 

後に 許氾 と劉備 と、 劉 表が 坐 上に 在り、 備と 天下 を 論ず。 氾曰 はく、 r 陳元龍 は 湖海の 

士、 豪氣 除らず」 と。 備曰 はく、 「君、 豪と 言 ふ も、 寧ん ぞ (その) 事 あり や」。 曰 は 

く、 「昔、 下邳を 過ぎて 元寵 を^る。 元 龍 自ら 大 床に 上って 臥し、 使 客 下 床に 臥す」 と。 

備曰 はく 、「君、 國士の 風 あり、 望む 所 救世の 意 あり、 而 して 君 田 舍の言 を 求め 問 ふ は、 

取るべき なし。 是れ元 龍が ^む 所な り。 如し 小人なら ば 則ち 百 尺 高樓の 上に 臥し， 君 

を 地に 臥せし めん。 何 ぞ但だ 上下 床の間な らん や」 と。 表 大いに 笑 ふ。 

カ行 二  一  五一 一一 


修敎耍 錄卷之 七  一 五 四 

(に 三 叉 曰 はく、 陳矯 季弼、 陳 登に 謂って 曰 はく、 「遠近の 論に、 明府 驕 つて 自ら 妗 ると 謂 

の 東 K の 人， 

0M ふ」 と。 登 曰 はく、 「夫れ 閱 門雍穆 にして 德 あり 行 ある、 吾れ 陳 元方 兄弟 を 敬す。 淵淸 

て 司 空と なり  (三) 

尙 書に 遷る。 玉 潔に して 禮 あり 法 ある、 吾れ 華 子 魚 を 敬す。 淸修 にして 惡を 突み 識 あり 義 ある、 吾 

その 明 略を稱 ：  ： ,  、，i 

t  3  >„:VJ  (ran  たくらく  (五) 

れ趙文 達 を 敬す。 博聞 强記 奇才 卓 f. なる、 吾れ 孔文擧 を 敬す。 雄姿 傑出して 王 霸の略 

す。 貞と認 す  (.5  かそ 

(二) 後漢の ある、 吾れ 劉 元德を 敬す。 餘 子は瑣 匕な り、 焉んぞ 齒へ錄 する に 足らん や。 敬す る 所 

人陳 紀、 その 

此の 如し、 何ぞ驕 りと いふ こと あらん や」 と。 

稱 せらる。 兄  (七) (r<)  ft)  (一 0>  し き  - 

弟 孝 S し 閉門 文藝溥 に、 唐の 崔造. 韓會 *盧 東 美 • 張 正則 は 皆 自ら 王 佐の 才と謂 ふ、 故に 四^と 號 

す。 大鴻 

す。 王 勃-楊 炯. 盧照郯 • 駱ぉ王 は 皆 文章 もて 名を齊 しう 十、 天下 s 傑と 號す。 

り &、  K-^、  (一  一)  (ニニ  (ニー 一) 

謝 靈運云 はく、 天下の 才は 共に 一 石、 曹子^ 獨り八 斗 を 得、 我れ は 一 斗 を 得。 古より 

末 孝廉を 以て 

あ-じられ、 郞 今に 及ぶ まで 共に 一 斗 を 用 ふ。 奇才 博識 安ん ぞ 之れ を繼 ぐに 足らん。 

中に 除 せらる."  <m) 

晉 書に、 和嶠 盛名 あり、 庾亮 見て 嘆 じて 曰 はく、  r 嶠は 森々 として 干 丈の 松の 如し。 

靜 X  J*  .IT  、 ( -  J) . 

f  碟柯 節目 多し と雖 も、 之れ を大 -M に 施せば、 楝 梁の 用 あり」 と。 

§ 趙^  (一 さ  いだ 

言行 錄に、 宗愍 公澤、 文武の 大略 あり、 常に 憂國 救民の 心を懷 く。 

「】^ を^く し  (Is 

惡を疾 やお 東坡 集に、 文潞 公の 朝に 在りし 時、 契 丹の 使耶 律永吕 劉. 宵來^ す。 軾、 詔 を 奉じて 飴 


す、 客と 使者と 與に 入り て^て 公 を 殿 門の 外に 望見し、 却り 立って 容を 改めて 曰 はく * 

「此れ 潞公 なり や、 所謂 德を 以て 人 を 服す る 者な り」 と。 軾曰 はく、 「使者 其の 容を 

^て 未だ 其の 語 を 聞かず。 其の 庶務 を 總理し 事物 を酬 酢す る こと、 精練の 少年と 雖も 

及ばざる あり、 古今 を赏^ し 博聞 强 記なる は、 專門 名家と 雖も逮 ばざる あり」 と。 使 

者 手 を 拱して 曰 はく、 「fK 下の 異人な り」 と。 

司馬溫 公が 程 頤を薦 むる の 章に 云 ふ、 經天緯 地の 才 あり、 制 禮作樂 の 具 ありと • 

n<)  しる 

東都 事 略の 富弼傳 に、 弼、 字 は 彥國、 幼に して 篤學、 大度 あり。 范仲淹 見て 之れ を識 

して 曰 はく、 「此れ 王 佐の 才 なり」 と。 

(5  (一 10) 

韓 魏 公家 傅に、 歐陽 永叔、 相 州の 晝錦堂 記 を 作って 曰 はく、 「大 節に 臨んで 大事 を 決 

し、 紳を 垂れ 笏を 正しう し、 聲色を 動かさず して 天下 を 太 山の 安き に 措く、 社稷の 臣 

ま にお-.^ ら 

る (九) 范 陽の 人、 大曆 中に 吳令 となり、 太 常 博士  *考ェ6： 外郎たり 。好く^ 濟の略 を談じ * 常に 王 依 を 以て， U ら許す (一 〇) 張正甫 か、 字 は 

眩 方、 官吏 部 倚 書， 仁に して 亮、 官に范 み 淸强、 卒して 太師を 贈らる (一一) 六 朝 時代 晉の 詩人、 宋に 仕へ て 永？ 太守 となる。 群 書に 博： 迚し、 

書 遠に 巧みに. ゆ 豪放 奢侈，^ 服を鲜 腿に して 法度に 依らす。 常に 山水の 問に 遊 梁して 1, 咏を ほしいまま にす (ニー) 洒量 なり (ニニ) 曹^、 

マ： 國 餽の武 帝の 子、 子 建 は あざな。 詩文 をよ くす。 武 帝の 崩 後 文 帝に 5 とん ぜ られ、 s~ 奇行 飮消 を恣 にす (一 SI) ネは長 輿、 汝 南西 平の 人 • 

中 書 令に 累遷 し、 武帝 深く これ を 器と す (一 五) 木の 節 くれ 立ちし 貌 (一六) 宗^、 字 は 汶霖、 元祐の 進士、 初め 州 郡の 吏と なり 治績 あり、 徽 

宗 • 钦ー 宗ニ帝 金の ために 北に 擁去 せらる る や、 副 元帥と して all 金箪 と戰 ひ、 北方 皆 彼の 威望 を 憚る。 前後 二十 餘度 上疏 して 帝の S 京 を謊 ひし も奸 

人に 抑せられ 憂憒 して 疾んで 歿す。 忠 簡と諡 す 二 七) 文. お 博、 ネ は寬 夫、 仁宗の 時、 進士に 及第し、 同 中 書 門 下-牛^ 事に 累 {K し、 sga! 公に 封ぜ 

らる。 後 王^ 石に 惡 まれて 去りし が、 元秭の 初めに 再び^^に 參す。 s: 朝に！^ 化して 名^ ほ弼 と妆稱 せられし 名お なり、 忠烈と 諡す (一八) 一 百 

三十 卷. 朱の 王慷の 撰、 北宋九 朝の 事蹟 を 記す、 本紀 十二  ，世 家 五 • 列傳な 五 • 附銶 八、 栄史^ 究家 必讀の 書な り (一 九) 韓说、 ^11 公に 封ぜら 

る- -水相 として 朱 代 屈指の 名臣 なり (二 〇〕 古 後^に 収めら る 


も蔡に ひそむ 

(五) 後^の 

^者 f 融 

(六) 雷の 

卞劉 偏、 卞は 

元德、 父玄德 

と霄す 

(七〕 章の 

人， { や は 玄宰、 

貞元 年中に 給 

専中饲 中餮門 

下 平 章 事- fi り、 

意見 を 上 巾し 

て いれられす * 

太子 右 庶子と 

なり、 爆 S を 

發 して 死す 

(八) 仲 卿の 

子、 淸 言な 善 

-、 し 文章 あり、 

名最. A^i し、 

起^ 舍入 とな 

り、 後に 韶州 
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なりと 謂 ふべ し」 と。 天下 之れ を傳 へて 以て 知 言と 爲 せり。 

風 度 

( 一 )  しゅん さう  ぎょくじん 

晉の 裴楷、 風神 高邁、 容儀 俊爽 なり。 時の 人 之れ を 玉 人と 謂 ふ。 

王濟、 俊爽 にして 風姿 あり、 ^玲を 見る 毎に 輒ち嘆 じて 曰 はく、 「珠玉 側に 在れば、 

けがら 

我が 形碳 はしき を覺 ゆ」 と。 义 人に 語って 曰 はく、 「玲と 同 遊す るに、 明珠の 側に 在つ 

て、 恍 然として 人 を 照らす が 若し」 と。 

旃の張 九 齢の 傳に、 帝" 人 を 用 ふる 毎に 必ず 曰 はく、 「風 度 能く 九 齢が 如き や 否や」 

と 0 

废の元 德秀、 字 は 紫 芝。 房琯 嘆息して 曰 はく、 「紫 芝が 千 を 兌れば、 人 をして 名利 

の 心 を 都て 盡 さしむ」 と。 蘇 源 明が 曰 はく 、「吾れ 不幸に して 衰 俗に 生る、 恥ぢ ざる 所 

の 者 は、 元 紫 芝が 眉宇 を 識れる ことなり」 と。 

黄 庭 堅が 濂溪 の傳の 序に、 周茂叔 人品 甚だ 高し、 胸中 洒落なる こと 霽月 光風の 如し 


七卷 一 七 K 參 

照. 郭林宗 の 

や 一と も同卷 一 

八 頁の 註 ま 照 

(六) 唐の 北 

卒の 人、 字 は 

亢宗， 性 好 g 

なり。 德宗 t« 

して 諫篛大 夫 

となす。 韓.？ S 

之の 爭ぉ 論に 

:w せす、 後に 

名お 降赞が 貶 


敢 


_ 救 ふ 者 


^ 量 

(五)  ばんけい 

後漢の 黄憲、 字は叔 度。 郭林宗 曰 はく、 「叔度 は汪々 として 萬 頃の 波の 若し、 之れ を 澄 

ませ ども 淸 まず、 之れ を榜 せど も燭ら ず、 量るべからざる なり」 と。 

舊唐 書に、 -M 耽、 朝より 第に 歸り、 ^客に 接對 して 終 H 倦む ことなし。 家人 近習 未だ 

曾て 其の 喜 怒の 色 を 兌ず。 古の 淳德の 君子 も 何 を 以て か焉れ に 加 へ んと。 

通鑑の 唐の 德宗紀 に、 諸-の 諫官紛 々として 事 を 首 ふこと 細碎 なり。 天子 益！ 之れ を 

厭 ひ 苦しむ。 陽 城 方に 二 弟 及び 客と 日夜 痛飮 して、 人 能く 其の 際 を 窺 ふなく、 皆以 

むな  (七)  そし  こころ 

て 虚しく 名 を 得る ものと 爲す のみ。 韓愈、 爭臣. 11 を 作って w て 之れ を 譏る。 城、 意に 

ものの かす 

p: とせず。 

晉の 周^、 性寬裕 なり。 王 導^だ 之れ を 重んず。 嘗て^ が 膝を忱 にして、 其の 腹 を 指 

して 曰 はく、 「此の 中 何の ある 所ぞ」 と。 答へ て 2 はく、 「此の 中空 洞に して 物な きも. 

卿が 輩數百 人を容 るるに 足る」 と。 導 も 亦 以て 忤と爲 さず。 

こわで .5 らす、 却って 周 氏 を 殺す。 後 周^の 恩を閗 知し、 大いに これち- 悔 ゆと 云 ふ。 ^ほ 全集 第 七卷ー 八 頁參照 (九) 字 は 茂弘、 少 くして ^鑒ぁ 

h- て lilKW 遠 も 以て 聞 ゆ。 元 帝の； ；！：；も の-: R にして、 司 空に 進む 


疏 して 裴延齡 

の：^ 奸を 論じ. 


張す 

(七) 八 家 文 

に出づ 

(八) ネは伯 

仁. 官，： ：.*:な 

僕 射に 主る。 

王もの 從兄 王 

敦 反せし 時、 

E ぶ P を 待 つ 、 

周 はに 梭 はん 
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わか  きづ かく 

晉 の陳蹇 の傳 に、 騫. 沈 厚に して 智謀 あり、 少 くして 度量 あり  >  垢 を 含み 瑕 を •££: し、 

所在に 績を存 すと。 

二) 唐の 華  ブ 

5： の 人- { や i  やど 

i, 朔方節 晉 書に、 苻 堅が 兵 百 萬と 號 して 淝 水に 次る。 謝玄 入りて 計 を 問 ふ。 謝安懼 るる 色な く、 

度史 となり、  は じ  に 

方に 與に^ を圍 み、 遊陟 して 方め て 還る に 至る。 ヌ謝 安が 傳に、 梪溫 入りて 山陵に 赴 

り， t^EKE こ  まさ  わう たんし 

封ぜら ひ。：： き、 新亭に 止まり、 大いに 兵 衞を陳 ね、 將に 晉窒を 移さん とす。 安 及び 王 州 一之 を 呼ん 

こ に 示す と こ 

は、 永泰^ で 坐に 於て 之れ を 殺さん と 欲す。 安從容 として 席に 就き、 坐 定まって 謂って 曰 はく、 

一 初年の ことに 

して、 もち 

i0 「安 聞く、 諸侯 道 あれば、 守る こと 四隣に 在り。 明 公 何ぞ壁 後に 人 を 置く こと を須ふ 

して 逆に 同盟  ォ しか 

して 吐 藿の軍 る や」 と。 溫 笑って 曰 はく、 「正に. 0 ら豳ら ざる こと 能 はず 一と。 遂に 大いに 笑 語して 

も 破れり， 天 

下の 安危に 任 ョ&多 4,  o 

する こと 二十 日 を 移す 

年、 卒して 忠  (二 

武と諡 す。 賞 通鑑の 唐の 代宗紀 に、 囘紇 • 吐蕃、 兵 を 合せて 涇 陽を圍 む。 郭子 儀が 臼 はく、  r 今 衆 

罰必信 また 寬 

寡 敵せ ず、 力 を 以て 勝つ こと 難し。 昔囘 乾と 契約 甚だ 厚し、 若かず、 挺身して 柱いて 

は郭 t 公と i 

す  之れ に說 き、 戰 はずして 下 十べき に」 と。 遂に 數騎と 門 を 開いて 出で、 俾 呼して 曰 は 


(11) ？儀 

時に 官中書 合 

おり 

(一二)  W 子 as 

の 第 in 子、 貌 

射.^^ くし、 

征伐に 功 あり。 

御. ^中^に 累 

官す。 朔方^ 

も^して^ 州 


^乾か-き 破す 

(G 唐の 名 

臣、 節度 使、 

に 累進 

す、 朱 泚の反 

する や、 陽に 

合し 陰に これ 

も惡 み、 面し 


の 面 を 打ち、 

遂に 彼れ が爲 

に 殺さる 

(五) 頭上に 

何も 甲せ すし 

て 来りし との 

意なる ベ し 

(六) 晞の^ 

名、 散 常 待 

の IS 

(七〕 郭子儀 

c 敉名 


く 、「令 公 來る」 と。 囘紇 大いに 驚き、 其の 大帥 (合 胡祿、 都督) 藥 葛羅、 弓 を 執り 矢 を 

注ぐ。 陳 前に 立ちて、 子 儀冑を 免ぎ 甲 を 釋き鎗 を 投じて 進む。 囘紇、 酋長と 相 顧みて 

臼 はく、  r 是 なり」 と。 皆 馬より 下りて 羅拜 す。 

(三)  ほしい i、 

通鑑の 唐の 代宗紀 に、 郭晞、 邠 州に 在りて 士卒 を 縱 にし 暴を爲 す。 節度 使^ ネ德之 

れを患 ふ。 段 秀實、 自ら 請うて 都 虞の 候に 補 せらる。 晞が 軍士 十七 人 市に 入りて 酒 を 

取り 酒 翁 を 刺す。 秀實の 列卒、 十七 人の 首 を 取りて I？ の 上に 注け 市門に 祯っ。 ^の 一 

營 大いに 譟 ぎて 盡く 甲す。 孝^ 恐る。 秀實曰 はく 、「請 ふ往 いて 之れ を 解かん」 と。 秀 

實 請うて 老蹵者 一人に 馬 を 持た しめ、 ^の 門下に 至る。 甲 者 出づ。 秀實 笑って 曰 はく" 

「一 老卒を 殺す に、 何ぞ 甲す る や、 吾れ 吾が 頭 を 戴いて 來る」 と。 甲者愕 く。 因って 

(六) なん ぢ そむ (七)  いかん 

諭して 曰 はく、 「常 侍、 若が 屬を 負く や。 副 元帥、 若が 屬を 負く や。 ^何 ぞ亂を 以て 郭 

氏 を 敗らん と 欲する」 と。 晞 出づ。 秀赏 之れ を^め て 曰 はく、 「副 元帥の 勳 iK 地 を 塞 

ぐ、 當に 終始 を 念ぶべし。 今 常 侍 卒を恣 にして 暴行 を爲し 且つ 亂を 致す。 亂 するとき 

は 罪 副 元帥に 及ばん。 亂常 侍より 出づ、 然 らば 則ち 郭 氏の 功名 其の 存 十る 者 幾何 ぞゃ」 

と。 一 百 未だ 畢ら ざるに、 晞再拜 して 臼 はく、 「公幸に 晞に敎 ふるに 道 を 以てす、 恩 甚だ 

カ行 二  一 五 九 
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大 たり、 敢 へて 命に 從は ざらん や」 と。 遂に 左右 を 顧み 叱して 盡く皆 甲 を 解き 散 じ 還 

らしむ。 部 伍の 中敢へ て^しき 者 は I 死す。 

f 1 )  あした 

二)  fix 一 百行 錄に、 寇準渲 淵に 在りし とき、 苺 夕 楊 億と 飲 障 歌^ 諧謔 歡 呼して 常に 日： に 達す、 

寇 して！？！ 淵 を  .^5  - 

0^^J 或は 寢に 就く とき は 鼻息 雷の 如し。 上、 人 をして 之れ を視サ しむ。 喜んで 曰 はく、 「渠 

ぶー 五一 一 頁參 

照  れ 此の 如くなる を 得、 吾れ 復た何 を か 憂 へん」 と。 

(二)  あだ 

(二) 張 方 平、 東坡 集に、 張文定 公が 墓誌に、 南詔來 つて 蜀に寇 せんと 欲すと 妄言す る あり、 匕の 

学 は 安道、 自 

^^お 守、 兵 を 調へ 城 を 築き、 民 大いに 驚擾 す。 朝廷 之れ を 聞いて 文定 公に 詔して 鎭 を西蜀 

宗の^ 參知政  ゆ 

事に 累ぉ し、 に 移さし む。 公の 言 はく、 「此れ 必ず 妄 ならん、 當に 以て 蜀を 靜鎭 すべし」 と。 之き て 

陳 州に. S たり。 

l?1£K、 境に 入り 令 を 下して 曰 はく、 「寇來 らば 吾れ 自ら 之れ に當 らん、 妄言す る 者 は 斬らん」 

せ？ す  たまく (三)  よも 

(b  十 と。 調 ふる 所の 兵を歸 し、 築城の 役を罷 む。 會-上 r 几に して 燈を觀 る あり、 塒門皆 通 

すがら 

夕閉ぢ ず。 蜀途に 大いに 安ん ず。 

(E)  W 下陳  士 ひ 氣 

蕃^ 竦の こと  -r  S 

七^  一  {wn  ム 

九 頁 1. 後 漢の趙 溫の傳 に、 溫曰 はく、 大丈夫 當に 雄飛すべし、 安ん ぞ 能く 雌伏 せんと。 ぅ陳 


(五) 潮に 祭 


(六) 後^の 

班 尨の 子、 班 

固の 弟な り。 

明 帝 . 章 帝の 

時に 西 域も征 

し、 遂に W 域 

都^と なり、 


蕃の傳 に、 大丈夫 世に 處る、 當に 天下 を 掃除すべし、 安ん ぞ 一 窒を 事と せんと。 又粱 

(jd  W 

竦が 傳に、 竦 曰 はく、 大丈夫 生きて は 當に封 侯 たるべし、 死して は 當に廐 食すべし。 

漢の班 超、 字 は 仲 升、 大志 あり。 家 貧に して 官の 爲に储 書す、 久しう して 勞 苦す。 嘗 

や  (七 J 

て 業 を 輟め筆 を 投じて 嘆 じて 曰 はく、 「大丈夫 は 他な し、 志 略^ ほ 當に傅 介 子 • 張騫が 

功 を 異域に 立てて 以て 封 侯 を 取りし に效 ふべ し、 安ん ぞ 能く 久しく 筆硯の 間に 事と せ 

んゃ」 と。 お^に、 任 域の 王彰、 左右に 謂って 曰 はく、 大丈夫 は衞. 霍が十 萬 騎に將 

として 沙漠 を馳せ 戎狄を 龃り功 を 立て 號を 建てし を 爲すを 得ん のみ。 何ぞ 能く 博士と 

作らん やと。 r の李靖 常に 曰 はく、 大丈夫 遇に 遭 ふとき は當に 功名 を 以て 富責を 取る 


ベ きこと を耍 せよ。 何ぞ 章句の 儒と 作る に 至らん と。 

こた 


又 


馬遂、 姿 度 魁 傑に して 諸兄 


集す。 定遠 

に封ぜ られ、 

西域に ある こ 

4 一十 1 年な 

り 

(七) 漢の義 

渠 のん、 年 十 

ET 學を 好み 

しが、 筆を投 

じて、 「大丈夫 

常に 功 を絕域 

に 立つ ベ し」 

^ば： ^ 與に學 ぶ。 策 を 輮め對 へて 曰 はく、 「天下 事 あるに 方って は、 丈夫 當に功 を 以て 四海 を 

の^-こ、 f»IMJ  すく  か  7  、 

に 行 や U 濟ふ べし。 渠の老 I 儒た らん や」 と。 更に 兵書 戰策 を學 び、 沈勇 多算 なり。 ヌ北史 に、 

王の 首 も 持ち 

て歸 る。 義陽 侯に 封ぜら る。 張. おは 漢の ^中の 人、 建 元の 時に 郎 となり 應 募して 月 氏國に 使し 匈 &を經 て^めら るる こと 十餘 年- 亡 走して 遂に 大 月 

氏に 至りて 使命 を果 す。 歸 りて 大中大 夫と な. り、 匈奴 を^って 功 あり、 博 望 K に 封 ぜらる (八) 衞靑 *霍 去 病の 二人、 靑字は 仲 卿、 漢の平 陽の 人、 

武 帝の 時に 大中大 夫たり、 匈奴 を 伐って 大功 あり、 長 平 K に 封ぜら る。 爾後 大將 軍を拜 す。 七た び 匈奴 を擊 つて 威^ 域に 震 ふ。 大司馬 を 以て 卒し * 

烈と諡 す。 去 病 は、 衞靑の 姉の 子、 同じく 六 度 匈奴 をう つて 功 あり、 糫騎 將軍 を拜 し、 冠 軍 侯に 封ぜ られ、 武 帝に a んぜら る (九) 唐の 人、 字 は 

^美、 炫 の弟リ 大曆 • 建 中の 頃 魇~ 李^ 蹯. 田：^ も擊 破し、 苘中書 門下 .ft ほ S に 進み、 北 平 郡 王に 封ぜら る。 又 李 懐 光 も 伐って 功 あ- 

せらる。  莊 武と諡 す 
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高昂、 字 は 敖曹、 幼時 便ち 壯氣 あり、 膽カ 人に 過ぐ。 龍お 豹 頸、 姿體雄 異なり。 父爲 

に 嚴師を 求め 捶撻を 加へ しむ。 昂、 師の 訓に遵 はず、 專ら 馳聘を 事と す、 毎に 言 へら 

く、 「男 兒當に 天下に 横行して 自ら 富責を 取るべし、 誰か 能く 端坐して 書 を 讀み老 博士 

と爲 らん や」 と。 其の 父 其の 昂 藏敖曹 なる を 以ての 故に 以て 之れ を 名字と す。 

蜀の諸 葛 亮の傳 に、 亮 慨然と して 馬を洛 河に 飮 ふの 志 あり。 通鑑 に、 秦の 王猛側 儘に 

して 大志 あり、 細務を 屑 とせず。 桓溫關 に 入る こと を 聞いて、 褐を 被りて 之れ に詣 

ひね 

り、 虱を捫 つて 當 世の 務を談 ず、 旁に 人な きが 若し。 

南 史の隱 逸 序に、 宇宙 を 用て 心と 成し、 風雲 を 借りて 以て 氣と爲 すと。 唐の 尙馳、 諸 

葛 亮娬を 撰し、 r 氣は全 吳を蓋 ひ、 胸 は六魏 を^む」 と。 

(1) 楚の 人、 

譽 望 

あ 亡んで 後 千 漢の季 布の 傳に、 曹丘 生、 布に 捭 して 曰 はく、 「楚 人の 諺に 曰 ふ、 黄金 百 斤 を 得ん は、 

金 を 以て 高祖  し  な 

顏 m 季 布が 一 諾を 得る に 如かず と。 足下 何 を 以て か 此の 聲を 梁楚の 間に 得た る や。 且つ 僕 

嫛 天下に 鳴る と 足下と 皆楚 人な り。 ^遊んで 足下の 名 を 天下に 揚げし めば、 顏 ふに 美なら ず や 一 と。 


布 大いに 悅び、 引きて 上客と 爲し 厚く 之れ に 送る。 布が 名 益-聞 ゆる 所以 は、 曹丘生 

之れ を揚 ぐれば なり。 

て (二  ) 

唐の 郭子 儀の 傅に、 子 儀 身 を 以て 天下の 安危た る こと 二十 年な り。 3 裴 度の 傅に、 度 

の 威譽德 業、 子 儀に 侔し、 中外に 出入して 身 を 以て 國の 安危 を槃 ぎ、 時の 重 輕を爲 す 

こと 一 一十 年な り。 

唐の 憲宗紀 に、 牛 僧孺. 楊 於 陵 • 裴 均 • 盧坦、 此の 數人は 皆 今の 人望み、 天下 其の 進 

うらな  . 

退 を視て 以て 時の 臧否を 卜 ふ 者な り。 唐の 狄仁 傑が 傳に、 仁 傑が 賢 は 北 斗 以南 一 人の 

みと。  • 

(wn 

言行 錄に、 范 仲淹、 韓琦 と與に 必ず 收復 せんと 欲す。 靈^ 邊 上の 謠に曰 はく、 「軍 中 一 

韓 あり、 西賊 之れ を^いて 心膽 寒し。 軍 中ー范 あり、 西賊 之れ を 聞いて 膽を驚 破す」 

と。 韓餽 公が 行狀 に、 戎狄 尤も 公の 名を畏 る。 凡そ 契 丹に 使す る もの 及び 來 使の 者 必 

ず韓魏 公の 安否 を 問 ふ。 
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蘇 氏談訓 に、 祖父 嘗て 云 ふ、 子瞻 世に 盛名 あり、 而も 退いて 自ら 矜 るの 色な し、 此れ 

人に 過ぎたり と爲 す。 

(二)  (光)  51) 

呂氏 家塾 記に、 皇祐 • 至 和の 間、 司 馬 公の 名猶ほ 未だ 甚だ 輝赫 せず。 正 獻公曰 はく、 

「君實 が 若き は、 實 其の 名に 過ぎたり と 謂ぶべし」 と。 後に 溫 公の 隆 名代 を 蓋 ふ。 士 

賢不 宵 贵賤 となく 皆 知り、 長れ て 之れ を 愛す。 而 して 衆人 未だ 知らざる の 前 を 知りし 

者 は 惟だ龐 水-相と 正獻 公との み。 蘇 東坡、 司馬溫 公が 行狀を 撰び、 「田夫 野 老皆司 馬 相 

公と 號し、 而 して 婦人 孺子 其の 君實 たる を 知るな り」 と。 

胡 安定の 墓表に、 先生の 弟子 四方に 散 じ、 其の 人の 賢愚に 隨ひ、 循々 として 雅飭 す。 

其の 言談舉 止、 之れ に 遇うて 問 はずして 先生の 弟子た る を 知るべく、 其の 學者相 語つ 

て 先生と 稱 する は 問 はずして 胡 公た る こと を 知る ベ しと。 

省 身 

(六】 ハク テ (ヲヒ シ カラン r ヲ  テハ  ヌ  ニラ ミル 

子 曰、 見 レ 賢 思 a 齊 焉、 見 二 不賢 1 而內. HI 省 也、 

(七) 

朱 子 曰 はく、 齊 しからん こと を 思 ふと は， 己れ も 亦 是の善 あらん こと を冀 ふたり。 


(八) 同前 


(九) 1H; 土 

仁篇 第二 十二 

章 

(10) 論語 

集註 


(一一) 同 里 

仁篇 第二 十一 一 一 

章 

二  二) 謝 良 

佐、 字は顯 道、 

上蔡 先生、 程 

門 si 先生の 一 

人。 この 語、 

朱 子の 論語 集 

註に 出づ 

二三) 里 仁 

篇第 二十 四 章 

(一四) お 語 

雄 而篇第 六 章 

(一 五〕 集註 


內に 自ら 省みる と は、 己れ も 亦 是の惡 あらん こと を 恐る るな り。 おお S 、はく、 人の 
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善惡 同じから ざる を 見て、 諸れ を 身に 反りみ ずと いふ ことなき とき は、 徒らに 人 を 

羨んで 自棄に 甘ん ずる こと あらず、 徒らに 人 を 責めて 自責 を 忘る る こと あらず。 

ハク ハ  ヲレル ハサ  ヅ レバ ノ  ラン r ヲ バ 

子 曰、 古 者 言 之不レ 出、 恥 一一 躬 之不- 逮也、 

(10) 

朱 子 曰 はく， 古 者と 言 ふとき は、 以て 今の 然ら ざる こと を 見る。 逮は 及な り。 行、 

一一 目に 及ばざる は恥づ べきの 甚 しきな り。 古 者 其の 言 を 出さざる 所以 は 此れが 爲の故 

なり。 

(二) ハク テ ヲフ レ ヲハシ 

子 曰、 以レ約 失， 之 者 鮮矣、 

(ニー)  し ぜん  ほしい 

謝 氏 曰 はく、 侈 然として 以て 自ら 放 にせざる、 之れ を 約と 謂 ふ。 

0 S ハク  ス -ーメ  一一  ナ ラン r ヌ  二 

子 曰、 君子 欲 卞訥ニ 於 言 一而 敏 * 於 行 h 

謝 氏 曰 はく、 放言 は 易し， 故に 訥 ならん こと を 欲す。 カ行 は 難し、 故に 敏 ならん こ 

と を 欲す。 

=s 《クシ  二 リ -ーリ  -I ブ  -I 

子 曰、 志 二 於 道； 據， 1 於德； 依 二 於 仁； 游， 1 於藝ー 

ゆ  まさ 

朱 子 曰 はく、 志と は 心の 之く 所の 謂な り。 道 は 則ち 人倫 日用の 間 當に行 ふべき 所の 

力 行 二  1 六 五 
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者是れ なり。 據は執 守の 意。 德は 則ち 道 を 行うて 心に 5：： る こと ある 者な り。 依 は 違 

はざる の 謂。 仁 は 則ち 私欲 盡き 去って 心德の 全きな り。 游は物 を玩び 情に 適 ふの 謂 

なり。 藝は 則ち 禮樂の 文、 射 御 書數の 法、 皆 至 理の寓 する 所に して、 曰 用の 闕 くべ 

からざる 者な り。 

(一) ハク ミ ヌム ハ ヲスル  ト\  ナル ハム r> レヌ ハナ ハダ シケ レバ ^ル 

yusp 子 曰、 好い 勇疾 ぃ貧亂 也、 人而 不仁、 疾レ之 已甚 亂也、 

ケ " 十 章 

(二)  な 

(二) 集註  朱 子 曰 はく、 勇 を 好みて、 分に 安ん ぜ ざると き は、 必ず 亂を 作す。 不仁の 人 を疾み 

て 之れ をして 容 るる 所な からしめば、 必ず 亂を 致す。 二者の 心 は 善惡殊 なりと 雖 も- 

然も 其の 亂を 生ずる は 則ち 一 なり。 

(111) ハク クジ- -ミヲ  リテヲ クスヲ  二ハ  ラ  -I ハ  ラ  ル tt〈  ハレ キ *t《 

子 曰、 篤信 好レ率 、 守レ 死善レ 道、 危邦 不レ 入、 亂邦 不レ 居、 天下 有レ 道 則 見、 無レ 道 

仆^ 第.. M 一一 章 - Z  レ 

ル  一 I ル. -I  メ ツナ ル ハナ リ  一一 キ <t  - 一  ミ ッ キハ ナリ 

則隱、 邦有レ 道 貧 且賤焉 恥 也、 邦 無, 道 富 且責焉 恥 也、 

朱 子 曰 はく、 篤 は 厚く して 力む るな り。 篤く 信ぜざる とき は學を 好む こと 能 はず、 

然して 篤く 信じて 而も 學を 好ま ざれば、 則ち 信ずる 所 或は 其の 正しき に 非ず。 死 を 

守らざる とき は 以て 其の 道 を 善くす る 能 はず、 然して 死 を 守つ て 而も 以て 其の 道 を 

善くす るに 足ら ざれば、 則ち 亦 徒死の み。 蓋し 死 を 守る は、 篤く 信ずる の效 なり." 


道 を 善くす る は、 舉を 好む の 功な り。 

(H) ハク  ラ クズ  ク ムル it〈  二  ザ カル -1 

子 曰- 躬自 厚、 而薄責 こ 於 人.： 則遠レ 怨矣、 

(五) ハク レニ クビ ミルガ ヲ -1 ノヅテ  ャ ァラ  ッテ  ャァラ  へテ  ャハ 

曾 子 曰、 吾 日 三 省 一一 吾 身； 爲レ人 謀 而 不レ忠 乎、 與 一一 朋友 1 交 而不レ 信 乎、 傳 而不， 習 

乎、 

朱 子 曰 はく、 己れ を盡す 之れ を 忠と謂 ひ、 實を 以てする 之れ を 信と 謂 ふ。 傳とは 之 

れを 師に受 くる を 謂 ひ、 習 は 之れ を 己れ に 熟する を 謂 ふ。 曾 子 此の 三つの 者 を 以て 

日に 其の 身 を 省み、 有る とき は 之れ を 改め、 無き とき は 加へ 勉む。 其の 自ら 治む る 

ことの 誠 切 此の 如し。 舉の本 を 得たり と 謂 ふべ し。 而 して 三つの 者の 序 は 則ち 又忠 

信 を 以て 傳 習の 本と 爲 すなり。 

(七) ハク ハ  カラ テ ンバ アル  ナラ  クメ  シ  テス ガト  ャタ カラ  シテ  ム 

又 曰、 士不, 可, 1 以不， 一 弘毅ハ 任 重而道 遠、 仁 以爲ニ 己 任； 不二 亦 重 一 乎、 死 而後 已、 

不二 亦 遠 一 乎、 

(八】  た 

朱 子 曰 はく、 .弘 は寬廣 なり。 毅は强 忍な り。 弘に非 ざれば 其の 重きに 勝 ふる 能 はず _ 

毅に非 ざれば 其の 遠き を 致す ことなし。 仁 は 人心の 全德 にして、 必ず 身體を 以て 之 

れを 力め 行 はんこと を 欲す、 重し と 謂 ふべ し。 一 息も^ ほ 此の 志あって 少しも 懈る 


(一) 集註 


(二) Is 

而篇第 十一 一； 章、 

有 子 は 孔子の 

門人 有 若、 魯 

の 人、 その 容 

^-^|ナにクた 

り， 孔子 歿後 

門人 師を慕 ふ 

の餘 り、 有 若 

% 立て て師と 

せんとす。 故 

に 特に 有 子と 

し ，：- 乙な hv 

とい ふ 

(le 集註 


S) 舊+ 

張ま^お 

(き 集註 
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ベから ず、 遠し と 謂 ふべ し- 
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程 子 VI 


曰 はく、 弘 にして 毅 ならざる とき は 規矩な くして 


立ち 難し。 毅 にして 弘 ならざる とき は隘陋 にして 以て 之れ に 居る ことなし。 又 曰 は 

く、 弘大 剛毅に して 然して 後に 能く 重く 任じて 遠く 到る に 勝 ふ。 

(二)  《ク  キ W ハ -ー  シ フム.  キ U: ハ -- ザ カル  «  ル r レ X 《ノ，  シ 

有 子 曰、 信 近， 一 於義； 言 可レ復 也、 恭近 一一 於禮 一 遠 一一 恥辱 一也、 因 不レ失 二 其 親； 亦 可 

レ宗 矣、  - 

(三)  ふ 

朱 子 曰 はく、 信 は 信 を 約す るな り、 義は 事の 宜しき なり。 復は 言を踐 むな り。 恭は 

敬 を 致す ことなり、 禮は節 文な り。 因 は獍ほ 依の ごとし、 宗は獍 ほ 主の ごとし。 言 

かな 

ふこ ころ は、 信 を 約して 其の 宜しき に 合 ふとき は、 言 必ず 踐む べし。 恭を 致して 其 

あた 

の 節に 中る とき は、 能く 恥辱に 遠ざかる。 依る 所の 者 其の 親しむ べきの 人 を 失 は ざ 

ると き は、 叉 以て 宗 として 之れ を 主と すべし と。 此れ 言 ふこ ころ は、 人の 一 百行 交際 

いんじよ うこ ラ しょ  まさ 

皆當に 之れ を始に 謹んで 其の 終る 所 を 慮る ベ し、 然らずんば 則ち 因仍 苟且の 問將に 

其の 自失の 悔に勝 へざる 者 あらんと すと なり。 

(BC)  ハク  テ キヲ シヲ  テル ヲヒヌ  一一 ハヒヲ  一一 〈フ ，  レ ナ ルノミ 

子 張 曰、 士 見, 危 致, 命、 見い 得 思, 義、 祭 思, 敬、 喪 思, 哀、 其 可 已矣、 

(五)  £K 

朱 子 曰 はく、 命 を 致す と は， 其の 命 を 委ね 致す を 謂 ふ、 猶ほ 命を投 くと 言 ふが ごと 


し。 四つの 者 は 身 を 立つ るの 大節 なり、 一 つも 至らざる こと あるとき は、 餘は觀 る 

ちか 

に 足る ことなし。 故に 言 はく、  士 能く 此の 如きと き は 其の 可なる に庶 からん かと。 

曲禮 曰、 禮不, 踰レ 節、 不二 侵 侮； 不二 好狎； 修レ 身踐 ，言、 謂, 之 善行； 

踰は 越な り。 節 は 上下の 等級 を 謂 ふ。 侵 侮 は 侵犯して 侮慢す るな り。 好狎は 好んで 

褻 狎を爲 すたり。 

(七 )- 一 ハク  ハ  ヲ  メ  -1  ヌ  マジへ  *-  ，ヲ  ケ 

樂記 曰、 君子 姦聲亂 色、 不, 留ニ 聰明； 淫樂 薦禮、 不& $,1 心 術 一 惰 慢邪碎 之氣、 不, 設， I 

於 身體； 使,， 耳目 鼻口 心 知 百體、 皆繇， I 順 正, 以行 ホ其義 h 

(A)  ハク  ハレ ル 「ヲ  二  〈  レ フ rl ヲ ノ カウ べヲ 

孟子 曰、 志士 不レ 忘レ在 一一 溝壑； 勇士 不レ 忘レ 喪， 一 其 元 一 

(力)  まこと  くわん くわく  こうがく 

朱 子 曰 はく、 元は 首な り。 志士 は 固に 究 しても、 常に 死して 棺悸 なく 溝^に 棄 てら 

おも  うしな 

れて 恨みざる こと を 念 ふ。 勇士 は 生 を輕ん じ、 常に 戰鬪 して 死し、 其の 首 を 喪 ふ も 

而も 顧み ざらん こと を 念 ふなり。 

(10) ハグ 广,  ハヲ  メ  レヲメ  〈ヌ  一一  ォ ノレ ，  メ  レヲ  一 一 

又 曰、 士 窮不レ 失：. 義、 達不レ 離， 道、 窮 不；. 失， 義、 故士 得， 己焉、 達不レ 離, 道、 故民不 

レ失レ 望焉、 

(一 一)  . 

朱 子 曰 はく、 言 ふこ ころ は、 貧賤 を 以て 移らず、 富貴 を 以て 淫 せず となり。 比れ ^ 
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を 尊び 義を樂 しみ、 行事の 實を 見るな り。 己れ を 得る は、 己れ を 失 はざる なり。 民 

望 を 失 はずと は、 言 ふこ ころ は、 人 素と 其の 道 を 輿し 治 を 致 十 こと を 望む、 今果し 

て 望む 所の 如しと なり。 

(一) ハク  ダ カラ テフ  フ〈 レテ ヲ トル レヲ  クメ テフ  ルハハ  レテル ヲハ ルレ ヲ 

又 曰、 士未レ 可 一一 以言 一而 言、 是以レ 言 話レ之 也、 可 一一 以言 一而 不レ言 、 是以レ 不レ言 話レ之 也、 

シテ 

是皆穿 踰之類 也、 

(二)  ひと 

朱 子 曰 はく、 話 は 之れ を 探り 取る ことなり。 今の 人 舌 を 以て 物 を 取る を 話と 曰 ふ は 

こころ 

卽ち 此の 意な り。 便佞 隱默 なる は 皆 人 を 探り 取る に 意 あり、 是れ亦 穿踰の 類な り。 

(三) ハク リ  ノ  一一  チ  ノ  一一  フ  ノ  ヲ  ル it ハヌト  リレ -ール it ハ 

又 曰、 居 二 天下 之廣 居； 立 二 天下 之 正位 一 行 二 天下 之 大道； 得， 志與， 民由レ 之、 不， 得 

レ志獨 行 二 其 道 一 富貴 不レ 能， 淫、 貧賤 モ不 n、 威武 不， 能い 屈、 此 之 謂 二 大丈夫； 

朱 子 曰 はく、 廣居は 仁な り、 正位 は禮 なり、 大道 は義 なり。 民と 之れ に 由る と は、 

其の 得た る 所 を 人に 推すな り。 獨り 其の 道 を 行 ふと は、 其の^た る 所 を 己れ に 守る 

とろ か 

なり。 淫は 其の 心を蕩 すなり、 移 は 其の 節を變 ずるな り、 屈 は 其の 志 を 挫く ことな 

り o  . 

-I  〈ク レ トイ フ 「セ  トズク シフガ  一一 セョヌ  ズル カナ ？  t.  -.  i 

曲禮 曰、 毋 レ不, 敬、 儼 若レ 思、 安二 定 辭ー 安， 民 哉、 B^?^ 


黄 氏 曰 はく、 毋は 禁止の 辭、 儼 は矜莊 の貌、 人の 坐して 思ふ貌 必ず 儼然たる なり。 

安定 は審 にす るな り。 敬せ ずと いふ こと 毋れと は、 其の 心 を 正しう するな り。 儼と 

して 思 ふが 若しと は、 其の 貌を 正しう するな り。 辭を 安定す ると は、 其の 言 を 正し 

うするな り。 民 を 安ん ずる 哉と は、 己れ を 正しう して 物 正しき なり。 

モ ) 

呂大臨 曰 はく、 敬せ ずと いふ こと 毋れと は、 其の 心 を 正しう するな り。 儼として 

思 ふが 若しと は、 其の 貌を 正しう するな り。 辭を 安定す ると は、 其の 言を芷 しう す 

るな り。 三者 正しき とき は、 往く 所と して 正に 非ず とい ふこと なし、 所謂 「大人 は 

己れ を 正しう して 物 正し」 とい ふ 者な り。 我れ を 以て 彼れ に對 す、 我れ 安ければ 則 

ち 彼れ も 安し。 此れ 己れ を 修めて 以て 人 を 安ん ずるな り。 我が 安ん ずる 所 を 推して、 

而 して 天下 平 かなり。 此れ 己れ を 修めて 以て 百姓 を 安ん ずるな り。 天下の 至大なる 

も、 諸れ を 身を修 むる ことに 取りて 足らずと いふ ことなし。 故に 「民 を 安ん ずる 

哉」 と 曰 ふ。 此れ 禮の 本な り、 故に 曲禮の 首章に 於て 之れ を 言 ふ。 

(七) 

ハ  カラ ゼシム ハ.  カラ ホシ イマ、 II ス ハ  カラ テシム  <  カラ ム 

敖不 レ可レ 長、 欲不, 可 ， 從、 志不， 可, 滿、 樂不, 可， 極、 

敖は 己れ に矜り 物を慢 るの 謂、 欲 は飮食 男女の 欲 を 謂 ふ。 四つの 者は慢 遊の 道な り。 


(一) 前文に 

つづく 曲蹬上 

篇第 一一 一章 

(二) 宋の錢 


^槳を 出して 

民 を 救 ひしな 

(三) 晉の公 

子 重 耳が 國を 

追 はれて^ 侯 


に 妻 はすに 姜 

氏 を 以て し、 

馬 二十 乘ぁ り。 

重 耳 ほ 元來晉 

の 位に つくべ 

き 大望 ある 身 

に 拘らす これ 

に 安ん ぜんと 

す。 從者 その 

不 可 を 諫めて 

齊を 去らし め 

ん とす。 重 耳 

閲 かす。 姜氏 

も 亦 夫の 大志 

成就 を 思うて、 

女に とら はれ 

安き になれ る 


とて 諫め、 

一に 子 犯と 謀 


修敎耍 錄卷之 七  一七 二 

桀紂が 自ら 禍 する 所以な り。 

賢者 狎 而敬， 之、 長 而愛, 之、 愛 而知二 其惡〗 憎 而知ニ 其 ~么 積 而能 散、 安, 安而能 

遷、 

狎は 素より 親しみ 狎 るる を 謂 ふ。 人の 常 情、 人と 親しみ 狎 るるとき は 敬 弛む。 長 敬 

する 所 あれば 愛衰 ふ。 唯 だ 賢者の み 乃ち 能く 狎れて 之れ を 敬す、 是を 以て 褻る ると 

あなど 

雖も 而も 慢ら ず。 長れ て 之れ を 愛す、 是を 以て 貌恭 にして 而も 情 親し。 己れ が 愛 

憎 は 或は 私心に 出で て、 人の 善惡は 自ら 公論 あり。 唯 だ 賢者 は 心を存 する こと 中正 

にして、 乃ち 能く 此れ を 以て 彼れ を廢 せず。 己れ 蓄積 あり、 貧窮の 者 を 見て は 則ち 

にぎ は  01) 

當に 能く 散 じて 以て 之れ を 姻し救 ふべ し。 宋の樂 氏の 若し。 婦| 髓 §K:。 己れ に今此 

の 安き に 安んじ、 後の 害 ある こと を圖 ると き は、 當に 能く 遷 なべし。 K1! の：^ 犯、 ^ 

氏と 重 耳を醉 はしめ て 行ら しむる は 之れ に 近し。 ull^l" 朱 子の 曰 はく、 此れ 言 

ふこ ころ は、 賢者 は 其の 狎 るる 所に 於て 能く 之れ を 敬し、 其の 長る る 所に 於て 能く 

之れ を 愛し、 其の 愛する 所に 於て 能く 其の 惡を 知り、 其の 憎む 所に 於て 能く 其の 善 

を 知り、 積 財す と雖も 能く 散 じ 施し、 安き に 安ん ずると 雖も 能く 義に遷 る、 以て 法 


と爲 すべし となり。 上下の 文の 禁戏 の辭と 同じから ず。 

ンデハ 一一 レ モル 1 ンデハ 一一 レ モル、 r ァラ ゾヒハ レ ムル ッ r ヲ ッ. ニハ レ ムル キヌ 

臨レ 財 毋ニ苟 得〗 臨 難 毋ニ苟 免〗 狠 毋レ 求レ 勝、 分 毋 レ求レ 多、 

苟は 苟且、 狠 は鬪狠 なり、 分 は 財 を 分つな り。 苟も 得る こと 毋れと は、 利 を 見て 義 

を 思 ふこと なり。 苟も 免る る こと 毋れと は、 危 きを 見て は 命を授 くる ことなり。 勝 

つ こと を 求む る 毋れと は、 忿には 難 を 思 ふこと なり。 多き を 求む る こと 毋れと は、 

ひと 

均しから ざる こと を. ふるな り 。 

S) 

键 I 毋, 質、 直而 勿, 有、 

質 は 成な り、 事 疑 はしき こと あるとき は、 之れ を闕 いて、 己れ の 意 を 以て 斷 ずべ か 

らず。 朱 子 曰 はく、 兩句連 ほして 是 なりと 爲す。 疑 はしき 事 は 質す 勿れと は 卽ち少 

みづか 

儀の 所謂 「身ら 言語 を 質す 毋れ」 なり。 直にして 有する こと 勿れと は、 我が 見る 所 

を陳 ベて は、， 彼れ が 決 擇に聽 せ、 據っ て 之れ を 有し 專ら 辨を務 むべ からざる こと を 

謂 へ り。 然らずんば 則ち 是れ身 を 以て 言語 を 質すな り。 

遜 思邈曰 はく、 膽は大 ならん こと を 欲して 心 は 小な らんこと を 欲す。 智は圓 ならん こ 

と を 欲して 行 は 方な らん こと を 欲すと。 


修敎 耍錄卷 \! 七  一七 四 

かん ゐ 

思邈は 唐の 京 兆の 人。 膽大は 敢爲を 謂 ひ、 心 小 は 畏敬 を 謂 ふ。 智圓 は變に 通ず る こ 

と を 謂 ひ、 行方 は 守る こと ある を 謂 ふ。 

范忠宣 公子 弟 を 戒めて 曰 はく、 人 至 愚な りと 雖も、 人を責 むる こと は 則ち 明かな り。 

I  くら  なんち ともがら 

聰明 ありと 雖も、 己れ を恕 する こと は EC. ち昏 し。 雨が 曹 但だ 常に 人を實 むる の 心 を 

以て 己れ を 責め、 己れ を恕 する の 心 を 以て 人を恕 すれば、 聖賢の 地位に 到らざる を 患 

へ ざるな りと。 

公、 名 は 純 仁、 字は堯 夫、 忠 宣は諡 なり。 文 正 公の 子な り。 朱 子 曰 はく、 恕 は是れ 

推 去 的な り、 己れ に 於て は 當に恕 の 字 を 下すべからず。 若し 其の 語を修 潤せん と 欲 

せば、 當に 「己れ を 愛する の 心 を 以て 人 を 愛せよ」 と 曰ぶべし。 吳氏曰 はく、 恕の 

字の 義、 范公 は 蓋し 寬恕 を 以て 言 を爲 せるな り。 

(二) 同前 張 思叔が 座右の銘に 曰 はく、 凡そ 語 は 必ず 忠信に し、 凡そ 行 は 必ず 篤 敬に し、 飮食は 

必ず 愼節 にし、 字畫は 必ず 楷 正にし、 容貌 は 必ず 端莊 にし、 衣冠 は 必ず 肅整 にし、 歩 

履 は 必ず 安祥に し、 居處は 必ず 正靜 に、 事 を 作す に は 必ず 始を 謀り、 言 を 出す には必 

ず 行 を 顧み、 常德は 必ず 固く 持し、 然諾 は 必ず 重く 應じ、 善 を 見て は 己れ より 出す が 


.B く、 惡 を： ^てま 己.^^:. J お めく よ。 凡そ 此の 十 P の 者 は、 我れ 未だ 深く 省み 

.5 く  ^さ t. 刀 マ ^ ー匸. カタく^  J す。 此れ を 書して^ 隅に 當て 警めと 爲す。 

思叔、 名 は繹、 宋の 河南の 人。 銘は 自警の 辭 なり。 慎と は 苟も 食 はざる を 謂 ひ、 節 

は 恣に食 はざる を 謂 ふ。 楷は偏 邪なら ざる を 謂 ふ。 常德は 平常の 德、 之れ を 持す る 

いらへ  ふ 

こと M きとき は 失 はず。 然諾 は昝應 の辭、 應 ずる ことの 重きと きは踐 まん こと を 思 

ふ。 己れ より 出す が 如しと は、 己れ 亦 是の善 あらん こと を冀 ふなり。 己れ 病む が 如 

しと は、 己れ 亦 是の惡 あらん こと を 恐る るな り。 

31) 

0 小 83 范益 謙が 座右の 戒に曰 はく、 一に は 朝廷の 利害 *邊 報-差 除 を 言 はず、 二に は 州縣の 

官 員の 長短 得失 を 言 はず、 三に は 衆人 作す 所の 過 惡を言 はず、 四に は宫 職に 仕 進す る 

に 時に 趨り 勢に 附 くこと を 言 はず、 五に は 財 利の 多少と 貧 を 厭 ひ 富 を 求む る こと を 言 

いんせつぎ まん  きうべき  もと 

はす、 六に は淫 碟戲慢 女色 を 評論す る こと を 言 はず、 七に は 人の 物 を求覔 し 酒 食 を 干 

ざぐ 

め 索る こと を 言 はずと。 

謙 益、 名 は冲、 宋の 人。 邊 報は邊 境の 報な り。 使 を 遣 はす を 差と 曰 ひ、 官を授 くる 

もと 

を 除と 曰 ふ。 心なく して 理を失 ふ を 過と 爲し * 心あって 理に 悖る を 惡と曰 ふ。 碟は 

狎 なり。 

力 行 二  一  七 i 


n 孔 w 
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ョ 小纖 お 曰 はく、 一に は 人 書信 を附 したる とき は開拆 沈滞すべからず、 SKis^pK^t; に。 

If  c 篇に 載す 

二に は 人と 並 坐して は 人の 私書 を 窺 ふべ からず、 1續| 嘲 三に は 凡そ 人の 家に 入りて は 

人の 文字 を 看るべからず、 g^l? 滅 5、 四に は 凡そ 人の 物 を 借りて は損壞 して 還さざる 

あるべからず、 五に は 凡そ 飮食を 喫する に は 練擇去 取すべからず、 六に は 凡 

そ 人と 同じく 處れば 自ら 便利 を擇 ぶべ からず、 gljlf% ^の^、 七に は 人の 富責を 見 

て は 嘆羨詆 毀すべからず。 ^凡そ 此の 數事、 之れ を 犯す 者 あらば、 以 

て 意 を 用 ふるの 不肖 を 見る に 足る。 存心 修身に 於て 大いに 害する 所 あり。 因って^ し 

て 以て 自ら 警 むと。 

(二) (三) あやまち 

^溪の 周 子 曰 はく、 仲 由、 過 を^く こと を 喜び、 令名 窮 りなし。 今の 人 過 あれば、 人 

の規す こと を 喜ばず、 疾を 護して 醫を 忌む が 如し。 寧ろ 其の 身を滅 して 悟る ことなき 

なり。 癀。 

朱 子 曰 はく、 其の 聞く こと を 得る を 喜んで 之れ を改 む。 規は 規諫、 悟 は 悔悟、 噫 は 

,  まね 

傷 痛の 聲 なり。 過つ も 改めざる とき は、 惡を爲 して 禍を 速く。 

小 奥 s  f  (ran  おか 

ー；-：：篇 に？' 程 子⑩曰 はく、 只 だ 整齊？ si なるとき は 心 便ち 一な り。 一 なるとき は 自ら 非 辟の 干す 


i  ^^ス 
にた '呂凸 
Hi 小 こ 本 
づ擧 の中宋 
嘉引 のの 
言 用' 著舉 


ことなし。 

獰齊敲 肅とは 衣冠 を 正しう し^ 視を 尊く する の 類の 如し。 一 は專 一 なり。 

(五)  (六)  き やう  おこた 

伊川 甚だ 表記の 「君子 莊敬 なれば： n に彊 に、 安肆 なれば 日に 偷る」 の 語 を 愛す。 蓋し 

常人の 情 は纔に 放肆 なれば、 則ち H に 曠蕩に 就き、 .E ら檢朿 すれば、 則ち 曰に 規矩に 

就く。  m^M^ 人外 物の 身 を 奉ずる 者 ，il に 於て、 事- - 好からん こと を 要め、 

只 だ 自家 一箇の 身と 心と を 有つ こと、 却って 好からん こと を 要め ず。 苟も 外物 好き を 

ォ  (七)  ち だう 

得る 時 は 却 つ て 自家 の 身と 心と 已に 自ら 先づ 好 了 ならざる こと を 知 道せ ざるな り。 

呂氏童 蒙 訓に曰 はく、 今日 一 事を^し、 明日 一 事 を 記して、 久しう するとき は 自然に 

莨 穿す。 今日 一 理を辨 じ、 明 H 一  理を辨 じ、 久しう するとき は 自然に 浹洽 す。 今日 一 

難事 を 行 ひ、 明日 一 難事 を 行 ひ、 久しう すると 3 は 自然に 堅固な り。 渙 然として 冰釋 

し、 怡 然として 理順 ひ、 久しう して 之れ を 肉得 十、 偶然に 非ざる なり。 

「is ひと 第五 倫に 問うて 曰 はく、 公 も 私 あり やと。 對 へて 曰 はく、 昔 人 吾れ に 干 里の 馬 

を與 ふる 者 あり、 吾れ 受け ざり きと 雖も、 三 公 を選擧 する 所 ある^に、 心に 忘る る こ 

と 能 はず、 而れ ども 終に 用 ひざり き。 吾が 兄の 子 病 ありし とき、 一夜に ト たび 柱き し 

カ行 二  一七 七 


(九) 小 S さ 

行篇 に出づ 

(10) 漢に 

於て は、 大尉 • 

. 司 空 も 


(七) 添 ネ た 


S 前 
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よもすがら 

も、 退いて は 安らかに 寢 たりし が、 吾が 子 病 ありし とき は、 省視 せず と雖 も、 竟夕眠 

らざ りき。 是の 若き 者豈 私な しと 謂 ふべ けんや。 lg. は I、 の II？ 人^。 

朱 子 曰 はく、  ^1 めざり し は 自ら 是れ 好し。 然れ ども 心に 終に 忘れ ざり し は 便ち 是れ 

他の 取擧の 意思 を 喫して 過た ざり しもの、 這 は 便ち 是れ 私意な り。 又 曰 はく、 十た 

び 起く ると 起きざる との 如き は^ち 是れ 私に して、 這 は 便ち 是れ嫌 を 避く るな り。 

( 1 ) 

只 だ是れ 他れ 這の 意思 を 見得たり、 已に是 れ大段 工夫 を 做し、 大段 省察 を會し 了る。 

(二)  な 

楊 震が 擧 ぐる 所の 荊 州の 茂才 王密、 昌邑の 令と 爲り^ 見せる とき、 金 十 斤 を懷 にして 

以て 震に 遺る。 震 曰 はく 、「故人 君 を 知る、 君 故人 を 知らざる は何ぞ や」 と。 密曰 はく、 

「莫 夜に して 知る 者な し」 と。 震 曰 はく、 天 知る、 祌 知る、 我れ 知る、 子 知る。 佝ぞ 

知る ものな しと 謂 はん」 と。 密、 愧ぢて 去る。 ，2 義： ミ人。 

(三) た 5 かん  .  ひや/、 へき 

さの 陶侃廣 州の 刺史 と爲 り、 州に 在って 事な きとき は、 輒ち 朝に 百^ を齋 外に 運び、 

か はら 

莫には 齋內に 運ぶ。 人 其の 故 を 問 ふ。 答 へ て 臼 はく、 「吾れ 正に 力 を 中原に 致さん とす。 

過- 爾 として 優 逸せば、 恐らく は 事に 堪へ ざらん」 と。 其の 志を勵 まし 力 を 勤む る こと 

皆 此の 類な りき。 ^^漂 WSIKS,^ ぉ顺, 常に 人に 語って 曰 はく、 「大禹 


は 聖人に して 乃ち 寸陰を 惜しむ。 衆人に 至って は 當に分 陰 を 惜しむべし。 豈逸 遊荒醉 

すべ けんや。 生きて 時に 益な く、 死して 後に 間 ゆる ことなければ、 是れ 自棄な り。 ま 

錢！？ 。諸，' の參佐 或は 談戲を 以て 事を廢 する 者 あれば、 乃ち 命じて 其の 酒器 • 蒲 博の 具 

ばくち (五) 

を 取りて 悉く 之れ を 江に 投ず。 fm:> 吏 將には 則ち 鞭 扑を加 ふ。 曰 はく、 「稃蒲 は 

ぽ くちよ ど 

牧猪 奴の 戯 のみ。 老莊が 浮華 は 先王の 法 言に 非ず、 行 ふべ からざる なり。 君子 は當に 

其の 衣冠 を 正しう し 其の 威儀 を攝 むべ し、 何 ぞ亂頭 養 望に して .0 ら弘 達と 謂 ふこと あ 

らん や I  t-o 茭望は 通^に は 跣 足に 作る。 吳氏臼 

At  At ^し と はく、^^ と はおの 虚^ を 養 ふなり。 

漢の宣 帝の 臣陳萬 年 病む。 其の 子咸を 召し 脉 下に 教戒す、 語 夜半に 至る。 咸陴 つて 頭 

を ^風に 觸る。 市 I 年大 怒し 之れ を 杖う たんと 欲す。 咸 叩頭して 謝して 臼 はく、 「具に 言 

はるる 所を曉 る。 大要 は 咸に詔 を 敎 ふるな り」 と。 萬 年 乃ち 復た言 はず。 始め 萬 年 御 

(六)  5 かが 

史 太夫と 爲り、 以て 丙 吉の病 を 候 ふ、 獨り 衆人， の 後に 留まり 昏 夜に 至って 乃ち 歸る。 

吉、 故 を 以て 之れ を 蒲む。 まの 效 なり。 咸、 年 十八、 父の 任 を 以て 郞と爲 る。 卽ち抗 

しばく  I 

直にして 數 * '事 を 言 ひ、 近臣 を！： さんと 試む。 ず！： 年、 己れ に 類せ ざる を 以ての 故に 之 

れを戒 む。 
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范文正 公、 少 にして 大節 あり。 其の 富責 貧賤 毀 譽歡戚 に 於て 一 も 其の 心 を 動かさず し 

て、 慨然と して 天下に 志 あり。 嘗て 自ら 誦して 曰 はく、  r 士は當 に 犬 下の 憂に 先 きんじ 

て 憂へ、 天下の 樂に 後れて 樂 しむ、、 〈し」 と。 其の上に 事へ 人 を 遇する、 一 以て 自ら 信 

じて、 利害 を 擇び趨 捨を爲 す こと あらず。 其の 爲す所 必ず 其の 方を盡 して 曰 はく、 「之 

れを爲 すに 我れ よりす る 者 は 當に是 の 如くす ベ し。 其の 成る と 否と は 我れ に 在らざる 

もの あり。 聖賢と 雖も必 とする 能 はず。 吾れ 豈 苟も せんや」 と。 

つ 二  まさ 

司 馬 溫公嘗 て 言 ふ 、 「吾 れ 人に 過る ものな し、 但だ 平生の 爲す所 未だ 嘗て 人に 對 して 言 

ふべ からざる もの あらざる のみ」 と。 f ザる 

(一一 一)  1* 一  . 

晉の 殷浩、 人品 身 を 終 ふるまでに 三た び變 ず。 累 りに 徵辟 を^す る は  一 ^士に 似たり。 

揚 州に 刺たり しとき 毅然として 北征 する は 一 賢臣に 似たり。 桓 溫に棄 てられし とき は、 

又尙書 令と 爲る こと を 喜び、 返簡を 書きし が 失 文 あらん こと を 恐れて 苒三之 れを讀 み、 

謬 まって 筌凾を 達す。 苟も 之れ を 失 はんこと を 患 ふるや、 是れ 一 鄙 夫な り。 初め 管 葛 

の稱 あって 刖ち 終り は是に 到る、 甚だ 愼む べし。 

宋 の旲^  の 善く 史を讀 む。 凡そ 往事の 師 とすべき 者 は 座右に 錄 置して 之れ を祯 む。 


(五) 

後せ 


墻壁皆 格言な り e 

人の 宋の 張歡曰 はく 、「某 官を 守りて より 以來、 常に 四 字 を 持す、 勤 謹 和 緩」 と。 中間： 一 後 

お ほせ 

生 聲に應 じて 曰 はく、 「勤 謹 和 は 旣に命 を 聞く、 緩の 丁： チは某 未だ 聞かざる 所な り」 

と。 張 色 を 正し 氣を 作して 曰 はく、 「何 ぞ 嘗て 賢に 緩に して 事に 及ばざる こと を敎 へ ん 

»  なに W と  あやま 

や。 且つ 道へ、 世間 其 事 か忙に 因って 後に 錯り 了ら ざらん や」 と。 觀 £$sf。 


(六) 玉 i 

に出づ 


(七) 前文つ 


容 節 

^ 記 曰、 君子 之容 舒遲、 ^二 所レ 尊者- 齊遨、 

舒遲は 閑雅な り、 燕 居の 容。 齊遨 は謹飭 なり、 尊ぶ 所 を 敬す るの 意な り。 

(七 r  、  ： ， ,  .  ,  ,  , 

足^ 重、 手 容恭、 目容 端、 ロ容 止、 聲 容靜、 頭容 直、 氣 容肅、 立 容德、 色 容莊、 

重く 舉 ぐる は、 遲 くせん こと を 欲するな り。 恭は 高く して 且つ 正しき なり。 端 は 邪 

視 せざる なり。 止 は 妄言せ ざるな り。 靜は嗞 ^せざる なり。 直 は 傾 側せ ざるな り。 

いき  2 と  かたよ 

肅は 息せ ざるが 似き なり.。 德は 中立して 倚らず、 儼然として 德 あるの 氣象を 謂 ふ。 

きんじ 

莊は 矜持の 貌。 朱 子 曰 はく、 九つの 者 は 皆 敬の 目に して、 此れに 卽 いて 便ち 是れ本 
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源 を 涵養す るな り。 

坐 如， 尸、 立 如^、 

尸 は 以て 神 を 象る もの。 齊は 以て 祭に 承く る もの。 朱 子 曰 はく、 皆 敬の 目な り。 

坐 視 a 膝、 立 視， 足パ 應對 言語 視， 面、 立 視， 前 六尺 而， 之、 

(一) 儀禝の  士相 見に 云 はく 、「子の 父を視 ると き は 目 を 遊ぐ こと 面より 上に する ことなく、 帶ょ 

士相見 禮の篇  一 

のこと  り 下にす る ことな かれ、 若し 言 はずして 立てる とき は 足 を視、 坐 するとき は 膝を視 

よ。 蓋し 臣が 君の 前に 於て 視る は、 近く 視る こと 六尺に して 此れより して 之れ を廣 

(二) 禮 記の  (二)  ナぃ 

篇名、 その上  む。 遠く 硯 ると 雖も三 丈 六尺に 過ぎず」 と。 曲 禮に曰 はく、 「立つ とき は 五 雋を視 

に 「阈君 は  / 

00^ る」 と。 彼れ は 車に 在り、 且つ 此れと 間 じからず。 

せす 妄りに  (三) 一一へ ク レ  スル レ ケ ゥォゥ 7、 ル レ  スル レ  ス ルュク 1| レ キヨ スル ッ II レ スル スルニ  スル 

指さす、 立つ 曲禮 曰、 毋 一一 側 聽； 毋ニ 嗞應； 毋ニ 淫視； 毋ニ怠 荒； 遊毋 A 倨、 立毋 a 跛、 坐 毋 レ箕、 

とき よ ^努 を 

つ m  ,  ルー 一 レ スル ヲ サム ルー 一 ヲ レ  一 k イス ル シテ レ ヌグ n ト ス 巧 レ カク ズグ ク疋 レ 力 カグル ヌ 

0^00 寢 毋， 伏、 斂レ 髮毋 ，髢、 冠毋， 免、 勞 毋， 暑 毋， 褰レ^ 、 

顥みる こと 敏  、いらへ  >  、. 

に： あと あ  側 聽は耳 を 側 だてて 以て 聽 くこと なり。 呦應は 高な にして 以て 應 する ことなり。 淫 

り。 五^ は 車 

視は 流動して 視る ことなり。 怠 荒は容 止の 放縦なる なり。 遊 は 行なり。 倨 は權な 

上篇  り。 跛 は 偏に 一足に 任す るな り。 箕は 其の 足を兩 つに 展 ぐる こと 箕の 如くす るな り- 


W へ 

fill 

上 


てい かも じ 

伏 は 其の 身 を 覆 ふなり。 平 ：！ は髮 なり、 垂れて 髮の 如き を 言 ふ。 免は脫 去す るな り。 

机 は を 露 はすこと。 褰は揭 ぐる こと。 衣 を^: する は 息 倦す る 所以、 裳を褰 ぐる は 

凉を 取る 所以、。 凡そ 此の 數者は 不敬な り。 身 を 敬す るの 要は 此れ を 禁止す るの み。 

登レ 城不， 指、 城 上 不レ 呼、 IX 適 レ舍、 求 毋， 固、 將 レ上レ 堂、 聲必揚 、戶外 有 ニニ 屨？ 

ュル it ハ  リ  ル * ハエ  ラ -I ラント -I  ズ ヒク クノ、 ル a: ハ ヌ サ、 グ ルゴ トク ス ト ザシプ  ス 

一 百聞 則 入、 首不, 聞 則不， 入、 將人， 戶、 視必 下、 入， 戶 奉, 扃、 視瞻 

スル 扦 ハ 

レ 力へ" ミル r ケバ  キ  ト ザセバ ス  レバ レ ル  シテ レ グル 「 

毋レ 囘、 戶開 亦 開、 戶 闘 亦^、 有 二 後 入 者.； 闔而 勿い 遂、 

指す とき は 人の 見る を 惑 はし、 呼ぶ とき は 人の 聞く を 惑 はす。 舍に 適く と は、 主人 

の 館に 就くな り。 求む る 所あって 固く 之れ を 得ん と 欲する は、 客た るの 道に 非ず。 

陳氏曰 はく、 堂に 上る と は 主人の 堂に 升るな り。 其の 聲を揚 ぐと いふ は、 內の人 を 

して 之れ を 知らし むるな り。 古人 は 履 を脫ぐ こと 戶 外に 在り。 客 衆し と雖 も、 屨を 

戶內に 脫ぐ者 は 惟 だ 長者 一人な り。 二つの 凝 ありと 言 ふとき は、 戶內の 一 屨を幷 せ 

て 三人たり。 三人に して 言 ふ 所 外に 聞えざる とき は 必ず 是れ 密謀な り、 故に 入ら ざ 

るな り。 戶に 入る と は 主人の 戶に 入るな り。 視 下く すと は、 目を擧 げざる ことなり。 

扃は 門の 關木 なり。 戶に 入る の 時 は 兩手を 心に 當 てて 扃 を 奉ぐ るが 如くす。 然して 
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(二) 曲禝上 

篇 


國 禮記少 

藩^に 出づ 

§ 以下 は 

曲^ 上 篇に出 
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おか  r 

視瞻 すと 雖も廻 轉を爲 さず。 人の 私 を 干さん こと を 嫌へば なり。 開 閱も皆 前の 如く 

す、 主人の 意に 違 はざる なり。 遂とは 之れ を闞 ざし 盡 すなり。 後れ 來る者 を 担む に 

嫌 あり、 故に 遂 ぐる こと 勿れと なり。 

二)  力 ゲヌ、 ノ.、  I  ,、 ，- ヲ 

毋 レ踐， 履、 毋， 蹐レ 席、 摘レ衣 趨レ 隅、 必愼 = 唯諾ー 

此れ は 席に 旣 くの 儀な り。 履を践 むと は、 他人の 履を蹈 むこと なり。 席を路 むと は、 

他人の 席を躡 むこと なり。 祸は揭 なり。 陳氏曰 はく、 坐す るに 便な らんこと を 欲す 

るが 故に 之れ を搞 ぐるな り。 隅に 趨 ると は、 席の 角に 繇 つて 升り 坐す るな り。 唯 も 

いら 人  つ  * 

諾 も皆廬 の辭。 坐に 旣 くこと 定まれば、 又當に 應對を 謹むべし。 

離 坐 i 立、 毋ニ往 參 - 焉、 離 立 者 不レ出 二 中 問 一 拘レ 人 必違ニ 其 位 一 

離は兩 なり。 參は 之れ と 與に三 を爲す ことなり。 伹に往 いて 其の 坐 立を參 にせざる 

のみに 非ず、 亦 行いて 其の 中間より 出で ず。 皆 人の 私 を 干す が爲 なれば なり。 禮は 

變を 以て 敬と 爲す。 

執， ^如レ 執， 盈、 入 レ虛如 レぁレ 人、 ぽ^ 並 坐 不 レ橫レ 肱、 ，お £、 校. 立 不レ 跪、 

^ ル r.^ ル -kl ムケ ^者の^ 仰 L て 之れ き乂 

お レ #  レ. H  くる を 煩 はする が^な り" 


(五) -I ハク  《7.  アマ ネグレ  ィハ  ヌ (六 一  セ 

お) 霞 少儀 曰、 不レ窺 レ密、 不一 一 旁 狎ー 不， 道， ー舊 故； 不二 戲色； 

窺 ふと は 人の 隱處 を觇 ふこと、 狎 ると は 人と 褻狎 する ことなり。 知識の 過失 を 言 ひ、 

不敬 か-なさ ざ 

る こと  戟 侮の 容色 を爲す は、 皆 厚く 重んずる の 事に 非ず。 

(七)  、 、 1 

f ザ I 拔來； 毋ニ 報往； S 

朱 子 曰 はく、 來往は 只 だ是れ 向背の 意、 一 百 ふこ ころ は、 人箇の 好事 あれば、 火急に 

しばら，、  たけな は 

歡 喜し 去って 做す。 這の 樣の人 は 久しき に耐 へず、 少 間して 心懶 く意闌 なれば 則ち 

速 かに 之れ を 去る。 所謂 其の 進銳 なる 者 は 其の 退く こと 速な り。 

(八 ) 、  - 

(5)  I 上 介 者不 レ拜、 爲， ー其拜 而 薆.， 拜、 | ザ 

よろ 

0 は B ほ 枝 柱す る 所 あ つ て 屈伸 に 利し からざる を 言 ふが ごと し。 

禮記 曰、 若 有 二 疾風迅雷 甚雨； 刖 必變、 雖， 夜 必與、 衣服 冠而 坐、 。は赎 §1^ 

り。 皆 天の 怒 を 

敬す る 所以な り。 

0  000 論語 曰、 孔子 於 二 鄕黨； 恂 々如 也、 似 ニ不， 能， 首 者； 

首章 

朱 子 曰 はく、  ：g 々は 信實 の貌、 言 ふ 能 はざる 者に 似たり と は、 謙卑 遛 順にして、 賢 

知 を 以て 人に 先 きんぜざる なり。 鄕黨は 父兄 宗族の 在る 所、 故に 孔子 之れ に 居りて、 

カ行 二  一八 五 
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其の 容貌 辭氣 此の 如し。 

二) 

寢不， 尸、 居不， 容、  * 

さと 

朱 子 曰 はく、 尸 は 偃 臥して 死人の 似き を 謂 ふ。 居 は 家に 居る こと、 容は 容儀な り Q 

F^pb-^v  hr  く  ^お 1、 C  <  ^ゎ1、 朱 子 曰 はく、 燕 居 は 閑居 無事の 時な り、 楊 氏 曰 はく、 巾 

fiJiN¥,Eti 申 々为 せ ヌ々， ^せ 中 は 其の 容^ やかなる なり、 夭 A は 其の 色^しき なり。 

(二) レべ  ヲ  モ レ タリ ト ズズ  レバ  トヲ  モ レ タリ ト ズ テス ヲ 

子 見， ー齊衰 者； 雖， 狎 必變、 見， 象 者 與ニ替 者； 雖， 褻 必以 ぃ貌、 

齊衰は 喪の 服な り。 狎は 素より 親しく 狎 るる を 謂 ふ。 變は 其の 容色 を變 ずる を 謂 ふ 9 

冕は爵 ある 者、 替は 目な き 者、 褻 は 燕 見 を 謂 ひ、 貌は禮 貌を謂 ふ。 

(三) ハク  ノブ  二  ッ  シテ  ヲスナ ハチ カル - 一  シテ  ヲ チ ヅク 一一  シテ 

曾 子 曰、 君子 所 1 貴 二 乎 道-者 三、 動- I 容貌 1 斯 遠， 一 暴慢 1 矣、 正 二 顔色 1 斯近, 信矣、 出 II 

辭氣 1 斯遠， 一 鄙 倍, 矣、 

朱 子 曰 はく、 責は猶 ほ 重の ごとし。 容貌 は 一身 を 擧げて 言 ふ。 斯は猞 ほ卽の ごとし。 

暴 は粗厲 なり、 慢は 放肆な り。 信は實 なり。 顏色を 正して 信に 近づく とき は、 色莊 

に 非ず。 辭は 言語、 粲 は聲氣 なり。 鄙 は凡陋 なり。 倍 は 背と 同じ、 理に 背く を 謂 ふ 9 

(wn 一一  ハク ゾ  ノル  ハ  ハリ  シ  ヲへ  ヲ -1 スルー ーヌ 

冠義 曰、 凡人 之 所， ー以爲 r 人 者禮義 也、 禮義 之始、 在 T 於 正 二 容體 1 齊， 一 顔色 1 順 * 辭令 h 

容體 正、 顔色 齊、 辭令 順、 而後 禮義 備、 以正ニ 君臣； 親 二 父子； 和 二 長幼； 君臣 正、 父 


ぉ從 は七ス 
り ふ 俯卷^ 

ベ さ 六 

き に 九 r お 
に 作 K 集 
似 る に 第 


子^ 長幼, 而 I 禮義キ ^1^^^ 

(五) W 下 全 茛 誼の 容經に 曰 はく、 容に四 起 あり。 朝廷の 容は師 々然 たり、 翼々 然 たり、 整 ひて 

奥 第 七 卷六二  ^  ひよく ぜん 

買 以下 * 照 以て 敬す。 祭祀の 容は遂 々然 たり、 粥々 然 たり、 敬して 以て 婉 なり。 軍旅の 容はー B 然 

いう ぜんせ ふぜん 

肅 然として 固く して 以て 猛し。 喪 紀の容 は 坳然懾 然として 還らざる が 若く す。 容の經 

なり。 頤を 固く し視を 正しくし、 肩 を 平にし 背 を 正しくし、 臂は鼓 を 抱く が 如くし、 

かほ た ととの  us うご 

足の 間 は ニ寸、 面 < を 端し くして S! を攝 へ、 股 を 端し くして 足 を 整へ、 體 肘を搖 かさ ざ 

(六) 少しく るを經 立と 曰 ふ。 冈 つて 以て 微^なる を 共立と 曰 ひ、 因って 以て 磬 折す るを肅 立と 曰 

腰 を 折りた る  \ 

1七) 樂 器の ひ、 因って 以て 佩を垂 るる を卑 立と 曰 ふ。 立の 容 なり。 坐す るに は經 立の 容 

： 〕 ハ、 に を 以てす。 肘 差へ ずして 足跌 かず、 視る こと 平衡なる を經 坐と 曰 ふ、 微 しく 俯して 尊 

(fo  . 

者の 膝 を 視るを 共 坐と 曰 ふ。 仰 首して 視る こと 尋常の 內を 出で ざる を肅 坐と 曰 ふ。 首 

を廢れ 肘を佤 るる を卑 坐と 曰 ふ。 坐の 容 なり。 si， 行く に は微磬 の容を 以てす、 臂 

つ  fj と  た 

は搖捣 せず、 肩 は 下 上せず、 身 は 則かざる が 似く、 從 然として 任 ふ、 行の 容 なり。 趨 

なが  ごと 

るに 微磬 の容を 以てす、 飄然 翼 然として 肩の 狀は怀 るるが 若く、 足 は箭を 射る が 如き 

めぐ  き やうし ゆく 

趨の容 なり。 旋 るに は微磬 の容を 以てす、 其の 始めて 動く や、 穆 として 驚倏の 如く、 
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まこと  ばう  あら  はんそん 

其の 固に 復 する や、 旄 として 絲を^ ふが 如し、 胖 旋の容 なり。 跪 は 微^の 容を 以てす、 

右を揄 きて 下く し、 左 を 進めて 起ち、 手に 抑揚 あり、 各， '其の 紀を 尊ぶ、 跪の 容 なり。 

拜 十る に磬 折の 容を 以てす、 吉事 は 左 を 上び、 凶事に は 右 を 上び、 前に 隨 ひて 以て 舉 

げ、 項 は 衡 くして 以て 下く し、 寧ろ 速な りと も遲 きこと なく、 背 項の 狀は屋 の玄の 

如し、 拜の容 なり。 若し 夫れ 立ちて 跛し、 坐し て^し、 體怠懈 にして 志 ^ 傲 

に、 趁視數 ~ 顧み、 容色 比せず、 動 靜度を 以てせず、 妄りに^ f し、 疾く言 ^し、 粲 

不順なる は、 皆禁 なり。 馕化ぉ！^  . 

傅に、 正考父 gss 戴. 武上且 を 佐け、 三 命せられ て玆に 益に 共、 し。 ，|3 

ひ)」 き 故に 其の 鼎の 銘に云 はく、  sl、 一命して^ す、 再 命して ！i 十、 三 命して 俯 t 

.  か 力す  力 At 

墻に循 うて 走る も、 、か 亦 余を敢 へて 侮るな し。 ^fi:。 是に齄 し、 是に鬻 して、 

以て 余が n を 糊す」 と。 |き騰5 。に ま 一^^^ 儉 §"ロ 其の 共なる や 此の 如し。 

諸侯、 劉康公 • 成肅 公に 從ひ、 晉 侯に 會 して 秦を 伐つ。 通 |f ザ 成 子脤を 社に 受く。 

不敬な り。 ^子 曰 はく 、「吾れ.， \ 一れ を 聞く。 民 は 大地の 中 を 受けて 以て 生ず、 所謂 命な 

り。 是を 以て 動作 禮義 烕侥の 則あって 以て <| を定 む。 能 者 は 之れ を 養うて 以て 福 あり、 


a 尖 2 衞: G す 

W    C. 乙 の レ 

の^ 襄 
盟 に 公 北 
の を 行を宮 
令す き {/£  ft 


| ザな 不能者 は 敗りて 以て 禍を 取る。 是の 故に 君子 は禮を 勤め、 小人 は カを盡 す。 禮を 

勤む る は 敬 を 致す に 如く はなく、 カを盡 すは敦 篤なる に 如く はなし。 敬 は 神 を 養 ふに 

ひもろ ぎ さ、 

S 神に W 在り、 篤 は 業 を 守る に 在り、 國の 大事 は 祀と戎 とに 在り。 祀は 膦 | ゆ を 執る こと あ 

ュる J におけ  (H)  おこと (五) 

"^節ま^, り、 戎は 娠を受 くる こと あり、 神の 大節 なり。 今 成 子^り、 其の 命 を 棄つ。 其れ 反ら 

^.^0 ざらん か」 と。 旣に 行いて 成肅公 瑕に 卒す。 

？ 5 いて は 又も 『 六)  (七；  (八)  ^ 

還し あお は. さ 衞侯楚 に 在り。 北宮文 子、 令 尹圍が 威侥を 見、 衞 侯に 言 ひて 曰 はく、 「令 尹 君に 似た 

らんとの お 想 

^-^0 り、 將に 他の 志 あらんと す。 其の 志 を 獲と 雖も 終る こと 能 は ざらん。 詩に 云 ふ、 I 

出づ、 又小學  トイ フ ラ ス ケナシ ク ル r 

リ 一ん レ不レ 有ヒ 初、 鮮ニ克 有；. 終と。 終 はる こと 實に 難し、 令 尹 其れ 將に免 かれ ざらん か」 

(一 0) ス レバ  ヲ 

と。 公 曰 はく 、「何 を 以て か 之れ を 知る」 と。 對 へて 臼 はく 、「詩に 云 ふ、 敬ニ愼 威儀 ハ 

惟 民 之 則と。 令 尹 威儀な し、 民 則る ことなし。 民の 則らざる 所に して 以て 民の 上に 

f 丸 1り令 尹の 在らば、 以て 終るべからず」 と。 公 曰 はく、 「善い 哉、 何 を か 威儀と 謂 ふ」。 對 へて 曰 

勿^ぶり たる  かたど 

お 子 は 君 主の はく 、「威 ありて 長るべき、 之れ を 威と 謂 ふ。 儀 ありて # るべき、 之れ を 牋と謂 ふ。 君 

ごと-し、 異志  のっと 

"it になら に 君の 威儀 あれば、 其の 臣 畏れて 之れ を 愛す、 則りて 之れ に 象る。 故に 能く 其の 國家 

( 一 s  ^T^K  たも 

^0.  ^0 を 有ち、 令聞 世に 長し。 臣に臣 の 威儀 あれば、 其の 下 畏れて 之れ を 愛す.。 故に 能く 其 
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よろ  二】 

< 一) W 下と の.^ 職 を 守り、 族 を 床ち 家に 宜し。 是れ より 以下 皆是の 如し、 是を 以て 上下 能く 扣固 

ほ 父子 兄弟 夫  ア .  ゾ 

し。 衞の 詩に 曰 はく、 威儀 铋々、 不レ 可, 選 也と。 君臣 上下 父子 兄弟 內外 大小 皆 威侥ぁ 

© に出づ  (三)  トコ 口 タス クル ケルニ テス  ヌ 

S 大雅、 る こと を 言 ふなり。 周の 詩に 曰 はく、 朋友 攸レ 攝、 攝 .以ニ威儀1と。 朋友の 道 必ず 相 

旣醉篇  (9 

LS この間 教訓す るに 威 義を 以てする を 言 ふなり。 故に 君子 位に 在りて 長るべく、 施舍 愛すべし。 

タに 中. & "左 り 

ノ 

S 法度 進退 度と すべく、 周旋 則るべし、 容止觀 るべ く、 作 事 法るべし、 德行 象るべく、 聲粲 

樂 しむべし、 動作 文 あり、 言語 章 あり、 以て 其の 下に 臨む、 之れ を 威儀 ありと 謂 ふな 

り」 と。 明年、 令 尹圍楚 子を弑 して 自立す、 是 れを靈 王と 爲す。 後 十三 年、 楚人 之れ 

を 乾 谿に弑 す。 

子 貢 其の 家より 來 つて 孔子に 謁す。 孔子 颜を 正しう し 杖 を 擧げ、 磬 折して 立つ、 3 は 

やす 

く、 「子の 大親、 乃ち 寧から ざる ことなき や」 と。 杖 を 放ちて 曰 はく、 「子が 兄弟 も 亦 

恙なき こと を 得る や」 と。 杖を曳 いて 位して 行いて 曰 はく、 「妻子 家中 病むな きこと を 

ぎ よこう  かな 

< 六) 字 は 文 得る や」 と。 故に 身の 倨佝、 手の 高下、 顔色 聲氣、 各-宜し きに 稱 ふこと あり、 尊卑 

朥， 東漢の 人、 

^^^0 を 明かに し 疎戚を 別にす る 所以たり。 

の小學 携 行篇  (六)  きょしょく 

にや： づ  漢の劉 寛、 倉卒に 居る と雖 も、 未だ 嘗て 疾言遽 色せ しこと あらず。 夫人、 寬を 試みて 


恙 らし めんこと を 欲し、 朝會 する に當り 裝嚴已 におる を 伺 ひ、 侍婢 をして 肉 突 を 奉じ 

て鮮 して 朝 衣 を 汚さし む。 婢遽 てて 之れ を收 む。 寬、 神色 異ならず、 乃ち 徐ろに 言 ひ 

て 曰 はく、 「獎汝 が 手 を爛さ ざり しか」 と。 其の 性 度 此の 如し。 g 、に，^^, 

(七)  «\  . 

張湛、 矜嚴 にして 神 を 好み、 動 is:- あり。 幽室に 居處 する にも、 必ず 自ら 修整す。 妻 

子に 遇 ふと 雖も嚴 君の 若く す。 鄕黨に 在る に 及びて、 言 を詳 にし 色 を 正しう す。 三輔 

S 後 溝 光 以て 饞袠 と^す。 き.^ は； t 孝：、 漢の f 陵の 人な り。 矜齩 は矜莊 にして ぉ嗞な si.cn 刀う おおお ^  30 

武 帝の 年 號  上」 f ま 1-1^7 るな り。^ は 京 兆の 尹. 左 馮翊. 右 秋風 を 以て ョ輔 とほす。 建^の^ め左瑪 翔と 爲る。 

告げて 平 陵に 歸り 、寺 門を望 みて 歩む。 主簿 進みて 曰 はく、 「明 府位 尊く 德 直し、 宜 

^^義 曲 しく  S ら輕- しくすべからず」 と。 湛曰 はく、 「禮 に、 公門に 下り、 (I 馬に 式す と。 

(一 〇) Is の  1 

馬な り。 車上 孔子 は鄕黨 に 於て； r 々如たり。 父母の 國は 宜しく 禮を盡 すべき 所たり。 屯 ぞ^! しう 

にて S3 ク - 5« にに 

出^へば、 車  す」 や |  10 寺は官 おの 稱 なり。 主 

上より 挨拶す ラふ ns にん v.」 と 港 は .€翊 の ^吏な り。 

2 1) ほじ 茅容、 等 輩と 雨を樹 下に 避く。 衆呰爽 踞 して 相 對す。 容獨り 危坐して 愈い %:J。 ポ 

く小擧 善行 篇  ゆく.  く  .-ぶ 、 ： >  ^ 

に 中： づ  林宗、 行-之れ を 見て、 其の 異なる を奇 とし、 遂に 與に 共に 言 ひ、 因って |？ うて 寓宿 

たんじつ  つく  ； la 

す。 且曰、 容鷄を 殺して 饌を爲 る。 林宗、 己が 爲に設 くるな りと 翳へ り。 旣 にして 其 

の 母に 供し、， m: らは 草蔬を 以て 客と 同じく 鈸す。 林宗 起ちて 之れ を拜 して 曰 はく、 「郎 
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は 賢なる 哉」 と。 因って 勸 めて 寧ば しめ、 卒に 以て 德を 成す。 Hall: ^f^si: 

^ 小 S" 陶侃、 荊 州の 刺 史と爲 る。 侃が 性聰敏 にして 吏 職 を 勤む。 恭 にして 禮に 近づき、 人倫 

を 愛好し、 終日 膝を斂 めて 危坐す。 閩外 多事に して 千 緖萬端 遣；！ 十る こと ある^し。 

遠近の 書疏、 手づ から 答へ ざる 莫し、 筆 翰 流る るが 如く、 未だ $1" て^ 滯 せず。 疏遠を 

:;: 妾して、 『こ亭 fclAH ン。 讽、 字 ぷ士 行：，！ 曰の 挑隔の 人。 巧 外 は 邦 域の 外 も 謂 ふ。^ 

，ラ おし マ p_t^.sl たし 江 左に 慮り、 荆楚を A て 門と^ す、 故に 闢外 とロ ふ。 

柳 仲郢、 禮を 以て 身 を 律す。 家に 居りて 事な きとき も、 亦 端坐 拱手し、 內齋を 出、 つ 

ると き は 未だ 嘗て 束帶せ ずん ば あらず。 三た び大 鎭と爲 りし も、 廐に^ 馬な く、 衣に 

.9 し 柳 公 縛の  まか  r  I 

子な り 香 を熏ぜ ず。 公より 返りて 必ず 書を讀 み、 手より 卷を釋 てず。 

爲 ると 曰 

へ るな り。 

3 一)  ぼくた ふ 

に) 管 寧、 嘗て 一 の 木榻に 坐し、 五十 餘年を 精む も、 未だ 嘗てず：： 股せ ず、 其の 榻上 膝に^ 

る 趣. S3 ま c  Jo 寧、 字 は 幼 ^の^ 士。 古人 危坐す る こと 跪の 如し。 

ス T&^E グう マ i 箕股は 其の 股 を 雨に 展げて 狀箕の 如くなる も^ふな り。 

呂正獻 公、 少 きとき より 學を 講じ、 卽ち心 を 治め 性 を 養 ふ を 以て 本と 爲す。 嗜慾を 

す. 、な 

^くし、 滋味 を 薄く し、 疾言遽 色す る ことなく、 お 歩な く、 惰容 なし。 凡そ 嬉笑 俚 近 

の 語、 未だ 嘗て 諸れ を 口より 出さず、 世 利. 紛^ •  • 聲 ぼ • 遊宴 より 以て 博夂 奇. 化に 至 


S  ^典 3 

前 


(五) 刿. ^止， 

学 は 器 之、 朱 

の 人、 元 城に 

居る。 小 ©fsl 

U: 篇に aT つ 

(六) 徐は 姓、 

精 は 名、 仲 車 

は あざな 


(七) 禮お の 

篇名 

(八) 武は周 

の武 王の 作り 

し樂、 象 は 文 

王の 舞樂 

(九) 韶は虞 

芻の 樂、 濩は 


るまで、 淡 然として 好む 所な し。 贿^。 

程 明 道、 終日 端坐して 泥塑 人の 如し。 人に 接する に 至る に 及んで は、 則ち^ て是れ 一 

圑 の和氣 なり。 0^ 

(五 "  あ 

劉忠定 公、 賓客に 見 ひ、 談論 時を跺 ゆる も、 體欲 側す る ことなく、 肩 背 竦 直にして、 

身 少しも 動かず、 手足に 至る まで 亦 移さず。 萄 

徐積仲 車、 初め 安定の 胡 先生に 從 ひて舉 び、 心 を 潜め 力め 行 ひて 復た仕 進せ ず。 其の 

學 至誠 を 以て 本と 爲す。 母に 事へ て 至孝な り。 自 ら言 ふ、 「初め 安定 先生に？! えて 退 

かたち  かたよ  t ほ 

きしと き、 頭の 容 少し 偏れり。 安定 忽ち聲 を^まして 云 はく、 『頭の 容^く せよ』 と。 

た なほ 

某 因って 自ら 思 ふ、 獨に 頭の 容を 直く する のみならず、 心 も 亦 直き こと を 要するな り 

と。 此れより 敢 へて 邪心 あら ざり き」 と。 卒して 節 孝 先生と 諡す。 


歩 趨奉提 

f ゼ) 

玉藻に 曰 はく、 步 むと きは武 象に 中 

0. 凡そ 行く 容は 慯々 f 職たり、 廟 中には 齊々 ^たり、 朝廷に は 的々 翔々 |きぼ 


趨る とき は 韶濩に 中る。 魏^|5：  IgsHii 
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り， SS* は 行い ヒる v ン。 

て 拱 を 張るな り ズ？ へ L 

お、 0  i 一 禮に曰 はく、 帷 薄の 外に は趨ら ず.、 ffs^Mk0^300^ 

,  堂上に は趨ら ず。 醫觀 械 上に は趨ら ず。 R 锋 玉 を 執る とき は趨ら ず。 

sk ほ ゆ。 龜莢を 執る とき は趨ら ず。 鲳^^ 堂上に は武を 接し、 ulsn ば滩躭 お^ 

ふ。 中 人の ：y  F こま 先 トー. i ^く。 武を 布く と は 足 も 移す 毎に 各 ~.H  Jg.n 'こ i«« つ f  o 迫き が爲 なり、 it いて 

迹は尺 二 寸。^ T に は S をォく ら迹を 成して 相 Bg まざる も i ふ。 1 ま 中には 狩らす 拱 を 張る も 翔と 日 ふ。 

凡そ 奉ぐ る 者 は 心に 當り、 提る者 は 帶に當 る。 lu。 

(二)  si 禮 記に 曰 はく、 古の 君子 は 必ず 玉 を 佩す、 右に 徵角 あり、 左に 宮^ あり、 趨 るに は采 

薺 を 以てし、 行く に肆夏 を 以てす。 周 還規に 中り、 折 還矩に 中る。 進む とき は 之れ を 

•  た 4 さう 

捭し、 退く とき は 之れ を揚 ぐ。 然る 後に 玉鏘 として 鳴るな り。 故に 君子 車に 在る とき 

は蠻 和の 聲を 聞き、 行く とき は 佩 玉 を 鳴らす。 是を 以て 非 辟の 心 d ら 人る ことなし。 

あた 

佩 玉 は德に 比するな り。 徵角 • 宮羽は 玉 聲の 中る 所な り。 左右の 分ち は 互 文の み。 

商 を 言 はざる は、 亦 文 偶なら ざる を 以て 之れ を 遣つ るな り。 必ず 其の 義を 取らん こ 

たづ  (S)  まっすぐ ゆ 

と を 求む ると き は 泥む。 朱 子 曰 はく、 周旋 は是れ 直に 去き 了って 却って 囘り來 り、 

其の 囘轉 する 處、 其の 圓 なること 規の 如くなら しめんと 欲するな り。 折；^ は 是れ. 5! 


^  ゆ 

に 去き 了って 復た橫 に 去き、 其の 橫轉 する 處- 其の 方なる 二と 矩の 如くなら しめん 

と 欲するな り。 

む" ¥f 柯 陵の 會 fsii 七 に、 晉の厲 公視る こと 遠くして、 步 むこと 高し。 ^一， ま。 

な S お 公 十七-., -., -  募 么のゴ なり. 

p  )  fc^  w  ulo^  ぜんじ ゃラ こう 

年^  S つ 單袞 公の 曰 はく、 お, g.  0 「君子 目 以て 體を 定め、 足 以て 之れ に從 ふ。 超^:, 是を以 

て 其の 容を觀 て 其の 心 を 知る。 目 は 以て 義 はな に處 し、 足 は 以て 目に 歩す。 今 晉侯視 

る こと 遠くして 足 高く、 目 は體に 在らず、 而 して 足 は 目に 步 せず、 其の 心 必ず 默 

し。 目と 體と 相從 はずん ば、 何 を 以て か 能く 久し からん。 夫れ 諸侯 を 合する は 民の 大 

事な り。 是に 於て か 存亡 を觀 る。 故に 國將 に^な からん とす。 其の 1 會に 在って 步言 

視聽 必ず 皆^な きとき は、 以て 德を 知るべし」 と。 明年. 13、 厲 公を弑 す。 

首 視 

へ 5:)  ^^の (巧) I  i  -て, 

少 儀に 日 はく 朝に 在って は 禮を言 ひ、 禮を 問へば 對 ふるに 禮を 以てす。 宫に 在つ 

. ま： は^ ^ り？ て は 官を言 ひ、 府に 在って は 府を言 ひ、 庫に 在って は 庫 を 言 ひ、 朝に 在って は 朝 を 言 

ハ ： ふ。 sss£^ 朝に て 言 ふとき は 犬馬に 
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ごと 

及ばず、 公庭に は 婦女と 言 はず、 sll^?、 公事 をば 私に 議 せず。 綴？^" 

紀廷に は 退と 曰 ひ、 画き ss、 燕 遊に は 歸と曰 ひ、 師 役に は 龍と n ふ。 S 

こころ は 

罷勞 なり。 

さか ひ  いみな  、  ft. (三) 

境に 入りて 禁を問 ひ、 國に 入りて 俗 を 問 ひ、 門に 入りて 諱を問 ふ。 ^默ぉ 一， 始め 入り 

(一 ご  つ  や  (3 

て辭 するとき は 曰 はく 辭せ よと。 席に 卽く とき は 曰 はく 可め よと。 g ま翅？ g^.":h:,:;: 

BHB0^Br 其の 未だ 燭 あらず して、 後れ 至る 者 あれば、 則ち 在 

者 を 以て 吿ぐ。 瞽を 道く も亦然 り。 f な^ 

(五)  ゆ  がく 

柩に 望んで 歌 はず、 食に 當 りて 歎ぜず.、 慕に 適いて 歌 はず、 哭 する 曰に は 歌 はず、 樂 

に 臨んで 歎ぜず、 喪に 居て 樂を首 はず、 祭事に は 凶 を 言 はず。 

士相見 禮に曰 はく、 君と 言 ふに は 臣を使 ふこと を； 百 ひ、 大人と 言 ふに は 君に 事 ふるこ 

と を 一一 一一 n ひ、 Jm5、 老 者と 言 ふに は 弟子 を 使 ふこと を 言 ひ、 は、 の 幼 者と 言 ふに は 父 

兄に 孝弟なる こと を 言 ひ、 衆と 言 ふに は、 忠^ 慈 祚を言 ひ、 官に 居る 者と 言 ふに は忠 

信 を 言 ふ。 

そし  な 力  A づ. r  ケ  eff t  sy に 、 Lv )  5? 

曲 禮に曰 はく、 衣服 成 器 を^る こと 母れ、 身ら 言^ を 質 十 こと W れ。 sgn^fM 


善 を 毀る ベから す。 質 は 成な り。 首 語の^： s はしけれ 

ば 之れ を 問 ひ、 n しれの 意 を 以て 断す ベから すと なり." 

(k)  も 8 い  もの" 

お) § 禮 記に 曰 はく、 鸚鵡 は 能く 言へ ども 飛鳥 を 離れず、 ^々は 能く 言？ ども 禽獸を 離れず。 

今人と して 禮 なければ、 能く 言 ふと 雖も亦 禽獸の 心ならず や。 

？ご ^1 孔子 曰 はく、 非 禮視る こと 勿れ、 非禮言 ふこと 勿れ、 非禮 動く こと 勿れ、 fl^ 言 中し 

篇^: ：康、 前  If  W- 

^A.s 信、 行 篤 敬なら ば、 蠻貊の 邦と 雖も行 はれん。 言 忠信なら ず、 行 篤 敬なら ずん ば、 州 

論語 slr„K ム篇  ， 」 ， ， 

第五 章  単： と 雖も行 はれん や。 

君子に 九. 思 あり、 視は明 を 思 ひ、 聽は聰 を 思 ひ、 色 は 溫を思 ひ、 貌は恭 を 恩 ひ、 言 は 

忠を思 ひ、 事 は 敬 を 思 ひ、 疑 は 問 を 思 ひ、 忿は難 を 思 ひ、 得る を 見て は 義を思 ふ。 

ニー) 鄉黨 論語に 曰 はく、 其の 宗廟 朝廷に おす や、 便々 として 一一 一一：： ふ。 唯だ谨 むの み。 

篱萏 章  ■  -  , 

朱 子 曰 はく、 便々 は辨 なり。 宗廟 は禮 法の， 在る 所、 朝廷 は 政事の 出づる 所、 言 ふこ 

ころ は、 以て 明かに 辨ぜ ざるべからず となり。 

(一二)  くわん./ \じ よ  I-  ぎん よ 

_y ちつ) づ I 朝に して 下大 夫と 言へば、 侃々 如たり。 上大 夫と 一一 In ふとき は、 W 々如たり。 確 53 

^00M  ^ 貪 ふとき は 語らず、 寢 ぬると き は 一一-一 おず。 鐘^^ 5^:1 

曲 禮に曰 はく、 凡そ 視る こと 面より 上なる は 則ち 效る、 带 より 下なる は 則ち 憂 ふ。 傾 

力 行 二  1 九 七 
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くと きは姦 なり。 

G: 氏 曰 はく、 面より 上なる は、 其の 氣驕 る、 其の 人に 下る こと 能 はざる を 知る。 帶 

より 下なる は、 其の 神 奪 はる、 其の 憂へ 心に 在る を 知る。 視 流なる とき は容 側く、 

必ず 不正の 心 ありて 胸中に^ す。 此れ 君子の 愼む 所な り。 

賈 誼が 容經に 曰 はく、 視に四 則 あり。 朝廷の. 視は 端し く坏れ 平衡す。 祭祀の 視 

は視る こと 將 あるが 如し。 軍旅の 視は 同く 核ち 虎の ごとく 張る。 喪 紀の視 は 下坏萌 網 

す。 視の經 なり。 言に 四 術 あり。 1ー 一一：： 敬に して 以て 同き は 朝廷の ii 一：" なり。 文 言 序 ある は 

祭祀の 言な り。 昇氣 折聲は 軍旅の 言な^。 言 足らざる が 若き は 喪紀の 言な り。 言の 經 

なり。 

(二) つか ひ  さ ご 

魏の中 山 舍人倉 唐 使す。 文 侯 倉 唐 を 召して 之れ を 見て 曰 はく、 「擊、 恙なき や」 と。 

倉 唐 曰 はく、 「唯々」 と。 是の 如くす る こと 三 たびにして、 乃ち n: はく、 「君、 太子 を 

出して 之れ を 画に 封ず。 君 之れ に 名い ふ は禮に 非ざる なり」 と。 文侯怵 然として 之れ 

が爲に 容を變 じて 問うて 臼 はく、 「子の 君^な きか」。 倉 iwM: はく、 「臣來 る時拜 して 書 

を 庭に 送る」 と。 文 侯 左右 を 指 顧して 臼 はく、  r 子の 君の 長、 是れと 孰れ ぞ や」。 0 


曰 はく、  r 禮に、 人を擬 する に は 必ず 其の 倫 を 以てすと。 諸侯 は 偶なければ 之れ を擬す 

る 所な し」 と。 曰 はく、 「長大 は 寡 人と 孰れ ぞゃ」 と。 倉 唐 曰 はく、 「君 之れ に 外府の 

裘を賜 ふとき は、 能く 之れ に 勝 ふ。 之れ に 斥 帶を賜 ふとき は、 其の 造る こと を更め 

ず」 と。 

(WE)  ゆ  4! んじ ラ 

S  § 晉の孫 談の子 周、 周に 適き 單袞 公に 事 ふ。 | き 孫 立つ に 跛な く、  §1， 視る 

に 還な く、  SS 襲、 反 聽 くに 聳 なく、 襲お 言 ふに 遠な し。 SJSSS^。 晉國 

いた  よろこ 

憂 あら は 未だ 嘗て 戚 まずん ば あらず、 慶 あらば 未だ 嘗て 怡ば ずん ば あらず。 襄公疾 

あり、 頃 公 を 召して 之れ に 告げて、 fg§2、 公 曰 はく、 「必ず 晉の周 を 善くせ よ。 將に晉 

の國を 得ん とす、 其の 行 や 文 あり。 能く 文 あるとき は 天地 を 得。 天地の 胙 する 所 は 

小に して 後國 なり、 U ^且つ 夫れ 立つ に 跛な き は 正な り、 視 るに 還な き は 端な り、 聽 

くに 聳 なき は 成な り、 U 、定言 ふに 遠な きは愼 なり。 晉の爲 に 休戚す る は 本に 背か ざ 

るな り、 g^。 文 を 被り 德を 相と す、 國に 非ず して 何 を か 取らん」 と。 n^is^i;^ 

晉、 厲 公を弑 する に 及んで、 迎 へて 之れ を 立つ、 是れを 悼 公と 爲す。 晉 以て 復た霸 た 

わ o 

カ行 二  一 九九 
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遣 問 

二)  i 禮 記に 曰 はく、 甲 若し 以て 之れ に 前つ こと あるとき は、 執って 以て 命を將 ふ。 以て 

之れ に 前つ ことなき とき は、 囊を树 いて 冑を 奉ず。 III う， な ^一 とりあ^^ 

贿？^飾 ケて 。し 器 は 則ち 蓋 を 執る。 纏せ： S 左の 乎 を 以て » を 屈し F を 執る。 ？ 

0^^M0MBe  0 をば 則ち 檳を 啓き 蓋 は 之れ を 襲ね、 夫 g と 0 と を 加 ふ。 

S は靱 の！ S を 謂 ふ。 篛とは 之れ ％ 都合す る こと、 夫 椟は敏 衣 衣ぞ • き f 脯な •  .  5 ね お 

も 凼 の 中に 加へ て靱を 衣の 上に 置く。 夫 或は 煩に 爲る、 ijc^ 祭な り" 努 • 養 • 付 り • ソ巳 THI  •  a?  •  rtl •  rtE  • 

枕 • 几 • 穎 • 杖 • 琴. 瑟. 戈の^ ある 者は櫝 す、 $^  • 籥は 其の 之れ を 執る に 皆 左の 乎 

D ぢ かけ まくら 

を 45- こ. 4aNO 苞苴 は萑鸶 か-編 柬 して 以て 魚肉^ は 他の物 を袠む を^ ふ。 茵は お^なり、 镇は嫠 ft なり、 莢は蓍 なり、 胬は笛 

f  K 一  の^く ョ孔 ある もの。 皆と は 十六の 物な り。 左の 手 は 上に 執る。 上 は 陽な り。 右の 手 は 下に 執る。 下 は 陰な り。 

あ ふの  つか  せう つ. A  51  さ 

刀 は 匁を郤 けて 穎 を 授け、 削 は 拊を授 く。  |ま§ びり 削 1ぉ|^すは：が ザ 凡そ 刺 匁 ある 

者 は 以て 人に 授 くると き^を 辟く。 

お 文 ひお 曲 禮に曰 はく、 凡そ 人に 弓 を 遣る 者 は、 張 弓 は 筋を尙 にし、 弛， ラは 角を尙 にす。 

は往 來の體 あり、 其の 下 をして 曲げて 眯^ として 順なら しめんと 欲するな り。 &に IB_J るに 時な し * 已 こ^を^む， 0 ときよ 之れ 

0h^. 未お 體を 定め ざ ると き は 之れ な 弛む。 弓の 體たる や 木な 以て 身と 爲し、 角 を W て 面と 爲 15。 筋 は 外面に 在り、 之れ を 張 

る 4 は 曲り f つて 內に樹 ふ、 故に 人に 遺る の 時 は 筋 をして 上に 在らし め、 「つの 身 曲げて 其の 下に 攒 はしむ" 其の 弛 T の 時 は^れ 

るに 反 L て 外に S け 筋 は 曲 内に 在らし め、 角 は 曲 外に 在らし む" 今人に 遺ん の £:、 角 は 其の上に n ひ， 弓形 亦 曲って 下に i!f い" 


右の 手に 蕭を 執り、 左の 手に 驸を 承く。 職 を 進む る 者 は 首 を 左に し、 ^ば 

ほこ  もと  つか 

^ 戈 を 進む る 者 は 其 の^を 前にし 其の 匁 を 後に し、 矛戟を 進む る 者 は 其の 墩を 前に 

す。 S0^0fio^0 & 几 杖 を 進む る 者 は 之れ を拂 ふ。 馬 を 

^し 羊 を 效す者 は 右に 之れ を牽 く。  れ效犬 を 效す者 は 左に 牽く。  ？ 

ひれ 禽を 執る 者 は 首 を 左に す。 S ゾ 珠玉 を受 くる 者 は 掬 を 以てし、 |=、の 弓 

と-  0 一  1) らう  (H) 

§ 質に 劎を受 くる 者 は袂を 以て 十。 ^、水 潦 降る とき は 魚 を獻ぜ ず、 fsgl 鳥を獻 ずる 者 

よ.^ ば、 nK 

0^ は 其の 首 を佛ら す。 畜鳥は 則ち 怫らす 勿れ。 車馬 を獻 ずる 者 

S 水め 下 は 策綏を 執り、 甲を獻 ずる 者 は胄を 執り、 杖を獻 ずる 者 は 末 を 執り、 民 赓を獻 ずる 者 

ると き は魚胶  _  ！ 

は 右の 袂を 配り、 お 45、 粟 を獻 ずる 者 は 右の 契 を 執り、 SMtt ，。に^ I おれお、 米 

き^ 多く 珍 を獻 ずる 者は景 ： 鼓 ？ | を 操り、 熟食 を獻 ずる 者は锊 齊？ 1 主 を 操り、 田 宅を獻 ずる 者 

しから ざ る を  -. -, 

は 書 を 操りて 欽す。 

t き は 「饒多 

にせざる な 

む ベ 

きなり  主客 寧 3 接 

(五) ト： 篇。  TnT^fl,-^ 

篇 1 禮に曰 はく、 凡そ 客と 入る 者 は、 門 ごとに 客に 讓る。 客寢 門に 至る とき は、 主人 請 

力 行 二  二 〇一 
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ふ、 r 入りて 席を爲 り、 然して 後に 出で て 客を迎 へん」 と。 客！： 辭す。 主人 客を肅 めて 

入る。 主人 は 門に 入りて 右し， 客 は 門に 入りて 左 十。 主人 は 東 階に 就き、 

客 は 西 階に 就く。 客 若し 等 を 降る とき は、 主人の 階に 就く。 主人 阇辭 す。 霞. チ 

然して 後に 客 復し两 階に 就く。 主人、 客と 登る こと を讓 る。 ビ 主人 先づ登 

"， 客 之れ に從 ふ。 級 を 拾 | りて 足を聚 め、 を 歩 を 連ねて usi で 以て 上る。 

東 階に 上る とき は 右の 足 を 先にし、 西 階に 上る とき は 左の 足 を 先にす。 

戴溪曰 はく、 盛なる 哉、 先王の 禮。 其の 端 は 則ち 辭 遜の 心に 起る のみ。 送迎の 際、 

登 降の 節、 一先 一 後、 一 左 一 右、 主人た る 者 は 其の 恭敬して 敢 へて 慢ら ざるの 心 を 

極め、 客た る 者 は 其の 愧 縮に 勝へ ず、 敢 へて 當ら ざるの 意 交-' 相 辭遜返 避して^ あ 

らず。 此に 於て か、 以て 禮を觀 るべ し。 

鄕里相 交 

呂 氏の 鄕 約に 曰 はく、 凡そ M 約の 者は德 業相勸 め、 過失 相規 し、 禮俗相 交 はり、 患難 

相恤れ み、 善 あるとき は籍に 書し、 過 あり 若しくは 約に 違 ふ 者 も 亦 之れ を 書す。 三た 


び 犯して 罰 を 行 ひ、 悛 めざる 者 は 之れ を絕 たんと。 

(忠) 

呂 氏の 兄弟 四 人、 大中. 大防. 大鈞 *大 臨が 鄕 人と 約 誓す るな り。 本 注に， 義を犯 

すの 過 六つ、 一に 曰 はく 酸 博 鬪訟、 二に 臼 はく 行と 踰違、 三に 臼 はく 行恭 遜なら ざ 

る もの、 四に 曰 はく 言 忠信なら ざる もの、 五に 曰 はく 造言^ 毀す る もの、 六に 曰 は 

く 私を營 むこと 太甚 しきもの。 不修の 過 五つ、 一 に 曰 はく 交り 其の 人に 非ざる もの * 

二に 曰 はく 遊戲 怠惰、 三に 曰 はく 動作 儀な きもの、 四に 曰 はく、 事に 臨み 恪 なら ざ 

る もの、 五に 曰 はく 用度 節なら ざる もの 。患難 は 一に 曰 はく 水火、 二に 曰 はく 盜賊" 

三に 曰 はく 疾病、 四に 曰 はく 死 喪、 五に 曰 はく 孤 弱、 六に 曰 はく^ 枉、 七に 曰 はく 

貧乏。 規 とは戏 むる こと。 禮俗は 婚姻 喪 葬 祭祀の 禮を謂 ふ、 往還 書 問 慶^の 節 ある 

なり。 

衣 服 

(WE)  (五)  なんお 

士冠禮 に、 始め 加 ふるとき に 祝して 曰 はく、 「令 月 吉日、 始めて 元服 を 加 ふ、 爾の幼 

志を棄 て、 爾の 成德に 順へ。 壽考 維れ^ ありて、 爾の景 福 を 介に せん」 と。 fMI  、は g| 


さ續 2 載 小 二 

じ 人 せ 舉 \_/ 

ら 敬 
同 父 る 身 同 


じく 

篇に 

のれ 

じく 

小舉敬 身篇に 

載す 

論語 里 

仁 篇第九 章， 

又 IS 前に 載す 

(五) 論語 集 

註に 出づ 

(六) i 篇 

第五 章。 乂小 

^敬 身 篇に載 

す 

(七) 齊衰の 
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に。 千 きれ おひな 再び 加 ふるとき に 曰 はく、 「吉月 令 辰、 乃ち- 爾に服 を 巾つ 

つつしよ  び fes  ，：」 3  > 

雨の 威儀 を 敬み、 淑く爾 の 德を愼 め。 眉壽萬 年に、 永く 胡 福 を 受けん」 と。 s^g お ^ 

は ill?^" し 。胡 三た び 加 ふるとき に 曰 はく、 【，歲 の 正 を 以てし、 月の 令 を 以てし、 成く 

爾に服 を 加 ふ。 兄弟 具にお して、 以て 厥の 德を 成せ。 黄 耆疆 りなく、 天の を 受け 

レー 」,o 一一 一た び 加 ふるとき は爵扦 を W ふ。 おは 凍 梨な 

/」 と り、 老人の 面色 は 之の 如し。 sr^ の徵 な. 9。 

(II  しろ かざ 9  たうし つ 

曲 禮に曰 はく、 人の子た る 者 は、 父母^: するとき は 冠 衣に 素 を 純に せず。 孤 子の 當{ 至 

ままお こ^^ |&」 こ t ダレ 10 純 は 冠の 飾り、 衣の 緣な り。 菜 を 用 ひざる は 架し めばなり。 ^も 用 ひ 

JIUR.N' に バオ を 糸に せサと ざる は 哀しめば なり。 幼に し 一」 父な きを 孤と n ひ、 (：ii が は 父の 後な り。 

(I  一一)  くつ かざ 9  (二) 

禮 記に 曰 はく、 童子 は裘 せず、 帛 せず、 履の 絢せ ず。 f^^ss。,£ss リ 

s_  ，1 ち  はか 

孔子 曰 はく、  士道に 志して 惡衣 • 惡 食 を 恥 づる者 は、 未だ 與に議 るに 足らざる なり 


朱 子 曰 はく、 心 道 を 求めん と 欲して、 而も n 體の 奉 人に 若かざる を 以て 恥と 爲す 

は、 其の 識 趣の 卑陋なる 茶し、 何 ぞ與に 道を議 する に 足らん や。 ( 

1 語に 曰 はく、 君子 は を W て 飾に せず。 ，： -l^ss 一」 ssifl; 

紅 紫 以て 褻の 服と 爲 さず。 15。 


出 小袞 九^: 
づ き i  m  m 
き 、 -二 
ft こ 三 全 
m の 八 集 
に條 a 第 


文中 子の 服は儉 にして 以て 紫く、 長物な し。 綺羅 錦滅、 ^に 入れず。 R: はく、 一  君子 は 

黄と 白に 非 ざれば 御せ ず。 ^人に は 則ち- あり」 と。 

飮 食 

(九) ぬ 記の (せ 制 こ 曰 まく、 諸侯 は 故な くして 牛 を 殺さず、 大夫は 故な くして 羊 を 殺さず、 士は故 

篇名 *  i 一の 條 I  I 

H8I に なくして 犬. 永 を 殺さず、 庶人は 故な くして 珍 を 食 はず。 IM ば。 

2  0) 小擧 H に 曰 はく、 食 を 共に して は 飽くまで にせず、 ^を 共に して は 手 を澤さ ざれ。 s;:s、 

敬 身篇に 載す  ，  まろ：  なか 

^S^M^0^^MBS^^M& 飯 を s す こと 毋れ、 .0^, 

放銳^ する 母れ、 いする ゆれ。 中す る W れ、 

骨" 齡 f 毋れ、 魚肉 を 反す 毋れ、 お^^ お， 狗に骨 を 投げ 與 ふる 毋れ、 

IS 城？ §sf、 固く 獲る ？きぉ转絜ん こと 母れ、 釵を揚 ぐる 毋れ、 sfsl 羹を嚜 す 

る 毋れ、 羹を絮 くる 毋れ、 齒を 刺す こと^れ、 醢 を歡る こと 毋れ" 客 羹を絮 くると 

き は、 主人 烹る こと 能 は ざり しを辭 せよ。 客 ^ を歜 りしと き は、 主人 辭す るに 審を以 

ニト - :0  IKt 荬 il 菜 ありて 口 を 以て 之れ も嗳 食す る や^ ふ。 ^は 袭に 味なく して 器に 就きて 之れ なお 和 1» る を 謂 ふノ 刺せ 猶 

てせ よ ほ^の ごとし。 ^は^かに 之れ を 味 ふ も 謅 ふ。 荬を嗳 する 毋れと は、 宜しく 著 を 以てすべ L となり。 翁^^す EW れ 

力 行 二  二 〇 五 
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とい ふ も H.feivJ るな 嫌へば なり。 蕖も おくる^れと いひ、 ^も^る * れ とい ふ は， 钤 味 を 貧る も惡 むな り" 烹き； する 能 は ざ. 9 

しも 辭 すと いひ、 辭す るに 貧 荦を 以てすと いふ は、 蓋. L 主人 は當に 客の 失 も 正す ベから ざれば、 但だ 之れ を 通 謝する のみ 云 *。 

f  一  ノ ほ PL の 

謹 濡 肉は齒 もて 決ち、 乾 f は齒 もて 決たず、 炎 を嘬す こと ^ゎ。 wfss お Msss。 

に出づ  ひ盡す を 嘬と曰 ふ。 宜 

(一一) 0^  しく 漸に 食すべきな り。 

(三) 以下 は 二)  くら 

に 少 儀に 曰 はく、 燕に 君子に 侍 食す ると き は、 先づ微 ひて 後に 已む。 放^す る 毋れ、 ^ 

おの 1^ 歡する 毋れ、 小餱 して 之れ を^に せよ、 數， - 唯んで 口の 容を爲 す こと 母れ。 

て 人が 料现せ  ？，.  (二)  3  二 

しものに 非 ざ 食 も嘗 むる の 意。 機に 已 むと は、 食な 勧む るの 意。 小 U にし て^ふ は、 * 噎に脇 ふるな ^き B^AU? /匙 

h,:vf い 力 ii 味 り。^ 疾に する は 問 はるる に備 ふるな り o 數~ 之れ を嚼 むは、 口 を 弄し 容づ くる を ほす に^り 易し。 そ ffik 實^ 食寸 

1 なしと な る 者 は 君子に 後る。 slsm は^:。 火食の 者 は 君子に お だつ。 1ま？ ぽ： ip:  0^ 

(五) 以下 は  す  くわ 

J にょ^、 を 食 ふとき は 核 を 致て ず。 瓜 は 上 環 を 祭りて、 中 を 食 ひ、 操る 所を棄 つ。 お 

一 re そ W^^IK を  へ こ 

云 *」 より 前 り。 扇 は橫斷 して 形 環の 如きな り。 上 環 は^れ ％ の 間、 下^ は I. えれ 華 も 股 

にあ h-  せし HI なり。 又 曰 はく、 上 環 は. ほ 付な り、 逯は 頭の 切.？ 一環な.？ 0。 

(六) その上 (六 1 

篇、 但し 文に 曲 禮に曰 はく、 飮に長 者に 侍する とき は、 ^進めば 則ち 起ちて 拜 して 尊：对 に受 く。 1 

中，^ あり 

0 御 同の H お I お 。長者 辭す、 少者 席に 反りて 飮む。 お 者 擧げて 未だ 醞せ ざれば、 少者 

ジ广-ー 一の 瞎 ^/匸欠ぉ^。 敢 へて S に 先 きんぜざる なり。 爵も爭 も f 1  一一 wis  J  53-^4,- 3 し it, そ し- 

、し， ー  t  I- マ 食ま^ 曰 ふ。 燕 崆に曰 はく、 公、 爵^ 卒 へて 後に^; むと。 も ネに徒 fc- するとき は ありと 

(九) (七)  (八) 

原典に は 上文 淮も谇 tfo 長者に 待 食して 筏 具 も 之れ と 同じう する も 謂 ふ。 貳は 每殺 の 腠を .4, に- kL  rn 'ヒき t.、  ^^at 

の 前に 出.， つ  艮 も^せ， 1 si ふ。 本と 長者の 爲に設 く。 之れ も辭 すれば 長 ^12 嫌 はるる W り。 食 を卒 ふるとき は *P、，H よ 

( 1 CJ) 配 善  た 

I 役  り 跪いて 铌齊を 徹し、 以て 相 者に 授く。  15 お 5。 の §^ぉ い。 主人 興つ て 客に 辭す、 

(； 2  たす 


然る 後に 客 坐す。 麟 ^;st "。な 

論語に 曰 はく、  t は 精 を 厭 はず。 臉は細 を 厭 はず。 

朱 子 曰 はく、 食 は钣 なり、 精 は 鑿せ る ものな り。 食の 精なる とき は 能く 人 を 養 ふ。 

しらげ る 

臉の麁 なる は 則ち 能く 人 を 害 十。 

貪の 綾れ て^く、 魚の 餒れて 肉の 敗れた る は 食 はず、 色の 忠 しき は 食 はず、 臭の 惡し 

き は 食 はず、 籽を 失へ る は 貪 はず、 時なら ざる は 食 はず。 

朱 子 曰 はく、  ^は 飯の 熱？ i に 傷みし なり。 ^は 味の 變ぜ るな り。 魚の 爛れた るを餒 

と 曰 ひ、 肉の 腐りた る を 敗と 曰 ふ。 色. 忠 しく，：^ 惡 しき は、 未だ 敗れた るに は あらず 

して 色 臭變ぜ るな り。 紅は烹 調 生 熟の 節な り。 

ヨミ 

^きて； 止し か ら ざれば 食 はず、 其 の g£ を^ ざれば 食 はず。 

朱 子 曰 はく、 此の 二者 は 人に 害な し、 仉だ味 を 嗜むを 以て、 苟も 食 はざる のみ。 

= S  しか 

肉 は 多し と雖 も、 食の 氣に 勝た しめず。 

朱 子 曰 はく、 食 ふに は穀を 以て 主と 爲す、 故に 肉 をして 食の 氣に 勝た しめざる なり。 

孟子 曰 はく、 飮 食の 人 は 則ち 人 之れ を賤 しむ。 其の 小 を * うて 以て 大を失 ふが 爲 なり。 

力 行 二  二 〇 七 
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鈥貪の 人と は專ら 口腹 を 養 ふ 者な り。 小 

i は 口腹 キ謅 ひ、 大とは 心 志 も 謂 ふ。 

橫渠曰 はく、 寧 者禮 義を捨 つると き は、 飽貪 して H を 終へ、 猷り爲 す 所な く、 下：^ と 

おもわき  す 

致 を 一 にす。 事と する 所 は、 衣食の 間、 燕 遊の 樂 みに^ i ぎざる のみ。 

% 文 正 公^ s^rA. 發解. 南 省. 廷 試に 皆 首 冠と 爲る。 或 ひと 之れ に戲 

れて曰 はく、 「狀 元三 場に 試たり、 一生 喫 著す とも 盡き ず」 と。 

51ls^。 公、 色 を 正して 曰 はく、 「曾が 平生の 志 は 溫飽に 在らず」 と。 

«t 曰 はく、 高侍郞 兄弟 三人 倶に淸 列に 居る。 領『き|、のハょ|、は|部讀|ず 客 を 速くに 

(五)" じ  ふ)  1 

非 ざれば、 羹鈸を 二に せず。 夕食に は蔔 瓠を龁 ふの み。 I ま^?^ lfL^。 

張 文節 公、 相と 爲る。 自ら 奉ずる こと 河 陽の 掌 書記の 時の 如し。 或 ひと 之れ を規 して 

曰 はく、 「今 公^: を受 くる こと 少 からず して 自ら 奉ずる こと 此の 若し、 .0 ら 信じて 淸約 

1 ばら 

なりと 雖も、 外人 頗る 公孫が 布 被の^り あらん。 公梵 しく 少く 衆に 從ふ べし」 と。 公 

嘆 じて 曰 はく、 「吾れ 今日の 作、 家 を 舉げて 錦 衣 玉 食す と雖 も、 何ぞ能 はざる こと を 患 

へん。 顧 ふに 人の 常 情は儉 より 奢に 入る は 易く、 奢より 儉に 入る は 難し。 吾が 今： n の 

^, お 能く 常に あらん や、 身 豈 能く 常に 存 せんや。 一 H; 今日に 異ならば、 家人 奢に 習 


ふこと 已に 久しう して 頓に儉 なること 能 はず、 必ず 所 を 失 ふに 至らん。 豈 吾れ 位に 居 

る も 位 を 去る も、 身 存し身 亡ぶ る も、 一 日の 如くなる に 若かん や」 と。 舶州^ や 

後に 宰相と 爲る、 文節と 諡す。 漢の 丞相 公孫 弘、 布 被も爲 る。 S 

繫曰 はく T 弘、 俸祿 多くして 布 被 を爲る は， 此れ 詐 なり」 と。 

^  m 典 同 溫公曰 はく、 先 公 g^^g 相 おは 郡牧の 判官たり しとき、 客 至れば 未だ 嘗て 置 酒せ ずん 

ば あらず。 或は 三 行、 或は 五行、 gss^- 七 行に 過ぎず。 酒 は 市に 沽ひ、 果は 梨. 栗 • 

棗. 柿に 止まり、 看 は贿 • 醢 • 菜羹に 止まり、 器は瓷 漆 を 用 ふ。 當 時の 士大 夫皆然 り、 

あ ひそし  し tt く 

人相 非らず。 會數 ~ して 禮 勤め、 物 薄く して 情 厚し。 近日の 士大 夫の 家、 酒は內 法に 

非ず、 果は 遠方の 珍 異に 非ず、 食 は 多 品に 非ず、 器 皿 は 案に 滿 つるに 非 ざれば、 敢へ 

て賓 友を會 せず、 常に 數曰 營み聚 めて 然して 後に 敢 へて 書を發 す。 苟も 或は 然ら ざれ 

ば、 人爭 つて 之れ を 非り、 以て 鄙 吝と爲 す。 故に 俗に 隨 つて 奢 靡なら ざる 者鮮 し。 § 

ォ宮內 造 消の 法 を 謂 ふ。 

©I は辨 なり、 云々。 

(八) 

は) 出典 同 又 曰 はく、 吾が 家 は 本と 寒 族に して、 世 >淸 白 を 以て 相承く。 吾が 性 華糜を 喜ばず。 

乳兒 たりし 時より、 長者 加 ふるに 金銀^ 美の 服 を 以てすれば， 輒 ち羞赧 して 棄て 去る。 

かたじけな  ぶんき  aJ-i-tJE-f, 

年 二十に して 科名 を 忝 くす。 聞 喜の 宴 f  一  1^  士 に 獨り花 を 戴かず。 同年 曰 はく、 

力 行 二  二 〇 九 
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す  ざ  へいぜい  さむさ 

「君の 賜 は 違つべからず」 と。 乃ち 一花 を簪 す。 平生 衣 は 寒を蔽 ふに 取り、 食 は 腹 を 

充 すに 取る、 亦敢 へて 垢 弊 を 服して 以て 俗 を 矯め 名 を 干 めんと に は あらず、 但だ 吾が 

性に 順 ふの み。 

敬 汪信民 嘗て 言 へ らく、 「人 常に 茱根を £乂 み 得ば、 則ち 百事 做る ベ し」 と。 胡康侯 之れ 

i を 聞き、 節を擊 つ て嘆赏 す。 膽^ Is ハ S^SBi 

朱 子 曰 はく、 舉者須 らく 常に 「志士 は 溝^に 在る を 忘れず」 を 以て 念と 爲 すべし、 則 

ち 道義 重く して、 死生 を較 計す るの 心輕 し。 況ゃ 衣食 は 外物の 至微末 事なる を や、 得 

ずと も 未だ 必ずしも 便ち 死せ ず、 亦 何 ぞ義を 犯し 分 を 犯し、 心 を 役し 志 を 役す る を 用 

ひ、 營々 として 以て 之れ を 求めん や。 某、 今人 を觀 るに、 茱根を 1  乂む能 はざる に W り 

て 其の 本心 を 失 ふに 至る 者 衆し、 戒めざる ベ けんや。 

(二) 全集 第 

七卷 一 一七 頁  クー) 

"下參 照  0  0 

は) 鬈下 §  か 

^) 易の 卦 易に 曰 はく、 上古 は 穴^して 野處 す。 後世の 聖人 之れ に 易 ふるに 宮室 を 以てし、 楝を 

に 取る  上に し 宇 を 下にす、 以て 風雨 を 待つ。 蓋し 諸れ を 大壯に 取る。 §11^ 


う へ  した 

司 馬 光 曰 はく、 風 ^は 動く 物な り。 風！ g 上に 動き、 楝宇 下に 建つ は、 大壯の 象な り。 

お づ^^ 禮 記に， 昔 者 先王 未だ 宮室 あらず、 冬 は 則ち 營窟に 居り、 夏 は 則ち, I に 居る。 後に 

c 六〕 金 器 を 聖 作る 1" ありて 然して 後に 火の 利 を 修め、 金 を 范し土 を 合し、 以て 臺榭 宮窒 を 

鑄る こ i  つく 

爲る。 

お 稅^ ¥ 漢の文 帝卽位 二十 三年、 莒-: 至苑 園、 車騎服 御、 增益 する 所な し、 不便 ある も、 輒ち I) 

めて 以て 民 を 利す。 嘗て 露臺を 作らん と 欲し、 ぼ を 召して 之れ を 計らし めしに 1|ひ 百 金 

じ やう 

なり。 上の 曰 はく 、「百 金 は 中 人 十 家の 產 なり。 吾れ 先帝の 宮窒を 奉じ、 常に 之れ を羞 

かし めんこと を 恐る、 佝を 以て か臺 を爲 らん」 と。 

L 八 n， 子 曰 はく、  士 にして 居 を懷ふ は、 以て 士と爲 すに 足らずと。 

胡 文 定公日 はく、 人須 らく 是れ 一 ゆ の 世 味 淡 薄に してお に^かるべく、 富貴の « が 

らんこと を 要せず。 孟子の 謂 はく、 「堂の 高さ 數侬、 食前 方丈、 侍 妾數百 人、 我れ 志 を 

得と も爲 さじ」 と。 舉者須 らく 先づ 此れ等 を 除き 去り- 常に 自ら 激昂すべし * 便ち 墜 

墮 する こと を 得る こ 到ら ざらん。 は飮食 衣服^お？ 類な り。 激昂 は g ほ窗玆 とい ふが ごとし。 墜も 

S 二  /  ^^i-^  -cf/  i_v も^^つる こと なり。 富貴 を 以て 事， o 爲 さす、 常に. E ら 激^して 善を 爲す 

常に 愛すら く、 諸葛孔 明、 漢の 末に 當 つて 躬ら南 陽に 耕して 聞逹を 求めず、 


修敎耍 錄卷之 七  二 一 二 

後來劉 先主の 聘に應 じ、 山河 を宰 割し： 大下を 三分し、 身 は 將相を 都べ、 手に 重 兵 を 握 

り、 亦 何 を 求めて か 得 ざらん、 何 を 欲して か 遂げ ざらん と雖 も、 乃ち 後 主と 言 ふに、 

「成 都に 桑 八 百 株、 薄 田 十五 頃 あり、 子孫の 衣食 自ら 餘饒 あり、 臣が身 は 外に 在りて 

^に 調度な く、  ^に 生 を 治めて 以て 尺寸 を長ぜ ず、 死す るの 日の 若き は、 廩に餘 粟 あ 

り、 庫に 餘財 あらしめ て 以て 陛下に 負く こと あら じ」 と。 卒する に 及んで 果して 其の 

言の 如くな りき。 此の 如き 輩の 人 は眞に 大丈夫と 謂 ふべ しと。 «K1SS?" ほ^。 と^ 

は ほ 毫末と 言 ふが ごとし。 恩 

に 背き 德を 忘る るを資 と 曰 ふ。 

(二)  ：  ：  3> きょて い  ，,、>5  をざ  (三」  めぐら 

李 文靖公 §き|、 ぉき5 きす 居 第 を 封 丘 門 外に 治む。 廳 事の 前 僅に 馬 を 施す ベ し。 

或 ひと 其の 太だ隘 きを 言 ふ。 公 笑って 曰 はく、 居 第 は當に 子孫に 傳ふ べし、 此れ 宰輔 

の廳 事と 爲ては 誠に 隘し、 太 祝 • 奉 禮の廳 事と ぎて は 則ち 已に寬 しと。 ^お、 事^, 

(巧) 

禮は皆 世 蔭 

の官 なり。 

逸 豫を戒 む 

org  たのしみ  よろこ 

程 伊川 曰 はく， 人の 豫樂に 於け る や、 心 之れ を說 ぶ、 故に 遲々 として 遂に 耽戀 して、 


S  かた 

3 易の 豫 已む能 はざる に 至るな り。 豫の六 二 は 中正 を 以て 自ら 守る。 其の 介き こと 石の 如し。 

卦、 六 二の 爻 

其の 去る ことの 速なる、 曰 を 終 ふる を 侯たず。 故に 貞 正にして 吉 なり。 豫に處 る こと 

吉」 と 出で、  (七)  た 

又 その 象に 安んじて 且つ 久し かるべからず、 久しき とき は溺 る。 二の 如き は 幾 を 見て 作つ 者と 謂 

「不 レ終レ 日， 

ふべ し。 蓋し 中正な り、 故に 其の 守る こと 堅く して、 能く 之れ を辨 ずる こと 早く、 去 

(七) 六 二 は  (八) 

事の 未だ あら る ことの 速な り。 3 曰 はく、 人君 危亡を 致す の 道 一 に 非ず、 而 して 豫を 以て 多し と爲 

はれざる に 先 

^0 す。 六 聖人 戏を爲 す こと 必ず 方に 盛なる の 時に 於て す。 其の 盛なる に 方り て戏 

處を 去る の 意  (.7〕  な  くづ 

(八) 近 思錄 を 知らず、 故に 安富 に^れて 則ち 驕侈 生じ、 舒 肆を樂 しんで 則ち 紀綱 壞れ、 禍亂を 忘 

^文の 次に  a  ,  _ト 

f 丸) 程 子の れて 則ち 赏學萌 す。 是れ 浸淫を 以て 亂の 至る を 知らざる なり。 f ぉ鮮。 

易 傅に y づ i  (5 一 

なり  橫渠曰 はく、 鄭*衞 の 音 は 悲哀な り。 人の 意思 をして 留 連せ しむ。 又 怠惰の 意 を 生じ、 

( 一 〇) 近 思 

ff 類に 出 從 つて 驕淫の 心 を 致す。 珍玩 奇貨と 雖も、 其の 始め 人 を 感ぜし むる こと、 亦是の 如く 

切ならざる も、 從 つて 限りなき 嗜好 を 生ず。 故に 孔子 曰 はく、 「必ず 之れ を 放て」 と。 

亦是れ 聖人 も 經歷し 過ぐ、 伹だ 聖人 は 能く 物の 爲に 移されざる のみ。 

驕吝 を戒む 

力 行 二  二 一 一一 一 . 
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二】  ぉュ  - - すくな — 

2)  程 明 道 曰 はく、 富貴に して 人に 驕るは 同に 不善な り、 學 問あって 人に^る も^ 亦 細 力 

鱉 戒頹 

らず。 

(二)  みつる  あきたらざる 

(二；  E 前 程 伊川 曰 はく、 驕 り は是れ 氣の盈 なり、 吝は是 れ氣の 歉 なり。 人 若し 吝 なる 時 は、 

財の 上に 於ても 亦 足らず、 事の 上に 於ても 亦 足らず、 凡百の 事 皆 足らず。 必ず 歉々 の 

色 あり。 


修 敎要錄 卷之 A 

力 行 三 外 編 一 

通 論 

ぶー)  かう えう  つい  キ,  あつ 

(15 書經毖 書に 曰 はく、 皋陶曰 ふ、 天 有 典 を 叙づ。 我が 五 典を勑 しくして、 五つな から^く せ 

^陶^  フ.  .0 ちつね  ひと 

:0  o  U>1 弓 I ごに， no  fes  £i^-^>c^3  Ltovo  - 人人の 性 を 次 敍し各 ~ 分義 あり、 當に 我が 五常の 

よ や 天 有 禮を秩 つ 我 力 五禮を 用. U て^ ぁォゃ 敎な勑 正して 五 典に 八：： ひ； 大 下に厚くせ しむべし。 

* は 常、 自は ffl なり。 天 有 禮な次 秧す、 ^に 我が^ 

■i*  ,^ の 五^の 禮を用 ひて W て 之れ も 行 ひ、 常 あらしむ ベ し。 

s  i 站子曰 はく、 人の 道 ある や、 飽食 煖 衣し 逸 居して 敎 なければ、 禽獸に 近し。 聖人 之れ 

上篇第 s 章  せつ 

を 憂 ふること あり、 契 をして 司 徒たら しめ、 敎 ふるに 人倫 を 以てす。 父子 親 あり、 君 

臣義 あり、 夫婦^ あり、 長幼 序 あり、 朋友^ あり。 

しゃ ラ  か 

(五) 滕文公 又 曰 はく、 庠は養 なり、 校は敎 なり、 字 は 射な り。 夏に は 校と 曰 ひ、 殷には 序と 曰 

上！ I 第一 一 一 章  . 

ひ、 周に は 庠と曰 ふ。 學は 則ち 三代 之れ を 共に す。 皆 人倫 を 明かに する 所以な り。 .ぉ 

力 行 三  二 一  五 


にの 春の 二 

記事 秋 左：: 
し 蹟時丘 
たも 代明戰 
る 國列 の阔 
書別國 撰魯 
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老も養 ふ を 以て 義と爲 し、 校 は^を 敎 ふる を 以て 義と爲 し、 序 は 射 も 習 はす を以 

て 義と爲 す。 學と は國擧 なり、 之れ を 共に すと は、 異名な きなり。 倫 は 序な り。 

晏子曰 はく、 君 は 令 あり、 臣共 しく、 父 は 慈しみ、 子 は 孝 あり、 兄 は 愛し、 弟 は 敬し、 

や はら  よめ  t、>em 

夫 は 和し 婦は柔 ぎ、 姑 は 慈 あり、 婦は聽 く、 禮 なり。 11^ 君 は 令して 違 はず、 臣は 

共し くして 貳 はず、 父 は 慈しんで 敎へ、 子 は 孝に して 箴め、 |£、 る 兄 は 愛して 友し、 弟 

は 敬して 順 ひ、 夫 は 和して 義 あり、 妻は柔 いで 正しく、 姑 は 慈しんで 從ひ、 婦は聽 い 

て婉 なる は、 禮の 善なる 物な り。 ^。順 

( 1 )  らんきよ うし 

國 語に、 欒共 子が 曰 はく、 民 は 三に 生き、 之れ に 事 ふること 一 の 如し。 父 之れ を 生み、 

やしな 

師 之れ を 敎へ、 君 之れ を 食 ふ。 父に 非 ざれば 生きず、 食に 非 ざれば 長ぜ ず、 敎に非 ざ 

れば知 あらず、 生の 族な り。 故に 一 にして 之れ に 事へ、 唯 だ 其の 在る 所 則ち 死 を 致す。 

生に 報いる に 死 を 以てし、 賜に 報いる に 力 を 以てする は、 人の 道な り。 

(二) 詳しく 白 虎 通に 曰 はく、 三 綱と は 何の 謂ぞ や。 君臣. 父子. 夫婦 を 謂 ふなり。 君 は臣の 綱た 

は 白 虎 通 義、 

後漢班 固の 撰 り、 父 は 子の 綱たり- 夫 は 妻の 綱たり。 大 なる 者 を 綱と 爲し、 小なる 者 を 紀と爲 す、 

上下 を 張理し 人道 を整齊 する 所以な り。 人 皆 五常の 性を懷 き、 親愛の 心 あり、 是を以 

て 綱紀 化を爲 す、 羅 網の 紀 綱あって 百 目の 張る が 若き なり。 三 綱と 謂 ふ 所以の 者 は 何 


(J ニー  =2g ぞ。 一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ。 陽 は 陰 を 得て 成り、 陰 は 陽 を 得て 序し、 剛柔相 配す。 

辭 上： ^に つ 

のっと 

故に 人 を 三 綱と 爲し、 ： 大地 人に 法る。 君臣 は 天に 法り、 象 を 曰 月の 屈伸して 功 を歸す 

るに 取る。 父子 は 地に 法り、 法 を 五行の 轉 じて 相 生す るに 取る。 夫婦 は 人に 法り、 象 

を 人の 陰陽 を 合して 施 あるに 取る。 君 は 群な り、 群 下の：！ する 所な り。 臣は牽 なり、 

かたど  の り 

君に 事 ふるな り。 屈服の 形に 象る。 父は矩 なり、 度 を 以て 子を敎 ふるな り。 子 は孳な 

まじ 

り、 孳々 として 已 むこと なきな り。 夫は扶 なり、 道 を 以て 扶け接 はるな り。 婦は 服な 

り、 禮を 以て 屈服す るな り。 五 性と は 何ぞ。 仁義 禮智信 を 謂 ふ^り。 

8 この 章  ^母 姑 舅に 事 ふ 

よ、 ft ね ffl 文 

^  )  ^a-  ^  (五〕  r  r  こと てあら もく ちそ i  *"  くしけ づ かみ ゆ 4S かん ざし 

子の 父母に 事 ふる、 鶏 初めて 鳴いて 咸 く盥 ひ、 舰 漱 ぎ 職 櫛 り S な 縱ひ雖 笄 

改 多し  き、 かみつ， -み  A3 ミ I  きう こ 

r 五) I 內 し S な 總す。 ？^ぉ ザ 婦の與 姑に 事 ふる は 父母に 事 ふるが 如し。 以て 父母 舅姑の 所 

則 ^ にリっ  ゆ  、くかん  すなよ つ- レ 

0ip に 適く。 所に 及んで 氣を 下し 聲を怡 ばし め、 衣の 燠 寒 を 問 ひ、 疾痛苛 S な 癢は而 ち 敬 

u%t  あたたかさむ さ 

(.1  へ) こ S 所  よく  .tMC さう s.  C  -き 

中 § あり  んで抑 ゆな 搔 5 なす、 出入に は 則ち 或は 先 だち 或は 後れて、 敬んで 扶持す。 盥を 進む 

たら ひ さ-  よくく わん  てあら を は  す. - 

るに は、 少者 槃を 奉げ、 長者 水 を 奉げ、 沃盥を 請 ひ、 盥ひ卒 つて 巾を授 む。 欲する 所 

力 行  一二  •  二 一七 


(一) xs. 

姑の 意もう け 

^^するな. o- 


(二) 丘^、 

宋末； 兀 初の 學 

者、 官文 W 閣 

大藥士 に 至る。 

著 害 大農 衍義 

補 有名な り、 

文 莊と諡 す 


(三) 内 則篇、 

X 小舉 明偸篇 

に も| ^す 


S 肌お の 

I- と 

(五) 內則 JI 
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( I ) 

を 問うて 敬んで 之れ を 進め、 色 を 柔らげ て 以て 之れ を溫 く。 諮 •  ^酷 . 笔羹 § 


^ま f  二叔麥 • 貿 £ 稻黍粱 秫は唯 だ 欲する 所の ままな り。 棗 栗 は？： i #K て 之れ を^. 


し、 jff 且扮楡 は 免 I、 な^^あり、 滌 W て 之れ を馉 かにし、 脂膏 以て 之れ 

あたらに き # ョ ほし-  17 

を膏 にす。 父母 舅姑 必ず 之れ を 嘗めて 而 して 後に 返く。 

丘 文莊曰 はく、 人の子と して 親に 事 ふるに は、 固に 當に 其の 孝を盡 すべし、 尤も 當 

に 其の 敬 を 致す ベ し。 徒に 氣を 下し 聲を怙 ばし め 色 を 柔ら ぐる を 以て 孝と 爲す のみ 

にあらざる なり。 而 して 凡そ 其の 抑搔 する や、 扶持す る や、 欲する 所 を 問 ふや、 皆 

必ず 敬 を 以てす。 孝に して 敬せ ざれば 孝に 非ず。 

(15  お 5.3  こた 

父母 舅姑の 所に 在って、 命ずる こと あるとき は、 應唯 敬んで 對へ、 進 返 周旋 愼んで 

齊す。 什 降 出 人捭遊 するとき は、 敢へて職|き^^^^^|-|ぉ^^れ^蹭 


ほ11 像 I は I な^ 視 せず、 敢 へて ぜ^^ S せず、 寒く とも 敢 へて 铋 


6  か S  たんせき 

翅 ねず、 癢 くと も敢 へて 搔 かず。 敬 事 あら ざれば 敢 へて 裨裼 せず、 涉 ろら ざれば 

S)  オ i  J 

かふ S  つお い きん 

撅! I げず、 褻の 衣 衾 は 裏 を ^ せず。 


子 婦の孝 ある 者 敬 ある 者 は、 父母 暴 姑の 命 逆ら ふこと 勿れ、 & 3 る こと 勿. 


I 氏 曰 はく、 子に して 孝 なれば 父母 必ず 之れ を， 愛す、 婦 にして 敬 なれば 舅姑 必ず 之 

れを 愛す。 然れ ども 猶ほ 其の 愛 を 恃んで 命に 於て 或は 違 ふ 所 あらん を 恐る。 故に 逆 

らふ 勿れ 怠る 勿れ を 以て 戏と爲 す。 

(七 J  たくよ へ  (K) 

子^ §1 る婦 好 i 妻 は 私の 貨 なく、 私の 畜 なく、 私の 器な く、 敢 へて 私に 假 さず、 敢 

へ て 私に 與 へず。 

鄭玄曰 はく、 家事 は 尊に 統べら る。 

子 道 

曲 禮に曰 はく、 凡そ 人の子た るの 禮は、 冬は溫 にして 夏は淸 しくし、 昏には 定めて 

晨には 省みる。 

司 馬 光 曰 はく、 父母お 姑 將に寢 ねんと するとき は、 安置して 退く。  曰 はく、 

一 歲冬 夏に 寒暑の 變 あり、 一 日お 昏に晦 明の 變 あり。 冬は溫 にす と は、 古人 密室に 

あ ふ 

置く の 類の 如し。 夏 は^しく すと は、 古人 枕 を 扇ぐ の 類の 如し。 

(111)  »•  t  K 

夫れ 人の子た る 者、 出づ ると き は 必ず 吿げ、 反る とき は 必ず 面す。 遊ぶ 所 必ず 常 あり 


( 一 ) 曲^ 上 

篇 


(二) 前文の 

つづき 


(三) 同前 

S) 同前 
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習 ふ 所 必ず 業 あり、 恆の 言に 老を稱 せず。 

陳氏曰 はく、 出づ ると き は 違る を 吿げ、 反る とき は 歸を吿 ぐ。 遊ぶ に 常 ある は、 身 

他に 柱かざる なり。 習 ふに 業 ある は、 心 他に 用 ひざるな り。 平常 言語の 問、 りら 老 

を 以て 稱 するとき は、 尊き こと 父母に 同じく、 而も 父母 は老に 過ぎたり と爲 十。 

人の子た る 者 は、 居る ときに 奥に 主たら ず、 坐 するとき に 席に 中せ ず、 行く ときに 道 

に 中せ ず、 立つ ときに 門に 中せ ず、 g^i^y ザの 食饗に 槩を爲 さず。 

陳氏曰 はく、 食 饗は親 を 奉じ 客 を延き 及び 祭祀す るの 類の 如し、 皆是 れ^ 量 を爲さ 

ず、 親の 心に 順って 敢 へて 自ら 限 節を爲 さざる なり。 

(二 ) 

聲 なきに 聽き、 形な きに 視る。 

鄭玄曰 はく、 聽 くと 雖も 父母の 聲を 聞かず、 視 ると 雖も 父母の 形 を 見ず、 然れ ども 

まさ 

心 常に 想像して 形 を 見聲を 聞く に 似たり。 謂 ふこ ころ は、 將に敎 をして 已に然 らし 

むる あらんと するな り。 

高き に 登らず、 深き に 臨まず、 苟も 訾ら ず、 苟も 笑 はず。 s^^0< 

(so  こと 

孝子 は 闇に 服せ ず、 危に 登らず。 親 を 辱 かし めんこと を惧 るれば なり。 ng^n 


(五) 曲^ 上 

篇、 小 擧明倫 

篇 

(六) 前 出 二 

〇 二 頁參照 

(七) 曲禮上 

篇 、但し 「父 

母疾 ある i 

き」 云々 以下 

は 1® 典に よれ 

ば 袷け る 文に 


(八) 曲^ 上 

(九) 緣の飾 


( 一 〇) 曲^ 

下篇 に出づ 


て 事に 從 はす。 卒に * 常 あり 且つ 禮も失 は.？ こ 

i ち 嫌 ふが 爲な り。 男女 夜行く に は燭を 以てす。 

S  ノ 

父母 存 するとき は、 友に 許す に 死 を 以てせず、 fgg ひる 私の 財 を 有せず。 

戴溪曰 はく、 粒 米縷絲 以上 皆 親の 物な り、 豈敢 へて 私有 せんや。 

父子 席 を 同じう せず。 に 父母 疾 あるとき は、 冠者 櫛らず、 柱く ときに きぶず、 

言 惰ら ず、 ぼ^、 琴瑟 御せ ず、 肉 を 食 ふ も 味を變 ずるに 至らず、 酒 を 飮むも 

貌を變 ずるに 至らず、 笑 ふ^^-  g£ 本 に 至らず、 怒る も 篤に 到らず、 疾 止めば t に復 

る 0 

司 馬 溫公曰 はく、 凡そ 父母^ 姑疾 あるとき は、 子婦は 故な くして 側 を 離， e ず、 親ら 

藥餌 を調嘗 して 以て 之れ に 供す。 父母 疾 あれば、 子の 色滿 たず、 容戲 笑せ ず、 宴遊 

せず、 餘事を 捨て置きて 專ら 以て 醫を迎 へ 方を檢 して、 藥を 求む る を 以て 務と爲 す o 

(<)  しろ f.,^ 

人の子た る 者 は、 父母 存 すれば、 冠 衣に 素 を 純に せず。 

鄭氏曰 はく、 喪の 象 あるが 爲 なり。 

(き 

子、 父母に 於て は 自ら 名い ふなり。 

呂氏曰 はく、 子の 名 は 父母の 命ずる 所な り。 親の 命 を 敬し、 敢 へて 他の 稱 ある こと 

力 行 三  ニニ 一 


( 一 ) 曲镫下 

篇に 出づ、 又 

小 舉明 倫篇に 

(二) 南北朝 

時代 齊の學 者、 

門 待郞に 

進む。 後齊亡 

び隋に 仕へ^ 

上と なる。 著 

* 顔 子 家^ 有 

名な り 

(三) 曲糟下 

篇、 小 擧叫倫 

§ 孔^ 達、 

唐の 舉者、 官 

國： 十^ 業 • 祭 

^に 至る。 五 

^正義の 著 あ 

(五) 禮記の 

篇名、 この 條 

：：?< 小^ 倫！ S 

にも 載す 

(六) 底本の 


「敬 を 起し 孝 

.% 起し」 と讀 

む を 普通と す 

(七) 吳澄を 

正しと す、 元 

代の 舉 者、 字 


修敎耍 錄卷之 八  ニニ  二 

あらず。 

親疾 ありて 藥を飮 むと き は、 子先づ 之れ を^む。 

(二)  おも 

顏之推 曰 はく、 父母 疾 あるとき は、 子醫を 禅して 以て 藥を 求む。 蓋し 以 ふに 醫は親 

の 存亡の 繋る 所、 豈傲忽 すべ けんや。 

(三) 

子の 親に 事 ふるや、 (三た び) 諫めて 聽 かれざる とき は、 號 泣して 之れ に隨 ふ。 

(巧 一  (然) 

孔氏曰 はく、 父子 天性の 理 逃るべからず。 從 はずと 雖も 當に號 泣して 之れ に隨 ふべ 

し、 悟って 改 むる あらん こと を冀 ふなり。 

(五〕  あや * ち  よろこ 

內 則に 曰 はく、 父母 過 あるとき は、 氣を 下し 色を饴 ばし 聲を柔 らげて 以て 諫めよ。 若 

一六 1  よろこ 

し 入れられざる とき は、 起って 敬し 起って 孝し、 說ぶ とき は復諫 せよ。 說 ばざる とも、 

其の 罪 を 鄕黨閭 に 得た まふより は、 寧ろ 熟^せよ。 父母 怒って 說ば ずして 之れ を撻ち 

血 を 流す とも、 敢 へて 疾み 怨みず、 起って 敬し 起って 孝せ よ。 

孔氏曰 はく、 諫めて 父母 をして 悅ば ざら しむる は、 其の 罪輕 し。 長惧 L て 諫めず、 

父母 をして 罪 を鄕黨 州閬に 得しむ る は、 其の 罪 重し。 二つの 者の 間、 寧ろ 用て 熟^ 

(七) 

せよ と は、 純熟殷 勤に して 物の 成熟す るが 若く 然る を 謂 ふ。 吳徵曰 はく、 復^ は 再 


は幼淸 、草ぬ 諫 なり。 熟諫は 三た びに 至り 四た びに： ムト- つて 猶ほ 未だ 已 めず、 火の 物 を 熟する が 如 

先生と 菊す。 

く、 必ず 生物の 堅 硬なる 者を變 化して 輭 熟に 至る を 期す るな り。 丘 文 ま 曰 はく、 內 

3 の 著 あ.^  5 

5 里仁篇 則の 此の 章の 旨、 朱 子 之れ を 引いて 以て 論語の 「父母に 事へ て は幾諫 す」 の 章 を 解 

第 十七 章  f え 一 

ili 見 I 語 集 し、 二 章の 言 相 表裏す と 謂 ふ。 幾 を 解して 微と爲 し、 微諫と は、 謂 ゆる r 氣を 下し 

色を怡 ばし 聲を柔 らげて 以て 諫む」 る こと、 漸々 細密に して、 峻暴强 加闌截 を須ひ 

おも  まこと 

ずと なり。 愚竊に 以て 謂へ らく、 朱 子の总 固に 是 なり、 伹し 幾の 字の 訓に 於て 甚だ 

親切なら ず。 若し 以て 幾微の 幾と 爲 せば、 ^子の 親に 於け る、 無形に 視、 無 聲に聽 

き、 其の 幾微萌 露の 初に 方って、 卽ち 其の 情 志 意^の 在る 所 を 探り、 事に 隨 つて 其 

の 察 を 致し、 事に 先だって 之れ が 防を爲 し、 之れ を 未然に 消し 之れ を將然 に^むる 

はぶく  あら は 

は、 則ち 力 を 用 ふること 熟^に 比して 省と 爲す。 噫、 孝子の 親に 於け る、 過 未だ 形 

れ ざると き は 幾く^ め、 過 以て 形 るるとき は熟諫 して 其の 親 を 無 過の 地に 致す、 則 

ち 徒に 其の 志 を 養 ふの みに 非ず して、 又 以て 其の 德を 成す こと あり。 是れに 由って 

之れ. を 言 ふとき は、 二 章の 意 伹に相 表裏す るの みに 非ず、 蓋し 相 始終す るな り。 

凡そ 父母 在す とき は、 子 老いたり と雖も 坐せ ず。 

力 行 三  ニニ 三 


修敎要 錄卷之 八  ニニ 四 

吳澂曰 はく、 家人 嚴君 あり、 父母の 謂な り。 尊者あって ヒに 在り， 故に 子の 年老い 

たりと 雖も 亦敢へ て 坐せ ざるな り。 

^ 一 藻に 曰 はく、 父 命じて 呼ぶ とき は、 唯して 諾 せず、 手に 業 を 執る とき は 之れ を 投じ. 

くち  はし 

食 口に 在る とき は 之れ を 吐き、 走りて 趨ら ず。 

方愨曰 はく、 旣に 命と 曰 ひ、 又 呼と 曰 ふ は、 之れ に 命ずる に 事 を 以てし、 之れ を 呼 

びて 以て 來ら すなり。 唯も諾 も皆應 なり、 而 して 唯の 應は諾 より 速な り。 走 も趨も 

あ^み 

皆步 なり、 而 して 走の 步は趨 より 速な り。 

(三)  か  かへ  すご  やま ひ 】5 ぶ  、 

親老 ゆると き は、 出づ るに 方 を 易へ ず、 復る こと 時 を 過 さす、 親脔； するとき は 

色容 盛なら ざる、 此れ 孝子の 疏節 なり。 5、 ゆ S 贿 は。 

陳氏曰 はく、 方 を 易へば、 恐らく は 己れ を 召して 在る 所 を 知る ことな からん、 時 を 

過す とき は、 恐らく は 期 を 失して 親の 憂を貽 さん こと を。 

親 在して、 禮を 人に 行 ふとき は 父を稱 す。 人 之れ に 賜 ふこと あらば、 則ち 父を稱 して 

之れ を拜 す。 

あ fc も  J 

麼 弓に 曰 はく、 未だ 仕へ ざる 者は敢 へて 人に 税 へず、 如し 人に 稅 ふるとき は 父兄の 命 


(S 玉港篇 

に 出 づ 


(一) 禮 記の 

篇名、 この 條 

又小舉 明倫篇 

に出づ 

(二) 朵の攀 

者、 官禮部 待 

郞に 至る。 方 

氏禮記 解の 著 


前文つ 


(五) ズ小擧 

W 倫篇に 載す 


(六) 孝經開 

卷に 出づ、 又 

小舉 S 倫篇に 


(七 J  f  e 

治な： If に出づ 、 

又 小藥^ 倫篇 

に す 


(八) 西 山の 

眞 德秀、 前 出 

(九) 孝經紀 

孝行 章に 出づ、 

又小维 W 倫篇 

に K す 

(一 〇) 底本 

股す、 今 補 ふ 


^乂匸 家 W を 萬ら にせざる なり。 

をん-て サ 稅は 人に 遣予 するな！。 

鱧 記に 曰 はく、 父母 在す とき は、 敢 へて 其の 身 を 有せず、 敢 へて 其の 財 を 私せず と は" 

民に 上下 ある を 示すな り。 父母 在す とき は敏獻 車馬に 及ばず と は、 民に 敢 へて 専らに 

ざる こ」 一^一 K す.. H り。 有す^ は專ら にす る こと。 此れより 彼れ に 遺 

^さ ス "こと を ー万づ 力 i る を 饋と 曰 ひ、 下よ. 9 上に 奉る も 獻と曰 ふ。 

孔子 曾 子に 謂って 曰 はく、 身 體髮膚 之れ を 父母に 受く、 敢 へて 毀傷せ ざる は 孝の 始な 

り。 身 を 立て 道 を 行 ひ、 名 を 後世に 揚げて 以て 父母 を顯 はす は 孝の 終な り。 夫れ 孝 は 

親に 事 ふること に 始まり、 君に 事 ふること に 中に し、 身 を 立つ るに 終 はる。 

(七  >  こ 

孔子 曰 はく、 父母 之れ を 生む、 績ぐ こと 焉れ より 犬なる は 莫し。 君 親 之れ に 臨む、 厚 

きこと 焉れ より 重き は莫 し。 是の 故に 其の 親 を 愛せず して 他人 を 愛する 者、 之れ を 悖 

德と謂 ひ、 其の 親 を 敬せ ずして 他人 を 敬す る 者、 之れ を 悖 禮と謂 ふ。 

眞氏曰 はく、 父母 は 我れ を 生みし 者な り、 我れ は 則ち 父母に 嗣績 する 者な り。 天性 

の 恩 孰れ か焉れ より 大 ならん や。 

孝子の 親に 事 ふる、 居る とき は 其の 敬 を 致し、 養 ふとき は 其の 樂を 致し、 病む とき は 

(10)  かなしみ 

其の 憂 を 致し、 (喪に は 則ち 其の 哀を 致し)、 祭に は 其の 嚴を 致す。 五つの 者 傭 はって 

力 行 三  ニニ 五 


修敎耍 錄卷之 八  ニニ. K 

然して 後に 能く 親に 事 ふ。 ^ひ ^。む 

二) いま 

父母 在す とき は 遠く 遊ばず、 遊ぶ こと 必ず 方 あり。 

朱 子 曰 はく、 遠く 遊ぶ とき は 親 を 去る こと 遠くして、 日た る 久しく、 定省曠 しくし 

て 音 問 疎な り、 惟に 己が 親 を 思うて 置かざる のみに あらず、 亦 親の 我れ を 念うて 忘 

れ ざる こと を 恐 るれば なり。 遊ぶ こと 必ず 方 ありと は、 已に 告げて 東に 之く と 云 ふ 

とき は 卽ち敢 へ て 更に 西に 適かざる が 如きな り。 親の 必ず 己れ の 在る 昕を 知って 憂 

§  、 

なぐ、 己れ を 召す とき は 必ず 至りて 失な からん と 欲すれば なり。 ず 曰 はく、 子 

能く 父母の 心 を 以て 心と 爲す とき は 孝な り。 丘 文莊曰 はく、 先 儒 謂へ らく、 朱 子 十 

この ゆ ゑ  つぶさ 

四歲 にして 父 を 喪 ひ、 母に 事へ て 孝を盡 す。 所以に 此の 章を發 明して 曲に 孝子の 心 

みづか 

を盡 すと。 蓋し 身ら 歷、 心 之れ を驗 むる に 非 ずん ば、 精微 曲折 此の 如き こと 能 はず。 

人 子の 親に 事 ふる 者、 宜しく 身 を もて 之れ を體 すべし。 

(五)  おこお 

孟子 曰 はく、 世俗の 所謂 不孝なる 者 五 あり、 其の 四 眩を惰 りて 父母の 養 ひ を 顧みざる 

は 一 の 不孝な り。 博奕し 飮酒を 好みて 父母の 養 ひ を 顧みざる は 二の 不孝な り。 貨財 を 

. 好み 妻子に 私して 父母の 養 ひ を 顧みざる は 三の 不孝な り。 耳 目の 欲 を 從 にし 以て 父 


(六) 噪 sr 

1几 の^者 *  ^ 

害 傳慕疏 . 歷 

朗通 * . a 有 

せお 錄 • お 宇 

集！ * の 著 あり。 

世定宇 先^と 

^す 

(七) 禮記内 

則篇、 又小^ 

叫倫篇 


(八) ^記 祭 

義篇に 出づ。 


(九〕 锊 子の 

名 


罾) 前文 

の つ づきに 出 

づ 


母の 戮 を 爲すは 四の 不孝な り。 勇 を 好み 鬪狠 して 以て 父母 を危 ふくす る は 五の 不孝 

なり。 

新 安の 陳氏曰 はく、 五の 不孝の 序、 輕 きょり 漸く 說 いて 重きに 至る。 

(七) 

曾 子 曰 はく、 孝子の 老を養 ふや、 其の 心を樂 しまし めて 其の 志に 違 はず、 其の 耳目 を 

樂 しまし めて 其の 寢處を 安くし、 其の 飮食を 以て 之れ を忠 養し、 孝子の 身 終 ふ。 身 を 

終 ふると は、 父母の 身 を 終 ふるに 非ず、 其の 身 を 終 ふるな り。 是の 故に 父母の 愛する 

所 は 亦 之れ を 愛し、 父母の 敬す る 所 は 亦 之れ を 敬す。 犬馬に 至る まで 盡く然 り、 而る 

を況ゃ 人に 於て を や。 

(K)  、 

又 曰 はく、 孝に 三 あり、 大孝は 親 を 尊ぶ、 其の 次 は 辱 かしめ ず、 其の 下 は 能く 養 ふ。 

公明 儀、 曾 子に 問うて 曰 はく、 夫子 は 以て 孝と 爲 すべき やと。 曾 子 曰 はく、 是れ 何の 

言ぞ や、 是れ 何の 言ぞ や。 君子の 所謂 孝 は 意に 先んじ 志 を 承け、 父母 を 道に 喩す。 參 

は 直ちに 養 ふ 者な り、 安ん ぞ 能く 孝と 爲ん やと。 gfl^B 

又 曰 はく、 身 は 父母の 遣體 なり。 父母の 遣 體を行 ふ、 敢 へて 敬せ ざらん や。 居處莊 

ならざる は 孝に 非ざる なり、 君に 事へ て忠 ならざる は 孝に 非ざる なり、 官に涖 んで敬 

力 行  一一 一  ニニ 七 


修敎耍 錄卷之 八  .  ニニ 八 

せざる は 孝に 非ざる なり、 朋友に 信 あらざる は 孝に 非ざる なり、 戰陳に 勇な き は 孝に 

な  わざ は ひ  はう じゅくせん き や- 5 

非ざる なり。 五つの 者遂ら ざれば 裁 親に 及ぶ。 敢 へて 敬せ ざらん や。 亨熟^ 難、 嘗め 

て 之れ を薦 むる は 孝に 非ざる なり、 養 ひなり。 君子の 所謂 孝 は、 國人稱 願して、 然し 

て 曰 はく、 幸なる 哉、 子 ある こと 此の 如き は 所謂 孝なる のみ。 衆の 本の 敎を 孝と 曰 ひ、 

其の 行 を 養と 曰 ふ。 養 は 能くすべき なり、 敬 を 難しと 爲す。 敬 は 能くす ベ きなり、 

(安ん ずる を 難しと 爲 す)、 安ん ずる は 能くすべき なり、 卒るを 難しと 爲す。 父母 旣に 

沒 するとき は 其の 身 を 愼み行 ひ、 父母の 惡名を 遣さざる は、 能く 終 はると 謂 ふべ し。 

^.  ■ 叉 日 はく、 樹木 は 時 を 以て 焉れを 伐り、 禽獸は 時 を 以て 焉れを 殺す。 夫子の 日 はく、 

語な り  き 

「一 樹を斷 り 一 獸を 殺す に、 其の 時 を 以てせざる は 孝に 非ざる なり」 と。 お 孝に 

三 あり、 小 孝 は 力 を 用 ひ、 中 孝 は 勞を用 ひ、 大 孝は匮 しからず。 ？ ^5 ザ 功 慈愛 を 思う 

て勞を 忘る る は、 力 を 用 ふと 謂 ふべ し。 仁 を 尊び 義に 安ん ずる は、 勞を用 ふと 謂 ふべ 

よみ 

し。 博く 施し物 を備 ふる は、 匱し からず と 謂 ふべ し。 父母 之れ を 愛すれば 嘉 して 忘れ 

ず、 父母 之れ を惡 めば 惧れ て怨 むる ことなく、 父母 過 あれば 諫めて 逆ら はず、 父母 旣 

に沒 すれば 必ず 仁者の 粟 を 求めて 以て 之れ を祀 る、 此れ 之れ を禮の 終りと 謂 ふ。 


(三) 大鉞 1 

記よ h- 引く。 

伍し 字句 1 二 


逸に よる もの 

§ 從 順な 

るば かりにて 

諫め ざ る 場合 

i 芽め は す 

る も 親に 從順 

なら ざ る 場合 

何れも 不孝な 

り 

(五) 子た る 

己れ に 罪 あり 

て 父に 咎 なし 

»0 するとき は 

の 意なる ベ し 


(六) 易、 铯 

の卦九 二の 爻 

辭。 伊川の 易 

傅に これ を 解 

していへ る 4 

引きたり。 葸 

i は 事の 壞亂 


3ー) 

單居 離、 曾 子に 問うて 曰 はく、 父母に 事 ふるに 道 あり やと。 。子 奮 子 曰 は 


あ 


り。 愛して 敬す。 父母の 行 若し 道に 中ら ば 則ち 從ふ。 若し 道に 中らざる とき は 凍む。 

諫めて 用 ひられ ざれば、 之れ を 行 ふこと 己れ に 由る が 如くす。 從 ひて 諫めざる は 孝に 

非ず、 諫めて 從 はざる も 亦 孝に 非ず。 孝子の 諫は 善に 達して 敢 へて 爭辨 せず。 爭辨は 

モ } 

作亂の 由って 起る 所な り。 己れ に 由り て咎 なしと 爲す とき は 寧し。 Iff- 己れ に 由り て 

賢人と 爲 すと きは亂 る。 II。 を 孝子 は 私の 樂 なし、 父母の 憂 ふる 所 は 之れ を 憂へ、 父母 

の樂 しむ 所 は 之れ を樂 しむ。 孝子 は 唯 だ巧變 す、 故に 父母 安ん ず。 若し 夫れ 坐す ると 

き は 尸の 如く、 立つ とき は齊の 如く、 訊 はず 言 はず、 言 ふとき は 必ず 色 を， ふる は、 

此れ 成人の 善なる 者な り、 未だ 人の子た るの 道 を 得ざる なり。 

程 伊川 臼 はく、 孟子 は 「親に 事へ て は 曾 子の 若く にして 可な り」 と 曰へ る も、 未だ ま 口 

て 曾 子の 孝 を 以て 餘り ありと 爲 さず。 蓋し 子の 身の 能く 爲す 所の もの は 皆 當に爲 すべ 

き 片^?0 易の 師の六 二 

き-おたり の 傅の 言な り。 

I  (六 )• こ を さ 

又 曰 はく 「母の 蠱を 幹む、 A にすべからず」 と。 子の 母に 於け る、 當に柔 巽 を 以て 

]  したが ふ 

之れ を 輔導し 義を 得さ しむべし。 不順に して 敗 凝 を 致す は 則ち 子の 罪な り。 從容 とし 
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て 將け順 ふ、 豈道 なからん や。 若し 己が 剛 陽の 道 を 伸ばして 遽 然として 矯拂 するとき 

は 恩 を 傷り 害する 所大 なり、 亦 安ん ぞ 能く 入れら れんや。 己れ を 屈し 意 を 下し 巽順將 

承して 之れ をして 身 を 正しくし、 事 を 治めし むる に 在る のみ。 剛 陽の 臣、 柔弱の 君に 

事 ふる も、 義亦相 近し。 お？ Ism 

又 曰 はく、 人の 家に 處 する は 骨肉 父子の 間に 在り、 大率情 を 以て 禮に 勝ち、 恩 を 以て 

義を奪 ふ。 唯だ剛 立の 人 は 則ち 能く 私 愛 を 以て 其の 正 理を失 はず。 故に 家人の 卦は大 

耍剛を 以て 善と 爲す。 if^g  . 

に UK 司 馬 溫公曰 はく、 凡そ 諸 >  の卑幼 は 事大 小と なく 專ら行 ふこと を^る 讥れ。 必ず 家長 

に咨 ひ禀 けよ。 凡そ 子 は 父母の 命 を 受けて は 必ず 籍に 記して 之れ を 佩び、 時に 省みて 

速に 之れ を 行 ひ、 事畢 らば 則ち 返 命せ よ。 まほ。 薄 或は 命ずる 所行 ふべ からざる 者 あると 

き は、 色 を 和らげ 聲を^ かにし、 是非 利害 を 具して 之れ を 白し、 父母の許す を 待ちて、 

然して k に 之れ を 改めよ。 若し 許した ま はずば、 苟も 事に 於て 大害 なき 者 は 亦 當に曲 

從 すべし。 若し 父母の 命 を 以て 非と 爲 して 直に 己が 志 を 行 はば、 執る 所皆是 なりと 雖 

も、 猞ほ 不順の 子と 爲 らん、 況ゃ 未だ 必ずしも 是 ならざる を や。 i| せ 


母: ^典 2 忠さ 
弟ち に G 礎 5 
の 出と 

名^ づ書諡 ゆ 

の ^す难 


01) 同前に 

出づ、 前 出 一 

AS0 


(三) 程 子の 

承 も楊& 山に 

うけて 李侗に 

傳 へし 人。 こ 

の條小 #嘉言 

篇に出 づ 

(四) 孟子 雜 

45" 上篇 * 章 


0 


張橫渠 曰 はく、 舜の 親に 事へ て 喜ばれざる 者 ある は、 父 頑 に 母 麗しく、 人情に 近 か 

n と  も  しばら 

ら ざるが 爲 なり。 中 人の 性の 若き は、 其の 愛惡 若し 理を 害する ことな くんば、 姑く 之 

れに 順へ。 若し 親の 故舊 喜ぶ 所 は 當にカ を 極めて 招き 致すべし。 賓客の 奉 は 當にカ を 

極めて 營み辨 ずべ し。 務めて 親を悅 ばす を 以て 事と 爲し、 家の 有無 を 計るべからず。 

然れ ども 又須 らく 之れ をして 其の 勉强勞 苦 を 知ら ざら しむべ く、 苟も 其の 爲 して 易 か 

ら ざる を s^) めば、 則ち 亦 安ん ぜ じと。 g 麓^お い ザ 

1 仲 素、 r 瞽瞍、 豫 を^して： 大 下の 父子た る 者 定まる」 とい ふ を 論じて 云 はく、 只 だ 

u>r 'こ^-曰 yfes-o  、 义 a-XH  仲 素. 名 は從彥 、 宋の豫 章の 人。 定まる と は. 子 は 孝に、 父 は 慈に して、 各- 

ラ 1 に グ ， メ^お しと^ 吋 其の 所 を 得るな hv。 孟子 曰 はく t 舜 親に 事 ふるの 道も^ してお i 豫も 底して 

SP^^PL^  了 翁 聞いて 之れ を 善しと して 曰 はく、 唯 だ 此の 如くして 後に 天 

下の 父子た る 者 定まる。 彼の 臣 にして 其の 君を弑 し、 子に して 其の 父を弑 する は、 常 

S ) 

に 其の 不是 の處 ある を 見る に 始まる のみ。 5^1， 

f 六)  (七)  かな  を ざ 

虞 舜の父 は 頑に 母は隱 しく、 象 傲れる も、 克く諧 ふに 孝 を 以てして、 ^々として 乂め 

て (姦 に) 格ら しめず。 ^|れ い 

蔡氏曰 はく、 和す るに 孝 を 以てし、 之れ をして 進々 として 善 を 以て 自ら 治めて、 大 

力 行 三  二三 一 
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い に姦 惡を爲 すに 至ら ざら しむるな り。 

i 1 )  びん てん  なんす 

萬 章 問うて 曰 はく、 舜、 田に 往き て旻 天に 號 泣す、 きじ」 ^爲 れぞ 其れ 號 泣した ま 

ふやと。 孟子 曰 はく、 怨慕 せるな りと。 我れ 力 を^し 田 を 耕して 子た るの 職 を 共に す 

るの み。 父母の 我れ を 愛せざる は、 我れ に 於て 何ぞ や。 帝^な 其の 子 九 男 二 女 をして 

百官 牛 羊 倉廩 を備 へて 以て 舜に畎 畝の 中に 事へ しむ。 天下の 士 之れ に 就く 者 多し、 帝 

將に 天下 を胥て 之れ に遷 さんと す 0  5§5?si^v は sxfs ひ 父母に 順なら ざるが 爲に、 

窮 人の 歸 する 處 なきが 如し。 天下の 士 之れ を悅ぶ は、 人の 欲する 所な り、 而 して 以て 

憂 を 解く に 足らず。 好色 は 人の 欲する 所な り、 帝の 二 女 を 妻と して 以て 憂 を 解く に 足 

らず。 富 は 人の 欲する 所な り、 富 天下 を 有ち て 而も 以て 憂 を 解く に 足らず。 貴 は 人の 

欲する 所な り、 贲 きこと 天子と 爲る も、 而も 以て 憂 を 解く に 足らず。 人 之れ を悅 ぶの 

好色 富責も 以て 憂 を 解く に 足る 者な し、 惟 だ 父母に 順にして 以て 憂 を 解くべし。 人が 

きとき は 父母 を 慕 ふ も、 色 を 好む こと を 知る とき は 少艾を 慕 ひ、 妻子 を 有すれば 妻子 

を 慕 ふ。 仕 ふるとき は 君 を 慕 ひ、 君に 得られ ざれば 則ち 熱中す。 大孝は 身 を 終 はる ま 

で 父母 を 慕 ふ、 五十に して 慕 ふ 者 は、 予れ 大舜に 於て 之れ を兒 る。 


(E) 小 ほ^ 

古篇 に出づ 

(五) 永 達な 

る こと 能 は ざ 

る は 孝行の 世 

界 となり 

(六) 出典 IM 

.1=- 

(七) 宿直 


(八) 父の 王 

季疚 あって 日 

常飮 食の 節 を 

失 ふとき な hN 

(九) 常食に 

復す、 卽ち疾 

瘀 ゆるな り 

(10) 食せ 

し 分 i 

(一一) 炱ひ 

餘りを 再び 差 

上るな かれと 


揚子曰 はく- 父母に 事へ て 自ら 足らざる こと を 知る 者 は 其れ 舜か。 得て 久しく 十べ か 

ら ざる 者 は 親に 事 ふるの 謂な り。 孝子 は 日 を 愛む。 tl 、の ゃは雜 * 

文 王の 世子たり しとき、 糊^ H 王季に 朝す る こと 日に 三た び。 鷄 初めて 鳴きて 衣 

6.  (七) 

服して 寢 門の 外に 至り、 內豎 の 御者 =1 に 問うて 曰 はく、 今日の 安否 何 如 

と。 內豎の 曰 はく、 安し と。 文 王 乃ち 喜ぶ。 日中す るに 及んで 又 至りて 亦 之の 如し、 

くれ  (A) 

莫に 及んで 又 至りて 亦 之の 如し。 其の 節 を 安ん ぜ ざる こと あるとき は、 內豎 以て 文 王 

あゆ  (九) 

に吿 ぐ。 文 王 色 憂へ、 行く こと 正しく  M む 能 はず。 王季 膳に 復 して 然して 後に 亦 初に 

たてまつ  さが (10) 

復る。 食 上る に は 必ず 寒^の 節 を在視 し、 食 下れば 膳 する 所 を 問 ひ、 膳宰に 命じて： 3 

ふたたび f  ，、  なか  こた 

はく、 原 する こと ある 末れ と。 應 へて 諾と曰 ひて、 然して 後に 退く。 文王疾 あ 

ると き は、 武 王冠 帶を說 がず して 養 ふ。 文 王 一 たび 釵 すれば 亦 j たび 釵し、 文 王 再び 

飯 すれば 亦 再び 钣す。 孔子 曰 はく、 武王 • 周 公 は 其れ 達 孝 か。 夫れ 孝 は 善く 人の 志 を 

繼ぎ、 善く 人の 事を述 ぶる 者な り。 其の 位を踐 み、 其の 禮を行 ひ、 其の 樂を 奏し、 其 

の 尊ぶ 所 を 敬し、 其の 親しむ 所 を 愛し、 死に 事 ふること 生に 事 ふるが 如く、 」し に 事 ふ 

る こと 存に事 ふるが 如くす (孝の 至りな り) と。 


( 一 ) 菌 先 

進 篇第四 章、 

-  乂小學 榨古篇 

に 見 ゆ。 閔子 

名 は 損、 

孔子の 弟子 

(二) 閱子^ 


その 孝 も 吹 SI 

する も 他人 そ 

れに 間然と し 

て s 議を唱 へ 

やとな り 

(三) 雜 婁上 

篇第 十九 章、 

又 小 ms? 古篇 

國 食餘り 

も與 


(五) 餘り を 

再度 父に 貪 は 

しめんと する 

なり 

(六) 霞 祭 

i, 又小擧 

は？ 古 篇に見 ゆ 

(七) 一度 足 


と 云 ひ、 二度 

.ぁ ぐる を步と 
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( 一 >  こと ぼ (二) 

孔子 曰 はく、 孝なる 哉閔 子騫、 人 其の 父母 昆 弟の 言 を 間せ ず。 

(三)  そうせき  ま ,  (《n 

孟子 曰 はく、 曾 子、 曾 晳を養 ふに 必ず 酒 肉 あり。 將に徹 ひ：^ せんと するとき 必ず 與ふ 

る 所 を 請 ふ。 餘り あり やと 問へば、 必ず 有りと 曰 ふ。 曾晳 死し、 曾 元、 曾 子 を 養 ふ、 

必ず 酒 肉 あり。 將に 徹せん とするとき 與 ふる 所 を 請 はず。 餘り あり やと 問へば、 亡し 

まさ  <五}  こ 5 たい 

と 曰 ふ。 將に 以て 復び 進めん とするな り。 此れ 所謂 口 體を養 ふ 者な り。 曾 子の 若き は 

志 を 養 ふと 謂ぶべし。 親に 事 ふること 曾 子の 若き 者 は 可な りと。 _ 

(六】 

樂 正子 舂、 gj: の 堂より 下りて 其の 足 を 傷つく。 數月 出で ず。 猶ほ憂 ふる 色 あり。 門 

弟子 曰 はく、 夫子の 足^ ゆ、 數月 出で ずして 猞ほ憂 ふる 色 ある は何ぞ や。 子 春 曰 はく、 

善い かな 雨の 問 ふが 如き や、 善い かな 爾の問 ふが 如き や。 吾れ 諸れ を 曾 子に 聞く、 

子 諸れ を 夫子に 聞け り、 曰 はく、 天の 生ずる 所、 地の 養 ふ 所、. 惟 だ 人を大 なりと 爲す" 

父母 全くして 子 を 生み、 子 全くして 之れ を歸 す、 孝と 謂ぶべし、 其の 體を虧 かず、 其 

(七) 

の 身 を 辱 かしめ ず、 全うすと 謂 ふべ し。 故に (君子 は. } 頃步 にも 敢 へて 孝 を 忘れざる 

なり。 今予れ 孝の 道 を 忘る、 予れ是 を 以て 憂 ふる 色 あるな り。 一 たび 足を擧 ぐるに も 

敢 へて 父母 を 忘れず、 是の 故に 道より して 徑 せず、 舟より して 游 がず。 に p="、 


せん ふ K  あや ふき 

敢 へて 先父 母の 遣體を 以てして 殆を 行かず。 一 たび 言 を 出す にも 敢 へて 父母 を 忘れず、 

(八) 

是の 故に 惡言 口に 出さず、 忿言 身に 反らず、 其の 身 を 辱 かしめ ず、 其の 親を羞 かしめ 

ず。 孝と 謂ぶべし。 

I ん 〕  .1  ゥ  1 二ん ぢ 

公明. 1 目 一 13:。 曾 子に 摹 ぶこと 三年、 書を讀 まず。 # 子の 曰 はく、 宣、 而參が 門に 居る 

こと 三年、 學 ばざる は何ぞ やと。 {ー 且曰 はく、 安ん ぞ敢 へて 學ば ざらん。 宣、 夫子の 庭 

に 居らる る を 見る に、 親 在す とき は 叱咤 § の聲 未だ 嘗て 犬馬に すら 至りた ま はず。 宣 

之れ を 說び舉 ベ ども 未だ 能 はず。 宣、 夫子の 賓客に 應 じらる る を 見る に * 恭儉 にして 

懈惰 した ま はず。 宣 之れ を 說び舉 ベ ども 未だ 能 はず。 立、 夫子の 朝廷に 居らる る を 見 

るに、 嚴 にして 下に 臨みて 毀傷した ま はず。 宣 之れ を 說び舉 ベ ども 未だ 能 はず。 此の 

三つ の 者 を說び 舉んで 未だ 能 はざる なり。 {旦 安ん ぞ敢 へ て學 ばず して 夫子の 門に 居ら 

ん やと。 

(10)  な  ま 。らん 

老萊 子、 二親に 孝 奉す。 行年 七十に して 嬰兒の 戲れを 作し、 身に 五色 斑 斕の衣 を 著る • 

つま づ  こども なき  ひなどり  もこ あそ 

嘗て 水 を 取りて 堂に 上り、 詐り跌 いて 仆れ、 小兒 啼を爲 し、 雛 を 親の 側に 弄ぶ。 親の 

喜ばん こと を 欲して なり。 辩 flic は 


す 道 夫 鹿 桀の義 はさ 
ベの 婦語 第拔 補既 o 
し 條之類 六 萃卷ね 

を 別 第卷多 大こ 
參' 十、 し 十 慕の 
照 婦九山 全 九衍章 
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i 一 m 伯兪、 過 あり、 其の 母 之れ を笞 つに 泣く。 其の 母 曰 はく、 他日 子に 笞ち しも 未だ^て 

泣かず、 今 泣く は何ぞ やと。 對 へて 曰 はく、 兪罪を 得て 笞 たる、 常に 痛む。 今 母の 力 

痛めし むる こと 能 はず。 是を 以て 泣く と。 

Mik^ 善 晉の西 河の 人 王延、 親に 事へ て 色 養す。 夏 は 則ち 枕席 を 扇ぎ、 冬 は 則ち 身 を 以て, 

あたた 

を溫 む。 隆冬盛 寒、 體には 常に 全 衣な くして、 而も 親に は 滋味 を 極めし むり HMIy、 

顏色を 以て 奉 養す る 

な り。 以は 用な. 9。 

ゆ きんろう  * 

南齊 の庾黔 奥、 孱 陵の 令と 爲る。 縣に 到りて 未だ 旬日なら ざるに、 父 易 家に 在りて 

疾に遘 ふ。 黔婁 忽ち 心 驚き、 擧身汗 を 流す。 卽日 官を棄 てて 家に 歸る。 家人 悉く 其の 

忽ち 至りし こと を 驚く。 時に 易 疾んで 始めて 二日、 醫の云 はく、 差剡を 知らん と 欲せ 

ば但だ 糞の 甜苦を 嘗めよ と。 易、 泄 利す。 お 婆輙ち 取って 之れ を嘗 む、 味 轉た甜 沿な 

づね  け，， さう  ] 

り、 心 愈 i 憂苦す。 夕に 至って 毎に 北辰に 稽颡 し、 身 を 以て 代らん こと を 求む。 II， 

黔婁、 字 は 子貞、 易 は 父の 名。 病憨 ゆる を 差と 

曰 ひ、 病甚 しき を剷と 曰 ふ。 北-おは 北極な り。 

(三) 

婦 道 


あ 俗？,'; I 者:^ ス 
り 遂 •  4  2:0 
m  m 正 
等お 俗 栄^ 
の 集 方 の の 
著 •  skmm 


よ »  ゆ 

內 則に 曰 はく、 凡そ 婦は 私室に 適け と 命ぜられ ざれば、 敢 へて 退かず。 

待つ 者  • 

なり 0 

I  (ran まさ 

S の^ f 緑 將に事 あらんと するとき は、 大小 必ず 募 姑に 請 ふ。 ，：， ば ほ。 

(五〕  こ 

^ 前文つ 婦 或は 之れ に飮食 衣服 布 帛を賜 ふ もの あるとき は、 則ち 受けて 諸れ を德 姑に 獻ず。 n ふ 

姑 之れ を受 くると き は 則ち 喜ぶ。 (新に 赐を受 くるが 如くす) 若し 之れ を 反し 賜 ふとき 

は 則ち 辭す。 命 を 得ざる とき は、 (更に 賜を受 くるが 如くし. }藏 めて 以て 乏しき を 待つ。 

或は 之れ に 賜 ふ もの あり 

と は、 私 親兄弟 を 謂 ふ。 

g 篇 同じく 舅姑 冢婦を 使 ふとき は 怠る こと 毋れ。 御？？ Jgf" 友て ぽ g  (お 婦に禮 なくん ば あら 

(七) 嫡ぉ子 、に。 

の 正妻  1? 

f 九) 

劉彝曰 はく、 舅姑 事 を 以て 冢婦に 命ずる とき は、 冢婦當 に 自ら 其の 勞に 任ずべ し、 

其の 勞を 憚りて 介婦の 己れ を 助けざる を 怨み、 遂に 愛敬せ ずと いふ こと あるべ から- 

ず となり。 

、- ノン.； 二 C)  .  てきぐ 5 

^  S 舅姑 若し 介 婦を使 ふとき は、 敢 へて 冢婦 に敵耦 する こと 毋れ、 敢 へて 並び 行かず、 敢 

へて 並び 命ぜず、 敢 へて 並び 坐せ ず。 
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方愨曰 はく、 兩 っ相抗 する を 敵と 爲す、 兩っ相 合する を 耦と爲 す。 言 ふこ ころ は、 

之れ をして 勞 逸して 敢 へて 冢婦と 均しから しめず となり。 敢 へて 並び 行き 並び 坐せ 

ずと いふ も亦敢 へ て敵耦 する 毋れの 事な り。 

冢婦 祭祀 賓客す る 所 は、 事毎に 必ず 姑に 請 ふ。 介 婦は冢 婦に請 ふ。 ザ 

(二)  *  まさ 

漢の陳 孝婦年 十六に して 嫁す、 未だ 子 あらず。 其の 夫 戌 に 行く に當 る。 且に行 

しょく 

かんとす る 時 孝 婦に屬 して 曰 はく、 我が 生死 未だ 知るべからず、 幸に 老母 あれ ども、 

他の 兄弟の 養に 備 ふるな し、 吾れ 還らざる とき は、 汝肯て 吾が 母 を 養 ふかと。 婦獻へ 

て 曰 ふ、 諾と。 夫 果して 死して 還らず。 婦、 姑 を 養 ふこと 衰 へず、 慈愛 愈-固し、 紡 

績. 織紝 以て 家業と 爲し、 遂に 嫁す る 意な し。 喪に 居る こと 三年、 其の 父母 其の 少く 

して 子な く 而も 早く 寡と なりし を 哀れみ、 將に 取って 之れ を 嫁せ しめんと す。 孝婦曰 

*- よ 5 ゃラ 

はく、 夫 去る の 時 妾に 屬す るに 老母 を 供養す る を 以てす、 ^旣に 之れ を 許諾す。 夫れ 

人の 老母 を 養うて 卒 ふること 能 はず、 人に 許す に諾を 以てして 信に する こと 能 は ざれ 

まさ 

ば、 將に何 を^て か 世に立 たんやと。 自殺 せんと 欲す。 其の 父母 惧れ て敢 へて 嫁せ し 

めず。 遂に 其の 姑 を 養 はしむ。 二十 八 年して 姑 八十 餘 にして 天 年 を 以て 終 ふ。 盡く其 


り た稅 免つ 

ら 役 VS.  二 

しにし' 
む 無 、^ 
と 闞 一 お 

な ^  'L を 


の 財物 を賣 りて 以て 之れ を 葬り、 終に 祭祀に 奉ず。 淮 陽の 太守 以て 聞す。 使者 を 

S1)  ぁづ. A 

使 はして 黄金 四十 斤 を 賜 ひ， 之れ を復 して 身 を 終 はるまで 與る 所な からしめ、 號 して 

孝 婦と曰 ふ。 

(P  £^  ^の 鄭義宗 が妻盧 氏、 略 ぼ 書 史に涉 り、 舅姑に 事へ て 甚だ 婦道 を 得たり。 昏 て夜强 

盜數十 あり、 杖 を 持ち 鼓譟 して 垣を踰 えて 入る。 家人 悉く 奔り K る。 唯 だ 姑 自ら 窒に 

在る あり。 盧、 白 匁 を 冒して 往 いて 姑の 側に 至り、 賊の爲 に禆擊 せられて 幾 ど 死なん 

t  rc  おそ 

とす。 K は。 賊 去りし 後、 家人 問 ふ、 何 ぞ獨り 恨れ ざり しゃと。 盧 氏が 曰 はく、 人の 

禽獸に 異なる 所以の 者 は、 其の 仁義 ある を 以てな り。 郯 m 急 ある すら 尙ほ相 赴き 救 ふ、 

況ゃ 姑に 在りて 而も 委棄す ベ けんや。 若し 萵 一 危禍 あらば、 豈 宜しく 獨り 生く ベ けん 

やと。 

丘 文莊曰 はく、 子の 父母に 於け る は 天性な り。 而 して 婦の募 姑に 於け る は 天性の 親に 

(五) i. 非ず と雖 も、 然も 夫に 銖 つて 父母の 道 を 以て 之れ に 事 ふ、 其の 孝 を 助成す る 所以な り、 

冒^の 「后 王 

l^l^i 亦 天性の 自然な り。 故に 內 則に 「后 王敎を 民に 降す」 と。 往々 子婦を 以て 並べ 言 ふ。 

降す」 と ある  しょう ゐ 

ますべし 子の 父母に 於け ると、 婦 の；^ 姑に 於け ると、 其の 稱謂は 異名 ありと 雖も、 而も 其の 之 
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れに事 ふる 所以の 道 は 則ち 一 なる のみ。 

兄 長に 事 ふ 

とも ゝ、 ヽ 1 に  まみ 

曲 禮に曰 はく、 父の 執： g£ 友 に 見えし とき は、 之れ に 進めと 謂 はれ ざれば 敢 へて 進ま 

ず、 之れ に 退けと 謂 はれ ざれば 敢 へて 退かず、 問 はれ ざれば 敢 へて 對 へず。 此れ 孝子 

の 行なり。 

あなど 

方愨曰 はく、 親 を 愛する 者は敢 へて 人 を 俊らず。 父の 執に 見えて、 進 返の 節に 於て 

敢へ てせ ざると ころ あれば、 則ち 一 た、 ひ 足を擧 ぐるに も敢へ て 親 を 忘れざる こと 知 

るべ し。 對 問の 際に 於て 放へ てせ ざる 所 あれば、 則ち 一 たび 言 を 出す にも 敢 へて 親 

を 忘れざる こと 知る ベ し。 

^一) 曲崆上 年長ず る こと 以て 倍 するとき は 父と して 事 ふ。 十 年 以て 長ず ると き は 兄と して 事 ふ。 

五 年 以て 長ず ると き は肩隨 す。 gSgi 。て 群居 五 人なる とき は、 長者 必ず 席 を 異にす。 

ひろ 

此れ 泛く畏 幼の 序 を 謂 

ふ。 親 者 を 謂 ふに 非す。 

二 II) 

S 同前 長者、 少者 賤 者に 賜へば、 敢 へて 辭 せず。 


陳氏曰 はく、 辭 して 後に 受 くる は 賓主平 交の 禮 なり。 少賤が 尊貴に 事 ふるの 道に 非 

ず。 

少 儀に 曰 はく、 尊長 己れ に 於て 等を踰 ゆれば、 敢 へて 其の 年 を 問 はず。 燕 見に は 命 を 

將 はず。 道に 遇 ふとき、 見た まへば 則ち 面す。 之く 所 を 請 はず。 (中略) 地に 畫 かず、 

て  >ざ4  ，つ  おこな 

手容 なし、 ^5 な つか はず。 寢 ぬると き は 坐 いて S な 命を將 ふ。 l^n^lsl お S 

は、 齒を 序す るが 若き も 嫌へば な h>。 燕 するとき 私に 來り見 ゆるに は、 敢 へて^ 者 もして 命を傳 へしめ す、 賓 主の 禮に非 ざれば 

なり。 道路に 相 遇うて^ 長 匕れ を 見る とき は 之れ も 面 見す、 見ざる とき は悸れ 避く、 敢 へて 之れ も 煩 動せ ざるな り。 之く 所 も 請 

は^と は、 敢 へて 其の 住く 所 も 問 はざる なり。 地に 畫き、 手 も 弄して 以て 容も爲 り， 扇. ％ 揮って 以て 凉 も 取る 

は 皆 不敬な り。 若し 尊長の 寢 臥に 當 つて 命 を傳 ふるとき は、 跪いて 首 ひ、 敢 へて 直立して 以て 之れ に 臨ます。 

(五 ン 

王制に 曰 はく、 父の 齒には S お^し 隨 行す。 51 ザ 兄の 齒には 5^? 雁行し、 龍 I 

や 朋友に は相踰 さず。 m5s な」 輕任 は幷せ ぱ？； ；之 重任 は 分つ。 I わお。 班 白の 

きらう  さ 力な 

者 は提挈 せず、 君子の 耆老は 徒行^：; し せず。 庶 人の 耆老は 徒食 蓮" し せず。 

劉. t 曰 はく、 帝王の 治 を爲す や、 人倫 を 出で ず。 天下の 人 五 品に 入る のみ。 故に 其 

の 天下より 外 四海に 薄る まで、 行路の 人 も皆敎 化に 服す。 父の 齒に隨 行す る は、 父 

子の 敎が 道路に 著 はるるな り。 兄の 齒に 雁行す る は、 兄弟の 敎 道路に 著 はるるな り。 

朋友に 相踰 さざる は、 禮 義の敎 道路に 著 はるるな り。 輕任 をば 幷せ 重任 をば 分つ は、 
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任 恤の行 道路に 著 はるるな り。 班 白提挈 せざる は、 孝 友の 行 道路に 著 はるるな り。 

故に 君子の 耆老は 徒行せ ず、 庶 人の 耆老は 徒食せ ず、 君子 小人の 子弟た る 者、 德を 

尊んで 老を養 ふ を 知らず とい ふこと なし。 

孟子 曰 はく、 孩提の 童 も 其の 親 を 愛する こと を 知らざる はなし、 其の 長ず るに 及んで 

は、 其の 兄 を 敬す る こと を 知らざる なし。 

0 一)  おく 

又 曰 はく、 徐行して 長者に 後る る、 之れ を 弟と 謂 ひ、 疾 行して 長者に 先 だつ、 之れ を 

不 弟と 謂 ふ。 

(ー|ー)  ひ N 

萬 章 問うて 曰 はく、 象 日に 舜を 殺す を 以て 事と 爲す、 立ちて 天子と 爲れ ば、 則ち 之 

れを 放つ こと 何ぞ やと。 孟子 曰 はく、 之れ を 封ず るな り、 或は 曰 はく 焉れを 放っと。 

し 滅^ 吵 仁人の 弟に 於け る や、 怒を藏 さず、 怨を 宿め ず、 之れ を 親愛す 

るの み。 

朱 子 曰 はく、 怒を藏 すと は、 其の 怒 を 藏！； する を 謂 ふ。 怨を 宿む と は、 其の 怨を留 

宿す る を 謂 ふなり。 

(En  j  J  I  りよえ o 

程 存；： ：； 曰 はく、 今の 人 多く 兄弟の 愛 を 知らず。 且つ 閬閻の 小人の 如き すら 一食 を 得て 


(五) おのれ 

よりす わば 卽 


(六) 苘 前に 

出づ 

(七) fs^ 小 

雅の篇 名、 祈 


(八) 小 i 

行篇に 出づ 


は 必ず 先づ 以て 父母に 貪 はしむ。 夫れ 何の 故ぞ。 父母の 口 は 己れ が 口より 重き を 以て 

なり。 一 衣 を 得て は 必ず 先づ 以て 父母に 衣す。 夫れ 何の 故ぞ。 父母の 體は 己れ が體ょ 

り 重き を 以てな り。 犬馬に 至る まで 亦然 り。 父母の 犬馬 を 待つ こと 必ず 己れ が 犬馬に 

(五) 

異なる。 獨り 父母の 子 を 愛する こと 却って 己れ が 子より 輕， 'しく、 甚 しき 者 は 仇敵の 

若き に 至る、 世 を 擧げて 皆 此の 如し。 惑へ るの 甚 しきな り。 

問^ は 単： 巷の 門な り、 父母の ロ體 犬馬 を 愛して 己れ がロ髀 犬馬より 重んずる は、 天 

理の 明な り。 父母の 子 を 愛する こと 己れ が 子より 輕ん ずる は 人欲の 蔽 なり 。 

(六)  (七)  そ  あ ひよ しみ  よか 

張 橫渠曰 はく、 斯 干の 詩に 言 はく、 「兄 及び 弟、 式れ 相好せ よ、 相^る ことな かれ」 

と。 言 ふこ ころ は、. 兄弟 宜しく 相好すべく、 相學 ぶこと を 要せず となり。 猶は 似な り ( 

人情 大抵 患 は、 之れ を 施して 報いられざる とき は輟 むる に 在り。 故に 恩 終 はる こと 能 

はず、 相舉 ぶこと を 要せず、 己れ 之れ を 施す のみ。 

蘇瑰、 南淸 河の 太守に 除 せらる。 百姓の 乙 普 明と いふ もの あり、 兄弟 田を爭 ひ、 年 を 

積んで 斷ぜ ず、 各 * 相援據 して 乃ち 百 人に 至る。 瓊、 普 明 兄弟 を 召し 之れ に 諭して 曰 

はく、 天下に 得難き 者 は 兄弟な り、 求め 易き 者 は 田地な り。 假令 田地 を はると も 兄弟 
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も ろく  *u お 

を 失 はば、 心 如何と。 因って 淚を 下す。 諸 * の 證人泣 を 漉がざる は莫 し。 普 明 兄弟 叩 

あらた  ( I ) 

頭して、 外に 更め思 はんこと を 乞 ふ。 分異 する こと 十 年に して、 遂に 還って 同じく 住 

J0 瓊、 学 は 珍 之、 北朝の 人、 乙 

t は 姓、 普 明 は 名、 斷は 決な り。 

つ 二  と 5 いう (一一 1)  §  お 

晉の右 僕 射 鄧攸、 永嘉の 末に 石 勒に沒 せられて 泗水を 過ぐ。 攸、 牛馬 を 以て 妻子 を 負 

はせ て 逃る。 叉 賊に遇 ひ 牛馬 を 掠められ、 歩 走して 其の 兒 及び 弟の 子 綏を擔 ふ。 度る 

に兩 つながら 全うする こと 能 はず。 乃ち 其の 妻に 謂って 曰 はく、 吾が 弟 蚤く 亡くなり 

唯 だ 一 息 あるの み、 理 として 絕 えしむ るべ からず。 止 だ應に 自ら 吾が 兒を棄 つべき の 

ながら  ま H- 

み。 幸に して 存 ふる を 得ば、 我が 後 當に子 あるべし と。 妻 泣いて 之れ に從 ひ、 乃ち 其 

つ ひ  か な 

の 子を棄 てて 去る。 卒に 以て 嗣 なし。 時の 人義 ありと して 之れ を 哀しみ、 之れ が爲に 

語って 曰 はく、 天道 知な し、 ^伯 道 g が をして 兒 なから しむと。 弟の 子綏、 攸が 喪に 

服す る こと 三年な りき。 

(五)  え やみ ゆ こん  ひ  まさ 

晉の咸 寧 中 大いに 疫す。 瘐袞が 二 兄倶に 亡くなり、 次兄 毗も復 た 危殆に して、 成氣方 

さかん  やど  し 

に 熾な り。 父母 諸 弟 皆 出で て 外に 次る。 袞獨 り^まって 去らず。 諸 父兄 之れ に强 ふ。 

り まひ 

乃ち 曰 はく、 袞が 性病 を 長れ ずと。 遂に 親しく 自ら 扶持して 晝夜 眠らず、 其の 問復た 


柩を 撫し哀 臨して 輟 まず。 此の 如き こと 十有餘 句に して 疫勢旣 に^む。 家人 乃ち がる。 

毗が病 差 ゆる こと を 得、 袞も亦 恙な かりき。 

北朝の 揚播、 翳 家 世-純 厚に して 並に 義讓 に敦 し。 昆季相 事 ふること 父子の 如き あ 

り。 椿. 津^ 議、 恭謙な り。 兄弟 且に は廳 堂に 聚 まり、 終日 相對 す、 未だ 嘗て 內 

に 入らず。 一 の 美味 あれば、 集まら ざれば 食 はず。 廳 堂の 間 往々 幃漫 にて^^ して i 

息の 所と 爲し、 時-就きて 休 偃し、 還りて 共に 談笑す。 桡. 津年 六十 を 過ぎ i にぱ I 

1  一- \f  たんぽ 

一の： g に 登る。 而 るに 津 常に 且莫 に參 問し、 子 姪 階下に 羅列す。 桥坐を 命ぜ ざれば、 津 

敢 へて 坐せ ず。 椿 毎に 近くに 出で、 或は H 斜 きて 至ら ざれば、 津 先き に膨 はず、 椿 還 

つて 然して 後に 共に 食す。 食 するとき は津 親ら 匙 箸 を 授け、 味 皆 先づ嘗 む。 椿 食 を 命 

じて 然して 後に 食す。 津、 肆 州と 爲る。 桥、 京の 宅に 在り。 四時の 嘉味 ある 敏 に、 輒 

ち 使の 次に 因つ (^之れ を附 す。 若し 或は 未だ 寄せざる とき は 先き に 口に 入れず。 一家 

の內 男女 百 口、 緦服爨 を 同じう し、 庭に 間 言な し。 §is, で け。 る 

唐の 李 勣^; S!i 封責 きこと 僕 射たり。 其の 姊 病めば 必ず 親ら^! に 火 をぎ きて 粥 を 煮る。 

火 其の 鬚 を 焚く。 姊曰 はく、 僕茇 多し、 何 爲れぞ 自ら 苦しむ こと 此の 如き やと。 勣曰 
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はく、 豈人 なきが 爲 ならん や。 顧 ふに 今姊 年老い 勣 も亦老 ゆ、 數，' 姊の爲 に 粥 を 煮ん 

と 欲すと 雖も、 復た 得べ けんやと。 

宋の司 馬溫公 其の 兄 伯康と 友愛 尤も 篤し。 伯 康年將 に 八十な らんと す。 公之れ を 奉ず 

やす  しばらく 

る こと 嚴 父の 如く、 之れ を 保ん ずる こと^ 兒の 如し。 食す る 毎に 少 頃して 則ち 問うて 

曰 はく、 饑 うる ことなき を 得ん やと。 大 少しく 冷なる とき は 其の 背を拊 でて 曰 はく、 

衣 薄き ことなき を 得ん やと。 |§ 且。 

、江 州の 陳氏 I ^人 宗族 七 百 口 あり、 食す る 毎に 廣席 を^け、 長幼 次 を 以て 坐して 共に 

之れ を 食 ふ。 畜犬 百餘 あり、 共に 一 牢 にして 食す。 一 犬 至ら ざれば 諸 犬 之れ が 爲に食 

£ ..-) 0  !« 氏 十 世 a? を 同じ， つす、 犬 は 其の 

に i 類ん-愛す。 和 順の 感 する 所な. り。 

(二) 

男女の^: 

ノ  ノ  -ー  フセ イデ ッ ヲ ュル r ナシ -ー ハク イデ ット ハヲ  ダ ゼ 

易 家人 初 九、 閑 有 レ家悔 亡、 象 曰、 閑 有 ， 家 志 未， 變也、 

ルナ リ 

傅に 曰 はく、 初 は 家 道の 始 なり。 閑 は 防 閑 法度 を 謂 ふ。 其の 家 を 有つ の始を 治む る 

、  ふせ 

に 能く 法度 を 以て 之れ が 防 閑を爲 すと き は、 悔に 至らず。 苟も 之れ を 閑ぐ に 法度 を 


^てせ ざると き は、 人情 流 放して 必ず 悔 ゆる こと あるに 至る、 長幼の 序 を 失し、 男 

女の 別を亂 り、 恩義 を 傷 ひ 倫理 を 害し、 至らざる 所な し。 能く 法度 を 以て 之れ を始 

に 閑ぐ とき は是れ なし。 j 文莊 H はく、 程 氏の 所謂 之れ を 閑ぐ の 法度と は 是れ卽 ち 

禮 なり。 先 儒の 謂 はく、 禮は 夫婦 を 謹む に 始まる。 宮窒 を爲 り、 內 外を辨 じ、 男 は 

外に 位し、 女 は內に 位す、 男 入らず 女 出で ざる は 有 家 を 閑ぐ 所以な り。 始を 謹む 所 

以 なり。 吁、 其の 始を 謹む に、 其の 男女 心 志 未だ 變 動せ ざるの 初に 於て するとき は、 

豈叉恩 を 傷 ひ 倫 を 敗る の 事 あらん や。 

(五 一 

*( 五) 正しく 曲 禮に曰 はく、 宮 窒を爲 り、 內 外を辨 じ、 男子 は 外に 居り 女子 は內に 居る、 宮を 深く 

し 門 を 固く し、 g 寺 之れ を 守る。 男 は 入らず、 女 は 出で ず。 ま l^lass" 。男 は內 

を 言 はず 女 は 外 を 言 はず、 祭に 非ず 喪に 非 ざれば、 器 を 相 授けず。 其の 相授 くる や 則 

ち 女は受 くるに 篚を 以てす。 其の 筵な きとき は 皆 坐 S な して 之れ を奠 きて 後に 之れ を 

取る。 

陳氏曰 はく、 男 は 位 を 外に 正し、 外に 當 りて 內 庭の 事 を 一 百 はず、 女 は 位 を內に 正し、 

內に當 りて 梱 外の 事 を 言 はず。 惟 だ 喪祭の 二 事 乃ち 器 を 以て 相 授受す る を 得る 者 は、 
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坐 2 篇ニ 

に 3 に^/ 

作 出 
る 原づ曲 
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祭 を 以て 嚴肅の 地と 爲し、 喪 は 急遽の 時に 當 りて 乃ち 他の 嫌なければ なり。 此の 二 

つの 者に 非 ざれば、 女 は 必ず 篚を 執り 投 くる 者 をして 之れ を^の 內に 置かし む。 投 

くる 者 跪いて 諸れ を 地に 置く とき は、 受 くる 者 亦 地に 就いて 跪いて 以て 之れ を 取る ( 

男女 は雜 はり 居らず、 齙枷は を问 じくせ ず、 巾 ？1 櫛 を 同じく せず、 親 

ら 授けず。 

し せつ 

陳氏曰 はく、 此の 四つの 者 は 私 褻の 嫌 を 遠 ざく る 所以な り。 

^前 錢 1 外 言は梱 より 人らず、 內 言は梱 より 出で ず。 

づき  J  ：  しょくじん 

孔氏曰 はく、 男の 職は官 政に 在り、 女の 職 は 織^に 在り、 各.， -限域 ありて 濫りに 預 

る こと を 得ず。 

§  えい 

(£)  女子 許嫁して 纓す、 大故 あるに 非 ざれば 其の 門に 入らず。 姑姊 妹の 女子の 子已に 嫁し 

て 反る とき は、 兄弟 與に席 を 同じう して 坐せ ず、 與に器 を 同じう して 食せ ず。 

陳氏曰 はく、 許嫁 するとき は 繋ぐ に 纓 を 以てす、 繋歸 する 所 ある こと を 示すな り。 

此れ 幼に して 佩ぶ る 所の 香纓と 同じ か らず。 

男女 長 を 異にす。 


鄭玄曰 はく、 男女 各，' 自ら 伯 季を爲 すなり。 

{五)  ひよく，, 1 よく  きっか 

一^) つ 内則篇 外 內井を 共に せず、 一ま^ 浴 を 共に せず、 寢席を 通せず、 乞假 を通ぜ ず。 男女 衣裳 を 通 

うそぶ 

ぜす、 內言 出で ず、 外 言 入らず。 男子 內に 入りて は 嘯かず 指さず。 夜行く に は 燭を以 

てす、 燭 なきと き は 則ち 止む。 女子 門 を 出 づれば 必ず 其の 面を擁 の蔽 す。 夜行く 

に は燭を 以てす、 燭 なきと き は 則ち 止む。 道路 は 男子 は 右より し 女子 は 左より す。 

劉 ft 曰 はく、 外 內井を 共に せざる は 同じく 汲む を 嫌へば なり。 潟 浴 を 共に せざる は 

相 褻る る を 嫌へば なり。 寢席 を通ぜ ざる は 相 親しむ を 嫌へば なり。 乞假 を通ぜ ざる 

は、 往來を 嫌へば なり。 衣裳 を通ぜ ざる は 淆雜を 嫌へば なり。 內言 出で ざる はルに 

交 はるを 惡む なり。 外 言 入らざる は 內に交 はるを 惡む なり。 禮內に 入る に當り 嘯く 

とき は 異に 涉る なり。 指す とき は 觇に涉 るな り。 燭 あるとき は 行く、 夜 得て 已 むべ 

からざる もの あれば なり。 燭 なきと きは^む、 行く とき は 不明に 涉る なり。 道路の 

法 其の 右より して 以て 男子 を 行かし め、 其の 左より して 以て 女子 を 行かし むる は、 

古の 道な り。 

r 六) ；^! _» 上  でへ)  あら 

？ 出づ， 妙 叔は問 を通ぜ ず、 諸 母に は 裳を漱 はしめ ず。 籠禱、 
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しきみ 

春秋 左傳 に、 君子 曰 はく、 婦人 は 送迎して 門 を 出で ず、 兄^ を兑る も 园を踰 えずと。 

〔二  (二.) 

家 語に、 孔子 季 氏に 適く。 康子畫 內寢に 居る。 孔子 其の 疾む所 を 問 ふ。 康子 出で て 之 

れを 見る。 言 終りて 孔子 退く、 子 裒 問うて 曰 はく、 季孫疾 まずして 而も 諸れ に 疾を問 

ふ、 禮か。 孔子の 曰 はく、 夫れ 禮に 君子 大故 あら ざれば 外に^ せず。 .Itl ザ 齋を致 

すに 非ず、 疾に非 ざれば、 晝夜內 に處ら ず。 是の 故に 夜 外に 居れば 之れ を^す と雖も 

可な り、 晝內に 居れば 疾を問 ふと 雖も 可な り。 

國語 1 に、 公 父 文 伯の 母 敬^ は季康 子の 從祖 叔母な り。 康子往 く、 門 を 闘き て 之れ と 

言 ふ。 ,ほ。 皆閟 SS. を踰 えず。 惮子を 祭る、 康子焉 れに與 る。 醇 酢 をば 

受けず、 m を 徹して 实 せず。 は。 宗具 はら ざれば 繹 せず。 i き Mgu 繹に 

は 飫を盡 さず して 退く。  g§ ぞ. 孔子 聞いて 曰 はく、 男 欠 の^は 禮 の火經 なり、 公 父 氏 

が婦 動いて 禮に屮 り、 趣いて 禮に 度る と。 

ニニ) 

^  -M^ 孔子 曰 はく、 婦人 は 人に 伏す、 是の 故に 專 制の 義 なし、 三 從の道 あり、 家に 在りて は 

父に 從ひ、 人に 適き て は 夫に 從ひ、 夫 死して は 子に 從ふ。 敢 へて GI ら遂 ぐる 所な し。 

敎令は 閑 門 を 出で ず、 事は徵 食の 間に 在る のみ。 


伏 は 屈伏な り。 專制 自ら 遂 ぐる は、 卽ち 下- 乂の 所謂 「擅に 爲す こと、 獨り 成す こ 

と 一 なり。 截食は 酒 食 を供饋 するな り。 已 は^なり。 

是の 故に 女 は 日 を 閑 門の 內に及 ふ。 百 里 にして 喪に 犇ら ず、 事 擅に 爲す ことなく、 行 

獨り 成す ことなし。 參 はり 知らし めて 後に 動く、 驗 あるべく して 後に 言 ふ、 晝は 庭に 

遊ばず、 夜行く に 火 を 以てす、 婦德を 正す 所以な り。 

及レ 日と は 猶ほ日 を 終 ふと 言 ふが ごとし。 百 里せ ずと は、 猶ほ境 を 越えず と 言 ふが 

(wn 

(5 後日の  ごとし。 參は人 をして 相參 はらしむ るな り。 殮は^ 據 なり。 凡て 比れ 皆 婦德を 正し 

立 をい ふ  ！ 

て 之れ をして 正さし むる 所以な り。 

曲 禮に曰 はく、 笾絲の 子 は 見 はるる こと あるに 非 ざれば、 與に 友と せず。 見 

はるる 

も 謂 ふ。 

夫婦 を 謹む 

きい か  け * し 

內 則に 曰 はく、 禮は 夫婦 を 謹む に 始まる、 敢 へて 夫の 揮 椀に 縣 けず、 敢 へて 夫の 简 笥 

を さ  を つと  てんせき つつ 

に藏 めず、 敢 へて ー3 浴 を 共に せず、 夫 在ら ざれば 枕 を^に 斂 めて、 簟 席は褐 み、 器 

力 行 三  二 五 一 
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を. SI  /rfJVJ 

にして 之れ を藏 む。 ^つお。 れ 夫婦の 禮は唯 だ 七十に 及べば 同じく 藏 めて 間な し。 ？睛" 

れば なり。 及ぶ は 

猶ほ. や； るの ご とし。 

( 一 )  くさぎ  え ふ 

二) 1H 春秋 左 傳に曰 はく、 晉の臼 季ばゅ 使して 冀を 過ぐ、 冀の缺 が^り、 其の 妻 之れ に 鐽+ 

十三 年に 出づ、  -  」  かれい ひ 

する を 見る に、 ^^百 敬み て 相 待す る こと 賓の 如し。 之れ と 與に歸 つて 諸れ を 文 公に In 

つて 曰 はく、 敬 は 德の聚 なり、 能く 敬 すれば 必ず 德 あり、 徳 以て 民 を 治めん、 (君) 請 

ふ 之れ を 用 ひよ。 臣 之れ を 聞く、 門 を出づ るより 賓の 如く、 事 を 承く る こと 祭の 如く 

する は 仁の 則な りと。 

荀子曰 はく、 霜降りて 女 を 逆 ふ、 冰泮 けて 內を 殺ぐ、 十 U に 一 たび 御す。 

楊惊曰 はく、 此れ 蓋し 誤なる のみ。 當 に冰泮 けて 女 を 逆へ 霜降りて 內を 殺ぐ に爲る 

べし。 十日に 一 たび 御す と は、 卽ち內 を 殺ぐ の義、 冰泮 けて 女 を 逆 ふと は、 謂 ふこ 

ころ は發 生の 時 男女 を 合 はすな り、 霜降りて 內を 殺ぐ と は、 閉藏の 時 嗜欲を 禁ずる 

ト| 胃』， 楊谅は 唐の 憲宗の 時 

を 言^たり の 人、 荀子を 註す。 

(二) 

(二) 易の 序 丘 文莊曰 はく、 易に 曰 ふ、 n 大地 ありて 然して 後に 萬 物 あり、 萬 物 ありて 然して 後に 男 

卦傳 

女 あり、 男女 ありて 然る 後に 夫婦 あり」。 蓋し 太 極 動いて 陽 を 生じ、 靜 にして 陰 を 生 


ず。 陰陽の 氣 凝りて 人 を 成す。 乾 道 男 を 成し 坤道女 を 成 十。 男 は 陽に して 女 は 陰な り。 

男の 陽に して 女の 陰に 配合 するとき は 夫^たり。 是れに 由り て 父子 を 生じ、 是れに 由 

りて 君臣 を 成し、 是れに 由り て敍て 尊卑 上下 親疎の 分を爲 す。 此れ 禮 儀の 由って 以て 

措く 所な り。 是を 以て 人君の 治 を爲す や、 必ず 家 を 正す を 以て 本と 爲す。 而 して 家の 

正しき 所以 は、 統系 明かに 內外辨 じ、 秩 然として 其の 禮 あれば なり。 禮は 夫婦 を 謹む 

に 始まる。 夫婦の 謹み は 男女の 位 を 正して 之れ を 分別す るに 在り。 人君 旣に身 を 正し 

ふせ  あつ  もち 

德を 修め、 以て 其の 有 家 を 閑ぐ。 又 必ず 宫に 命じて 典を惇 くし、 禮を庸 ひ 以て 德敎を 

天下に 敷き、 天下の 人 をして 曉 然として 大 防の 在る 所 男 は 男の 禮を盡 し 女 は 女の 禮を 

盡し、 各 > 其の 夫 を 夫と し、 各-其の 婦を婦 とする を 知らし む。 是れを 以て 孝敬 を 成 

し 人倫 を 厚く し、 教化 を 美しく し 風俗 を 移せば、 治平の 基是に 於て か 立つ。 三代の 盛、 

率ね 是の 道に 循ふ。 漢唐 以來、 治に 伯を雜 ふること 甚 しくして、 夷狄 を 以て 自ら 處り 

て 其の 非 を 知らず。 宋の世 は 文を尙 ぶを稱 すと 雖も、 然も 藩 服 都邑 皆 營妓を 置き、 而 

して 名 づけて 士大 夫と 爲す者 も 亦 歌 姬を蓄 へ、 時に 或は 出して 以て 賓を娛 しまし む。 

而 して 人家の 所謂 娘 を 養 ふ 者 も 又 皆 契 典 を 立てて 雇 ふ。 胡 元 中國に 入る に 至って、 五 


(一) ^f.. 


(二) 漢の JK 

鹿の 人、 字 は 

長 君、 律令 を 

壤 び、 春秋に 

遙す。 郡 吏と 


とき 狂 14 史に 

守たり、 宣帝 

の 時 上書して 

德を 主と し 刑 

も-^ くせん こ 

とも 云 ふ。 帝 

其の 言 も 善み 

し、 蕖陽 私 W 

長に 遷す、 後 

に 臨^ 太守と 

なって 残す 

(三) 擘易 

傳に出 づ。 歸 

妹の 卦九 二の 

S. 「眇 能く 

視る、 幽 人の 

.S ろ 

貞に 利し」 、そ 

の 象に 曰 はく、 

「幽 人の 貞に 

利し と は、 未 

^常 も 變ぜざ 

るな. c」 i あ 

る も 解せ るな 


修敎耍 錄ぉ之 八  二 五 四 

者の 倫 敎れ盡 きて、 男女の 一 倫 尤も 甚し。 我が 朝 其の後 を 承け て 痛く 禁革を 加へ、 立 

てて 宫吏 宿娼の 律を爲 り、 士夫ー たび 焉れを 犯す あれば 終身 齒 せず。 宋钡は 我れ に； i 

ふれば^ づる ある こと 多し。 昔漢、 秦 人の^ 刻 を 承く るの 後、 一 切 其の 爲す所 を 反す ( 

(二)  げん 

然して 路溫 舒獍ほ 謂へ らく、 「秦に 十 失あって 其の 一 尙 ほ^す， 一と。 今 元の 弊政： nsn 固 

に 已に汛 掃して 餘 りなし。 然れ ども 猶ほ 一 の 尙ほ存 する ある こと を 免れざる もの は、 

男女の^な きこと なり。 今の 燕 • 趦. 齊. さの^ は 古の 所謂 中州な り。 古より や^ 明 

王 大賢 君子が 過 化 存紳の 地に して、 禮義^ 恥. 21 ら出づ る 所な り。 而 して 今^^の 下、 

貧 下の 家、 內外尙 ほ限隔 なし、 乃ち 男女 炕を 同じう して 寝ね、 夫婦 名 を 以て 相 呼び、 

をん どる 

翁 婦嫂叔 の 相 廻 避せ ず、 繼父繼 母の 子女 相に 昏配 を爲 すに 至る。 諸， -の 此の 類の 如き 

は、 尙ほ 或は 之れ あり。 乞 ふ 有司に 勅して 痛く 禁約を 加へ、 戎^の 餘碳を 一洗して 以 

て 盛代の 文明 を昭 かにし、 片翳寸 類 をして 以て 大 朝の 玷 たらしむ る こと W れ。 

£  せつ. S- ふ 

歡 伊川 曰 はく、 歸 妹の 九 二 は 其の 幽^ を 守る、 未だ 夫^ 常 正の 道 を 失 はず。 ^喋 1； 

でる る 

を 以て 常と 爲す、 故にお 靜を 以て 常を變 ずと 爲し、 乃ち 常 久の道 を 知らざる なり。 


靜正 乃ち 相處る は 久し- 

る  とき は  a;^  玩-; W  乖離. 一 


. ベ きの 道な り。 ^一 

.R 由の 牛 -す る听 な. 


胎 敎 

(WE)  いに I- へ  はら  そば だ  か ヒ よ 

ぶ の 列 女 傳に臼 はく、 古 者 婦人 子 を 妊めば、 寝ぬ るに 側たず、 坐す るに 邊ら ず、 立つ に 

.サ 廣离、 だち-  きりめ 

の； 記れ 蹕 せず， 邪 味 を 食 はず、 割疋 しから ざれば 食 はず、 席 正しから ざれば 坐せ ず。 目に 

る 章に 出づ  (五〕  い 

S  £ 邪 色を視 ず、 耳に 淫 聲を聽 かず。 夜 は 則ち 替 をして 詩 を 誦し 正 事 を 道 はしむ。 此の 如 

きとき は、 生る る 子 形容 端正に して 才人に 過ぐ。 ばお^ ヒ 

割 は 切 肉も^ ふ。 崈は坐 m を S1 ふ。 邪 

色 は 不正の 色、 @聲 は不： 止の^ なり。 

^つ) 前文の 子 を 妊む の 時 は 必ず 感ずる 所 を 謹む。 心 物に 感ずる とき は、 其の 子の 形 音 之れ に 肖る。 

故に 妊 者 能く 此れ を 謹む とき は、 生る る 子 形容 端正に して 才識 必ず 人に 過ぐ。 此れ 之 

れを 胎教と 請 ふ。  ノ 

s)  K 前の 太 任 は 文 王の 母、 の の 任 氏の 中 女な り。 王季娶 つて 以て 妃と爲 す。 太 任の 性、 

章 冒頭に ST つ 

端 一 誠莊、 惟だ德 之れ 行 ふ。 其の 文 王 を 娘む に 及んで、 目に 惡色 を視 ず、 耳 に惡 聲を聽 

かず、 口に 敖言を 出さず。 文 王 生れて 明聖 なり。 太 任 之れ に敎 ふるに 一 を 以てして 百 

を識 る。 卒に 周の 宗と爲 る。 君子 謂 ふ、 太 任 S 敎を 能くす る こと を爲 すと。 ^s^o 

力 行 一一 一  二 五 五 


修敎耍 錄卷之 八  二 五六 

子 を 生む 

に 子 を 生まん とするとき は、 月 辰に 及んで 側室 ふ。 に 居り、 夫 は、 人 

をして 日に 再び 之れ を 問 はしむ。 作す こと あれば fslfs" 自ら 之れ を 問 ふ も、 妻敢 

へて 見ず、 姆 をして 衣服して 對 へしむ。 子 生まる るに 至って、 夫 復た人 をして 日に 再 

び 之れ を 問 はしむ。 

^一 ^ンノ  -I ハク チ 乂バ  ヲ スナ ハチ フサ シメ レヲ 二  チ セシメ レニ ヲ ネ バシム レ-ー タマ ヲ t_,E ソ ペリ ： ダリ 

斯干之 詩 曰、 乃 生， 1 男子； 載 寢 n 之 牀ー 載 衣 二 之 裳 一 載 弄 二 之 璋ー I 圭其泣 唣々 

大^ 

朱 子 曰 はく、 之れ を 牀に寢 せし むる は、 之れ を 尊ぶな り。 之れ に 衣す るに 裳 を 以て 

もて あそ 

する は、 服の 盛なる もの なれば なり。 之れ に 弄ば しむる に璋を 以てする は、 其の 德 

を尙 ぶな り。 

ハク 手. -バ  ヲ  チ サシ乂 レプ 一一  チ セシ乂 レ -I ム ツキ ヲ, 5  4-  * 〈シム レニ クル マキ ヲ. 5 ク ァシキ 1 モ シ ヨキ ||# 

叉 曰、 乃 生 二 女子； 載寢ニ 之 地 一 載 衣， 1 之 裼； I、 載 弄 二 之 瓦； i  Mr 非 無， 儀、 

U.P ダ シュシ レ 〈カリ シ  ノ  ノコ ス1 ウレ ヒ ヲ 

，唯 酒 食 是議、 無二 父母 詒 r 罹、 婦、 

朱 子お はく、 之れ を 地に 寝さし むる は、 之れ を 卑しむな り。 之れ に 衣す るに 褓を以 


てす る は、 卽ち 其の 用 ひて.^ ふること なきな り。 之れ に 弄ば しむる に 瓦 を 以てする 

は、 其の 事と 十る ある 所 を^ はしむ るな り。 非き こと ある は 婦人に 非ず、 善き こと 

ある も：^ 人に 非ず。 蓋し 女子 は 順なる を 以て 正しと 爲す、 非なければ 足る。 善き こ 

と ある も、 則ち 亦 其の 吉祥 願 ふべき の 事に 非ざる なり。 唯 だ 酒 食 是れ議 して、 父母 

の 憂 を 遣す ことなから しめば、 則ち 可な り。 

內 則に 曰 はく、 子 生ま るるとき は、 男子 は 弧 2： なを 門の 左に 設け、 女子 は^ 綠 i を 門 

J3  い  しからす 

の 右に 設く。 三日に して 始めて 子 を 負 ふ。 |ぃ 男 は 射しめ、 女 は 否。 

方慇曰 はく、 弧 を 門の 左に 設 くる： tr 左 は 天道の 尊ぶ 所 なれば なり。 晚を 門の 右に 

^くる は、 右 は 地道の 尊ぶ 所 なれば なり。 必ず 設 くと 曰 ふ は、 男女の 生る るに 方つ 

て、 其の 弧 に 於て 用 ふべき の 道 ありて 而も 未だ 能く 用の 實 あら ざれば なり。 古の 

人 は 男女の 生 を 重んじ、 又 男女 の^を 重んず.。 特に 弧 蛻を見 るの みに 非ず。 男 は 則 

ち牀の 尊き に寢 し、 夂は 則ち 地の 卑 きに 寢す。 其の 之れ に 衣す る や、 男は晝 服の 裳 

を 以てし、 女 は 夜 服の 裼を 以てす。 其の 之れ に 弄ば しむる や、 男は餐 とする ある 所 

の^を 以てし、 女 は 事と 十る ある 所の 瓦 を 以て 十。 


修敎耍 錄卷之 八  二 五八 

(一)  5 ぶ やしな ひ  (二)  し 

凡そ 子 を 接 する に は 日を擇 ぶ。 (冢子 は 則ち 大{ 牛)、 虎 人 は 特^、  士は 特^、 大夫は 

少牟， (國 君の 世子 は大牢 )、 其の 冢 子に 非 ざれば、 則ち 皆 一 等 を 降 十。 

鄭玄曰 はく、 凡そ 之れ を 接 ふこと は 三 ョの內 なりと 雖も、 尊卑^ず 皆 其の 吉 なる を 

(き 

選ぶ。 t 廣曰 はく、 父子の 氣 未だ 嘗て 相 接せ ずん ば あらず。 生れて 三 曰に して、 义 

禮を 以て 之れ を 接す、 是に 於て 至れり と爲 す。 五. 文莊曰 はく、 今 世の 人家に 子 を 生 

みて 三日に して 親 姻を會 す、 亦 古人 子 を 接 ふの 意な り。 

こと を さな/, J  つく 

異に 孺 子の 窒を 宮中に 爲り、 諸 母と 可なる 者と を擇 び、 必ず 其の 寛裕 慈惠、 溫良 恭敬、 

愼んで 一 百霖き 者 を 求めて、 子の 師 たらしめ、 其の 次 を 慈母と 爲し、 其の 次 を 保母と 爲 

す、 皆 子の窒 に 居らし む。 他人 は 事なければ 往 かず。 

大 夫の 子 は 食 母 あり、 士の妻 は 自ら 其の 子 を 養 ふ。 

鄭玄曰 はく、 異に 孺 子の 窒を爲 ると いふ は、 特に ー處 を^うて 以て 之れ に處 らしむ 

るな り。 諸 母と は 衆 妾な り。 子の 師は敎 ふるに 善道 を 以てする 者な り。 慈母 は 其の 

嗜欲を 知る 者、 保母 は 其の 居處を 安ん ずる 者な り。 士の妻 は 之れ に 貧^せ しむる の 

み。 他人 は 事なければ 往 かざる は、 兒の精 意 微弱に して 將に驚 動 せんと 十る が爲な 


Lcv^.  よりどころ 

り。 * オリ 曰 はく、 此の 文 は 諸侯に 據 とすると 雖も、 其の寳 は 亦 大夫士 を 兼ぬ。 但 

だ 士は三 母 を 具へ ざるの み。 司 馬溫公 曰 はく、 凡そ 子 始めて 生 るれば、 必ず 之れ が 

爲に 乳母 を 求め、 必ず 良家の 婦人の 稍ゃ溫 謹なる 者を擇 ぶ。 

3  i 三月の 末に、 曰 を擇ん で髮を 剪ぎ て髻 § は を爲 り、 男 は 角し ま， 女 は 

.ぎ 文 r 他メけ  か .  , 

^0 覊す。 0^ 否 れば 則ち 男 は 左、 女 は 右す。 是の H や 妻 は 子 を 以て 父に 見えし 

む。 貴人 は 則ち 衣服 を爲 る。 命士 より 以下 は 皆漱潸 す。 ^^ザ 男女 夙に 興き 沐浴し 

て 衣服し、 具へ は f 艮に視 ふ。 urpus お。 夫 は 門に 人り 昨 階より 升り て、 

^に 立ちて 西に 鄕ふ。 妻 は 子 を 抱いて 房より 出で、 彻に當 つて 立ち 東面 十。 js£ ；:^ 

^BMM^^^B^^P 姆先づ 相け て 曰 はく、 某敢 へて 時の = を 用 ひて 祗ん 

で 孺子を 見えし むと。 imsn な^ま 就ー； 夫對 へて 曰 はく、 欽ん で： e ふこと あれ 

と。 ？ お U 。ら 父、 子の 右の 手 を 執り、 おして 之れ に名づ く。  ||き5ー？請、に賤 

^ 妻對 へて 曰 はく、 記して 成る こと あらし めんと。 遂に 左に 還りて 師に授 く。！^ 

しる  t: まね 

^に 诚：^ ひ 子の 師 辯く S な 諸婦諸 母に 名 を 告げ、 uls^?^ 遍、 妻 遂に 寢に適 

あまね 

く。  ，夫、 宰に 名を吿 ぐ。 宰 辯く 諸 男に 名を吿 ぐ。 書して 曰 はく、 某 年 某月 某日、 

力 行  一！ 一  二 五 九 
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某 生れたり と。 而 して 之れ を藏 む。 ザ 吏 宰は問 史に吿 ぐ。 問 史書して 二つ を爲 り、 

其の 一 つ は 諸れ を 問 府に藏 め、 其の 一 つ は^れ を 州.^ に獻 ず。 州史 k れを州 伯に 獻じ、 

州 伯 命じて ばれ を 州 府に藏 めしむ。 夫人り て 食す る こと 養禮の 如し。 お £23；/ お^ 

の荽と 貪 ふ 一一と 勇 姑に 

饋 るの 禮の 如きな り。 

< 一) 内刖篇 凡そ 子に 名づ くるに は、 H: 月 を W てせ ず、 國 |£ を 以てせず、 隱疾を 以てせず。 大夫 

士の子 は敢へ て 世子と 名 を M じうせ ず。 

2) 魯の大 左傳： ^公 六 年に、 申^ 曰 はく、 名に 五つ あり、 あり、 ^あり、 象 あり、 假 あり、 

夫、 この 條、  s)  C 

類 あり。 名 を 以て 生る る を：^ と爲 し、 ls^s、 德を W て 命る を 義と爲 し、 Kj^il* 

き もれつ |ぉ 類 を 以て 命る を 象と 爲し、 g お 03? 物に 取る を 假と爲 し、 ^BMMh 

ssusi 父に 取る を 類と 爲す。 gss^s" 。國を 以てせず、 {：：：： を 以てせず、 .E 川 を W てせ ず、 

S 妾の 始 隱疾を 以てせず、 畜牲を 以てせず、 器幣を 以てせず と。 

めて 嫁 ざ 来り  *5  もっと 

しとき の 如く 內 に 曰 はく， 」关^： に 子 を 生まん とするとき は、 月 UK に 及んで、 夫 は、 人 をして： n に 

すと なり 

一  たび 之れ を 問 はしむ。 子 生れて 三月の 末、 漱 擀夙齊 して 內寢 に^る。 之れ を禮 する 

するとき と異  (9  へ 15  しゅん 

なるな り  こと 始めて 窒に 入りし ときの 如くす。 君. 13 に 食して 徹し、 之れ をして 特 り^せ しむ。 


きこ， VI こ S -」 o 鄺氏曰 はく ノ内寢 は 適お の寢 なり。 此は大 

遂に ス り飞徇 「 夫 士の妾 を 謂 ふ。 妾 は 夫を稱 して 君と 曰 ふ。 

庶 人の 側^な き 者 は、 月 辰に 及んで、 夫 は 出で て 群^に^ す。 終^" 其の 之れ を 問 

ふこと と 子の 父に 見 ゆるの 禮と は、 以て 異なる ことなし。 

命士 より 以上 及び 大夫士 の 子 は、 旬に して 見 ゆ。 i^ssrj- 

^^公家 禮に曰 はく、 主人-: i 長子 を 生む とき は、 月に 滿 ちて 绝ゅ。 主人 香 卓 の^に 立つ _ 

告げて 曰 はく、 某の 婦 某氏 某月 某日 を 以 て 子 を 生む、 某と 名づ くと。 敢 へて 昆る。 吿 

げ畢っ て 香 卓の 東南に 立ち て^に 向 ふ。 主婦 子 を 抱き 進んで 兩 階の 間に 立って 再拜す _ 

主人 乃ち 降りて 位に 復る。 

丘 文. 莊曰 はく、 愚 嘗て 文 公家 禮を隳 括して 以て 儀： 汗を爲 る。 前 一 日齋^ し、 其の 日 夙 

に與 きて 陳設 する こと 常の 儀の 如し、 主人 以下 各，' 盛 服 を 具し 祠 堂の 前に 詣り、 男 は 

左に 列し 女 は 右に 列し、 ^> 一  列を爲 る。 各- 盥冼 し、 櫝を 啓く。 おって 主人^: を 請 

け 案の 前にて 香 を 焚き 消を將 ぎ、 再拜 して 以て 神 を 降す。 衆 は 神に 參じ四 拜の禮 を 行 

ふ。 主人 酒を斛 み、 主婦 茶 を點 ず。 訖 つて 主人 跪いて 云々 と吿辭 し、 俯伏して 興つ。 

主婦 子 を 抱き 兩 階の 間に 立って 四拜 す。 然して 後に 衆 は 神 を^し 四 拜の禮 を 行 ふ。 禮 


修敎耍 錄卷之 八  二 六 二 

二) 神主 畢 つて 主 を 奉じて 檳に 入る。 長子 を 生む とき は 此の 儀 を 用 ふ。 次子に は 稍 や 之れ を 殺 

ぐ o 

(II) J:  . 

子 を敎ふ 

陏ぉ人 a. 衍 , , . 

M^M^^ 內 則に 日 はく、 子 能く 食 s なを 食 ふとき は、 敎 ふるに 右の 手 を 以てし、 能く 言 ふと 

卷 二八 八 頁 以  b ゆ (一 11)  I 

下 * 照  き は、 男 は 唯し 女 は^す.。 ニハ年 お にして 之れ に數班 lir と 方の 名 | とを敎 ふ。 

(三) 然諾の 

^0 七 年 秋 にして 男女 席 を 同じう せず、 食 を 共に せず、， 八 年 ^ にして 門戶を 出入し、 及 

るな り ュ び 席に 卽き釵 食す る こと 必ず 長者に 後る。 gsYfu ，に 始めて 之れ に讓る こと を敎 ふ。 

九 年 I にして 之れ に 日を數 ふること^; -"s ほ 十 を敎 ふ。 十 年 針 にして 出で て 外 傅に 就 

き、 外に 居 sll 宿 厘 1 所し、 書お 計 £ を 率ぶ、 禮は 初に^ ふ。 ま^ま 朝 

夕に 幼 儀を學 び、 簡 繾1諒£ ま， を 請 ひ S ふ。 M^s^. 

s  顏之推 曰 はく、 子を敎 ふること、 婴孩は 其の 始を諫 むに 在り。 子の 初めて 生る る や、 

ニニ  5 參^  , ... 

| 氏 i の 著 之れ をして 尊卑 長幼の 禮を 知らし め ずん ば あるべからず。 若し 父母 を 侮晉り 兄妹 

を if 撃す るに、 父母^ 禁を 加へ ずして 反って 笑って 之れ を獎 めば、 彼れ 旣に^ 惡を 


略〉 ず、 遂に 當然 なりと 謂 ふ。 其の 旣に長 ずるに 及んで はお 已に 性と 成る。 乃ち 怒 

つて 之れ を 禁ずる とも 復た 制すべからず * 殘忍悖 逆 至らざる 所な し。 此れ 蓋し 父母 

きざし ふさ 

に荣識 遠慮なくして、 微を 防ぎ 漸を杜 ぐ 能 はず、 小 慈 に^れて 其の 惡を養 ひ 成す の 

故な り。 ^义莊 曰 はく、 內 則に 一 百 ふ 所の 子を敎 ふるの 法 は、 能く 食 ひ 能く 言 ふとき 

より 始まり、 其の 叙 年 六 年より して 以て 七十に 至って 後に 止まる。 而 るに 此に采 る 

所 十 歳までに 止まる は、 陸 氏の 曰 はく、 十 年 以後 は學 ぶこと あって 敎 なし、 蓋し 外 

傅に 就いて 以後 は 則ち 其の^-ぶ 所の 者 師友に^ して 父兄の 家教に 繋ら ざれば なりと 

、ョ 卜 Hi '十歲 ： ^CBef> 外 門に 坐せ a* 女師 %  5 あ 順な 一 8 のま 鹏 IM^ 溯 を p: て おる こ 

£)  r 文. s  女子 十 年 にして は です VJ7" ない、 ^  ^ る を 謂 ふ 树 なろ を 謂 ふ f , 小 正と ほす - ス こ 

のつ づき  し  しナ； -  じし  な ± 

とを敎 ふ。 麻 某 if な を 執り、 絲繭 11 を 治め、 紝 I を 織 i し钏^ 組む。 

,顯ば|， 女 事 を 學んで 以て 衣服 を 共し、 祭. ま を 觀て酒 漿籩ぎ 1 船 I を納れ て、 

禮 もて 奠を相 助く。  ？？ ^^十 有 五 年に して 笄し、 二十に して 嫁す。 15^ 

曲 禮こ曰 まく、 幼子に は 5. せに 誑すな きこと を硯 す。 衆 チは褒 裳 を 衣ず、 立つ とき は必 

ず 方 を 正し f;fj; ベ 傾き 聽 かず。 

劉 彝 曰 はく、 幼子の 性 は 純 明に して 大 にあ， ひ、 未だ 外物の 其の 好惡を 生ずる 者 あら 

力 行 一 一一  二 六 三 


篇 2 ぁ泰 にれ 之 二 

Y,  C るす 長 はれ^ 
を 云 者 則 と 

m 指々 のち 提 ， 
おすし 乎^ 携お 

の と を す あ- 
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ず、 ^'ぶ 所な くして は 成るべからず。 金の^に 在る が 如く、 惟 だ 人の 範 する 所の 

ままな り。 泥の i!i 在る が 如く、 唯た 人の 模 する 所の ままな り。 故に 之れ に視 すに 

誠 信 を 以てする とき は、 誠 信 其の 心に 篤し。 之れ に視 すに 詐僞を 以てする とき は、 

詐僞 其の 心に 篤し。 模範の 初め 貴んで 其の 正 を 得る とき は、 五 事の 用、 誠より 出で 

ん， W  た ふら か  しめ 

て 道に 適 はずと いふ ことなし。 故に 曰 はく、 幼子に は 常に 撒すな きこと を視 すと， 

五 事と は、 曲 禮の此 

の 下に 數語 あるな り。 

玉藻に 曰 はく、 童子 は袅 せず、 帛 せず、 铋の 絢せ ず。 | ザに 

舂秋穀 梁 傳に曰 はく、 子旣に 生れて、 水火 を 免れざる は、 母の 罪な り。 ，芦、 成 童の 師 

傅に 就かざる は、 父の 罪たり。 

^永 (きぎ 日 はく、 輕只 は、 剪髮を 交 午し 飾と 爲すを 謂 ふ。 成 衆 は A 歲 以上 を謂 ふ。 

0.,^  (張 橫渠日 はく、 小 兒を敎 ふるに は、 先 づ安詳 恭敬な らんこと を耍 す。 今世學 講ぜず、 

丞に 至る、 後  やぶ  き やうぐ わん  ， 

S せられて- ギ 男女 幼より 更ち 驕 隋 にして^ り 了る、 長ず るに 到りて 益-凶 狼な ひ。 只 だ 未だ 嘗て 子 

す  , 

, 冒 1^1 弟の 事を爲 ささる が爲 に、 則ち 其の 親に ちて 巳に 物 我 ありて 赏 へて 屈し 下らず。 病枳 

常に あり。 又 居る 所に 隨 つて 長 じ、 死に 至る まで 只 だ舊に 依る。 人の子と 爲 りて は 則 


ち： € 掃 應對に 安ん ずる こと 能 はず、 朋友に 接り て は 則ち 朋友に 下る こと 能 はず、 お 

あ る とき は 宵.炎 に 下る こ と 能 はず、 宰相と 爲り て は 則ち： 大 下の 賢に 下る こと 能 はず、 

したが  すべ ほろ  ま  まじょ 

其し き は 則ち 私意に 狗ひ 義理 都て 喪ぶ るに 至る も、 也た 只 だ 病根 去らず して 居る 所 接 

s  i?- る 所に 隨 つて. おず るが 爲 なり。 

(六に I？ 楊 文 公が 家訓に 曰 はく、  、は 衆 揮の^; は 記誦に 止まらず、 其の 良知 良能 

报 を 養 ふに、 當に 先人の 言 を 以て 主と 爲 すべし。 ：n に故桌 を 記し、 今古に 拘ら ず、 必ず 

の y  ^0 の 

0^ 先づ 孝弟 忠信 禮義^ 恥 等 の 事 を 以てす。 黄 *  0 が 枕 を^ぎ、 ぼ績 || が 橘を懷 にし、 

きを- o そ 力に  、八)  (九) 

^1  ん^ 叔敖 が 陰德、 子 路が米 を 負 ふの 類の 如き、 只 だ 俗說の 如く、 便ち 此の 道现 

(な^ 零 を曉 して、 久々 に 成熟せば、 德性 ま然の 若くな らん。 

しとき..^^ ク  no)  をし もの？，  もの ひ 

t 家 禮に曰 はく、 子 能く 飼 | を 食 ふとき は、 敎 ふるに 右の 手 を 以て、 し、 子 能く 言 ふ 

Mr/: とき は 之れ に敎 へて s ら名 いはしめ、 萬 福 安置 を唱喏 せし むる に 及ぶ。 稍 や 知 あると 

(九) 孔子の  d いさ ゥ 

弟. ナ、 親に * き は， 之れ に敎 ふるに 尊^ を 恭敬す る こと を 以てし、 ゆ 幼 を識ら ざる 者 あれば、 

へて 至孝、 百  • 

^外にで- 齩に^ 禁す。 六歲 にして 之れ に數と 方の 名と を敎 へ、 男子 は 始めて 書 字 を^: はしめ、 

( 一 〇) 朱 子 

の w 公家 崆  女子 は 始めて 女工の d なる 者 を^: はしむ。 七歲 にして 男，^ 席 を：！： じうせ ず、 貧 を 共に 

、 力 行 三  二 六 五 
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せず、 始めて 孝經 論語 を 誦せし む。 女子と 雖も 亦{且 しく 之れ を ， すべし。 七歲 より 以 

下 は 之れ を孺 子と 謂 ひ、 早く 寢ね娄 く 起き、 食す るに 時な し。 八歲 にして 門戶を 出入 

し 及び 席に 卽 きて 飮 食す るに、 必ず^ 者に 後る。 始めて 之れ に敎 ふるに 謙譲 を 以て 十。 

男子 は 尙書を ：1 み、 女子 は 中 門 を 出で ず。 九歲 にして 男子 は舂秋 及び 諸史 を： まし、 始 

めて 之れ が 爲に講 解して 義理 を曉 さしむ。 女子に も 亦 之れ が爲に 論語 • 孝經 及び 列 女 

傳 • 女戒の 類を講 解して 略 ぼ 大意 を曉 す。 十歲 にして 男子 出で て 外 傅に 就き 外に：^. M 

す、 詩. 禮を讀 み、 傅 之れ が 爲に講 解し、 仁逄禮 智信を 知らし む。 是れ より 以往 は以 

つ 一) 

て孟 • 苟 • 揚子 を讀み 博く 群 書を觀 るべ し。 凡そ 讀む 所の 書 は 必ず 其の 精 要の 者を擇 

んで 之れ を讀 む。 其の 異端に して 聖贤の 書に 非ざる もの は、 ^せ： しく 之れ を 禁じ、 妄 

りに 觀て 以て 其の 志 を惑亂 せし むる ことなから しむべ し。 書 を觀る こと 皆 通じて 始め 

て 文 辭を舉 ぶべ し。 女子 は 則ち 敎 ふるに 婉娩 f 麵 聽從 及び 女工の 大 なる 者 を 以て 十。 

くわん けい  あら  まみ 

未だ 冠笄 せざる 者 は 鶴 鳴いて 起き、 .總 角し 面 を赌 巧^; 一は ひ、 以て 尊^に 見え -長 者 を 

たす 

佐け、 祭祀 を 供養す ると きは^ 貧 を 執る こと を 佐く。 若し 旣に 冠^ するとき は、 皆^ 

むる に 成人の 禮を 以てし、 復た 童 幼 を 言 ふ を ？ 1: ざら しむ。 


£1 一 、一)  、周 丘 文莊曰 はく、 書に 曰 ふ、 一生る る 子の 若し、 厥の 初めて 生る るに 在らず とい ふこと 

達 『 y( -》。 に 

「&- 手 ilr^NLZ  な  (ran 

罔 生、 罔し」 と。 禮に曰 はく、 「未發 に 禁ずる、 之れ を 豫と謂 ふ」 と。 朱 子 亦 曰 はく、 「子の 

d 眙^ 命」 i 

f つ *,.ru4 初めて 生る る、 其の 初めて 敎 ふる 所 愼 まずん ば あるべからず」 と。 所謂 初めて 敎 ふる 

所を愼 むと は、 則ち 是れ豫 じめ 未發の 初を敎 ふるな り。 蓋し 人の 初生 童 孺の時 は元氣 

うす  た，、 く  f 

^ がまの 未だ 漓 からず、 天眞 未だ 散ぜ ず、 善性 未だ 斲 せず、 情 喪 未だ 開けざる を 以て、 ^の 時 

門  け-つる 

に當 つて 之れ を 開 導 するとき は 順にして 易し。 此の 時 を 過ぎて 之れ を 防 閑 するとき は 

逆にして 難し。 

通じて 子弟 を敎ふ 

L  j  せつ 

舉 制に 曰 はく、 古の 王者 國を 建て 民に 君た る、 敎率を 先と 爲す。 故に 舜は 契に 命じて 

(六) まき 舜 曰 はく、 「百姓 親しまず、 五 品 §f 遜 はず、 汝司 徒と 作り、 敬んで 五敎を 敷く こと 寬 

通 \に33 つ 

き  (ヒ)  がく つかさど  、 で、 

(さ 00 に 在れ」 と。 夔に 命じて e はく、 「汝に 命じて 樂を 典ら しむ。 冑子 Is^s 子 を 

敎 ふるに、 度に して 溫、 寬 にして 栗、 剛 にして おする ことな かれ。 簡 にして 傲る こと 

なかれ。 詩 は 志 を 一一 n ひ、 歌は言 を 永う し， 聲は 永き に 依り、 律 は聲を 和す。 八 音克く 

力 行 三  二 六 七 
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あ ひて 倫 を 相 奪 ふこと なければ、 祌人 以て 和す」 と。 

(一) 1^ 王制に、 小學は 公宮の 南の 左に 在り、 大學 は郊に 在り。 公卿の 太子、 大夫元 士の適 子 

^ 名 

をして 十 有 三年に して 始めて 小^に 入り、 小節 を兑、 小 義を踐 ましむ。 二十に して 大 

學に 入り、 大節を 見、 大義 を踐 ましむ。 故に 小^に 入りて は 父子の 道 長幼の 序 を 知り、 

大舉に 人り て は 君臣の 義 上下の 位 を 知る。 故に 君と 爲 つて は 君たり、 臣と爲 つて は K 

たり、 父と 爲 つて は 父たり、 子と 爲 つて は 子たり。 

^ 禮 記の 學 記に 曰 はく、 家に 塾 あり、 黨に砟 あり、 術に 序 あり、 國 に^あり。 お S 

も閭 と^し、 同じく 一  巷 を 共に す。 共の 首に 門 あり、 門の^ に^あり、 a.- 中の 老 にして 道德 ある 者 左右の 師と はって ..f  ^に 坐す。 

WT 家に 在る の 時、 朝タ出 人して 恆に 敎を受 く， * 五百家 を黨 とへ.：： す。 術 は^んで 遂と «す^ 萬 二 干 五百家な り。 1： は 人." 都す る 

所 及び^ 侯-の 

阈 中を諧 ふ。 

周禮、 師氏は 虎門の 左に 居. りて 王朝 を 司り、 國の屮 失の 車 を 零り、 以て 國の 子弟に 敎 

ふ。 凡そ 國の贵 遊子 弟 薬ぶ。 もヒ i£| ね 師氏は 三徳 を 以て！： 子 を敎 

ふること を 掌る。 一 に 曰 はく、 至德 以て 道の 本と 爲す。 二に 2 はく、 被德 以て 行の 氺 

と爲 す。 三に 曰 はく、 孝 德以. て 逆惡を 知る。 三 行を敎 ふ。 一 に 曰 はく、 孝行 以て 父母 

を 親しむ。 二に 曰 はく、 友 行 W て 賢^ を 尊ぶ。 三に H はく、 顺行 以て 師おに * ふ。 


保 氏 は II 子 を 養 ふに 逍を 以てする こと を^る。 乃ち 之れ に 六 藝を敎 ふ。 一 に ni はく、 

五禮。 二に 曰 はく、 六樂。 ； 二に 曰 はく、 五 射。 四に 曰 はく、 五馭。 五に n: はく、 六書。 

六に 曰 はく、 九數。 乃ち 之れ に 六 儀を敎 ふ。 一 に 曰 はく、 祭祀の 容。 二に W はく、  {炎 

客の^。 三に 曰 はく、  ^^の 容。 叫 に：： はく、 喪紀の i 谷。 五に 曰 はく、 軍旅の 容。 六 

に 曰 はく、 車馬の^。 

. 大司樂 は 樂德を 以て 國 子に 敎ふ、 中和 ：瞰麻.^ 友な り。 樂^ を 以て 國 子に 敎ふ、 與 

道 • 諷誦 • 言語な り。 樂舞を 以て 敎ふ、 ^門 • 大^ i  • 大^. 大翳. 大 . 大 濩. 大武 

资帝 上 同堯舜 禹  湯 武上 

なり。 其の 淫聲 • 過聲 • 凶聲 . ^聲を 禁ず。 

王制に、 凡そ 世子 及び^,^ に舉 ふるに 必ず 時に す。 春 夏 は 干戈 を學 へ、 秋 冬 

は 羽 籥を學 ふ、 皆 東 序に 於て す。 

(一一 一)， S  のっと  むな 

(一一！) 瞀.ナ の ^子 職に 曰 はく、 先生 敎を 施す とき は、 ぉチ 是れに 則り、 溫恭 こして 自ら 虚しく、 受 

篇 名、 そ の 冒 

頌 に出づ くる 所是れ 極む。 。善 を^れば 之れ に從 ひ、 義を 聞けば 則ち 服す.。 溫柔 孝弟に して 

驕ウて カを恃 むこと^れ。 赚ぉ 55。 志は虛 邪な く、 行 は 必ず 正直に す。 遊 居に 常 あり 

て 必ず 有德に 就く。 顔色 整齊、 中心 必ず^ あり。 夙に 輿き、 夜に 寐ね、 衣帶 必ず 飭す。 

力 . 行 三  二 六 九 
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朝に 益し 暮に習 ひ、 心 を 小む こと 翼々 たり、 此にー にして 懈ら ず、 是れ を^ 則と 謂 ふ。 

少者の 事 は、 夜に 寐ね 蚤に 作き、 旣に拚 に 11 して 盥漱 し、 事 を 執りて 恪がこ 

と あり、 衣 を攝の へ 盥を共 ふ。 先生 乃ち 作き て、 盥に沃 ぎ盥を 徹す、 汎く拚 し 席 を 正 

し、 先生 乃ち 坐す。 出入に は 恭敬、 ^客 を 見る が 如し。 危坐して 師に鄕 ひ、 顔色 怍 f 

^ ふこと なし。 

二)  •  (年) 

二) き" の 少 儀に 曰 はく、 人生れ て 十歲を 幼と 曰 ふ、 寧ぶ。 おつ 4 おお^ 始 二十 を 弱と 曰 ふ、 冠 

篇； >c、  し na  f  - 

^0 す。 ^お gsii^l 三十 を 壯と曰 ふ、 室 あり。 S 十 を 强と曰 ひ、 而ち仕 ふ。 五十 を 

,  艾と曰 ふ、 官 政に 服す。 六十 を W と 曰 ふ、 指 使す。 ほ^ j;i 絵： r 人 s き^ 2。 七 

十 を 老と曰 ひ、 而ち傳 ふ。 た 八十 九十 を^と nr ふ。 JJSt 一^^」 te: と耄と は 罪 あ 

りと 雖も、 刑 を 加へ ず。 ^ひ^ 百年 を 期と 曰 ふ、 頤ジ。 

ョ)  y さ 

ニー)  上 年長ず る こと 以て 倍 するとき は 之れ に 父と し 事へ、 十^-以てお ずると き は 之れ に 兄と 

篇 

し 事へ、 五 年 以て 長ず ると き は 之れ に：， H 隨す。 fl^g 群居 五 人 なれば、 長者 必ず 席 

を 異にす。 . 

二 一一)  ± さ くち M し 

§ 同前 長者 之れ と 提携 するとき は兩の 手に 長者の 手 を 奉じ、 ifm-£uy、 ね ひ S み i 'を 


辟け て 之れ を 詔ぐ ると き は、 ロを掩 うて 對ふ。 ？^IIL^Kif。 

凡そ 長者の 爲に 糞 ふの 禮は 必ず 带を^ の 上に 加へ、 袂を 以て 拘 へて 退く。 其の 喫 を 

長者に 及ぼさず、 梵を 以て 自ら 鄕 へて 之れ を极 む。 龍 飞 長者に 謀る に は 必ず 

几 杖 を 操って 以て 之れ に從 ふ。 f| ほ。 お 者 問 ふとき は辭摆 せず して 對 ふる は 禮に非 

ざるな り， 

S 曲 t 上 先生に 從 ふとき は、 路を 越えて 人と 言 はず、 はせ 先生に 道に 遭 ふとき は、 趨 りて 

進み、 正しく 立ちて 手 を 拱す。 綠ぉ おひ 先生 之れ と 言 ふとき は對 ふ。 之れ と 言 は ざ 

れば趨 りて 返く。  §| お： sliv お 者に 從 つて 丘陵に 上る とき は、 必ず 長者の 視る所 

に鄕 ふ。 

(w)  ts に 先生の 寊策 琴：：； 必 前に 在れば， 坐いて 之れ を遷 十、 戒めて 越 ゆる こと 勿れ。 :si^、 

出づ。 語に 省  ぼ  ざんげ ， 

格 あ"  坐 するとき は 必ず 安に して 湖の 弒を 執. れ。 だ"？ は。 長者 及ぼさ ざるに 儳言 する こ 

买) 對 S と W れ。 ば^;^，  M の容を 正しう して、 II くこと 必ず 恭しく、  9^ 十る こと 毋れ。 

言な. 5、 問 を  ペる 

1 すして 首 ^^^^^ 雷： 1： する こと $れ。 必ず 古昔 を 則り、 先王 を稱 せよ。 先生に 侍 

坐す るに、 先生 問 ふこと 終れば 則ち 對ふ。 ^〔t ^ヤ 業 を 請 ふとき は 起ち、. 益 を 請 ふ 
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とき は 起つ。 先生 召す ときは^す る ことなくして、 唯して 起つ。 燭至れ ば 起 

ち、 、に 食^れば 起つ。 上客に は 起ち、 燭は M を^さず。 嫌 1 尊 客の 前に 

に j  f は狗を 叱せ ず、 ぽ^;^ はおき ぉー；、 食 を 譲る に は 唾せ ず。 ，お" 

洗盥 して 食飮を 執る 者は氣 十る こと 勿れ。 問 はるる こと あれば、 ^を 辟！： て對 ふ。 お 

者、 少者 賤 者に 賜 ふとき は敢 へて 辭せ ざれ。 

(二)  まみ  あくび のび 

2) 禮記少 君子に 侍 坐 十る とき は、 E えんこと を 請 ふ も、 退かん こと を 請 はず.。 君子 欠し 伸し、 

矿篇 に： ^ づ  ，  * 

笏を 運ら し铋 首を澤 び、 屦を 還らし、 日の^ 莫を問 はば、 退かん こと を 請 ふと 雖も町 

1)0 運澤は  一 k 弄な り。 »首 を玩 

fi 弄すれば 則ち 光^も 生す。 

二 II )  ハケ  リテハ  ギテハ  ミテ ァリ ク シ テ ヲ  シ ミ  一一 .t テル. * ハ  テブヌ 

$  孔子 曰、 弟子 入 則 孝、 出 則 弟、 ^ 面；，， T 汎愛， 衆^ 親レ 仁、 行 有 二 餘 カバ 則 以^., 文、 

a).  51 . 朱 子 曰 はく、 謹と は， 行の 常 ある ことなり。 信と は 言の 實 ある ことなり。 汎は 黄な 

註に 出づ 

り。 衆 は 衆人 を 謂 ふ。 親 は 近な り。 仁と は 仁者 を 謂 ふ。 餘カ は猶ほ 暇： n と 一一 一一：： はんが 

ごとし。 以は 用な り。 文 は 詩 書 六 藝の文 を 謂 ふ。 程 子 曰 はく、 弟子た るの 職、 カ餘 

り あるとき は 文 を^-ぶ。 其の 職 を 修めず して 文 を 先にす る は、 己れ の爲 にす るの 舉 

に 非 ざ るな り。 


」 ，  (15  テ リ テリ  ッテ グ ヲ  ハク ビタル カヌ  へチ 〈ク ダシト  レバ バ ヲ シト テ フ rl  ィテ 

000. 孔子 嘗獨 立、 鯉趨 而 過い 庭、 曰 擧レ 詩 乎、 對 曰 未 也、 不 詩 無二 以言； 舰退而 

又. Agt3g4H 篇  ブヌ  リ テリ  "テグ ヌ  ハク ビタル カヲ  へテ 《クシ 卜  レバ パ ヌシト チ ッ ！》 

h  學， 詩、 他 曰叉獨 立、 鯉趨 而過 ，庭、 曰 學， 0ft 對 曰 未 也、 不 x 學， 禮 無二 以立？ 

餽 退而學 レ禮、 

朱 子 曰 はく、 事理 通達して 心氣 和平す、 故に 能く 言 ふ。 品節詳 明に して 德性 堅定 す、 

故に 能く 立つ。 

(六】 ッテ -I ハク ギ マナ ビタリ そ  ヲ  トシ テ レバ- <  ヲレ ホー 一 シテ 二 ッガ 

(六) SB 孔子 謂， 一 伯 魚 一 曰、 女爲， 一 周 南 召 南 一 矣乎、 人^ 不, 爲，, 周 南 召 南； 其猶 一一 正 墻レ面 而立, 

貨琮第 十 章  >  キ 

也與、 

(七) 

(さ 詩經卷 朱 子 曰 はく、 爲は猶 ほ學の ごとし。 周 南/バ^に 言 ふ 所 は 皆 修身 齊 家の 事な り。 面 

首の 二 詩、 各  かき  つ 

ト篇 あり  に墻 して 立つ と は、 言 ふこ ころ は、 其の： 个- 近め 地に 卽 きて、 一物 も 見る 所な く 一歩 

も 行く ベ か らず となり。 

(<) ハク トメ ヲへ -I へチ -ー クシ ノヲ  へ- ァ -クス ノヲ. -  リ  ヒテ モレ パ 

(_o  ii 子 夏 曰、 賢, 賢 易， 色、 事： 一 父母 一能 竭 一一 其 力； ^_萏 能 致 二 其 身 一 與ニ 朋友 一 交、 言 而有 

而篇第 七 章  モ 7 トダバ レズ？ ノレ 7 ビタ" ト 

レ信、 雖レ 曰レ未 レ學、 吾 必謂ニ 之 學, 矣、 

朱 子 曰 はく、 子复言 ふこ ころ. は、 能く 是の 如きの 人 あれば、 苟も 生 質の 突に 非ず と 

も、 必ず 其の 學に努 むる の^ りならん。 或は 以て 未だ 嘗て 學を爲 さず と爲 ると 雖も， 

力 行 三  ニセ三 
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我れ は 必ず 之れ を 已に舉 びたり と 請 はんとな り。 

馬援 謹ゝ の 兄の 子嚴 • 敦 並びに 畿議を 喜んで 輕伙の 客に 通ず。 援、 

交趾に 在り、 書 を 還して 之れ を誡 めて 曰 はく、 吾れ 汝が曹 人の 過失 を 聞く こと 父母の 

名 を 聞く が 如く、 耳に 聞く を 得べき も、 口に は 言 ふ を 得べ からざる こと を 欲す。 ん 

で 人の 長短 を 議論し、 妄りに 正 法 を 是非す る は、 此れ 吾が 大いに 惡む 所な り。 寧ろ 死 

す とも子 孫に 此の 行 ある を 聞かん こと を 願 はず。 龍 伯 高 は 敦厚 周愼 にして、 口に 擇言 

,  なく、  S§iS ほ^  II なき sf"、： 謙 約 節俭廉 公に して 威 あり、 吾れ 之れ を 愛し、 之れ 

を 重んず。 願 はく は 汝が曹 之れ に效 へ。 杜ゃ ft-g は は豪俠 にして 義を 好み、 人の 憂 を 

憂へ、 人の 樂み を樂 しむ、 淸濁失 ふ 所な く、 父の 喪に 客 を 致せし に數 i 畢く 至る。 吾 

れ. 之れ を 愛し 之れ を 重んずる も、 汝が 曹の效 はんこと を 願 はず。 伯 高に 效 ひて 得 ざれ 

ば、 猶ほ 謹敕の 士と爲 らん、 所謂 鹄 を 刻んで 成らず して 尙ほ鶩 に 類す る 者な り。 や^ 

に效 つて 得 ざれば、 陷 つて 天下の 輕薄 子と 爲 らん、 所謂 虎を晝 いて 成らず して 反って 

狗に 類す る 者な りと。 

吳氏曰 はく、 锒 鷥は皆 鳥に して 略 ぼ 相似たり。 虎^: は皆獸 にして 絕 えて 似ず。 


f 二)  まさ 

にに、 漢の昭 烈將に 終らん とし" 後 主に 勅して 曰 はく、 惡は 小なる を 以て 之れ を爲す こと 勿 

條^ IT 刁 00 さ Q 

篤に 出づ れ、 善 は 小なる を 以て 爲 さざる こと 勿れと。 H 、は^ | 德飞 

諸葛武 侯子 を戒 むる 書に 曰 はく、 君子の 行は靜 にして 以て 身 を 修め、 儉 にして 以て 德 

を 養 ふ、 澹 泊に 非 ずん ば 以て 志 を 明かに する ことなく、 寧 靜に非 ずん ば 以て 遠き を 致 

す ことなし。 sgrf 夫れ 學は須 らく 靜 なるべきな り。 才は須 らく 學 ぶべき なり。 學に 

非 ずん ば 以て 才を廣 むる ことなく、 靜に非 ずん ば 以て 學を 成す ことなし。 愤悛 なると 

き は 精 を 研く こと 能 はず。 險躁 なるとき は 性を理 むる こと 能 はず。 年 は 時と 與に馳 せ、 

意 は 歲と與 に 去り、 遂に 枯 落と 成り、 窮^ を 悲歎 十、 將た復 た何ぞ 及ばん。 

唐の 柳批 filial 嘗て 書 を 著 はして 其 の 子弟 を 戒め て 曰 はく、 名 を壞り 己れ に 災 

し 先 を 辱 かしめ 家 を 喪 ふ、 其の 失 尤も 大 なる 者 五つ あり。 宜しく 深く 之れ を 誌す ベ 

し。 其の 一 に は 自ら 安逸 を 求め、 澹 泊に 甘ん ずる 靡く、 苟 くも 己れ に 利して 人の 言 を 

恤 へず。 其の 二に は 儒 術 を 知らず、 古道 を悅 ばず、 前 經に懵 くして |§ 贿 恥ぢ ず、 當 

世 を 論じて ^ を 解き、 I、 ふ 身旣に 知る こと 甚くして 人の 學 ある を 惡む。 其の 三に は 己 

れに 勝れる 者 は 之れ を 厭 ひ、 己れ に 佞す る 者 は 之れ を悅 ぶ、 唯だ戲 談を樂 しみて 古道 

力 行 三  二 七 五 
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を 思 ふこと 莫く、 人の 善 を 聞きて は 之れ を嫉 み、 人の 惡を 聞きて は 之れ を 揚げ、 頓僻 

に 浸 漬し德 義を銷 刻す。 簪裾 徒し く 在る も厮 養と 何ぞ殊 ならん。 

is ^？。 其の 四に は 優 游を浩 び 好み、 麯ぁ s な に 耽り 嗜み、 杯 を啣む を" て髙致 

す さ 

と爲 し、 事 を 勤む る を 以て 俗流と 爲す。 之れ に 習へば 荒み 易く、 覺れ ども.： j に 悔い 難 

し。 其の 五に は 名宦に 急に して 權 要に 匿れ 近づき、 一 資半釵 或は 之れ を 得と 雖も、 衆 

怒り 群猜 みて 存 する 者 ある こと 鮮し。 鳖 き 余 名門 . "族 を 

^るに， 祖先の 忠孝. 勤儉に 由り て 之れ を 成立せ ざる こと 莫く、 子孫の 頑 率. 奢 傲に 

由り て 以て 之れ を覆墜 せざる こと 莫し。 成立の 難き は 天に 升る が 如く， 覆墜の 易き は 

毛を燎 くが 如し。 之れ を 言へば 心 を 痛ましむ。 爾 宜しく 骨に 刻むべし と。 ！ ^い 

輕率 • 奢 傲 は 皆 家 

も 敗る の 由な り。 

范# 公 質 て gsis 封 おらに に 宰相たり しとき、 從子 杲 g 嘗て 案して 秧 S なを 

遷 さん こと を 求む。 質 詩 を 作りて 之れ を曉 す。 其の 略に 曰 はく、 戒めよ、 爾 立身 を舉 

ぶに は 孝悌 を 先にす るに 若く は莫 し。 怙々 として 親 長に 奉じ、 敢 へて 驕易を 生ぜず、 

戰々 復た兢 々造次に も 必ず 是に 於て せよ。 お， 戒めよ、 爾祿を 干 めんこと を^ぶ 


に は、 道藝を 勤む るに 若く は莫 し。 嘗て 諸れ を 格 i 一一 ；：： に けり、 寧び て 優なる とき は 則 

ち 仕へ、 人の 知らざる こと を 息へ ず、 惟 だ學の 至らざる こと を 患 へよ と。 戒めよ、 闹恥 

辱に 遠ざかれ。 恭 なるとき は 則ち 禮 に 近し。 自ら しくして 人 を 尊び、 彼れ を 先にし 

(二)  X て， 

二)  §0  て を轰こ 4i- よ。 頃え」 |ぉ お」 - ^ の 名 * 其の 辭に曰 はく、 鼠 を 相る に體 あり、 人と して 禮 なからん や、 人 

^ の篇 マー」 ォ を^」 そ J  o^li^^i として 禮 なく. に胡ぞ 適に 死せ ざると。 茅お は 今 其の辭 亡し、 比 £無禮 を 刺る。 

〈且 しく 詩人の 刺 を 鑑みるべし。 戏 めよ、 顿放曠 する こと 勿れ。 放飚 する は 端士に 非ず。 

(5 今 は 逸 周. 孔名 敎を垂 る。 齊- 梁淸 議を尙 び、 南朝に 八達と 稱せ しも 干載靑 史を穢 せり。 $ 

せる 詩の 名。 

割きに 其の SS はお E の 胡^ 輔之 • 謝^  *阮 放 卓 阮 (で ^-6v-»  II  ^iR  I  o 王輕こ ンこ 4W4^ こ 

亡し といへ る 光 逸の-八 人、： a* 終る * で淸 談酣 飲して 臁 達も^ せし なり" >d 评^: を！： F も タれ ^藥 にして 佳.^: に 

,  非ず。 能く 謹 llr の 性 を 移して、 化して E: 險の 類と 爲す。 古今 傾 敗す る 者歷々 として 皆 

記すべし。 戒めよ、 爾多貢 する こと 勿れ。 多言 は 衆の 忌む 所な り。 苟も 榧 機を愼 まず 

んば 災厄 此れ 從り 始まらん。 是非 毁譽の 間 適に 身の 累を爲 すに 足れり。 世 を 擧げて 交 

^ぎり  と 

游を 重んじ、 金 蘭の 契 を 結ばん と擬 すれ ども、 ？ nif K^fsstl ば ま1 お U 、忿 

怨 容易に 生じ 風波 |g に 時に 當 りて 起る。 所以に 君子の 心汪々 として 淡き こと 水 

の 如し。 世 を 擧げて 承 奉 を 好み、 昂々 として 意 氣を增 せど も、 知らず、 承 奉す る者爾 

き ょぢょ  斗き し 

を 以て 玩戲 と爲す もと を。 所以に 古人 蘧條？ 俯と 喊施 とを疾 む。 世 を 

力 行 三  二 七 七 
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擧げて 游俠を 重んじ、 俗 呼びて 氣 義と爲 す。 人の 爲に^ 難に 赴き、 往々 にして w 繋に 

陷る。 所以に 馬援 が書殷 勤に 諸子 を戏 む。 世を舉 げて淸 素を賤 しみ、 身 を 奉ずる こと 

お 侈 を 好む。 肥えた る 馬に のり 輕き^ を 衣、 揚々 として 閭里を 過ぐ。 市 童の 憐みを 得 

» やし^  ( 1 * 

(1) 5 意 と雖も 還りて 識者の 鄙と 爲る。 "我れ は 本と 羈旅の 臣 なり。 堯* 舜の理 に 遭 逢し、 

位 重く して 才充 たず。 戚々 読？^ ^の| は寓。 として 憂 長を懷 く。 深淵と 薄氷と、 之れ を 

ともがら  うれ  1 

蹈 みて 唯だ墜 ちんこと を 恐る。 繭が お I 當に 我れ を憫 ふべ し。 罪 戾を增 さしむ る こと 勿 

を さ 

れ。 門を閉 ぢて蹤 跡を斂 め、 首を縮めて 名 勢 を 避けよ。 勢 位 久しく 居り 難し、 畢竟^: 

ビゃ了 こ つ 10 質旣に 周に 相たり 復た宋 に 相たり、 故に 自らお 旅の 臣 4S 勿 4^ir<5,Al き. HJ^rf  .Msf  /  、 

そ：^ もに oil らん ふ。 i 木の 太 祖 周の g を受 く、 故に 之れ を 堯 舜の 治に 比す。 ^^たると き： へ 

おこ  すた  すみやか 

^る こと あれば 還って 替る こと あり。 速に 成る こと は 堅牢なら ず， ^に 走る は 多く 顧 

m 十。 1， 灼々 たる 園 中の 花 早く 發 けば 還って 先づ 萎む。 遲々 たる 澗畔の 松欝々 とし 

て 晚翠を 含む。 賦 命疾徐 あ. り、 靑雲 力めて 致し 難し。 語 を 寄せて 諸郞に 謝す、 跺進は 

徒爲 のみと。 llfv 

程 明 道 曰 はく、 子弟の 輕 俊なる 者 を 憂へば、 只だ敎 ふるに 經學 念書 を 以てして、 文字 

を 作らし むる こと を 得 ざれ。 子弟 凡百の 玩好皆 志 を 奪 ふ。 書札に 至りて は 儒者の 事に 


於て 最も 近し。 然れ ども 一 向に 好 著 すれば 亦 自ら 志 を 喪 はんと。 

いにしへ 

义曰 はく、 古 者八歲 にして 小^に 入り、 十五に して 大學に 入る、 其の 才の敎 ふべき 者 

を擇 びて 之れ を聚 む。 不肖 者 は 之れ を 農 畝に 復す。 蓋し 士農は 業 を 易へ ず。 旣に攀 に 

入つ とき は 農 を 治めず、 然して 後士農 判る。 古の 士は 十五より 學に 入り 四十に 至りて 

まさ 

方に 仕 ふ。 中間 自ら 二十 五 年の 舉 あり、 又 利の 趨 くべき ものなければ 志す 所 知るべし。 

須 らく 善に 趨き 去り 此れより 德を 成す ベ し。 後の 人 童穉の 間より 已に 汲々 として 利に 

趨 るの 意 あり。 何に 由り て か 善に 向 ふこと を 得ん。 故に 古の 人 は 必ず 四十に して 仕へ 

しむ、 然して 後に 志 定まる。 只 だ 衣食 を營 むは 却って 害な きも、 惟 だ 利 祿の誘 最も 人 

を 害す。 

叉 曰 はく、 古人 子 を 生みて 能く 貪 ひ 能く 言々 ば、 而ち 之れ に敎 ふ。 大學の 法 は 豫を以 

つかさど 

て 先と 爲す。 人の 幼なる や 知 思 未だ 主る 所 あらず。 便ち 當に 格言 至論 を 以て 日に 前に 

陳ぶ べし。 未だ 曉 知せ ずと 雖も、 且つ 當に 蒸聒 して 耳に 盈ち 腹に 充て、 久しう して 自 

に 安 習すべし。 若し 之れ を 同 有すれば、 他言 を 以て 之れ を 惑 はすと 雖も 入る 能 はざる 

なり。 若し 之れ を爲す こと 豫 めせ ざれば、 稍 や 長ず るに 及びて は 私意 偏好 內に 生じ、 

力 行 三  二 七 九 


修敎耍 錄卷之 八  二八 0 

衆 口 辯 言外 に鑠 す。 其の 純完 を 欲すと も 得 ベ か ら ざ るな り。 

I た、 2£ァ 程 伊川 曰 はく、 人を敎 ふるに 未だ 意趣 を兑 ざれば 必ず 舉を樂 しま じ。 且く 之れ に 歌舞 

^ パ 寧 A 一  一ー ョ 

»f こお.， つ  くわん しょ 

を敎 へんと 欲す。 古詩 三 kn 篇の 如き は 皆 古人 之れ を 作れり。 關雎の 類の 如き は 家 を 正 

すの 始 なり。 故に 之れ を鄕 人に 用 ひ、 邦 國に用 ひ、 日に 人 をして. N れを 聞かしむ。 此 

れ 等の 詩 は 其の 言 簡， 奥に して、 今の 人 は 未だ 隙り 易から じ。 ^に 詩 を 作り、 略 ぼ 童子 

に敎 ふる^ 掃 應對、 長に 事 ふるの 節 を 言 ひ、 朝夕 之れ を 歌 はし めんと 欲す。 當に 助け 

あ る ベ きに 似たり と。 

t  つま づ 

朱 子 曰 はく、 嘗て 疑 ふ、 曲禮の 「衣 撥ぐ るな かれ、 足蹶 くな かれ」、 「將に 堂に 上ら 

ん とするとき は聲 必ず 揚げよ」、 「將 に戶に 入らん とするとき は視 必ず 下にせ よ」 等 

は、 皆是れ 古人 小 兒に歌 ふの 語な り。 

陳忠肅 公 曰 はく、  S ま？〕  |き|§なけぶ 幼 學の士 は先づ 人品の 上下 を 分別 せんこと を 要す。 

何者か 是れ 聖賢の 爲す 所の 事、 何者か 是れ下 愚の 爲す 所の 事と。 善に 向 ひ惡に 背き、 

彼れ を 去りて 此れ を 取る は、 是れ 幼^の 當に 先にすべき 所な り。 1™=? 顔 子 • 孟子 

は亞聖 なり。 之れ を學 ベば 未だ 至らず と 雖も亦 賢人 たるべし。 今の 學者 i 右し 能く 之れ 


01) 論 誰雍 

也篇 第二 章、 

哀 公 力 一 

者 を 問 へる i 

きの 孔子の 答 

語に 「有， 一類 ほ 

者 T 町 レ摹： 小 

レ運レ 怒、 不レ K 

レ過、 不幸 短命 

死矣云 々」 と 

出づ 

§ も 子 幼 

時に 葬祭 商 W 

の 遊 敷せ しが、 

これ は！ is^ な 

汝べ て帽を 學 

ぶに 如かざる 

を 知る となり 


を 知らば、 則ち 顏孟の 事 我れ も 亦 * 'ぶべ し。 言 溫 にして 氣 和なる とき は、 顏チ の遷さ 

ざる こと 靳く舉 ぶべ し。 過ちて 能く 海い、 又改 むる に 撣 ら ざると き は、 顏 子の 贰 びせ 

,.  (三) 

ざる こと 漸く 擧ぶ べし。 埋鬻 の戲の 俎豆に 如かざる を 知り、 慈母の 愛の 三遷に 至る を 

念 ひ、 幼より 老に 至る まで 厭 はず 改めず、 終始 意 を 一 に するとき は、 我れ の 心 を 動か 

さざる も 亦 以て 孟子の 如くなる べし。 若し 夫れ 志 を 立つ る こと 高から ざると き は、 其 

の舉皆 常人の 事な. り。 語りて 顏孟に 及ぶ とき は、 敢 へて ゆ ほらざる たり。 其の 心に 必ず 

曰 はん、 我れ は孩 童たり、 ひ 敢 へて 顏孟を 寧ばん やと。 此の 人に は 以て 上 を 語る ベ か 

らず。 先生 長者 は 其の 卑下なる を 見て、 豈肯 へて 之れ と 語らん や。 先生 長者 肯 へて 之 

れと 語らざる とき は、 其の 與に 語る 所 は 皆 下等の 人な り。 

邵堯夫 film 節、 子孫 を戏 めて 曰 はく、 上品の 人は敎 へずして 善し、 中 品の 人は敎 

へて 而 して 後に 善し、 下お の 人は敎 ふる も 亦 善から ず。 敎 へずして 善き は聖に 非ず し 

て 何ぞ、 敎 へて 後に 善き は 賢に 非ず して 何ぞ、 敎 へても 亦 善から ざる は 愚に 非ず して 

何ぞ。 是に 知りぬ、 善と は吉の 謂なる を、 不善と は 凶の 謂なる を。 吉と は、 目に 非禮 

の 色を觀 ず、 耳に 非禮の 聲を聽 かず、 口に 非 禮の言 を 道 はず、 足に 非禮の 地を踐 まず" 
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人 は 善に 非 ざれ は 交 はらず、 物 は 義に非 ざれば 取らず、 賢に 親しむ こと 芝 蘭に 就く が 

如く、 惡を 避く る こと 蛇蝎 を 長る るが 如し。 或は 之れ を吉 人と 謂 はずと 曰 ふと も、 吾 

れは 信ぜざる なり。 凶と は、 語 言^^、 動 4- 陰險 にして- 利 を 好み 非 を 飾り、 淫を貪 

n 禍を樂 しみ、 良 善を疾 むこと 饕 隙の 如く、 刑憲を 犯す こと 飮盒の 如く、 小 は 則ち 身 

を 陨し性 を 滅ぼし、 大は 則ち 宗を 覆し ：1 を 絶つ。 或は 之れ を 凶 人と 謂 はずと S ふと も、 

吾れ は 信ぜざる なり 。傅に 之れ あり、 曰 はく、  Is- 吉 人の 善 を爲す 惟れ： n, も 足らず、 

凶 人の 不善 を 爲す亦 惟れ 日 も 足らず。 汝等吉 人た る こと を 欲する や、 凶 人た る こと を 

次ふタ 5  to- to 日 も 足らす i は、 首 ふこ ころ は 終日 之れ 

glpiv^  LC を爲 して ほ 以て 足らす と爲 すの s_i なり。 

胡 文定公 纏 S l?SB 定 子に 與 ふる 書に 曰 はく、 き、、 ^ 醫： 寧， 志 を 立つ る 

に は 明 道 • 希 文 を 以て 自ら 期待し、 ^ms^^  S: や、 

と爲 し、 志 を 立つ るに 一公 を 以てし、 ，= ら 期^して カ行し、 以 、クト I.H つ 3 こ i、  き n こ \ct ゝ 

て焉に 至らん ことか-求め、 の ic ^ぶからざる こと を槠 す， 七 を るに は 忠信に して^ 力 さる をお 

て 主 本と 爲す。 己れ を 行 ふに は、 端 莊淸愼 を 以て 操 執 J なを 見る。 事に 臨みて は 明敏 

果斷を 以て 是非 を辨 じ、 又 三 U 倾 ^2ー」^ 續？ >i み、 法 を 立つ るの 意 を考へ 求め、 

而 して 之れ を 操縦せば、 斯に政 を爲す こと 人の 後に 在らざる べし。 汝 之れ を勉 めよ や。 


心 を 治め 身を修 むる に は、 飮貪 • 男女 を 以て 切要と 爲す、 古より 聖賢 這の 裏より 工夫 

を 做せり。 其れ 忽に すべ けんや。 き^、 が 婦^ 

呂榮 公、 名 は 希哲、 字 は 原 明、 申 國正獻 公 I2^5yig ほ 翻 ぜ^ の 長子な り。 正獻 公家 

まつろ 

に 居る とき 簡重 寡默 にし て 事物 を 以て 心 に經 はさず。 而 して 申國夫 人性 嚴 にして 法 

度 あり、 甚だ 公 を 愛すと 雖も、 然れ ども 公に 敎 へて 事々 規矩に 循ひ蹈 ましむ。 甫め十 

歲 にして 祁案ー 大 暑 雨に も 侍立して 日 を 終へ、 之れ に 坐 を 命ぜ ざれば 敢 へて 坐せ ざ 

るな り。 日に 必ず 冠帶 して 以て 長者に 見 ゆ。 平 居 甚だ 暑し と雖 も、 父母 長者の 側に 在 

きんべ つ てんこ 

りて、 巾襪. 縛 袴. 衣服 を 去る こと を 得ず、 唯 だ 謹めり。 fussai 行步 出入 

むかば き 

• に 茶 肆酒肆 に 入る こと を 得る ことなし。 市 弁 里恭の 語、 鄭衞の 音、 未だ 嘗て 一 たび も 

耳に 經れ ず、 不正の 書、 非禮の 色、 未だ 嘗て 一 たび も 目に 接せず。 正 獻公潁 州に 通 判 

だま/ ヽ 

たり。 歐陽 公^ I、 は^ 永逾！ 州 事に 知たり。 焦 先生 千 之 伯强， 請騁 文忠 公の 所に 

客たり、 嚴毅 方正な り。 正獻 公之れ を 招き 延 いて 諸子 を敎 へしむ。 諸 生 小し く 過 差 あ 

れば、 先生 端坐して 召して 與 に相對 し、 日 を 終へ 夕を竟 ふるまで 之れ と 語らず。 諸 生 

まさ  まさ 

恐懼 長 伏 すれば、 先生方に 略 ぼ 辭色を 下す。 時に 公方に 十 餘歲、 內には 則ち： 止獻 公と 

力 行 三  二八 三 
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申國 夫人との 教訓 此の 如く 之れ 嚴 なり、 外に は 則ち 焦 先生の 化導 此の 如く 之れ 篤し。 

故に 公の 德器 成就して 大いに 衆人に 異なり。 公 嘗て 言 はく、 人生れ て 內に賢 父兄な く、 

外に 嚴 師友な くして、 而も 能く 成る こと ある 者 は 少しと。 

n) この m  通 禮 

^ね 大 * 衍義 

0^ 禮記 王制に、 六禮 は冠昏 喪祭 鄕相钍 なりと * 

(二)  IV 吳徴曰 はく、 冠昏 喪祭の 四 者 は 家の 禮 なり。 鄕相兑 の 二者 は 鄉の禮 なり。 

正し 

]  (三) 

ニニ) 論語 は 孔子 曰 はく、 生ける とき は 之れ に 事 ふるに 禮を 以てし， 死して 之れ を 葬る に禮を 以て 

政篇 第五 章 

し、 之れ を 祭る に禮を 以てす。 

朱 子 曰 はく、 生ける とき 事へ、 葬る とき 祭る は、 親に 事 ふるの 始終 具 はれり。 禮は 

卽ち理 の 節 文な り。 人の 親に 事 ふる は、 始 より 終に 至る まで 禮に 一 にして 苟もせ ず、 

文中. f は諡- 其の 親 を 尊ぶ こと 至れり。 

字 は 仲淹， 隋 ，9  卜 こ 

^ 文中 子 曰 はく、 冠 禮廢れ て大下 成人な く、 昏禮廢 れて犬 下家 道な く、 喪 禮廢れ て 天下 

に 唐 初の 名お  わす 

fs 其の 親 を 遣れ、 祭 禮廢れ て 天下 其の 祖を 忘る。 


程 伊川 曰 はく、 冠昏 葬祭 は 禮の大 なる 者な り。 今の 人 は 都て 理會 せず。 豺獺も 皆 本に 

ゆるがせ 

報いる こと を 知る。 今の 士大 夫の 家 多く は 此れ を忽 にす。 奉 養に 厚く f. て 先祖に 薄き 

d,  i&^F 町な り。 孟涛に 襯は魚 f-^T  、ネ 秋に 豺は獸 を 祭る、 皆 本 ま , ーヽ豊 ゥ， I、 や A.  一^  了、  ,x  _ 

卜 t>.K ヌーリす り に 報いるな り。 泰 釜と は 其の 親 ％ 奉 養す るな り。 P" て. K 魔の， を：^.^  豕こ 

とに 必ず 廟 あり、 廟 ごとに 必ず 主 あり、 月 湖に 必ず 新を蕩 め、 時 祭 は 仲 月 を 用 ひ、 夂 、\ 

至に 始祖 を 祭り、 立春に 先祖 を 祭り、 季 秋に 禰を 祭り、 忌日に 主を遷 して ^寢に 祭る。 

凡そ 死に 事 ふるの 禮は當 に 生に 奉ずる より 厚く すべ き 者な り。 人家 能く 此れ等の 事 

數件を 仔し 得ば、 幼 者と 雖も漸 に t 義を 知ら しむべし。 鏟競？ i^Kt 

奉す るな り。 正 寢は正 堂な り。 巧朔は 一：；： の始、 U 時 は. 大道の 變 にして、 冬至 は 陽 生す るの 始、 立 

春 は 物 牛： する の始、 季秋は 物 成る の始。 忌日 は 親の 死せ る 口、 君子 此に 於て 必す淒 ^怵惕 め. 意 あり。 

S) 文 公家 朱 子 曰 はく、 禮に本 あり、 文 あり、 其の 家に 施す 者より して 之れ を 言 ふとき は、 名分 

鱧の 序文な り 

の 守と 愛敬の 實は 其の 本な り。 冠昏 喪祭 儀^ 度數は 其の 文な り。 其の 本 は 有 家 日用の 

常體 にして 固に 以て 一 日と して 修せ ずん ば あるべ からず。 其の 文 も 又 皆 人道の 始終 を 

紀綱 する 所以に して、 其の 之れ を 行 ふに 時 あり、 .N れを 施す に 所 ありと 雖も、 然も 之 

れを 講ずる こと 素より 明かに 之れ を 習 ふこと 素より 熟する に 非 ずん ば、 則ち 其の 事に 

臨む の 際 亦 以て 宜しき に 合うて 節に 應 ずる ことな t。 是れ亦 一 曰と して 講じ 且つ 習 は 

力 行 三  二人 E 
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ずん ば あるべからざる 者な り。 

叉 曰 はく、 三代の 際 は 禮經備 はれり。 然して 其の 今に 存 する 者 は、 宮躐器 服の 制、 出 

入 起居の 節、 皆已に 世に 宜しから ず。 世の 君子 或は 以て 古今の 變を 酌んで 更に 一 時の 

法と 爲 すと 雖も、 然も 亦 或は. 詳 にし 或は 略に し、 折衷す る 所な く、 或は 其の 本 を 遣れ 

§ る がせ  (二) 

て 其の 末 を 務め、 實を 緩に して 用 を 急に する に 至る。 自ら 鱧 を 好む に 志 あるの 士も、 

猞ほ 其の 要を擧 ぐる 能 はずして 貧 青に 困し む 者 あり、 尤も 息 ふらく は、 其の 終り や 能 

く 以て 禮に 及ぶ こと あらざる こと を。 是を 以て 嘗て 獨り 古今の 籍を 究め 觀、 其の 大體 

31 ) つく 

の變 ずべ からざる 者に 因って、 少しく 損益 を 其の 間に 加へ、 以て 一家の 書を爲 る。 大 

抵 名分 を 謹み 愛敬 を崇び 以て 之れ が 本と 爲す。 其の 施行の 際に 至りて は 則ち 义浮文 を 

略し 本 實に趨 く、 以て 竊に 自ら 孔子が 先進に 從へ るの 遺 意を附 す。 庶幾く は 古人 身 を 

修め 家を齊 ふる 所以の 道、 終 を 愼み遠 を 追 ふの 心 も猶ほ 以て 復た 見つべし、 而 して 國 

家 化 を 崇び民 を 道び く 所以の 意に 於ても 亦 或は 小 補 あらんと 云 ふ。 

丘 文莊曰 はく、 宋 儒 朱 子、 儀禮 及び 程 • 張 • 司 馬 氏 諸家の 禮 書に 本 づ いて 家 禮の 一 

書 を作爲 し、 古 を 酌んで 今に 準ぜし む、 實に 簡易に して 行 ふべ しと 爲す。 太 宗^ 帝 


(ra) 七十 卷" 

明の 永樂 十一 一一 

年、 胡廣等 勅 

も 奉じて 撰す。 

来の 道樂者 凡 

そ 百 二十 家の 

說も 採集す。 

太 極 說，^ 

書.^ はじめ、 

き 銘 • 正 象 • 

皇^ 經世書 • 

易擧 啓1 . 文 

ヘム^ 禮 等の 原 

^を 收 むる 他、 

群 說を收 載す 

(五) この 章 

羝ね大 ゅ衍義 

補 j 


(六) 震の 

篇名 


(七) 禮記の 

篇名 


(八) ^^の 

篇名 


儒 臣に 命じて 性理 大全の 書を修 せしめ、 已に 其の 書 を 載す。 今の 士大 夫の 家に も 亦 

往々 擧り行 ふ 者 あり。 乞 ふ 鱧 部に 敕 して 詳に定 めて 天下に 頒ち行 はんこと を。 

(五) 

冠 笄 

あざな 

曲 禮に曰 はく、 男子 二十に して、 冠して 卞 すと。 內 則に 曰 はく、 男子 二十に して、 冠 

して 始めて 禮を學 ぶと。 士冠禮 に、 始めて 加 ふるとき 祝して 曰 はく、 令 月 吉日、 始め 

なんち  こ さい は ひ  お ほい 

て 元服 を 加 ふ、 繭の 幼 志を棄 て、 繭の 成德に 順へ。 壽考 維れ 鹉に、 爾の景 福 を 介に せ 

んと。 再び 加 ふるとき の 祝に 曰 はく、 吉月 令- k、 乃ち 繭の 服 を 申ぬ、 爾の成 儀 を 敬み、 

淑く 繭の 德を愼 め。 屑壽萬 年に、 、水く 胡 S な 福 を 受けん と。 三た び 加 ふるとき の 祝に 

こと と^ 

曰 はく、 歲の正 を 以てし、 月の 令 を 以てし、 成く- € の 服 を 加 ふ。 兄弟 sj ハに 在り、 以て 

厥の 德を 成せ。 SRTir^ く、 天れ 1 が 受けん と。 ^^^ぉ？8|1随|き？=。 

(七)  そ  か はる こと あきらか  せう 

郊特牲 に 曰 はく、 適 子阼に 冠す る は、 以て 代 を 著 にす るな り。 客 位に 醮 する は、 


加へ て 成る あれば なり。 三 加して 彌 き は、 其の 志を喩 すなり。 冠して 宇す る は 其 

の 名 を 敬す るな り。 

力 行 一一 一  二八 七 


冠^に ：！： はく、 已に 冠して 之 

れにネ す ろ は 成人の 道な りと- 
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陳氏曰 はく、 代 を 著に すると は、 其の 主人の 次た る こと を顯 にす るな り。 ^ん で酬 

酢な きを 醮と曰 ふ。 客-化 は 戶糲の 間に 在り。 禮を^ 成の 人に 加 ふるな り。 三 加 は、 

始の 加は緇 布の 冠、 次の 加 は 皮 弁、 义 次の 加は爵 弁な り。 其の 志を喩 すと いふ は、 

其の 志 意 を 廣充し 以て 尊 服に 稱 はんこと を 知ら〜 むるな り。 此れ 適 子の 繪 なり。 庶 

子の 若き は 則ち 冠す るに a? 戶の 外の 南面に HJ てし， 醮 も亦戶 外な り。 

^文莊 曰 はく、 古 禮の三 加 は、 始 加に 緇 布な り。 緇 布の 粗なる は 皮 弁の 精なる に 

若かず。 再 加に 皮，、 F なり。 皮 弁の 質なる は爵 弁の 文なる に 若かず。 愈，' 加へ て 愈，' 

尊し。 後世 は 時 服に 拘り、 古人の 上下 を 以て 通用す べきが 若き に 非ず。 禮を行 ふ 者 

は 時に 因り 宜しき を 制し、 必ずしも 盡 く拘ら ずして 可な り 。 

冠 義に曰 はく、 古 者 は 冠禮に ：H を^し 直 を筮 十。 冠 事 を 敬む 所以な り。 冠お を 敬む は 

禮を 重んずる 所以たり 。 禮を 重んずる は國の 本た る 所以な り。 

丘 文莊曰 はく、 後世の 泶法は 全から ずして、 ^たるの 人 得難し、 惟 だ 擇んで 之れ を 

用 ひて 可な り。 

( 一 ^ 同じく  -、 一 ) まみ  とも 

SS に出づ 母に 見 ゆれば、 母 之れ を拜 す。 兄弟に 見 ゆれば、 兄弟. N れを拜 す。 成人に して 與に禮 


を爲 すなり c 

司 馬 氏 曰 はく、 此の 禮は今 行 はれ 難し、 伹だ拜 する 時に、 母 起立して 可な り e 

<  二) 同前 之れ を 成人と する もの は、 將に 成人の 禮を實 めんと すれば なり。 成人の 禮を責 むる も 

の は、 將に 人の子たり、 人の 弟たり、. 人の 臣 たり、 人の 少 たる 者の 禮行 はれん こと を 

實 めんと するな り。 將に 四つの 者の 行 を 人に 實 めんと すれば、 其の 禮 重んぜざる ベけ 

んゃ。 

S 前 出 K  呂大臨 曰 はく、 謂 ふ听の 成人と は、 四體膚 革が 童穉に 異なる を 謂 ふに 非ず、 必ず 人 

五 頁 參照 

倫の 備 はれる を 知るな り。 

(P 冠義に 冠 は 禮の始 なり、 嘉 事の 重き 者な り。 是の 故に 古 は 冠 を 重んず。 冠 を 重んず * 故に 之 

Si つ 

れを廟 に 行 ふ。 

司 馬 氏 曰 はく、 今の 人 は家廟 少し、 ^だ 外廳に 冠し、 中堂に 笄 して 可な り。 

(3 

(五) 孔子 家 家 語に、 孟懿子 曰 はく、 始めて 冠す るに 必ず 緇 布の 冠 を 加 ふる は何ぞ や。 孔子 曰 はく- 

語 冠 頌篇に 出 

• つ  古 を 忘れ ざらん こと を 示すな り。 

丘 文莊曰 はく、 程 氏 言へ らく、 「今 冠 禮を行 ふに、 古服 を 制して 冠す るが 若 くんば、 

力 行  一一 一  二八 九 
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冠し 了って 又 常に 服せ ず、 却って 是れ僞 なり、 必ず 須 らく 今時の 服 を 用 ふべ し」 と。 

夫れ 古 鱧 は 始めに 緇 布の 冠 を 加へ、 冠し 畢 つて は 之れ を敝れ ども、 亦是れ 常時 用 ひ 

ざるの 服な り、 豈 是れ僞 ならん や。 今 家禮に 始めに 深 衣 幅 巾 を 加 ふる も 亦 是れ古 を 

忘れざる の 意な り。 

司 馬 溫公曰 はく、 古 者 は 二十に して 冠す。 冠す る は 成人の 道な り.。 成人 は將に 人の子 

たり、 人の 弟たり、 人の 臣 たり、 人の 少 たる 者の 行を資 めんと するな り。 將に 四つの 

者の 行 を 人に 荧 めんと すれば、 其の 禮 重んぜざる ベ けんや。 冠 禮の廢 るる こと 久し。 

近世 以来 人情 尤も 輕 薄と 爲り、 生 子猞ほ ^ を飮 むに、 已 に巾帽 ^ を 加 ふ。 官 ある 

者 は 或は 之れ が 爲に公 服 を 製して 之れ を 弄す。 十歲に 過ぐ るまで 獍ほ總 角なる 者 

は 蓋し 鮮し。 彼れ 實む るに 四つの 者の 行 を 以てする とも、 豈 能く 之れ を 知らん や。 故 

ぐ ち、 

に往々 幼より 長に 至る まで 愚騃 S た 一 の 如し。 成人の 道 を 知らざる が 故に 由るな り。 

古禮は 二十に して 冠す と稱 すと 雖も、 然も 世俗の 弊猝 5 な に變 ずべ からず。 若し 敦厚 

にして 古 を 好む の 君子 其の 子年 十五 以上に して 能く 孝經 • 論語に 通じ 粗 ぼ 禮義の 方 を 

知る を俟 つて、 然して 後に 之れ に 冠 するとき は、 斯ち 其れ 美 からん。 


程 子 曰 はく、 冠 禮廢れ て 天下 成人な し。 或は 魯の襄 公が 十二に して 冠せ し 如き を 欲す 

ると も、 此れ 不可な り。 冠 は 成人の^ を责 むる 所以な り。 十二 年は資 むべき の 時に 非 

ず。 旣に 冠す る も * 且つ 責む るに 成人の 事 を 以てせざる とき は、 其の 身 を 終 はるまで 

成人 を 以て 之れ を 望まず、 徒らに 此の節 文 を 行 ふの み、 何の 益 か あらん。 天子 諸侯と 

雖も亦 必ず 二十に して 冠す。 

曲 禮に曰 はく、 女子 許嫁 すれば 笄 して 字つ くと。 内 則に 曰 はく、 十 有 五 年に して 笄す。 

笄は朁 なり。 婦は 冠せ す、 

簪を 以て 甏 を 固む るの み。 

雜 記に 曰 はく、 女 は 未だ 許嫁せ ずと 雖も、 年 二十に して 笄 する は 禮 なり。 婦人 其の 禮 

えん  けんしゅ 

を 執る。 燕 するとき は 鬆 首す。 

よのつね 

孔氏曰 はく、 燕 するとき は鬈 首す と は、 旣に笄 する の 後、 尋常 家に 在りて 燕 居す る 

ひさる 

(gn  ふん  ， 

とき は、 復た笄 を 去って、 髮を 分って 鬌紛を 爲すを 謂 ふなり。 此れ 未だ 許嫁せ ざる 

が爲の 故に、 已に笄 すと 雖も猞 ほ 少者と して 之れ に處 るな り。 ぽ JST の 
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曲 禮に日 はく、 男女 は行媒 I， お あるに 非 ざれば 名 名 を 相 知らず、 幣を受 くるに 

非 ざれば 交 § せず、 親 I しまず、 故に 日月 以て 君に 吿げ、 齊戒 して 以て 鬼神に 吿げ、 

つく  まね  べつ  ■  . 

酒 食を爲 つて 以て 鄕黨 僚友 を 召き、 以て 其の 別 を 厚く す。 妻 を 取る に 同姓 を 取らず 

故に 妾 を 買 ふに 其の 姓 を 知らざる とき は 之れ を 卜 ふ。 

內 則に 曰 はく、 男子 は 三十に して 窒 あり、 女子 は 二十に して 嫁す。 故 あれば 二十 三年 

にして 嫁す。 聘 するとき は 妻と 爲し、 奔る とき は 妾と 爲す。 

(1) *の€  方^ 曰 はく、 嫁す る は 二十に 止まり、 娶るは 必ず 三十に 止まる は、 陰 は少を 以て 美 

者、 前 S ニニ 

E 頁參照  と爲 し、 陽 は壯を 以て 强と爲 すが 故な り。 

(. じ 藝 昏義に 曰 はく、 昏禮 は、 將にニ 姓の 好み を 合 はせ、 上 以て 宗廟に 事へ て、 下 は 以て 後 

ここ  おんめ、 

世に 繼 がんと するな り。 是を 以て 昏禮に 納采 KfKgv 問 各^ Si で 納吉？ お I 

s . 納徵 お ^lisgs^ ば s ゅ納 • 請 期 s 糊" に は、 皆 主人 廟に筵 几して 門外に 拜迎 し、 

いふじ やう  のぽ 

入りて 捭讓 して 升り、 命 を 廟に聽 く。 昏禮を 敬 慎し 重 正す る 所以な り。 

£ 文莊曰 はく、 古語に 云 はく 、「六 禮備 はら ざれば 貞女 は 行かず」 と。 古人 昏禮を 敬 

愼し重 正 十る 所以 此の 如し。 敬 するとき は敢 へて せず、 慎む とき は忽 にせず、 重ん 


ずると き は 必ず 其の 降なる を 致し、 正しう するとき は 僻に 流れず。 然る 所以の 者 は， 

蓋し 之れ を 以て 上 宗廟に 奉じ、 下 後世に 繼 がんこと を 欲すれば なり。 然も 亦 其の 夫 

婦の倫 は 乃ち 綱常の 大道なる こと を 知らし むる とき は、 男は敢 へ て 其の 婦を忽 にせ 

とも 

ず、 女は敢 へて 其の 夫に 狎れ ず、 必ず 相與に 偕老して、 輕 i しく 相背棄 せざる なり Q 

周禮 に、 媒氏は 萬 民の 判 を 掌る。 5^1 結ゥ 凡そ 男女 は 成 名より 以上 皆 年月日 名 を 書 

し、 男 をして 三十に して 娶り、 女 をして 二十に して 嫁せ しむ。 凡そ 子 を 嫁がし、 妻 を 

娶 るに は、 幣を 入る る も、 純帛 五雨に 過ぐ る ことなし。 

(ョ； 

§ 宋の擧 丘 葵 曰 はく、 昏姻は 一 を 致す こと を 欲す、 故に 純 色の 帛を用 ふ。 五 兩は十 端な り。 

者、 朱子擧 の 

穀梁傳 ^日 はく、 禮に、 女 を 送る に は、 父 は 堂より 下らず、 母 は 祭 門， を 出で ず、 一 

易^: 義 • 書^  な，) ぢ 

？詩 n 義. 兄弟 は關門 | を 出で ず。 父 は 之れ に 戒めて 曰 はく、 謹み 愼ん で爾 が^の 言に 從 へと。 

^秋： 迎義 • 周 

is あり 母 は 之れ に 戒めて 曰 はく、 謹み 愼ん で爾が 姑の 言に 從 へと。 諸 母は般 して 15、 て 難 I ぜ 

8 字 は 子 i ザ 之れ に 申ね て 曰 はく、 謹み 愼ん で爾が 父母の 一 百に 從 へと。 

隅、 J 大 2  f  §  It  i 

^^^0 漢の王 吉が上 疏に曰 はく、 夫婦 は 人倫の 大綱に して 夭 壽の萌 なり。 世俗の 昏娶は 太 

この 條は 小擧  はや 

il に S,: づ だ^く、 未だ 人の 父母た るの 道 を 知らず して 子 を 有す。 是を 以て 敎化 明かなら ずして 

力 行  一一 一  .  二 九 三 、 
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わ V- は ひ 

夭 多し。 

おい - 〔一) 

司 馬 溫公曰 はく、 世俗 好んで 襁褓 童 幼の 時に 于て輕 * しく 許して 昏を爲 す 亦 腹 を 

指して 昏を爲 す 者 あり。 其の 旣に 長ず るに 及んで は、 或は 不肖 無頼、 或は 身に 惡疾 

あり、 或は 家 貧しく して i& す、 或は 喪服 相仍 り、 或は 官に 遠方に 從 つて、 遂に 信 

まお 

を棄て 約に 負き、 獄を 速き 訟を 致す 者 多き に 至る。 

お 子 曰 はく、 女に 五つの 取らざる あり。 逆 家の 子 は 取らず。 亂 家の 子 は 取らず。 世 矛 

人 ある は 取らず。 世惡疾 ある は 取らず。 父 を 喪へ るの 長子 は 取らず と。 

朱 子 曰 はく、 所謂 取らず とい ふ 者 は、 是れ 世々 惡を 爲し改 むる こと 能 はざる 者に し 

て、 一世 を 指して 一 百へ るに 非ず 。「父 を 喪へ るの^ 子 は 取らず」 とい ふ 如き は、 却つ 

て 疑 ふべ し。 若し 然 らば、 則ち 父な きの 女 は復た 嫁せ ざる か。 此れ 曉る ベから ざる 

なり。 

婦に 七つの 去る もの あり。 父母に 順 はざる は 去る。 子な き は 去る。 淫 する は 去る。 妬 

むは 去る。 惡疾 ある は 去る。 多言なる は 去る。 竊盜 する は 去る。 三つの 去らざる もの 

あり、 取る 所 ありて 歸 する 所な きもの は 去らず。 與に 三年の 喪を更 たる もの は 去らず- 


前に 貧賤に して 後に 富賁 なる は 去らず と。 

ガ 中子が 曰 はく.、 婚娶 して 財 を 論ずる は夷诱 の 道な り。 君子 は 其の 鄕に 入らず。 古 は 

男女の 族 各 * 德を擇 び、 財 を 以て 禮と爲 さ ざり き。 早く 婚し少 くして 聘 十る は、 人に 

敎 ふるに 偷を 以てする なり。 妾 媵無數 なる は 人に 敎 ふるに 亂を 以てする なり。 且つ 虫凤 

賤等 あり、 一 夫 一 婦は庶 人の 職な り。 fK!gf る， 

{ 五 } 

司 馬 溫公曰 はく、 凡そ 婚姻 を議 する には當 に先づ 其の 壻と婦 との 性行 及び 家法 如何 を 

察すべし、 苟も 其の 富貴 を 慕 ふこと 勿れ。 ひへ。 壻 苟も 賢なら ば、 今 は 貧賤な 

りと 雖も、 安ん ぞ異時 富贲 ならざる こと を 知らん や。 苟も 不肖たら ば、 今 は 富 盛な り 

と雖 も、 安ん ぞ異時 貧賤なら ざる こと を 知らん や。 婦は、 家の 由って 盛衰す る 所な り * 

苟も 一 時の 富貴 を 慕うて 之れ を娶 らば、 彼れ 其の 富貴 を 挾んで 其の 夫 を輕ん じて 其の 

尊 姑に 傲らざる ある こと 鮮し。 驕 妬の 性 を 養成せば、 異曰息 を爲す こと 庸ぞ 極り あら 

んゃ。 借 使婦の 財に 因って 以て 富 を 致し、 婦の 勢に 依って 以て 責を 取る とも、 苟も. K 

夫 の 志氣ぁ らん 者 は 能く 愧づ る ことな からん や。 

お 曰 はく、 文中 子 曰 ふ、 r 昏娶 して 財 を 論ずる は 夷虜の 道な り」 と。 夫れ 昏姻は 二 姓の 
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よしみ 

好 を 合 はせ て 上 は 以て 宗廟に 事へ、 下 は 以て 後世に 櫞ぐ 所以な り。 今の 世俗の 貪 鄙な 

る 者 は將に 婦を娶 らんと して 先 づ資裝 の 厚薄 を 問 ひ、 將に女 を 嫁せ しめんと して 先づ 

聘 財の 多少 を 問 ふ。 契約 を 立つ るに 至って は、 某の 物 若干、 某の 物 若干と 云 ひて、 以 

う  二 1 ぎい 

(一) 第六卷 て 其の 女を售 らんこと を 求む る 者 も、 亦旣に 嫁して 役た 欺 治して 約に 负く者 あり。 是 

は 後に 作る  そく わい  ひさ  ， 

れ 乃ち 駔會婢 を賣り 奴を鬻 ぐの 法な り。 豈 之れ を士大 夫の 昏姻と 謂 ふこと を 得ん や。 

其の 舅姑 旣に 欺詒を 被る とき は、 其の 婦を 殘虐 して 以て 其の 忿り を攄 ぶ。 是れに 由つ 

て 其の 女 を 愛する 者 は 務めて 厚く 資裝を 起し、 以て 其の 毋 姑を悅 ばす あり。 殊に 知ら 

ず、 彼の 貪 鄙の 人 は 盈ち 厭く ベ か ，ら ず、 資裝 旣に竭 くると き は 安ん ぞ汝の 女 を 用 ひん 

や。 是に 於て 其の 女 を 質と して 以て 货を女 氏に 責む。 貨は盡 くる ことあって、 責 むる 

こと は窮 りなし。 故に 昏姻の 家往々 にして 終に 仇 響と 爲る。 是を 以て 世俗 男 を 生む と 

き は 喜び、 女 を 生む とき は戚 む。 其の 女を舉 げざる こと あるに 至る は、 此れ を 用ての 

故な り。 然 らば 則ち 昏 姻を議 するとき、 財に 及ぶ こと ある 者と は、 皆 與に昏 姻を爲 す 

ことなくして 可な り。 

^に HI 安定の 胡 氏 。の^ f< 字 曰 はく、 女 を 嫁す るに は 必ず 須 らく 我が家に 勝る 者た る. 


べし。 吾が 家に 勝れば 則ち 女の人に 事 ふること 必ず 欽み 必ず 戒めん。 婦を娶 らんに は 

必ず 須 らく 吾 が 家に 若かざる 者 たるべし。 吾が 家に 若 かざれば 則ち 婦の^ 姑に 事 ふ る 

こと 必ず 婦の道 を 執らん と。 

(15  よめ  * 

g 一一に 程 伊川 曰 はく、 世人 多く 婿を擇 ぶを愼 みて、 婦を擇 ぶを忽 にす。 其の 實は婿 は 見易く 

パ  (鬆)  v. う ふ  力 と 

婦は 知り 難し。 係る 所 甚だ 重し、 豈忽 にす ベ けんや。 問 ふ、 孀婦 は理に 於て 取る ベ か 

ら ざるに 似たり。 如何と。 曰 はく、 然り、 凡そ 取る は 以て 身に 配す るな り。 若し 節 を 

失 ふ 者 を 取りて 以て 身に 配せば、 是れ 己れ も 節 を 失 ふなり。 又 問 ふ、 或は 孤孀 貧窮に 

して 託する ことなき 者 あらば、 再び 嫁すべき や 否やと。 曰 はく、 只 だ 是れ 後世 寒餓の 

死を怕 る、 故に 是の說 あり。 然して 娥 死の 事ば 極めて 小な り、 節 を 失 ふの 事 は 極めて 

大 なりと。 

, 小 観 顏氏 家訓に 曰 はく、 婦は 中饋を 主る。 お， 巧。 唯 だ 酒 食 衣服の 禮を 事と する 

こと つかさど 

のみ。 國には 政に 預 らしむべからず、 家に は 蠱 を 幹 はな らしむべからず。 如し 聰 

明 才智に して 古今に 識 達する あらば、 正に 當に 君子 を 輔佐して 其の 足らざる を勸 むべ 

あした 

し。 必ず 牝雞晨 に 鳴きて 以て 禍を 致す ことな かれ。 江 東の 婦女 は 略 ぼ 交 はり 遊ぶ こと 
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もち 

なし。 其の 昏姻の 家 も十數 年の 間 未だ 相識らざる 者 あり、 唯 だ 信 命 贈 遣を以 ひて 憋 S 

を 致す。 Issi の 東、 鄴下 II の 風俗 は 專ら婦 を 以て 門戶を 持し、 曲直 を 爭ひ訴 へ、 造 

請 "敦 逢迎 3 し、 子に 代りて 宫を 求め 夫の 爲に 屈を訴 ふ。 此れ 乃ち 恆. 代の 遣 

恆 • 代 は 燕 *趙 の 間の 地名 。燕の 太子 丹、 後宮 

^ズ の 美女 を 愛ます、 以て 士 と^ぶ、 故に 遺風 あり。 

をし 

朱 子 曰 はく、 男子 年 十六より 三十に 至る まで、 女子 年 十四より 二十に 至る までに、 身 

及び 昏を 主る 者に^ 以上の 喪なければ 乃ち 昏を 成す ベ し。 必ず 先 づ媒氏 をして 往来し 

て 言 を通ぜ しめ、 女子の 之れ を 許す を俟ち て 然して 後に 納采す。 骜 4f  。り。 

いひ さだめ 

又 曰 はく、 儀禮 に、 妻を娶 ると き 廟に吿 ぐるの 文な しと 雖も、 左 傳に曰 はく、 圍に ne 

筵 を 布き 莊 共の 廟に吿 ぐ。 是れ 古人 亦吿 廟の禮 あるな り。 i; 瑟^ お 離？。 

丘 文莊曰 はく、 司 馬 光の 云 ふ、 「男子 三十に して 娶り 女子 二十に して 嫁す と。 今の 令 

の 文 lll?f 男子 年 十三 以上 並に 昏嫁 を聽 す。 今 此の 說 たる や、 古今の 道 を 參し禮 令 

の 中 を 酌み、 天地の 理に順 ひ 人情の 宜しき に 合 ふ 所以な り」 と。 按ずる に、 醫經 に、 

女子 二 七に して 天 癸 至り 任 脈 通ず。 男子 二八に して 犬 癸 至り 精氣 溢る。 宋 朝の 令 文 は 

ゆる  はな は 

男子 十三^ 上 並に 昏嫁 を聽 す。 亦 太 だ 早し と爲 す。 {且 しく 定め 制して、 男女 十 歳 以上 


方に 聘定を 許す も、 男 必ず 十六 女 必ず 十四に して 方に 嫁娶を 許して、 男女の 年 齒亦必 

ず 略 ぼ相當 る。 男 は 女より 長ず べし、 女 は 男より 長ず る こと を 過ぐべからず。 是れ乃 

しげ  きざし 

ち 人倫 を 厚う し 風化 を 美に して、 亦 以て 生育の 性を蕃 らし 淫， 佚の 端 を 絡つ ベ し。 


二) この 章 

^ね大 ® 衍義 

埔卷 五十 一 に 

よる 

(二) 籠の 

篇名 

(111) 疾の重 

きを 病と い ふ 

大 記に 出づ、 

中.^ あり 


喪 葬 

(三) 

(二)  や.？ ひへい  は. &  せつい 

喪大 記に 曰 はく、 疾病なる とき は 外 內皆埽 ふ、 牀を廢 し 褻 衣 を 徹し 新 衣 を 加 ふ、 男女 

くわ 5  f  つ 

服 を 改め 鑛細 を屬 けて 以て 絕氣 を俟 つ。 男子 は 婦人の 手に 死せ ず、 婦人 は 男子の 手に 

死せ ずと。 

戶內に 小斂し 昨に 大斂 す。 小斂に 布の 絞 あり。 縮；！ な なる 者 一 つ 横なる 者 三つ、 一 衾 

あり。 大斂に 布の 絞 あり。 縮なる 者 三つ 横なる 者 五つ、 布 衿 二 衾 あり。 

陳氏曰 はく、 此れ 小 斂の文 衣 衾紋を 明かに す。 旣に斂 して 用 ひて 以て 尸 を 束ね 堅實 

ならしむ る 所の 者な り。 從 なる 者 一幅、 横なる 者 三 幅、 毎 幅の 末析 きて 三 片と爲 し ■ 

以て 結束に 便 あら レむ。 大斂は 縮なる 者 三つと は、 謂 ふこ ころ は、 一幅 直に 用 ひて 

其の 兩頭を 裂きて 三方と 爲 すなり。 横なる 者 五つと は、 謂 ふこ ころ は、 布の 二 幅 を 
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以て 分裂して 六片と 作し 五片を 用て お^' 直なる 者の 下に 横た ふ るな り * 

丘 文莊曰 はく、 古人の 死す る や 必ず 之れ を爲 す。 大小 斂は 其の 屍 を 束ねて 之れ を 

堅實 ならしむ る 所以な り。 後世 此の 禮を 知らず。 往々 將に死 せんとす る 者 をば 束縛 

する に 忍びず と 謂 ひて 肯 へ て斂 せざる 者 あり。 此れ 愚 下の^な り。 

上大夫 は大柁 八寸屬 內 六寸、 下 大夫は 柁六寸 場 四 寸、 士の柁 は四寸 なり。 

司 馬 溫公曰 はく、 棺は 厚う せんこと を 欲 十。 然して 大いに 厚き とき は 重く して：^ て 

遠き を 致し 難し。 叉 必ずしも 高大と せず。 地 を 占む る こと 墉中 をして 宽 ならし むれ 

ば 摧毀を 致し 易し。 宜しく 深く 之れ を戏 むべ し。 槨は 聖人の 制する 所に して 古より 

之れ を 用 ふと 雖も、 然も 板木 歲 久しう して 終に^ 爛に歸 す。 徒らに 壙中 をして 寬大 

ならし むれば 牢 P なる 能 はず。 之れ を 用 ひざる の 愈れ りと 爲 すに 若かざる なり。 孔 

子 鯉 を 葬る に柁 ありて 槨 なし。 又 貧者に 還って 葬りて 椁な きこと を 許す。 今 用 ひん 

と 欲せざる は 貧なる 爲に 非ず。 乃ち 亡者 を 保安 せんこと を 欲する のみと。 

I  な ひめ 

伊川 曰 はく、 棺の合 縫 は 松脂 を 以て 之れ を 塗る とき は 縫 固く して 木 堅し と。 

て 千年に して 茯苓 と爲 り、 萬 年に して 琥珀と 為る。 ^此れよ 

h 久しき は^; し。 故に 以て 棺 を^る。 古人 旣に 之れ を 川- r 


丘 文莊曰 はく、 死 は 人の 免れざる 所な り。 故に 王制に、 「六十に して 歲 ごとに 制 

す」 と は、 柁を 制する を 謂 ふなり。 人 六十に 至りて 死期 將に 近し、 故に 必ず 豫め柁 

すみやか 

を 制する を爲 す。 恐らく は 一 旦 不測 倉卒の 際 亟 に 措置し 難ければ な. り。 古の 孝子 

は 終 を 送る の 禮を愼 み、 三日に して 殯す。 凡そ 身に 附 する 者 は、 必ず 誠に 必ず 信 あ 

りて、 之れ をして 悔 ある ことなから しむる のみ。 三月に して 葬る。 凡そ 柁に附 く 者 

は、 必ず 誠に 必ず 信 ありて、 之れ をして 悔 ある こと 勿から しむる のみ。 必ず 誠 ある 

とき は、 死者に 於て 欺く 所な し。 必ず 信 あるとき は、 生者に 於て 疑 ふ 所な し。 之れ 

うらみ 

をして 悔 あるな きとき は、 生者 死者に 於て 皆憾 なし。 必ず 是の 如きと き は、 孟子の 

所謂 人の 心 を盡す 者に 庶幾 からん か。 

(二)  かな  • 

欖 弓に 曰 はく、 子游 喪具 を 問 ふ。 夫子の 曰 はく、 家の 有 亡に 稱 ふと。 子游曰 はく、 有 

無^く にか 齊 しからん と。 夫子の 曰 はく、 有りと も禮に 過ぐ る ことな かれ。 苟も 亡き 

とき は 首足 形を斂 して II" つて 葬る、 柁を縣 けて 封す、 人豈 之れ を 非と する 者 あら 

； vto\o 封 は^に 窆. 

A  > に 作るべし。 

朱 子 曰 はく、 喪具 は 家の 有無に 稱 はしむ。 貧に して 厚く 葬る は 禮に循 ふに あらず。 
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2) 禮 記の 喪大 記に 曰 はく、 喪に 後な きこと あり、 主な きこと なしと。 

HI 名 

丘 文莊曰 はく、 家禮の 「喪の 主 を 立つ」 の 註に、 凡そ 主人 は 長子 を 謂 ふ。 無き とき 

は 長 孫 重き を 承け て 饋奠を 主る。 其の 賓客と 禮を爲 すと き は 則ち 同居の 親に して 且 

つ 尊なる 者 之れ を 主る。 蓋し 親 は 饋奠を 主り 尊 は 賓客 を 主る。 凡そ 禮皆然 りと。 

家 語に、 孔子 衞に 在り、 司 徒 敬 子が 卒する とき、 蘧伯玉 曰 はく、 衞は鄙 俗にして 喪禮 

たす  ， 

を 習 はず。 吾子 を 煩 はして 焉れを 相 けんと。 孔子 之れ を 許す。 

王制に 曰 はく、 大夫士 庶人は 三日に して 殯す、 三月に して 葬る。 

春秋 傳に曰 はく、 大夫は 三月に して 同位 至る。 士は 月を踰 えて 外姻 至る。 

陳氏曰 はく、 天子 は 七月に して 葬り、 諸侯 は 五月に して 葬る。 大夫は 諸侯より 降り 

て 三月、 士庶人 は叉大 夫より 降る、 故に 月を踰 ゆるな り。 今總 じて 大夫士 庶人は 三 

日に して 殯 すと 云 ふ は、 此れ 固に 同じく 然る 所なる も、 皆 三月に して 葬る は 則ち 非 

なり。 當に左 氏が 說に從 ふ を 正しと 爲 すべし。 

* にしへ  あな 

丘 文莊曰 はく、 古 者 柁を坎 に 置きて 之れ を 塗る、 之れ を 殯と謂 ふ。 後世 は 所謂 之 

れを 塗る 者な し。 三日 大斂の 後柁を 入る る、 卽ち 以て 殯と爲 すなり。 王制に、 通じ 


て大夫 士庶人 三月に して 葬る と 謂 ひて、 左 傳には 則ち 又 大夫は 三月、 士は月 を踰ゅ 

と 分ち、 而 して 庶人を 言 はず。 蓋し 先王 禮を 制する も庶 人に 下さず。 人家 貧富 同じ 

からず、 事辨 ずると き は卽ち 葬り、 日に 拘 はらざる なり。 王制に、 通じて 三月 を 以て 

言 ひて、 左傳 には士 月を踰 ゆと 謂 ふ。 蓋し 士月 を踰 えば 卽ち 葬るべし、 已むを 得ず 

して 三月に 至る も 亦 過と 爲 さず。 庶 人事 具 はれば 卽ち 葬る、 然れ ども 故 あれば 亦 三 

月に 至る こと を 許す。 然して 三月 を踰 ゆると き は 不可な り。 謂 ふ 所の 已むを 得ざる、 

或は 故 あ ると いふ は、 蓋し 其の 問 貧窘ぁ り、 或は 遠く 行きて 未だ 囘ら ざる、 及び 適 i 

疾病 ある 者な り、 皆延 いて 三月に 至る こと を 許す。 伹だ 三月の 外に 出づ ベから ず。 

禮 記に 曰 はく、 父 浚して 父の 書 を 讀む能 はず、 手澤存 する こと 繭り。 母沒 して 杯圈 

績 51 もて 飮 むこと 能 はず、 ロ澤 の氣存 する こと 細り。 

內 則に 曰 はく、 父母に 婢子 l§s む 若しくは 庶子 庶孫 ありて 甚だ 之れ を 愛する とき は- 

父母 沒 すと 雖も 身を沒 する まで 之れ を 敬して 衰 へ ざれ。 

父母 沒 すと 雖も將 に 善を爲 さんと するとき は、 父母 の 令名 を 船さん こと を 思 ひて 必ず 

果せ。 將に 不善 を爲 さんと するとき は、 父母の 羞 1- を貽 さん こと を 思 ひて 必ず 果さざ 


修敎耍 錄卷之 


三 〇 四 


( 一 ) 論語 事 

而篇第 十 1 章 


(二) 禮記 雜 

記 下に 出づ。 

少連 • 大連は 

共に 人名 

(三) 禮記樓 

弓 上に 出づ 


弓 下に 出づ 


れ。 

孔子 曰 はく、 父 在す とき は 其の 志 を觀、 父沒 するとき は 其の 行を觀 る、 三年 父の 道 を 

改 むる ことなき を 孝と 謂 ふべ し。 

朱 子 曰 はく、 父 在す とき は 子 自ら 專ら にす る こと を 得ず、 而 して 志 は 則ち 知りぬ ベ 

し。 父沒 して 然して 後 其の 行 見るべし。 故に 此れ を 觀れば 以て 其の 人の 善惡を 知る 

に 足る。 然して 又 必ず 能く 三年 父の 道を改 むるな ければ 乃ち 其の 孝 を 見る。 然らざ 

れば 則ち 行 ふ 所 善な りと 雖も亦 孝と 爲すを 得ず。 

少連 • 大 連 善く 喪に 居りて 三日 怠らず、 三月 解かず。 期に して 悲哀し、 三」 キ にして 憂 


"、 4^每 り り 0 三日 は 親 始めて 死す るの 時な b  。怠らす と は、 水漿を 

J  i^T ^び nj おり ば 口に 人れ ざるの 類の 如し。 孔子 稱 して 之れ を 表す。 

(三)  あら  ， 

高 子阜の 親の 喪 を 執る や、 泣 血 三年 未だ 嘗て 齒を見 はさず。 君子 以て 難しと 爲すノ  § 

は 孔子の 弟子、 名 は柴。 嫛な 

くして 涕 も 出す を 泣 血と 曰 ふ。 

(on  I 

魯の顏 丁 善く 喪に 居る。 始め 死 するとき に皇々 焉 §§t として 求む る こと ありて 得 ざ 

るが 如し。 旣に殯 して 望々 焉 f| として 從 ふこと ありて 及ばざる が 如し。 旣に 葬りて 

慨然と して 其の 反る に 及ばず して 息つ が 如し。 gfn,f 死お ほ «;^ls 。な， 


(五) 小 ^ 善 

行篇 に出づ 


(六) 小擧嘉 

首 篇 に出づ 


，(七) 名 は賀、 


なし、 迎 へて 

立てられし も- 

遂に^ せらる 


*- よか  まさ 

海 虞の 令 何 子 平 母の 喪に 官を 去り、 哀毀 禮に踰 ゆ。 哭踊 する 毎に 頓 お絶えて 方 

に 蘇る。 大 明の 末に 屬ひ、 東土饑 荒し、 繼 ぐに 師旅を 以てし、 八牟營 葬す る こと を 得. 

ず。 晝夜 號哭し 常に 裨 括の 日の 如し。 gsjfl^flsf。 冬 は絮を 衣ず、 夏は淸 涼に 

就かず。 一 日米 數合を 以て 粥と 爲し 鹽茱を 進めず。 居る 所の 屋 敗れて 風 日を蔽 はず。 

兄の 子 伯與爲 に葺理 せんと 欲す。 子 平肯ぜ ずして 曰 はく、 我が 情事 未だ 申び ず、 天地 

の 一 罪人の み。 屋何ぞ 宜しく 覆 ふべ けんやと。 蔡輿宗 會稽の 太守と 爲り、 甚だ 妗賞を 

加へ、 爲に塚 壙を營 みき。 

司 馬 溫公曰 はく、 古 者 父母の 喪に は 旣に殯 して 粥 を 食 ひ、 齊衰 には疏 食水飮 して 茱果 

衰は 喪の 服な り、 其の 旁な び 下^^^ ふも^ 衰と曰 ひ、^ は ざ 、え a- D  w こ. h 先 こ： ati-  ノ， n.v ン c、 

を 力 貝 はす る も斬袞 と 曰 ふ。 疏食 は； g 飯な り、 齊は 音咨、 衰 は音崔 たり。 iEfr に^に： にまし^ N ソ して 

けいしゃ ラ 

疏 食水飮 して 茱果を 貪 はず。 期に して 小 祥し茱 果を食 ひ、 又 期に して 大祥し 醯醬を 食 

ふ。 0^ss^. 月 をお てて 酽んし T お^ 51? 罈 して i& を飮 む。 始めて 酒 


を 飮む者 は 先づ醴 酒を飮 み、 始めて 肉 を 食 ふ 者 は先づ 乾肉 を 食 ふ。 古人 喪に 居て、 敢 

へて 公然として 肉 を 貪 ひ 酒 を 飲む 者な し。 ま m 漢 の昌邑 王、 昭 帝の 喪に 奔り. 

道 上に 居て 素 食せ ず。 霍光 其の 罪を數 めて 之れ を 魔す。 晉の阮 籍才を 負み て 放誕、 喪 

力 行 三  三 〇 五 


修敎耍 錄卷之 八  三 〇 六 

,,t まの あた  た,  , 

に 居て 禮 なし。 何 曾 S 面 り 籍を文 帝の 坐に 質して 曰 はく、 「卿 は 俗 を 敗る の 人な 

れば 長と すべ からざる なり」 と。 因りて 帝に 言 ひて 曰 はく、 「公方に 孝 を 以て 天下 を 治 

ゆる  (裔) 

めて、 阮籍に 重哀を 以て 酒 を 飮み肉 を 公の 坐に 食 ふこと を聽 した まふ。 宜しく 四 夷に 

擯 けて 華 夏 を 汚染せ しむる ことな かるべし」 と。 宋 I の躐陵 王義眞 f 伟裕 武 帝の 憂に 

ちんしう  ^  t 

居て、 左右 をして 魚肉 珍 羞を買 ひ、 齋內に 於て^ に^ 帳 を 立てし む。 會-長 史劉湛 §^ 

あ fc  ^  ,  しゃがう  あぶ  いろ 

入る。 因りて 命じて 酒 を^め の車螯 を 炙らし む。 湛 色を芷 して 曰 はく、 「公 今に 當 

お ほ は i ぐ B- 

りて 宜しく 此の 設 あるべ からず」 と。 義眞曰 はく、 「旦 甚だ 寒し、 長 史の事 一 家に 间じ、 

あや  -  を/ 

望む らく は異 しと 爲さ ざれ」 と。 酒 至る。 湛 起ちて 曰 はく、 r 旣に禮 を 以て 自ら 處るこ 

と 能 は ざれば、 叉禮を 以て 人に 處 する 能 はず」 と。 隋の煬 帝 太子たり しとき 文獻 皇后 

の 喪に 居る。 朝 毎に ニ^の 米 を 進めし めて、 私に 外 をして 肥 肉脯^ を 取り、 竹筒の 中 

に 置きて 繳を 以て ロを閉 ぢ衣襆 にて 裹 みて 之れ を 納めし む。 湖南の 楚王 馬希聲 共の 父 

武穆王 を 葬る Q 日、 ilsiiss^ る。 猶 ほ雞臛 ■ を 食 ふ。 其の 官屬潘 起 之れ を畿 

b ようとし 

りて 曰 はく、 昔阮籍 喪に 居て 蒸肫鶴 ％ を 食ぶ。 何れの 世に か 賢， なからん。 然 らば 則ち 

五代の 時、 喪に 居て 肉 を 食 ふ 者 は 人猶ほ 以て 異 しき 事と 爲 しなり。 是れ流 俗の 弊、 其 


の來る こと 甚だ 近し。 今の 士大夫 喪に 居て 肉 を 食 ひ 酒を飮 むこと 平日に 異なる ことな 

てんぜ 0> まの あた 

く、 叉相從 ひて 宴 集し 靦然 gsMI として 愧づる ことなく、 人 も亦恬 として 怪しと 

爲 さず。 禮 俗の 壞れ、 習 ひて 以て 常と 爲る、 悲しい かな。 乃ち 鄙 野の 人に 至りて は、 

もちお く 

或は 初 喪 未だ 斂せ ざるに 親賓は 酒饌を 齎り往 きて 之れ を勞 す。 主人 亦 自ら 酒 饌を備 へ 

いんてつ  かく 

相 與に飮 啜醉飽 して 日 を 連ね、 讓 るに 及びても 亦 之の 如し。 甚 しき 者 は 初 喪に 樂を爲 

ちの  JC  しゃ 

して 以て 尸を娛 しまし め、 殯 藤に 及べ ば 則ち 樂を 以て 輔 | 車 を 導きて 號 泣して 之 

れに隨 ふ。 亦 喪に 乘 じて 卽 ち嫁娶 する 者 あり。 噫、 習俗の 變じ 難く 愚 夫の 曉し 難き こ 

と 乃ち 此に 至れる か。 凡そ 父母の 喪に 居る 者、 大祥の 前 は 皆 未だ 酒 を 飮み肉 を 食 ふべ 

からず。 ，な 若し 疾 あれば 暫く 須 らく 食 飲すべく、 疾 止めば 亦當に 初に 復る べし。 必 

る ゐ ばい 

ず 若し 素 食 咽に 下る こと 能 はず、 久しう して 羸 憊し疾 を 成さん こと を 恐る る 者 は、 肉 

汁 及び 脯醢 或は 肉 少許を 以て 其の 滋味 を 助くべし。 恣 に 珍 羞盛饌 を 食 ひ 及び 人と 燕 

樂 すべから ず。 是れ 則ち 衰麻を 被る と雖も 其の 實は喪 を 行 はざる なり。 唯 だ 五十 以上 

血氣旣 に衰へ 必ず 酒 肉に 資 りて 扶け養 ふ 者 は 則ち 然る こと を必 とせざる のみ。 其の 喪 

(二)  ここ 

に 居り 樂を聽 き、 及び 嫁娶 する 者 は、 國に正 法 あり、 此に復 た 論ぜず。 

力 行 三  三 〇 七 
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やどり f -、 

叉 曰 はく、 父母の 喪に は、 中 門の 外に 樸陋の 窒を擇 びて 丈夫の 喪の 次 5 なと 爲す。 斬 

とま  つちくれ  てったい ぬ  やどり 

衰 して 苫に寢 ね 塊に 枕して 絰 帶を脫 がず、 人と 坐せ ず、 婦人の 次 は 中 門の 外に 窒を^ 

にし、 帷帳 衾褥 華麗の 物 を 撒 去す。 g^-T に ISSI:; 。曰 ザの 薪 は^^。" 男子 故な くして 中 

たやす 

門に 入らず、 婦人 は輙く 男子の 喪の 次に 至る を 得ず。 晉 の陳壽 父の 喪に 遭ひ疾 あり。 

婢 をして 藥を 丸めし む。 客往 きて 之れ を兑、 鄕黨 以て 貶 議を爲 し、 是れに 坐 usfs の 

かんか 

して 沈滞し 坎坷 して 身 を 終 ふ。 職 嫌疑の 際は愼 まざるべからず。 

又 曰 はく、 父母の 喪に は當 に出づ ベから ず。 若し 喪の 事 及び 故 あるが 爲にヒ む を 得ず 

して 出づ ると き は、 樸馬 §s 素 に乘り 布に て敉 馬を裹 む。 

たぶらかし 

又 曰 はく、 世俗 浮 屠の 誑 誘 を 信じ、 始め 死 するとき 及び 七 七 . 百日 . ^年 • ： 冉 期. 除 

喪に 子て、 僧 を 飯し 道場 を 設け、 或は 水陸の 大會を 作し、 經を寫 しあ を 造り、 塔廟を 

修 建す。 云 はく、 死者の 爲に彌 天の 罪 惡を滅 して、 必ず 天堂に 生れて 種々 の 快 樂を受 

ざ  しょう ま  く そ 

けしむ。 爲 さざる 者 は 必ず 地獄に 入り、 釗. 燒. 春. 磨せられ て 諸- の 苦 楚を受 くと。 

殊 えて 知らず、 人生れ て 血氣を 含み 痛锈を 知る も、 或は 爪 を 剪り 髮を 剃り、 從 つて 之 

れ を燒斫 する を。 已に苦 を 知らず、 況ゃ 死者に 于ては 形 神 相 離れ、 形 は 則ち 黃 壤に 


入り 朽腐 消滅して 木石と 等し。 神 は 則ち 飄 として 風 火の 若く、 何れに 之く こと を 知ら 

たと ひ 

ず、 借 使钊. 燒 • 春 • 磨せ しむと も、 豈復た 之れ を 知らん や。 且つ 浮 屠の 所謂 天堂 地 

獄は亦 善を勸 めて 惡を 懲らす を 以てな り。 苟も 至 公 を 以て 之れ を 行 は ざれば、 鬼と 雌 

も 得て 治む ベ けんや。 是を 以て 唐の 廬 州の 刺 史李 舟が 妹に 與 ふる 書に 曰 はく、 「天堂な 

きとき は已 みなん、 あれば 則ち 君子 登らん。 地獄な きとき は已 みなん、 あれば 則ち 小 

人 入らん。 世人 親 死して 浮 屠に 禱る、 是れ 其の 親 を 以て 君子と 爲す にあらず して、 積 

たと ひ 

惡 有罪の 小人と 爲 すなり。 何ぞ 其の 親 を 待つ ことの 厚から ざる や。 就 使 其の 親 實に積 

まひな ひ  I  1 ： 

惡 にして 罪 ありと も、 豈浮 居に 賂 して 能く 免 かるる 所な らん や。 此れ ち 中智の 共に 

知る 所に して、 世 を擧げ て滔々 として 之れ を 信奉す、 何ぞ 其れ 惑 ひ 易く して 曉し 難き 

や。 甚 しき 者 は 家 を 傾け 產を 破る ことあって 然して 後已 むに 至る。 其の 此の 如くなら 

ん より は、 早く 田 を賣り 墓を營 みて 之れ を 葬る に^ 若ぞ や。 彼の 天堂 地獄 若し 果して 

之れ あるとき は、 當に 天地と 倶に 生くべし。 佛法 未だ 中國に 入らざる の 前より、 人 死 

して 復た 生く る 者 も 亦 之れ あり。 何の 故ぞ 一 人 誤って 地獄に 入り 閻羅 等の 十 王 を 見る 

者 なきや。 事ばざる 者 は 固に 與に言 ふに 足らず、 書 を 讀み古 を 知る 者 は 亦 以て 少しく 

力 行 三  三 〇 九 
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悟るべし」 と。 

二) 道士 を 丘 文莊曰 はく、 追 薦の說 は、 惟 だ浮展 氏に 之れ あり、 而 して 近世 黄冠師 にも 亦 所謂 

なら  レ， が 

煉 度と いふ もの あり。 彼れ 浮 屠の 財 を 得る を兑 て亦效 ひて 之れ を尤 むるな り。 宋の 

時に 在って は猶ほ 未だ 盛なら ず、 故に 溫 公の 書 儀に は 浮 屠 を 言 ふに^ まり、 而 して 

家 禮も亦 佛事を 作 さ ざれと 云 ふに 止まる も、 道 敎を用 ふべ しと 謂 ふに は 非ざる なり。 

然 りと 雖も 世俗の 此れ を爲す 所以の もの は、 士庶の 家に 一 たび 喪 事 あれば、 枳據と 

する 所な く、 因襲して 之れ を爲 し、 以て 當然の 禮と爲 すの み。 其の 間 固より 因果の 

爲 にして 作す 者 あり、 然れ ども 亦 其の 徒が 云 ふの み。 若し 夫れ 市井 の 小人 は、 其 

の 親の 存 するとき、 飢寒 息 難 すら 尙ほ邺 へざる 所 あり、 況ゃ 其の 旣に 死して は、 乂 

其の 財を捐 て、 超えて 其の 地獄 を 出で て 天堂に 升る こと を肯 ぜんや。 亦 世俗の 譏 笑 

を 畏れて 之れ を爲す ことなき のみ。 若し 夫れ 所謂 士大夫 及び 仕官の 家 は、 其の 心 亦 

其の 非 を 知りて 爲す こと を 欲せざる 者 あり、 然れ ども 其の 祖父 以來 世襲して 此れ を 

爲 せし を 念 ひ、 而 して 凡そ 其の 親族 姻戚 鄕 隣の 家 ごとに 此の 如くせ ざる 者な し、 而 

る を 我れ 何人 ぞ 一 旦 乃ち 敢へ て爲 ざらん や、 旣に 他人 己れ が 其の 親に 不孝なる を議 


せんこと を 恐れ、 又 其の 己れ が 財 費 を 吝むを 譏らん こと を 恐 るれば なり。 中に 特見 

の士 あり、 毅然として 然る こと を爲 さんと 欲すれ ども、 親 死す るの 時に 當 りて 五內 

分裂す、 其の 禮は 經傳の 中に 散見して 定說 あるな し、 平時 講究 を 失 ふ、 一 且 事に 臨 

んで行 はんと 欲する も、 何に 從 つて 手 を 措かん。 之れ を 人に 資 らんと 欲すと も、 一 時 

すぐ 

所謂 古 を 稽へ禮 を 知る 者 ある ことなし。 苟も 情 を 直にして 徑行 するとき は、 叉 反つ 

て 二 敎の據 依 あるに 如かず、 是を 以て 已むを 得ず して 之れ を 用 ふるな り。 彼の 佛の 

た  (=1)  ゥ 

一 百 は 止 だ 天堂 地獄 を說 き、 之れ に歸 向す る 者 は 以て 苦 を 免れて 樂に卽 くべ しとす る 

おこ  ひと 

も、 未だ 所謂 科 儀 あらざる なり。 而 して 科 儀の 作る は、 蓋し 我が 中 固の 人我が 儒の 

ど しょ  ぬす 

土 苴を竊 み、 其の 隙に 乘 じて 之れ を 用 ひ、 以て 民の 財 を 攫む。 吾が 儒 之れ を覺ら ず- 

か す 

方且に 言語 文字 を作爲 して 以て 其の 非 を攻擊 して、 而も 吾が 禮の柄 は 彼れ が 爲に竊 

弄せら るる を 知らず。 是を 以て 之れ を攻 むる こと 力めざる に 非ざる も、 卒に 之れ を 

むか レ  (II)  くわいす ゐ 

如何と もす る ことなし。 已昔宋 儒 朱 子 著 はす 所の 家禮は 諸家の 禮 を會粹 して 以て 一 

書と 爲 せる ものにして、 喪 禮に于 て 尤も 備 はれり。 愚 嘗て 淺 近の 言 を 以て 耍を 節し 

以て 儀 注と 爲し、 刻 板 已に行 はる。 伏して 望む らく は聖明 之れ を 行 はれん こと を。 
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二) 司 馬 光 1^ 曰 はく、 世俗 葬 師の說 を 信じ、 旣に 年月日 時を擇 び、 又 山水 形勢 を擇 ぶ。 以爲 らく- 

曰 はくの 意な 

り  子孫の 貧 福 貴賤 賢愚 壽夭盡 く 此れに 係れり と。 而 して 其の 術た る 又 多く 同じから ず、 

爭論紛 転して 時として 決すべき なし、 終身 葬らず、 累世 葬らず、 或は 子孫 衰替 して 處 

所 を 忘失し、 棄捐して 葬らざる 者 あるに 至り、 正に 殯葬 をして 實に 能く 禍福 を 致さし 

む。 子孫た る 者亦豈 其の 親 をして 臭 腐 暴-露せ しめて 自ら 其の 利 を 求む るに 忍びん や。 

禮に 悖り 義を傷 ふ、 此れより 甚 しき はなし。 然して 孝子の 心 は 息 を 慮る こと 深遠に し 

て、 淺 ければ 人の 爲に 掘られ、 深ければ 溼 潤して 速に 朽ちん こと を 恐る、 故に 必ず 土 

厚く 水深き の 地 を 求めて 之れ を 葬る。 擇 ばざる ベ からざる 所以な り。 

(二) 

(二) この 章  报 制 

概ね 大畢 衍義  |~.  _ 

一に 檀弓 曰、 義 與 ニ其不 r 當， 物 也、 寧 無， 衰、 

鄭氏曰 はく、 物に 當ら ずと は、 精粗 廣狹の 法制に 應ぜ ざる を 謂 ふなり。 乂徴曰 はく. 

喪の 禮に 斬衰. 功 緦の服 を制爲 する は、 其の 文な り。 酒 を 飮み肉 を 食 ひ 內に處 る こ 

と あらざる は、 其の 實 なり。 中に 其の 實 あって 外 之れ を 飾る に 文 を 以てす、 是れを 


情 文の 稱と爲 す。 徒に 其の 服に 服して 其の 實な きとき は、 服せ ざると 等しき のみ。 

其の 服に 服せ ずと 雖も、 其の 實 ある 者 は 之れ を 心 喪と 謂 ふ。 心 喪の 實は隆 にす る こ 

とあって 殺ぐ ことなく、 服 制の 文 は 殺ぐ ことあって 隆に する ことなき は、 古の 道な 

一 VJ,ky 卞-  31) 

り。 曰 はく、 周禮 に、 肆師は 外內命 男女の 衰の 法に 中らざる 者 を 禁ずと。 蓋し 

五 服の 冠 耗衰裳 皆義を 取る 所 ある を 以てな り、 徒に 其の 製 を 異にする のみに 非ざる 

X  J  o 五 服 は、 一に 曰 はく 斬衰 一一 一年と。 正服 は 則ち 子が 父の 爲に するな り。 二に 曰 はく 齊衰 一一； 年と。 其の 正服 は 則ち 子が 

力 ー れ so にす るな り。 杖 期 • 不 杖 期 • 五月 ニー 一月の 等差 之れ あり。 一！ 一に 曰 はく 大功 九月。 其の 正服 は 則ち 從父 兄弟 

妹の ^にし、 ^叔父の 子 を 謂 ふ。 四 に 曰 はく 小 功五 《T。 其の 正服 は 則ち 從祖 祖父 從碰祖 姑の 爲 にし、 祖の 兄弟 姉妹 を 謂 ふ。 

五に H はく || 麻：.：：：；： と。 其の 正服 は 則ち 族お 龃父 族^ 胆 姑の ほに し、 ^龃の 兄弟 姉妹 を， IS ふ。 詳に朱 文 公の 家 鱧に 出づ。 

欖弓に 曰 はく、 師に事 ふる は、 犯す ことなく、 隱す ことなし、 左右 養に 就き 方な し、 

服 勤して 死に 至り、 心 喪 三年な り。 

(En  むかし 

孔子の 喪に、 門人 服 せん 所 を 疑 ふ。 子 貢が 曰 はく、 昔 者 夫子の 顏淵を 喪す る こと 子 を 

喪す るが 若く にして 服な し。 子路を 喪す る も亦然 り。 請 ふ、 夫子 を 喪す る こと 父 を 喪 

する が 若く にして 服な けんと。 

程 伊川 曰 はく、 師に服 を 立てざる は、 立つ ベから ざれば なり。 當に 情の 厚薄、 事の 

大小 を 以て 之れ に處 すべし。 顏.閔 が 孔子に 于け るが 如き は、 其の 己れ を 成す の 功 
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君 父と 並べり、 衰 する こと 三年な りと 雖 も^なり。 其の 次 は 各 * 淺深 あり、 其の 情 

^^^^  に稱 ふの み。 I 横渠曰 はく、 古 は 師の服 を 制せず。 師 に定體 なければ なり。 彼れ が 

善 を^ て 己れ 之れ に效 へば、 亦師 なり。 故に 其の 一言 一義 を 得て 朋友の 如き 者 あり、 

親炙して 兄弟の 如き 者 あり、 己が 身 を 成就して 恩 天地 父母の 如き 者 あり、 此れ 豈 一 

概を 以て 之れ に 服す ベ けんや。 故に 聖人 其の 服 を 製せ ず。 之れ を 心 喪して； なり。 

丘 文莊曰 はく、 五 者の 倫、 天 合の 者 あり、 人 合の 者 あり、 皆 大然の 分 本然の 則 あり。 

其の 理はー 定 せり。 故に 聖人 服 制 を 立て 爲り、 各-情に 稱 へて 以て 文 を 立て、 以て 

不易の 道と 爲す。 獨り師 に于て は定制 を爲ら ず。 孔門の 諸子 朝夕 從ひ游 ぶ、 凡そ 天 

地の 間の 義理 古今 の 制度 事 爲變故 講明辨 問せ ずと いふ ことなし、 而 して 喪祭 吉凶 の 

おも 

禮に于 て 尤も 詳を加 ふ。 獨り師 を 喪す るの 服に 于て略 ぼ 一 言の 之れ に 及ぶな し。 意 

ふに 恐らく は 凶事 を豫 めする の 嫌 ひ あれば ならん か。 孔子 旣に沒 する の 後に 逯び、 

(お 省お" 始めて 服 せん 所 を 疑 ふこと 本書の 如し。 心 喪 は 身に袞 麻の 服な くして、 心に 衰戚の 

情 あり、 三年の 間、 酒を飮 まず、 肉 を 食 はず、 內を 御せ ず、 時 至って 哀しみ、 哀至 

つて 哭す、 充々 S ぜ々、 慨然 廓 然として、 以て 倚廬の 間、 几 筵の 下、 兆 域の 側に 異な 


る ことなし。 夫れ 是れ 之れ を 心 喪と 謂 ふ。 

31) 

祭 法 

曲 禮に曰 はく、 君子 將に宮 窒を營 まんと するとき は、 宗廟 を 先と 爲す。 

丘 文莊曰 はく、 古 者 宗廟、 大夫は 三つ、 士は 二つ、 庶人 は寢に 祭る。 然して 今世大 

夫 士官 を 世-にす るな く、 廟を 立つ る こと を 得ず。 宜しく 家禮の 如く 祠堂を 立て 爲 

るべ し。 

凡そ 家 造き に は 祭器 を 先と 爲す。 

田祿 なき 者 は 祭器 を 設けず、 田祿 ある 者 は先づ 祭服 を爲 る。 君子 は 貧す と雖も 祭器 を 

粥らず、 寒 ゆと 雖も 祭服 を 衣ず、 宮窒 を爲れ ども、 丘 木 を 斬らず。 

藍 田の 呂氏曰 はく、 孟子の 云 ふ 「惟 だ士は 田な きとき は 亦 祭らず」 と は、 牲殺器 皿 

衣服 皆備 はらざる が 故な り。 祭らざる とき は、 則ち 薦 する のみ、 庶 人と 同じ。 故に 

祭器 を 設けざる なり。 丘 木 は 其の 宅 兆 を 庇 ふ 所以な り。 宮 窒を爲 つて 之れ を 斬る は • 

是れ 其の 先を慢 つて 吾が 私 を濟す もの、 亦 不敬な り。 


篇ニ 
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下 支 子 は 祭らず、 祭れば 必ず 宗 子に 吿ぐ。 

たやす 

鄭玄曰 はく、 支 子 は 庶子な り。 祖禰の 廟は適 子の 家に 在り、 庶子 敢 へて 輙く 祭らず。 

若し 宗子疾 ありて 祭に 當 るに 堪 へざる とき は、 庶子 代り 攝 して 可な り。 猶ほ 必ず 宗 

子に 吿げて 然して 後に 敢 へて 祭る。 

程 伊川 曰 はく、 古の 所謂 「支 子 は 祭らず」 とい ふ は、 惟だ宗 子 をして 廟を 立て 之 

れに 主たら しむる のみ。 支 子 は 祭らず と雖 も、 齋戒 して 其の 誠意 を 致す に^れば、 

ぁづか  ， 

5C- ち 祭る 者と 異ならず。 與 るべき とき は、 身 を 以て 事 を #■ り、 與る ベから ざると き 

は、 物 を 以て 助く。 但だ刖 に廟を 立てず、 位 を 爲り事 を 行 ふの み。 後世 宗子を 立て 

んと 欲する が 如き、 當に 此の 義に從 ふべ し。 祭らず と 雖も情 亦 安ん ずべ し。 若し 宗 

子 を 立てず 徒 だ 祭を廢 せんと 欲せば、 適-以て 惰悛の 志 を 長ず るに 足らん。 若かず、 

之れ をして 祭らし むる に。 猶ほ已 むに 愈るな り。 

まさ  こと 

朱 子 曰 はく、 兄弟 居 を 異にする も、 廟 初めより 異にせず、 只 だ 合に 兄 祭って 弟 事 

を 執る に與 るべ し。 或は 物 を 以て 之れ を 助く る を 宜しと 爲す。 而 して 相 去る こと 遠 

き 者 は 則ち 兄の 家に 主 を 立て、 弟 は 主 を 立てず、 只 だ 祭の 時に 旋 つて 位 を 設けて、 


紙榜を 以て 遂位 を檫 記し、 祭り 畢 つて 之れ を 焚く、 亦 禮の變 を 得る に 似し。 

丘 文莊曰 はく、 古 者 は 宗法 行 はる。 故に 支 子に は 自ら 祭る の禮 なし。 今 世人 家兄 

弟 多く 析れ 居り 及び 遠 官に出 づる者 あり、 皆宗 子に 合祭す る 能 はず。 乞 ふ 禮官に 勅 

して 制 を 定め、 凡そ 人家の 庶子 は 只 だ 其の 曾て 經事 する 所の 者 を 祭る こと を 許さん 

こと を。 曾祖 或は 祖に事 ふるに 逮 ぶが 如き は、 之れ を祀る こと を 許し、 事 ふるに 逮 

ばざる 者 は、 惟 だ禰を 祭る を 得しめ よ。 其の 宗 子の 家が 父祖 分 產の時 は 必ず 須 らく 

一分 を 以て 祭 需と爲 す。 原より 曾て 有らざる 者 は、 衆 共に 之れ を 補 ふ。 兄弟 祈れ 居 

る 者 は 自ら 其の 父 を祀る こと を 許さず、 吿^ き 新の 類 あるに 遇へば、 皆 長兄の 家に 

就いて 禮を行 ふ。 此の 如くせば、 是れ亦 本を敦 くし 俗 を 厚う する の 一 端な り。 

王制に 曰 はく、 庶人 は寢に 祭る。 大夫士 が 宗廟の 祭 は 田 あるとき は 祭り * 田な きとき 

は 薦む。  (二). 

鄭氏曰 はく、 田 ある 者 は旣に 祭り 又 新を薦 む。 何 や 曰 はく、 牲 ある を 祭と 曰 ひ、 牲 

なき を 薦と曰 ふ。 丘 文莊曰 はく、 古の 仕 ふる 者 は 祭 田 あり。 今の 世 は 世 家、 貴に し 

て禮を 好む 者に 非 ざれば 祭 田な し。 苟も 祿食 あり 及び 財產 ある 者 は、 皆當に 時に 隨 


(一) 王制 篇 

前文の つづき 


(二) 1 


(三) 禮記の 

篇名 

(E) 同前 


(五) 以下！： 

項 衍義補 引用 

に は 見えす 
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つて 祭 を 致すべし、 田の 有無に 拘 るべ からず。 蓋し 祭 薦の禮 は 子孫 本に 報じて 始に 

反る 所以な り。 後世 禮敎行 はれず、 人家 往々 奉 養に 厚く して 薦 祭に 薄し、 甚だ 不孝 

の 至りな り。 

f 1 )  にら  きび 

庶人は 舂は韭 を 薦め、 夏は麥 を^め、 秋 は 黍 を^め、 冬 は 稻を薦 む。 韭は卵 を 以てし、 

麥は魚 を 以てし、 黍 は 豚 を 以てし、 稻は雁 を 以てす。 

陳氏曰 はく、 註に 曰 ふ 、「祭る に は 首 時 を 以てし、 蔗む るに は 仲 月 を 以てす」 と。 首 

時と は 四時の 孟月 なり。 

少 儀に 曰 はく、 未だ 嘗せ ざれば、 新 を 食せ ずと。 

祭 義に曰 はく、 忌日に は 必ず 哀しむ。 諱を稱 すれば 親 を 見る が 如くす。 

(五)  ふ 

又 曰 はく、 霜 露旣に 降る、 君子 之れ を 履めば 必ず 懊价の 心 あり、 其の 寒さの 謂に 非 ざ 

うる ほ 

るな り。 春に 雨露 旣に濡 ふ、 君子 之れ を 履めば 必ず 怵惕の 心 あり、 將に 之れ を昆ん と 

4?5K  口  ノ。  iste は 悲傷の 貌、 

する カタし 怵惕は 驚 動の 貌。 

又 曰 はく、 內 に致齊 し^^ 外に 散齊 す。 齊の日 は 其の 居 處を思 ひ、 其の 笑 語 を 思 ひ、 

其の 志 意 を 思 ひ、 其の 樂£ なみし 所 を 思 ひ、 其の 嗜 みし 所 を 思 ふ。 齊 する こと 三日 


にして、 乃ち 其の 爲に齊 する 所の 者 を 見る。 ？ き sfs%"。 祭の 日に 室に 人れば、 

あ、 ぜん  L うせん 

儍然 f 辦と して 必ず 其の 位 を 見る こと あり。 周 還して 戶を 出づれ ば、 肅然 | 鶴と して 

お S 舉動容 必ず 其 の 容聲を 聞く こ と あり。 戶を 出で て聽 けば、 愾 然とし て 必ず 其 の 嘆息の 聲 爲 |；§ 

f な を閜 くこと あり。. 是の 故に 先王の 孝 は、 色 をば 目に 忘れず、 聲 をば 耳に 絶たず、 

心 志耆欲 をば 心に 忘れず。 愛 を 致せば 則ち 存 する ごとく、 愨を 致せば 則ち 著 はるる ご 

とし。 著と 存とを 心に 忘れ ざれば、 夫れ 安ん ぞ敬 せざる こと を 得ん や。 鵷 fi^ns ほ。 

存は、 上文の 三つの 忘れざる も 以て 言 ふ。 箸 は、 上文 . 

の 其の 位 を 見る よ h- 以下の 一一； つ の 者 も W て 言 へるな り。 

(七) 

c 七) 纏 記の 祭 統に曰 はく、 夫れ 祭 は 必ず 夫婦 之れ を 親ら す、 外內の 官を備 ふる 所以な り。 官備は 

篇名 

ると き は 具備 はる。 ^^に 

8  のぞ  こと  せし  .1  > 

0<) 同前に 君子の 祭 は、 必ず 身 親ら 之れ に！ 位む。 故 あるとき は 人 をして 使むる も 可な り。 ssf 


s  a 下 X  t 伊 m 曰 はく、 家 ごとに 必ず 廟 あり、 廟 ごとに 必ず 主 あり、 月 朔には 必ず 新 を 薦 む。 

衍 義補卷 五十 

一一 引用つ づき 時 祭 は 仲 月 を 用 ふ。 冬至に は 始祖 を 祭り、 立春に は 先祖 を 祭り、 季 秋に は禰を 祭り、 

忌日に は 主を遷 して 正寢に 祭る。 凡そ 死に 事 ふるの 禮は、 當に 生に 奉ずる より 厚く す 

力 行 三  三 一 九 
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ベ き 者な り。 

丘 文莊曰 はく、 程 子 は 謂へ らく、 「冬至に は 始祖 を 祭り、 立春に は 先祖 を 祭る」 と。 

朱 子旣に 立てて 二 祭と 爲し、 家 禮の時 祭の 後に 載す。 其の 門人 楊復 乃ち 謂 はく、 「朱 

子、 初年に 亦 嘗て 之れ を 行 ふ も、 後に 其の^な るに 似た るを覺 り、 敢 へて 祭らず。 

然して 冬至の 祭 は 祭らず して 可なる も、 立春の 祭 は 亦 行 ふべき に 似たり」 と。 今人 

家に 擬す るに、 同居 四 代に 止まる 者 は 行 はざる も 亦 可な り。 其の 合 族 以て 居り、 累 

世 共に 爨ぐ者 あれば、 生者 は 同居して 食し、 死者 は處を 異にして 祭る。 恐らく は 易 

、： li レ.'  二〕  そむ 

だ 曰^、 の萃の 人心 を 孝享に 合する の 義に乖 く。 惟 だ 宜しく 立春の 一 祭 を 行 ふべ し。 

「萃. W 緊 なり、  (二  ) 

順にして 以て 或 ひと 問 ふ、 俗 節の 祭 如何。 朱 子 曰 はく、 韓餽 公處し 得て 好し、 之れ を 節 祠と謂 ひ、 

說び、 剛 中に  そ 

して 應す、 故 正 祭より 殺ぐ。 

に聚 まるな り。 1^  メ#. 

丘 文莊曰 はく、 家禮 に、 「俗 節 は 則ち 獻 ずるに 時 食 を 以てす」 と。 註に 曰 はく、 淸 

U1々」 明 • 寒 食 • 端午-中元. 重陽の 類の 如し。 

(二) 前 出 一 

W 五頁參 S! 朱 子 曰 はく、 祭儀に 墓 祭 節祠を 以て 不可と 爲す。 然れ ども 先 正 皆 言 ふ、 「墓 祭 は 義理 を 

害せず、 叉 節 物 は尙ぶ 所な り。 古人 未だ 有らず。 故に 時 祭に 止まる」 と。 今の 人、 節 


を將 つて 俗に 隨ひ、 燕飮各 > 其の物 を 以てす。 祖考 生存の 日、 蓋し 嘗て 之れ を 用 ふ。 

かいぜん 

今 子孫 此れ を廢 せず して、 能く 祖宗に 恝然 たる か。 

3 一) 

劉璋曰 はく、 人 死す るの 後、 形 を 原野の 中に 葬り、 世と 隔絶す。 孝子 追慕の 心何ぞ 

もつ 

限 極 あらん。 寒暑 變 移の 際に 當 つて は、 益-用て 感を增 す。 是れ 宜しく 墳墓 を省謁 

して 以て 時 思の 敬を寓 すべし。 凡そ 祭祀 品 味 も 亦 人家の 貧 密に稱 はしめ、 畳 腆を責 

ばず。 貴ぶ は修 潔して 誠 愨を罄 し 極む るに 在る のみ。 

丘 文莊曰 はく、 禮經に 墓 祭の 文な し、 然して 漢の明 帝の 時より 上 陵の 禮 あり、 自 

L きこの か fc  n と 

時 厥 後 遂に 以て 俗と 成る。 柳 宗元謂 はく、 「近世の 禮は拜 掃 を 重んず。 寒 食に 遇ふ每 

さう れい  かけい き 

に、 田野 道路に 士女 徧滿 し、 皁隸 庸丐も 父母の 丘 墓に 上る こと を 得、 馬繫夏 畦の 鬼 

も 子孫の 追 養 を 受けざる 者な し」 と。 唐人 も 亦 詩 あり、 r 墳上新 土な し、 此の 中 白骨 

應に 主な かるべし」 の 句 は 是れ寒 食 墓 祭な り。 吾が 祖宗 父母 其の 生 時 固に 已に 之れ 

を 其の 祖宗 父母に 行 ふ、 而 して 祖宗の 後、 父母の 嗣 たる 者、 乃ち 其の 丘 隴を舍 てて 

よりく 

歳 ごとに 一 たび も展 省せ ず、 其の^ 骨を棄 てて 時に 一 たび も奠薦 せず、 乃ち 之れ を 

誘うて 「墓 祭 古に 非ず」 と 曰うて 可な らん や。 文 公の 家 鱧に、 墓 祭 を 時 祭 忌日の 後 
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に附 する は、 人の 情に 順 ひ 禮の意 を 得たり と 謂 ふべ し。 

朱 子 曰 はく、 籩^ 簠簋の 器 は 乃ち 古人の 用 ふる 所な り、 故に 當 時の 祭 享には 皆 之れ を 

用 ふ。 今 燕 器 を 以て 祭器に 代へ、 常 饌を俎 肉に 代へ、 楮錢を 幣帛に 代 ふ。 是れ亦 平生 

用 ふる 所 を 以てす。 是れ 宜に從 ふと 謂 ふなり。 

丘 文莊曰 はく、 人の子の 親に 事 ふる は、 當に 死に 事 ふること 生に 事 ふるが 如く、 亡 

に 事 ふること 存に事 ふるが 如くすべし。 吾が 祖考 平日 用 ひし 所の 器 皿 此の 如く、 被 

る 所の 衣服 此の 如し、 其の 死亡に 及んで は、 而ち 又^に 器と 服と を爲 つて 以て 之れ 

おどろ 

に 事 ふ、 豈 其の 見聞 を駿 かさ ざらん や。 古人 生く ると き は 几 筵 俎豆 を 用 ひ、 則ち 死 

しても 亦 几 筵 俎豆 を 用 ひて 以て 之れ に：^ ふ。 今人の 生く ると き 用 ふる 所の 者 は 卓 倚 

杯盤 なれば、 死 するとき 用 ふる 所の 者 も 亦 當に卓 倚 杯盤 を 以てすべし。 是れ卽 ち 朱 

なづ  かな . 

子の 所謂 宜に從 ふ 者な り。 政 は 必ずしも 古に 泥まず、 一 に 惟 だ 家の 有無に 稱 はしめ * 

俗の 尙ぶ 所に 隨ひ、 惟 だ 誠、 惟 だ 孝、 起ちて 敬し 起ちて 慕 ふ。 一 々古人 禮を行 ふの 

度数の 如くなる 能 はずと 雖も、 而も 古人 禮を行 ふの 心 は 則ち 固に 常に^す。 


曲禮 に、 生 を 知る 者 は 弔し、 死 を 知る 者 は 傷む と。 又 曰 はく、 葬 を 助く ると きは必 

ユウ ，- 1  うす づ  うた 

す mfts"。 を 寧る。 隣に 喪 あるとき は赛 くに 相 はず、 里に 殯 あるとき は 巷 歌せ ずと。 

I  たす 

陴氏臼 はく、 五家 を 隣と 爲す。 相と は 音聲を 以て 相勸め 相く る こと。 二十 五家 を 里 

と爲 す。 巷 歌 は 巷に 歌 ふこと なり。 

攒 弓に 曰 はく、 人 を ：9 するとき は、 是 の日樂 せず、 行いて する の 日 は 酒 を 飮み肉 を 

食 はず。 葬 を 弔す る 者 は 必ず 引 fig" を 執る。 若し 柩 及び 壙に從 ふに は、 皆紼を 執る。 

公 羊 傳に曰 はく、 車馬 を W と 曰 ひ、 貨財 を 賻と曰 ひ、 衣 被 を 燧と曰 ふと。 穀梁傳 に a 

はく、 乘馬を ！i と 曰 ひ、 衣 衾 を 镲と曰 ひ、 貝 玉 を 含と 曰 ひ、 錢財 を^と 曰 ふ。 

(一 5 

後 を 立つ 

陳ほ g 曰 はく、 神 は 非 類を歆 けず、 民 は 非 族 を祀ら ず。 古人の 繼嗣は 大宗に して、 子 

なきと き は 族 人の子 を 以て 之れ を繽 ぐ。 其の 一 氣脈 相に 感通 を爲し 以て 嗣續 I なかる 

べきに 取る。 此れ 亦 至 正大 公の 擧 にして、 聖人の^ まざる 所な り。 後世 理義 明かなら 


修敎耍 錄卷之 八  三 二 四 

. じんか  あら は 

ず、 人家 嗣な きを 以て 諱と爲 し、 肯て顯 に 同宗の 子 を 立てず、 多く 是れ潛 に 異姓の 兒 

よ  そうし  きょ 

を 養 ひ、 陽に 繼 あるが 若き も、 陰に 已に絕 つ。 蓋し 春秋に 自れ ば、 鄹子、 i 呂の 公子 を 

取りて 後と 爲す。 故に 聖人 書して 曰 はく、 「莒人 酆を滅 す。 莒人 之れ を滅 すに 非ず、 

つかさど 

異姓 を 以て 祭祀 を 主ら しむる は 滅亡の 道な り」 と。 

U) 

(一) この 章  相 見 

大樓衍 義卷五  一  . 

： . 儀 禮の士 相 見の 禮に曰 はく、 赘は 多く 雉 を 用 ふ。 夏 は脶 g， を 用 ふ。 頭 を 左に して 之 

^\  まみ 

れを 奉げ て 曰 はく、 「某 や 見えん こと を 願へ ども 達する に 由な し。 某の 子、 命 を 以て 

某に 命じて^ えしむ」 と。 主人 對 へて 曰 はく、 「某の 子、 某に 命じて 見えし むと いふ、 

ま かたじけな  それがし 

吾子 有た 辱 くす。 請 ふ 吾子が 家に 就かん こと を。 某將に 走りて 見ん とす」 と。 賓對 

へて 曰 はく、 「某 以て 命 を 辱う する に 足らず、 請 ふ 終に 見る こと を 賜へ」 と。 主人 對 

へて 曰 はく、 「某 敢 へて 儀 を爲 さず、 固く 請 ふ 吾子が 家に 就かん こと を。 某將に 走つ 

て 見ん とす」 と。 賓對 へて 曰 はく、. 「某 敢 へて 儀 を爲 さず、 固く 以て 請 ふ」 と。 主人 

對 へて 曰 はく、 「某 同辭 すれ ども 命 を 得ず、 將に 走って 見ん とす。 吾子 贽を稱 ぐる を 


稲 春 つ 
す 公 林 秋 春に 士  、ご 
是等傳 秋 進 • 官 
先 あ • 權む 判集栄 
生 り 春衡 ° 御 賢の 
と '秋 • 著 史院學 


まみ 

聞け り、 敢 へて 赘 を辭 す」。 賓對 へて 曰 はく、 「某 贄を 以て 敢へ て昆 えずん ば あらず」。 

主人 對 へて 曰 はく、 某 以て 禮を習 ふに 足らず、 敢 へて 固辭 す」。 賓對 へて 曰 はく、 「某 

は贄に 依らず んば敢 へて 見えず、 固く 以て 請 ふ」 と。 主人 對へ て 曰 はく、 「某 固辭す 

れ ども 命 を 得ず、 敢 へて 敬んで 從は ざらん や」 と。 出で て 門外に 迎 へて 再 拜十。 賓答 

へて 再拜 す。 主人 揖 して 門の 右に 入る。 賓贄を 奉じて 門の 左に 入る。 主人 再拜 して 受 

く。 賓再拜 して 赘を 送りて 出づ。 主人 見ん こと を 請 ふ。 賓 反り 見えて 退く。 主人 門外 

に 送りて 再拜 す。 

(1 一)  こうが ふ 

劉敞曰 はく、  士相 見の 禮は 必ず 介紹に 依りて 以て 其の 苟合 にあらざる こと を 言 ふな 

かりそめ 

り。 必ず 贽に 依って 以て 其の 道の 親しむべき を 言 ふなり。 苟 にして 合する は 唯 だ 小 

人 無恥の 者 之れ を 能くす。 君子 は 見 ゆべ くして 屈すべからず。 親しむべく して 狎る 

るべ からず。 遠ざかるべく して 疎ず ベから ず。 賓、 門に 至れば、 主人 三た び 見る こ 

とを辭 し、 賓 贄を稱 ぐれば、 主人 三た び 贽を辭 す、 尊嚴を 致す 所以な り。 大 夫は禮 

を 以て 相 接し、 士は禮 を 以て 相 諭し、 庶人 は禮を 以て 相 同ず。 然して 爭奪 末に 舆る 

かくの ごと 

者 は 未だ 之れ あらざる なり。 人 苟も 悅を爲 して 相 親しむ こと 若 き 者 は、 末に は必 

力 行 三  三 二 五 
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ず爭 ふ。 苟も 簡を爲 して 相 親しむ こと 若 き 者 は、 末に は 必ず 怨む。 是の 故に 士相 

はぢ ちか 

見の 禮は 人道の 大 なる ものな り。 人， 'をして 其の 身 を 重んじて 辱. に邇づ くこと なか 

わざ は ひ  f  S 

らしむ る 所以な り、 人-をして 其の 交 を 慎んで 鍋に 邇づ くこと なから しむる 所お な 

り。 丘 文莊曰 はく、 古の 人 は輕- しく 相 接せず。 一見の^ にして 而も 且つ 委曲 詳悉 

する こと 此の 如く、 一  贄の微 にして 而も 且つ カ辭固 担す る こと 此の 如し。 當 世の 士 

ゆる  か ふぢつ 

夫 相與す 者豈復 た狎暱 放蕩の 失、 交通 賄賂の 私 あ (りて 可な) らん や。 

复 九 

曲 禮に曰 はく、 父の 難に は與に 共に 天 を 戴かず、 兄弟の. 1 に は 兵に 反らず、 難 化 纖ジの 

交遊の 讎に は國を 同じう せず。 纖 s^ilsss^gi 。を 

つく 

父 は 子の 天な り。 己れ が 天 を 殺され、 與に 共に 天 を 戴く は 孝子に 非ざる なり。 行い 

て 求めて 之れ を 殺して 乃ち 止む。 

周 禮の調 人に， 父の 讎は 諸れ を 海外に 辟く、 兄^の 讎は 諸れ を 千里の 外に 辟く、 從父 

兄弟の 讎は國 を 同じう せず。 


檀 弓に、 子 夏 孔子に 問うて 曰 はく、— 「父母の 仇に 居る こと 之れ を 如 JSM。 夫子 曰 はく、 

r 苫に寢 ね 干 を 枕に して 仕へ ず、 £2!- 與に 天下 を 共に せず。 諸れ に 市 朝に 遇 ふとき 

は 兵に 反らず して 鬪 ふ」。 ^1 は。 曰 はく、 請 ひ 問 ふ、 「^弟の 仇に 居る こと 之れ を 如 

何」。 曰 はく、 仕 ふる も、 與に國 を 共に せず。 君命 を銜 みて 使 するとき は、 之れ に禹 j 

ふと 雖も鬪 はず」。 曰 はく、 「請 ひ 問 ふ、 從父昆 弟の 仇に 居る こと 之れ を 如何」。 曰 は 

く、 魁と 爲ら ず、 主人 能く 十る とき は 兵 を 執って 其の後に 陪ふ」 と。 fg55^ 


す 西 宋著義 2 

山の 者卷ご 

先 學眞十 
生者 德に大 
i  '秀 出藥 
稱世 はづ衍 
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カ行 四 外 編 二 

ハク (1)  フル ヤー 一  ミテハ ヒ サン II ヲ ヲ  キテ ハフ ハン r ヂ ヌ  シノヌ ？.、 1  スノ 

^^孝 箱 事 子 曰、 君子 之 事レ君 也、 進 思レ盡 k 忠、 退 思レ 補， 過、 將ニ順 其 美；^、 匡 一 一 救 其 

惡； ^ 故 上下 能 相 親、 

西 山の 眞氏曰 はく、 進と は、 入りて 其の 君に 見 ゆる を 謂 ひ、 則ち 己が 忠を盡 さん こ 

と を 思 ふ。 退と は、 出で て 私室に 適く を 謂 ひ、 則ち 君の 過 を 補 はんこと を 思 ふ。 一 

時 一 念の 君に 在らず とい ふこと なきな り。 善 あれば 之れ を 承 順して 之れ をして 益- 

善に 進まし め、 惡 あれば 之れ を 正し 救 ひ、 之れ をして 潛に 其の 惡を銷 さしむ。 此れ 

君 を 愛する の 至れる 者な り。 臣は 忠愛 を 以て 其の 君に 親しめば、 君 も 亦 其の 忠愛 を 

諒 として 之れ を 親しむ。 古昔の 盛時 臣主倶 に 賢なる に 非 ずん ば、 此の 氣象 なけん。 

後世の 人臣 其の 忠愛 を盡す も、 君 反って 仇と 爲す者 あり。 吁、 歎ずべき 哉。 

カ行 四  三 二 九 


( 1 ) 菌憲 

翻篇 第二 十三 

章 

(二) 大鏖衍 

義卷 十に 出づ 


(三) 楦弓上 

に出づ 
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進篇第 ニヤ 111 

章 

(五) 大藥衍 

義卷 十に 出づ 
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子路 sL 事， 君、 子 日、 勿レ欺 也、 而犯レ 之、 ■s^f^ 

ウー ) 

西 山の 眞氏曰 はく、 僞 言して 直から ざろ 之れ を 欺と 謂 ひ、 直言して 隱す ことなき 之 

れを 犯と 謂 ふ。 欺と 犯と は 正に 相反す、 故に 夫子の 子 路に吿 ぐる や、 欺く ことなく 

して、 之れ を 犯せし む， 以て 其の 君に 事 ふるの 直 を 全うし、 其の 君 を 欺く の 僞を戒 

(111) 

むるな り。 禮 記に 「君に 事 ふるに は 犯す あり、 而 して 隱す ことなし」 と 謂 ふ は、 此 

れと略 ぼ 同じ。 

(WE)  卜パ  テヲ へ-一  ナ レバ  ム 

子 曰、 所謂 大臣 者、 以， 道 事， 君、 不可 則 止、 

(五) 

西 山の 眞氏曰 はく、 道 は正理 なり。 大臣 は 正理を 以て 君に 事 ふ、 君の 行 ふ 所 正理に 

ただ  たす 

合 はざる 者 あらば、 必ず 之れ を規し 之れ を拂 けて 苟も 從 はず。 道 合 はざる こと ある 

とき は 則ち 之れ を 去つ て、 苟も 留まらざる なり。 或 ひと IS はく、 「合 はずして 去る は 

むしろ  I 

毋乃君 を 愛する の 意に 非ざる か」 と。 曰 はく、 「此れ 君 を 愛すと 爲す 所以な り」 と。 

君臣の 兗は 蓋し 道 を 以て 合 ふ、 之れ を 利す るに 非ざる なり。 道 合 はずして 去らざる 

I したが 

とき は、 苟焉 として 利に 狗 ふの 志 あり。 是れ君 をして 其の 臣を 輕視 せしめ、 利を以 

お あ 

て 之れ を 籠絡す べしと 謂へ るな り。 君に して 其の 臣を^ 祝す、 何 の 至らざる 所 あら 


ス。 惟 だ 大臣 は 能く 道 を 以て 去就 を爲 さば、 以て 其の 君 敬 長の 心 を 起す に 足らん。 

敬 長の 心存 して 後 能く 道に 適 ふ。 愚 故に 謂へ らく、 「合 はずして 去る は 乃ち 君 を 愛す 

る 所以な り」 と。 

孟子 將. 朝. 王、 3、 王^ん お 一 曰" 寡 人 如キ， 一就 キテ見 7 者 也、 か 一 寒疾； 不ゝ： 一 4，  % 

將 ki 不. 識可. 使 二 寡 人 得. 見 乎、 轧ビ" 不幸, 而有 ノ疾、 不ト kfc、 明日 ％ 

き 於 東郭 ゃ薩ま 夫子、 き、 ilDF 環-き、 今お、 t§ 

曰、 昔者 モ疾、 今县、 如. 之 何 不， fruuk 、醫ゃ Iplk^. 

昔 者 有， -王 命； 有， -采薪 憂， 1- 不 m、 今 病 小ハ ク I、  ％4 于きー I 

不レ識 能 至 否 乎、 使 "数ん 要 二 於 s "  iyiEl 而^ 于件 ^得 ヒ； 而 之キ； 一景 丑 

氏き 焉、 纏、 掌 |=、ク I ハ胍 父子、 も則チ 君臣、 人 之大倫 也、 父ま^ 1 

主レ 敬、 a* 一王 之 敬， 子 也、 未 レ見レ 所， ぎヲ 也、 nr  Jf  yll き ，r 也、 齊入， 4 

以 一一 仁義 ー與. 王 言 者- 豈以こ 仁義 ー爲レ }K ぎ、 や 仏^  一一  £ー； 仁き 一也、 一一 r キハ 

レ. 爾則 不敬 莫^-一  乎是； 我 非 ニ堯舜 之^ 不 la) 陳， 于 1 前； 故 齊人ぁ r 

レ王 也、 

カ行 四  一-一 一二 - 
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二 出き 衍る原 に雜 
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西 山の 眞氏曰 はく、 孟子 是の時 賓師の 位に 在り、 故に 其の 君 就きて 兒 るの 禮 あり。 

宣王疾 に 託して 其の 朝 せんこと を 要す。 賢 を 敬す るの 心 篤から ず。 故に 孟子 も亦疾 

に 託して 往 かず。 景子但 だ 命 を 聞きて 奔走す る を 其の 君 を 敬す と爲る こと を 知り、 

堯舜の 道 を 以て 其の 君に 吿 ぐる こと は、 乃ち 敬の 大 なる 者なる こと を 知らず。 ぼ^ 1 

の臣 唯々 として 命 を 承く、 外 其の 君 を 敬す るが ごとし。 然れ ども 心實に 之れ を 薄ん 

じて、 臼 ふ (是れ ) 何 ぞ與に 仁義 を 言 ふに 足らん と。 此れ 不敬の 大 なる 者な り。 齊 

人の 君 を 敬す る は貌を 以てす、 (孟子の 君 を 敬す る は 心 を 以てす。) 故に 曰 はく、 科 

人我が 王 を 敬す るに 如く はなしと。 

.  (3 

(二) 〈ク ムル ヲ -ー "フ レヲ ト  ベ ヲ タル ヲ  フ レヲト  トイ フ ハ  フ レヲト 

孟子 曰、 責， 一難 於 君 1 謂 二 之 忠； 陳 ぃ善閉 k 邪、 謂， 1 之 敬； 吾 君不， 能、 謂 M 之 賊； 

5) 

范祖禹 曰 はく、 人臣 難事 を 以て 君に 责め、 其の 君 をして 堯舜の 君たら しむる 者 は、 

君 を 尊ぶ の大 なるな り。 善道 を 開陳し 以て 君の 邪心 を禁閉 して、 唯 だ 其の 君 或は 過 

あるの 地に 陷 らんこと を 恐る る 者 は、 君 を 敬す るの 至りな り。 其の 君 善道 を 行 ふこ 

と 能 はずと 謂 ひて、 以て 告げざる 者 は 其の 君 を 賊害す る 者な り。 

孟子 曰、 人不， 足， 1 與 適- 也、 S: 政不， 足， 間 也、 惟 大人 爲^ I 格 二 君 心 之 


(1) 大 a 衍 

義卷 十に 出づ 


(五) |± 

芦 i  二十 章 


ヲ J5、  i  ァ レバ シ トイ フ 1 ァラ  ァ レバ シ トイ フ r ァラ  シケ レバ シ トイ フ r カラ タビ シテ ヌ 

非； I、 至 君 仁 莫， 不， 仁、 君義 莫 レ不， 義、 君 正 莫， 不， 正、 一 正レ 君而國 

定矣、 

西 山の 眞氏曰 はく、 伊川の 曰 はく、 「天下の 治亂は 人君の 仁 不仁に 繋る のみ。 心の 

非 は卽ち 政に 害 あり。 之れ を 外に 發 する こと を 待たず。 昔 者 孟子 三た び齊 王に 見え 

て 事 を 言 はず、 曰 はく、 我れ 先づ 其の 邪心 を攻 むと。 心旣に 正しう して 而る 後に 天 

(七) を さ 

下の 事 得て 理 むべき なり。 夫れ 政事の 失、 人 を 用 ふるの 非、 知者 は 能く 之れ を更 め、 

逭者は 能く 之れ を 凍む。 然れ ども 非 心^: するとき は、 事々 にして 之れ を更 むる も、 

後復た 其の 事 あれば 將に 其の 更む るに 勝 へ ざらん とす。 人々 にして 之れ を 去る も、 

まさ 

後復た 其の 人 を 用 ふれば 將に 其の 去る に 勝へ ざらん とす。 是を 以て 輔 相の 職 は 必ず 

君の 心の 非 を 格す に 在り、 然して 後に 正しから ずと いふ 所な し。 而も 君の 心の 非 を 

格さん と 欲する 者 は、 大人の 德 あるに 非 ざれば、 亦 之れ を 能くす る ことなし」 と。 

故に 侍講 張 栻も亦 曰 はく、 「格の 言た る、 感 通して 至り 到るな り」 と。 書に 曰 はく、 

「上帝に 格る」 と。 蓋し 君の 心の 非 は 氣カを 以て 勝つべからず、 必ずや 感 通して 至 

(10) 

り 到りて、 之れ をして 自ら 消磨せ しむ。 所謂 格な り。 愚 謂へ らく、  拭が 言 深く 

カ行 四  三 三 三 
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(二) 齊の宣 

王、 梁の 惠王 
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孟子の 本 指 を 得たり と。 故に 略 ぼ 此に著 はすと 云 ふ。 

孟子 曰、 君子 之事レ 君 也、 務 引， 一 其 君 一 以當レ 道、 志 二 于仁 I 而已、 

两 山の 眞氏曰 はく、 孟子の 此の 言、 蓋し 謂へ らく、 君に 事 ふること は 兵 を 用 ひて 地 

を廣 むる に 在らず、 其の 君の 身心 を 善くす るに 在り。 道に 當 ると は、 其の 動いて 理 

に 合 ふ を 謂 ひ、 仁に 志す と は、 心、 仁に 在る を 謂 ふなり。 君の 行 ふ 所 皆 理に合 ひて 

其の 心 常に 仁に 在る とき は、 土地の 狹と 雖も與 るに 害 あらず、 "I* 文が 七十 里. 百 

里より して 天下に 王た る 所以な り。 君の 行 ふ 所 理に合 はずして 其の 心 仁に 在らざる 

とき は、 土地の 廣と雖 も 其の 有 を 保つ 能 はず。 楚の六 千里に して 讎 人の 役と 爲 りし 

所以な り。 然して 道と 仁と 二つ あるに 非ず。 事の 理を 以て 言 ふとき は 道と 曰 ひ、 心 

の德を 以て 言 ふとき は 仁と 曰 ふ。 孟子 齊 • 梁の 諸君に 吿 ぐるに、 一た び 仁と 臼 ひ 二 

たび 仁と 曰 ふ、 ： 止に 其の 此に 志さん こと を 欲して なり。 心 仁に；^ するとき は 其の 行 

道に 合 はざる なし。 君に 事 ふる 者 其れ 此れ を 知らざる ベ けんや。 

1 秋傳、 齊景公 田、 晏子 ％  铲篛、 子猶馳 k5 造焉、 £31〕 齊 公 曰、 

唯 據與， 我 和 夫、 晏子對 曰、 據亦同 也 >  焉 得 レ爲， 和、 公 曰、 和與 レ 同異 乎、 對 ョ、 


異、 机.^ i 焉、 水火 1 ぼ鹽 梅、 以^ 二 魚肉 一 以. 薪、 s!p、 华 

ス レメ  T,  -、  C -、  +サル ノス ギ タル ヌ >  I  二、  ウテ レヌ テニス ノヌ  モ  リ  ニズフ 

夫 和, 之 11 以^ 二 其 過 一 君子 食レ 之、 以 平- 1 其 心 一 君臣 亦然、 君 所， 謂 

W 而有， 否焉、 臣獻ニ 其 否 一 以成ニ 其 可 一 君 所 レ謂レ 否 而有 h 可焉、 臣 I 二 其 可 一 以去二 其 

(五〕 

プ  ヌテ  -: ズ  7* サ -ー シ フ  一一-一 ハク  リ  二  X ッ ラグ スべ テオ ホ ヒナ ルヲ シ 7:1 

否； 是以政 平 而不， 干、 民 無 11 爭 心.： 故 詩 曰、 亦 有 一 1 和羹ハ 旣戒且 平、 孃レ 假 無レ言 、 

確、 璁也、 1^  ^ 此商 頌烈祖 之篇、 本 IF 祭事 T 晏 子引レ 之、 以爲 如，， 和獒 之旣 ^7^^,  &、 き んノ も 

大也、 時 晚レま レ# 戒備- 旣均平 f 則據， 一太 政 ー不レ 待， 一 于言 一而 時人 c 無， 爭者 f  <TI!§k レ^;  fwi レ UI 

レ可、 據亦 日， 可、 君ノ 所. 日. 否、 據亦 日， 否、 若 I, 水濟. 水、 誰 能 食：. 之、 Kis^^i 

T レ w  ^gl^s  一  t  'ibtl ケ I、 琴 瑟转樂 也、 必 有，, 五 音 十二^ T 然後聲 和.. m  ョ一ソ 1、 

レ食 也、 未 を マ^ iNiffliM 詣肯 $ レ IN  fs レ聽、 若 ® 用，， 一音  一 則不レ 可レ聽 笑、 ^iM ォヒ B せ， 5 レ y 兀 

西^の 眞氏曰 はく、 古 者 盛時 明^ 會聚 して 惟 だ 都 命す るの みに あらず、 而も 吁^ あ 

り。 都と 曰 ひ^と 曰 ふ は 相 可す るの 謂な り、 吁と曰 ひ^と 曰 ふ は 相 否す るの 謂な り。 

惟 だ 其れ^ 否相濟 ふ、 唐 虞の 治 を爲す 所以な り。 衞侯事 を 言 ふに 自ら 以て 是と爲 し 

て、 群臣 之れ に 和して  一 口に 出づ るが 若き は、 亂亡を 致す 所以な り。 後の 人 主爲さ 

んと 欲する 所 あれば、 率ね 人の 己れ に 異なる を惡 む。 曰 はく、 「此れ 吾が 事を沮 むな 

り」 と。 否 を 以て 可を濟 へば 乃ち 吾が 事 を 成す 所以なる を 知らず して、 何の 汛 むと 

か 之れ 云 はん。 惟 だ 可否の 間 を^ 酌劑薏 して 和 羹 の 如く、 然して 口に 適する を 期す 
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十-  ざから ふ まさ  す 

るの みなる とき は、 其の 異なる や 乃ち 同じと 爲る 所以に して、 其の 忤ゃ 適に 順と 爲 

る 所以な り。 吁、 人主晏 子が 言に 於て 深く 味 ははざる ベ けんや。 

ms、 漢汲 s 爲ニ 主爵都 尉； 列 ニ于九 卿； ^諫 犯， 一 あ 之 顔色； 上方 招 二 文^ 儒者； 上 曰、 

但し 文字 多- 、少  レ ォモフ セント., , t.  i  テ ハク  y  サン トス  ヲ  ゾスル ハント  一一 

吾 欲 二 云云； Si? 自^， 黯對 曰、 陛下 內多欲 而外施 二 仁義； 奈何 欲， 効， I 唐 虞 之 治, 乎、 上 

ッ テズヲ  ムヲ  ズ 一一 ガル  ィテ ヒテ II  〈ク シィ カナ  ガ ォ ロカ ナルャ 

怒 變， 色 而罷， 朝、 公卿 皆 爲，^ 懼， 上 返 謂， 人曰、 甚矣 汲黯 0 也、 K.i ！、 群臣 皆 

數 i 、^き 賤^ 1 黯曰、 天子 置 二 公卿 輔弼 之臣ー 寧 令 S 從諛 承， 意 陷ニ主 于不誼 一 乎、 且已 

へ ニン B2t  テハ ノ 一一  タト ヒ ム トモ ヲ  乂 ン？' ヲ  ヲ セント  ム 01) メニフ ヲ 51.  <  ハク  ハノ 

■ に 在 二 其 位 一 縱 愛レ 身奈 fchl 朝廷， 何、 sr 嚴助爲 請， 吿、 き|\ 上 曰、 汲 點何如 

ゾ  ハク メバヲ メジ -I ラ -I  ラン テ ル「  一一 i  I  z% レ iij リテハ ノケテ  ヲ  スルー I モ ラ 

人 也、 曰、 使 n 驟 任， 職 居-官 、 亡 二以瘉 义、 笮 II 也 i 然 至 下 其輔， ー少主 一守 成 h 雖 i 

謂 こ赏育 1 弗， 能き 也、 襲 T, 上 曰、 i、 古 を I 社稷 之臣ー 如 二汲黯 J 近：. 之矣、 

能 十^^  西 山の 眞氏曰 はく、 人臣の 義、 忠直を 以て 本と 爲す。 汲黠の 直、 武帝 以て 古の 社稷 

s に 種せ の臣に 近し と爲 して、 而も 卒に用 ふること 能 はず、 公孫 弘が 輩の 寵任 始終せ り。 蓋 

られて 丞相と 

^OK0  し 帝の 心 佞 邪 を 以て 己れ に 適する と爲 し、 忠直を 以て 己れ に拂 ると 爲 すなり。 

おし， 董中^  . 

を徙す  程 子 曰 はく、 臣の 君に 於け る や、 其の 忠誠 を^し 其の 才力 を 致す。 用 否 は 君に 在り、 

而 して 阿諛 逢迎 して 以て 君の 己れ に 厚き を 求む ベ からず。 


(五) 前 i 

き 頁 * 照 

(六〕 漢 の g 
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(七) 戰國時 

代の. &不害 

(八) 請 子 

^篇第 十 章 

(九) 易に、 
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始に 求む る こ 

と. けれ^な 

hj  i 出 づ 


又 曰 はく、 君に 事 ふる 者 は、 人 主. B: ら聖 に當ら ざる を 知る とき は、 詔諛の 言を爲 さず。 

人臣の 義私 交な きを 知る とき は、 阿黨の 計を爲 さず。 

君子の 君に 事 ふるや、 其の 心 を 得ざる とき は 其の 誠を盡 し、 以て 其の 志 を感發 する の 

み。 誠 積みて 動く とき は、 昏 蒙と 雖も 開くべく、 柔弱と 雖も輔 くべ く、 正しから ずと 

雖も 正しう すべし。 古の 人 庸君 常 主に 事へ て克く 其の 道 を 行 ふ 者 は、 己が 誠 上に 達し 

て 其の 君 之れ を 信ずる の 篤き を 以てする のみ。 

<w)  たす 

龜 山の 楊 氏 臼 はく、 人臣の 君に 事 ふる、 豈佐 くるに 刑名の 說を 以てすべ けんや。 此の 

如く なれば 是れ人 主 をして 仁心 を 失 はしむ るな り。 人 主 仁心な きとき は 以て 人 を 得る 

に 足らず。 故に 人臣 能く 其の 君 をして 民 を視る こと 傷の 如くなら しむる とき は、 王道 

(さ  (七) 

一 了ま^-  V0 刿 向別 s§ に 云 ふ、 中子の^ も^して 刑名と 曰 ふ は、 名に 循 つて 以て 莨 を责 むれば なり。 又 曰 はく、 

V. ィ fj, ィ / 刑 は 刑 家な り、 名家 は太史 公-; I" 序 傅に 在り、 言 ふこ ころ は、 刑法 を 治め 名實に 及ぶ 者な り。 

問 ふ、 匹夫 を 以て 一 日に して 天子 を 見る、 天子 焉れに 問 ふ。 懷ふ 所を盡 して 之れ を陳 

ぶる とき は、 事 必ず窒 礙者 あらん。 盡 さざる とき は 不忠と 爲す。 如何。 曰 はく、 事 は 

(八) 

亦須 らく 深淺を 量る ベ し。 孔子 曰 はく、 「信ぜられて 後に 諫む、 未だ 信ぜられ ざれば 則 

ち 以て 己れ を 謗る と爲 すなり」 と。 易の 恆に曰 はく、 「恆を 浚う する は 凶な り」 と。 此 

カ行 四 


(一) 孟子 梁 

惠王 上篇 首章 

(二) 萬 章 下 

篇第九 章に、 

r 齊の宣 王 卿 

も 問 ふ。 孟子 

曰 はく、 王 何 

の 卿 を か 之れ 

問 ふや。 王 日 

はく、 卿 同じ 

からざる か。 

曰 はく、 同じ 

からす 云々」 

と出づ 

(三) 同前 綾 

きに 曰 はく、 

「王異 しむ こ 

と 勿れ。 王. 

臣に問 ふ。 臣 


て對へ すん ば 

あらす」 と。 


E〇 六 頁 さ 照 

(四) 前 出 I 

四 九 頁參照 


修敎耍 錄卷之 九  三 三 八 

れ恆の 初な り。 故に 當に漸 を 以てして 以て 浚く すべから ず。 浚く すれば 凶し。 假 如ば 

人臣の 忠邪 其の 親 信なる 者 は 誰 ぞと問 はるる に、 遽に 之れ が與に 是非 を辨別 するとき 

は 身 を 失 ふの 悔 あり。 君子 は此に 於て 但だ忠 を 以て 邪と 爲し邪 を 以て 忠と爲 すべ から 

ず。 語 言の 間なる が 故に 委曲な くんば あらず。 理を 論ずる に 至る とき は然ら ず。 惠王 

孟子に 「何 を 以て 吾が 國を利 せんか」 と 問 ふが 如くならば、 則ち 當に言 ふべ し 、「何 ぞ 

(二)  (1-1) 

必ずしも 利と 曰 はん」 と。 宣王 孟子に 卿 同じから ざる を 問 ふとき は、 當に正 を 以て 對 

ふべ し。 蓋し 直なら ざれば 道 見 はれざる が 故な り。 

(四 J 

致 堂の 胡 氏 曰 はく、 其の 君 を 忠愛す る 者 は、 必ず 諸れ を 過な きの 地に 納 れんこと を 思 

ふ。 而 して 一身の 安危 を 計らず。 忠 ならず 愛せざる 者 は、 惟 だ 其の 身 を 之れ 營み、 君 

をして 荒 怠昏亂 ならしめ て恤へ ざるな りと。 

怠 心の 如く 强め 難き はなく、 慾 心の 如く 制し 難き はなく、 驕 心の 如く 降し 難き はなく、 

怒 心の 如く 平げ 難き はなく、 忌 心の 如く 抑へ 難き はなく、 惑 心の 如く 開き 難き はなく、 

疑心の 如く 解け 難き はなく、 偏心の 如く 正し 難き はなし。 然して 皆 放心な り。 大人 君 

の 心の 非 を 格す と は 此れ等 を 格すな り。 未だ 大人に 至らず して 大人の 任に 當る、 亦當 


S 論語 里 

仁 驚 第 十七 章 

に、 「見 レ R 思 

レ 齊焉」 と 出づ、 

ここ は その 如 

く 大人と ひと 

しからん こ. o 

を 願 ふなり 

(六) 孟子 梁 

惠王下 篇第十 

E 章の 語 

(七) 羅從袞 、 

栄の擧 者、 朱 

子舉 派、 春秋 

^^お 解 . 中 

^説 等の 著 あ 

り、 世 豫章先 

生と 蹄す 

(八) 全集 第 


ほ 

(九) 武 帝の 

時の 治 獄吏、 

獄^ 刻 酷に し 


られ て. E 殺す 

( 一 〇) 陸 九 

淵、 字 子靜、 

宋の大 濡、 象 

山と 號す 


に勉々 焉 として 齊 しからん こと を 思うて 以て 其の 君に 事 ふべ し。 

忠 賢の、 事に 於け る や 可なら ざる 所 ある も、 亦 其の 正 理を陳 ベ 君の 心 を 開悟す。 而も 

聽否は 仲 尼 • 孟子と 雖も、 其の 說の行 はるる を必 とする こと 能 はず。 苟も 其の 說の行 

はるる を必 として、 將に智 を 用 ひ 術に 任ぜん とせば、 小人と 異なる ことなし。 故に 曰 

(六)  3 と 

はく、 「若し 夫の 成功の 若き は 則ち 天な り」 と。 

(七) 

豫 章の 羅氏曰 はく、  士の 朝に 立つ や、 正直 忠厚を 以て 本と 爲すを 要す。 正直 なれば 朝 

廷に 過失な く、 忠厚 なれば 天下に^ 怨 なし。 二者 偏すべからず。 正直に 一 にして 忠 

厚なら ざれば 漸く 刻に 入り、 忠 厚に 一 にして 正直なら ざれば 流れて 懦に 入る。 汲^の 

(八)  ひら 

正直 は 公孫 弘の 阿諛 を闢く 所以、 忠厚は 張^の 殘刻 を^く 所以な り。 武帝 國を享 けて 

五十 五 年、 其の 臣の 賢なる、 獨り 此の 一人の み。 朱 子 曰 はく、 「今の 仕官、 心 を盡し 

職 を 盡す能 はざる もの は、 是れ那 の 其の 事 を 先にして 其の 食 を 後に する 底の 心な けれ 

ばな り」 と。 

二  0)  そし  せ 

象 山の 陸 氏 曰 はく、 古人 政 を 間り 人 を 適む るに w 々たらずして、 必ず 務めて 君 心 を 格 

す こと ある 所以の 者 は、 蓋し 君の 心 未だ 格 さ ざれば、 ー邪黜 きて 一 邪 登り、 一 弊 去つ 
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g しの 主の：^. 
ご 人 雄 を fei  a 
1: し 公 

m ら ての 春 

fK し 五名 秋 

m め^ 相齊 
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て 一 弊 舆り、 循環の 虮く然 り、 何 を 以て 窮まり 已 まん。 君の 心 旣に格 さるる に 及ぶ と 

き は、 規模 趨鄕に 燕 越の 若き あり、 邪 正 是非に 蒼 素の 若き あり、 大明旣 に 升り 群陰畢 

伏す。 是れ瓒 々たる 者 亦何ぞ 人の 牙 頰の間 を 汚す に 足らん や。 

^山の 眞氏曰 はく、 忠臣の 心 は 常に 君 身の 强固 にして 君 德の淸 明な らん を 欲す。 故に 

動もすれば 聲色 遊畋を 以て 藥 石の 戒を爲 す。 古の 人 之れ を 行へ る 者 あり、 周 公 是れな 

n)  ^人に り。 姦臣の 心 は 則ち 然ら ず。 君身强 同なる とき は 則ち 必ず 政 機に 倦まず して 權 己れ に 

同じ  よろ -き " 

I に )始|^^ 在り。 君德淸 明なる とき は 則ち 必ず 邪 正 を^らず して、 用 舍宜に 合 ふ。 此れ 正 人君 子 

I 一世. 8 を 立 の 深く 願 ふ 所に して、 撿夫壬 人の 甚だ 便と せざる 所の ものな り。 故に 必ず 之れ を 凝 は 

^に^ ^ すに 逸 欲 を 以てし、 之れ を 導く に 奢淫を 以てす。 然して 後に 其の 君 恣肆昏 荒に して、 

惟 だ 己れ のみ 之れ 聽 さる。 後の 人に 之れ を 行へ る もの あり、 趙高. 仇士良 是れ 

なり。 二人 は 刀 鋸の 餘 なり、 何ぞ 深く 罪する に 足らん。 而 して 春秋の 名 卿 管 仲. 趙武 

の 如き 者 も、 亦 其の 君 六 嬖四姬 の 惑 ある を安視 して 救 ふ 能 はず。 彼の 其の 人 姦^に^ 

ず、 其の 志 凝媚に 非ず、 乃ち 是に 至る 者 は 古人 保 傅の 職 を 知らず して、 兵を强 うし 敵 

てお： Kf^ 虚す。  の リ 

文と 諡す  を 制する を 以て 功と 爲 すが 故な り。 君 を 愛する に 志 ある 者、 其れ 周 公 を 以て 法と 爲し" 


管 仲 • 趙武を 以て 戒と爲 さざる ベ けんや。 

罟 官 

(五) この 條、 呂^ 衆-蒙 訓に曰 はく、 君に 事 ふること 親に 事 ふるが 如く、 官 長に 事 ふること 兄に 事 

小舉 siiilj 篇に  とも 

や： づ  ふるが 如く、 同僚と 與に する こと 家人の 如く、 群 吏 を 待つ こと 奴 僕の 如く、 百姓 を 愛 

十る こと 妻子の 如く、 官事に 處 する こと 家事の 如くす。 然して 後 能く 吾が 心を盡 して 

5 呂 公著、 毫末 も 至らざる ところ あらば、 皆 吾が 心 未だ 盡 さざる 所 あるな りと。 は^? §き 公？^， 

i 子 は 晦叔、 司  . (六) 

馬 光と 交 厚く、 童 索訓 

^死に 臨んで も 作る。 

政. 3  口 を 託す。  {七1  , 

識 量.！ S を以 叉 曰 はく、 官に當 るの 法 唯 だ 三 事 あり。 曰 はく 淸、 曰 はく 愼、 曰 はく 勤。 此の 三者 を 

て稱 せらる、 

知る とき は 身 を 持す る 所以 を 知らん。 

, 」 吳 (^) 曰 はく、 淸とは 廉潔に して 汚れざる を 謂 ひ、 慎と は禮 法を愼 守す る を 謂 ひ、 勤 

と は 職業に 勤む る を 謂 ふ。 是の 三者 を 能く するとき は、 能く 身 を 持して 以て 人 を 治 

むべ しと。 

r  、ン TT5SU、  f 入〕  あ ひま じに  ふ  しゅく に  あ^ 

^&  きに 當る者 は、 凡そ 異色の 人と は 皆 宜しく 之れ と 相 接るべからず。 巫.祝*尼.媼の 
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(1) 以下 三 

條吕氏 童問訓 

のき^ タバ SU? 

嘉言 篇 に出づ 

(二) 得る 所 

の 利 #• ^少な 


に 制せられ、 

在任中 仕事ら 

I- き 仕事 もせ 


霪 花押 を 

重ねて 書き 易 


§ 以下 三 

條小擧 嘉首篇 

(五) 周の 制、 
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類 尤も 宜しく 疎絕 すべ し。 心を淸 くして 事 を 省く を 以て 本と 爲 さん こと を 要 十。 

二)  た ちま  (二) 

後生の 少年 乍ち 官 守に 到れば、 多く 猾 吏の 爲に餌 とせられて， 自ら 省察せ す。 得る 所 

毫末、 而 して 一 任の 間 復た敢 へて 擧動 せず。 大抵 官と 作り 利を嗜 めば、 得る 所 甚だ 少 

i か  ここ  ま こと 

くして、 吏人 盜む 所^られ ず。 此を 以て 重譃 せらる、 良に 惜しむ ベ 


々ユ^ S は. s^。 

敢 へて 舉 ^ せす と は、 


の 任官な- 


吏の 爲 に 制せら るるな り。 不 レ貲. は 

S- るべ からざる なり。 ！i は 罪責な り， 

官に當 る 者 は 先 づ暴怒 を 以て 戒と爲 せ。 事 不可なる あれば、 當に詳 に 之れ を處 すべし" 

そこな 

必ず 中らざる なけん。 若し 暴 怒 を 先に すれば 只 だ 能く 自ら 害 ふ、 き 能く 人 を 害 はんや- 

暴 怒 は 怒の 暴き ものな り。 

中る，. o は S に 中るな り。 

官に當 りて 事を處 する に は、 但だ 著實を 務めよ。 文字 を 塗擦し、 日月 を追改 し、 押 字 

を t 易す るが 如き は、 萬 一敗 露せば 罪 を 得る こと 反って 重 からん、 亦 誠心 を 養 ひ 君に 

事 へ て 欺かざる 所以の 道に 非ざる な 

程 明 道 曰 はく、 一命の 士も 苟も 心 を 物 を 愛する に存 せば、 人に 於て 必ず 濟す所 あらん 

10 周^に、 「一命して を受 く」 と。 今の 第 九 品の 如きの 微な 

と り e 物 は卽ち 入な り， - 一命^ ほ然 り、 況ゃ大 位に： ^る 者 もや。 

或 ひと 問 ふ、 簿は令 を 佐く る 者な り。 簿の爲 さんと 欲する 所 を、 令 或は 從 はず は 奈何。 


擦 は 挑 

取な り。 


伊川 曰 はく、 當に 誠意 を 以て 之れ を 動かすべし。 今 令と 簿と 和せ ざる は、 只 だ 是れ私 

意を爭 ふなり。 II 馮鮮 fill ほ。 令 は 是れ邑 の 長な り。 若し 能く 父兄に 事 ふるの 道を以 

あやまち 

て 之れ に 事へ、 過 は 則ち 己れ に 歸し善 は 則ち 惟 だ 令に 歸 せざる を 恐る、 此の 誠意 を 積 

まば、 豈人を 動かし 得ざる こと あらん や。 

たみ  つく 

劉安禮 民に 臨む を 問 ふ。 程 明 道 曰 はく、 民 をして 各 > 其の 情 を 輸すを 得しめ よと。 吏 

を 御す る を 問 ふ。 曰 はく、 己れ を 正しう して 以て 物 を 格せ と。 ？訇 輸^ ま 結への 

將レ朝 

(六) 1 一 ハク 二 カント  二 ァラ カジ x シ  リテ  二  ス  乂テ  ヲシ  ヲ  -I ズ ハンメ 

禮記 曰、 將レ適 二 公所 一 宿 齋戒、 居 ニ外寢 1 沐浴、 史 進， 一象 笏 1 書 二 思 對命ー 旣服 習- 1 容 

m ベ -I 

觀 玉聲； 乃 出、 

. 適は往 くな り。 公所 は 君の 所な り。 宿 は 前期な り。 史は 文史を 掌る 者。 笏は忽 なり- 

事 を 書して 以て 忽 忘に 備 ふる 者な り。 思 は 君に 吿 げんと 思 ふ 所の もの を 謂 ひ、 對は 

君に 對 へんと 擬 する 所の もの を 謂 ひ、 命 は 君命 を 謂 ふ、 三者 皆笏に 書す。 進んで 忠 

を盡 さん こと を 思 ふの 意 あり。 旣 服と は 朝 服 を 著け 畢る なり。 容貌 *觀 儀 • 佩 玉の 


意 2 に 卷述名 固：: 
5 出 三す 物の ご 

づ文 ° 判 18 
^ 質 こ 度、 せ 
と のの を 暇 の 

m 條文 詳樂ぼ 
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あら か t 

聲、 點撿 至ら ざれば 色 を 人に 失 ふ、 故に 預 め 之れ を 習 ふ。 


始見  . • 

(二  ハク. テュル ニハ  一一 "テン ヲル  一一  i ダリ 

士 相見禮 曰、 始見 一一 于君； 執, 摯至レ 下、 容 彌蹙、 

下 は 君の 所 を 謂 ふなり。 ^は猞 ほ 促の ごときな り。 促 は恭愨 の貌 なり。 其の 恭を爲 

す こと 士  • 大夫 一 なり。 

(又 曰) 庶人 見，, 於 君 一 不， 爲， 容、 進退 走、 §1， 士大 夫則奠 k 摯、 再拜 稽首、 君 答 壹 

ス  キへ  ノ.  ズテヲ メサノ ヲ  ハク  ム ヌ\サヲ  ヘラ 

拜、 Igi な：？^^， 若， 1 他 邦 之 人 一 則 使 T 擯者 還 * 其 摯^; 曰、 寡 君 使 二 某 還 V 象、 賓對 

曰、 君不， t-l 其 外臣； 臣不， I 敢辭； 再拜 稽首 受、 

(二)  (111)  ただ 

白 虎 通に 曰 はく、 臣の 君に 見えて 摯 ある 所以 は 何ぞ。 は 質な り。 己が 誠 を 質し 己が 

1 1 ん ふく  たが 

悃愒を 致せば なり。 王者 は臣 (子) の 心に 因りて 以て 之れ が 制を爲 し， 其の 尊卑 を 差 

はして 以て 其の 意に 副 ふ。 子 父に 見 ゆるに 摯 なき は 何ぞ。 至 親 なれば なり。 見 ゆる こ 

と 時な し、 故に 贊 なし。 臣の 君に 事 ふる は義を 以て 合 ふなり、 親 を 得て 供養す、 故に 

己が 誠 を 質し 己が 意に 副 ふ、 故に 摯 あるな りと。 


(一) 10 


士相見 義に曰 はく、 天子より 庶 人に 至る まで 皆摯 あり。 摯は 致な り、 其の 志 を 致す 所 

以 なり。 天子の 摯 は鬯、 諸侯 は 玉、 卿 は羔、 大夫は 雁、 士は 雉な り。 鬯は德 の 遠く 聞 

ゆる を 謂 ふ。 玉 は 度 を 一 にして 易 はらざる を 言 ふ。 羔は柔 にして 禮 ある を 言 ふ。 雁 は 

進退 時 を 知る を 言 ふ。 雉 は 其の 節に 死す る を 言 ふ。 故に 天子 は 遠德を 以て 志と 爲し、 

諸侯 は 度 を 一 にす る を 以て 志と 爲し、 卿は禮 ある を 以て 志と 爲し、 大夫は 進 返 を 以て 

志と 爲し、 士は 節に 死す る を 以て 志と 爲す。 志す ところの 義を 明かに して 天下 治まる。 

故に 其の 摯を 執る 者 は 志 を 致す 者な り。 君の 摯は 神に 事 ふる を 以てし、 臣の摯 は 人 を 

養 ふ を 以てす。 唯 だ 君は摯 を受 くるな り、 唯 だ 君 は 養を爻 くるな り。 其の 君に 非ざる 

とき は 摯を辭 して 養に 當ら ず。 

朝 禮 

(En ュ 〈ク  ノ  スル -I ハ - 一 ョ リシ ゲッノ  マ ョク ヌ 

曲禮 曰、 大夫士 出 二 入 君 門 一 由 一一 閬 5® 右一 不レ踐 レ闕、 

(S) - 一  ハク リ. -_  タ =.9  シ ルガ レ ラレ 

論語 曰、 入 二 公門 一 鞠躬如 ま レ身 也、 如， 不 レ容、 

朱 子 曰 はく、 公門 は 高大に して、 容 れられ ざるが 若く する は 敬の 至りな り • 
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ッ -I  セニ  クー I  マヲ r-  f  ！  J^i  t、 グ レバ ヲ  タリ  タ リノ タリ ルラ 

^つ 1i 立 不 レ中レ 門、 行 不， 履， 閾、 ぎ， 過， 位 色 勃 如 也、 足 遝 如 也、 其 言 似 二 不レ足 

者； 

朱 子 曰 はく、 位 は 君の 虚位、 君 在らず と雖も 之れ を 過ぐ る や 必ず 敬し、 言 足らざる 

まし ひま X 

に似て 敢 へて 肆 にせざる なり。 

§ 同前 攝レ 齊 升レ 堂、 鞠躬如 也、 昇， 氣似ニ 不レ息 者 一 

かかぐ る 

朱 子 曰 はく、 攝は樞 なり、 齊は 衣の 下の 縫な り。 禮に、 將に 堂に 升らん として、 兩 

手に 衣 を 樞げ、 地 を 去る こと 尺なら しむと。 之れ を躡 みて 傾跌 して 容を失 ふ を 恐る 

るな り。 屛は藏 なり。 息 は 鼻息の 出入す る ものな り。 

(一一 一) 

デテ レバ ヲ ハナ チテ ヌ  タリ シテ ヲ リ /バ タリ レバ ノ  -I シュ クセキ タリ 

(三) 00 出 降 一一 一 等； 逞二顏 色； 怡々 如 也、 沒， 階 趨進翼 如 也、 復 一一 其 位； m  如 也、 

朱 子 曰 はく、 等 は 階の 級な り。 逞は 放な り。 漸く 尊ぶ 所 を 遠ざかり、 氣を舒 ベて 顔 

S 禮記の を 解く。 恰々 は和悅 なり、 沒， 階 は 階 を 下り 盡 すなり。 趨は 走りて 位に 就くな り。 

!w 名、 ここ は 

その上 篇 にあ 蹴錯は 恭敬して 寧から ざるの 貌。 位に 復 して 蹴^なる は 敬の 餘 なり。 

:iy  :,、  5  (wn! 一一  ハク  シテ セバ モト  ズラ ム カフ レヲ .v、  D- (五) リテハ 二  タ ヲ リテハ 一一  ク 

00H 曲禮曰 君命 召、 雖ニ賤 人 一 大夫 士必自 御レ 之、 鶴、 迎 在， 官 不レ俟 レ顾、 在， 外 不レ俟 

(六) 曲 12 下  ヲ fs、  nrvtlK -、  t  (六)  ュル トキ ハ  -I  シス レバ レヌ チリ シ リゾキ  メ  ス  シ へテ ス レバ 

篇 ， レ車、 §紫1 せ | 也、 外 大夫士 見 一一 於 國君ー 君 若勞, 之 則 還 辟、 再拜 稽首、 君若迎 拜、 


則 還 辟、 不二 敢答 拜； S 君 

害 I お、 ^pl_ 色 勃き、 r 足 i々l、 ， £g 一き ャ 左 二 ま 一 

衣前 後檐如 I、  ^1. ^^ぎ 抓リ 也、 II、 賓％  4復％モ 賓^ 齔矣、 

朱 子 曰 はく、 君 を 敬す るを舒 ぶるな り。 

侍 坐賜惠 

^ 籠の 玉藻 日、 凡ゾ侍 一一 キハ 於^  $ 足 無： きお r ク シーア 崎 俯 垂キ K メ而 

聽レキ 也， 上. ^ 

、し- ！.  ff?) ヌル トキ ハ 1^  、ズ ク 一- ル トキ ハ 力 チズ キテ ル  -- 

(九) I 侍 坐 則必 退レ 席、 不レ 退 則必引 而去こ 君 之黨ー 龍〕 ^1E.P^I1& 

ク トキ ハ チ y リヲ  シテ  ー|  〈ク 

退 則 坐 取, 屨、 隱辟 而 后屨、 

^  I  士 相見禮 日、 若君 賜 一一 之 食； 則 君 祭 先 飯、 iral、 君 4ーーも4ゃ £、 

sli^l^ fil^  ^ ス d 51 者； 則き 一 君 之き £、 琴嘗 

曲禮 or 展ニ果 於 君 前； 其 有， 核 者、 懷 二 其 御 二 貪 於 I； 君&、 器 之 ^7.. へ キあ不 

k^*  ^-^^a^> 漑、 謂 = 陶样之 器 - 也、 

レ P?  土ノ  f  i^IK= 不レ漑 謂，， 萑竹之 器 f 
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(一) ^1 

第 十三 章 


(二) 左傳原 

文 はこの 間に 

r 敢寊 -I: 大子之 

命 1 無-下 拜ー」 

の 文字 あり 

(一一 一) 漢の翻 

向の 撰、 君 

道 • 臣術 • 建 

本 等 二十 篇ょ 

b 成り、 各篇 

^說 逸話 ％列 

舉す 

学 は 平 仲、 齊 

の大 夫、 節儉 

わ 行 を 以て 名 

あり、 晏子春 

秋 も 作る 
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-ー 〈ク  フ トキ ハ. - ヲ  リテ テス ヌ  ハズ テスに ト，， ヲ  ダラ ズル r  テ  セ 

玉藻 曰、 君 賜 二 車馬 一 乘 以拜， 賜、 衣服 服以拜 11, 賜、 君 未， 有， 命、 弗-一 敢乘 服， 也 _ 

君 賜 稽首、 據， 掌 致 n 諸 地； 露 酒^ 之 賜 弗， - 再拜； 條、 

二)  二 ハク  へバヲ  ズゥシ ヲヅ厶 レヲ  へバヲ  ズグ厶 レコ 

論語 曰、 君 賜 a 食、 必正レ 席 先嘗レ 之、 君 賜， 肫、 必熟^ L 之、 


薦 -I 之 組 考 I 

な^: 也、 


君賜レ 生、 必畜 


不 3敢當-, 客 位 J 

也 、解 出 W 于上 T 


レ之、 お^ f- 侍，, 食 於 君 一 君 祭 先 飯、 

左傳、 周襄王 使，， ,宰孔 賜， | 齊 侯胞； ^ 日、 天子 有， 事二于 文武" 二 伯 i 

K 琴 t; 健 If 齊侯將 二 下拜ー 孔曰、 且有ニ 後 命； 天子、 使 n 孔 Hh 以 n 伯 あ 1 加^ 


賜 二 1 級" I、 無二. 下拜； 對 曰-、 天威 不. き 11、 籠 ず $  I 

侯 (一お r ハ 員，^ ifK、 頃 鐘, 也、 據： 天 王 居！、 ん ss ラン； ミ Ncfe5、 お-〉 フン ャ トド^、 ドも トテ， し、 

名 S お 二  ザ 71 故 言 恐 顚き于 下 一 云々， 丸 遺 I！ テ子羞 1 敢不 ！| 下拜 1 下拜登 _1  ん 

拜-堂 下 I 受，， 作 於 堂上 f 

事 出 II 左 氏 僖公九 年 f 

說苑 に、 晏子 楚に聘 せらる。 楚王橘 を 進めて 削 を 置く。 晏子 削せ ずして 之れ を 幷 食す 《 

楚王曰 はく、 「橘 は當に 剖き 去るべし」 と。 晏子對 へて 曰 はく、  r 臣 之れ を 聞く、 人 主 

きつ いう 

の 前に 賜 ふ 者 は、 瓜 桃 は 削せ ず、 橘 柚 は 剖かず と。 今王敎 ふるな し、 臣敢 へて 剖かず < 

臣 知らざる に 非ず 一 と。 


^な 也、 

白 «! 


恭 敬 


(五) その上 

«|、  ；？ < 小 SJf. 明 

^篇 にも 出づ 


(六) §^ 

名 


(七) 下篇 


(八) 1S1 

第 十三 耷 

(九) £ 書 m 


(】0) 論語 

鄉^! バ章 


曲 f  口、 凡爲. 君 使 者、 已受- 命、 君 言不， 宿 二 於 家, t,-§ 君 言 至、 主人 出 拜， 一 君 言 之 

-キけ  レバ チ ズ  ス  -I  fr<  ^1 シ セシム レバ ヲズノ  -I チズ  ズ ズレヲ  レ ペチ 

¥, 使者お 則 必拜， 一 途于 門外 Tf;M 、若 使 二 人 於 君 所； 則 必朝服 而命レ 之、 使者 反 則 

ズリ テヲ  ク ヲ 

必下レ 堂 而受レ 命、  . 

(六)  一一 ハク ゾラス ル  -I  ハチ ヒ  ト  ル モノ ハー ーチヒ  ト  ルモ /へ 一一 

士相： ^禮 曰、 凡自稱 一一 於 君； 士大夫 則 曰， 一 下臣； 宅 者 在， 邦 則 曰 一一 市井 之臣ー 在, 野 

則 曰 二 草 茅 之臣ハ 庶人則 曰 一一 刺 g 除草 之臣； 他 國之人 則 曰， 一外 臣； 

曲禮 曰、 執，， 天子 之 器， 則 上， 衡、 ig:^、、 國君 則 平， 1、 大.^ ^緩，^ ^^下".^ 

レヲ ソ レバ ノ ヌ ，, -、 J ルモ キヌ クス ルガ クへ  リノ ヲ レバ  ヲ チウ、 -I シノヲ r- 

則提， 之、 凡 執 二 主 器, き お 執 ，輕 如， 不， 克、 執 二 主 器； 操， 1 幣 圭璧； 則 尙ニ 左手, 傳レ左 

行 不^^ 足、 車輪 

3  -ー  ハク ム-ー  ル 

論語 曰、 疾 君視， 之、 東 首 加， 一朝 服, 拖， 紳、 

朱 子 曰 はく、 東 首して 以て 生 氣を受 くるな. 

ず。 叉 褻 衣 を 以て 君に 見 ゆべ から ざれば なり。 

士；： 月 必 朝服而 朝、 

朱 子 曰 はく、 吉月 は月朔 なり。 孔子^に 在りて 致仕せ し 時 此の 如し。 
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曳レ 踵、 


病臥して 衣 を 著、 束帶 する こと 能 は 
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曲禮 曰、 國君死 二 社稷； |葬呤％大 あ 死. 衆、 ^死 x 制、 ills^lss^f き 

(二)  ノ  -ー  セント ヲ レテ ス チ シャゥ ル カラ テ ス テ -I ヅム 

公 羊傳、 宋 督將, 弑こ 殤公； 孔父生 而存、 則 瘵 公不， 可 二 得 而弑， 也、 於レ是 先攻， 一 孔父之 

家 一 、礤 公、 知 二 孔父死 己 必死； 趨而救 皆 死焉、 孔父 正. 色 而立 二 於 朝 一 則 人 

莫,. 敢過而 致 二 難 於 其 君 一 者^; 孔父 可レ謂 一， 一義 形 一一 於 色 ー矣、 

晉懷公 命 無， 從 二 亡 人； I、 耳 期， 期 而不， 至、 無， 赦、 狐 突 之 子 毛 及偃從 二重 耳 ー在レ i、 

弗レ 召、 |~ 懷公執 二 狐 突, 曰、 子來 則 免、 對 曰、 子 之 能 仕、 父敎二 之 忠 - 古 之 制 也 

V ヲメ ヲ アル ハ ^ッ ミナ リ ir  ^  ？  〈ル 「二 リ  シサ バレ ヲ フル ナリ 

策， 名委， 質、 甙 乃 辟 也、 fHSII 今臣之 子、 名 在-一重 耳 一有 二 年 數ー矣 、若 又 召， 之 敎 こ 

レニ ヲ  へ パー ーヲ  ヲテ ヘン  一一  ノ  ルハ チラ  二  > ヲ テ シ クセバ 力 チ 

之 貳ー 父敎 二 子貳； 何以 事， 君、 刑 之不， 濫 君 之 明 也、 臣之願 也、 淫， 刑 以逞、 誰 則 

無レ 罪、 臣聞, 命矣、 乃 殺， 之、 

(H)  ムヲ  シテ  ヲキ -I ムラ ル 「一一  ハク ノ ク テリ 二 ラント  へテ  ズ 

楚子圍 に 木、 晉使 二解揚 1 如に 木 使 k 無い 降 レ 楚、 曰、 晉師悉 起、 將, 至 矣、 鄭人囚 而獻ニ 

諸 楚； 楚子 厚賂， 之、 使 k 二 其 言； き不， 許、 三 而許レ 之、 k 諸 樓車， M 使 T 

ビテ ヲ  ゲ レニ  ニス ノ ヲ  -ー サン ト レ ヲズテ  レトハ ハク -ー シテ 二 シテ 

呼， ー宋人 一而 吿+ 之、 遂致ニ 其 君命 一 楚子將 レ殺レ 之、 使 二 與レ之 言, 曰、 爾旣許 二 不穀； 而 


(五) 資冶： 通 

^卷 s、 周赧 

王 三十 一 年に 

出づ 

(六) 燕の 將 


(七) 左傳襄 

公二 十五 年 


反レ 之 何故、 非 二 我 無 r 信、 女 則棄, 之、 速卽， 1 繭 刑； 對 日、 臣 si, 之、 ^能 制, ^ 

レ義、 臣能 承， 命爲， 信、 信 義而 行， 之 爲， 利、 謀、 不， 失^、  あ； 民 之 主 # 

I ハきー 一信 一 SKr 不 ％ き ニー 一命 一 謹 p 君 之^ 区、 不 d ま 3!%  V 

レ死 無， 霣、 g;^ 又 可 レ赂、 臣之 許， 君、 以成， 命、 Is 死而 11 命 臣之サ i ヒ也、 寡 

君 有 二 信臣， s なき 下臣 獲. 考 I、 成 死、 叉 何 求、 楚子 ユ^.^ 44、  ^ 

(五)  (六) 

通鑑 に、 樂毅齊 を 破り、 晝邑の 人 王 蜩の賢 を 聞き、 軍 中に 令して 晝邑を 環る こと  一二 

十 里に して 入るな からしむ。 人 をして 蜩を請 はしむ。 蜩 謝して 往 かず。 燕 人 曰 はく、 

r 來ら ざれば 吾れ 且に 晝邑 を^らん とす」 と。 蜩曰 はく 、「忠臣 は 二君に 事へ ず、 烈女 

は 二 夫を更 へず。 齊王 吾が 諫を用 ひず， 故に 退いて 野に 耕す。 國 破れ 君 亡ぶ、 吾れ^ 

する こと 能 はず。 而 るに 又 之れ を 劫かす に 兵 を 以てせん と 欲す、 吾れ 其の 不義に して 

生きん より は 死す るに 若かず」 とい ひて、 遂に 其の 頸を樹 枝に 經け、 自ら 奮 ひて 脰を 

絕 ちて 死せ りと。 

(七) 

齊^ 杼弑二 其 君 光； 晏子 立， 一 於 崔氏之 門外； |レ% 其 人 曰、 死 乎、 曰、 獨吾 ノ君也 f、 吾 

死 也、 S;J1、- 衆 日 行 乎、 日、 吾 罪 也 乎 哉、 吾 亡 也、 ド| モ 亂お、 ^ 君み に， ir% 
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三 五 


修敎耍 錄卷之 九  三 五 二 

ト、, r  タル-一  テシノ ガン ヤヲ  レヲ ドル クル 1| ハ  ナ ラン ヤノ  ノ  ヌ レフ ナ リ,、 

君レ民 者、 豈 以陵レ 民、 社稷 是 主、 臣レ君 者、 豈爲 U 其 ロ實ー 社稷 是養、 IS 不，. 

ifl^^s^l 故 君爲二 社稷-死 則 死 VN、 爲ニ社 あ- 亡 則 亡^^  i^g 若爲 k 己 死 而 

ズ - 一 レガ グ レバ ズ ノシ ヂッニ レカ テ ゼン レニ  ッ "テ ス レヌレ ンゾ ン 

爲， 己 亡、 非 二 其 私暱" 誰 敢任. レ之、 igTlsgl 且人 有レ君 而弑レ 之、 吾焉 得 

レ死 rf^ 1 焉 得 レ亡レ ぶ、 一き 待 難 1レ# 一 於^ ^何 所 亡 4、 門 あ^ん、 

セ シメテ ヲ -I  ス—、 タチテ タビ リテ ヅ i  -1 ci-, 

枕： 尸 股 1 而哭、 露 與 三. 踊而 出、 顏傅 年， 

周 i 調 人、 君之讎 阪， 父、 師長 之 讎胝， 1 兄弟.； 主 友 之 ^眠 n 從父 兄弟 一 

史 記に、 韓 -餽* 趙氏智 伯 を 殺し、 其の 田 を 分つ。 趙 襄子智 伯の 頭に 漆ぬ りて 以て 飮 

器と 爲す。 智 伯の 臣豫讓 之れ が 爲に仇 を 報いん と 欲し、 乃ち 詐 りて 刑 人と 爲り、 匕首 

を 挾みて 襄 子の 宮中に 入り、 厠 を 塗る。 襄子 厠に 如きて 心 動く。 之れ を 索む るに 豫襄 

を獏 たり。 左右 之れ を 殺さん と 欲す。 褒子曰 はく、 r 智伯 死して 後な し、 而 して 此の 人、 

爲に仇 を 報いん と 欲す、 眞に 義士な り、 吾れ 謹んで 之れ を 避けん のみ」 と、 乃ち 之れ 

ゆる 

を舍 す。 豫讓又 身に 漆して 癩と爲 り、 炭を吞 みて 啞と爲 り 行いて 市に ハ乙 ふ。 其の 妻 知 

らず。 行きて 其の 友を兒 るに、 其の 友 之れ を識り 之れ が爲に 泣いて 曰 はく、 「子の 才 

を 以て 趙孟 に臣 とし 事へば、 必ず 近 幸せら るる を 得ん。 子 乃ち 爲 さんと 欲する 所を爲 


せ、 顧 ふに 易から ず や。 何ぞ 乃ち 自ら 苦しむ こと 此の 如くして、 以て 仇 を 報いん こと 

を 求む る。 亦 難から ず や」 と。 豫讓 笑って 之れ に應 へて 曰 はく、 「不可な り。 旣に已 に 

質 を 委して 臣と爲 る、 而 して 又 之れ を 殺さん こと を 求む る は是れ 二心な り。 且つ 先知 

の 爲に後 知に 報い、 故 君の 爲に新 君を賊 し、 大いに 君臣の 義を亂 る は、 吾れ 之れ を爲 

さず。 凡そ 吾が 之れ を爲す 所以の 者 は、 君臣の 義を 明かに し、 難しと 雖も 避けざる が 

所以な り」 と。 襄子 出づ。 豫讓撟 下に 伏す。 襄子 橋に 至り 馬 驚く。 之れ を 索め て豫讓 

を 得、 遂に 之れ を 殺す。 

(二)  なん ぢ (出) 

わに：： 戰^ 王孫 賈齊の 問 王に 事 ふ。 王 出で て 走る。 王の 處を失 ふ。 其の 母 曰 はく、 「女 朝に 去りて 

や &rT1 下に 出 

^に ill 晚 く來れ ば、 則ち 吾れ 門に 倚りて 望む。 女莫に 出で て 還ら ざれば、 則ち 吾れ 閭に 倚り 

て 望む。 女、 今 王に 事へ、 王 出で て 走る、 女 其の 處を 知らず、 女 尙ほ何 ぞ歸る や」 と。 

たうし 

王孫 莨 乃ち 市中に 入りて 曰 はく、 「淖 齒齊 國を亂 りて 閔王を 殺す、 我れ と 與に齒 を誅せ 

んと 欲する 者 は 右 を 积げ」 と。 市人 之れ に 從ふ者 四百 人、 與に淖 齒を誅 し 刺して 之れ 

を 殺す。 
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忠 佞 

孔子 曰、 主 M 忠信 一 

2) 

程 子 曰 はく、 人道 は 唯 だ 忠信に 在り。 誠なら ざれば 物な し。 且つ 出入 時なければ 其 

o^-t!- 一) 

の 鄕ふ所 を 知るな きもの は 人心な り。 忠信な きが 若く ば 豈復た 物 あらん や。 ^ョ曰 

はく、 人 忠信なら ざれば、 事皆實 ならず。 悪 を 爲すは 易く、 善 を 爲すは 難し。 故に 

擧者 必ず 是れを 以て 主と 爲す。 

〔5  〈ク 二  ノリ テ ル ナラ 

曾 子 曰、 爲, 人 謀而不 レ 忠 乎、 

朱 子 曰 はく、 己れ を盡す 之れ を 忠と謂 ひ、 實を 以てする 之れ を 信と 謂 ふ。 

g) 〈ク  ハ 

又 曰、 夫子 之 道 忠恕 而已 矣、 

朱 子 曰 はく、 己れ を盡す 之れ を 忠と謂 ひ、 己れ を 推 十 之れ を 恕と謂 ふ。 而：， しと は^ 

盡 して 餘 なきの 辭 なり。 又 (曰 はく、 忠は 己れ を盡 すの 心、 少しの 僞妄 なし。 其の 必 

ず此に 於て 本と する を 以ての 故に 道の 體と S ふ。 恕は 己れ を 推して 物に 及ぼ L 各. *• 

欲する 所 を 得て、 W て 其の 必ず 是れに 由って 焉れに 之く。 故に 道の W と：：： ふ。 "へ 2 

はく、 忠は卽 ち是れ 實理、 維れ 天の 命於榨 として 已 まざる が 如く、 亦 只 だ 這の實 理 


を 以て 流行して 萬 物を發 生す。 牛 之れ を 得て 牛と 爲り、 馬 之れ を 得て 馬と 爲り、 草 

■ 木 之れ を 得て 草木と 爲 ると。 

大學 曰、 君子 有， 1大 道； 必忠信 以得レ 之、 驕 泰以 失， 之、 

(八〕 

(八) 大！ f 章  朱 子 曰 はく、 己れ を發 して 自ら 盡すを 忠と爲 し、 物に 循 つて 違 ふこと なき を^と 謂 

句に 出づ 

ふ。 又 曰 はく、 己が 心を發 して 自ら 盡す とき は 忠と爲 し、 物理に 循 つて 違背せ ざる 

とき は 信と 爲す。 忠 は是れ 信の 本、 信 は是れ 忠の發 と。 伊川、 明 道に えて、 此の 

語 尙ほ晦 しと。 故に 更に 云 ふ、 己れ を盡す 之れ を 忠と謂 ひ、 實を 以て 十る 之れ を 信 

と 謂 ふと。 便ち 更に 穩當 なり。 

(九) 後漢の 馬融 が忠經 の、 天地神明 章に 曰 はく、 昔 在至理 のとき、 上下 ー德 以て 天 休を徵 す、 忠 

人、 字は季 長、 

の 道な り。 犬の 覆 ふ 所、 地の 載す る 所、 人の 展む 所、 忠 より 大 なる は莫 し。 忠とは 中 

二 〇) 孝轻 

S して 作る、 なり、 至 公に して 私な し、 天 私な くして 四時 行 はれ、 地 私な くして 萬 物 生じ、 人 私な 

、ー1 。八^  とほ たお  を さ 

くして 大に亨 りて 良し。 忠とは 其の 心 を 一 にす るの 謂な り。 國を爲 むる の 本 何 ぞ忠に 

らる。 天地 神  ー 

£s その 第 由る ことな からん。 忠は 能く 君臣 を 固く し 社稷 を 安んじ、 犬 地 を 感ぜし め 祌明を 動か 

1 袁 なり 

十。 而る を^ や 人に 於て を や。 夫れ 忠は 身に 興り 家に 著 はれ 國に 成る。 其の 行 は 一 な 
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り。 是の 故に 其の 身に 一 なる は忠 の； g なり。 其の 家に 一 なる は忠の 中たり。 其の 國に 

1 なる は忠の 終な り。 身に 一 なるとき は百祿 至り、 家に 一 なるとき は 六親 和し、 國に 

一 なるとき は 萬人理 まる。 書に 云 ふ， 惟精 惟 一 、 允 執 一一 咴中 一と。 

(己 ，， 

冢臣 章に 曰 はく、 臣と爲 りて 君に 事 ふる は忠 之れ が 本な り。 本 立ちて 而る 後に 化成る。 

(111)  (5 

冢臣 君に 於て 一 體と謂 ふべ く、 下行 ひて 上 信ず.。 故に 能く 其の 臣を 成す。 夫れ 忠は豈 

惟 だ 君に 奉じて 身 を 忘れ、 國に徇 ひて 家 を 忘れ、 色 を 正しう し辭を 直にし、 難に 臨み 

節に 死す るの みに 在らん や。 沈 謀潛 運、 國を 正し 人 を 安んじ、 賢に 任じて 以て 理を爲 

(五) 

し、 端 委して 自ら 化す。 其の 君 を 尊んで、 天地の 大、 日月の 明、 陰陽の 和、 四時の 信 

あり。 聖德洋 溢して 頌聲 作る。 書に 云 ふ、 元首 明 哉、 ^肱 良 哉、 庶事^ 战と。 

{七)  おかき 

辨忠 章に 曰 はく、 大 なる 哉忠の 用た る や、 之れ を邇に 施す とき は、 以て ま 邦 を 保つ ベ 

く、 之れ を 遠に 施す とき は、 以て 天地 を 極むべし。 故に 明主の 國を爲 むる や、 必ず 

先づ 忠を辨 ず。 君子の 言は忠 にして 佞なら ず、 小人の 言 は 佞に して 忠 に似て 非な り、 

之れ を 聞く 者 惑 はざる は鮮 し。 夫れ 忠 にして 能く 仁なる とき は、 國德彰 はれ、 忠 にし 

て 能く 知なる とき は 國政擧 がる。 忠 にして 能く 勇なる とき は 國難淸 し。 故に 其の 能 あ 


りと 雖も、 必ず 忠に 由り て 成る。 仁に して 忠 ならざる とき は 其の 恩 を 私し、 知に して 

か • ' .  かろ 

忠 ならざる とき は 其の 詐を 文り、 勇に して 忠 ならざる とき は 其の 辭を 易ん ず。 是れ其 

の 能 ありと 雖も、 不忠 を 以て 敗る るな り。 此の 三者 辨ぜ ざるべからず。 書に 云 はく、 

I 一一 刖淑 慝 一と。 其れ 是れを 謂 ふか。 

盡忠 章に 曰 はく、 天下 忠を盡 して 淳化行 はる。 君子 忠を盡 すと き は 其の 心を盡 し、 小 

人 忠を盡 すと き は 其の カを盡 す。 力 を 盡す者 は 其の I に 止まり、 心 を 盡す者 は 遠に 洪 

ぶな り。 故に 明 王の 理 むる や 務めて 賢に 任ずる に 在り。 賢臣 忠を盡 すと き は 君德廣 し。 

政敎 之れ を 以て 美に、 禮樂 之れ を 以て 興り、 刑罰 之れ を 以て 淸く、 仁惠 之れ を 以て 布 

き、 四海の 內 太平の 音 あり。 嘉祥旣 に 成り 上下に 吿ぐ、 是の 故に 雅頌 を播 きて 無窮に 

傳ふ。 

ヒト ハク (二〕  ァリテ ト ナラ  ハク ンゾ ヒン ヲ ァ タル-一 一一 テス レバ ヲ  t マル  一一  ラノヲ 

或 曰、 雍也仁 不：. 佞、 子 曰、 焉 用, 佞、 御 K 人以， 一 口 給； ^悅ニ 於 人； 不, 知 一一 其 仁； 

ンゾ ヒン ヲ 

焉 用, 佞、 

朱 子 曰 はく、 佞 は 口才な り。 仲 弓 人となり 重厚 簡默 なり。 而 して 時人 佞 を 以て 賢と 

爲す。 故に 其の 德に 優る を 美して、 其の 才に 短なる を 病めるな り。 ^は當 なり、 猶 
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ほ應 答の ごときな り。 給は辨 なり。 憎は惡 なり。 言 ふこ ころ は、 何 ぞ佞を 用 ひん や、 

佞人の 人に 應答 する 所以の 者 は、 徂だロ を 以て 辨を 取りて 情實 なし。 徒らに 多く 人 

の爲 に憎惡 せらる るの み。 我れ 未だ 仲 弓の 仁 を 知らず と雖 も、 然も 其の 佞なら ざる 

は 乃ち 賢た る 所以に して、 以て 病と 爲 すに 足らず。 再び 焉用， 佞と 言 ふ は、 深く 之 

れを曉 す 所以な り。 

孔子 曰、 放 二 鄭聲ー 遠 一一 佞人； 鄭聲 淫、 佞人 殆、 

朱 子 曰 はく、 放 は 之れ を禁絕 する を 謂 ふ。 鄭聲は 鄭國の 音、 佞人 は卑？ i 辨 給の 人な 

り。 殆は 危なり。 

011) ハク ムノフ プ ヲ  ム  ルヲヲ  ム  ス  ヲヲ 

又 曰、 惡, 1 紫 奪 P 朱 也、 惡ミ鄭 聲之亂 -I 雅樂 1 也、 惡 V 利口 之 覆 II 邦家 1 者 h 

朱 子 曰 はく、 朱 は 正色な り。 紫 は 間色な り。 雅は 正な リ。 利口 は^ 給な り。 覆 は 傾 

敗な り。 

ハク (S)  シ 

叉 曰、 巧言令色 鮮矣 仁、 

朱 子 曰 はく、 巧 は 好、 令 は 善な り。 其の 言 を 好み、 其の 色 をお くし、 飾 を 外に 致し" 

務めて 以て 人を悅 ばし むる とき は、 人欲 肆 にして 本心の 德 t ぶ。 聖人の 辭は迫 切な 


のの 二 朱^も 魯仕 元:: 一心 二々 赧の L だ路 り^^ 3  B 啳 2 荏に 貨:^ 出 

器 IT  の ふ 帝 一章 下 —し々 色て 同 曰お ふか は 章 文 0 しつ 篇 C づ 
朽官 じ( き 卷て人 、*c に篇 一と 然も 言 じ はる はしく に 公！^ と 色 第 

お ' に 六 知 、字 成 出 第 出れ 觌 ふかくと 夏て 、~n、' ，屮パ, お 十 論 
作 供 少,' |',  \- ら 剛は 帝^ づ三 づ りる、 ら' ° 畦 iss  %  n  s づ rffi  二 語 
る 御 府づ 七る ^游 にの 十^  ^に 其す 未 子よ ひも 子 第-了- 内: agi 


(七) らず、 專ら鮮 と 言 ふとき は、 絶えて なき こと 知りぬべし。 學者當 に深戏 すべき^な 

(八) ^語！ I  ,  、 

M^T 訐 り。 程う 曰 はく、 巧言令色の 仁に 非ざる を 知る とき は、 則ち 仁 を 知る と。 朱う 曰 は 

以て^. 0^ す  十， から  よろこ 

：:  く、 容貌 辭氣の 間 正に 舉者待 養 力 を 用 ふるの 地な り。 然して 巧 令 以て 人の 觀聽 を說 

ばし むる に 意 あるとき は、 心外に 馳 せて 仁 鮮し。 是の 若く 此の 待 養に 就きて 發 する 

うち 

とき は 跺妄を 禁ず。 動く とき は 必ず 溫恭 にして、 只 だ 自家 內 を^く し 外 を 方に する 

の實 事に 體當 する を 要す。 乃ち 是れ 己れ を爲 すの 切、 仁 を 求む るの 要、 復た 何の 病 

c<) 

あば  f*3)  や はら か 

か あらん。 又 曰 はく、 小人 は 肝いて 以て 直と 爲し、 しく 內袢 なれば、 巧言令色 

者と 同じから ずと 雖も、 然も 其の 矯情 飾僞の 心を考 ふるに、 實に 巧言令色の 尤なる 

者な り。 故に 聖人 は 之れ を惡 む。 お ふ 言 辭を修 雀す る は 誠の 立つ 所以な り。 言辭を 

修飾す る は 僞の增 す 所以な り。 發原 する 處^ だ 同じから ず。 夫子の 所謂 巧 令 仁鮮し 

と は、 原 を 推して 巧 令の 病の 從 つて 來る所 を 察す。 止 だ 是れ爲 にす る 所 ありて 然り。 

「未だ 同じから ずして 言 ふ」、 「言 を 以て 人 を^る」、 「脅 笑」、 「喜 を 以て 人に 隨 

ふ」 の 類の 如き は、 皆爲 にす る 所 あるか。 曰 はく、 爲に する 所 あるの 說甚だ 善しと。 

つ 二)  (二ミ 

朱 雲の上 書に 曰 はく、 「臣願 はく は尙 方の 斬 馬の 劍を賜 はりて、 佞臣 一人 を 斬り 以て 
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其の 餘を厲 まさん」 と。 上 問 ふ、 「誰 ぞ や」。 對 へて 曰 はく、 「張^な り」。 上 大いにお 

まの あた 9  ひ きゐ 

つて 曰 はく、 「小臣 廷 師傅を 辱 かしむ、 罪死赦 さず」 と。 御史、 雲 を將て 下る。 雲、 

しも (二 ) 

殿の 檻に 攀づ、 檻 折る。 雲 呼んで 曰 はく、 「臣下 龍 逢 • 比 干に 從 ひて 地下に 遊ぶ を 得 

(三)  (冠) 

ば 足る」 と。 左將 軍辛慶 忌、 宫を兗 じ 印 絞 を 解き 殿下に 叩頭して 闩 はく 、「此の 臣 素と 

狂 直 世に 著 はる。 其の 言 をして 是の ごとくなら しむる も誅 すべから ず。 其の 言 固より 

當に 之れ を容 るべき に 非ず」 と。 上意 解く。 後 R つて 殿 檻 を 治す。 上の 曰 はく、 「易 ふ 

る こと 勿れ」 と。 因って 之れ を糾 して 以て 直臣 を^す。 

宋の 世祖紀 に、 魏帝 群臣に 謂って 曰 はく、 高 允の 如き 者 は 乃ち 眞に 忠臣な り。 朕 過 あ 

まのあたり 

れば 未だ 嘗て 面 言 はずん ば あらず。 朕 聞く に 堪えざる 所の 者 あるに 至りても、 允 は 

皆 避く る 所な し。 朕 其の 過 を 聞きて、 而も； 大 下知らず、 之れ を忠 と 謂 はざる ベ けんや。 

公 羊傳， 孔父 正， 色 而立， 一 於 ま 一 則 人莫ァ 敢過而 致， 一難 於 其 君, 者 h 孔父 可, 謂 2 義形， | 於 

色 1 矣、 

ハク (七) ハ  メヲ スル r  7 レ. マ jk  -- 

左 傳昭公 十四 年、 孔子 曰、 叔向古 之 遣直 也、 治， 國制 レ 刑不， 隱， 一 於 親； 

S 

前 漢の汲 黯の傳 に、 黯面 折して 人の 過を容 るる 能 はず、 己れ に 合 ふ 者 は 善く 之れ を 待 


正 名 せ ^社の 二 行 り もに 又 人 仁 二 引綱 ニク' 七 二 7 三スの ^^で 年 2 出 

激臣ら と 如 股 一- 修 。討 仕^  、人— fflis 傳 @门 に 、5 六 0政 識 向との O 
と な る 共 m 肱 じ ま 居ち ふ み) 隋、 c    m^m-id 出 列 頁 に 多 は 條 
諡 りんに • の ら 常て、 のに 長 卷 一 百 づ m 卷 ^ w 功 ^ そ r- に お： 
す 唐 ^ お 侈 功^ ニイ 卞 二 歷百八 新 二 六 照 出 あ "の 舌 出 公 
二の 稱 玄 臣^   ^あ 厥: 明への は 十史 五十 唐 十 十 三り 晉ひ: 肸づニ 


し、 合 はざる 者 は 能く 忍 はずと。 

隋 書に、 劉 行 本、 左 庶子と 爲る。 太子 良馬 を 得て、 行 本 をして 乘ら しめんと 欲 十。 行 

本色 を 正して 曰 はく、 「至尊 臣を 庶子に 置く は、 輔導せ しめんと 欲して なり、 弄 臣と作 

さんと 爲 るに 非ざる なり」。 

唐の 李德 裕の傳 に、 正 人に して 一心に 君に 事へ て 助 を 待つ ことなしと。 又 曰 はく、 松 

栢の 木た る、 孤 生 勁 特にして 內依 する 所な し。 

唐の 太宗 嘗て 樹 下に 止まりて 之れ を 愛す。 宇 文士 及從 つて 之れ を譽 めて 巳まず。 上 色 

を 正して 曰 はく、  r 魏徵 嘗て 我れ に 佞人 を 遠ざけん こと を勸 む。 我れ 知らず、 佞人 を 誰 

とか 爲す。 意に 疑 ふらく は 是れ汝 ならん と。 今 果して^ら ず」 と。 士及 叩頭して 謝す。 

(Is 

范華陽 曰 はく、 大禹臼 はく、 何 長 一 一 巧言令色 孔壬 一と。 孔子 0: はく、 佞人 殆と。 夫 

れ 佞人 は：^ 悅順從 に 止まる のみなる に、 之れ を 近づく ると き は 必ず 殆き に 至 る は 何 

ぞゃ。 彼の 佞人 は義の 在る 所 を 知らず して、 惟 だ 利 之れ に從ふ 故な り。 利 君 父に 在 

ると き は 君 父に 從ひ、 利 權臣に 在る とき は權 臣に附 し、 利敵 國に 在る とき は 敵國と 

1:) 宋 代の 人. ^ 龃禹、 字 は淳 夫、 一 字 は 夢 得、 ；！？^ 光に 從ひて 資^: 通 鑑を輯 す、 寡^ a お、 壤深 くお 代に 重ぜ. りる * 苹 Si は その 號、 

1 五) 書^ 皐 陶^に 屮 r つ、 孔壬は W 人の 怠" 喑に當 ^の 共 ェ を 桁す とも 云 ふ 
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修敎耍 錄卷之 九  三 六 二 

交 はり、 利 戎狄に 在る とき は 戎狄に 親しむ。 忠臣 は 則ち 然ら ず。 義に從 つて 君に 從 

はず、 道に 從 つて 父に 從 はず。 君 をして 非義 に陷れ ず、 父 をして 非道に 入ら ざら し 

む。 故に 從 はざる 所 ありと 雖も、 將に 以て 君 父 を 安に 蓥 かんとす るな り。 君す ら不 

義 あれば 從 はざる なり。 而る を況ゃ 他人に 於て を や。 凡 臼 はく、 太 宗は士 及の 

佞 を 知れり、 而も 旋 つて 意 を 佞 口の 前に 解く。 佞人の 果して 遠ざけ 難き こと 此の 如 

し。 後に 朱全忠 嘗て 僚^と 與に 柳樹の 下に 坐す。 全忠曰 はく 、「好い かな 大柳樹 ：- と。 

數客 あり、 席 を 避けて 對 へて 曰 はく、 「好い かな 大柳 樹」 と。 全 忠义曰 はく、 「此の 

樹 宜しく 車 穀に爲 るべ し」 と。 人 皆 曰 はく 、「宜しく 車 穀に爲 るべ し」 と。 全 忠聲を 

厲 して 曰 はく、 「書生、 好く 口に 順って 人を玩 ぶ。 車 穀は須 らく 夾楡を 用 ふべ し。 

柳木豈 之れ を爲 るべ けんや」 と。 左右 を 顧みて 棒 下し 之れ を椟 殺す。 樸殺は 猛し。 

なげる 

然れ ども 竊に全 忠が壯 (志) 決なる を 快し とす。 

言行 錄に、 眞宗 李沆に 問うて 曰 はく 、「人 皆密啓 あり、 卿何ぞ 無き や」。 沆曰 はく、 「臣 

罪 を 宰相に 待つ、 公事 は 則ち 公 に 之れ を 言 ふ、 何 ぞ密啓 を 用 ひん。 人臣に して 密啓 

ある は 讒に非 ざれば 則ち 佞な り。 臣 常に 之れ を惡 む」 と。 


、Hn  し b 

^に 忠經に 曰 はく、 中む 臣の 君に 事 ふるや 諫 より 先なる はなし。 下 能く 之れ を 言 ひ 上 能く 之 

u^*0  あきらか  あら 

れを聽 くと き は 王道 光な り。 未だ 形 はれざる に^むる 者 は 上な り， 已に彰 はるる に^ 

むる 者 は 次な り、 旣に行 はるる に諫 むる 者 は 下な り。 違 ひて 諫めざる とき は 忠臣に 非 

ず。 夫れ 諫は辭 を 順にす るに 始まり、 抗議す るに 中し、 節に 死す るに 終る。 以て 君 休 

S 說命上 を 成し 以て 社稷 を 寧ん ず。 書に 云 ふ、 (惟) 木^ 1 繩則 正、 后從レ 諫則聖 と。 

にハ 五) 年 ilt  0 あ 莊 公一 太 史書 曰、 崔杼殺 二 其 君 一 權子 殺， 之、 其弟嗣 書、 而 死者 一 人、 

(七) 左懊は  ノ  ス チォク レ？ (え)  キ  ク スト リテ ヌ テ (往) ク キ -ー- セ" ト 手 (遼) ル 

拭に 作る  其 弟 (又 書) 乃舍, 之、 南史 氏、 聞 二 太史盡 死； 執 レ簡以 注、 聞 ニ旣書 1 矣乃 退、 

で 八) た 澳 は  (一 9 

；ん に^ 史 史 記に、 歡艇は 秦の倡 侏儒な り。 善く 笑 言を爲 す。 然れ ども 大道に 合 ふ。 秦の 始皇の 

^ 外 t 時 置 酒して 天 雨る。 陛榍の 者 皆 沾れて 寒し。 旃 (^て) 之れ を 哀れみ 謂 ひて 曰 はく、 

二 〇) §  も  こち  しばらく 

nil 出 づ-短 「汝 休まん と 欲する か。 我れ 卽し女 を 呼ばば 汝應 へて 諾と 曰へ」 と。 頃 ありて 檻に 臨 

*--5\  たけた か 

み 大いに 呼んで 曰 はく、 「陛 榍郞」 と。 郞曰 はく、 「諾 .一。 優旃曰 はく、 「汝 長し と雖も 

何の 益 か あらん、 幸に して 雨 ふるに 立てり、 我れ 短し と 雖も沾 るる ことなし。 幸に 休 
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居せ よ」 と。 是に 於て 始皇半 づっ相 代る を 得しむ。 蒈て苑 ^を大 にせん と 欲す。 旃が 

曰 はく 、「善し。 多く 禽獸を 其の 中に 縱ち、 寇 東方より 來 らば、 麋鹿 をして 之れ に觸れ 

しめば 足りなん」 と。 始皇故 を 以て 輟 止す。 二世 立つ。 又 其の 城に 漆 せんと 欲す。 旃 

が 曰 はく、 「佳い 哉、 漆 城 は蕩々 として 寇來 ると も 上る こと 能 はず。 卽し 之れ を 就 さ 

んと 欲せば、 漆 を爲し 易き のみ。 顧 ふに 蔭 窒を爲 し 難 からん」 と。 二 伏 笑って 止む。 

に 人れ SHK  く  (二)  丄 ばく 

(二)  i 出 一；！ 前漢の 汲お 數>武 帝を諫 む。 上 怒って 朝 を罷め 左右に 謂って 臼 はく、 「其し いかな、 

三 六頁參 照。  おろか  せ 

^1 汲 黯の戆 なるや」 と。 群臣 或はお を 数む。 おが 曰 はく、 「大子 公卿 輔弼の 臣を 置く、 寧 

ん ぞ從諛 して 意 を 承け、 主 を 不義に 陷 れんや。 且つ. 已に 其の 位に 在り、 縱ひ身 を 愛す 

とも 朝廷 を 辱し むる を 奈何 せん」 と。 蒈 て 河 內火を 失し 干餘家 を延燒 す。 上、 (お を 

して) 往 いて 之れ を視 せし む。 還り 報じて 曰 はく 、「家人 失火し 屋比 くして 延燒 す。 憂 

ふるに 足らず。 臣、 河南 を 過ぐ。 貧 人 水：：： 干に 慯られ しもの 萬餘 家、 或は 父子 相 食む。 

ひら  かへ  た 

臣 謹んで 便宜 を 以て 節 を 持し、 倉廩 を發き 以て 之れ を賑 はす。 臣請ふ 節 を^し 制を矯 

0ー0 前 出 三 むる の 罪に 伏せん」 と。 上、 賢な りと して 之れ を 釋寸。 

五 九 頁參^  。  (三) 

I 少 1 る 朱 雲、 字 は游、 ^人な り。 容貌 甚だ 壯 にして 勇力 を 4 て 聞 ゆ。 成 帝の 時、 張^: 帝師を 


s  $.0 以て 特進に 位し 其 だ 尊重 せらる。 雲上 書して えんこと を 求む。 公卿 前に 在り。 雲 曰 

卷五 十九、 列  • 

f 五十) 九れ 1£ はく 、「今、 朝廷の 大臣、 上 は 主 を K す こと 能 はず、 下 は W て 民 を 益す る ことなし。 皆 

の大 夫、 字 は  しゃう にう  き  はげ 

子 魚、 又お 魚。 尸位素餐 十。 臣願 はくは^ 方の 斬 馬の 劍を賜 はりて、 佞臣 一人 を斷り 以て 其の 餘を厲 

S 公^ 伯 玉 を 

まさん」 と。 上 問 ふ、 「誰ぞ や」。 對 へて 曰 はく、 「安昌 侯張禹 なり」 と。 上 大いに 怒つ 

ゃ？4 を 任用す。  そし ま c ぶたり 

ぉ鰌諫 むれ ど て 曰 はく 、「小 臣下に 居て 上 を： i り 廷 師俾 を》 かしむ、 罪死赦 さず」 と。 御史 雲を將 

も從 はす。 病  しも 

ゐて 下る。 雲、 殿^ を攀ぢ 折りて 呼んで 曰 はく、 「臣、 下 龍 逢 • 比 千に 從 つて 地下に 遊 

て、 「生きて 君 

も！ ii す 能 はす、 ぶ を 得ば 足りなん。 未だ 聖朝 如何 を 知らざる のみ」 と。 御史 遂に 雲 を 將ゐて 力る。 後 

死し て^を 以  ， 

てけ お^ 」を に 殿 檻 を 治む るに 當 りて、 上 曰 はく 、「易 ふること 勿れ」 と。 因って 之れ を輯 めて 以て 

S? ドニ  p.- く。 

0t 直臣を lg す。 雲是れ より 復た 仕へ ず。 

し 怪しみて s  §  i  (Jf) しう 

ふ 。餡が； £ 後 漢の申 展剛、 字 は 巨 卿、 扶風茂 陵の 人な り。 性 方 直に. して 常に 史鰌 • 汲 ^の 人と な 

J るに 遺； E を 

り を 慕 ふ。 平 帝の 時 賢 良 方正に 擧 げられ 對 策す。 建武 七年徵 して 侍 御 史に拜 し、 尙書 

も 退け、 伯 玉 

も 用 ふ。 孔子 令に 遷 る。 光武 嘗て 出游 せんと 欲す。 剛、 隴西 未だ 平 かならず、 宜しく 宴 安逸 豫 すべ 

解して - 爽 な 

^w.,  ^ からざる を 以て 練む、 聽 かれず。 遂に 頭 を 以て 乘與の 輪を軔 む。 帝 遂に 爲に 止まる。 

ほ 屍 も W て諫 

わ」 と。 (六) 後 ^光武帝の 年號 
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修敎耍 錄卷之 九  三 六 六 

(一) 新 SI 舊、 庄に云 ふ、 刀 を 以て 霉鞅 を斷る 云々 と。 

卷ー百 九十 s、  (S 

Hi 唐の 楊 城、 字 は 元 城、 元宗 の始、 中條 山に 隱る。 德宗 召して 諫議大 夫に 拜十。 ^め 城 

§ 字 は 1 の 未だ 起たざる や、 ^紳 其の 風采 を 想 ふ。 旣に 輿って 士以爲 らく 職に 死 せんと。 大下 

^^^^ 益-之れ を 憚る。 命を受 くるに 及び 它の諫 宫事を 論じて せ 細紛々 たり。 帝 厭 苦す。 而 

て、 rrTJ;u>®:  (ん) 

して 城、 得失 を 聞きて 且つ 熟する も猶ほ 未だ 肯て 諫めず。 位に 居る こと 七 年、 人 其の 

政に 暗く、 俗  2)  (三) 

際 を 窺 ふ 能 はず。 裴延 齢が 陸贽等 を^ ふるに 及び、 帝 怒^し。 城、 時に 延英閣 に 守た 

^) 嘉 興の り。 上疏 して 極論 慷慨し、 義を 引き直 を 申ぶ。 赘等 累日 止まず。 聞く 者 危懼 十。 城 

人、 字 は 敬 輿、  1 

* 書 待郞、 词 愈 >勵 む。 然れ ども 帝の 意已 まず、 遂に 延^ を 相たら しめんと 欲す。 城^ を顯 はして 

平竟事 とな. 9、  . 

曰 はく、  r 延齢 相たら ば、 吾れ 當に白 麻 を 取りて 之れ を 壌すべし」 と。 庭に 1 人 

ffi 篤し。 その 

奏 にし す。 延齢を 相と せ ざり し は 城が 力なり。 

て 後 ft の宗と  ^  ほ) 

^M,M 綱 朗、 字 は 有容、 起居 郞と爲 る。 文宗 宰臣に 謂って 曰 はく、 云々。 時に 朗、 筆 を蠄頭 

てお す。 宣と 下に 執る。 宰臣 退く。 上、 朗に 謂って 曰 はく 、「適-議論 する 所、 卿記錄 する や 未な り 

？。 降宣公 

や。 吾れ 試に 之れ を 觀ん」 と。 朗對 へて 曰 はく、 r 臣笨を 執って 記す る 所、 便ち 名 づけ 

て 史と爲 す。 故に 事敢 へて 觀 るべ からず」 と。 帝 曰 はく、 「朕 恐らく は 平常の 閑話 理體 


$^ 一  百 七 

十三、 列傳 I 

百 二十： 一一に 出 

づ る も、 文 は 

後者の ものな 

(五) .x^ に 

上ん-階段に 刻 

める みづ ちの 

飾 物の 傍の 意 

(六) 新 唐 *5, 

卷九 十八、 列 

第-一十； 二に 

出づ、 呦林は 

新 唐せ i の列傳 

中お 微ぉ の 部 

の 意な らん 

(七) 舊唐害 

卷 一 百 九十 二、 

5： 懊第 一 百 SI 

十二に 出づ。 

以下の 文章 も 

こ の 44 舊唐 

お と H 文。 仁 

紀 は^の 嗞 

中， の 人たり 

(八) 名臣き 0 

行お 後^ 卷十 

二に 出づ、 名 

は 安世、 ー兀城 

先生と 稱す 


に關 せず。 諸れ を 將來に 港 るる は 切に 以て 恥と 爲す。 異 日朝に 臨まば、 庶幾 はく は 稍 

や 改めん。 何ぞ 一見して 以て 醜 言 を^むる を 妨げん や」 と。 朗 方に 之れ を 進む。 

職 林、 王谇 諫議大 夫たり。 嘗て 進んで 曰 はく、 「古 は； 大 子に 爭臣七 人 ありて、 諫用 ひら 

れ ざると き は、 相繼 いで 以て 死す。 今 陛下 聖聽を 開き 芻 言 を收采 す。 臣願 はく は狂瞽 

を竭 して 萬 分の 一 を 佐 けん」 と。 帝、 可な りと す。 

(七) 

職 官分紀 に 曰 はく、 徐仁紀 左 拾遺に 拜す。 三た び 上書して 得失 を 論じて 納 れられ ず。 

人に 謂って 云 ふ、 「三た び^め て聽 かれ ざれば 去るべし」 と。 遂に 病に 託して 鄕 里に 歸 

る o 

(八〕  S  , 

；百 行錄 に、 劉 元 城、 安世、 字 は 器 之、 遍く言 路 を^、 色 を 正しう して 朝に 立つ。 知り 

て 言 はざる ことなく、 言 ひて 盡 さざる ことなし。 毎に 是非 邪 正を辨 ずる を 以て 先と 爲 

し、 君子 を 進め 小人 を 退く る を 急と 爲す。 其の 面 折^ 爭 する こと 雷^の 怒赫然 たるに 

至る とき は、 節 を 執り 却き 立ち、 天威 少しく^る る を 伺 ひて 復た 前んで 極論す。 一時 

S  おそ 

の 奏對に 且つ 前み 且つ 却く こと、 或は 四 五た びに； 4- れば、 殿 廷觀る 者 皆： 汁 縮して： t れ 

聽く。 返く とき は 則ち 咨^ 歎 服す。 愧 語 を 以て 之れ に 目け て 殿上の 虎と 曰 ふに 至る。 
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えど 人卷さ 

す も の 十 5 

文 行に 同 
は あこ 後 
見れ の 集 


( 一 ) 名臣首 

行 55 後 J 

に出づ 


(二) 同 後 集 

卷十 一 に出づ 


§ 北宋の 

都 汴京も 東都 


北栄九 朝の 事 

^も 輯銶 して 

かく 名づ く。 

百 三十 卷、 栄 

の 王 係の 撰な 

り 

(五) 朱の 太 

宗の 太平 興 固 

の進士 

(六) 後集卷 

二に 出づ 

(七) 仁宗の 

年號 


修敎耍 錄卷之 九  三. |ハ 八 

同、 范忠文 公、 鎭、 字は景 仁、 仁宗 未だ 繼嗣 あらざる に、 嘉祐の 初め 疾を 得たり。 中 

外 危ぶみ 恐る。 公獨り 奮って 曰 はく、 「天下の 事尙ほ 此れより 大 なる 者 あらん や」 と。 

卽 ち上疏 する こと 凡そ 章 十九 を 上り 髮髮爲 に 白し。 

(二) 

同、 范忠宣 公、 純 仁、 諫官 と爲り 前後 I*i 上 言して、 以て 兵 を 休め 事 を 省き、 用 を 節 

し 民 を 富まし、 君子 を 進め 小人 を 退け、 人 村 を 愛し 公論 を 申ぶ る を 急と 爲し、 聚斂 を 

崇 びせ 刻 を 事と し、 ^佞 を 親しみ 偏聽に 任ずる を 戏と爲 す。 其の 餘の 君子 小人の 際に 

(於け る や) 尤も 反復 激 切して 諱避 する 所な し。 

n  一一  j 

同、 * 忠肅 公、 瑾、 字は瑩 中、 公、 言路に 在りて、 知りて！  一一 一口 はずと いふ ことなし。 然 

れ ども 議論 を 持す る こと 平にして、 務めて 大 體を存 し、 彈擊 する に 細 を 以てせず、 故 

に 未だ 嘗て 人の 私 過に 及ばず。 

S  )  (W) 

東都 事 略に、 田 錫、 字 は 表聖、 嘗て； n はく、 「吾れ 朝に 立ちて より 以來封 章 五十二 奏、 

皆 諫臣 任職の 常の 事. なり。 豈藏 副して 後に 示し 時 を 謗りて 直を賫 るべ けんや」 と。 悉 

く 取りて 之れ を 焚く。 

(六)  (七； 

言行 錄に、 富 公弼、 諫 院に 知たり。 康定： 兀年正 y 一に 日蝕 十。 公、 宴 を罷 めんこと を 請 


(八) 前 頁の 

iS 景仁 

(九) 栄代、 


蔡裏、 君漠は 

その 字、 諫院 

に 知たり、 起 

居 注 を 兼ね。 

後地 方に 守と 

なる 。書， 詩 

文に 名 あ h -。 

茶銶. 赛枝譜 • 


二 〇) 栄は 

永叔、 吉 州の 

人。 仁宗 • 英 

宗 • 神 宗に歷 

事し、 參 政に 

至る。 當 代の 


文忠 公と諡 す。 

文忠公 全集 あ 

り 

(二) 宋史 

卷 二百 九十 三、 

列傳 第五 十二 

及び 宋名臣 首 

行銶 前集卷 九 

に出づ る も 文 

異なる 

( 一 二) 大名の 人- 


き つか ひ  (中) 

ふ。 執政 可かず。 後虡に 使して 還る 者の 云 はく、 「虜子 宴 を罷 む」 と。 仁宗 深く 之れ を 

悔ゅ。 

(八)  つかさど 

東都 事 略に、 范鎭 諫院に 知と して 言 はく 、「中 書 は 民 を 主り 樞密は 兵 を 主り、 三 司 は 財 

を 主る も、 各-' 相 知らず。 故に 財已に 匿し くして 而も 樞密は 兵 を 益して 窮 りなく、 民 

巳に 困し みて 而も 三 司 財 を 取る ごと 已 まず。 請 ふ、 中 書. 樞密 をして 兵 民 • 財 利の 大 

計 を 通知せ しめ、 三 司と 同じく 國用を 制せん こと を」 と。 

f*3)  (一  0)  マノ アタリ ス  ケ ンゼン 

蔡君謨 が、 歐 陽修ら 三人 諫官に 除 せらる る を 喜ぶ 詩に 云 ふ。 御^- 親 除 三 諫官、 ^然 

朝野 盡相 觀、 昔時 流 落 丹心 在、 古忠賢 得， 路難、 好竭， 1 謀猷, 居， | 帝 右； 直須ニ 風采 1 

動， 一朝 端 一 世間 萬 事 皆 塵 土、 留ニ得 功名 久遠 看 T 三人 其の 詩 を 以て 鹧 除して！！ 官と爲 す ( 

(二)  (1 二) 

宋の田 錫、 天資 骨鲠、 宋白、 直言 極 諫を擧 ぐ。 公、 事に 對 へて 經史の 中より 治 體の要 

を 奏する こと 三十 篇。 眞 宗手づ から 詔して 褒樊 し、 御 史に拜 し 雜事を 知る。 諫議大 夫 

に遷 る。 眞宗 之れ を^る ごとに 色 必ず 莊嚴 なり。 常に，：：：： ら 謂って in はく、 「此れ 朕が 

汲黯 なり」 と。 

字 は 太 素、 太宗 の時權 でられて 左 拾遺と なる。 吏 部^ 書 を W て 終る。 文^と 諡す 
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y』 出 3 言行 錄に、 孔 道輔、 字 は 原魯、 右 諫議大 夫と 爲る。 上、 郭 后を廢 す。 道 輔等范 仲淹と 

與 に諸臺 (諫) を 帥 ゐて閬 門に 詣り對 せんこと を 請 ふ。 開門 爲に 奏せず。 道 輔等宣 

あり。 仁宗に  と  5 

^^史 中 門より 入らん と 欲す。 監宮の 宦者扉 を 閎ぢて 之れ を 担む。 孔手づ から 銅 門の 鐶を拊 ち 

へ 二) 字よ 希  ともがら  ぁづか 

文 一 蘇 州 i 人、 て 呼んで 曰 はく、  r 皇 1L" 廢 せらる。 奈何 ぞ我 が曹 入りて 諫 に與ら ざらん」 と。 

仁宗に 仕へ て (三)  S 

^に^^ 同、 蕭正肅 公燧、 字 は 照 «、 右諫 議に遷 る、 入りて 謝す。 孝宗曰 はく 、「卿の 論^ ^3 

に にして 名譽を 求めず、 姦 邪を糾 正し、 饕 怨を恤 へず」 と。 故に 制 詞に謂 はく、 「善く 名 

(三) 又宋史 

卷 三百 < 十五、 に 近づかず、 仁^ず 勇 道 あり」 と。 上の 意な り。 

&-傳 第 一 百 四 

十 同、 江 公望、 字 は 民 表、 公、 司諫に 居りて 言 はく、 「君臣 は 一 體 なり。 人君 は 元首な 

り。 左右 大臣 は^ 肱な り。 諫宫 御史は 耳目な り。 股肱 力めざる とき は 百事 竊れ、 耳目 

やす  なん 

明なら ざると き は 四方 塞がる。 ー體 病めば 元首 之れ が 爲に康 からず。 是れ 職な り。 曷 

ぞ輕. 'しく 付す ベ けんや」。 

(EE)  I  を さ 

S) 宋名臣 同、 韓魏 國 忠獻 王琦、 凍 {H たる こと 三年。 ^する 所の：！ 裁 をば 斂 めて 之れ を 焚き、 以 

言行 錄、 前 集 

^  ^0 て 古人 謹密 の義. に效 はんと 欲す。 然れ ども 以て 人 主 諫に從 ふの 美 を^ はすこと なき を 

え r 

恐れ、 乃ち 七十 餘章を 集めて 諫垣存 藁と 曰 ひ、 其の 首に. n 序す。 大略に 曰 はく、 「：！ は 


理の 勝る を 主と し、 至誠 を 以て 之れ を將 ふ」 と。 

(五)  (六)  まじ ゥ 

陳忠肅 公瑾- 司 諫と爲 る。 是れ より 先會 朝に 冈 り、 蔡 京が 曰 を視る こと 久しう して 瞬 

がざる を 見、 人に 語って 曰 はく、 「京が 精神 此の 如し、 他 H 必ず 贵 からん。 然れ ども 其 

の 禀賦に 矜り敢 へて 太陽に 敵す。 吾れ 恐らく は、 此の 人 必ず 君 を 無し 自ら 肆 にせん」 

と。 尋で諫 省に 居りて 其の 悪を攻 む。 京 聞きて 親しむ 所に 因りて 以て 自 解す。 璞 之れ 

に 答へ て 曰 はく、 「社が 詩に 所謂、 射レ 人 先射レ 馬、 擒, 賊須 レ擒レ 王と。 自ら 巳む を 

得ざる なり」 と。 遂に 之れ を攻 むる こと 愈  >  力む。 

明 道、 執政に 中り、 其の 親舊 二人 を 除して 正 言 • 司 諫と爲 す。 上 謂って 曰 はく 、「祖宗 

の 法制、 臺諫の 官は須 らく 宸 選より 出づ べし。 若し 大臣 自ら 除せば 大臣の 過失 敢 へて 

言 ふ 者な し」 と。 執政 悼 恐す。 

韓 忠獻、 右 司 諫と爲 る。 朝廷 知 制誥を 以て 其の 書 言を寵 せんと 欲す。 公の 曰 はく、 r 諫 

行 はるれば 足る。 因って 美官を 取る は 本意に 非ず」。 

東都 事 略の 任 伯 雨が 傅に、 伯 雨 字は德 翁、 性剛鲠 にして 論 を 持す る こと 勁 正な り。 諫 

たてまつ  たうし やう 

官と爲 る こと 僅に 半 載に して、 上る 所 一 百 八疏、 皆 天下の 治體に 係る。 戆 章と 號す。 


修敎耍 錄卷之 九  三 七 二 

(一) 後 m 卷 一 百行 錄に、 韓獻肅 公絳、 右 正 言に 除 せらる。 時に 大臣 時の 政務 を 佐： ii し、 故お に循 ふ。 

十に この 人の 

11^ ザお 公一 日奏 言す、 「政事 は 宜しく 聖斷 より 出づ べし」 と。 上 曰 はく、 「M- 人の 朕が 斷ず 

史卷 一一 一 百 十五 

の 列 傅に もこ る こと 少 きを 言 ふ もの あり。 臺 諫の宫 未だ 便なら ざる ある を 見ば、 但だ甘 ひ 來れ。 追 

の 文な し。 或 

は 要約 力  改す るに 単らざる なり」 と。 

(二) 

(二) 前集卷 同、 余襄 公靖、 字 は 安道、 慶曆 三年、 上、 諫官 を增置 して 以て 言路を 開 廣し、 親ら 公の 

九に 出づ 

姓名 を 筆して 右 正 言に 除す。 公 感激 奮勵 して 事に 遇 ひて は 輙ち言 ひて 避く る ことなし。 

(11  一)  § 

(三) 後集卷 言行 錄に、 王 巖叟、 字 は 彥霖、 元祐中 起居 舍 人と 爲り、 入りて 1 一英に 侍す。 司 馬泰、 

十二に この 人  がぶ う  <五) 

；な" 洪範を 講じ、 「三 德を乂 用す」 に 至る。 上 曰 はく、  r 只 だ 此の 三德 更に 德 ありと 爲す」 

史卷 一一 一 百 四十  ， 

二、 列傳 第一 と。 公 退いて 上書して 曰 はく、 「陛下 旣に 能く 審 にして 之れ を 問 はば、 必ず 能く 體 して 

百 一 に出づ 

^ 之れ を 行 はん。 三德は 人君の 大本、 之れ を 得る とき は 治まり、 之れ を 失 ふとき は亂 る。 

校 臣職を 史官に 備 はり、 敬んで 已に 之れ を 冊に 書し、 以て 萬 世に 示す」 と。 

書郞， 右 正 言 

I^Mi 養^ 東都 事 略、 梁の 周 翰が 傳に、 太宗 召して 史館 修撰 を 兼ねし む、 尋で 起居 舍 人に 遷り、 

こ 力む  つく 

r 五 r& 宗 起居 郞を 兼ぬ。 因って 皇帝 宣 論の 言、 侍臣 論 列の 事 を 言 ひ、 望んで 時 政 記 を 修し爲 る。 

との ゐ  つく 

仍て 郞と舍 人と をして 分ち て崇政 殿に 直し、 以て 言動 を 記し、 別に 起居 注を爲 る。 ；母 


(六) 後 唐。 


十七、 怜 {n 傳 

第二 十五に 出 

づ 

、七ン 骨 培 一 ) 

長す i い ふ 


(八) 晉書整 

八十 八、 孝 友 

列傳 に出づ 

(九) 字は弘 

憲。 再度 宰相 

となり、 钦腕 

にして 專權に 

陷る。 名 as. 兀 

和 郡縣志 あ. 9 

( 一 〇) 字 は 

深 之、 中謇舍 

人 • 禮部尙 書 

等 を經、 直 道 

の 進退、 當時 

に 重き も？； I す， 

李 深 之 文^ あ 


月 先づ進 御して 後史 館に 降 付す。 起居 注の 進 御 は 周 翰より 始まれり。  . 

五代 唐の 莊宗 田獵を 好み、 中 牟に獵 し 民 田を踐 む。 中牟の 令、 馬に 當 つて 切に 諫む。 

莊宗怒 叱して 去らし め、 將に 之れ を 殺さん とす。 伶人 敬 新 磨 其の 不可なる こと を 知り. 

乃ち 諸 伶 を 率ゐて 走り 追 ひて 擒 にせし む。 馬 前に 至り 之れ を 責めて 曰 はく、  r 汝縣 令と 

爲り、 獨り 吾が 天子の 獵を 好む を 知らず や。 奈何 ぞ 民の 稼 嵇 して 以て 賦税 を 供 せんよ 

り は、 何 ぞ汝縣 民を飢 ゑし めて 此の 地 を 空しく し、 以て 吾が 天子の 馳 驅に備 へざる や „ 

すみやか 

汝が罪 死に 當れ り」 と。 因って 前み て 亟に刑 を 行 はんこと を 請 ふ。 諸 伶 共に 之れ に 倡 

へ 和す。 莊宗も 大いに 笑 ひ、 令 は 免る る こと を 得て 去る。 

(八) 

晉の懷 帝の 時、 漢の太 保劉殷 は、 顔 を 犯し 旨に 忤 ふこと を爲 さず。 然れ ども 事に 因り 

て 進め 規し補 益 甚だ 多し。 嘗て 子孫 を 戒めて 曰 はく、 君に 事へ て は 當に幾 諫を務 むべ 

まの あた  しりぞ 

し。 凡人す ら尙ほ 面り 其の 過 を 斥 くるべからず、 況ゃ 萬乘を や。 夫れ 幾 諫の功 は顏を 

犯す に 異なる ことなし。 但だ 君の 過を彰 はさざる を 優れり と爲す 所以の みと。 

唐の 憲宗の 朝、 李吉甫 嘗て 言 ふ、 「人臣 當に彊 ひて 諫 むべ からず、 君 をして 悅ば しめ 臣 

よ  (一 0)  -fy  ^Kr^r たにが 

をして 安から しむる 亦 美から ず や」 と。 李 絡が 曰 はく、 「人臣 は 當に顏 を 犯し 口 を 苦く 

カ行 四 
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して、 得失 を指陳 すべし。 若し 君 を 惡に陷 らしめば、 豈忠 たる こと を 得ん や」 と。 上 

の 曰 はく、 「絡が 言是 なり」 と。 

「二  こと 

(一)^^ 宋の 荚宗の 朝、 韓魏公 相の 位に 居り、 大策を 決し 以て 社稷 を 安ん ず。 時に 朝廷 故 多し。 

三百 十二 ダ 

に 琦, I 公 危疑の 際に 處し、 知りて 爲さ ずと いふ ことなし。 或 ひと 曰 はく、 「公の 爲す所 

誠に 善き も、 萬 一 蹉跌せば 豈惟だ 身 自ら 保たざる のみな らん や。 恐らく は 家處る 所な 

からん」 と。 琦 歎じて 曰 はく、 「是れ 何の 言ぞ や。 人臣 嘗て カを盡 して 君に 事へ、 死生 

之れ を 以てす、 成敗に 至りて は 天な り。 豈豫め 其の 濟ら ざる を 憂へ て 遂に 輟 めて 爲さ 

ざるべ けんや」 と。 聞く 者愧ぢ 服す。 

宋の 寧宗の 朝、 朱 害： を 以て 煥章閣 の 待 制と 爲す。 熹辭 す、 之れ に從 ふ。 熹 時に 家居し、 

草 封 數萬言 極めて 姦邪 主を蔽 ふの 禍を陳 ぶ。 絡寫已 に 具 はる。 子弟 諸 生更， - 進み 迭に 

まさ  か  I 

(一一) f  ^ 諫めて 以爲 らく 「必ず 且に 禍を貲 はんとす」 と。 熹聽 かず。 門人 蔡元定 ぉ龜 して 之れ 

を 決せん と 請 ふ。 遯の 同人に 之く に 遇 ふ。 熹默 然として 奏蘂を 取りて 之れ を 焚く。 因 

人と 相與 みし 

同じ-つす るの つて 更こ遞 翁と 號す。 

^に 取る  (三」  ； 

へ 三) リ け, 'ちう  ふけ I、 がい  よ *  J 

惠盘、 宋の康 王に 見 ゆ。 康王 足を^み 詧欤 し疾言 して 曰 はく、 「寡 人が 說ぶ 所の 者 は 勇 


にして 力 ある ことなり。 仁義 を爲す 者を說 ばざる なり。 客 將に何 を 以てか^ 人に 敎へ 

ん とする」 と。 惠盎對 へ て 日 はく、 r 臣此に 道 あり、 人 をして 勇 ありと 雖も、 之れ を 判 

とほ  あた 

して 入らず、 力 ありと 雖も (之れ を) 撃って 中ら ざら しむ。 大王 獨り 意な きか」 と。 

宋王曰 はく 、「善し、 此れ 寡 人が 聞かん と 欲する 所な り」。 惠盎曰 はく、 「夫れ 之れ を剁 

はぢ 

して 入らず、 之れ を擊 ちて 中らざる は、 此れ 猶ほ》 なり。 臣此に 道 あり。 人 をして 勇 

ありと 雖も敢 へて 刺さず、 力 ありと 雖も敢 へて 撃た ざら しむ。 夫れ 敢 へて せざる は、 

其の 志な きに は 非ず。 臣此に 道 あり。 人 をして 本と 其の 志 を もなから しむ。 夫れ 其の 

(gn  /、わん ぜん 

S 萬 尺な 志な き 者 は、 未だ 愛利の 心 あらざる なり。 臣此に 道 あり。 天下の 丈夫 女子 をして 驩然 

愛利す るな り  まさ  fs) 

(五) il として 皆 之れ を 愛利す る を 欲せざる なから しむ。 此れ 其の 勇に して 力 あるに 賢る や 四 

へ てれざる 5、 累の 上な り。 大王 獨り意 なきや」 と。 宋王曰 はく、 「此れ 寡 人の 得ん こと を 欲する 所 

入らす 中ら ざ 

る" 喟， に^ なり 一。 惠盎對 へて 曰 はく、 「孔 • 墨 是れ のみ。 孔丘 • 墨翟は 地な くして 君たり、 官な 

^,,0  くして 長たり。 天下の 丈夫 女子 頸 を 延べ 踵 を. 擧げて 之れ を 安利 せんこと を 願 はざる は 

1 罾、 愛利の  .  〜 

t あ お はは なし。 今、 大王 は 萬乘の 主な り。 誠に 其の 志 あらば、 四 境の 內皆 其の 私 を 得ん。 其の 

はお？ 孔* 墨に 賢れ る や 遠し」 と。 宋王 以て 應 ふるな し。 惠盘趨 りて 出づ。 宋王 左右に 謂つ 


(一) 春秋の 


の 著、 二十 卷 

五十 五篇。 法 

治 主義 を 主張 

せる 代表 著作 

なり。 說難篇 


あり。 今 底本 

の み 方 は 1 

設普^ とや や 

異る Is! あ. n- 

(二) 說く所 

と は、 說も聞 

く 所の 對者を 

指す 


(三) 「無心に 

して 事情に 遠 

しと せられて、 

必ャ收 めら れ 

す」 i 讀む方 
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て 曰 はく、 「辯なる かな、 客の 以て^ 人を說 服せ る こと や」 と。 ，ザに 

韓非 子の 說難篇 に 曰 はく、 凡そ 說 くことの 難き は、 吾れ 之れ を 知られて 以て 之れ を說 

くこと あるに 非 ざれば、 之れ 難し。 fAis^ss 。く は、 叉 吾れ 之れ を 辯 じて 能く 吾が 意 

を 明かに する に 非 ざれば、 之れ 難し。 S3-:: 權 S 萬？ 一 5^^は 則 Si ほ 转腿 § ^。明 又 

吾れ 敢 へて 橫 失して 能く 盡 すに 非 ざれば、 之れ 難し。 usni^s^^ss 、す § お？ 

お"。 凡そ 說 くことの 難き は、 說く 所の もの の 心 を 知りて、 吾が 說を 以て 之れ に當. つ 

べきに 在り。 說く所 名高 を爲 さんと する に 出づる 者なる に、 而も 之れ に說 くに 厚利 を 

以てする とき は、 下 節と せられて 遇する こと 卑賤に して 必ず 棄遠 せらる。 is 請^^の | 

說く所 厚利に 出づる 者なる に、 而も 

之れ に說 くに 名高 を 以てする とき は、 ^る こと 心無く して 事情に 遠ざかり、 必ず 收め 

ら  ちら は 

られ ざるな り。 ほ。 說く所 陰に は 厚利の 爲 にして、 顯には 名高の 爲に する 者 

なる に、 而も 之れ に說 くに 名高 を 以てする とき は、 陽に は 其の 身を收 めて 實は 之れ に 

疏 んぜら る。 之れ に說 くに 厚利 を 以てする とき は、 陰に は 其の 言 を 用 ひ、 顯には 其の 

Jf^ic" つら 0 說. く 所の 人 内 陰に 厚利の 為にして、 外 陽に 名高の^ にす。 今 其の 外 見て 說 くに 名高 も 以てすれば、 彼れ 

ぉ\奏 マ^ t る に 其の 身を收 めて、 內 IS は疏珐 せん。 若し 其の 内 を 察知して 說 くに Si 利 を 以てする とき は、 私に 其の 言 を W 


la. 利 も 以て 之れ に說 くと き は、 彼れ 則ち.. しが 志 節 も 凡 下な りと ほ-, 

al-vs.eK: 目 _§  く 亦旣に 之れ を^し み必す 棄^して ft 遠 せら ro。 


まて 鼎？ き S 麵 rv し、 此れ 察せざる ベから ず。 夫れ 事 は密を 以て 成り、 語 は泄を 以て 敗る。 

未だ 必ずしも 其の 身 之れ を泄 すに あらず して、 而も 語^す 所の 事に 及ばば、 此の 如き 

-o 身^も 泄ら さすと 雖も、 說 く者泛 く；^  一一 一一  r- て 匿 す 所に 及ばば、 說く者 先に 其の 事 を.^ 1 負 こ：； a  4? 斤 

ま 肩 ザし 知り、 今以て 之れ な^ 動す るが 若き に似て、 既に 此の 疑 を 懐き、 其の 身 必す危 し。 に 

の 事 ありて、 而も 乃ち 以て 他 故 を 成さん とする に、 說く者 徒に 出す 所 を 知る のみなら 

ず、 又 其の 爲す 所以 を 知らば、 此の 如き 者 は身危 し。 難お^^ お； iSg 

は v-s  i 澤 未だ i からず、 s§s§， 而も 極 知 

文.^ 'が-あり 

を 語れば、 油？^絵ぉ^ 說行 はれて 功 あるとき は德 忘れられ、 說行 はれず して 敗 あ 

ると き は 疑 はる。 此の 如き 者 は身危 し。 贲人過 端 あり、 而も 說く者 明かに 禮義を 一一 一一：： ひ - 

、 . . かか  ふつ 2  (繋 is.) 

て 以て 其の 悪 を 挑げば、 此の 如き 者身危 し^々 と。 大意 拂忤 する 所な く、 辭言 繫糜す 

る 所な く、 然して 後に 智辯 を騁 せよ。 此の 道 は、 親近 せらる る を 得、 疑 はれず して、 

, ：  S)  (六)  かみ もと 

(五) SK 湯 辭を盡 す を 得る 所な り。 伊 尹の 宰と爲 り 百 単； 奚の 虡と爲 りし は、 皆 其の上に 干む る 所 

(六) 秦の宰 以 なり。 此の 二人 は 皆 聖人な り。 然れ ども 狨ほ身 を 役す る ことなくして 以て 進む こと 

(七) 身 を ひ 能 はざる、 加-此の 如く 其れ 汚な り。 今 吾が 言 を 以て 宰 塡と爲 して 以て 聽 用せられ て 

くくす る こと 

世 を 振 ふべ くば、 此れ 能 仕の 恥づる 所に 非ず。 夫れ m を曠 しう する こと 離久？ は 5|f の 
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二)  S にして、 周澤 未だ 渥から ず、 深く 計りて 疑 はれず、 引^して 罪せられ ざれば、 利害 を 

明 割して 以て 其の 功 を 致し、 是非 を 直 指して 以て 其の 身 を 飾る。 れ： ぎを以 

むかし 

て 相 持す。 此れ 說の 成れるな り。 昔 者 鄭の武 公 胡 を 伐たん と 欲す。 故に 先づ 其の 女 を 

以て 胡 君に 妻 はし、 以て 其の 意を娛 しまし め、 内って 群臣に 問 ふ。 「吾れ 兵 を 用 ひん 

くわん きし 

と 欲す、 誰れ か 伐つべき 者ぞ」 と。 大夫關 其思對 へて 曰 はく、 「胡 伐つべし」。 武公怒 

りて 之れ を戮 して 曰 はく、 「胡 は 兄弟の 國 なり、 子が 之れ を 伐たん と 一 百 ふ は何ぞ や」 と。 

胡 君 之れ を 聞き 鄭を 以て 己れ を 親しむ と爲 し、 遂に 郯に備 へず。 郯人胡 を 襲 ひて 之れ 

を 取れり。 宋に富 人 あり。 天 雨り て牆壞 る。 其の 子 曰 はく 、「築か ざれば 必ず 將に盜 あ 

らんと す」 と。 其の 郯 人の 父 も 亦 云 ふ。 ^にして 果して 大いに 其の 財 を 亡 ふ。 其の 家 

甚だ 其の 子を智 ありと して、 鄰 人の 父 を 疑へ り。 此の 二人の 說く者 皆 當れ り。 厚き 者 

は戮 せられ、 薄き 者 は 疑 はる。 欲 g お" 則ち 知の 難き に 非ざる なり。 知 

^一) 奏の大 に處 する こと 難き なり。 咿だ^仙鵠^ ね ひ 故に 繞輒が 言當れ り。 其の 晉に 聖人と せら 

れて、 而も 秦に戮 せられし なり。 此れ 察せ ずん ば あるべからず。 | ^お gss^glr レ 

て 曰 はく、 苔が 課の 適，' 用 ひられざる は、 其の 言の 當ら ざるに^ すと。 晉人は 以て^と は とョ き^; ひ s^i 訂ゥき こ. B リ 

すと 雖 も- 後、 * は 竞に言 を 以て 之れ を 1 す。 是れ亦 知に 處する ことおん 一失 すれば なり" f«^^MJffi 籥の 君に ああ 


あしき  ひそか 

り、 衞國の 法竊に 君の 車に 駕 する 者 は 罪刖ら る。 彌子 瑕の 母 病む。 人間に 往 i て夜彌 

子に 吿ぐ。 彌子 矯めて 君の 車に 駕 して 以て 出づ。 君 聞きて 之れ を 賢な りと して 曰 はく、 

「孝なる 哉、 母の 爲の 故に 其の 刖 ！s を 忘る」 と。 異日 君と 與に果 園に 遊ぶ。 桃 を 食 ひ 

て 甘し、 盡さ ずして 其の 半 を 以て 君に 啗 はしむ。 君 曰 はく 、「我れ を 愛する 哉、 其の 口 

味 を 忘れて、 以て 寡 人に^ はしむ」 と。 彌子色 衰へ愛 弛む に 及んで、 罪 を 君に 得。 君 

曰 はく、 「是れ 固に 嘗て 矯めて 吾が 車に 駕し、 又 嘗て 我れ に^はしむ るに 餘桃を 以てせ 

り」 と。 故に 彌 子が 行 未だ 初に 變ぜ ずして、 前の 賢と せらる る 所以 を 以て、 而も 後に 

罪 を 獲た る もの は、 愛憎の 變 ずれば なり。 故に 主に 愛 あるとき は智當 りて 加 i 親しく、 

主に 憎ま るるとき は 智當ら ずして 罪せられて、 加， -疏 んぜら る。 故に 諫說 談論の 士は、 

愛憎の 主 を 察して 而 して 後に 說 かざるべからず。 夫れ 龍の 蟲 たる や、 柔 にして 狎れて 

騎 るべき なり。 然れ ども 其の 喉 下に 逆鱗の 徑尺 ばかりなる あり、 若し 人 之れ に 嬰る る 

あれば 必ず 人 を 殺す。 人 主 も 亦 逆鱗 あり、 說く者 能く 人 主の 逆鱗に 嬰る るな くんば 則 

さ 一) 前 出 一 ち 幾 からん。 

e: 九 W 參照  、 # ズ / 

(el) 前 出 1  3 一)  C  (き 

五. 七 3*照 胡 致 堂 曰 はく、 唐の 陽 城 は 賢な り、 惜しい かな 未だ 善を盡 さざる なり。 城、 諫 司に 登 
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( 一 ) 前出忠 

良の 陸 贊 

(二) 前お 佞 

臣 裴延齡 

(三) 丁 奉、 

南 湖と 號す。 

明の 常 熟の 人。 

の 著 あり 

(S) ヨ國魏 

の 陽翟の 人、 

学 は 佐 治。 文 

帝^ 州の 士家 


に徙 さんと す * 

毗き かす、 帝 

起って 內に入 

る。 毗 裾な 引 

き、 帝 もして 

その 半 を徙さ 

しむ 

(五) 宋の 人。 

字 は 秀實。 徽 

宗の 時、 北狄 

の 寇に對 して 

童 霣の守 も 鐘 

す。 帝 その 論 

の 終ら ざ る 

起たん とす 

禾、 帝の 裾 を 

引きて 止め、 

そ の^を 終ら 

んと乞 ふ。 帝 


修敎耍 錄卷之 九  三 八 〇 

り此に 至る まで 七 年、 豈皆 大事の 言 ふべき なからん や。 人君 を 開悟す る こと 必ず 其の 

漸 あり。 邪 佞 を防遏 する こと 必ず 其の 微を 以てす。 _陸 相疏ん ぜられ 延齢脊 せらる。 

夫れ 豈ー 曰の 積な らん や。 毫漦を 伐ら ざれば 斧 柯を用 ふるに 至りて、 則ち 其の 力 を 用 

ふること 多くして 功 を 見る こと 寡し。 故に 君子 以爲 らく、 城 は 未だ 陰陽 消長の 義を知 

ら ざる 者な り。 絲綸の 言は壞 るべき の 物に 非ず、 犬 子の 廷は 慟义の 地に 非ず。 城が 爲 

す 所 山人 處士疎 野の 態の み。 然 りと 雖も 正氣德 然として、 陸が 死 を 免 かれ 裴が 果して 

そし 

相たら ざり し、 其の 唐に 功 ある 其れ 大 なれば、 城 も 亦 未だ 觜る ベから ず。 

(ran 

(111)  しん ひ 

丁 南 湖 曰 は， く、 諫臣の 帝 裾 を 引く 者 古より 二人 あり。 辛毗 之れ を 引きて 魏文 之れ を容 

ここ  な  (3)  つみ 

る、 是を 以て 篡^ の 英雄と 爲る。 陳禾 之れ を 引きて 宋 の徽宗 之れ を^す。 是を 以て 敗 

亡の 閽 弱と 爲る。 

羅豫章 曰 はく、 古の 善く 諫 むる 者 は優游 として 迫らず。 其の 明かに する 所に 因って 之 

^  みちび  けつち よく  - 

卞 れを 道く とき は、 其の 之れ を聽 くこと や 易し。 故に 訐直强 勁なる 者 は 率ね 多く 忤を取 

り、 而 して溫 厚明 辨 なる 者 は、 其の 說 多く 行 はる。 

(七)  か 

唐 荊 川 曰 はく、 人臣 は 君の 好む ことに 於て 以て 之れ を 易 ふること あれば、 則ち 能く 其 


別 宰ニ平 直 はへ 人で 
に 相 一山 隸地ス 名 2; 
記 ^ 縣 省 名 g 
せ：： 保' 歌 
り 一 超 定今番 者 
リの ほ の 吾 の 


の^ 落つ。 內 

待 衣 を 易 へ ん 


も： s す。 後狃 

妄 なりと 奏す 

る もの ありて、 

禾、 流^せら 

る 

(六) 前 出 三 

九 頁參照 

(七) 明 代の 

人、 字 は 應德、 

倭寇 を緞 めて 

功 あり、 博 事、 

g の 中世の 第 

一 人 者な り。 

荆川集 あり 

(八) ^國時 

代の 人、 名 は 

&. 韓 • 魏 と 

並立して 諸侯 


列傳 に出づ 


の 嗜む所 を 奪 ひて 其の 初 を 忘れ、 區々 たる 颊 舌の 間 を 腈 ふること なし。 趙 列- M 音 を 好 

んで (歌 者) 枪. 石に 與 ふるに 田 を 以てせん と 欲す。 番吾君 は 公 仲 連 をして 士を 進め 

(ニー〕 

ぎう きく  いう ぜん 

しむ。 公 仲 連、 牛畜. 苟欣 *徐 越 を 進む。 畜は 侍する に 仁義 を 以てす。 烈 侯追然 たり- 

明日 欣 侍する に 賢 を 擧げ能 を 使 ふ を 以てす。 明日 越 侍する に 財 を 節し 用を儉 にす る を 

以てす。 是れ易 ふるに 仁義 を 以てし、 易 ふるに 賢 を 擧げ能 を 使 ふ を 以てし、 易 ふるに 

しばら 

財 を 節し 用を儉 にす る を 以てして、 君 乃ち 悅ぶ。 仲 連に 謂って 曰 はく、 「歌 者の 田且く 

止めよ」 と。 嘹、 三 子 且つ 然り。 況ゃ 賢なる こと 三 子より 大 なる 者 ある を や。 

(一三)  OS 

元 城の 劉 氏 曰 はく、 嘗て 國語 を讀ん で以爲 らく、 天子 政を聽 く、 公卿より 列士に 至る 

まで、 詩を獻 じ、 替は 曲を獻 じ、 史は 書を獻 じ、 師は箴 し、 瞍は 欺し、 晈は 誦し、 百 

ェは 諫め、 庶人は 語を傳 へ、 近臣 をして 規を盡 さしむ。 親戚 は 補 察し、 替史は 教誨し. 

二 き 

き がい 

耆艾は 之れ を修 す。 而 して 後 王 斟酌す。 是れ 三代の 前、 上 は 公卿 大夫 朝夕 以て 忠を納 

るる こと を 得、 下 は百ェ 庶民 猶ほ藝 事 を 執りて W て；！ む。 故に 忠言 嘉^ 日に 上に 聞え、 

てら 

而 して 天下の 隋幽 として^さざる なく、 遠と して 通ぜ ざるな く、 爲す所 必ず 成り 擧ぐ 


以下 三人 各 ~ 後に 肺 • 中 尉. 內史に 任ぜら る 二三〕 栄代 のん、 H 安^:, 前 出； 一；，： ハ七 s 參^  (一四) 春秋 の^の 各 糊の 歷史 を國 

一 五) 老人 
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三 八 


I)  * にも' お 集 項 さと^ 六玄ニ 源 頁 二：： 

孑-あ 元 世銶は e 卷す名 友程銶 せ ご  旁 六^ 

かる 城の し,6 i    R  ° の 門 及 十る  照 • 

くも 語 語た 永 こに こ 言下び 伊 朱  三 前 

い WIS 銶る 卿の 見の 行 M そ 卷洛子  六 出 

へこ 中卽 劉が 事 ゆ こも 十の。 淵の  一 二 
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しるし 

る 所 必ず 當る者 は、 諫 諍の 効な り。 後世の 士、 獻納を 君に 務めず して、 多く 自 全の 謀 

すくな 

を爲 し、 正論 遠猷 入りて 吿 ぐる こと ある は鮮 し。 是に 於て 員 を 設け 職 を 置きて、 而し 

て 之れ に责 むる に諫を 以てす。 夫れ 言 を 進む る 者 は 日に 益.' 少 くして、 言 を 聽く者 は 

勤 を 加へ ず。 此れ 天下の 治 終に 先王の 盛時に 愧づる 所以な り。 

華 陽の 范氏曰 はく、 人臣 諫めて 聽 かれざる とき は 當に位 を 去るべし。 苟も 彊 ひて 諫む 

る こと 能 はずして、 其の 君の 過の 擧 がる を 視、 天下 咸く 其の 臣を怨 むに 至る とき は、 

曰 はく、 我れ 君 を 諫めざる に は 非ず、 我れ を 用 ふること 能 は ざり しなり と。 始は 則ち 

利 を 擇んで 以て 其の 身を處 し、 終に は 則ち 謗 を 引きて 以て 君に す。 此れ 不忠の 大な 

る 者な り。  . 

(^=)5- 彔り卯 &于 5  ？ き^  程 伊川 S 筵に 在り。 一 Hi?!f 能んで 未だ 返 かす。 哲宗 忽ち 起つ は濫に 憑り、 被に。 

泥^: の 移 を ザる び 毒 を B^- ぷ 柳の 枝 を 折る C 進んで 曰 はく、 春に 方り 玆 生す、 故な く. L て报^ すべから すと。 

二 5 

朱 子 曰 はく、 有無 知るべからず。 但し 劉 公妄に 人に 語る に 非ず して、 春秋 も 疑 はしき 

まさ  そく だつ 

を傳 ふるの 法 あり、 應に遽 に 之れ を 削るべからず。 且つ 伊川の 諫、 其の 至誠 惻怛 微 

を 防ぎ 遠 を 慮り、 旣に君 を 愛する の 誠より 發す。 其の 善 端 を 涵養し 本 を 治む る を埒植 

かな  、 

する、 又 君に 吿 ぐるの 道に 合 ふ、 皆 以て 後世の 法と 爲 すべし。 而 して 少主を 輔導す る 


S 呂祖 謙、 

前 出 一 〇 1 1 頁 

參照 

(五) 寢 門に 

II じ。 正門 

(六) 明 代、 

黑 江の 人、 袁 

黃、 字は坤 ®、 

一 字 は 了 凡、 

蕙膽の 進士、 


歷史焖 補 • 

:.5lt 齋集， 暦 

法 新 * 等^ 多 

し。 但し この 

條 歷史焖 II 祯 

卷 三十 1 、 徽 

宗の條 に 出で、 

遠 了 凡に あら 

す 王鳳洲 評と 

あり 

(七) 傅堯 俞、 

字は欽 之、 重 

厚5*1、 君に 

も ussf にも 城 

府を 設けす、 

洁 • 直 • 勇の 


^馬 光に 捭 K 

せらる。 獻 簡 

と諡 す、 栄史 

卷 三百 £ 十 1 、 

列傳第 1 百に 出づ 


に 於て 尤も 當に 知るべき 所な り。 其の 餘 味の 窮 なきに 至りて は、 善く 學 ぶの 者 以て.：： n 

ら養 ふと 雖も 可な り。 

(ほ)  とほし  うとし  にわか 

東 萊の呂 氏 曰 はく、 諫の 道に 三 難 あり。 曰 はく 遠、 曰 はく 疎、 曰 はく 驟。 遠き とき は 

勢 接せず、 疎き とき は 情通ぜ ず、 驟 なるとき は理究 まらず。 其の 言の 行 はれざる は 固 

よりな り。 彼の 周に 師 氏の 官を設 く、 淵 乎たり 其の 意 を 用 ふることの 深き。 師 氏の 官 

は實に 虎門の 左に 居りて 王に 設 くるに 微を 以てする 者な り。 其の 勢 近く、 其の 情 親し 

2 と 

く、 其の 言漸 なれば、 江 海の 浸膏澤 の 潤の 若く、 日に 益 を 加へ て 知らず。 周 公の 官を 

設 くる 三百 六十、 官は 必ず 一事 を 掌り、 事 は 必ず 一意 を寓 す。 而 して 師氏獨 り 地官の 

屬に 列す。 實に周 公 意 を 致す ことの 深き 者な り。 

了 凡 曰 はく、 宋の 傅堯^ 御 史中丞 に 除せられ、 上； 百す。 r 臣 をして 拾 遣補闕 として 

以て 盛 德を輔 けしめ よ。 請 ふ、 其の 力 を 極めん。 人の 私 を 窺 ひ 其の 細 故 を 摘す るが 若 

き は臣が 志に 非ず」 と。 范鎭、 諫院に 知と して 曰 はく、 「其の 大臣の 紬故を 伺 ひ、 其の 

隱 微を發 き、 以て 己が 直 を 市る は實に 能くせ ざるな り」 と。 溫公 臼 はく 、「此れ 惟に 

文字 稍 ゃ異る (八) 字は景 仁、 前 出 =1 六 八 頁參照 

カ行 四 
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景仁 之れ を恥づ るの みに あらず、 光 も 亦 之れ を 恥づ、 赍 仁が 爲す ところ を 願 はざる な 

二) 程 明 道 り」 と。 程顥 召されて 御 史と爲 る。 對へ て 曰 はく、 「臣 をして 拾 遗補闕 として 朝廷 を 

(二) 前 出 三  てっし ふ  う 

裨贊 せし むる とき は 則ち 可なる も、 臣下の 短 長 を 扱 拾して 以て B 名を沽 らしむ ると き 

M 中つ m は、 則ち 能 はず I と。 祌宗嘆 じて 體を 得たり と爲 す。 陳瑙左 司 諫と爲 る。 嘗て 曰 はく 

峯。 楊 時に 師 

「言 ふ 者、 當に淺 近の 見聞 を 以て 上の 聰明 を 惑 はすべからず。 況ゃ肝 を 以て 忠と爲 し 

り。 秦 稳ヒ八！！  二 5 

はす 致仕して 寺に 補な く、 反って 冶澧を 傷る を や」 と。 ^剛御 おに 拜す。 曰 はく 、一臣の 職，：^^ を 

卒す。 高峰 文 

fellb 素. r 掉擊 する に 在り。 當に大 體を思 ふべ し。 細 故を收 拾す るが 若き は、 臣が 本心に 非ず」 

(fd)  ねんしゅつ 

81 第一 一十。 三 と。 此の 六 公の 言體要 を識れ り。 當に 之れ を拈 出して 以て 風憲忠 齿に備 ふべ し。 

章  § 

^0 〇 今 案ずる に、 臣 必ず 諫 諍す ベ けんや。 時に 勢 あり、 我れ に 其の 職 あり。 職に 淺深 

f お) 司 t4  (W)  「丄ハ ) 

篇第十 章  あり、 遠 疎 近親 あり。 聖門猶 ほ 「不可なる とき は 則ち 止む」、 r 數 > すれば 斯 に疏ぜ 

(八) 甘 陵の  (七) 

^ 超 $m、 らる」 の戒 あり。 且つ 未だ 信ぜられ ずして 諫 むる とき は、 以て 己れ を 誘る と爲 す。 

M^rm 後 漢の桓 帝の 時、 李 雲諫を 奉じて 誅 せらる。 韓非 に說 難の 篇 あり。 凡そ 人臣 諫 諍の 

(九) 呂后、  s  i 

道 甚だ 大 なる 哉。 昔漢の 太后 議 して 諸 呂 を 立てて 王と 爲 さんと 欲し 王 陵に 問 ふ。 陵 

へのー 右^ 相當時 が 曰 はく、 「高 帝 白馬 を 刑して 盟 つて 曰 はく、 劉 氏に 非ず して： 大 下に 王たら ば、 共 


に 之れ を擊 て」 と。 陳平 • 周 勃に 問 ふ。 對 へて 曰 はく、  r 髙帝 天下の 王子 弟を定 む。 

今 太后 制を稱 して 諸呂を 王と すと も 不可なる 所な し」 と。 太后 喜びて 朝を罷 む。 王 

陵、 平 • 勃を讓 めて 云 はく 、「始め 高 帝と 血を^って 盟ふ。 諸君 在ら ざり しか。 今 諸 

君 縱に阿 意 せんと 欲す。 何の 面目 ありて 髙 帝に 地下に 見えん」 と。 平 • 勃 曰 はく、 

「今に 於て 面 折廷爭 する は、 臣、 君に 如かず。 社稷 を 全うし 劉 氏の 後を定 むる は、 

(勃) 

君、 臣に 如か じ」 と。 夫れ 周 • 平 は 勇 能く 敵に 當り計 能く 奇を 出す。 然して 諫 諍す 

る こと 王 陵に 如かず。 人臣 皆 以て 殉死 すれ ども、 平生 諫諍 する こと 能 はず。 是れ說 

難の 事な り。 諫議亦 道 あり。 法 言 あり、 巽 語 あり、 細碎 あり、 大耍 あり。 主の 事 を 

行 ふに！： りて 死 を 以て 諫諍 する あり、 優游 して 迫らず 事に 因りて 進規 する あり。 或 

(一一 II)  §  -. 

は 優 旃の蔭 室の 論、 惠盎の 宋王を 服せ る は、 辯 論 を 以て 諫 むるな り。 或は 裾 を 引き 

檫を 折り、 顏を 犯し 旨に 忤ふ者 は、 直に 指す を 以てな り。 皆臣の 誠心 を 推して 其の 

實に 感ぜし む、 是れ 君子の 責ぶ 所な り。 故に 曰 はく、 擎跪. 曲 拳 • 奔走 • 從 順の 敬 

は、 君 を 敬す るに 形 を 以てす。 世俗の 知る 所な り。 善 を陳べ 邪を閉 ぎ、 君 を 堯舜に 

致す の 敬 は、 君 を 敬す るに 心 を 以てす。 聖賢の 行 ふ 所な り。 若し 己が 直 を 高う して 
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君の 過を顯 はす は、 以て 優と 爲る 所に あらざる なり。 

賄賂 淸廉 

或 ひと 第五 倫に 問うて 曰 はく、 「公 も 私 あるか」 と。 對 へて 曰 はく、 「昔、 入 吾れ に 千 

里の 馬を與 ふる 者 あり。 吾れ 受け ざり しと 雖も、 三 公選 擧 せらる る ある 毎に、 心に 忘 

るる 能 はず。 而も 亦 用 ひざり き。 吾が 兄の 子 嘗て 病めり。 一夜に 十た び往 くも、 返い 

て 安く 寢ぬ。 吾が 子疾 あり、 省視 せず と雖 も、 夕 を 竟るも 眠らず。 是の 若き もの 豈私 

なしと 謂 ふべ けんや」 と。 ^s^s^^ 

唐の ぎ 玄嗜、 ^.s^v 母盧氏 嘗て 玄噪 を誡 めて 曰 はく、 「吾れ 姨兄 

が" 者 屯田 郞中 辛玄 馭に兑 ゆ。 曰 はく、 『兒 子官 に從ふ 者、 人 あり 來 りて、 貧乏に して 

存 する 能 はずと 云 はば、 此は 是れ好 消息な り。 若し 貸貨 充足し 衣馬輕 肥な りと 聞かば、 

此れ 惡消 息な り』 と。 吾れ 嘗て 以て 確 論と 爲す。 比ろ 親 表 中の 仕 宦の者 を 見る に、 錢 

物 を將て 其の 父母に 上れば、 父母 但だ 喜悅を 知りて、 竟に 此の 物 何く よりして 來 るか 

を 問 はず。 必ず 是れ 祿侪 の餘資 ならば、 誠に 亦 善事な り。 如し 其れ 理に 非ず して 得る 


5 ち 

所なら ば、 此れ 盗賊と 何ぞ 別な らん。 縱ひ大 なる 咎 なくと も、 獨り內 心に 愧ぢ ざらん 

や」 と。 玄^ 教戒 を 遵奉して、 淸謹を 以て 稱 せらる。 

(3) - 一 (ク  テヌズ (BE)  -I シカン  ケ  ズ ルヌノ ハク テス- 1  一一  テス ヲ ニズト 

(三) 襄公十 左傳 曰、 宋人得 レ玉獻 二子 罕； 子罕 弗レ受 、 獻レ玉 者 曰、 以示ニ 玉 人.； Hi 人以 レ寶、 故獻 

五 年に 出づ  . ，  ゴ， 

s  *s  , 之、 子罕 曰、 我以レ 不レ食 爲レ賓 繭、 以レ玉 爲レ寶 若 以與レ 我、 皆 喪， 寶也、 不レお 人 

セン-一 ハ トノヲ 

有 n 其寶 ，1 

後 漢の靈 帝の 時 鴻都門 を 開き、 榜 して 官 爵を賫 る。 公卿 以下 皆 差 あり。 富者 先づ錢 

ます^-おく 

を 入れ、 貧者 官に 到りて 後 倍- 輸る。 或 ひと 常 侍 阿保に 因り 別に 自ら 通達す。 是の時 

段 弒等功 勳名譽 ありと 雖も、 然も 皆先づ 貨財 を 輸り而 して 後に 公位に 登る。 拔 烈は瘃 

郡の 人な り、 名 を 北 州に 重く する あり。 饨 母に 因りて 錢五百 萬 を 入れ 司 徒と 爲る。 嘗 

て 其の 子 釣に 問うて 曰 はく、 「吾れ 三 公に 居る こと 議 者に 於て 如何」 と。 鈞が曰 はく、 

「大人 少 きとき は英稱 あり、 位 を 卿 守に 歷る や、 人 謂へ らく、 當に三 公と 爲る べしと。 

今 其の 位に 登りて 天下 望 を 失へ り」 と。 烈が曰 はく、 「何す れぞ 然る や」。 鈞 H はく、 

g 歷 1 「論ずる 者 其の 銅 舆を嫌 ふ」 と。 後 大尉に 拜す。 荒 卓 旣に誅 せられて 城門 校 尉に 拜す。 

flgl に U の惠帝 人となり 憩騃^ にして 權 臣下に 在り、 政 多 門に 出で、 勢 位の 家更- 相鹅託 

カ行 四  三 八 七 
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(1) 晉書卷 し、 互市の 如き こと あり、 貨咯 公に 行 はる。 魯褒、 字 は 元 道、 南 陽の 人な り。 舉を好 

九十 E 嚓逸傳  ，た 

沛 みて 多 聞な り。 素 貧 を 以て 自ら 立つ。 褒、 時の 食 鄙 を 傲み、 乃ち 姓名 を 隠し 錢神論 を 

の亭 長たり し  そし  〜 

* 呂公、 劉 氏 作りて 以て 之れ を 刺る。 其の 略に 曰 はく、 「之れ を 親しむ こと 兄の 如く、 字して 孔方と 

を 判じて 帝王 

曰 ふ。 之れ を 失 ふとき は 貧弱な り、 之れ を 得る とき は富昌 なり。 翼な くして 飛び 足な 

ノ  くして 走り、 嚴毅 の顏を 解き、 難 發のロ を 開く。 錢 多き 者 は 先に 處り少 き 者 は 後に 居 

(三) ^は奏  さ， よ ひ 

"ゴ世 ■ る。 錢の祐 する 所吉 にして 利 あらざる なし。 何ぞ 必ずしも 書を讀 みて 然して 後に 富貴 

ならん や。 昔 呂公は 空 版に 欣悅 し、 漢高 (ill 二に 克ち 之く， 文 君 布 裳 を 解いて 錦^ を 被 

如の 妻 文 君、  (S) 

i 貝 はして、 貧 り、 相 如 高 盖に乘 りて 犢鼻を 解く。 官 尊く 名顯 はるる こと 皆錢の 致す 所な り。 德 なく 

生 相. W に 嫁す 

お 迎 7 J して 尊く、 勢な くして 熟し、 金 門を排 して 紫 閥に 入る。 危 きこと も 安から しむべく、 

店 をな し、 .0 

ら犧 as を 著 死す こと も活 きしむべし。 贵 くして^ ならしむべく、 生く る も 殺さ しむべし。 是れ忿 

け、 器 を 市中  , 

爭錢に 非 ざれば 勝たず、 幽滯錢 に 非 ざれば 拔 けず、 怨饕錢 に 非 ざれば 解けず、 令 願 

して 賦す るの  にく 

身と なれり に 非 ざれば 發 せず。 凡そ 今の 人 唯だ錢 のみ」 と。 時 を 疾む者 其の 文を傳 ふ。 

〔」 に，、 u~ ザ (さ  ますく あら  いた  (セ) 

^卷 十四に 袁了凡 曰 はく、 晉の世 賄 胳滋丄 早 はれ、 魯 褒が錢 神の 嘆 を 感ずる に 致る。 余、 山濤が 

吏部尙 書と 爲る を觀 るに、 鬲 令の 袁毅 尤も贫 濁たり。 赂を濤 に 遣る に 糸 百 斤 を 以てす。 


Ms 竹林 七 ほの 

1 人に して、 


み、 ，=: ら晦 i 

す。 榮 貴に 居 

て^ 約、 故舊 

も脤 はす。 武 

帝の 信 も 亦 ほ- 

I. 康と諡 す。 

こ の こ と晉書 

卷 II 十三 列傳 

第 十一 一一に 見 ゆ 

(八) 字 は^ 

沖。 竹林の 七 

g の 一人。 恵 


用 ひられし も 

功な し。 元と 

諡す。 性 貧 吝， 


得ん こ 

も 恐れて 


せり。 s 幕 卷 

十三に 出づ 

(九) 晉書卷 


王戎侍 中たり。 南 郡の 大守 劉肇 戎に賂 する に简 中の 細 布 五十 端 を 以てす。 然して 已に 

司隸の 爲に糾 さる。 今 此の ニ賂を 縢に して 權 門に 走る の 奴隸、 其れ 抵 つて 笑 は ざらん 

あぶら 

や。 又 曰 はく、 朱 子 云 はく 、「財 は 猞ほ腻 なり、 近づく とき は 人 を 汚す。 豪傑の 士は之 

れを言 ふこと を 恥づ」 と。 然して 余 も 亦以爲 らく、 晉の 王戎李 核を鑽 りて 敗檢 し、 石 

(一 0)  いた 

崇は蠟 を 薪に 代へ て 宗を滅 し、 崔洪は 手に 珠玉 を 持たず して 雅操を 全うする に 迄り、 

桓玄は 手に 珠玉 を 離さず して、 大いに 兇 節 を 著 はす。 豈 之れ に 近づけば 汚と 爲 るに 非 

0  3  (ニーー) 

ず や。 然して 王衍が 口に 錢を言 はず、 王敦が 口に 色 を 言 はざる、 遂に 王 衍* 王敦 たる 

を改 むる ことなく、 而も 貪 泉 を 酌む 者 亦 何の 害 をか爲 さん。 吳隱之 是れ亦 人に 存 する 

のみ。 

(一 w)  a さ 

宋の 寧宗の 朝、 趙師 譚、 韓伲胄 に 詔 ひ 至らず とい ふこと なし。 伲冑嘗 て 南 園の 山莊に 

過り、 竹 籬草舍 を 顧みて 謂って 曰 はく、 「此れ 眞 の田舍 間の 氣象 なれ ど、 但だ犬 吠 鶏鳴 


崇、 字は季 倫、 時の 政に 與り E 萬の S を累ね r 蠟を 以て 薪に 代へ て紫絲 布 十 里 を 作る」 云々 とその 奢侈 を 極めて 亡ぶ る をい へり (一 〇) 字 

は 良 伯、 淸廉を 以て 重んぜら る。 晉書卷 W 十五、 列傳第 十五に r 洪國不 匕 一一， 货 WT 手不レ 執- 一 珠玉 T」 云々 (一一) 字 は 敬 道、 才に長 じ. 0 負 心强 く、 

遂に 安帝の 位 か-^ ひ、 時人 をして， v の * 奢 行爲 王莽 も^はし むる もの あり、 後 父 誅に遇 ふ。 晉書卷 九十 九に 出. づ (一 二) 王 戎の從 弟、 字 は 夷甫、 

老 莊を談 する を 以て 事と 爲す。 晉書卷 K 十三に 出づ。 その^ 郭 氏の 貧 鄙を疾 みて、 口 来 だ 1!: て粲を 言 はすと (ニー 一) 字は處 仲。 この こと 晉書卷 九 

十八に 出づ (一 II) 字 は 處^。  ^之の 刺史 となり 赴きし 踪に貪 泉と いふ 水 あり、 人 これ を 厭 ふ。 際 之 曰 はく、 耍は 心に ありと。 晉書卷 九十に 出づ 

(一 五) 失史卷 二百 ra 十七、 又歷史 補卷卅 五に 出づ 二 六) 當 時の 權臣 


力 


四 


二八 九 


の 登 同 二 行づ卷 2  W(S 卷ニ 

名 用 じ C 篇ソ入 ご  づ第 六 り 

^、に X 十  二十 

驗 宫 —も: ;1\ 小 H 後  .  H "—  後 

科 吏 才づ舉 に i«  —  っ《 

目のに 赛 出 *  に 列 甞 
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ほ ゆる 

を闕 く」 と。 俄に 犬の 嘷を 聞く。 之れ を視れ ば^ち 師 莾 なり。 伲胄 大いに 笑 ふ。 聞く 

者 之れ を 鄙し まずと い ふこと なし。 

後漢の 羊繽、 字 は 與祖、 太 山 平 陽の 人な り。 南 陽の 太守と 爲り 百姓 歎 服す。 常に 敝衣 

薄 食に して 車馬 羸 敗す。 府の丞 嘗て 其の 生魚 を獻 ず。 繽 受けて 之れ を 庭に 縣く。 後 又 

之れ を 進む。 績 乃ち 前に 懸 くる 所の 者 を 出し、 以て 其の 意 を 社ぐ。 靈帝 以て 大尉と 爲 

さんと 欲す。 時に 三 公に 拜 せらる る 者 は、 東 園の 禮錢千 萬を輸 る。 中 使 をして 之れ を 

も g  さ すう  ゆ 

督 さしむ。 名 づけて 左 驄と爲 す。 其の 之き 往く所 輙ち迎 へて 禮敬を 致し 厚く 贈 胳を加 

ふるな り。 繽 乃ち 使を單 席に 坐せ しめ、 緇袍を 擧げて 之れ に 示して 曰 はく、  r 臣が資 と 

する 所 は 唯 だ斯れ のみ」 と。 此の 故 を 以て 公位に 登ら ざり き。 

(二) (一-一)  ゆ 

後 漢の楊 震 茂 才に擧 げられ、 四た び 荊 州の 刺 史に遷 る。 東萊の 太守 郡に 之く に當 り、 

道に 昌邑 を經。 故と 擧 ぐる 所の 荊 州の 茂 才王密 昌邑の 令と 爲て 謁見す。 夜に 至り 金 十 

斤を懷 にして 以て 震に 遣る。 震 曰 はく、 「故人 君 を 知る、 君 故人 を 知らざる は何ぞ や」。 

^曰 はく 、「暮夜に して 知る 者な し」。 震 曰 はく、 「天 知る、 神 知る、 我れ 知る、 子 知る。 

何ぞ 知る ことなしと ^はん」 と。 密^ ぢて 出づ。 性公廉 にして 私謁を 受けず。 子孫 蔬 


貪步行 十。 故舊 或は 爲に產 業 を 開かし めんと 欲すろ も、 震 肯んぜ ずして 曰 はく、 「後 

世 をして 淸 白の 吏の 子孫と 爲て稱 せしめん。 此れ を 以て 之れ に 遣 さば 亦 厚から ず や」 


(£) 孔子 家 

語卷 二、 致 思 

篇 に出づ 

(五) 後^ 書 

卷 七十 一 に 出 

づ 

(六) 漢の劉 

,M の 撰。 二十 

卷。 さ 來の逸 

事の 戒 となる 

もの を 集む。 

こ の 話 はもの 

說叢篇 に 出づ。 

勝 母と いふ 邑 

こ， 人ら ざ る は 

そ の 音 を 忌め 

ぞ<  な .C 

(七) 尸 子 名 

は^、 周代魯 

の 人、 秦の商 

跌の師 なり、 

書 二十 篇を著 

はす、 尸 子と 

稱す、 ^書 簦 

文 志に は 雑 家 

の 部に 入る 


家 語に、 端 木 賜、 字 は 子 貢、 魯國の 法、 人の 臣妾を 諸侯に 贖 ふ 者 は 皆 金 を府に 取る。 

子 貢 之れ を 臏ひ辭 して 金 を 取らず。 孔子 之れ を 聞きて 曰 はく、 「賜 や 失せり。 夫れ 聖人 

の 事を擧 ぐる や、 以て 風 を 移し 俗 を 易 ふべ し、 而 して 教導す る や 以て 百姓に 施すべし。 

獨り 身の 行に 適する のみに 非ず。 (今) 魯 國は 富める 者 寡く して 貧しき 者 衆し。 人 を 贖 

ひて 金を受 くる を 則ち 不廉 と爲 さば、 何 を 以て 相賴 はんや。 今より 以後 魯人 筏た 人 を 

諸侯に 暧は ざらん」 と。 

後 漢の鍾 離 意、 字 は 子！：、 會稽 山陰の 人な り。 顯宗徵 して 尙 書と 爲す。 時に 交 阯の太 

守 張恢贓 ^瞧 ^ザし sis ぉ贿 千金に 坐せられ て 法に 伏す。 以て 資物 を大司 農に 人る。 

詔して 群臣に 賜 ふ。 意、 珠璣を 得る も 地に 委 てて 賜 を拜 せず。 帝 怪しみて 其の 故 を 問 

し f ^ぼ  めぐ 

ふ。 對 へて 曰 はく、  r 臣 聞く、 孔子 は 渴を盜 泉の 水に 忍び、 曾 參は車 を 勝 母の 閬に囘 

(六) (七) 

らす。 其の 名を惡 めばなり。 賴^プ尸 此れ 贓 穢の寶 なり、 誠に 敢 へて 拜 せず」 と。 帝. 

カ行 四  三 九 一 
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嘆 じて 曰 はく、  r 淸 いかな 尙 書が 言」 と。 乃ち 更に 庫錢 三十 萬 を 以て 意に 賜 ふ。 

二) 後 薄書 I 漢の 劉寵、 字 は 祖榮、 東萊牟 平の 人な り。 會稽の 太守に 拜 せらる。 郡 中 大いに 化す „ 

卷ー百 六、 列  (二)  ばう び (三) 

H ハ 十六に 徵 して 將作大 匠と 爲す。 山陰 縣に 五六の 老叟 あり、 庞^ 皓髮、 若 邪 山 谷の 間より 出で 

て 人 ごとに 百 錢を齎 し 以て 寵に 送る。 寵 之れ を勞 はりて 曰 はく、 「父老 何ぞ n ら 苦し 

營す るの 官名 

S 地名、 む」 對 へて 曰 はく、 「山 谷の 鄙 生 未だ 嘗て 郡 朝 を識ら ず。 他 (守) の 時 は吏發 して 民間 

1-1  i  i たみ 

に 求め、 夜に 至って 絶えず。 明府 車より 下りて 以來、 豹 夜 吠えず、 民 吏 を 見ず。 年老 

いて 聖 明に 遭 ふ。 今 當に棄 て 去らる べしと 聞く、 故に 自ら 扶 けられで 奉送す」 と。 寵 

之れ が爲に 一 大錢を 選んで 之れ を受 く。 後に 官太 尉に 至り、 累 りに 卿相に 登る。 而れ 

ども 淸約省 素に して 家に 货積 なし。 

(5 後 薄 書 後 漢の孟 #n、 字 は 伯^、 會稽上 虞の 人な り。 合 浦の 太守に 逡る。 郡に 穀實 を產 せす し 

卷 一 百 六， -. 

^六十 六に て、 海に 珠寶を 出す。 交 趾と境 を 比べ 常に 商 を 通じ 貨を販 りて 粮食 を糴 ふ。 先 時の 宰 

とも  -", つ は 

守 並に 多く 貪穢 にして 人 を 詭り採 求めて 紀極を 知らず。 珠 漸く 交趾の 郡界 に徙 る。 

(是に 於て) 行旅 至らず 人 物資な く、 貧しき 者 は 道に 死锇 す。 嘗、 官に 到りて 前の 弊 

を 革 易し、 民の 病 利 を 求め、 未だ 歲を踰 えずし て^れる 珠復た 還る。 百姓 皆 業に 反り 


商貨 流通す。 稱 して 神明と 爲す。 徵 されて 還る ときに、 吏 民 車に 攀ぢて 之れ を 請 ふ。 

乃ち 夜遁れ 去る。 

(五)  は やう 

後漢の 雷義、 字 は 仲 公、 豫章鄱 陽の 人な り。 初め 郡の 功寶 と爲 り、 擢 でられて 善人に 

擧 げらる。 其の 功に 伐らず。 義 嘗て 人の 死罪 を濟 ふ。 罪せられし 者、 後に 金 二 斤を以 

て 謝す。 受けず。 金主、 義が 不在 を 伺 ひ、 默 して 金 を 承 塵の 上に 投ず。 後屋宇 を葺理 

して 乃ち 之れ を 得たり。 金主： U に 死して 復た 還す 所な し。 乃ち 以て 縣曹に 付す。 後 侍 

御 史に拜 し 南頓の 令に 除 せらる。 

(六)  かくし れん  こ-、 

風俗 通に、 郝 子廉飢 ゑて 食 を 得ず、 寒え て 衣 を 得 ざれ ども、 一介 も 諸れ を 人に 取らず。 

よぎ 

曾て 姉に 過り て 飯す、 錢を席 下に 留めて 去る。 行いて 水 を飮む 毎に、 常に 一 錢を 井中 

に投 ぐ。 

魏 略に、 時 苗、 字 は 德冑、 鉅 鹿の 人な り。 少 にして 淸白 なり。 人となり 惡を疾 む。 建 

(七) 

はく ほ^- 

安中 壽 春の 令と 爲る。 八 の 行く ところ 風の ごとく 靡く。 其の 始め 官に 之く ときに 薄泰 

しゃ  くわ 5 じぎう 

車に 乘り、 黄 粹 牛 • 布被囊 あり。 歲餘 にして 牛 一 の犢を 生む。 去る に 及んで 其の 犢を 

ちと 

留め、 主簿に 謂って 曰 はく、 「令 来る 時 本 此の 犢 なし、 犢は 是れ淮 南の 生ずる 所な り. r 


二〕 俗に 逮 

ひて 異も 立つ 

る の 意 

(二) 唐の 白 

居 易 攆* 三十 

卷、 * の孔傳 

の 緝と 合して 

白孔六 帖百卷 

i して 世に 行 

はる。 これ か。 

六 帖の名 多く 

して 確なら す 

(三) 唐 代、 

京 兆の 人、 官、 

潤 州の 剌史た 

(S) 新 唐 書 

卷 I 百 十五、 

列懊第 SJ 十に 

出づ。 敬 則 字 

は少 連、 毫州 

永 城の 人、 孝 

義を 以て 名高 

し 

(五) 卷 九十、 

列傳第 六十に 

(六) 字 は 伯 

道、 平 陽襄陵 

の 人、 孝廉を 

以て 擧 げらる 

(七) S 卷 

七十 二、 列傳 
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時の 人 皆 以て 激 すと 爲す。 然れ ども 是れに 由つ て 名： 大 下に 聞 ゆ。 

(二)  ゐ せん  えい ざう 

丄ハ帖 に、 韋誅 休日に 樓に登 りて、 人の 圃に 於て 瘗藏 する 所の 者 ある を： ST 諸れ を 吏に 

訪ふ。 曰 はく、  r 參軍裴 寛が 居な り、 與に 偕に 來れ」 と。 銑、 狀を問 ふ。 答へ て 曰 はく、 

おくりもの  たまく  か れひ おく 

r 寬、 義 として 苞苴を 以て 家 を 汚さず。 適 > 人 あり、 鹿 を 以て 餉と爲 し 致り て 去る。 

敢 へて 自ら 欺かず。 故に 之れ を 瘗 む」 と。 銑、 ^異 して 乃ち 引きて 判官と 爲す。 

(m  た 

朱 敬 則、 躐 州の 刺 史と爲 る。 代りて 還る とき 淮 南の 一 物な し、 乘る 所の 止 だ 一 暢 のみ。 

(六) 

(五)  とういう 

晉 書に、 鄧攸吳 郡の 太守と 爲る。 米 を 載せて 郡に 人り 你を 受けず、 唯だ吳 水を飮 むの 

み。 

(七) 

隋の 趙軌、 齊 州の 別 駕と爲 り 入りて 朝す。 父老の 送 者 曰 はく、 「公 淸 きこと 水の 如し、 

請 ふ 一 杯の 水 を 酌みて 餞 を 奉ぜん」 と。 

(八)  (域) 

李恂、 後に 徵 されて 謁 者に 拜 せられ、 節 を 持して 西 使 副 校 尉を領 せしめら る。 西域 殷 

しば/ \ おく  こう 

富に して 珍寶 多く、 諸 國の侍 子 及び 督使 • 賈 胡數， '遣る。 狗が 奴婢 は 宛 馬 • 金銀 • 香 

罰の 屬 一 も受 くる 所な し。 

孔奮、 姑臧の 長に 守たり。 召されて 單車 にして 路に 就く。 姑减 の^ 民 及び 羌胡相 謂 ひ 


fr-: 十八に 53 て 曰 はく、  r 孔君は 淸廉仁 賢に して 縣を擧 つて 恩 を 蒙る。 何 如ぞ今 去る に 共に 德に 報ぜ 

^八)^^^ ざらん や」 と。 遂に 相に 牛馬 器物 を賦斂 して 追 ひ 送る。 套 一 も受 くる 所な し。 

ほ 第 2： 十 1 に  f  一  0)  ほ とん 

S  李勉、 嶺 南の 節度 使に 拜す。 西南の 夷舶歲 ごとに 至る 纔に四 五、 幾 ど 苛 謹を視 るな り * 

(九〕 卞， s  (i 

^A^M 勉旣に 廉潔 又暴征 せず。 明年 至る 者 乃ち 四十 餘柁 なり。 官に 居る の 久しき 未だ 嘗て 飾 

卷六 4. 一 、 列  ぬぐ 

傳 十一に 器 を 抆ひ車 服 を 用 ひず。 後 召されて 歸る。 石 門に 至って 盡く 家人 蓄 ふる 所の 厚 珍を搜 

して 江 中 J)。 

卷 一 百； - 一十 一 、  とせん K うしう 

SS 五十六 通鑑 に、 唐の 杜遍、 婺 州の 參 軍と 爲る。 秩滿 ちて 歸る ときに、 吏 紙 を 以て 之れ に 贐す。 

に出づ 

y 意 一〕 餘艘 暹爲に 紙 百 番を受 く。 

(に 一て ー^ほ1 王 僧 孺が傳 に、 僧孺 南海の 太守と 爲り、 外 國の舶 物 並に 取る 所な くして 曰 はく、 「昔 

西域の sg^i  (史) 

な ぺ？^ 人 蜀の長 刺と 爲り、 身に 蜀の 物な し。 吾れ 子孫に 敢 へて 越の 装 あらざる こと を 遣さん 

となり 4" 名" .H ほ 

IC  ^^開 兀  cr  _  0 

の 頃の 功臣な  と 拔寸」 と 

り  nw)  (Ho  (IV)  (一八) ， ， か； 

二三〕 百 枚 筆談に、 蔡 君謨、 嘗て 小 吳璲に 書して 云 はく、 「李 及 杭 州に 知と して 白 集 一部 を 市 ふ。 ■ 

に j£ じ 

二  S;) 南朝 梁 代の 人、 南史卷 五十 九に も、 梁誊卷 一一 一十^に も 出づ。 初の 方 文字 少しく 異る (一 五) 宋の沈 括の 蓼溪 か。 辨證 *樂 律 • 象 獒* 

人事 や 十七 門に 別ちて 集敘 せり (一 六) 前 出 三 六 九 頁參照 (一七) 朱 代の 人、 字 は 幼 幾、 後に 御史中 承に 拜す、 淸廉を 以て 名 あり、 吳 中の 一物 

も 買 は ざり しも、 白樂： 大集 一部 を 買 ひし も悔 ゆ 
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(一) 五代の 

人、 字 は 正文、 

良吏の 名 あり 

(二) 字 は 世 

昌、 仁 宗の君 

ぼ を 養 ひし 名 

相な り 

(三) 宋の搭 

文瑩の 撰、 正 

緩 四卷、 環 

中の 撰に して、 

主に 北 宋の雜 

事 を 記す 

(四) 寇 ir、 

朱 代の 人、 字 

は 平 仲、 太宗 

の 朝の 進士、 

宋の 内治に も 


も 力 も 致し 再 

度 相と なり、 

萊國 公に 封ぜ 

らる 

(五) 朱代蜀 

の 人、 字 は 仲 

先、 吟咏も 嗜 

み 閗 達 を 求め 

す。 草堂 を 築 

いて その 中に 

ssl^ お 詩す。 

^堂お 士 と^ 

し、 草堂 集の 

奢 あり 
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乃ち 身 を 終る まで 恨と 爲 すと。 此の 君 殊に 淸節、 世の 戒と爲 すべし」。 

閩の賈 郁、 僵遊 縣に遷 る。 邑客 あり、 果を 遣る。 辭す。 曰 はく、 「某の 家の 新果 にし 

て 人 衆く 未だ 知らず」。 郁 曰 はく、 「君 弟子 あり や 否や」。 曰 はく、  r 昆仲 三人、 豚犬數 

輩」。 郁 曰 はく、 「古人 四 知 を 長る。 君 今 兄 知り 弟 知り 子の 携 へて 來る者 知る。 是れ古 

人に 倍せ り」 と。 客 大いに 慙ぢて 返く。 

(二 ) 

宋 の慶曆 中、 杜衍 相たり。 苞苴 貨跻敢 へて 其の 門に 到らず。 時に 淸白 宰相と 號す。 

おくりものまい な ひ 

31)  (BE)  ？  ルモ 

湘 山野 錄に、 寇萊 公、 富 責を歷 る 四十 年、 田 宅 園 邸な し。 餽野 詩を獻 じて 曰 はく、 有 

二 ス ティ ダイ 一一 シ ノス  ヲ 

レ官居 二 鼎鼐； 無 一： 一地 起 ニ樓臺 一と。 

(六)  (七)  かざ  (八) 

言行 錄に、 王 待 制 質 公、 相 門に 在りて 驕らず 華らず、 貧 を 以て 寶と爲 す。 祖父 舍 人た 

にぎよ  や 

りし 時に、 嘗て 金 を 貸り て 以て 膽す。 毘弟乘 る 所の 馬を輟 めて 以て 之れ を 償 ふ。 家の 

藏 書を閲 して 其の 券 を 得て 曰 はく、 「此れ 前人の 淸風、 當に 奉じて 墜 さざる ベ し」 と。 

又顏魯 公が 米 を 乞 ふの 帖を 得て、 石に 刻して 以て 之れ を模 して 親友に 遺る。 其の 雅尙 

(10) 

ひや うげ つ 

此の 如し。 故に 身 を 終る まで 貪らず、 至る所 氷 蘖の聲 あり。 

(二)  (ニー)  や 

荊 公 • 溫公貨 利を殖 さず。 荊公官 浸ゃ顯 はれて 俸祿 門に 入る。 諸 弟の 取る に 任せて 盡 


お 出 列^  二 光二 石 二 こ 
なづ 傳卷-   ― —と 

な  ^3 几 \^ 

文 十 十 

多 六一 新 司 王 


(六) 宋名臣 

首 行銶， 前 集 

卷 九に 出 づ 

(七) 王 質、 

字 は 子 野、 官、 

人 案 閣の待 制 

に 至る 

(八) 王 文 公、 

安 石 

(九) ； g、s^ 

(一〇) 飮水 

食篥の 意に て 

谙 苦に 處 する 

安 

唐 


(一四) 太祖 

の 乾德、 理宗 

の淳祐 の 間の 

意なる ベ し 


く 問 はず。 溫 公太 原に 通 判たり し 時、 月給 酒餽 賓客 を 待す るの 外 は輙ち 請けず。 洛に 

居りて 園 宅 を 買 ひ、 猶ほ 兄の 郞中を 以て 戶と爲 す。 

(一 一 一一) 

き やうく わい  そう、 J 

0 晦 吏 部 侍 郞と爲 り、 性聰晤 なり。 舊 制に 吏 曹の舍 宇 悉く 棘 を 布き て、 以て 令史と 

選 人との 交通 を 防ぐ。 晦、 選 事を領 する に 及んで 盡く 之れ を 除き、 大いに 銓門を 開き. 

禁ずる 所な きこと を 示し、 私に 引 置す る 者 は 晦輙ち 之れ を 知りて 召し 問 ふ。 首 伏せず 

とい ふこと なし。 初め 朝廷 晦が前 規を改 むる を 以て、 咸く 以て 不可な りと 爲せ しが、 

竟に 銓衡 所 を 得、 賄賂 行 はれず して、 朝を擧 つて 敬服す。 

唐の 李 介の 傳に、 介、 吏 部 侍郞に 進む や、 請：？！ 行 はれず。 時の 人語り て 曰 はく 、「李 下 

に蹊徑 なし」 と。 

通 鑑漢の 文帝紀 に、 申 屠 嘉、 人となり 廉直に して、 門に 私謁を 受けず。 

宋の眞 德秀、 人心 を牧 むる の 四 事 を 言 ふ。 其の 三に 曰 はく、  ^苴 公に 行 はるる に は、 

0四) 

宜しく 其の物 を 反して 其の 人 を 罪すべし と。 乾淳の 間に 當 りて 朝に 位 ある もの は、 餽 

遣の 門に 及ぶ を 以て 恥と 爲す。 任 を 外に 受け 苞ず： 都に 入る を 以て 羞と爲 す。 

韓非 子に、 公孫 儀魯に 相と して 魚を嗜 む。 一 國 盡く爭 うて 魚 を 買 ひて 之れ を獻 ず。 公 
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年 こ 寧 年 遷さ七 2 

の 7K  り し ~ '  W 

間の。 し 頁 
約 年慶高 南袅前 
七 號元宗 宋^ 出 


(一) ^代の 

人、 名 は 宗沐、 

字 は 新甫、 嘉 

靖の 進士。 海 

運誶考 • 海運 

0 • 敬 所 文集 

等 あり 

三 


は 


十 


三 九 八 

儀 子 受けず。 其の 弟 諫めて 曰 はく、 「夫子 魚 を 嗜んで 受けざる 者 は何ぞ や」。 對 へて 曰 

はく、 「夫れ 唯 だ 魚を嗜 む、 故に 受けざる なり。 夫れ 卽し魚 を 受けば 必ず 人に 下る の 色 

あらん。 人に 下る の 色 あらば、 將に 法を枉 げんと す。 法を杆 ぐると き は 則ち 相 を 免ぜ 

ら れん。 魚を嗜 むと 雖も 此れ 必ずしも 能く 自ら 給せ ざらん。 我が 魚 を 致さば、 我れ 又 魚 

を 自給す る 能 は ざらん。 卽ち 魚を受 くる ことなくして 相 を 免ぜられ ずば、 魚を嗜 むと 

雖も、 我れ 能く 長く 自ら 魚 を 給 せん。 此れ 明 夫人 を恃 むは. R ら恃 むに 如かず」 と 云々 

王 敬 所 曰 はく、 禮義廉 恥 は 土の 元氣 にして、 折衝 禦侮 は國 の衞氣 なり。 漢 唐の 衰 へし 

や、 其の 士人亦 豈賄を 用 ひ 勢に 附 して 進む 者 あるな からん や。 然れ ども 獍ほ 或は 人の 

之れ を 知らん こと を 長る。 是れ 尙ほ廉 恥の 心 未だ 亡びざる なり。 宋の士 の 習、 蔡 京よ 

(II 一) 

りして 後廉 恥の 道 喪び、 以て 紹與 • 慶 元の 間に 極まれり。 士人是 の 如くなる とき は 朝 

廷紀 綱な し。 紀 綱な きとき は 天下 善政な し。 白日に.； 乙 哀して 暮夜 を 待たず、 小利 餒釗 

して 顯宫を 待たず。 元氣 先づ蹶 く、 叉 何 を 以て か 沿 江の 將臣を 侮り 責 むる こと を禦が 

ん。 縉 紳相胥 つて 夷と 爲る、 又何ぞ 蒙古 改元の 日 を 待って、 而 して 後に 袵を 左に せん 

や。 是れ 痛む ベ 


て 5 しえ 

異を HM する に、 肺^お り^ 金の 蒲^の 小 架上に、 ナ、^ u 餘顆 を^る を獻 す。 衆 "ぢ沮 む。 


フ ひ。 通 II に、 趙師毳 が^ I?r に附 して 諂って 至らす、 とい ふ 所 *^。  ^きが^ H に 10 官^； つて 珍 


<、£) 素行 

(五) 足 利 » 

氏の 時制に し 

たる 連武 式！：：： 

條々 をい ふ。 

群 書類 從 武家 

部に 收 載す 

(六) 以下 は 

上文の 註解の 

ごとき！ ^にな 

れり 

(七) 以下 は 

上文の 注 


(八) 素行 

(凡) 支那の 

述 の ごとき 

も *： 者 年代 未 

0, 山 鹿^の 

中に この 

51 本の 一 部 も 

^せり 

(一〇) 上篇 

に 出 * つ 


侘冑が 愛妾 十 人 北 珠の冠 を 得ん と 欲す。 

^に 北 珠を市 ひ 十 冠 を 製して 以て 之れ も獻 す。 

(H)  <12  ク キル x  ヲ  《六) 

〇 今 案ずる に、 建武 記に 一 h 、ふ、 「固 可レ 被, 止 二 賄賂 一事。 此の 條又 今に 始まらず と雖 も、 

殊に 嚴密の 御沙汰 あるべし。 假令百 文の 分限たり と雖 も、 賄賂 を 爲す者 永く 其の 人 

を 召 仕 はるべからず、 過分の 儀 を 爲す者 は 生涯 を 失 はるべき か」。 又 曰 はく、 「殿中 

キテ 一一 キル サ ノ ヲ (七) 

付， 1 內外 一 可 レ被レ 返 二 諸方 進物 1 事。 上の 好む 所 は 下 必ず 之れ に隨 ふ、 尤も 清廉の 化 を 

行 はるべし。 次に、 唐物 已 下の 珍奇 殊に 賞 翫の儀 あるべからざる 者な り」。 と。 又 

新 加の 制 式に 云 はく、 「固 可レ有 レ禁ニ 止賄胳 一事。 右 憲法に 云 ふ、 利 を 得る を 常と 爲し" 

賄 を 見て 訟を聽 く 云々」。 建武の 式目、 殊に 此の 一 篇を 立つ、 古今の 制禁 勝げ て 計 

ふべ からず。 凡そ 公事 は 一 禮を受 くと 雖も、 取るべき の 道に 當る は、 千顆 たりと も 

あら は 

顯に 之れ を 取るべし。 取るべからざる の義に 於て は、 寸珠と 雖も亦 之れ を 取る ベ か 

らず。 若し 訴論人 密に胳 の 沙汰に 及ぶ 者 は、 評定 衆 互に 白 狀を遂 ぐる こと 其の 計 あ 

るべ し、 自他の 心 を 潔くし、 各  >  計議 を歷ら るべき か。 

(八) . 5 

〇 今 案ずる に、 居 家 必用 辛 集に 曰 はく、 「事に 因って 財を受 くる を、 之れ を 取 受と謂 

ふ。 曲 禮に曰 はく、 臨. 財 無二 苟得； と。 蓋し 恐らく は 其の 廉節を 傷って 其の 行 を 
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か  二) 

玷 かんこと を。 故に 法 を 立てて 以て 之れ を 制するな り。 孟子 曰 はく、 可ニ以 取； 可 一 1 

以 無-取、 取 傷, 廉、 可， 一 以與. ： 可， ー以 無；. 與、 與 傷, 惠と、 則ち 古人 獨り 其の 非義 

にして 取る を戒 むる のみならず、 財物 を 以て 人に 與 ふる 者に 至りても、 亦 必ず 其の 

妻 を 4 ^むるな り。 义ョ まく、 「右を W も 送る を K と 曰 ひ、 遺を受 くる を骆と じ 气有 金玉 を 货と曰 ひ、 ま 

i$^t  ^  一タ OX にく  I  曰 ふ。 又苞苴 並び 行 はるる を 曰 ふなり ^財布 帛を 賄と曰ふ 賜 

&让 賄 を钠 るる を 贓と曰 一 lo 

澄 ひ、 猥雜も 濫と曰 ふ」 と 

つ 一 ) 

〇 今 案ずる に、 富貴 は 人の 欲する 所に して、 命 あり、 求むべからず。 故に 孔 夫子に 

ニニ) 

も 執 鞭の 言 あり。 止まる こと を 知らず して 富贵を 欲する の 極 は、 必ず 贿赂私 贓を受 

けて、 浮 雲の 富を爲 すに 到る。 甚だ 歎息すべき か。 世の 財 を 貧る もの 其の 情 を 索ぬ 

るに、 或は 生 質 多 欲に して 止まる こと を 知らず、 金玉 堂に 盈ちて 狨ほ货 財 を 求め、 

或は 官位 を 有して 其の 田祿 なきの 徒、 已 むこと を 得ず して 賄貨を 受け、 或は 我れ 宫 

に 居て 淸廉を 行 ふと 雖も、 司令の 屬賄を 受け 財を納 るるの 事 あり。 能く 此の 三者 を 

知りて 之れ を辨ぜ ば、 何ぞ 此の間に 陷 らん や。 夫れ 多 欲に して 止まる こと を 行 は 

， ， ,  (wn  さと 

ざる 者 は 小人な り。 「小人 は 利に 喩し」 と は是れ なり。 學者玆 に 於て 能く 義利 を辨 

5) 

ぜば、 何ぞ多 欲な らん や。 官職 ありて 体祿 なき 者 は 上の 誤な り。 孟子 曰 はく、 飢 


《ン ジ？ スル 〈ン ズヲ  レダ  ヲ  ス レバ ナ" レヌ  ダ ノミ ラン ャ 

者 甘， 食、 渴 者 甘, 飮、 是未， 得 二 飲食 之 正, 也、 飢渴 害, 之 也、 豈惟 口腹 有 ニ飢渴 

之 害 一 人心 亦 皆有レ 害と。 是れ 体祿に 於て 飢渴 の士 なり。 古 は 職 田 あり 位田 ありて、 

各-其の 俸 を 全うす。 其の 職大 にして 其の 奉 寡き とき は 奪 は ざれば 饜 かず。 其の 奉 

足りて 賄賂 行 はるる 者 は、 其の 職掌の 誤 最も 大 なり。 司令の 屬私 ある は、 下の 情 通 

ぜ ざれば なり。 ，：：： ら安迭 を 好み 世事 を 弄して、 自ら 事 を 察せず、 唯 だ 下司 令 吏に 任 

せて 又 監司を 用 ひず、 故に 下情 通ぜ ざるな り。 自ら 其の 事に 望み 召し 問 ひて 輙ち知 

り" 監司を 用 ひて 令 吏を亂 し、 隱監を 出して 情 を 索 むれば、 下情 何 ぞ通ぜ ざらん や。 

みみ づか 

宋 の慶曆 中、 王 鼎 河北の 轉運 使と 爲 りて、 科 率 稅娬の 事皆躬 親ら して、 史も 姦を爲 

す こと を 得ず、 是れ淸 廉を行 ふの 法な り。 

又 曰 はく、 當時淸 廉を行 ふの 士、 其の 情 殆ど 三 あり。 曰 はく、 生 賢 寡欲 廉潔に し 

て 利欲 をへ はらず。 曰 はく、 淸廉を 守りて 行を勉 め、 賄胳行 はれず 私お 用 ひられず。 

曰 はく、 淸敗を 以て 名聞と 爲し 後の 利を大 にす。 是れ 古今 清廉の 士是を 出で ざるな 

り。 郝子 鹿が 如き 者 は、 天質の 廉 なり。 羊 繽- 時お の 如き は、 勉闲し て^を 行 ふな 

^一) 賓 II 一一 一 り。 楊 震の 如き 者 は、 「後世 をして 淸 白の 吏の 子孫と 爲て稱 せしめん、 此れ を 以て 
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四 〇 


二)  0S 

代楚の 人、 於 

陵に 居る。 於 


子 終の s«^s 


て 使者 もして 

招かし む。 荽 

^め こ 行かし 

めす、 共に 逃 


(二) 

き ニ俛レ 首 帖レ 

耳、 搖レ尾 g 

乞 P 憐者、 

我 志 1 也の 意、 

卑 IS にして 犬 

の 如き も い ふ 


之れ に 遣 さば 亦 厚から ず や」 と 曰 ふ。 是れ 名聞の 爲に^ 白 を 行 ふなり。 凡そ 生 質の 

淸廉 は、 賄賂 財貨に 於て 淸白 たりと 雖も、 其の 才德に 於て は 殆ど 淸^ の 行に 如か ざ 

る もの あるか。 勉 困して 之れ を 行 ふ 者 は、 必ずしも 義 利の 窮理 を辨ぜ ず、 唯 だ 受け 

ざる を 以て 要と 爲す。 是れ偏 行に して 正しから ず。 然れ ども 學者又 W 勉せ ざると き 

は 上 知に 到らざる か。 名聞の 爲に淸 白 を 行 ふ 者 は、 淸^ を 以て 利と 爲し、 只 だ淸白 

に 易 ふるに 財貨 を 以てする なり。 未だ 淸^ の 實と謂 ふべ からず。 寇萊公 • 荊 公 • 溫 

公の 諸君 子の 如き は、 寧 熟し 行 練りて 能く 義 利の 辨を爲 し、 淸^ を必 とせず 名聞 を 

求めず、 唯 だ 己れ に克 ちて 禮に復 るの み。 舉者 甚だ 熟 味せ ざる 者 は、 受與の 問に 於 

二)  f 二) 

て、 或は 於 陵の 陳仲 子と 爲り、 或は 尾を^かして 憐み を.； 乙 ふの 士と爲 る。 

义曰 はく、 舉 熟し 行 練れざる の 徒、 ^赂 私お を 受けず と雖 も、 必ず 私曲 奸邪 あり A 

胡 致 堂が 曰 はく、 「言と して饕 いざるな く、 德 として 報いざる なき 者 は、 君子の 美 

行なり。 一飯 も 必ず 酬い 眦 K も 必ず 報 ゆる は壯士 の；！ 心なり。 其の 報 同じと 雖も、 

せま さ こ ころ 

而も 是 あり 非 あり、 均しく 以て 美と 爲 すべから ず 云々」 と。 人 必ず ゆばず 勉 めざれ 

ば褊心 あり、 故に 其の 言辭 其の 顏色 其の 容貌、 美と 云 ひ、 恶と： K ひ、 皆 我が 偏心 を 


生じて、 動もすれば 報酬の 事 を爲す 甚だ 愼 むべき のみ。 ¥&|讓 は^。 

(三)  y  <  I 

8 10  又 曰 はく、 古 は 相 見す るに 必ず 贽を 執り 以て 禮と爲 す。 曲 禮に曰 はく、 凡摯 《L 

篇名、 下篇に  レ 

^ けんぼ 天子 鬯、 諸侯 圭、 卿^、 大夫 雁、 士雉、 庶 人之赘 匹、 g 野外 軍 中 無レ 摯、 以ニ纓 • 

なし  (ほ) (五) (六〕  f  , 

^ はしば 拾-矢 一可 也、 is、 婦人 之贄棋 -榛- 肺 • 脩 .棗* 栗と。 孔子 曰、 自， 行 ニ修 

へ 」r ソ甫 • 臂  ヲ 

は I 肉- fl  束 一 以上 は 是れ禮 の 形 也、 故に 音信 あるとき は 音物 あり、 而 して 禮の慇 勤 を 表し、 

(七〕 論語 述  しん-一ん  . 

p^r^ 內の忱 悃を呈 す。 賄賂 音物 土産の 餽に 於て、 能く 義 利の 間 を辨ぜ ざる 者、 殆ど 過不 

以上、 吾 未 i  え^つ ノ、  o 

無 r 海焉」 をい  及 あらん. R 
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(！) 先 池？ I 

第二 十三 章 


01) ま 子 W 


(三) S 霊 

註の 同所に 出 

づ 


仲 由 • ゆ 求！^ 謂 二 大臣 ー與、 也 1 子 曰、 吾以， 子 爲二異 之 問； ^ 


大 臣 

論語、 季子 然問、 仲 由 • ゆ 求 可.. 謂 二 大臣 一 粗、、 . 

トヌ  レフ 力  Je、  s  t-lp  ル  トハ  テヲへ  二  ナ レバ チム  トハ  シ 

由與， 求 之 問 也、 £ 、^^"也 所謂 大臣 者、 以， 道 事， 君、 不可 則 止、 今 由與， 求 也、 可 

. フ  ト  i  -L  (二)  フヌ  ハク  ノ  力 レフト ノ ハク  ルカ ジぁラ  ハク 

, 謂， 一具 臣 ー矣、 t,-§、 齊宣王 問い 卿、 孟子 曰、 王 何 卿 之 問 也、 王 曰、 卿 不.^ 同 乎、 曰、 

不， 同、 有 二 責戚之 卿； 有 二 異姓 之 卿 一王 曰、 請， 一問 貴 戚之卿 一 曰、 君 有 二 大過 一則 凍、 反-一 

ズレヌ  レバ カチ フトヲ 

覆 之， 而不， 聽則 易， 位、 

朱 子 曰 はく、 大過と は、 以て 其の 國を 亡ぼす に 足る 者 を 謂 ふ。 位 を 易 ふと は、 君の 

位 を 易 へ て 更に 親戚の 賢者 を 立つ。 蓋し 君と 親 を 親と する の 恩 ありて、 去る ベ きの 

義な きも、 宗廟 を 以て 重し と爲 し、 其の 亡 を 坐視す るに 忍びず、 故に 已むを 得ず し 
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て此に 至るな り。 

(一)  ト メズ  ヌ  ハク  レ シム r»  フ 一一  テ ン パァラ テヲへ  マリ ルー 一 ヒ 

(一 ) $ 前 王 勃然 變ニ乎 色； 曰、 王 勿レ異 也、 王 問， 臣、 臣不" ：敢不 -I 以レ 正對； 王 色定、 然後請 一一 

文の つづき -  ， 、ク レバ チム メレ ヌレ <  力 チレ 

問 異姓 之 卿〗 曰、 君 有， 過 則 凍、 反， I 覆 之 1 而不， 聽則 去、 

(二)  HI 書 集  朱 子 曰 はく、 言 ふこ ころ は、 大臣の 義、 親疏 同じから ず、 經を 守り 權を行 ふ、 各，' 

註の 引用 

其の 分 あり。 貴 戚の卿 は 小過 も 諫め ずん ば 非ず、 但だ 必ず 大過に して 聽 かれ ざれば 

乃ち 位 を 易 ふべ し。 異姓の 卿 も 大過 をば 諫め ずん ば 非ず、 小過と 雖も 而も 聽 かれ ざ 

だ. れば、 已に 去るべし。 然して 三 仁の 貴戚、 之れ を 紂に行 ふこと 能 はず。 霍 光 は 異姓 

§ 漢の武  にして、 乃ち 能く 之れ を 昌邑に 行へ り。 此れ 又 委任 權 力の 同じから ざるな り、 以て 

帝の 勅 を 受け 

一  を 執って 論ずべ からず。 

王賀を 立てし  (五)  ハク  ハク レト レシ メ  -  ッ  ヲニ  -I ブ  一一 ズ  ス レプ  一一 

S0f0 公孫 丑 曰、 伊 尹 曰、 予不， 狎 -I 于 不順； 放 二 太甲于 桐； 民 大悅、 太 甲 賢、 又反レ 之、 民大 

L て 又 宣帝を ブ  ルトノ ナ ラバ チ ヨリ キカ ッ  ハク ラバ  チ ナ" クンバ 

てた る 悅、 賢者 之爲ニ 人臣 一也、 其君不 賢、 則 固 可レ 放與、 孟子 曰、 有 二 伊 尹 之 志 一則 町、 無二 

(五) 孟子 塞 ト. -,、 Islir ヘルし、 

心 上 &i 一： 十 伊 尹 之士ぁ l^c® 也 

1 ^  (上 ゝ)  レ  レシ t  II  (七 - 

^；; )lw 書 集 朱 子 曰 はく、 予 不レ狎 一一 于 不順 一と は 太 甲篇の 文な り。 伊 尹の 志 は 大下を 公に する を 

ユーお の 5 用 

(七) %  の 

0^ き  以て 心と 爲す、 而 して 一 毫の 私な き 者な り。 


。書 分篇ス 
ま 集註 第： i 
に 註 は 十 
よの 總^ ぶ 
れ 朱て 章 心 
り 子 四 * 上 


赵子 曰、 有 二 事 1 君 人 者 一 事 n 是君ー 則爲 二容悅 1 者せ、 麵膽 §1>有ァ 安-社稷 1 臣 者" 

^安， I 社 爲， 悅>? 也、 1^ 静 あ 二 天 民 者 一 あ 可， 行 n 於 天下一 而後 行， 之 

者 也、 レ,4. か 一大 人 者； 正. 己 物 正 者 也、 

f*?)  へク  フル 一一 ハ  へク レク. <  ニノ ヒラキ  ヌ  ット  ヲ  ハ 

IS し f 下 孟子 曰、 今 之 事い 君 者、 曰、 我 能爲， 君 辟 二 土地 一 充ニ 府庫 一 今 之 所謂 良 HT 古 之 所謂 民 

篇第九 章 

賊也、 

程 子 曰 はく、 人臣 身大 位に 居り 功 犬 下 を^うて、 民 之れ に懷 くと き は 危疑の 地な り。 

必ずや 誠 を 中に 積み、 動いて 理に違 はず、 威 艏已 れ より 出で ず、 人 惟 だ 君 を 知る のみ。. 

然して 後 位 極まりて 上に 逼 るの 嫌な く、 勢 重く して 權を專 にす るの 過な し。 斯れ 明哲 

(一 GO  i- 代、  (一 e 

0Mf^ の 君子と 謂 ふべ し。 周 公 *孔 明 は 其の 人な り。 郭子儀 は 社稷 を 再 造す るの 功 あり、 威 

たり。 肅宗勞 

はヒ」 "はく、 人 主 を 震 はしめ て 上 之れ を 疑 はず、 亦 其の 次 か。 

「阈家 再 造、 

^が" はハ i 人臣の 義、 位 愈 * 高く して 國に 報ずる 所以の 者 を 思 ひ、 當に 愈-勤むべし。 餓 うると 

r 一 一) 複£ き は 用を爲 し、 飽く とき は 飛び去る、 是れ鷹 犬 を 以て 自ら 期す るな り。 曾て 是れ 之れ 

の 略、 • 人 子が 

を 身 を 愛すと 謂 はんや。  ； 

め 5^ 竹す る氐  ，  (二) 

問 ふ、 世に 傳ふ、 成 王 幼に して 周 公 政を攝 すと。 苟卿亦 曰 はく、 天下の 籍を般 み大下 
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の 斷を聽 くと。 周 公果して 天子の 位を踐 み、 天子の 事 を 行 ひしゃ。 曰 はく、 非な り。 

周 公 は 冢宰に 位し、 百官 己れ に總 ベて 以て 之れ を聽 くの み、 安ん ぞ大 子の 位 を 踐むを 

得ん や。 叉 問 ふ、 君薨 じて 百官 冢宰に 聽くは 三年の み。 周 公 七 年に 至る は何ぞ や。 曰 

はく、 三年 は嗣王 憂に 居る の 時 を 謂 ふなり。 七 年 は 成 王 幼た るの 故な り。 又^: ふ、 周 

公に 賜 ふに 天子の 禮樂を 以てする は、 當れり や 否や。 闩 はく、 始めて 周 公の 法度 を亂 

(一) 周 公の る 者 は是の 賜な り。 人臣 安ん ぞ 天子の 禮樂を 用 ふる を 得ん や。 成 王の 賜 • 怕禽 の受、 

子、 魯に封 を 

受く  皆 過な き 能 はず。 說者 乃ち 云 はく 、「周 公 人臣と して 爲す能 はざる の 功業 あり、 因つ 

て 賜 ふに 人臣 用 ふる を 得ざる 所の 禮樂を 以てす」 と は、 則ち 妄 なり。 人臣 豈爲す 能 は 

ざるの 功業 あらん や。 借 使 功業 周 公より 大 なる ある も、 亦是れ 人臣の 當に爲 すべき 所 

のみ。 人臣に して 當に爲 すべから ずば、 其れ 誰れ か 之れ を爲 さん。 豈 見ず や、 孟子の 

(二 離 e 上 言に、 事レ 親 若 二 曾 子 一 者 可也と。 曾 子の 孝亦大 なり。 孟子 纔に 可な りと 言 ふ、 豈是 

第 十九 章 

れ 分外の 事な らん や。 曾 子の 若き 者 僅に 以て 責を 免るべき のみ。 臣の 君に 於け る は、 

猶ほ 子の 父に 於け るが ごとし。 臣の 能く 功業 を 立つ る 者 は， 君の 人民なる を 以てな り。 

君の 勢 位 を 以てな り。 假如 功業 周 公より 大 なる も， 亦是れ 君の 人民 勢 位 を 以て 做し 出 


(三) 胡ぶ、 

宋 代の 人、 字 

は 仁 仲、 揚時 

に 師事し、 知 

首の 著 あ. 9 


(S) 漢の董 

仲舒 なる ベ し 


し來 つて、 人臣 爲す能 はざる 所と 謂 ひて 可な らん や。 人臣 をして 功を恃 みて 快々 の 心 

を懷 かしむ る 者 は、 必ず 此の 言な り。 

五 峯の胡 氏 曰 はく、 身 を 守る に 仁 を 以てし、 身 を 守る の 道 を 以て 其の 君 を 正す 者は大 

臣 なり。 漢 唐の 盛なる は、 忠臣 烈士 其の 君の 過 を 改め、 其の 君の 欲 を 禁じ、 其の 政の 

綴を糾 し、 其の 人の 佞を彈 ずるの み。 其の 大を 求め 君の 心 を 正し、 之れ を 引きて 仁に 

(ET)  ちかき 

志す 者 は、 吾れ 未だ 之れ を 見ざる なり。 惟 だ董生 其れ 庶幾 か。 

朱 子 曰 はく、 古の 君子の 大臣の 任に 居る 者 は、 其の 天下の 事に 於け る や、 知りて 惑 は 

ず 任じて 餘 あるとき は、 其の 時に 汲々 乎と して 勇みて 之れ を爲 す。 知 未だ 明なら ざる 

所 あり、 力足らざる 所 あるとき は、 咨訪講 求して 以て 其の 知 を 進め、 报援汲 引して 以 

もり かさ うしな へる  r  . 

て 其の 助 を 求め、 火 を 捸ね亡 を 追 ふが 如く、 尤も 敢 へて 以て 少緩 せず。 上 は敢へ 

て 其の 君 を 愚な りと して 以て 與に 仁義 を 言 ふに 足らずと 爲 さず、 下は敢 へて 其の 民 を 

鄙な りと して 以て 敎化 を與 すに 足らずと 爲 さず、 中 は敢へ て 其の 士大夫 を 薄な りと し 

て 以て 共に 事 功 を 成す に 足らずと 爲 さず。 一 曰 其の 位に 立つ とき は 一 曰 其の 官を 業と 

し、 一 日 其の 官を 得ざる とき は敢へ て 一 曰 も 其の 位に 立たず。 受 くる 所 ありて 肯て爲 

カ行 五  四 〇 九 


修敎耍 錄卷之 十  四 一〇  . 

きつ ぜん 

さざる は 私な り。 畏 るる 所 ありて 肯て爲 さざる も 亦 私な り。 屹 然として 中立し、 一毫 

私情の 累 なく、 而も 惟 だ 其の 職の 當に爲 すべき 所の 者 を 知る。 夫れ 是の 如し。 是 を以 

て 志 は 以て 道 を 行 ふに 足り、 道 は 以て 時を濟 ふに 足りて、 大臣の 賨に 於て 以て 愧づる 

ことな かるべし。 又 曰 はく、 誠に 天下の 事 を 以て 己が 任と 爲す とき は、 當に君 心の 非 

を 格 十より 始む べし。 君 心 を 格さん と 欲する とき は、 當に 身より 始む べし。 又 曰 はく- 

宰相 は士を 得る を 以て 功と 爲す。 士に 下る を 難しと 爲す、 而 して 士の 守る 所 は 乃ち 自 

ら 失せざる を 以て 貴と 爲す。 又 曰 はく、 天下の 事に 於て 可否 あるとき は、 斷 ずるに 公 

道 を 以てして 內顧 偏聽の 私に 牽 かるる 勿れ。 天下の 議に 於て 從違 あるとき は、 開く に 

,  こ ひねが 

誠心 を 以てして、 誤 まるに 陽 開 陰 闔の計 を 以てする 勿 くんば、 庶 はく は、 德業 盛大、 

( 一 ) 朵 儒 張 

敬 夫、 き r 表裏 光明に して、 中外 遠邇 心^び 誠に 服 せん。 

同時の 人な り  ， 

ヽ |プ tsi  二)  二 ご  ハク レ レバ ァクハ ムルノ ヲ> 'レ  クラ ノ  スル r シト クル、 ガ  一一 

^にに H 南 軒の 張 氏 曰 はく、 伊 尹 曰、 予 弗， 克， 伸 ニ^:? 惟 堯舜； 其心愧 恥、 若， 撻二 于市ー 一 

(一二) 周の 文  モ レバ  チ ハク コレ ノッ ミナ リト 

モ の 第 十五. ケ 夫 不レ獲 (則 曰) 時予 辜。 君堯舜 たらずん ば 心. 便ち ^恥し、 民 獲ざる ところ あれば、 

ザへ 叩に 出 

(つ G ぎ；、 是れ 己が 辜な りと 爲す は、 眞に 所謂 大 下の 重きに 任ずる 者な り。 人須 らく 伊 尹の 心 を 

王. 武王 • 成  まさ  Z  (三) 〔巧 一  ま さ 

王. 凍. 上  存 せば 方に 得べ からん。 ーク 曰 はく、 畢公は 四 朝の 元老 を 以てして、 方 且に克 く 小物 を 


(五) 易の 謙 

の卦、 九 三. の 

爻辭に 「勞謙 

する _51 "ィ 終 

ありてい H なり」 


(六) ： ^衡， 

元 代の 辜 者， 

官中書 左^に 

至る。 讀^ 私 

言 . 魯齋心 法 

等の 著 あり。 

世に 裨齋 先生 

と稱す 


勤む。 吾人に 在りて は 合當に 此の 如くなる べし。 古の 人 未だ 嘗て 謙なら ずん ば あらず。 

周 公に 至りて 方に 謙を說 く。 蓋し 周 公 は 天子の 叔父 を 以てして 乂 宰相た る も、 猶ほ且 

f 五 } 

つ 自ら 處 るに 謙 を 以てす。 若し 吾人に 在りても 亦 合 當に爲 すべき 者な り。 謙の 九 三 を、 

伊川 は專ら 以て 周 公 を 指す。 德は盛 を 言 ひ、 禮は恭 を 言 ひ、 德は只 だ 盛を耍 し、 禮は 

只 だ 恭を耍 す。 

魯齋の 許 氏 曰 はく、 臣子 威權を 執りて 未だ 禍な くんば あらざる は、 豈唯だ 人事の みな 

らん や。 天道に 在りても 亦 許さず。 夫れ 月 は陰魄 なり、 日 を 借りて 光を爲 す、 日と 相 

遠ざかる とき は 光盛なる こと、 猶ほ臣 の 君に 遠ざかれば 聲 名大に 威權 重きが ごとし。 

日と 相 近づけば 光微 に、 愈ノ 近づけば 愈- 微 なり。 臣道は 陰の 道な り。 理 此の 如し。 

大臣 君の 側に 在り て權を 擅に， する は 此れ 危道 なり。 月 星 は 皆 日 を 借りて 以て 光を爲 し" 

日に 近づく に 及べ ば 却って 其の 光 を 失 ふ。 此の 理 殊に 玩 索すべし。 

致 堂の 胡 氏 曰 はく、 事 功臣 下より 出で、 智謀 を效 し、 才力 を輙 む。 其の 成る こと ある 

に 及べば、 必ず 曰 ふ 、「此れ 君の 德 にして 臣の 能くす る 所に 非ず」 と。 君 亦 安然と して 

之れ を受 く。 僞に 幾から ず や。 蓋し 道 固に 當に 然るべ し、 偽に 非ざる なり。 易の 坤の 

カ行 五  四 一 1 
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ンヂ ヲシ -ース 〈ヒ  一一  ク \  r<r リ 

六 三に 在りて は、 曰 はく、 含 J 早 可， 貞、 或從 一一 王事； 無, 成 有， 終と。 謂 ふこ ころ は、 

功 善 あるとき は 其の 美 を隱晦 して 之れ を 君に 歸し、 敢 へて 其の 成に 當ら ず。 然して 後 

しも  かみ  ニー  (二)  リテ 二 ス ナリト ハ 

に 下 恭順の 道 を 得て、 上に 忌惡の 心なし。 師の九 二に 在りて は、 E はく、 在レ師 中吉、 

クル  プ  ゆ^ね 

承 一一 天寵 一也」 と。 衆の 主と 爲 りて 專ら 其の 事 を 制し、 能く 吉 なる 所以の^ は、 以て委 

を 君に 受け、 已に 因る ことなくして 致す 者に 非 ざれば なり。 是の 故に 智は 良. 平の 如 

きも、 帷^に 侍して 謀 主と 爲ら ざると き は、 秦を滅 し 羽を枭 する の 事 何 を 以て か效さ 

(ぶ)  こんぐ わい  いさを 

ん。 略 は 英*衞 の 如き も、 鈇鉞を 授けて II 外 を 制せざる とき は、 征伐 四 克の績 何を以 

て か 著 はれん。 故に 古より 成功 ありて 此の 道 を 知る 者 は、 必ず 謙 虛退讓 冲 然として 無 

の 若し。 然ら ざれば 旣に 德を蓄 ふる 所以に 非ず、 又 身 を 全うする 所以に も 非ず。 夫れ 

きょうば つ  たら Vj る 

矜伐は 氣の盈 より 生じ、 贪戀は 氣の歉 より 生ず。 然る 所以の 者 は 利 祿の爲 のみ。 天下 

に 大勳勞 ある こと 孰れ か 周 公に 若かん。 周 公 をして 勳勞を 以て 自ら 居りて、 旣に商 を 

た  ばつえん 

翦っを 以て 賞 を. 受け、 叉 東征 を 以て 賞 を 受け、 又 伐奄を 以て (A を 受け、 又國 五十 を弒 

ぼす を 以て 賞 を 受け、 又 禮樂を 制し 度量 を 頒っを 以て 賞 を 受けし めば、 必ず 詩 書に 見 

えむ。 今考 ふべき 者 は、 太 師と爲 り： ^宰に 位し、 國を 曲阜に 開き 以て 伯离を 侯と する 


C1) 易の 卦 

名 

(二) 實は師 

の 象な h- 

(三) 張 良 • 

g 平、 1€ の 高 

祖 の謀將 

S 項^ 

(五) 英布 • 

衝青 か、 共に 

漢の 名将 


のみ。 赏 して 乂赏 十る を 聞かず。 太師 • 冢宰は 其の 當に爲 すべ き 所な り。 柬に 侯たら 

しめて 衆く 親 賢 を 建つ る は、 周 公に 私 あるに 非ず。 然れば 則ち 周 公 は 大勳勞 ありて、 

ルモ  ノノ  ム レバ ッ ナラ ノ ハル ラ 

未だ 嘗て 賞 を 取らざる や 明かな り。 故に 曰 はく、 有 二 周 公 才美ー 使 一一 驕且吝 一 其 餘不レ 足 

レ觀 也已 と。 驕吝は 盈ちて 歉な るの 謂 か。 

(九 ノ 

(七)  「八)  きう き  (10) 

王 元 之の 待？ i 院 記に 云 ふ、 古の 善く 天下に 相た る 者 は、 咎 . ^より^  .  ^に 至る ま 

で數 ふべ し。 是れ獨 り 其の 德 あるの みならず、 亦 皆勤 を務 むる のみ。 況ゃ 夙に 興き 夜 

に寐 ねて、 以て 一 人に 事 ふる を や。 卿 • 大夫 狳ほ然 り、 況ゃ 宰相 を や。 朝廷 國 初より 

ーま 制に 因りて、 宰臣の 待 漏 院を丹 鳳 門の 右腋に 設け、 し^き 賴 S 膝？、 勤 政 を 示す。 

しかの みたら す  なん^^  みち 

若 至北闕 曙に 向と し 東方 未だ 明けざる に、 相 君 行 を 啓く。 煌々 たる 火 城 あり、 相 君 

くわ パ/ ヽ  ひら  かさ と 

至れば 止む。 蛾々 たる 鸞聲 あり、 金 門 未だ 闘かず、 玉？ I 猞ほ 滴る。 蓋 を 撒り 車より 下 

りて、 焉に 以て 息 ふ。 待 漏の 際、 相 君 其れ 思 ふこと あるか。 其れ 或は 兆民 未だ 安から 

to- す  .  . . 

ざれば、 之れ を泰ん ぜん 所 を 思 ふ。 四 夷 未だ 附せ ざれば、 之れ を來 さん 所 を 思 ふ。 兵 

革 未だ 息 まざれば 何 を 以て か 之れ を弭 めん。 田 疇 多く 蕪れ なば 何 を 以て か 之れ を闢か 

ん。 賢人 野に 在れば、 我れ 將に 之れ を 進めん とし、 佞臣 朝に 立てば、 我れ 將に 之れ を 


の武命 2  ¥    王 ^    年 太^;^ 
高 丁篇 G の^  、^：づ 七^ 補 ご 
宗 はに 篇訓こ 巧の 卷 
卽出 書に • の殷 の 淳ニ歷 
セ， づ 絡 出 太 事の 條化十 i 

m  、說づ 甲 書 湯 に 三 八 綱 


(一) 

雨 晦 明 


(二，〕 唐 代の 

文豪 韓返 之、 

この 文、 文章 

軌 S 卷ー に妆 

む 

(三) 陳京、 

字 は 景復、 給 

事 は ^事 中の 

略^に して 官 
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しりぞ  ( 一 )  さいせい しき  はら 

斥けん とす。 六氣 和せ ず 災肯荐 りに 至れば、 願 はく は 位 を 避けて 以て 之れ を 纏 はん。 

五 刑 未だ 措かず 欺詐 曰に 生ぜば、 請 ふ德を 修め 以て 之れ を^ めん。 憂々 忡々 たり。 日ー 

を 待ちて 入る。 九 門旣に 啓いて 四聰 甚だ 邇し。 相 君 焉れを 言 ひ 時君焉 れを納 る。 皇風 

是に于 てか淸 夷な り。 苍生 之れ を 以て 富庶 す。 若し 然 らば 百官 を總 べ^ 錢を 貪む こと 

幸に 非ざる ゃ宜 なり。 

衛 愈が I 給 事に 與 ふる 書に、 愈の 閤 下に 見 ゆる を 獲し より 年 あり。 始 は亦甞 て 一 言 

の譽を 辱う せし が、 貧賤なる や 奔走に 衣食し、 朝夕 繼 いで 見 ゆる を 得 ざり き。 其の後 

^下位 益 i 尊く、 門墙に 伺候す る 者 日に 益， '衆し。 夫れ 位 日に 尊ければ 賤者 s に 阻ま 

れ、 門墻に 伺候す る 者 日に 益！ 衆ければ、 愛 博う して 情專 ならず。 愈 や、 道修 むる こ 

くみ 

と を 加へ ずして、 而も 文 日に 益-名 あり。 夫れ 道修 むる こと を 加へ ざれば 賢者 與 せず。 

文 日に 益； 名 あれば、 同 進の 者：. おむ。 之れ を始 むる に 曰に 隔たる の 疎 を 以てし、 之れ 

に 加 ふるに 專 ならざる の 望 を 以てし、 與 せざる 者の 心 を 以てして， おむ 者の 說を聽 く。 

是れに 由って 閤 下の 庭に 愈の 跡な しと。 

(gp  < 五)  ふ えつ 

-宋 史斷 じて 曰 はく、 相 業の 世に 明かなら ざる や 久し。 伊 尹、 成^ を 相け 饨說 武丁 


^) 


(七) 餮霸立 

政の？ I に詳な 

り 

(八) 字 は 則 

平、 幽 州の 人、 

五代 * 栄 初の 

人材な.^。 こ 

の 所 底本^ 文 

「及 朱趙普 t» 

曰」 t ある も 

® 典 は 相 


(九) 二  0) 

二  一 ) ニニ) 

皆 瑛の功 1! 

(ニー 一) 三國 


( 一 W) 唐の 

太宗 の 名 相 


を 佐け、 周 公、 成 王を輔 くるより、 聖德文 功 天地に 輝き 映えて、 f 載の 下 芳躅を 機ぐ 

え 5  3 

者 杏と して 聞 ゆる ことなき がごと し。 宋の趙 普に 及び 嘗て 曰 はく、 「巨に 論語 一 部 あり， 

半 部 を 以て 太祖 を 佐け て 天下 を 定め、 半 部 を 以て 太宗を 佐け て 太平 を 致せり。 夫れ 相 

は 聖人の 任に して 天 吏の 副 職な り。 天地 不 私の 德、 日月 均 照の 明を體 する に 非ざる よ 

り は、 亦何ぞ 以て 其の 任に 當 るに 足らん。 古より 以來、 聖人の 德 孔子より 盛なる はな 

く、 孔子の 言 は 論語より 備 はれる はなし。 論語 は 誠に 倐齊 治平の 本な り。 普 をして 果 

して 能く 知りて カ行せ しむる とき は、 其の 輔相 の功豈 伊 尹 • 周 公 • 傅說の 後塵 を 踵ぐ 

ベから ざらん や。 其の 常を觀 るに 又 安ん ぞ 能く 以て 相 業の 大を 知らん や。 故に 其の 謀 

國の功 を 語る とき は 優にして、 其の 爲 相の 道 を 論ずる とき は 未だし」 と。 或 ひと 曰 は 

く、 「普の 相た る 固に 未だ 其の 道 を 盡す能 はず。 世の 相た る もの 當に 之れ を 如何にす 

(九)  (一 0  一  (二)  (15  <ニ3  . . 

べき」。 愚 曰 はく、  r 蕭 何の 畫ー、 陳 平の 智慮、 周 勃の 厚 重、 丙吉の 大體， 孔 明の 仁斷 

魏徵の 明敏の 若き は、 之れ を 文る に 道學を 以てし、 之れ を 成す に 聖德を 以てし、 之れ 

を 行 ふに 忠恕 を 以てし、 君澤 をして 民に 一 不善な きを 致さし む、 斯れ亦 以て 相 位に 居 

るべ し。 若し 夫れ 文 擦ち て 質を滅 する の：^ 諛を 以て、 聖賢 輔 相の 大任に 當 らば、 是れ 
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あやつ 

(一) a,: 典 同 ^ほ 一木 を 肩に して 以て 大厦を 支へ、 孤舟 を橾 りて^ 海を航 する がごと く 安ん ぞ傾 

W~H  ^Bfel^l^  二)  を^- 

警 覆に 至りて 滅亡の 禍を 取らざる を 得ん や」 と。 ？ 茲弱致？§輕 。を讓 後 

^東^ 文 i) 軾曰 はく、 敵勢の 强弱を 料り て師 の勝负 を 知る は、 此れ 將 帥の 能な り。 一事の 功 を 

(三) ト擧稽 

に出づ 求めず、 君 を 愛する に德を 以てして 其の 宗嗣を 全うする は、 此れ 社稷の 臣 なり。 

§ 衞の大 g 

が) gig 衞の靈 公夫 人と 夜 坐して、 車 聲轔々 として 闕に 至りて 止まり、 闕を 過ぎて 復た聲 あ 

「六) 一 史記卷 る を 聞く。 公夫 人に 問うて 曰 はく、 「此れ を 知る 誰と か爲 す」 と。 夫人 曰 はく、 「此れ 

五十六、 陳^  (H)  (五) 

f 七 1 家 ^1  、つ 蘧伯 玉な り」。 公 曰 はく、 「何 を 以て 之れ を 知る か」。 夫人 曰 はく、 「麥 聞く、 禮に 『公 

(八.' 外 威 呂 

氏 ， 門に 下りて 路爵に 式す』 と、 敬を廣 うする 所以な り。 夫れ 忠臣と 孝子と は昭々 の爲に 

(九) 以下 史  の 

ぼ^^ I、 一  節 を 信べ ず、 冥々 の 爲に行 を惰ら ず。 蘧伯 玉は衞 の賢大 夫な り、 仁に して 智 あり、 上 

rfd に ^ わ に 事 ふるに 敬す。 此れ 其の 人 必ず 闇昧を 以て 禮を廢 せ ざらん。 是を 以て 之れ を 知る」 

楚の 人、 字 は 

^0 と。 公、 人 をして 之れ を視 しむる に 果して 伯 玉な りき。 欄 ま。 

凍す。  (六)  (七)  し  (八)  - 

や ーぃ死 する 漢の陳 平 曰 はく、 「高祖の 時 勃が 功臣に 如かず、 諸 呂を誅 する に 及んで、 臣が功 亦お 

や、 請うて- V  (九) 

を. ひ に 如かず。 願 はく は 右 承 相 を 以て 勃に 讓 らん」 と。 文 帝 之れ に從 ふ。 上、 勃を禮 する こ 

Hn プら しネ 

おん. ぜ と 恭しく 常に 之れ を 目送す。 郞 中袁盎 進んで 曰 はく、 「^相 は 何 如の 人ぞ や」。 上 曰 は 


へ の^ 二の 二 ,'!； 列 m へ 
^ 勇靑 ニづ傳 ニニ 
一 者 し £ し 第 白- レ 
共  バニ 

H に孟 武 十十史 


お 

魏の 人、 字 は 

i. 荆州刺 

i たり。 後吳 

の 孫 堅に 殺さ 

二 五) 一二 國 

の魏、 東 陽の 

人、 字 は 季弼、 

マ，： ^徒に 至る。 

A と諡す 

( 一 六) 司 馬 

仲^、  ffl 操に 

重 ro? せられ、 

^^几 明と ®c 

五 丈 S に對陣 

す、 後 丞相と 

ほり、 その 孫 

炎、 ^を 亡ぼ 


(一七) li 

m の 人， 字 は 

義山、 侃然直 

^の 士、 将作 

太 匠と なる、 

死して 餘 財な 


く 「社稷の 臣 なり」。 盎曰 はく 、「^相 は 功臣に して 社稷の 臣に 非ず。 夫れ 社稷の 臣は 

主 在れば 與に 在り、 主 亡べば 與に 亡ぶ。 呂 后の 時に 方り て 劉 氏 絶えざる こと 帶の 如し。 

時に 丞相 兵抦を 本る も 正す こと 能 はず。 w:!:^: 朋 じて 大臣 共に 諸 呂を誅 す。， 丞相 適-其 

_ の 成功に 會ふ。 今 水： 相 主に 驕 るの 色 あるが 如し、 而 して 陛下 は謙讓 す。 臣主禮 を 失す" 

竊に 陛下の 爲に 取らざる なり」 と。 後、 朝す。 上 益- '莊 なり。 * 相 益， '長る。 

(二)  きふ あん 1  (ニー) 

武帝曰 はく， 「汲^ は 如何なる 人ぞ や」 と。 莊助曰 はく、 「^をして 職に 任じ 宫に 居ら 

しめば、 以て 人に 踰 ゆるな し。 然れ ども 其の 少主を 輔け城 を 守る こと 深く 堅く、 之れ 

(一 一 II) 

を 招け ども 来らず、 之れ を麾 けど も 去らざる に 至りて は、 自ら ^  • 育と 謂 ふと 雖も、 

亦 之れ を 奪 ふこと 能 は ざらん」 と。 上 曰 はく、 「然 り、 古 社稷の 臣 あり、 黯が 如きに 至 

りて は 之れ に 近し」 と。 

{5)  0W;  <;ぉ 

魏の王 叙 嘗て ^ 矯に問 ふ、 「司 馬懿 は忠貞 なり、 社稷の 臣と謂 ふべき か」。 矯曰 はく、 

「朝廷の 望な り、 社稷 は 未だ 之れ を 知らざる なり」 と。 

魏の楊 阜諫を 能くす。 或 ひと 曰 はく、 「楊 阜豈 忠臣に 非 ざらん や。 人 主の 非 は 則ち 勃然 

として 之れ に 觸れ、 人と 言 ひて 未だ 嘗て 道なら ざる もの あらず」 と。 答へ て 曰 はく、 
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(一)、 「夫れ 仁者 は 人 を 愛す。 之れ を 君に 施す、 之れ を 忠と謂 ひ、 之れ を 親に 施 十、 之れ を 

の 人 {マ は 長  . 

^助^ I 孝と 謂 ふ。 今 大臣と 爲 りて 底に 其の 君の 非 を^り て 其の 惡を 播揚 十、 直 士と謂 ふべき 

n^M も、 未だ 忠臣たら ざるな り。 陳群 1§ の 若き は 則ち 然ら ず。 談論 終 H、 未だ 嘗て 人 主 

りて 化へ 吠す。  おも  ニニ 

人れ？ 心事 の 非 を 言 はず、 書數十 をば 上る も、 外人 知らず。 君子 謂へ らく、 群是に 於て か 長者な 

(二) 字 は 元 り」 と。 

之、 玄^の 帷 

g.- こ fK 一  ^  --^  (一二  (コ 一) 

1^ ひる 唐の 姚祟 顧みて 齊擀に 謂って 曰 はく、 「余の 相た る、 何人に 比すべき」 と。 未だ 對 へず。 

心、 姚崇に 引 崇曰 はく、 「管 *晏 に 何如ぞ や」 と。 擀曰 はく、 「管 安の 法、 後に 施す こと 能 はずと 

雖も、 猶ほ 其の 身 を 終る。 公爲る 所の 法は隨 つて 復た 之れ を更 む、 5： だ 時 を 救 ふの 相 

^るるが 如し 

と。 平 陽 太守 と 謂 ふべ し」 と。 崇曰 はく 、「時 を 救 ふの 相 豈得易 からん や」 と。 蓋し 政事^ M す、 崇 

も 以 て 終 る 

ヨ ^仲. 出で て 須臾に して 裁決 十。 

^§  (七； 

flrn  0  o  .xd»  一 五)  f 六)  fi こ 

？ りこ！^ i 趙良、 商 君に 見 ゆ。 商 君 問うて n: はく 、「子、 我が 秦を 治む るを觀 る、 五 殺の 大火に 孰 

列懊商 傳に  . _„ く-, う (1) . 

ゥ： mi れぞ や」。 趙良曰 はく、 「五^の 大夫は 荊の 鄙 人な り。 終 公之れ を 牛 口の 下より 舉げ て、 

に^ 略 多し 

^お^ば 之れ を 姓の 上に 加 ふ。 秦！； 敢へ て 望る ものな し。 死して 男女 涕を 流し 竟子歌 諮せ ず。 

る、. S 相と 今 君の 政に 從ふ. は、 人 を 得る 所以に 非ず。 君の 危 きこと 朝露 の^し」 と。 


til ニづ 前の 公 明 王 《 二  n ス 

'li 一  集 傅と Ml 
一り 卷は稱 It  、の; ^ 三 

E  二言す 國？: 待 頁 
ニ寇 に 行、 文 は 臣朵參 前 

•  m 出鉍こ 正 了- 、 の 照 出 


言行 錄に、 范文正 公、 王 元 之の 像に して 曰 はく 、「昔， 王 文 正 公 宰府に 居る こと 二十 年、 

Is. お ^に§ 未だ 嘗て 愛 惡の迹 を 見ず。 天下 之れ を 大雅と 謂 ふ。 寇萊公 天子に 左右し 戎狄を 却け 社 

P 七、)， 百が 笑 稷を 保つ。 天下 之れ を 大忠と 謂 ふ。 樞密馬 公 慷慨して 朝に 立ち、 犯す こと ありて^す 

(八) if- も 貪 

ふ賤 しさ  ことなし。 天下 之れ を大 直と 謂 ふ」 と。 

(一 3)  =  s  (一 S; 

長編に、 蘇頌、 至 和 中に 館に 入りて 京師に 居る。 間 巷の 人 皆頌が 名を閜 く、 是に 至つ 

て 登用せられ、 朝野 慶す。 上 以て 歐陽修 に 語って 曰 はく、 「古 云 ふ、 相 を 求む る 者 或は 

(JtL-i  まさ 

夢 卜に 得と。 今 朕 は 二 將を用 ふ、 謹 博 人情 此の 如し。 豈夢 卜に 賢らず や」 と。 

(ー<)  (： 几 力)  (故) 

言行 錄に云 ふ、 富弼傅 公の 相と 爲る や、 格 法 を 守り 政事 を 行 ふ。 而 して 附 する に 公議 

を 以てして 其の 間に 心なし。 故に 百官 職に 稱ふ。 

^六 頁 1 g  3)  (ニー)  i  i 

^ニー？， 5 知、 魏 公別錄 に、 韓魏 公慶 曆中、 范希文 • 富 彥國と 同じく 西府に 在り。 上の 前にて 事を爭 

V？ は 了；  丁 

お | して へ A 

と稱 す。 Si ひ、 各！ 別れて 殿 を 下る も、 各-和 氣を失 はず、 未だ 嘗て 爭 はざる が 如し。 當時 正に 

の^^ 密副 ^  おこな ひ 

と はる マー 一一： ほ 車 子 を 推す が 如く、 其の 心行 を 主と する のみ。 

そのこと 出づ (一三) 司 馬 光が 逋 I！ を 編む 前に 集めし 史料 をい ふ (lei) 字 は子容 * 太子 少師に 至りて 致仕す。 器 局 宏遠、 名聲 高し (一 五) 

卞.， ふの^ 號 ( 一 六) 仁宗。 この こと 至 和 二 年な り、 言行 銶 後集卷 二、 富弼傳 中に 見 ゆ (一七) 共に 當 時の 大經 家 (一八) 後集卷 ニ富弼 

傅に 出づ (一九) 言行 錄後 集卷 一に ある 朱 子の 韓魏公 傅に、 更に 明の 李 幼 武の補 ひたる： H 行 銶別銶 の 意な らん (二 〇) 韓ぉ、 前 出 一 五 五 ニー 一七 

(ニー) 朱の 仁宗 の年號 (ニニ) 范仲淹 の 字、 文 止と 諡す、 三 七 〇•  S:  二 〇w 參 il (二三) 富 弼の字 


も時戰 と';； 7  7 
人 をのに は^; 
すそ 唱交 仕德 

のへ 涉へ遠 

I' パ j       に 、 ' (3 

節 り 主 金高 ' 


^ 官三英 の は 五 S づ前 S 年 2ニ 

5 絷代宗 人-了-に 3 集 3STCw 
j ^に. 、方 せ  卷 

石に 仕 神 仁 'づ後 七 
a る、 の • 南字卷 出 
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一一， 一一 n 行錄 に、 歐 陽文忠 公修、 字 は 永叔。 公 政府に 在り、 凡そ 兵 民 官吏 財 利の 要、 中 書の 

常に 知るべき 所の 者 をば、 集めて 總 目と 爲し、 事に 遇 ひて 復た 之れ を 有司に 求めず。 

公韓 公と 心 を 同じう して 政を輔 け、 事を議 する 毎に 心 未だ 可なら ざる 所 は、 必ず 力め 

て爭 ふ。 韓公 亦懷を 開きて 疑 はず。 故に 嘉祐の 政 多く 以て 得たり と爲 す。 

ニー 一) 

间、 范文正 公 仲淹、 字 は 希 文、 參知 政事と 爲る。 進んで 上に 見 ゆる 毎に、 必ず 太平 を 

、  ，  うなが  を さ 

以て 之れ を责 む。 旣 にして 再び 手 詔 を 賜うて、 趣して： 大 下の 事を條 めしむ、 又 天章閣 

を 開き、 召 見して 坐 を 賜 ひ、 授 くるに 紙筆 を 以てして、 前に 疏せ しむ。 公 退いて 先と 

たてまつ 

する 所の 者十數 事を條 列して 之れ を 上る 云々。 

(En  おもね 

^. 廣質肅 公參知 政事 を拜 す。 同列と 政事 を 論じ、 未だ 嘗て 阿り 屈せず。 帝の 前に 在り 

と雖 も、 必ず 究切辨 祈して 是非の 歸を 要む。 帝 是れを 以て 亦 之れ を 敬 信して、 天下 其 

の 風采 を 望む。 一 H 諸子に 語って 曰 はく 、「吾れ 位 を 政府に 備 はる、 知りて 言 はずと い 

,  まこと 

ふこと なし。 桃李 は 固に 未だ 嘗て 汝 等が 爲に 栽培 せられず、 而も 荊棘 則ち 甚だ 多し」 と。 

f}fu  (.1 ハ)  (七；  (ス) 

朝野 雜 記に、 宋朝 未だ 四十なら ずして 相に 拜 する は 范覺民 三十 一 、 吳元中 • 何 文絨皆 

三十、 i 魏公ョ 十九。 未だ 四十なら ずして 政 を 執る 者寇萊 公三 十一、 張魏公 三十 三、 


相と 爲る 

(七) ^敏、 

元 中 は 字、 欽 

宗に用 ひらる 

(八) 何 穿、 

文^ は その 字、 

^宗の 朝に 仕 


仁宗の 

言行 ほ 


晏元獻 三十 五、 蘇 太簡. 錢宣 靖. 韓魏公 四十、 趙韓王 沂公皆 三十 九、 富韓公 四十。 

(1<)  (一九) 

同じく 云 はく、 宋朝 父子の 宰相 二 家、 H: 許 公 • 申 公、 韓魏公 • 儀 公な り。 祖孫 宰相 一 

(二  0)  、  (ニー) 

家、 曾魯公 • 欽道、 兄弟の 宰相 一 家、 韓康公 • 莊敏。 

宋の眞 宗の相 李沆、 嘗て 論語 を讀 む。 或 ひと 之れ に 問 ふ。 沆曰 はく、  r 沉 宰相と 爲り、 

論語 中の、 用 を 節して 人 を 愛し、 民 を 使 ふに 時 を 以てする が 如き すら、 尙ほ 未だ 行 ふ 

能 はず。 聖人の 言 は 終日 之れ を 誦して 可な り」 と。 沆 性直諒 にして 內行修 謹、 位に 居 

を か 

て 愼密、 聲譽を 求めず、 法度に 遵ひ大 體を識 る。 人 能く 干す に 私 を 以てする ことなし。 


(一 〇) S. 

前 出 

(一一) 晏殊、 

字 は 同叔、 仁 

^の 時に 相と 

なる。 范仲淹 • 

歐陽修 等の 師 

なり。 臨 川 集 

あり 

(一 二) 蘇 易 

簡、 太簡は 字， 

宋 の太宗 の臣， 

參知 政事に 終 

る 

二三) 袋 若 

水、 字 は 淡 成、 

宣靖 は諡。 太 

宗に 仕へ て 翰 

林^ 士 となる 

( 一 5 韓琦、 

ュ； i«i 

( 1 五) 趙普、 

字 は 則 平、 太 

祖， 太 宗に歷 

事し、 裁決 流る るが ごとし。 卒して 韓 王に 封 じ、 忠獻 と諡す (一六) 王酋、 字 は 孝 先、 仁宗に 仕へ て 重き をな す、 沂國 公に 封 ぜらる (一七〕 前 

山山 富弼 (一 八〕 父、 呂 夷簡、 字 は ffi 夫、 眞宗に 仕 ふ。 許國 公に 封ぜら る。 子 は呂公 著、 字 は 晦叔、 司 禺 光と 共に 宗も輔 け 國 公に 封 ぜらる 

(一九) ^埼 と 韓忠彥 、忠彥 字 は 師椟、 徽宗に 仕へ、 儀國 公に 封 ぜらる (二 〇) 曾 公亮、 字 は 明 仲 、仁 宗の朝 太敉を 以て 柊る、 魯國 公に 封ぜら る。 

^道 は 字、 名 は 懐、 高宗 の朝戶 部待郎 • 袞 知 政事 • 右 丞相と なる。 卒して 魯國 公に 封 ぜらる (二 一 ) 韓鋒、 字 は 子 華、 神宗の 朝樞^ 副使 *參 知 政 

事と なり 後 相に 進み、 哲宗の 朝、 康 S 公に 封ぜら る。 韓^、 字 は 玉 は、 哲宗の 朝、 太子 太 保 を 以て 致仕す、 莊敏 と諡す (ニニ) 学 は 太初、 眞宗に 

仕へ て 功 あり、 朵の 大臣の 首位に^る。 歷史綱 鑑 補卷 二十 九 引用 (二三) 周 公 *ぉ 公、 共に 周 初の 名 相 (二 四) 明の 方 孝^、 字 は 希 直、 蜀の獻 

王聘 して 世子の 師 とす、 その 魔 を正蔡 とい ふ、 燕王朗 室に 代りし 時、 詔 を 草す る を 命ぜられて 從 はす、 族誅 せらる。 歷史. 補卷 六に 出づ 

共に 漢の 高祖の 謀臣 


丁 南 湖 


曰 はく、 周 • 召より 以來 宰相の 正大 光明なる 者罕 にして、 李沆 相と 作りて 獨、 


此の 四 字 を 以て 著 聞す る を 得と。 

§  扁 

方正 擧曰 はく、 漢 初の 輔 相の 臣は、 王 陵 • 周亞 父輩數 人の 如し。 而 して 亞父 尤も 大臣 


(一) 王 信、 


^父^に， 丞相 

ぉタ 皇帝 

約す らく * 劉 

氏に 非 ざれば 

功 あるに まざ 

わば 侯た る を 

得 f 'と。 今 信 


b と雖も 功な 

し。 之れ を 侯 

i する は 約に 

Tfsl ？」 と お 

奴の 降 王 徐盧 

等 を、 帝、 侯 

とせんと す。 


きかれす、 病 

と稱 して 辭す 

(二) 亜 父の 


し 罪に 連り 昏 

に 下されて 食 

はすして 死せ 

り。 史記^お 


十七に 出づ 

(；ー 一) 字 は 子 

將、 奇 節の 人 

なり、 後 * 書 

列傳 第五 十八 
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の體を 得たり。 夫れ 景 帝の 時、 后の 兄 信 及び 匈奴の 降 王の 封 を 爭ふを 以て 匕；： に： t ひ、 

つ 一) 

遂に 他事 を 用って 獄に 下し 死 を 以てす。 夫れ 無 功 を 封 じ 以て 先帝の 法を亂 し、 ^狄の 

叛臣 を 納れて 以て 臣 たる ものの 不忠の 心 を 啓く。 此れ 誠に 宰相の 宜しく 爭 ふべ き 所な 

り。 亞 父の 之れ を爭 ふ、 豈 過ちと 爲ん や。 確乎と して 大臣の 風 あり。 

(き 

又 曰 はく、 許劭、 曹 操に 謂って 曰 はく 、「子 は 治世の 能臣、 亂 世の 奸雄」 と。 昔 人 以て 

確 論と 爲す。 余 謂へ らく、 夫れ 能 臣は義 を 以て 其の 身を處 し、 道 を 以て 其の 君に 事 ふ。 

惟だ國 家に 忠 にして 事 功 を 爲すを 以て 職と 爲す。 而 して 身の 禍福 用捨 は 焉れに 與、， T ず。 

漢の諸 葛 公， 唐の 郭子 儀の 如き は 之れ に 近し。 彼の 前！：！ 操 は、 權詐を 以て 智と爲 し、 巧 

5)  ー六ー 

譎を 以て 略と 爲十。 其れ をして 英明の 主に 遇 はしむ る も、 譬 へば 彭 越の 漢 に：！ し， 李 

密の 唐に 降るな り、 亦 誅滅に 終りて 後に 已 まん。 ^：ぞ 以て 能 臣と爲 さんや。 姦 點 の 人 

は 之れ を 虎豹豺 狼に 譬ふ。 明主 上に 在り、 之れ を 制する に 法 を 以てし、 之れ を 束ぬ る 

た  ぜ いげつ ほしい ま- * 

に 威 を 以てする も、 虎 豹 豺狼は 玄夜を 去って 白日に 就き、 特だ敢 へて 其の 嗞嚙を 4 

すうぐ 

にせざる のみ。 豈 遂に 化して 麒麟 if 虞と 爲 らん や。 

(七 】 

程 明 道 曰 はく、 孔明王 佐の 心 ある も、 道 は 則ち 未だ 盡 さず。 王者 は 天 地の 私心な きが 


に出づ 

(ra) 玄宗の 


平げ し 忠臣 

< 五) お^に 

仕 へ 後 祖に 

歸 する も、 平 

ぶの 後、 叛を 

疑 はれて 三 族 

も誅 せらる 

(六) 初め 隋 

に 仕へ、 後ち 

唐に 歸 し、 又 

唐に ％き て 斬 

ら る 

(七) lis 

銶卷 十五に 出 

づ 

(八〕 字は季 

玉、 父. 焉のぁ 

とも 璦 ぎて 盆 

州の 牧 なり、 

^備成 都に 人 

る や これ に^ 

は り *< 中 化 り。 

以下 孔 明に 關 

する こ と 蜀.^ 

孔 W 列傳 及び 

剀備本 紀に出 

づ 

■ 


如し。 一 の 不義 を 行うて： 大下を 得る とも 爲 さず。 孔明は 必ず 成す ある を 求めて、 劉 

を 取る。 聖人 は 寧ろ 成すな きのみ。 此れ 爲 すべから ざれば なり。 

先主 詐を 以て 劉璋を 取る。 孔明 以て 貴 を 爲すを 得ず。 蓋し 其の 志 成す こと あるに 於 

て は、 不義 を 行うて 而も 顧る に 暇 あらず。 聖人の 若き は 寧ろ 漢 興る ことな からん も、 

此れ を 爲す に 忍びざる なり。 

劉 表の 子琮の 若き は、 將に曹 公が 爲に幷 取 せられん とす、 而ち劉 氏を舆 して 可な り。 

先主 劉 表に 依る。 曹操南 侵す。 表 卒する に會 し、 子琮迎 へて 降る。 孔明、 先主に や 刑 

州 を 取らん こと を說 く。 先主 忍び ざれ ども 琮 降る とき は、 地は曹 氏に 歸 せん。 取り 

そむ 

て 以て 漢を 興さば、 何ぞ 表に 負かん。 之れ を 劉^ を 取る に較 ぶる とき は、 曲^ 問 あ 

り。 或 ひと 謂へ らく、 先主 荆州を 得と 雖も、 未だ 必ずしも 能く 曹操 を^がず。 然ら 

ば 此れ 又 特に 利鈍 を 以て 言 ふ 者な り。 

孔明は 儒 者の 氣象 あり。 ^££?。 朱 子 曰 はく、 孔明 嘗て^ 韓を學 ぶふ 雖も、 然も 資 


(一 


荊 州の ％ 史 として 民 を 愛し 士  sff ひ 衆^ あり。 曹 操のお なう け、 たまく おみて 卒す。 この 條程チ の 語の つづきな り (一 〇) 

) 朱.^^； 卷九 十六に 出づ ( 一 二〕 共に^ K の 法治 を 主と する 者、. £■ 不^と^ * 


カ行 五 


も 小 志 下 朵：: 

,4', 寧に のの w 
づ嘉出 内 名 
首づ 容^ 胡 
篇 、は 、せ 
に 又 蜀以國 


(二) 前 出 三 

八 〇K 參照、 

歷史^ 迄補卷 

十二に 出づ 
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質 好し。 却って 正大の 氣象 ありと。 

胡 文定公 11 常に 愛すら く、 諸 葛 孔明漢 末に 當り 躬ら南 陽に 耕して 聞 達 を 求めず、 後 

來劉 先主の 聘に應 じ、 山河 を宰 割し 天下 を 三分して、 身 は 將相を 都べ 手に 重 兵 を 握る. 

亦 何 を 求めて 得 ざらん、 何 を 欲して 遂げ ざらん と雖 も、 乃ち 後 主と 言 ふ、 「成 都に 桑 

八 百 株 薄 田 十五 頃 あり、 子孫の 衣食 自ら 餘饒 あり、 臣が身 は 外に 在りて 刖に 調度な く.. 

^に 生 を 治めて 以て 尺寸 を長ぜ ず。 死す るの 日の 若き は 廩に餘 粟 あり、 庫に 餘財 あら 

しめて、 以て 阼 下に 负 かじ」 と。 卒する に 及びて 果して 其の 一一 He の 如し。 此の 如き 輩の 

スは眞 に 大丈夫と 謂 ふべ しと。 

(一二，  I  (三)  たのみ  (ran 

丁 南 湖 曰 はく、  §  0 孤 弱な り、 備を 以て 泰山の 倚と 爲す。 故に 張 松、 璋に說 い 

て 曰 はく、 「劉 豫州は 君の 肺腑 をして 與に 交通す ベ からしむ」 と。 是を 以て 琼の 備に^- 

ふること 盡 さざる なし。 備も 亦璋を 薄ん ずべ からず。 夫れ 何ぞ 交を締 ぶの 後數 月の 問 

ならず して、 乃ち 卽に兵 を 反して 之れ を圍 み、 降を逼 りて 之れ を 取る。 豈仁 人君 子の 

用心な らん や。 故に 程 子 曰 はく、 「孔明 は 必ず 成す ある を 求めて、 劉埒を 取る。 聖人 は 

寧ろ 成すな し。 此れ 爲 すべから ざれば なり」 と。 又 曰 はく、 「只 だ是れ 利の 爲 にす、 君 


子 は^ち 然ら ざるな り」 と。 朱 子 曰 はく、 r 孔 明が 璋を 取る は、 只 だ 事の 苟も 成らん こ 

5) . 

^ 不純の と を 欲し、 功の 苟も 就かん こと を 欲する が爲 なり。 孔明只 だ 此の 如きが 爲 に^ち 歡 I- 

,  (義， 一 一) 

あり」 と。 蘇 子 曰 はく、 「仁義と 詐カを 雜へ用 ふる は孔 明の 失と する 所以な り」 と。 又 

(六) * の 葉 曰 はく、 「孔明 劉 璋を遷 して 天下の 忠臣 義士の 望 を 失へ り」 と。 斯の三 子 皆 確 論な り。 

vi^M.R^  ニハ】  (七)  「二 

s  P 近代 葉 • 超の 一 一氏 乃ち 謂 へ らく、 「劉 焉益 州に 據 有して 漢の奸 賊と爲 る」 とて、 っー袁 . 

州の 牧、 後 成 f.fJ1  つぶさ 

^ お； T に I 董卓を 以て 之れ に 比して、 曲に 璋を 取る 者の 義 たる を辨 ずるに 至る。 鳴 呼、 益 は漢の 

(八) 1. 郡な り、 備と焉 • 璋 と 皆 漢の裔 なり。 備 以て 益 を 取るべく して、 焉獨り 以て 益に ！i る 

食 術、 箱 は 字 

は 本初、 後 s  ベから ざらん や。 二 氏の 成 こ 曲な り。 4f 声 臼は" い^ 烈 の釗璋 を. e る は、 正に a を はすな り。 董 卓の 亂 

鎏 帝の 崩後跷  -  5  ^  ^l^s^} に 方り、 雄薆 競逐 す、 稱ほ皆 賊を討 じ漢を 尊ぶ を 以て 名と 爲 す。^ 

^^り ゾ S  ^^^に^^ 懐き、、^^ ばて^ 洲 に^^し、 M 然として 不臣 の 心 あり。 此. S し s の奸賊 ii 卓 

揉に 破れて 死 ま本 のみ。 璋に及 ひ^ 息 闇 「め を 以て、 復た 王土 を 盗む。 此れ もしも 誅 せす t て、 Jsii に何ぞ 興 I ベけ！! れ。 

す。 術 は 招と (5) 

方正 學曰 はく、 孔明布 衣 を 以て 相た るに 至れ ども、 人 以て 速な りと 爲 さず。 賊を 討ず 

^ば る を 以て 己れ が 任と 爲 して、 將 帥に 任ぜ ざれ ども、 人 以て 自ら 用 ふると 爲 さず。 兵 敗 

(九) 二  S と  せ  ゆる 

一 黨の 人な り れて功 成ら ざれ ども、 人 以て 勇な しと 爲ず。 ー國の 政、 赏罰予 奪 貸す 听 なけ^ ども、 

( 1 C) 方 孝 

f 頁 11，^ 人 以て 專 なりと 爲ず。 世皆孔 明が 才智の 以て 人 を 服すべき を 謂 ふ も、 其の 自ら 其の 才 

史綱^ 補卷十  1 ほしい 1 ま 

1 一一に 出づ  智を肆 にせず して、 諸れ を 人に 取りし を 知らず。 此れ 孔 明の 人 を 服 十る 所以な り。 

カ行 五  四 二 五 
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是の 時に 當り 天下 一 孔明 のみに して 與讓 する 所な し。 其の 相た るに 及びて 顧って 乃ち 

深く 僚 佐に 資る こと ありて 懇々 として 忠 益の 言 を 求む。 孔 明の 賢 を 以てす、 豈僚佐 を 

待ちて 益 を 求めん や。 全蜀の 士を擧 ぐる も、 豈 復た孔 明が 智慮の 右に 出 づる者 あらん 

や。 賢人 君子の 心 を 用 ふるや 遠くして、 期待す るゃ大 なり。 常に 自ら 其の 不足 を はて 

Lt^rfi) 其の 有餘を 見ず、 常に 己が 闕の闈 えざる を 恐れ、 敢 へて 人 言の 不可なる を W はず。 孔 

出づ  かんぜん  むな 

(一一) * 代の 明の 相た る、 欤 然として 己れ を 虚しう して 以て 己が 過 を 聞かん こと を 求む。 秦漢 以下 

人、 蘇沟、 字  (ママ) 

の 相た る 者 皆 及ばず。 不幸に して 功 成らざる は 犬な り。 安ん ぞ 成敗 を 以て 孔明を 論ず 

著名な り。 頃 

山 は， V5 生地 る を 得ん や。 

ソっ. 二)  じんさい  (邁) 

^  S. 胡 致 堂 曰 はく、 三國 人才の 盛なる、 後世 及ぶ こと 鮮し。 然して 諸 葛 孔明は 則ち 高邊獨 

。仲 •  ，  (一二  やす 

樂钕  り 出づ。 眉 山の 蘇 氏以爲 らく、 r 巍然 たる かな 三代の 佐、 未だ 以て 私に 論じ 易から ず」 

(五) 張 子瘃  S  つ  (巧. 

^M^m と。 斯の 言當れ り。 孔明は 伊 • 傅に 亞ぐ べし、 管- 樂を 以て 自ら 許す は 謙 志な り。 或 

(六) 宋代遂  S)  くら 

f 乂.  S ひと 曰 はく、 「諸れ を 子房に 方べ て 何 如」。 曰 はく、  r 是れ 殆ど 優劣 を 以て 倫 じ 難し」。 

莘、 ネ は 耕 道、 こ 、一 

尹 遂昌曰 はく、 三代の 衰 へしより 王政 疲れ、 士の 世に 隨 ふや 功名に 就く 者 多し。 漢の 

U 網 u、g あ 

\  末に 常り 群 維 雲擾、 す。 凡そ 一 智 一 能の 士は、 時に 乘じ 優し 以て 自ら 兑 えんこと を 


靳 めざる はなし。 孰れ か 謂 ふ、 一 世の 人龍孔 明の 如き 者， 方 且に隆 中に 高 臥し， 膝 を 

抱いて 長呤 すと。 向に 昭烈 をして 三 顧の 勤 を 垂れ ざら しむる とき は、 將に巌 穴に 稿 死 

せんとす、 草木と 與に倶 に 腐る のみ。 其の 一 たび 起つ に 及びて や、 則ち 功名 事業 ぎれ 

顯著、 得て 泯沒 すべから ず。 亮豈大 言 無當の 者な らん や。 彼れ は 其の 理を擇 ぶ 甚だ 精 

にして、 己れ を處 する こと 甚だ 明な り。 豈區々 たる 一智 一 能の 士の、 世に 隨ひ 功名に 

(就) 

著く 者と 同日に して 語る ベ けんや。 

(<) 

胡 致 堂 曰 はく、 世の 將を 論ずる 者、 往々 司 馬 • 諸 葛ー戰 に 及び 以て 勝負 を 決せざる を 

f.5  (一ョ 

以て 恨と 爲す。 此れ 殆ど 形 を 以て 求めて 理を 察せざる なり。 五丈原の 師 正に 赤 壁の 役 

ふせ 

と 等し。 然して 曹 公大に 赤 壁に 敗る、 之れ を 担がん と 謀る 者 衆く、 其の 勢 亦^ 禳傾側 

なれ ども、 天 方に 孫. 劉 を 佐 佑す、 故に 孟德 八十 萬 人 を 以てして 十艘の 油^の 爲に 挫 

(偉)  か 

かれて 幾 ど 免る る を 得ず。 勝負の 大 なる、 快 を 無 究に爲 す。 夫の 五丈原の 師の 若き は、 

f  (閒) 

深く 客 地に 入り、 田 を 耕し 穀を 積み、 聲勢震 ひ 薄り て、 而も 意思 安閑な り。 仲 達は奸 

おそ  あら 

雄に して 兵 を 善くす る も、 懾 れて敢 へて 動かず、 戰を 請うて 武を 示す に、 情钍 はれ 勢 

0 111) 

きんく わく  た 

究 まり、 巾 幗の辱 を受 くるに 甘んじ、 殊 えて 他の 計な し。 但だ孔 明の 食少 きを 快と し、 


Sft2 に 史者資 S 
篤 G 出剁 、治ち 

第 づ^ こ邁 
二 論 補の Hi* 

~1 口口  卷 乂  - )  frfS 

二八 ニ歷 編' 
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e)  馬 仲 其の 早く 斃 れん を 幸と し、 固より 兵^の 接する を俟 たず。 而 して 懿 已に披 靡 大敗せ り。 

にに』 5 詩 惟 だ 漢復與 せず、 孔明 亟 に 死せ り。 故に 形迹を 以て 觀る者 謂へ らく、 魏 勝ちて 蜀负 

人杜子 美、 白  (二) 

と 並稱せ けたり と。 i 甫は 善く 評すと 雖も、 亦 嘔血酸 辛の 歎 あり。 向に 孔明 をして 未だ 死せ ざ 

(三) 杜甫の  (巧) 

五 言 古詩 中に、 らしめば、 豈但だ 鼓を擒 にす るの みならん や、 長 安 以東 もけ を 破る ごとくして 下らん。 

謁 先主 廟の作 

^、、「そ 復の J 此に 至りて 然る 後 以て 之れ を 天に 歸 すべし。 孔 明日 はく 、「亡きと き は 漢窒の 決して 與 

留 -1 長 策 T 中原  か- 

仗 iii 耕 ら ざる を 知る」 と。 夫れ 成敗の 利害 は j 時に 繫 りて、 理の 得失、 事の 是非 は、 千載と 

心 未 レ已、 歐  _ "ろ  、き， 

：？る事を酸^ ；,」 と 雖も 氓び ず。 孔明 忠義の 行、 節制の 兵、 皆 詳細に 思 維し 反覆 觀考 して、 人 をして ：5! 氣 

(四) 敵將 司 

馬 伸 達  激昂し 因って 以て 興起せ しむべし。 而 して 曹操 • 司馬懿 が 人の 孤兒寡 婦を 欺き、 狐媚 

して 以て 天下 を 取る は、 |g 奴 も猞ほ 羞ぢて 取らず。 然ると き は 雄 伯 を 俄 頃の 間に 誇 奪 

すと 雖も、 何ぞ道 ふに 足らん や。 是れを 以て 知りぬ、 古今 一 心、 理間斷 なし、 志士 遠 

大を 以て 自ら 期 するとき は、 本心 正理 常に 天下に 屈せざる を。 

(五)  (六)  おもへ 

司 馬 光 曰 はく、 孔子 は 管 仲の 器 小なる 哉と 稱し、 先 儒以爲 らく、 管 仲 君に 得らる る こ 

と 此の 如くなる に、 之れ を勉 むる に 王 を 以てせず して、 僅に 霸に 止まる、 此れ 其の 小 

と爲す 所以な りと。 愚以爲 らく、 周の 天子 存す るに、 而も 管 仲齊； a! (公) を 勉めて 


(七) 需 

(八〕 十； な？ お 

ねて 作り、 兩 

^の 問に て ffl 

& なし 难り 

て 主 は蓥な 東 

の..；： におき 客 

は W の： にお 

く。 王者の こ 

と なむ 仲 tl せ 

る を い t? なり 

(九) 三 姓の 

女 をめ とる の 

意， 諸侯 三國 

におへ る、 一 國 

はお^、 他の 

二  H は 勝と す。 

^ 仲 これに 傚 

(一〇) 揚雄， 

^代の 舉者、 

法玄 . 太玄等 

の^ あり。 W 

下 法言卷 六に 

B 代 


以て 王と せば、 是れ 之れ に S ふを敎 ふるな り。 此れ 管 仲の 恥 ぢて爲 さざる 所、 孔子 顧 

つ て 其の 之れ を爲 さん こと を 欲せん や。 夫れ 大人 は 時 を 顧みて 用 ひられざる とき は已 

む も、 用 ひら るるとき は 必ず 禮樂を 以て 天下 を "正し、 紀綱 文章 をして 燦然たら しむ。 

(管 仲桓 公に 相と して) 帶を加 ふる 所 ある も、 未だ 之れ をして 皆 職に 率 はしむ る 能 は 

(七) 


反坫 


而 して 偃然. E ら大下 を 以て 己れ に 若くな しと 爲 すなり。 絃を 朱に して 簋に鏤 ばめ 

して 三歸 す、 此れ 其の 器豈 小なら ざらん や。 揚子曰 はく、 「大器 は 其れ 獪ほ 規矩 

準繩の ごとき か。 先づ CI ら 治めて 而る 後に 人 を 治む」 と。 斯の言 之れ を 得たり。 

王 世貞曰 はく、 管 仲 は 太 公の 儔に 非ず。 然れ ども 管 仲た る こと は 難く、 太 公た る こと 

は 易し。 夫れ 何 を 以て 太 公 は 易しと 言 ふや。 文 王の 聖 にして 天下 三分の 二 を 有ち、 武 

王 之れ を繼 ぎ、 紂の^ 天下 三分の 二 を 失うて、 其の 一 も 亦 且つ 心叛 けり。 卽ち太 公な 

くと も 商 寧ん ぞ 周なら ざらん。 太 公な くと も 周. 畢 • 閱 • 散の 輩 以て 將 たり、 紂師戈 

を 倒に せ ざらん や 否や。 故に 曰 はく、 太 公な くと も 商 寧ん ぞ 周なら ざらん と。 夫れ 齊 

■  (一  三) 

^は 中 村の 主な り。 管 仲は覊 旅の 匹夫 を 以て 之れ が 相と 爲り、 高 *國 が 世 卿の 威 を 屈 

周 初の 名お なり (1  一二) 高 氏 *國 氏、 共に 齊の卿 族と して 勢 あり。 齊の桓 公 


C 

の 

0. 鳳 州乂弇 

州. H 人 と^す 

刑 部 主事と な 

り、 ^文に お 

す。 この 評、 

^史^ 鑑捕卷 一 一 に出づ (ニー) 周 公 • 采 公 . 閎夭 • 散宜 生、 何 

も 亦 ぉ卨 によ つて 位に つけり 
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して、 惝だ 吾れ 使して 北の かた 狄を钹 ひ 南の かた 楚を 懲らす、 彼れ 方に 武を彊 むる こ 

と 整 一 にして、 以て 方に 張る の 勢なる に、 我れ は^たる 諸侯 を 率ゐて 以て 之れ に 敵し 

て、 蜩を 承く るが 若し。 此れ 人に 過ぐ るの 材 あるに 非 ずん ば 能 はざる なり。 吾れ 故に 

(一) 宋 代の 

人、 {C は 道 原、 曰 はく、 管 仲た る こと i 難く、 太 公た る こと は 易しと。 

S 馬 光と 共に 

劉恕曰 はく、 管 仲の 書 大抵 重 輕法術 を^に し、 度^ 權衡を 持して 以て 犬 下の 權を 籠め- 

外 紀^の 著 あ 

n^J 隣 國の弱 を 致し、 地 利を盡 して 以て 富强を 成し、 兵 械を完 くして 以て 不服に 臨み、 王 

!f 卷ニ に忖 つ 

专 っ卞、  よ  2)  31) 

y ヘム pi 室の 威に 仗り 諸侯の 長と 爲る。 其の 術 商鞅に 類し、 其の 言韓 非の 如く、 其の 寬厚 廣大 

S 1.^ は 則ち 之れ に 過ぐ る も、 同より 王者の 佐に 非ず。 管 仲の 德 蓋し 其の 才に 及ばず。 

o  ^  (En 

が 1 ノ木 代の 胡宏曰 はく、 齊の 桓公始 ありて 終な き 所以の 者 は、 大本 正しから ざれば なり。 齊梪を 

人、 宁 ^！仁 巾、 

W に五峯 先卞 して 果して 天下 を 医 すの 志 ありて、 自利 を 求め ざら しむる とき は、 管 子 は 天下の 才な 

す。 高宗  二  • 

り、 當に 相與に 入りて： 大王 を I" け畿內 を： HI 正し、 以て 王 略 を 修め 五禮を 謹み、 以て 諸 

か-おはす。 s  AMG  う 

，一  侯 を 齊へ六 軍 を 整へ、 以て 戎狄 を^つ とき は、 周窒赫 然として 中舆 して 王化 復た行 は 

に出づ 

5)^11 は れん。 惜しい かな 齊桓 • 管仲此 に 出 づるを 知らず して、 飮^ 衽 席の 間に 溺 るるな り。 

1  ノリ： V  - 楊 龜山曰 はく、 夫れ 小 を 以て 大に事 ふる は、 古の 人 皮 |E 犬馬 珠玉 を 以てして 免る る を 


:c- に - 一 、 

w 如，.： れ趙上 

の 和^の SHt, 

^の^ h 十五 

城と 交換 せん 

と- パひ 人れ し 

て、 上の^ 

n-っ して". If  ,,— 

り， 史 記列傳 

十二に 出 

づ 

(七) 秦と趙 

と <E 八：： して、 

is* 相 如の 

によりて 名 

一. A さす、 

ぉ<  .ヒ W れ ども 

趙ド- に 加 ふ ふ 

ナ し；， し r 

奏王 に * 「頭 血 

か-以て 大王に 

^がん」 is 

リて、 彼れ を 

屈せし めたり、 

(八) 論お i 

^^お 十^ 

(ん) 歷史剁 

鑑 捕卷 二十 二 

に川づ (lo) 


^ざる 者 あり。 況ゃ 一 璧を や。 之れ を與 ふと 雖も 可な. 


相 如の 計此に 出で ずして、 

然 


敫 年なら ずして 趙卒に 覆軍陷 城の 禍 ある は、 徒に 璧を 以て 之れ が 崇を爲 せば な 

(七 j 

べんち 

ると き は全璧 趙に歸 する も 何の 益ぞ や。 澠 池の 會に至 りて は、 其の 危 きこと 又 茶し。 

相 如 智勇 足らざる に、 趙を 重く し秦 をして 惴焉 として 敢 へて 動 かざらし め、 乃ち 頸 血 

(八) 

を 以て 之れ に濺 がんと 欲す。 豈 孔子の 所謂 「暴虎馮河 死して 悔 なき 者」 か。 或る 者 謂 

へらく 、「相 如 は 戰國の 土に 非ず して 平 世に 居らし めば、 大臣と 謂 ふべ し」 と。 則ち 吾 

れは 其の 說を 知らず。 

蘇 東坡曰 はく、 唐の 李勣. 李 ^は 功臣と 謂 ふべ し、 終始 唐の 元勳 たり。 然れ ども 其の 

. た (二)  き やうえ き  u ャ) 

爲す所 止だ韓 • 彭 • 衞 • 霍の 流の み。 疆埸の 事、 夷狄の 內侮、 能く 少を 以て 衆 を 打ち 

敵 人 をして 望んで 之れ を 長れ しむ。 此れ 固に 任の 飴 あるな り。 社稷の 寄、 ^亡の 幾の 

若き、 此の 兩人は 蓋し 惨と して 知らず。 太宗 高麗 を 伐たん と 欲す、 靖已に 老いたり、 

ひき  けが  ほ とん やさ 

而も 自ら 請う て 兵 を將ゐ て 以て 太宗武 を黷す の 志 を 堅く し、 幾ど戢 めず 自ら 焚く る の 

禍 を 成す。 高 宗武后 を 立つ。 勣、 晔 下の 家事なる を 以て 外人に 問 ふこと なく、 武后 

共に 太 宗に仕 へて 武勳； 咼 き將罩 なり (一一) 韓信 • 彭 越 • 衞诲 •  比.！：^ の武將 


l 史玄 出 補リ 史^ お 、 m  、 ib- 
將の^ づ卷 な 叶 字 、 


修敎耍 錄卷之 十  四 三 二 

の禍戮 襁褓に 及び、 唐 窒の絕 えざる こと！： の 如し。 則ち 二人 は 腹心の 病 を爲す こと 大 

なり。 

二)  (二) 

胡 致 堂 曰 はく、 郭子 儀の 德と 才、 以て 將相 を^ 任すべし と。 乃ち 之れ を 閑處に 置き 

二. 

急難 あるに 及びて、 叉遽に 之れ を 委ね 用 ふ。 代宗閱 尹が 言に 於て 命を受 くる こと 響の 

如く 進退す。 子 儀 をば 奴隸を 待つ が 如し。 李光弼 より 以下 功 を恃み 氣を负 ふ。 夫れ 登 

せんかい 

此れに 堪 へん。 獨 り子侥 胸中に 纖芥 なく、 一  たび 君命 を 聞けば 駕を俟 たずして 行く。 

危を蹈 み 險を般 み、 死生 之れ を 以てす。 其の 忠義 精 誠 仰げば 日月 を 莨く、 而 して 度量 

宏偉 包ね ざる 所な し。 眞に 以て 人臣の 師表と 爲 すべし。 

(五 ) 

袁了凡 曰 はく、 子 儀 • 光 弼皆戰 功を累 ねて S= 起し、 中興の 元 動 第一 たり。 不幸に して 

(六) 

せんじん  せんてい  (七) 

皆撿 壬の 爲に 鐫詆 せられ、 禍 床を剝 ぐより 切なり。 而も 子 儀 之れ に 居て 晏 如たり。 屨 * 

兵 柄 を 奪 はると 雖も、 然も 朝に 命 を 聞き 夕に 道に 就きて 纖芥の 嫌な し、 卒に 此れ を 

そしり や 

以て 庸主を 悟らし、 小人の 閒を弭 めしめ、 功名 を 世に 全うす。 光 弼は禍 の 及ばん こと 

を 長れ、 則ち 兵 を 擁して s 衞す。 天子， 詔して 京師の 急 を援 けしむ と 雖も亦 行かず。 而 

お  (八)  る ゐ き 

も 身 反って 益- 危く 其の 名 節 亦 稍 や^つ。 且つ 子 儀は衷 甲の 請 を 担み、 t 應騎を 以て^ 


(一) 胡 

宋 代の 人 

は 明 仲、 


見の 

リ, 巾 

二十 

(二： 


S を 平リ 

(11  一) 5B の 

(1:) 子 儀と 

M じく、 安史 

の^の 功籽 

(五) 歷史 1 

鑑補卷 二十 三 

(-: ハ J 邪 阿 

(七) 易の 剝 

針の 交辭 に、 

^レ牀 以レ足 云 

一： ムと 出づ。 床 

脚を剝 する の 

危險 なる 形 

(八) きごみ 

又 衣の 下に 甲 

を 著る こと 


はに 代^ 容の 約に 赴く、 魚 朝恩 之れ が 爲に泣 下る。 光弼 一 たび 遷延 を爲 して、 卽ち 諸將皆 約束 

5??: 著の 人寇 

を 受けず、 以て 憂 死す るに 迄る。 夫れ 此の 諸將 や、 非 平の 曰に は、 ^行 禁戕、 火 を 踏 

殺さる  まこと  さか 

(一 0) ほの み坑に 赴く 者 か。 斯を 以て 知る、 信孚 なるとき は讎 敵な く、 道^: へば 僕 御な し。 而し 

卦の 九 e: に 出 

ゴ  (一 0) リ n- テ -I テ 

(一二) 劉 友 て 身 を 全くし 害 を 遠 ざく る こと、 果して 他に 在らざる こと を。 ^に 听謂 有.， や 在 レ道以 

盆* 宋. u びて  カナ レバ ノ カァ -了ン 

後門 キー ぢて 明、 何咎 と。 蓋し 子 儀焉れ あり、 光弼其 れ： ^づる あらん か。 

に 接せす、 

、水 新の 劉 氏 曰 はく、 綱目 は子鴿 卒する に 於て {Rslti 號を 具にし、 光弼の 卒する に 於て 

^ S 制 ].. 書； •  (ニー) 

爵諡に 止まる。 何 ぞ不滿 を 致す や。 代宗播 越す る や、 光 弼兵を 擁して 國 難に 赴かず、 

この こと K 史  ，， 

君子 之れ を 病む。 故に 太 尉 副 元帥の 官 ありと 雖も、 削って 復た 書せ ず。 以爲 らく、 能 

ニー 一)  土蕃 く 其の 職 を 思 はば (復 た) 是の 若くなら ず。 是を 以て 大臣 は 以て^ を 知らざる ベから 

の 人寇に 際し 

て 逃げしたり ず。 光 弼の失 は、 大義 明なら ずして 利^の 念 重ければ なり。 

(一一 5 宋代 (一き 

S 、人世お， S 呂本 中日 はく、 先 儒 本朝の 人物 を 論じ、 仲淹 ■ を 以て 第一 と爲 す。 其の 學ぶ所 を 

^生 と^す、 

小に 仕へ た 觀 るに、 ^ず 中 i 孝 を 本と 爲し、 其の 志十听 は、 大 下の 憂に 先だって 憂へ、 天下の I なに 

り。 春秋 解 • 

U?IM 後れて 樂 しむ。 其の 爲す所 必ず 其の カを盡 して 曰 はく、 「之れ を爲十 こと 我れ よりす 

に S  る 者 は 當に是 の 如くすべし、 其の 成と 否と は 我れ に 在らざる もの あり、 や^: と 雉も此 

カ行 五  S 一一 一三 


( 一 ) 年 高 を 

壽ぐ儀 

(二) 朵代臨 

川の 人、 字 は 

同叔、 眞宗 • 

仁宗に 仕べ、 

^仲淹 は その 

門人な り、 頹 

要 . 文集 あり 

(三) 暴 仲 約、 

知 軍 たり しに、 

^盗人 寇す、 

^ぐ 能 はむし 

て 金帛を 出せ 

し を 罪するな 

り。 仲 奄と富 

と 論 (せし て 

死罪 を ^ぜ し 

こと、 言行 錄 

前^せ 七に 出 

づ 

S 仲淹の 

上 書 十 

一 曰 明^ 陟 * 

I1C5 抑 僥 滓、 


E 曰 鑤 長官、 

五 曰：^ ヘム 田、 


七曰修 武備、 

八日 推 恩 信， 

九 In 重 命令、 

十 n 減^ 役。 


修敎耍 錄卷之 十  四 三 四 

れを必 とする 能 はず。 諸 葛 武侯は 成敗 利鈍 を 計らず、 之れ 誠心な り」 と。 其の-上 壽の 

(二)  (三) 

儀 を 論ずる を觀 るに、 晏殊と 雖も曉 る 能 はず。 仲 約の 誅を寬 にす る、 富 弼と雖 も 知る 

(巧)  (五】  (六) ， ， 

. 能 はざる 所 あり。 而 して 十 事の 規模 は、 張 方 平 • 余靖の 諸賢と 雖も 知る 能 はざる 所 

(七) 

あり。 仁 宋の晚 年 大いに 之れ を 用 ひんと 欲して、 范公已 に 世に 卽 けり。 豈天 未だ 天下 

を 平 治す る を 欲せ ざり しか。 


守 令 

(九)  (3) 

(八)  ふくし 廿ん  ぜん ほ 

家 語に、 孔子 宓子賤 に 謂 ひて 曰 はく 、「子、 單父を 治めて 衆悅 ぶ。 子 何 を 施して 之れ を 

得た るか」。 對 へて 曰 はく、 「不齊 の 治む る や、 父 をして 其の 子を恤 ましめ、 其の 子 を 

して 諸 孤を恤 ましめ、 而 して 喪紀を 哀し ましめ たり」。 子 曰 はく、 「善し、 小節な り、 

S 

小 民は附 かん。 尤も 未だ 足らざる なり」。 曰 はく、  r 不齊の 父と して 事 ふる 所の 者 五 

人」。 子 曰 はく、 「中 節な り。 中 人は附 かん も、 獍ほ 未だ 足らざる なり」。 曰 はく、  r 此 

の 地の 民に 不齊 より 賢なる 者 五 人 あり、 不齊 之れ に 事へ て 度を禀 く。 皆 不齊に 之れ が 

道を敎 ふ」。 孔子 (歎じて) 曰 はく、 「其の 大 なる 者 乃ち 此に 於て か あり。 惜しい かな、 


宋 史^ 懊ほ七 

十三に 出づ 

(五) 字 は 安 

道、 .B ら樂全 

^土と いふ。 

1W 宗の時 <a 知 

政事と なり、 

^慨氣 ^王 安 

^に 屈せす、 

樂全^ あり 

(六) 字 は 安 

道、 蚵骨契 丹 

に 三た び 使し 

て外國 語に 通 

じ師た る こと 

十 年。 ^州 八 

S 堂に 靖を； 綱 

る - 

(七) 死す る 

こ と 

(八) 孔子 家 

語卷 三、 辯 政 

篇に 出づ、 但 

し 文に 祈 略 あ 

(九) 孔子の 

門人、 名は不 

齊、 子 ぽ は そ 

の 字、 後覃父 

K に 追 封 せら 7 


不齊が 以て 治む る 所の 者 小なる こと」 と。 

を さ  を さ  つり 

子賤單 父を爲 む。 楊晝 之れ を 送って 民 を 治む るの 道 を 曰 ふ。 「唯 だ 釣の 道 二 あり。 夫 

いと  ぎ よう 

れ餌を 落し 綸を 投じて 逐 うて 之れ を 吸 ふ 者 は^なり。 其の 魚肉 薄く して 美なら ず。 存 

はう 

する が 若く 亡きが 若く、 食 ふが 若く 食 はざる が 若き 者は魴 なり。 其の 角 肉 厚く して 美 

味なり」 と。 子 賤が曰 はく、 「善し」 と。 單 父に 至る に 及び、 冠 蓋して 之れ を迎 ふる 者 

ありて 道に 交接す る を 見る。 子賤曰 はく、 「之れ を 驅れ。 夫れ 楊^が 所謂 陽 鰌なる 者 至 

れり」 と。 單 父に 至る や、 耆老老 尊 賢者 を 請 じて 之れ と與に 治む。 

(二)  (ニー)  (一一 一一) 

滑稽 傳に、 子 產鄭を 治む る や、 民 欺かず。 子 賤單父 を 治めて、 民 欺く に 忍びず。 西 門 

ザ ふ 

豹鄴の 令と 爲 りて、 民敢 へて 欺かず。 三 子の 才 孰れ か 能く 最も 賢なる や。 


家 語 


(Is 


子 中 都の 宰と爲 り、 男女 途を刖 にし、 市に 二の 價 なし。 前 漢の何 並の 傳に _ 


長 陵の 令と 爲る、 道に 遣 を 拾 はず。 叉嚴 延年、 涿 郡の 太守と 爲る、 郡 中震 恐して 道 

(W 

vrr- ぶ  <K) 

に 遺 を 拾 はず。 滕撫、 蜀の 令と 爲 りて 事に 在る こと 七 年、 道に 遣 を 拾 はず。 又 鄭弘、 

(ー〇) 魯の邑 名 (一一) 史記列 傅の 滑 格傳、 西 門 豹の 條に つ (ニー) 春^の 頃の 名 相 (ニー 一) 戰國魏 の 文 侯の 臣 

(一 £) 卷ー裨 州 筲に 上の句の み 出づ (一 五) 字 は 子 蹴、 後 S 川の 太守と なり、：^ その 節を稱 す。 前？ S 書 列傳第 £ 十七に 出づ (二 ハ) {-十 は 次 卿、 

宣 帝に 仕へ て 待御史 となる。 後 苛 刑 を 行 ひて 怨 まれ、 市に 斬らる。 前 ^書^-傅 第 六十に 出づ (一 七) 後^の 人、 字 は 叔輔、 诼 郡の 令と なり、 後 九 

江の 令と なり、 賊を 討ちて 賞 せらる。 後^ 書列傳 第二 十八に 出づ (一 八) 字 は E 君、 宣 帝の 時 W 域 都^と なり、 後 II の 令と なる。 後^ 書 列傳 第二 

十三に 出づ 


力 行 五 


四 三 五 


修教耍 錄卷之 


二) 字 は士 

龍， 晉書 列傳 

第二 十 II に 出 

づ 

(二) 字は蔚 

宗、 南朝 宋の 

人、 後^ 書の 

1 者 として 最 

も 有名 

(ill) 後 漢書 

確 吏 列 傳第六 

十，： 八に あれ ど 

こ の 事 見えす 

S 栄 代の 

人、 契 丹に 使 

して 功 あ， n -、 

© 博く、  》 陽 

修の 如き も 就 

いて 問へ り。 

お 秋 • 櫬衡 • 

存秋傳 等の 著 

あり 

(五〕 素行 

(六) 少ょ り 

好 ar 春秋に 

通す。 景 帝の 

A に蜀に 人り 

て治縝 多し、 

巧 書循吏 列^ 

第五 十九に 出 

づ。 又 大粱衍 

義補卷 八十 一一 

にも 引 W: せり 


驄の 令と 爲る、 道に 遣 を 拾 はず。 晉の陸 雲、 浚 儀の 令と 爲る、 民肅 然として 敢 へて m 

(二)  (III) 

を 二つに せず。 范啼、 天 水の 太守と 爲る、 道に 遣 を 拾 はず。 華 陽の 國史 王渙、 河 陽の 

令と 爲る、 道に 遣 を 拾 はず、 臥す に 門 を閉ぢ ず。 言行 錄に、 劉敝、 ^州に 守たり、 逍 

中に 錢 一 囊を餘 す も、 人敢 へ て 取らず。 

(五)  なら 

〇 今 案ずる に、 夫子の 治 は豈群 子に 併 べん や。 唯 だ 其の 類 を 取る のみ。 見る 者扑せ 

案ずべ し。 

文翁蜀 郡の 守たり、 仁愛に して 好く 教化す。 蜀の 地僻陋 にして 蠻夾の 風 あり。 文 翁 之 

れを誘 進 せんと 欲し、 乃ち 郡縣の 小吏の 開敏 にして 才 ある 者 を 選び、 親しく，：：： ら^ ぼ 

いた  (七) 

して 京師に 詣り業 を 博士に 受けし む。 數歳 にして 皆 成就して 還り： t る。 文 翁 以て 右 職 

(八) 

と爲 す。 叉 擧官を 成 都の 市中に 俯め 起し、 下縣の 子弟 を 招きて^ の 弟子と 爲し、 爲 

かう えう 

に 更繇を 除き、 高き 者 は 以て 郡縣の 吏に 補し、 次 は 孝弟 力 田と 爲す。 ^民 之れ を榮と 

す。 數年 にして 爭 うて 擧官の 弟子た らんと 欲し、 富 叭錢を 出して 以て 之れ を 求む るに 

至る。 是 れに繇 つて 大いに 化し、 蜀 郡の 舉者齊 *^ に 比 十。 

(10) 

韓 延壽、 潁 川の 太守と 爲る。 潁川 は豪彊 多くして 治め 難し。 延壽敎 ふるに. 禮^ を 以て 


(ヒ) Is せんと 欲せし も、 百姓の 從は ざらん こと を 恐れ、 乃ち 郡 中の 長老 を歷 召し、 向に 鄕虽 

^郡 |ぉ の 信ずる 所の 者數十 人の 爲に^ を 設け 食 を 具へ て、 親ら 與に 相對 して、 接する に禮意 

- ソ * さると ころ 

(さ 搖役 を 以てす。 人々 に 問 ふに 謠俗 民の 疾苦す る 所 を 以てし、 爲に 親愛 を 和睦して 怨 咎を銷 

(一 〇) 字 は 

マ f 入.；、 is ！.、 in 

除す るの 路を陳 ぶ。 長老 皆 以て 便と 爲し、 因って 與 に嫁娶 喪祭の 儀 品 を 議定し、 略 ぼ 

出づ。 大^ 衍  ひ へん 

「 j: に  古禮に 依り 法 を 過ぐ る を 得ず。 又 文 舉校官 諸 生に 令し、 皮 弁して 俎豆 を 執り、 吏 民の 

0 1) 

さ ふ, 5 よく 

(一 一) 爲に 喪祭 嫁 娶の禮 を 行 ふ。 百姓 其の 敎を遵 用す。 後 入りて 左 馮翊に 守たり、 恩 信 二十 

京師の 近くに 

四縣 に周遍 し、 敢 へて 詞訟を 以て 言 ふ 者な し。 

(一二)  わか あ 

(ニー)  { さ 黄霸、 潁 川の 太守と 爲る。 搽敎の 爲に父 老師 帥 K 長 を 置き、 之れ を 民間に 班ち 行て、 

次 公、 fessl 

勸む るに 善 を 爲し姦 を 防ぐ の 意 を 以てす。 霸 力めて 敎化を 行 ひ、 而 して 誅罰を 後に し、 

gFwisffi 巷 八  お、 Jn- 

十二 引 ffl. 務め 長 吏 を 成就 全 安す るに 在り。 凡そ 治 道 は 其の 泰甚 しき 者 を 去る のみ。 以て 外寬 

S に內 明に して 吏 民の 心 を 得、 治！ K 下 第一 たり。 天子 詔 を 下して 稱揚 して 曰 はく、 「潁 

川の 太守 霸、 詔令 を 宣布して 百姓 化に 鄕 ひ、. 孝子 • 弟 弟 • 負婦 • 順 孫 曰に 以て 衆多な 

り。 田つ くる 者 は畔を 譲り、 道に 遣 を 拾 はず、 鳏寡を 養 ひ視、 貧窮 を贍 はし 助け、 

(一 S1) せ ^  ,  む. A  (一巧) 

§  獄 或は 八 年 重罪の 囚 なし。 吏 民 教化に 鄕ひ行 誼に 興る、 賢人 君子と 謂ぶべし。 書に 云 
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はず や、 股肱 良い 哉と」。 其の 爵關內 侯、 黄金 百 斤、 秩 中二 干 石 を 賜 ふ。 而 して 潁川 

孝弟に して 義を行 ふの 民 あり、 三老. 力 田 皆 差 を 以て 爵 及び 帛を賜 ふ。 後數 月に して 

霸を徵 して 太子 太 傅と 爲し、 御史大 夫に 遷む。 

(三)  (BT) 

卓 茂、 密の 令と 爲り、 心 を勞し 諄々 として 民 を視る こと 子の 如く、 善を擧 げて敎 へ、 

口に 惡言 なし。 吏人 親愛して 之れ を 欺く に 忍びず。 人、 亭長 其の 米 肉の 遣を受 くと 言 

ふ 者 あり。 茂 之れ を 問 ふ。 其の 自ら 恩 意 を 以て 之れ を 遺り、 其の 求めに 從へ るに 非 ざ 

る を 知り、 之れ に 謂って 曰 はく、 「人の 离獸 ょり贵 き 所以の 者 は、 仁愛 ありて 相 敬 事す 

る を 知る を 以てな り。 今 隣 里の 長老 尙ぶ、 故に 餒り 遣る。 此れ 乃ち 人道の 相 親しむ 所 

以 なり。 況ゃ 吏と 民と を や。 吏 は當に 威力に 乘じ彊 ひて 請求すべからざる こと を 顧 ふ 

のみ。 凡そ 人の 生ける や 群居 雜處 す。 故に 經紀 禮義 ありて、 以て 相 交接す。 亭の長 素 

より 善 吏な り、 歲 時に 之れ を 遣る は禮 なり」 と。 人 曰 はく、 「^も 此の 如くならば、 律 

何の 故に か 之れ を 禁ぜん」。 茂 (笑って) 曰 はく、 「律 は 大法 を 設け、 禮は 人情に 順 ふ。 

今 我れ 禮を 以て 汝に敎 ふ、 必ず 怨惡 するな かれ。 律 を 以て 汝を 治めば、 汝何 所に か 其 

の 手足 を 措かん や。 一門の 內、 小さき 者 は 論ずべ し、 大 なる 者 は 殺すべし。 且つお り 


おも  なづ 

て 之れ を 念へ よ」 と。 是に 於て 人 其の 訓を 納れ、 吏 其の 恩に 读き、 數年 にして 敎化大 

ヽ. こ IfJ よ 1、 道 こ i を 拾よ ず。 

(五)  を さ 

(五) 字 は 仲 魚：： 恭、 中牟の 令と 爲り、 專ら德 化 を 以て 理 むる こと を爲 し、 刑罰に 任せず。 邑人許 伯 

康：， 後漢？ ほ  」 き。  ため 

等 田を爭 ふこと 累 なり。 守 令 決する こと 能 はず、 恭、 爲に 曲直 を平理 す。 皆 退いて 自 

11^* 貴し て 耕 を 擦め て 相讓 ろ 。 

S 用  で a 

(六) 卞は伯 秦彭、 山陽の 太守に 遷る、 禮を 以て 人 を訓へ 刑罰に 任せず、 儒 雅を崇 好し 庠序 を敦明 

卒、 後 漢親 宗 

0^ にす。 春秋の 饗射 する 每に輙 ち 升降捭 遜の 儀を俽 め、 乃ち 人の 爲に 四誡を 設け、 以て 

十六 r-u づ。 

六親 長幼の 禮を 定め、 教化 を 遵奉す る 者 あれば、 擢 でて 鄕の三 老と爲 す。 常に 八月 を 

以て 酒 肉 を 致し、 以て 之れ を勸勉 し、 吏に 過咎 あれば 罷遣 する のみ、 恥 』 を 加へ ず。 

なつ 

百姓 愛に 懷 きて 欺 犯 ある ことなし。 後颍 川の 太守に 轉ず。 肅宗 巡狩して 再び 颍 川に 幸 

す。 輙ち賞 賜 あり、 恩寵 甚だ 異なれり。 

(七  >  ちか 

S 卞は少 許 荊、 袢 陽の 太守と 爲る。 郡 は 南 州に 濱く、 風俗^ 薄に して 義を學 ぶこと を識ら ず。 

5^、 和 帝の 時 

荊、 爲に喪 紀昏姻 の 制度 を 設け、 禮禁を 知らし む。 嘗て 行 春 來陽縣 に 到る。 民に 蔣均 

二お.、 つ o 1 ^  5 つた 

^  とい ふ 者 あり。 兄弟 財 を爭ひ 互に 相 言ひ訟 ふ。 荊 之れ に對し 歎じて 曰 はく、 「吾れ 國の 
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重任 を 荷 ひて 教化 行 はれず、 钤 太守に 在り」 と。 乃ち 顧みて、 吏 をして 上書して 陳狀 

せしめ、 廷 尉に 詣 らんこと をハ乙 はんと 十。 均 兄弟 感 悟して 各-罪 を殳 けんこと を 求む。 

任に 在る こと 十二 年、 父老 稱歌 十。 徵 されて 諫議大 夫に 拜十。 

仇覽、 遂亭の 長と 爲り、 人に 生 乘を勸 む。 爲に科 令 を 制し、 果茱限 を 爲し鷄 ^數 ある 

に 至る、 農事 旣に 畢れ ば、 乃ち 子弟 をして 群居して 還りて^ 率に 就かし む。 其の 剽輕 

游恣の 者 は、 皆 役す るに 田 桑 を 以てし、 嚴 しく 科 罰 を 設け、 躬ら喪 事 を 助け、 窮^ を 

賑郫 す。 ^年に して 大化 を稱 す。 覽 初め 到る とき、 亭 人に 陳 元と いふ もの あり、 獨り 

母と 與に 居る、 母、 覽に詣 りて 元が 不孝 を吿 ぐ。 覽 驚いて 21 はく、 「吾れ 近日 元が 舍に 

過ぎり しに、 魔 落 整頓し、 耕お 時 を 以て 十。 此れ 惡 人に 非ず、 當に 是れ敎 化の 未だ 至 

ら ざるべき のみ。 母甚を 守り 孤 を 養 ひ 身 を 苦しめ 老に投 ず、 奈何 ぞ忿を 一 朝に 肆 にし 

て、 子 を 致す に 不義 を 以てせん こと を 欲せん や」 と。 母 聞きて 感 悔し 涕 泣して 去る。 

^乃ち 親ら 元が 家に 到り、 其の 母子と 飮す。 w つて 爲に 人倫の 孝行 を陳 ベ、 譬 ふるに 

禍 願の 言 を 以てす。 元卒に 孝子と 成る。 

吳ま、 膠 東の 相に 遷る。 政 は^れ 仁简 たり、 身 を 以て 物 を 率 ゆ。 民に 相爭訴 する 者 あ 


れば、 鲰ち^ を 閉ぢて 自ら 食め、 然して 後に 科 をば 訟 ふる 所に 行 ふ。 道 を 以て 之れ を 

譬へ、 或は 身ら 問 単： に 到り、 重ねて 相 和解せ しむ。 是れ より^ 訟省 息し、 吏 民 欺かず、、 

--) I 住延、 九， 眞の 太守と 爲る。 駱 越の 民 嫁 娶の禮 法な し。 延 乃ち 書 を 霉縣に 移し、 各-男 

^-, 卜莽 の^ 

年 二十より 五十に 至る まで、 女 年 十五より 四十に 到る まで をして、 皆 年齒を 以て 相 配 

m じ！ ハ せし む。 其の 貧に して 禮 聘 なき は、 長史 以下 をして 各-作 祿を 省き 以て 之れ を賑 助せ 

ね しめ、 问 時に 娶る者 ニ干餘 人。 是の歲 風雨 節に 順 ひ、 穀 稼璺衍 なり。 吏 民 爲に祠 を 立 

つ。 後 武威の 太守に 拜十。 首と して 暴 害 を 除き、 吏民累 りに 息 ふ。 卽ち學 官を造 立し 

えんり  えう えき (En 

S ま r て、 拔史の 子孫より して 皆 ， に詣 りて 業 を 受けし め、 其の 徭役 を復 す。 章句 旣に 通ず 

乙 こと 

れば 悉く 顯拔 して 之れ を榮進 十。 郡 遂に 儒 雅の士 あり。 

£) そ けい 

お， ，4?? 齊の蘇 瓊南淸 河の 太守と 爲る。 百姓に 乙 普 明と いふ もの あり。 兄弟 田を爭 ふこと 年 を 

•々：^sr 一 一  寸 尸 

.^f^. 積んで 斷 えず、 各-相 援據 して 乃ち ぼ 人に 至る。 瓊、 普 明 兄弟 を 召して 之れ を 論して 

小き 善行 篇に 

-1: つ  曰 はく、 「天下 得難き 者 は 兄弟に して、 求め 易き 者 は 田地な り、 假令 田地 を 得る も 兄弟 

•  おと  なみだ そそ 

を 失 はば、 心 如何」 と。 丙って 淚を 下す。 諸-の 證人泣 を 漉がざる なし。 普 明 兄弟 叩 

頭して 外にして 更め思 はんと ぃ乙 ひ、 分異 する こと 十 年な りし も、 遂に 同じく 住す。 
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f 1 )  げん ばく 

後餽の 封囘、 安 州の 刺 史と爲 る。 山 民您朴 にして 父子 賓旅 同じく 一室に 寢ぬ。 囘、 車 

を 下りて より 勸 めて 刖處 ならしめ、 其の 俗遂 に 改まる 。 

(二)  けんぴ 

隋 の梁彥 光、 相 州の 刺 史と爲 る。 時に 人情 險^ にして、 妄りに 風謠を 起す。 彥光 其の 

弊 を、 革 めんと 欲し、 秩体を 用って、 山 東の 大儒 を 招致し、 鄕 毎に 舉を 立て、 聖哲の 業 

に 非 ざれば 敎授 する こと を 得 ざら しむ。 常に 季月を 以て" 门き 集め、 親ら 策 試に 臨みて、 

學を 勤め 等 を 異にし 聰明に して 閜 ゆる 者 あれば、 堂に 升せ 饌を設 く、 其の 餘は 並に 廊 

下に 坐せ しむ。 爭訟を 好み 業に 惰り 成る ことなき 者 あれば、 之れ を 庭 中に 坐せ しめ 設 

(I  一一)  § 

くるに 草 具 を 以てす。 大 比して 當に舉 ぐべき に 及びて は、 賓貢の 禮 を 行 ひ、 郊外に 祖 

送して、 資 くるに 財物 を 以てす。 是に 於て 人 皆 勸め勵 み 風俗 大いに 改まれり。 

モ } 

唐の 高士 廉益 州の 長 史と爲 る。 蜀の 土、 俗 薄く して、 鬼 を 畏れて 疾を惡 み、 父母の 病 

危殆 なれ ども 躬ら 扶持せ ず、 杖 頭に 食 を 掛け 遙に 以て 之れ を^し む。 兄弟 財 を 異にし 

假借を 通ず る こと 罕 なり。 士廉隨 つて 方に 勸誘 し、 忮 めざる 者 あれば、 親ら 官吏 を 率 

きふ ぜん 

ゐ 門に 詣 りて 勸め 諭す。 是れに 由り て 一 里 翁 然として 多く 孝弟と 爲る。 兼ねて 儒生に 

命じて 坡 典を講 論し、 後進 を勉勵 せし む。 敎化復 た 興る。 


(ョ) 鄉^ 3 

も 試驗と 同意 

外國来 

書 

第 


五 典より 轉じ 

て 一 投^ g の 

い ふ 


(七)  き やうい 

p  ^ 宋の 韓琦、 幷 州に 知たり。 河 東の 俗羌 夷に 雜り 火葬 を 用 ふ。 琦、 爲に田 を 買 ひ 封 表し 

^公。 大^ 衍 

ぱ て 石に 刻し 令 を 著 はし、 其の 中に 葬る こと を 得しむ。 人 遂に^ を 焚く を 以て 恥と 爲 す。 

(八) 5,: 典 n  (<) 

0  丘 文莊曰 はく、 古より 中 國屍を 焚く の 俗な し。 佛氏 夷狄 を 以て 中國に 入る に 至り、 

始めて 之れ あり。 人の子た る 者 乃ち 其の 親の 體魄 之れ を 烈焰に 付す るに 忍びん や。 

を さ 

不孝の 罪焉れ より 大 なる はなし。 琦、 郡 を 爲め獨 り 能く 之れ を 禁ず。 今 此の 風猶ほ 

存 して、 民 習 ひて 俗 を 成す。 嚴刑 もて 之れ を痛禁 する に 非 ざれば 止む る 能 はず、 請 

あきらか 

ふ 著に 令と 爲し、 禁を 犯す 者 は 父母 を 毀傷す るの 律 を 以て 罪に 問 ひ、 幷 せて 其の 火 

を擧 ぐるの 人 を 坐せ しむ。 是れ亦 孝道 を 祟び 風俗 を 美に する の 一 端な り。 

(1 さ 5,: 典 同 程 明 道、 晉 城の 令と 爲る。 民の 事 を 以て 邑に 至る 者に は、 必ず 之れ に吿 ぐるに 孝弟 忠 

信 を 以てす。 鄕 村の 遠近 を 度り て 保 • 伍と爲 し、 之れ をして 力役 相 助け、 患難 相恤ま 

しむ。 孤^ 殘廢の 者 は、 之れ が 親黨に 責めて、 所 を 失 ふなから しむ。 行旅 其の 途に出 

づる者 は、 疾病 皆 養 ふ 所 あらしむ。 諸 鄕皆校 あり。 暇の 時 は 親ら 父老 を 召して 之れ と 

語る。 兒童讀 む 所の 書 は、 爲に 其の 句讀を 正し、 敎 ふる 者 善から ざれば 爲に 易へ 置く。 

を ざ 

俗 始めは 甚だ 野に して 學を爲 むる こと を 知らず。 乃ち 子弟の 秀でた る 者を擇 び、 聚め 
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て 之れ を敎 へ、 鄕民社 會を爲 し、 爲に 科條を 立て、 善惡 を：^^ し、 勸 むる こと あり 恥 

づる こと あらしむ。 縣に在 る こと 三歲、 民 之れ を 愛する こと 父母の 如し。 

n)  s..  f 子、 州に 知たり。 ^俗 未だ 禮を 知らざる を 以て、 古の 喪 葬 嫁娶の 儀を采 り、 揭げ 

て 以て 之れ を 示す。 父老に 命じて 解說 して 以て 子弟に 敎 へしむ。 土俗 釋氏 を崇 俗し、 

男女 僧 廬に聚 り、 傳經の 會を爲 し、 女の 嫁せ ざる 者 庵 舍を爲 りて 以て 居る。 害： 悉く 之 

れ を 禁ず。 

IS に- 余 仲寬、 劍の頃 昌に宰 たり。 時に 閩の 俗、 子 を 生み 多き 者 三 四 子に 至りて は、 則ち 率 

ァ," き ノー  二 

■  ね 皆擧げ ず。 其のれ U 產 以て 膽ん ずるに 足らざる が爲 たり。 女の 若き は 一一， 一つ を 待たず し 

て往々 之れ を溺ら す。 建劍 尤も^し。 仲 寛 乃ち 子 を 殺す を戒 むる の 文 を 作り、 諸鄕の 

(三)  らうれ い 

一^ ぎ％」 父老の 人に 信服 せらる る 者 を 召し、 廡 下に 列 坐せ しめ、 係 を 以て 醪醴を 置き， 親ら 酌 

みて 之れ に飮 ましめ て 其の 文 を 出し、 歸 りて 其の 鄕 人に 勸 めて、 子 を 殺す を 得る こと 

なから しむ。 歲 月の 間活 くる 者 干 を 以て 計 ふ。 轉運 判官； ^輔 其の 事 を 上す。 朝廷 之れ 

を嘉 し、 就ち 仲宽が  一 {„::: を改 む、 仍って 再任せ しめ、 復た爲 に 法 を 立て 一 路に推 行す。 

おおお 1 培 文莊曰 はく、 溺 子の^ 今に 至りても 浙東 を^し と爲 す。 請 ふ 今より 除して 浙 東の 


(-パ) ネは安 守 令と 爲る者 あらば、 考滿 ちて 課 を 上る とき、 必ず 書して 云 はしめ よ、 r 庄に 到る の 

石、 ^ 望 厚 く、 

ん^ £1 お 後より 民 並に 溺 子の 者な し， 如し 實 ならざる こと あらば、 坐して 一 級 を 降され よ」 

何に せん」 と 

^巧され、 出  と。 比 の 如くなる とき は 民 23 子を擧 ぐる こと 必ず. 多く、 戶ロ 日 に增 さん。 是れ亦 仁 

たて^ 興の 太 

M^0A^ 政の 大端 なり。 

慕して 止ます。  ー六>  (七-  ひと.^  (八)  (奇) 

累進して 吏 部 晉の謝 安、 前漢の 何武、 皆 州 を 上る の 後、 人 思 ひて 忘れず。 唐の 劉陶， 字 は 子 期、 順 

ぬ童1 に 至り、 

陽の 長に 除 せらる。 民 之れ を 歌 ひて 思 ひ を：^ す。 义李白 虞 城の 令と 爲る。 李 錫が 元 動 

^^第 I； 十九  つり  れいきう くわん 

に つ  去思頌 碑に 云 ふ 、 「公 虞 城 の 令と 爲 りて 三月、 政 成りて 隣 境 則 を 取る。 蠡丘 館の 東に 三 

(七) 宁 はき  e  (： 一) 

柳 あり、 公、 往来に 之れ に 憩 ひ 水を飮 めば. S る。 行路 剪る ことなくして 甘棠に 比す」 

お」 常お と。 言行 錄に" 寇忠愍 公準、 巴 東縣に 知たり。 手づ から 雙栢 を縣の 庭に 楠う。 民 以て 

はる。 前 漢書 

土ハ 甘棠に 比して、 之れ を^ 公の 柏と 謂 ふ。 

に詳 なり  二三) 

TK ^ llis-H 吳、  しゅうきょく  own  . 

暂の 苟劭、 字 は 公 曾、 安 陽の 令と 爲り、 遣 愛人に 在り。 人爲に 生祠を 立つ。 叉狄 仁^- 

列 傳 第 I： 

—じに 3T つ  字 は^ 英、 彭^ の 令と 爲る。 人 爲に生 祠 を 立つ。 又 李^、 栢入 Q ヘリに 除せられ 仁政 あ 

(九) 一 邑然不  ， , 

レ樂 一^ 劉 君 T 何^^ 来^-一 此 下お 一」 と。 问 前に 出づ ( 一 〇) 明の 人、 武^.: 1 W に 高し (11) 周の WT 召へ ムハ^に 懐き、 そのお りし 甘 棠の樹 

か-愛せし 故事に より、^ の 冶^も s: 一 慕す るに： ぶふ (一二) 寇埤、 .：. 一： 行銶卷 £ に懊 あん もこの S? なし (一三〕 st^vs^ 九に 出づ (一 I〕 新 唐 

ilw 傅 第 S1 十に つ。 仁 傑 は 中 唐の 名臣 なり 
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り。 縣爲 に祠を 立つ。 又 陸 雲、 浚 儀の 令に 補 せらる。 百姓 形象 を I！ 畫 して 縣 社に 配 食 

す。 叉 韓纂、 廣昌の 令と 爲る。 隣縣襁 負して 至る 者 五千餘 家、 職滿 ちて 代る に當 り、 

百姓 府に詣 りて 留まらん こと をハ乙 ふ。 

(二)  かたより 

張 希孟の 牧民 忠告に 曰 はく、 命を拜 する 凡そ 六條。 己れ を 省みる。 性の 偏に 克っ。 貪 

を戒 む。 民の 職 は 宜しく 泛く授 くべ からず。 心 誠に 民 を 愛すれば 智 及ばざる なし。 法 

みだりに 

律 を 師と爲 すと。 下 を 御す る 凡そ 五條。 一 に 曰 はく、 吏 を 御む と。 吏 佐の 官は事 を 治 

む。 其の 人缺 くべ からず、 而 して 其の 勢 最も 親し。 惟 だ 其れ 親し、 故に 久しう して 必 

ず 長る る 所な きに 至る。 惟 だ 其れ 缺く ベから ず、 故に 久しう して 必ず 姦を爲 すに 至る 

此れ 當 今の 通 病な り。 其の 長る る 所 あらんと 欲すれば、 則ち .0 ら嚴 にす るに 若く はな 

し。 其の 姦を爲 さ ざらん と 欲すれば、 則ち 詳に 其の 案を視 るに 若く はなし。 所謂 自ら 

(色) はげ  き .C 

嚴に すると は、 聲 カを厲 ますに 非ざる なり、 其の 鈸遣 を絕 つのみ。 所謂 詳に 其の 案 を 

を さ 

視 ると は、 毛 を 吹きて 疵を 求む るに 非ざる なり、 其の 綱領 を理 むる のみ。 蓋し 大 下の 

(三)  よ  -  ただ 

事 は 巨細 ある ことなく、 皆 案 牘に資 りて 以て 焉れを 行 ふ。 少しも 心 を經さ ざれば、 則 

ち姦 僞隨 つて 出づ。 大抵 欺く に 忍び ざら しむる を 上と 爲し、 欺く こと 能 はざる は 之れ 


役 


に 次ぐ、 敢 へて 欺かざる は 叉 之れ に 次ぐ。 夫れ 善 を 以て 人 を 感ぜし むる は、 聖人に 非 

ざれば 能 はず。 故に 前 輩の 謂 ゆる、 欺く に 忍びざる は德に 在り。 欺く こと 能 はざる は 

明に 在り。 敢 へて 欺かざる は 威に 在り。 斯の 三の 者に 於て、 己が 能くす る 所 を 度り て 

之れ に處 らば、 庶 はく は 彼れ が爲に 侮られ ざらん。 二に 曰 はく、 約束。 三に 曰 はく、 

徒隸 を^す。 四に 臼 はく、 事 を 省く。 五に 曰 はく、 威嚴。 又宜化 凡そ 十條。 一 に 曰 は 

く、 先づ勞 す。 二に 曰 はく、 舊制を 申ぶ。 三に 曰 はく、 綱常 を 明かに す。 四に 曰 はく、 

學を勉 む。 察 校 は 乃ち 風化の 本な り。 俗吏 多く は焉 れを忽 にして 以て 務と爲 さず。 是 

れ天秩 民 錄、 一 切の 治 道^ 此れより 出づる ものた る を 知らず。 暇 あるとき は 僚 衆 を 率 

な  りんき 

ゐて 以て 講^: を觀、 或は 生徒の 未だ 濟 さざる もの あり、 ^靝 未だ 充 たざる あり、 祭 物 

あまね 

未だ 完 からざる あり、 敎養 未だ 至らざる あり、 激勸 未だ 周から ざる あれば、 皆敦 篤以 

て 之れ を 成さし む。 久しければ 則ち 弦 誦の聲 作りて、 禮義の 俗 興るべし。 五に 曰 はく、 

を勸 む。 六に 曰 はく、 遠き を 服す。 七に 曰 はく、 鰥^ を恤れ む。 八に 曰 はく、 强き 

を戕 む。 九に 曰 はく、 勸めを 示す。 十に 臼 はく、 淫祠 を 毀つ。 
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力 行 六 外 編 四 

出 處 

易 蒙^ 曰、 蒙亨 以レ 7 行、 時 中 也、 Er: 我 求 一一 袁蒙ー 章： 蒙 求 レ私、 志應 也、 

<： 一) 程 +。 の  程 W 曰 はく、 山 下に 險 あり、 內險 にして 處る ベから ず。 外 止まりて 能く 進む たし。 

〜；  未だ 爲す所 を 知らず、 故に 昏 蒙の 義と爲 す。 蒙 や 以， 亨行、 ゆ屮 也と は、 蒙の 能 

く"： ァ るは亨 るの 道 を 以て 行 ふなり。 所謂^の 逍は 時の 中な り。 時 は 君の 應を 得る を 

謂 ひ、 中 は 其の 中に 處し 得る を 謂 ふ。 中 を 得る とき は 時な り。 W コ我求 ー| 童 蒙 一 童 

蒙求レ 我、 志應 ノ 也と は、 二、 剛 明の 賢 を 以て 下に 處り、 五、 童 蒙 を 以て 上に 居る。 

是れ 二の 五に 求む るに 非ず。 蓋し 五の 志 二に 應 ずれば なり。 賢者 下に 在り、 豈 自ら 

進んで 以て 君に 求む ベ けんや。 苟も 自ら 之れ を 求 むれば 必ず 能く^ 用 せらる るの 理 

なし。 古の 人 必ず 人君の 敬 を 致し 禮を盡 す を 待ちて， 後に 往く 所以の 者 は、 a ら tH< 

を爲 さんと 欲する に 非ず。 蓝し 其の 德を 尊び 逍を樂 しむ こと 是の 如くなら ざれば、 

與に爲 す こと ある に 足ら ざれば なり 。 


需象 曰、 雲上 二 於 天, 需、 君子 以飮食 宴 樂、 

程^ 曰 はく、 雲氣 蒸して 上る。 天に 升れば 必ず 陰陽 和が を 待ち、 然して 後 雨と 成る。 

まさ  011) 

雲 方に 天に 上りて 未だ 雨と 成らざる なり、 故に 須 待の 義と爲 す。 陰陽の 氣 交感して 

やしな 

未だ 雨澤と 成らざる は、 猶ほ 君子 其の 才德 を畜 ひて 未だ 用に 施さざる がごと し。 君 

子、 雲 天に 上り 需 つて 雨と 爲 るの 象 を觀、 其の 道 德を懷 き、 安んじて 以て 時 を 待ち、 

飮 食して 以て 其の 氣體を 養 ひ、 实樂 して 以て 其の 心 志 を 和す。 所謂 易き に 居て 以て 

7/  ま  ま 

命を俟 つもの なり。 ータ曰 はく、 君子の 時を需 つや、 安靜 にして 自ら 守る。 志 須っこ 

まさ  rj と 

と ありと 雖も、 恬然と して 將に身 を 終らん とする が 若し。 乃ち 能く 常 を 用 ふれば な 

、！ n 

ノ  一一 〈ク  八  サイ タリ タダシ キ, t ハ ナリ シ レ扣ニ フル、 r ナル 》: ハ シ 

晉初六 曰、 初六晉 如 推 如、 貞 士 罔, 孚、 裕 無ん：：、 

マコト  ユタカ 

程頫曰 はく、 初め 晉の 下に 居る は 進の 始 なり。 晉 如と は 升り 進むな り-、 摧 如と は 抑 

へ 退くな り。 始に 於て 進んで 言 ふ。 其の 進を遂 ぐると 其の 進 を 遂げざる と、 唯 だ 正 

を 得る とき は吉 なり。 罔.^ 子と は、 下に 在りて 始めて 進む、 豈遽に 能く 深く 上に 信 

ぜら れんや。 苟も 上に 未だ 信ぜられざる とき は、 當に中 を 安んじて 自ら 守るべし。 
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雍 容寛裕 にして 上の 信ぜん こと を 求む るに 急ぐな かれ。 苟も：^ ぜら れんこと を 欲す 

るの 心 切なら ば、 汲々 として 以て 其の I； 寸を失 ふに 非 ずん ば、 悻 々として 以て 義を慯 

はん、 皆咎 あり。 故に 裕 なるとき は咎 なしと。 君子 進退に 處す るの 道な り。 

象 曰、 晉如摧 如、 獨 行， 正 也、 裕 无 レ咎、 .H^ 受, 命 也、 

レバ 

. 程 願 曰 はく、 進む ことなく、 抑 ふること なく、 唯 だ獨り 正道 を 行 ふなり。 寬裕 なる 

とき は咎 なしと は、 始め 進まん と 欲して 未だ 位に 當ら ざるが 故な り。 君子の 進退に 

於け る、 或は 遲く 或は 速に、 唯 だ 義の當 る 所の ままに す。 未だ 嘗て 裕 なら ずん ば あ 

ら ざるな り。 聖人、 後の 人寬裕 の義に 達せず して、 位に 居る 者 職を廢 し、 守 を 失 ひ 

て 以て 裕と爲 す こと を 恐る。 故に 特に 初 六に、 裕 則 无レ咎 と 云 ふ は、 始め 進み 

て 未だ 命 を 受け 職 任に 當ら ざるが 故な り。 若し 官守 ありて 上に 信ぜられ ずして 其の 

職 を 失 はば、 一日 も 居るべからざる なり。 然れ ども 事 一概に 非ず、 久速は 唯 だ 時の 

ままに して、 亦爲す こと あるの 兆を容 れん。 

履 初 九 曰、 素 履、 往 无，^ ：、 

程颗曰 はく、 履み て 慮らざる 者 は 行の 義 なり。 初め 至 下に 處れ り、 素より 下に 在る 


者な り。 而 して 陽 剛の才 以て 上り 進むべし。 若し 其の 卑下の 素に 安んじて 柱く とき 

は咎 なし。 夫れ 人 は 自ら 貧賤の 素に 安ん ずる こと 能 はざる とき は、 其の 進む や 乃ち 

贪跺 にして 動く。 貧賤 を 去らん こと を 求む るの み。 爲す あらん こと を 欲する に 非ず。 

旣に 其の 進む を 得ば 驕溢 せんこと 必 せり。 故に 往く とき は咎 あり。 賢者 は 其の 素 を 

安：^ して、 其の 處る ゃ樂 しみ、 其の 進む や 將に爲 す あらんと するな り。 故に 其の 進 

を 得る とき は爲す こと ありて 不善な し。 乃ち 其の 素 履 を 守る 者な り。 

(二)  . 

お 同前つ 浚 曰、 素 履往、 獨行レ 願 也、 

程顾曰 はく、 其の 素 を 安 履して 往く者 は 苟も 利す るに 非ず、 獨ら 其の 志願 を 行 ふの 

み。 獨は專 なり。 若し 貴 を 欲する の 心と 道 を 行 ふの 心と、 交 > 中に戰 はば、 豈 能く 

其の 素 を 安 履 せんや。 

、こ， ，>ト  ハナ リ ゲン ゼ イス ルニ  一一  シテ シ 

(のね 易の i 比吉、 原筮 元永貞 无 レ咎、 

程 願 曰 はく、 人相 親 比する、 必ず 其の 道 あり。 苟も 其の 道に 非 ざれば 悔咎 あり、 故 

に 必ず 其の 比すべき 者 を 推 原 占 決して 之れ に 比す。 筮は占 決 卜 度 を 謂 ふ、 ^龜 を以 

てす るに 謂 ふに は 非ず。 比する 所 元 永貞を 得る とき は、 咎 なし。 元は 君 長の 道 ある 
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を 謂 ひ、 永 は 以て 常久 にすべき を 謂 ひ、 貞は 正道 を 得る を 謂 ふ。 上の 下に 比する、 

必ず 此の 三者 あり。 下の 上に 從ふ、 必ず 此の 三者 を 求む ると きは咎 なし。 正しから 

ずして 合 ふとき は 未だ 久しう して 離れざる 者 あらず、 合 ふに 正道 を 以てする とき は、 

自ら 終 睽の理 なし。 故に 賢者 は理に 順にして 行に 安んじ、 智者 は 幾 を 知りて 固く 守 

る o 

二)  . 

二)  § 否 六 二、  I 曰、 大人 否 亨、 不， 亂レ群 也、 

程颗曰 はく、 大人の 否の 時に 於け る， や、 其の 正 節 を 守り、 小人の 群 類に 雜り 亂れ ず、 

. 身 否な りと 雖も 道の 亨る なり。 故に 曰 はく、 否 にして 亨 ると。 道 を 以てせず して 身 

亨る こと は、 乃ち 道の 否な り。 君子と 云 はずして 大人と 一 百 ふ。 能く 是の 如くなる と 

き は 其の 道大 ならん。 

(二)  .  ) 

(ョ 同前 困 象 曰， 澤无レ 水 困、 君子 以致レ 命遂レ 志、 

程 願 曰 はく、 澤水 なき は 困乏の 象な り。 君子 困窮の 時に 當り、 旣に 其の 防 慮の 道 を 

盡 して 免る る を 得ざる とき は、 命な り。 當に 其の 命 を 推 致して 以て 其の 志を遂 ぐべ 

し。 命の 當然を 知る や、 則ち 窮塞禍 患 以て 其の 心 を 動かさず、 吾が 義を行 ふの み。 


(三) 近 田 i 

出處 おに 出づ 


S 宋代邵 

武の 人、 字 は 

种圭、 一字 は 

i. 易に 精 

しく 陳淳 に師 

事し、 密^ 

赏 の蔡 風な り。 

近 思 錄集解 を 

著 はす。 以下 

は 集 解に 出づ 


(五) 同前つ 


(六) 盡心上 

篇 第一 1 一章 

(七) 同前つ 

づ き 

(八〕 同前 


苟も 命 を 知らざる とき は、 險 難に 恐懼し 窮无 に隕穫 して、 守る 所 亡し。 安ん ぞ 能く 

其の 善を爲 すの 志 を 遂げん や e 

(一一 一) 

伊川 曰 はく、 賢者 は 惟 だ義を 知る のみ、 命 其の 中に 在り。 中 人 以下 は 乃ち 命 を 以て 義 

に處 すと。 

葉采曰 はく、 命と は、 窮 達天壽 にして 氣 質に 出で、 必然の 數 あり。 義と は、 是非 可 

否に して 天理に 本 づき、 當 然の宜 あり。 賢者 は 惟 だ義の 當然を 知る、 命 は 固より 其 

の 中に 在り。 中 人 以下 は、 義に 於て 未だ 眞に 知って 安行す る 能 はず。 而 して 命の 已 

に 定まる を 知る とき は、 亦敢 へて 義を 越えて 以て 妄りに 求めず。 故に 曰 はく、 命 を 

以て 義に處 すと。 

f 五 ) 

之れ を 求む るに 道 あり、 之れ を 得る に 命 あり。 是れ 求めて 得る に签 なしと 言 ふが 如き 

は、 命の 求むべからざる を 知る。 故に 自ら 處 して 以て 求めず。 

(ュ へ) ム ルー 一 レヲリ ，  (JS ル 一一 レ ヲ 

葉采曰 はく、 孟子の 所謂 求 ,之 有レ 道と は、 以て 苟も 求む ベ からざる を 謂 ひ、 得レ之 

〔- ノ、  レ 

有レ 命と は、 倖 を 以て 得べ からざる を 謂 ふ。 是求 無 レ益ニ 於 得 一と は、 求む る を 以て 

遂 ぐべき に 非ざる を 謂 ふなり。 此の 言 は 要するに 亦 中 人 以下の 者の 爲に設 くるの み A 
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二) つづき、 賢者の 若き は、 之れ を 求む るに 道 を 以てし、 之れ を 得る に義を 以てし、 必ずしも 命 を 

伊川の 賠 

言 はず。 

葉采曰 はく、 命 は 事物の 先に 定まる と雖 も、 實は 事物の 後に 顯 はる。 義は 事物に 因 

りて 有りと 雖も、 實に 應酬の 時に 著 はる。 去就 辭受の 間、 義に 決せん こと を 要する 

が 如し。 而 して 後 命 之れ に從 つて 以て 顯 はる。 苟も 事に 應 ずるの 時、 命 を W て 之れ 

を 決せん と 欲して、 其れ 可な らん か。 故に 君子 は 之れ を 道義に 求む るの み、 命は必 

ずし も 言 はず。 

にに、 S! は だの 息 難に 於け る、 只 だ 一 筒の 處置 あり。 人 謀を盡 すの 後 却って 织 らく 泰然と して 之 

出 つ 伊；^ の 

"  れに處 すべし。 人 あり、 一事に 遇 ふとき、 心々 念々 肯て抡 てざる、 畢竟 何の 益 か あら 

ん。 若し 處 置し 了って 放 下す る こと 會 はずん ば、 便ち 是れ義 と 命と なし。 

葉采曰 はく、 人 息 難に 遇 ひて は 但だ當 に 其の 之れ に處 する 所以の 逬を審 にす ベ し。 

所謂 義 なり。 若し 夫れ 處 置の 後 己れ に 在りて 闕 くる ことなき とき は、 亦 之れ に 安ん 

ぜんの み。 成敗 利鈍 は 亦 之れ を 如何と もす るな し、 所謂 命な り。 或は 事に 遇 ひて 處 

十る こと 能 はざる、 是れ義 なければ なり。 或は 處 置し 了って 放 下す る こと 能 はざる 


(三) 易の 卦 

名 

(5 殷の湯 

王の 輔臣、 莘 

は汴 州^ ^縣 


(五) 太公望 

周の 文 

主に 用 ひられ 

ざ .C し 以前、 

渭 水に 釣せ し 

をい ふ 

(六) ^の 高 

祖の 謀臣、 功 

成りて 後、 「人 

問の 事 を棄て 

* 松 子に 從っ 

て 遊ばん の 

み」 と、 その 

分に 止まりし 

もい ふ 

(七) 漢 の臣、 

学 は 仲 翁、 太 

子 太 傅に 至り、 

「足る を 知れ 

ば 辱 しめられ 

す、 止まる を 

知れば 逮 せら 

れす。 功 成り 

身 退く は 天の 道な. 

桓 帝に 禮を 以て 召" 

.ニ〇) 後 漢 初の， 

< 1 1 ) ネは 伯況. 


• 是れ 命なければ なり。 

(n 一 5  ハク へ - --ス ノヌ- 〈ク へ - シ トル 

蠱之上 九 曰、 不：. 事， 一王 侯； 髙 11 尙 其 事； 象 曰、 不 X 事 二王 侯； 志 可, 則 也、 

程顾曰 はく、  土の 自ら 高尙 にす る も 亦 一道に 非ず。 道 德を懷 抱して 時-に 偶 はずして 

(H)  しんや  (五) 

高潔 自ら 守る 者 あり。 伊 尹は莘 野に 耕し、 太 公 は 渭濱に 釣す るの 時是れ なり。 止 足 

の 道 を 知りて 退いて 自ら 保つ 者 あり。 張 良. 疏廣が 類是れ なり。 能 を 量り 分 を 度り 

て、 知らる る を 求めざる に 安ん ずる 者 あり、 徐孺子 • 申^ 蟠の 類是れ なり。 淸介自 

(一 0)  (二) 

ら 守りて 天下の 事 を 屑し とせず、 獨り 其の 身 を 潔う する 者 あり、 嚴 (子) 陵 • 周黨 

こ となる 

の 類是れ なり。 處る 所得 失 小犬の 殊 ありと 雖も、 皆 自ら 其の 事 を高尙 にす る 者な りハ 

象に 所謂 志 可：. 則と は、 進退 道に 合 ふ ものな り。 I 采臼 はく、 四 者 心を處 する 小大 

あり、 義に處 する 得失 ありと 雖も、 要は 皆 能く 其の 事 を高尙 にす る 者な り。 蠱の上 

九 は、 陽剛の 才斯の 世に 超然たるの 表の 若く、 象に 其 志可レ 則と 謂 ふ は、 蓋し 道德 

を懷 抱し 進退 義に合 ふ 者 を 指して 言 ふなり。 

-、 去ら ざれば 後悔 あらん」 と 骸骨 を 乞 ひて 歸る。 上より 賜 ひし 金 は 故莠に 散 じて 晏 如たり (<) 徐^、  ^は 摞 子、 後^の 人、 

- るる も 行かす、 終身 仕へ す (九) 後澳の 人、 字 は 子 龍、 終身 仕へ す、 家 貧に して 漆工に ^はれつつ、 門 を 杜ぢて 萆を樂 めり 

：、 名 は 光、 子 陵 は その 字。 光武帝 iEg^ の 友な り。 後漢の 世と なるや、 ？P せど も 至らす、 富 春 山に 耕し 八十 餘 にして 卒せり 

後^ 初の 人、 病 i 稱 して 仕 を辭 し、 ^書に 終る 


. 丁  ム、 

ノ V- ブ 1\ 


四 五 五 


二) 易の 卦 

名 


(二) 前の f 


(三) as の 

六 二 
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炅彖 曰、 及 止 也、 時 止 則 止、 時 行 則 行、 動 靜不レ 失 二 其時ハ 其 道 光明、 

とどまる 

程顾曰 はく、 炅を 止と 爲す。 止る の 道 は 唯 だ 其の 時の ままに 十。 行 止 動 靜時を 以て 

せざる とき は妄 なり。 其の 時 を 失 はざる とき は 理に順 ひて 義に合 ふ。 物に 在りて は 

理と爲 し、 物を處 して は 義と爲 す。 動靜 理と義 とに 合 ふ は、 其の 時 を 失 はざる なり、 

乃ち 其の 道の 光明な り。 君子の 時を贲 ぶ 所、 仲 尼の 行止久 速是れ なり。 炅の體 は 篤 

實 にして 光明の 義 あり。 

(二) 

-ー ；ク * ネ クル アル 4 ハナ リ  テフ 「  ヂ ノヲ 

象 曰、 兼 山： nlT 君子 以思 不, 出 ，ー 其 位？ 

程颇曰 はく、 上下 皆 山、 故に 兼ねた る 山と 爲す。 此れに して 彼れ を幷 する を 兼ぬ る 

と爲 す。 重 很を謂 ふなり。 重 及の 象な り。 君子：^ 止の 象を觀 て、 思 ふ、 こと 止まる 所 

に 安んじ、 其の 位 を 出で ず。 位と いふ は處 る、 所の 分な り、 ^事 备，. - 其の 所 あり、 其 

の 所 を 得る とき は、 止まりて 安し。 若しれ おに 行  く  ！  くして まり 崖 に M なる ベ く 

して 久しう し、 或は 過ぎ 或は 及ばざる は、 皆 其の 位 を出づ るな り。 況ゃ 分に 踰ぇ 

より ど ころ 

據 に 非ざる を や。 

(111) トド マル ノコ ムラ 一一 グス グハ レフ ノ  力 ラ 

六 二、 晨ニ 其腓ー 不レ扬 其隨、 其 心不レ 快、 


(E) 底本^ 

h- あり、 今 易 

傳 原典に て訂 

正せり 


(五) 词 前つ 

づ き 


程鹏曰 はく、 六 二 は 中に 居て 正 を 得、 止まる の 道 を 得た る 者な り。 上に 應援 なく、 

(九 三) 

其の 君 を 獲ざる なり。 三、 下の 上に 居る は 止の 主と 成る。 止に 主たる 者な り。 乃ち 

剛 にして 中 を 失 ひ^の 宜を 得ず。 剛、 上に 止まる は 能く 降って 下に 求む るに 非ず。 


(六 二) 


中正 の 德 ありと 雖も從 ふ こ と 能 はず。 一 一 の 行 止 は 主と す る 所に 係り 自由 を 得る 

こむ， 


に 非ず、 故に 腓の 象と 爲す。 ^動く とき は腓隨 ふ。 動^^に 在りて 腓に 在らず。 二 

旣に 中正の 道 を 以て 三の 不中 を扬 救す る こと を 得ざる とき は、 必ず 勉めて 之れ に隨 

ふ。 扱 ふこと 能 はずして 唯だ隨 ふなり。 咎 己れ に 在らず と雖 も、 然も 豈 其の 欲する 

所な らん や。 言聽 かれざる は 道行 はれざる なり。 故に 其の 心 快なら ず、 其の 志 を 行 

(En 

ふこと を 得ず。 士の 高位に 處る とき は扬 ふこと ありて 隨 ふこと なく、 下位に 在る と 

き は、 當に拯 ふべき こと あり、 當に隨 ふべき こと あり。 之れ を 極 ふこと ある も、 得 

られ ずして 而 して 後に 隨ふ。 

< 五)  シ トド マル-一 ナリ 

上 九、 敦 レ炅、 士ロ、 

程 願 曰 はく、 九 は、 剛實を 以て 上に 居て 又灵の 主と 成る、 及の 終に 在り。 止まる こ 

との 至って 堅 篤なる 者な り。 敦 は篤實 なり。 止の 極に 居る、 故に 過ぎず して 敦 しと 

カ行 六  四 五 七 
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爲す。 人の 止は久 終に 難し、 故に 節 或は 晚に 移り、 守 或は 終りに 失し、 事 或は 久し 

きに 廢す。 人の 同じく 患 ふる 所な り。 上 九、 能く 終りに 敦厚な り、 止 道の 至善に し 

-て吉 なる 所以な り。 六 爻の德 は 唯 だ 此れ を 吉と爲 す。 

孟子 曰、 伯 夷 非， 一 其 君 一 不レ 事、 非 二 其 友 ー不, 友、 不 ill 於 惡人之 朝； 不& ハー 惡人二 K; 

テ  二  ト  フ トキ ハ シテ  ヲス ルガ  一一  \ ム ノヌヲ  ヘラ ク ト 

立 二 悪人 之 朝； 與ニ惡 人 一言、 如 下 以ニ朝 衣 朝 冠 一 坐 s 於 塗炭 ハ 推-お， 惡之 心； 思 與ニ鄕 

人 1 立、 其 冠 不：. 正、 望 望然 去, 之、 若, 將 1 浼 焉、 是故 諸侯 雖：. 有 T 善 二 其辭命 1 而至 

ルケ  ルケ  ハレル シ トセ ク 「ヲ  (二)  ハ  チ  ヌ  シ トセ  ヌ ミテ 

者え 不レ受 也、 不レ受 也 者、 是 亦不レ 屑, 就 已、 柳 下 惠不， 羞ニ汗 君； 不レ卑 一一 小官； 進 不 

サ ヌ  ズ テス ノヌ  セラ レテモ  ミ  スレ «  へ -1 ハク 〈タリ  レハリ レ 

レ隱， 賢、 必以， I 其 道； 遣 佚 而不, 怨、 g 窮 而不， 憫、 故 曰、 颇爲 っ爾、 我 爲, 我、 

モ タン セ キラ テイスト ガ^ T  ンゾク サン レヲト  -I  トメ  レ-! ズ  ラハ  キテ 

雖 S 裨 U 裼裸 11 裎 於 我 側 一 爾焉 能浼， 我 哉、 故 由由然 與 A 之 偕、 而 不二 自失 1 焉、 援 而 

ズテ レヲ  マル キテ メテ レヌ  マルハ  レ  ル シ トセ ル r ヌノミ  ハク  ハ セ ハシク  ハ 

止， 之 而止、 援而 止， 之 而止 者、 是 亦不， 屑レ 去 已、 孟子 曰、 伯 夷 隘、 柳 下^ 不 

ゥ ャくシ カラ キト トハ ル シ カラ  ル ラ 

レ恭、 M 與 ， 不， 恭 君子 不レ由 也、 

(Bn ウテ ハク  フルト  ハク フ 一一 ハク  ，ズ レバ  チ  タリ  ヅル *《 

周霄問 曰、 古 之 君子 仕 乎、 孟子 曰、 仕、 傳曰、 孔子 三月 無 レ 君、. 則皇々 如 也、 出 

ヲズ スト ヲ (五)  广グ  ケ レバ チ スト  ケ レバ チ スルハ ハナ ハダ ナラ ャト (ク 

レ疆必 載， 質、 公明 儀 曰、 古 之 人、 三月 無， 君 則 HT 三月 無 レ君則 r- . 不ニ以 急 一 乎、 曰、 

フャ ヌ  ホ  フガ  ヌ  -I ハク  ハ  \  テシシ セ ィ！！  ハサ ンゾ ウメ  テツ クル 

士之 失， 位 也、 猶 3 諸侯 之 失 II 國 家, 也、 禮曰、 諸侯 耕 助、 以供 ニ^ 盛； 夫人 認繳、 以爲 H 


衣服； 犧牲不 い 成、 粢盛不 潔、 衣服 不， 備、 不二 敢以 祭； 惟士無 ， 田、 則 亦不， 祭、 牲殺 

器 皿 衣服 不レ 備、 不二 敢以祭 一 則 不二  亦不レ 足， 弔 乎、 出 , 疆必載 ， 質、 何 

ハク  フル ャホ  スガ  メ 一一  タル ガヌ  テン ヤノ ヌ  ハク  モ 

也、 曰、 士之仕 也、 猶ニ 農夫 之 耕 一也、 農夫 豈爲レ 出 ， 疆、 舍 一一 其耒耜 一哉、 曰、 晉國亦 

キナリ 

ナリ  ダ テカ フルマ ク ノレ ナルヲ フル r ク ノレ ナルャ  ^ハ へ  ゾャ  ハク 

仕國 也、 未 i, 眷閜ニ 仕 如：. 此其 急； 仕 如, 此其急 也、 君子 之 難， 仕、 何 也、 曰、 ， 丈夫 

レテ ヒ 二 レガ ラン r ヌ  レテ フ 一一 レガ ラン 「ヲ  ハ  リ レズ タ 

生 而願ー 1 爲 有- a 窒、 女子 生而 願二爲 有 r 家、 父母 之 心 人 皆 有， 之、 不, 待， 1 父 

、  母 之 命、 媒妁之 言？ 鑽ニ 穴隙 一 相 窺、 踰 JI 相從、 則 父母 國人 皆賤 レ之、 古 之 人、 未ニ嘗 

(ヒン 孟子 集 

fAf^s 不ゃ 欲& 也、 又 惡レ不 い 由 二 其 道 一 不， 由 二 其 道 一而 往者、 與鑽ニ 穴隙 一之 類 也、 

は 祭 義篇に 見  (七) 

ゆれ ど、 そ の  朱 子 曰 はく、 周 霄は魏 の 人な り。 無レ 君と は 仕へ て 君に 事 ふること を 得ざる を 謂 ふ 

外 は 今の 禮記  ジ プ 

^れ。 る^-  なり。 皇々 と は 求む ると ころ ありて 而も 得ざる が 如きの 意な り。 出 レ疆と は 位 を 失 

； ^に 供 ふる 穀  1  -  まみ 

も 作る 田 をい  ひて 國を 去る を 謂 ふなり。 質 は 執って 以て 人に 見 ゆる 所の 者な り。 士の 如き は 雉 を 

(九) ？ S 執るな り。 疆を 出で て 之れ を 載す る は、 將に 以て 適く 所の 國の 君に 見えて、 之れ に 

グ S  (八)，，  、  (§ 

( 1 〇) 當寺  -- ハク  シス ル rf7 ヲ \  (允) ス  ラ リテヲ テス メ  ハメテ 

$ 事 へんと するな り。 禮曰、 諸侯 爲 A 籍，！ 百 畝； 冕而 靑紘、 躬秉 以耕、 而庶 人助以 

終^、 收而藏 二 之 御廩ー 以供ニ 宗廟 粢盛ー 使 H 世婦 f ー于公 桑蠶窒 一 奉」 i 以^ n 于 

(一 二) 薛ょ  一一 -ー ズ  -ー  (二)  メク レヌ サゥ タビ ホ トビ ラス ヲ  -I キ  ノー 一  ヲメ テ 

b 絲を 出す  君； 遂 獻ニ于 夫人.； 夫人 副禕 受レ 之、 繅三 盆 レ手、 遂布ニ 于三宮 世婦； 使レ繅 以 

ヒ タス 

力 行 六  四 五 九 


修敎耍 錄卷之 十  四 六 〇 

ス (フー) フッ ヌメ  \ テル  ヲ  (二 ズク  レバ  ル ケ レバ (三) ム  1> よしょく 

爲 ニ黼黻 文章.： 而服 以祀ニ 先王 先 公一と。 又 曰、 士 有い 田 則 祭、 無 レ 田則薦 と。 黍稷を 

粢と曰 ひ、 器に 在る を 盛と 曰 ふ。 牲殺 は牲は 必ず 特に 殺すな り。 皿 は 器 を 覆 ふ 所以 

ノ  (で) 

の 者な り。 仕 國とは 君子 游宦の 國を謂 ふ。 霄の 意、 孟子の 諸侯に 見えざる を 以て 仕 

へ 難しと 爲す。 故に 先づ 古の 君子の 仕 ふるや 否や を 問 ひ、 然る 後に 此れ を 言 ひて 以 

て 之れ を 風 切す るな り。 男 は 女 を 以て 窒と爲 し、 女 は 男 を 以て 家と 爲す。 妁 は又媒 

なり。 言 ふこ ころ は、 父母た る 者、 其の 男女の 窒家 あらん こと を 願 はざる に 非ず し 

て、 亦 其の 道に 由らざる を惡 む。 蓋し 君子 身 を 潔う して 以て 倫を亂 さず と雖 も、 亦 

利に 徇 ひて 義を 忘れず。 

(六〕 ハク  ハ  ン カチフ  ノ ハク  クッ  ルツ  フル-一 レ ヲメヲ テリ 

1 子 曰、 古 之 君子、 何 如 則 仕、 孟子 曰、 所， 就 三、 所レ去 三、 迎 ， 之 致, 敬以有 ，禮、 

言 將レ行 一一 其 言 一也、 則就レ 之、 禮貌未 レ衰、 言 弗 レ行 也、 則 去 之、 其 次、 雖レ 未レ行 一一 其 

スル *t ハ  ト 

ヲ  フルー I  ズヲ テル- 1 ハ  ク  フル it ハ  ル  ノン モハ -1  クラ ハ -I  ハ 

言 一也、 迎 之 致， 敬以 有， 禮、 則 就 之、 禮貌 衰、 則 去 之、 其 下、 朝不， 食？ 夕不, 食、 

メ  ハル r  ヲ  キテ  ハク レナ ル  ハフ p»  ノヌ  《フ 「ノー 一  メぺ 

飢餓 不レ能 レ出ニ 門戶； 君 聞 之 曰、 吾大 者 不：， 能 レ行ニ 其 道； 叉 不レ能 レ從ニ 其 言 一也、 使 

セガ  一一  レヅ  ァ マネ ク ス ルレ ヲ  シ ク  ルル ヲノミ 

レ飢， 一 锇於我 土地； 吾 恥 之、 周, 之 亦 可 ^乂 也、 免 k 死而 已矣、 

(七)  (八)  (九〕 

朱 子 曰 はく、 所謂 見 行 可の 仕な り、 孔子の 季桓 子に 於け るが 若き 是れ なり。 女樂を 


行 可の 仕な. 


受けて 朝せ ざれば 之れ を 去る。 所謂 際 可の 仕な り、 孔子の 衞の靈 公に 於け るが 若き 

是れ なり。 故に 公と 囿に 遊ぶ。 公 仰いで 蜚 雁を視 る、 而 して 後に 之れ を 去る。 所謂 

(一 .3 

公 養の 仕な り。 君の 民に 於け る、 固に 之れ を 周く する の義を 有す、 況ゃ 此れ 叉 過 を 

悔 ゆるの 言 ある を や。 受 くべき 所以な り。 然れ ども 未だ 飢餓して 門戶を 出づる こと 

能 はざる に 至らざる とき は、 猶ほ 受けず。 其の 死 を 免る るの みと 曰 ふとき は、 其の 

受 くる 所 亦 節 あり。 

子 王子 曰 はく、 成 湯 は 衆に 播吿 し、 元聖を 以て 伊 尹を稱 せり。 愚 其の 大用を 致 ふるに、 

しば/ ヽ 

誠に 聖人な り。 大德量 あり、 大 見識 あり、 故に 能く 數-權 を 用 ひて 略 ぼ 沮禦捽 格の 患 

なし。 五た び桀に 就きて 桀 忌まず、 五た び^に 就きて^ 疑 はず。 

(一 E)  0 さ  (Ho  ノクケ (1 ち 

丁 南 湖 曰 はく、 四^の 出處、 議 する 者 一 ならず。 元禎が 詩に 謂 ふ、 其 遠 避 二 臝秦劉 

エイ シン 

ヲ  メ ハフ ヌ  ダテ (一  <) ヌ  ラ -ーク (一 さ  ヲ  (二  0) ノ  イリ トズ 

項； 不， 能レ濟 X 世而但 立， I 惠王； 徒 招ニ呂 氏之禍 一と。 白樂 天の 詩に 謂 ふ、 其 出 處迤逞 

-ー シ  一一  ル  (一二)  - 一  (15  レモ テケヲ  リ 

喑 合ニ聖 道； 愈 ニ于巢 由伊呂 一と。 王 荊 公の 詩に 謂 ふ、 其道德 避， 世、 而出處 有， 禮と。 

子世家に3:1 つ 

(ニー) 上文の 「其 下，、 朝不レ 食」 以下の 句の 註と なれり (一 三) 1； 君 賢も^ ふの 禮 もとる こと (In) 明の 丁 奉、 號は南 湖、 通 S 節お 斷を 著す， 

この 文 歷史綱 ^摘卷 五に 出づ (一 五) 漢の 高祖の 時 商 山に 陰れし H! 人の 鬚 眉 白き 老人、. S ち 東 ^公* 綺里季 *夏荧 公 *冉 里 をい ふ (一六) 未詳 

(.一 七) 秦 のこと、^ は その 姓。 劉 項 は 劉 邦 • 項^  (一八) 惠帝 (一九) 漢の 外戚 (二 〇) 白 氏 文桀卷 二に 答 ご 廟 一の 詩 あれ ど、 字句 異な 

る (ニー) 巢父* 許 由 • 伊 尹 • 呂尙。 前 二人 は 古代の 1  一 者、 後の 二人 は殷と 周の 大 宰相と なれる も、 始めは 共に 隱者 九り (ニニ) 朱の 眞宗の 時 

代， 新法 を 行 ひて 富！： 强-ヒ 、を 策して 名 ある 玉 {.K 石、 荆公は その 號 


て は 際 W の 仕 

なり。 衞の孝 

公に 於て は 公 

费の 仕な り」 

と 出づ。 見 行 

Is- と は * 道の 

行 はる， へ きを 

見て 仕 ふるな 

(九) 論語 微 

子篇第 II 章 

r 齊 人^^ 

樂 T 季 桓子受 

レ之、 一一 一日 不 

レ朝、 孔子 行」 

も 指す。 季桓 

子、 名 は斯、 

魯の大 夫 

( 一 〇) 適當 

の禮を 以てす 

る 故に 壮 へる 

こ と 

ニー)  S 子 

萬 章 下 篇に出 

で、 去りし こ 

ふ-は 史 記の 孔 


力 行 六 


四 六 一 


Q 叔さ ぜ^ お あ^ 復人 2 て 子-校 又 人へ 
12 齊じ ら 中-了-のせ 仲り 王 は 、ご 卒待書 一 4C 
れ丞監 朝ら 淹 、發そ 孫 す讀 g じ 字 字 

前 伯 て %  W. 校 れ等 II 微の復 ^ に よは は 唐 

出 夷卒に 講書 * に 琦の字 、代 至り 寬 敬の 
ra     • す 任 *郞 仁 推 '著 、明の り 太 中 之 詩 


一 三 頁參照 

(五) 字は季 

孟、 一度 光武 

に 就きし もも 

の後叛 きて 公 

孫述 にっき、 

光武に 征 せら 

れて敗 死す。 

歴史 綱 II 補卷 

十に 出づ 

(六) 字 は 文 

淵、 大志 あり、 

王莽に 仕へ、 


修敎耍 錄卷之 十  四 六 二 

梁 肅は謂 ふ 、「其の 世 を 避く るに 時 を 以てし、 儲を定 むる に權を 以てし、 道と 3 ハに 消息 

(二)  § 

し、 幾 を 知る 其れ 神 あり」 と。 孫明復 は、 儒 を 以て 之れ を稱 し、 夷齊を 以て 之れ に 比 

(ran 

し、 其の 嫡を 立つ るの 道 を 以て 萬 世に 傳 ふと 謂 ふ。 王 元 之 は、 聖を 以て 之れ を稱 し、 

其の 進退^ 亡 を 知り 其の 正 を 失 はずと 謂 ふ。 愚 嘗て 衆論 を 合せて 之れ を 折衷す。 朱 子 

曰 へ る あり 、「四 皓は 恐らく は是れ 儒者に あらず、 只 だ 是れ 智謀の 士 ならん。 其の 高祖 

おびやか 

に對 する の 言語 を觀 るに、 太子の 爲に死 せんこと を 願 ふ も、 亦 之れ を 脇す の 意の 如し」 

と。 此れ 綱目に、 之れ が 大書 を爲 さず して、 帝 還 レ宮の 下に 分注す る 所以な り。 

{五 ノ 

後漢の 隗囂は 自ら 西 州の 上將 軍と 稱す。 嘗て 馬援 をして 成 都に 往 いて 公孫 述を觀 しむ A 

馬援、 述と舊 あり。 謂へ らく 當に手 を 握りて 觀る こと 平生の 如くなる べしと。 述、 已 

なら  ひ 

に 帝と 稱 する こと 四 年、 盛に 陛衞 を陳べ 以て 馬 援を延 く。 馬援 其の 屬に謂 ひて 云 はく. 

「天下 雌雄 未だ 定まらず、 公孫、 哺を 吐いて 走って 國 士を迎 へ、 與に 成敗 を圖ら ず、 

とど 

反って 邊 幅を條 飾して 偶人 形の 如し、 此の 子何ぞ 久しく 天下の 士を稽 むる に 足らん 

や」 と。 內 つて 辭 して 歸り、 囂に 謂って 曰 はく 、「子 陽 は 井底の 蛙の み、 而 して 妄りに 

{G ら 尊大な り。 意 を 東方に 專 にす るに 如かず」 と。 嚣 乃ち 援 をして 書 を洛陽 g に 奉ぜ 


I 


莽^ るる ゃ陴 

I. はに 歸し、 後 

ち 光武に 仕へ、 

伏 波 将軍に 拜 

し、 八十 歲を 

出で てな ほ征 

討に.. M ひ、 尸 

も！ i? 革に爽 む 

も 男子の 本 S 


の 言 の ごとく 

征 地に 卒せり、 ， 

忠 成と 諡す 

(七) 字 は 子 

ほ、 漢の 哀帝 

の 時、 地方 官 

なりし が、 王 

莽の亂 に乘じ 

自立して、 却 

つ て 亡ぼさる 

(八) 公孫 述 

の 字 

(九) 頭巾 

二 〇) . 階下 

にて 戟を 執り 

て 守る の 意 

ニー) 薛應 

旅， 明 代の 大 

0. 字 は 仲茁、 

宋ー • 几 資治逋 II  • 

HI 書 人物 考 • 

高士 傳 • 方 山 

文銶^ 著述 頗る 多し 

乙、 叔父 廣は 太子 太 傅た. 


しむ。 援の 初めて 到る とき 帝宣德 殿の 南の 廡 の 下に 在り。 幘を裨 いで 坐迎 し、 笑って 

援に 謂って 曰 はく、 「卿 は 二 帝 錢|を の 問に 遨 遊す。 今 卿 を 見る に 人 をして 大に 慙ぢし 

き^ 

む」 と。 援、 頓 首して 辭 謝す、 因って 曰 はく 、「今の 世に 當 りて は、 但だ 君臣 を擇 ぶの 

ざぎ 

みに 非ず、 臣も亦 君を擇 ぶの み。 臣 公孫 述 と同縣 にして 少 より 相 善し。 臣 前に 蜀に至 

(き 

へ いげき  ， 

る、 述阼戟 して 後に 臣を 進む。 臣今 遠く 來る、 陛下 何ぞ 刺客 姦人に 非ざる こと を 知り 

て、 簡易なる こと 是の 若き や」 と。 帝復た 笑って 曰 はく、 「卿 は 刺客に 非ず、 顧 ふに 說 

客の み」 と。 援曰 はく、 「天下 反覆して 名字 を 盜む者 勝げ て數 ふべ からず。 今 阼下を 見 

るに 恢廓 大度 高祖に 符を 同じく す。 乃ち 知る、 帝王 自ら 眞 ある こと を」。 ほ^^。 

薛方山 曰 はく、 人臣の 君に 事 ふるや、 去るべき 者 あり、 去るべからざる 者 あり。 何 を 

ぁづか 

か 去るべき と 謂 ふ。 道 合 はず 志 行 はれず して、 國 家の 理 亂に與 るな き 者 はまるべし。 

所謂 一 たび 辭 して 退き 以て 亂を 遠ざかる なり。 何 を か 去る ベ からず と 謂 ふ。 之れ を委 

ぬる こと 專に、 之れ に 任ずる こと 重く して、 君德の 成敗に 關り ある 者 は 去るべからず。 

所謂 事 を 終へ て 退く は臣の 厚き なり。 漢の ニ疏、 位師 傅に 在り、 責任 太子 を輔 養して、 

。 この 評、 歷史 綱^ 補卷 八に W づ (二 一) 前 出疏廣 及び その 兄の 子 疏受を 指す か。 受、 字 は 公子、 宣 帝の 時 太子 少 囀に 補 せら 


力 行 六 


四 六 三 


( 一 ) 廣 と受 

は叔 姪な り 

(二〕 廣の受 

に 云 ひし 言に" 

r 官成名 立、 

不レ去 恐 有 "I 後 

悔 ごと ある も 

指す。 漢書の 

疏廣 傅に 出づ 

8 禮記文 

王 世子 篇 中の 

孔子の 言葉な 

り。 伹し 文字 


fs!) もと JW 

籽^ 書篇名 

(五) 1^ 

頌の 「昊天 有- 1 

成 命 f 二 后き 

レ之、 成王不 11 

敢^ 一  夙夜 ffi 

レ命 宥奠 A 」 

に 依る 

(六) 召 公爽、 

周 公の 攝 政な 

疑 ひて 返かん 

とす。 卽ち周 

公 これ を 留め 

し 時の 語、 © 


修敎耍 錄卷之 十  四 六 四 

父子 朝廷の 知遇 を受 く、 其れ 去る ベ けんや、 其れ 去る ベから ざらん や。 稍 や 君臣の 義 

, .  (二)  . 

を 知る 者 は、 必ず 其の 間に 輕重 する 所 あり。 願 はく は、 官 成り 名 立つ を 以て 榮と爲 し 

後悔 を 懼と爲 し、 一 朝 病 を 移して 去る。 其の 自らの 爲に 謀る とき は 得たり。 (され ど) 

吾が 君 を 如何、 太子 を 如何、 朝廷 天下 を 如何。 廣旣 に師傅 たれば、 則ち 亦 蒈 て &:: を^ 

(111 ) 文 王 世子 篇に つ 

み舉 問す る 者な り。 獨り 聞か ざらん や。 「人臣た る 者 は、 其の 身 を 殺して 君に 益 ある 

とき は 之れ を爲 すと。 況ゃ 暫く 其の 身を汙 ^して、 以て 其の 君 を 善くす るに 于てを 

や」 と 曰 ふ を。 是の 故に、 伊 尹の 政に 復 する、 厥の 辟 必ず 仁に處 り 赛に遷 るの 後 を^: 

ちて、 咸有 ー德猞 ほ惓々 焉 たり。 然ら ざると き は 典 刑を顚 覆す る は 吾が 實 なり。 去る 

(五) うけし  はじま  •  (六) 

ベ けんや。 周 公が 明 農の 志 は、 命 を 基く こと 宥密 なる に 起り て济邑 の 成を吿 ぐ。 召 公 


に出づ 

(七) 輔^せ 

る 幼 主 成 土 


(八) 

を挽留 するとき は、 數十 言を累 ねて 置かず。 然 のみならず^ ち 幼冲過 あれば 寧ろ 伯离 

を撻 つ。 三叔 流言す と雖も 去ら. ず。 若し 親 を 親しむ の 道と 曰 はば 固に 然り。 而 して 伊 

しんや  、  なんす 

尹の 進む、 固に 莘 野の 耕 夫な り。 何 爲れぞ 其れ 然る や。 語に 曰 はく、 一  人 元 良 なれば 

ただ  (元 帝) 

萬 邦 以て 貞 しと。 伊. 周の 心 は 吾が 君と 天下との 爲 なり。 孝 元年 十二に して 能く 孝 

經* 論語に 通じ、 蒙 を 正して 以て 正 を 養 ひ、 而 して 山 靜泉淸 の# なり、 況ゃ廣 *受 の 


(八〕 周 公の 

子、 魯 侯な，^ 


家に 出づ 

(九〕 武 王の 

弟， ^叔 • 蔡 

叔 *菜叔 の-一 

人、 周 公、 野 

心 ありと 流言 

fo 霄^ 金 

履^に つ 

(10〕  S. 

疏受、 前 出 

(二)  S 

之、 ^の宜 帝 

の 時 太子 太傳 

たり。 元帝卽 

位して 多く 政 

0 • 石^に^ 

せられて 下獄、 

遂に. Q 殺す 

( 一 二)  I* 

石顯 

ニー 一一) 殷の 


(Ira) 周の 


歸 るに 於て、 餞 贈の 禮を 知り たれば、 又師 傅の 當に 尊ぶべく して、 與に爲 す あるべき 

者なる を 知るな り。 未だ 吾が 君 能 はずと 謂 ふべ からず。 廣 をして 世子の 法を敎 ふる を 

得て、 能く 早く 之れ が 所を爲 さしむ ると き は、 望 之が 獄に 下り、 恭* 顯が權 を 擅に す 

元帝卽 位の 元年  (宣 帝〕 

る こと、 必ずしも 初 元. 建昭の 年に 見 ざらん。 而 して 孝宣 の擧 も亦繼 世の 後に 衰へざ 

t もス  うまれ つ き 

らん。 之れ を 柰何ぞ 其れ 去りし や。 若し 帝王の 子孫 禀 人に 異にして、 幼冲の 年、 已 

r: 1  (一 さ  (Is  すゑ 

に裀ね 見つべし と 曰 ふとき は、 太 甲. 成 王 は 固に 帝王の 子孫に して 神明の 冑 なり、 而 

も 顧 覆して 過 あり、 何 を 以て か卒に 守成の 令 主と 爲り しゃ。 吁、 疏廣の 叔姪縱 ひ 去ら 

ずと も、 吾れ 固に 敢 へて 伊. 周が 桌業を 以て 之れ に 望まざる なり。 吾れ 獨り 恐る、 夫 

fl 五)  (一 さ 

の孟堅 • 明 仲が 說行 はれて、 天下 後世 身の 爲に 謀りて 以て 其の 君 を 後に する 者の、 以 

てコ こお H  く.^ 曰 守 /1  二  人お たるの 数：？ は、 禮記文 王 世子^に 出つ， 罔 公 其の 子伯禽 を 

マ p  r  /N$4r  A こと を して 朝タ成 E と g 、におら しめ、 成 に 過 あわば、 則. 禽も搔 つ。 

(一 S 

胡 致 堂 曰 はく、 官 成り 名 立つ を 以て 榮と爲 して、 危：^ を 免れん こと を 求む る は、 此れ 

君子の 高 致に 非ず。 而も 疏廣 げんじて 以て 自ら 居る こと は何ぞ や。 曰 はく、 此れ 疏廣 

まさ 

が 人に 加る こと 數 等なる 所以に して、 古今 未だ 之れ あらず。 太子 年旣に 十二。 其の 資 


( 1 五) ^2:" 

の 作者 班 固の 

<： 一 六) 胡 寅、 字 は W 仲、 朵 の 高宗 の 信任 厚 

- (一 七) 前 出 胡 is ；、 歷史 綱^^ 卷 八に 出.. つ 


起 郞 となり、 微^ 閗 Jesf 士を 以て 終る。 論^ 誶說 •  a 史 g 見 等の 著 あり、 致 堂 先生と 稱， 

力 行 六  四. K 五 


出 綱 こ せ^は 起, 
づ^の ら篇 通莘! 


哀 卷、 あし 焖 著 宋 づ 整 

帝 九歷 りて H  、の 辭 
• に史 。輯の 今 尹 下 
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のち  (明 帝) 

質 志 趣已に 概ね 昆る べし。 同齒を 以て 之れ を 論ずる とき は、 此れより 後なる 者に お 明 

E』¥ 、に あり、 年 十二に して 吏^の 情を辨 ず。 此れに 前 だつ 者に 孝昭 あり、 年 十四に して 上官 

任せられ 

桀が詐 を 知る。 元 帝 親ら 政す るの 時、 年 二十 七な り。 蕭望 之は師 傅の 大臣な り、 分 薄 

主も輔 けし も *  お，、 

後 U 增 からず。 一 に恭. 顯が爲 に傾陷 せられ、 召して^ 尉に 致ら る、 而も 其の 獄に 下さる る 

はれて 族；^ ゼ 

(二)  疏 を曉ら ず。 曾て 未だ 數 月なら ずして、 恭. 顯 再び 之れ を 獄中に 陷る。 义 其の 奏を 可な 

廣 傅に 出づ  くわい もと 

りと す。 嗚呼、 其の 愚 喑 能く 爲 すなき こと 一 に是に 至る とき は、 其の 魔なる こと 素 あ 

* だれ 

り。 疏廣 之れ を瞷る こと 已に 熟す、 殆ど 扶持 敎^ すべから ざる 者な り。 是を 以て 意 を 

けつ Z  01) 

夬 して 之れ を 去る。 其の 語 を觀 るに 曰 はく、 「ぷらざれば 恐らく は 後悔 あらん」 と。 則 

ち 其の 微意 見るべし。 此れ 豈望 之の 能く 及ぶ 所な らん や。 易に 曰 はく、 君子 見, 幾而 

作と。 疏 廣焉れ あり。 ssts^g お 

、の 1 の 通鑑發 明に 曰 はく、  士君子の 贵ぶ 所の 者 は、 其の 出處の 際を審 にし、 去就の 義を 明か 

(六) 哀帝の  こぞ  そし 

寵臣、 字は聖 にす る 者 を 以てな り。 武王 大義 を 行 ひ 殘賊を 平げ、 天下 を擧 つて 之れ を 非る もの ある 

卿、 官大司 馬 

ことなし。 伯 夷 • 叔齊 乃ち 獨り 奮然と して 其の 爲す所 を恥ぢ て、 周の 粟 を 食まず して 

せられて. 0 殺  (S)  (六 一 

す  死す。 揚雄は 哀* 平の 問に 在りて、 固より 嘗て 朝に 出仕し、 董賢 • 王 莽が辈 と 肩 を 比 


は广^ t ベて 並 ^ す。 莽、 國を S ふの 後に 當り、 維、 前 朝の 舊人を 以てす。 此の 時に 於 て^に 


{R*-^ 大 夫に 

至る。 孝廉に 

して 忠誠、 王 

莽 政も秉 るに 

及び 辭 して 歸 

b 卒す 

(八) 字 は 子 

容、 仕へ す。 


3 

せつ： 


^せど も 亦 至 

らす、 曰 はく、 

秦 舜在レ 上、 下 

冇 1ー 集 • 由 一. 0。 

光武に 召され、 

道に て 卒す 

(九) 哀帝の 

時 丞相と 爲り、 

卒 帝の 時 南 郡 

太守に 遷る、 

廉« も 以て 聞 

ゆ。 王 莽攝に 

居る や、 病 を 

W て歸 家す 

( 一 〇) 字 は 

元 卿， 哀帝の 

時衮州 剌史と 

爲り、 廉直の 

名高し、 王莽 

政も攝 する に 

及びて 歸 家し 

て 仕へ す (一 一) 

(ニニ) 亢龍 の亢、 


引いて 退かず。 簡勝. 薛方 • 郭欽. 蔣詡の 諸賢と 並び 驅り爭 ひ 先んじて、 乃ち 復た爵 

祿 に貪戀 し、 隱 忍して 去らず。 位 通顯に 非ず と雖 も、 然れ ども 亦旣に 其の 朝に 立ちて 

之れ に臣 として 事 ふ。 雄、 一身 を 以て 二 姓に 事 ふ、 大節 已に虧 く、 況ゃ莽 が 功 德を稱 

ふると、 夫の 軋 秦美新 等の 作と に 於て、 又 君子の 病む 所の 者なる を や。 同に 宜しく 特 

筆して 深く 之れ を 貶す ベ し。 或 ひと 顧みて 謂 ふ、 「雄が 家 素と 貧な り、 苟も 莽が 朝に 仕 

へ ざれば 何 を 以て か 自給 せん」 と。 ：>; 知らん や、 士君子 は當に 命義に 安ん ずべ くして、 

(合) 

當に 苟活を 以て 心と 爲 すべから ざる を。 誠に 迹を丘 園に 遁れ 饑餓して 歿せし めて、 旣 

に 能く 其の 身 を 辱し めざら ば、 獲る 所 多 からん。 

, ノ，  ノ  二 ハク ノ  ル  ッテ ム 11 ヲ  一 フ ク r ヲ ッテ スル r ヌ  ラ ブル II ヲ ッテ ル II ヲ 

乾 上 九 文 言 曰、 亢 之爲, 首 也、 知， 進 而不， 知， 退、 知，^ 而不, 知, 亡、 知レ得 而 

ラフ r ヲレ ダカ  ッテ  ヲ  ハノヲ  レ ダカ 

不レ知 a 喪、 其 唯 聖人 乎、 知 二進 退 存亡 一而 不^ Kn 其 正 一 者、 其 唯 聖人 乎、 

司 馬 公の 曰 はく、 古の 君子 は、 邦に 道 あるとき は 仕へ (邦に) 道な きとき は隱 る。 隱 

るる は 君子の 欲する 所に 非ず、 是の 故に 道德 以て 主 を 尊ぶ に 足り、 智能 以て 民 を 庇 ふ 

王莽^ を^ ひて 立つ、 國も 新と^ す。 雄， 卽ち泰 の劐を 論じ 新の^ も 論じて. ト： 莽の意 を歡 ばし めしな り (一 二) 

極に 居りて 反る こと を 知らざる なり (一 £) 麼ぉ剩 補卷 トーに 出づ 


力 行 六 


四 六 七 


(一) 漢の昭 

帝、 義士 を顯 

表せん とし、 

行義條 潔 の 名 

ある 篛： f を徵 

す、 病んで 進 

み 仕 ふる 能 は 

す、 帝帛 五十 

ボ-も 賜 ひ歸し 

fa はす。 福、 

終身 仕へ す 

(二) 後漢の 

光武、 周黨 (字 

は 伯汉) が淸 

節に て 王莽に 

仕へ ざるお- 稱 

して 召す。 黨、 

溪郞 となりし 

も 病 を 以て 辭 

す。 再び 召す、 

IS? そ ク si ス 所 

も陳 じ、 許さ 

れ て 接 居.. し、 


(三) 後漢光 

武の 朝、 創業 

の 際、 禮樂修 

まらす 詩 書講 

ぜられ ざ る を 

指 撟 して 上疏 

せし ことか 

S 学 は 公 
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に 足る あり。 褐を 被り 玉を懷 き、 深藏 して 市らざる とき は、 王者 は當 に：！ を盡 して 以 

て 之れ を 致し、 體を 屈して 以て 之れ に 下るべし。 蓋し 其の 道 を 取りて 其の 人 を 取らず、 

其の 實を 務めて 其の 名 を 務め ざれば なり。 若し 乃ち 孝弟 廉謹、 己れ を 潔くして 分に 安 

ん ずれば、 以て 主 を 尊び 民 を 庇 ふに 足らずと 雖も、 是 れ亦淸 脩の 吉士 なり.。 王者 當に 

爽優 安養して 其の 志 を 遂げ しむべし。 孝 昭の韓 福 を 待し、 光武の 周黨を 遇し、 以て^ 

すな は  まさ 二 II) 

恥を勵 まし 風俗 を 美に せし が 若き は、 斯ち亦 可な り。 固に 當に范 升の 請 毀の 如くなる 

ベから ず。 又 張 揩が實 望の 如くなる ベから ず。 

5)  (六)  (七) 

胡 五峰 曰 はく、 周亞夫 • 雷光 は擧 ばず 道 を 知らず、 進む こと を 能くして 退く こと 能 は 

ず、 身 を 殺し 宗を 亡ぼす。 是れ 功名 富貴 之れ を， 誤 まるな り。 道 を 知る 者 は 屈伸 通變し 

て 天地と 相似たり。 功名 富 責何ぞ 以て 之れ を 病む に 足らん。 1 子房 は 進む こと 是に於 

てす。 

溫公曰 はく、 子房が 明辨を 以て 理に 達すれば、 以て 神仙の 虚偽た る を 知る に 足れり。 

然して 其の 赤松 子に 從 つて 遊ばん と 欲する は、 其の 智 知りぬべし。 夫れ 功名の 際 は 人 

臣の處 し 難き 所な り。 高帝稱 する 所の 者の 如き は 三 傑の み。 淮 陰誅夹 せられ、 蕭何獄 


^    K 15 
M 五 張 * 前參 前 
史 五良 照,' U 照 出 


超， 後 庚の^、 

陰山 南に 毈 

居す。 春秋に 

通じ^ 者從ひ 

て^る 處市. * 

成せり i い ふ。 

乂道術 を 好む 

(五) 胡ぶ、 

前 出 1;〇九な 

00C 歷史網 

にに^ パに出 

四 


SI 補卷 五に 出 

づ 

二  0) 港^ 

(一一) 歷史 

綱 卷 五に 

出づ 

ニニ) 禮. ？。 

の篇名 

二三) 字 は 

可大、 雲莊 X 

北. と跌 す。 

朱 亡ぶ ろ や^な， 


に繫 がる。 (是れ ) 盛 滿を艇 みて 止まらざる を 以てに 非ず や。 故に 子房 神仙に 託して 人 

間 等の 功名 を 遺棄し、 外物に 於け る 榮利を 置きて 顧みず。 所謂 明哲に して 身 を 保ん ず 

る 者 は、 子房 焉れ あり。  . 

楊 龜山曰 はく、 惟 だ 子 程 子 蓋し 嘗て 之れ を 言 ふ。 又以爲 らく、 子房の 進退 從容 として 

お 者の 風 ありと。 

曲^ 2、 大夫 七十 而致レ 事、 若不 ， 得， 謝 則必 賜， I 之 几 杖； 

陳^ 曰 はく、 致と は 其の 職 事 を 君に 還すな り。 謝する を 得ず と は、 君 其の 事 を 致す 

こと を 許さざる を 謂 ふなり。 辭謝 • 代謝の 如き も 亦 皆 却いて 退去す るの 義 なり。 几 

は馮る 所以、 杖 は 倚る 所以な り。 之れ を 賜うて CI ら安 適せし むるな り。 

漢の _疏 廣太 俾と爲 り、 兄の 子受少 傅と 爲る。 廣、 受に 謂って 曰 はく、 「吾れ 聞く、 足 

る こと を 知れば 辱 しめられず、 止まる を 知れば 殆 からず。 功 成れば 退けら るる は 天の 

道な りと。 豈 父子 相隨ひ て關を 出で、 故鄕 に歸老 する が 若き は 亦 善から ず や」 と。 卽 

(15 

日 骸骨 を 乞 ふ。 上 之れ を 許し， 皆 黄金 を 賜 ふ。 故人 邑子祖 道 を 設け、 帳 を 東都 門外に 


-仕 


鄉 a; に敎 K す。 ^者 稀して 敉師先 牛-と はす。 ^記 集 說の著 あ- 


な，  りて 旅  S  を 祈る こと 


力 行 ナ 


(IE:) 前 出 W 五 五 •  W 六 參照 (一 五) 道祖神 

四 六 九 


(一) 栄の王 

^の 撰、 一 百 

三十 卷、 北 朱 

の歷史 にして、 

本紀 十二、  ^ 

家 五、 列傳 一 

百 五、 附銶 八。 

宋史の 謬 を 正 

すに る 

(二)  W 理論 

の 著 あり、 門 

人諡 して 正裕 

先生と 稱す 

(一一 一) 字は師 

亮、 太宗 より 

眞宗に 仕へ、 

司 空 を 以て 致 

仕す。 議論 慷 

慨 大略 あり、 

文定 と諡 す。 

洛陽^ 紳„8 

(II) 官名、 

太子 • 親玉 の 

講投 を 掌る 

(五〕 字 は^ 

謨、 朱の 眞宗 

の 朝の 進 士^ 

1 、 文ば に 通 

じお 節 あり、 

,:r ら小 由^. o 

？、 康 慮と 

S す。 
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供 ふ。 道路の 觀る者 皆 曰 はく、 「賢なる 哉、 ニ大 夫」 と。 或は 爲に泣 下る。 

(二  (二)  あざな 

東都 事 略の 朱 昂の傳 に、 昂 字は擧 之、 翰林に 入りて 學 士と爲 る。 老を請 ひて ェ部 侍郞 

(三)  しも  そ 

を 以て 致仕す。 宰相 張齊贤 より 下、 皆 詩を賦 して 行 を 贈る。 從臣 出で て 東門の 外に 祖 

す。 弟 叶 仕へ て 主客 郞中、 雍王 府の翊 善と 爲る。 其の後 亦 老を吿 ぐ。 時の 人 以て 漢の 

fs) 

ニ疏に 比す。 陳 堯咨、 荊 南に 知たり。 其の 居る 所に 表して 致 政と S ふ。 嘗て 書 を 居る 

所に 致して 二 亭と爲 す。 曰 はく 知と、 曰 はく 幽棲。 C ら號 して 返 叟と曰 ふ。 

ころ 

问、 歐陽 嗲の傳 に、 修六 たび 致 比 を 請 ふ。. 蔡に 至る 比 ほひ 復た請 ひ 及ぶ。 觀文 殿の 舉 

(六) 

士 太子 少師を 以て 致仕す。 修、 昔し 潁に 守たり、 其の 風土 を樂 しむ、 因って 居 を 卜す。 

(七) 

修の滁 に 在る や 自ら 醉 翁と 號し、 亭を 作り 醉翁を 以て 之れ に名づ く。 晚年义 自ら 六 一 

居士と 號 して、 曰 はく、 吾が 集古錄 一 千卷、 藏書 一 萬卷、 琴 一 張 あり、 ^ 一  おあり、 

而 して 酒 一壺 を 置く。 吾れ 其の 間に 老ゅ。 是れ六 一と 爲 すと。 自ら 傳を爲 りて 石に 刻 

す。 

一一 一一 n 行錄 に、 胡文定 公安 國、 字は康 侯。 公 旣に喪 を 終へ 子弟に 謂って 曰 はく、 「吾れ 迹 

を 寒 鄕に奮 ひて 親の 爲 にして 仕 ふ。 今 萬 鍾の祿 ありと 雖も將 に 何れの 所に か 施さん と 


す」 と。 途に 疾と稱 して 冠 を 掛け、 田 二 頃 を 買 ひ、 榮 山の 旁に 書 室 を 築き、 圖籍を 其 

となりて <i? 名 

^ ケ. V" の 中に 分 置し、 雲 を 望み 杖に 倚り、 水に 臨み 魚を觀 て、 芸 耕種 を 課と し 取 給 則ち.^ 

劣 二 紫す 

(七) む。  - 

(八) 

(八) 後 * 卷 问、 趙康靖 公 §r 字は叔 平、 太子 少師を 以て 致仕す。 睢 陽に 居る こと 十五 年、 猶ほ書 

を 讀み文 を 著 はし、 國を憂 へ 君 を 愛する を 以て 事と 爲し、 古今の (諫諍 を 集めて) 諫 

S 1 本、 林 一 百 二十 卷 (と 爲 して) 之れ を 奏す。 上 甚だ 悅び詔 を 賜 ひて 曰 はく、 「上 大夫老 を 

丄ジ {リ えし 

請 ひて 去る 者 皆聲跡 朝廷に 至らざる を 以て 高し と爲 す。 卿が 奏する 所の 書 を 得て、 君 

を 愛する に 志 あるの 士は 山林に 退 居す と雖 も、 未だ 嘗て 一 日 も 君 を 忘れざる を 知る。 

當に 座右に 置きて 時 を 以て 省閲 すべし」 と。 

(10)  0 一)  まさ 

(一 2 宋の 咸平 • 元 畳の 監察 御 史韓見 素、 刑 部員 外郎と 爲 りて 致仕す。 見素榮 利に 薄し。 時 方に 

awi: 小の 年^ 

年 四十 八。 表して 休 致 を 求む。 眞宗 其の 年の 少 きを 以て 之れ を 惜しむ。 宰相 言 ふ 、「近 

0 グ き 

日朝 行の. 中躁 競して 進む こと を 好む 者 多く、  ^まること を 知り て 退く を 求む る 者は少 

まこと  こ 

し。 允に 請 ふ 所の 如くん ば、 亦 風俗 を激勸 する に 足れり」 と。 遂に 焉れ を授 く。 

東都 事 略に、 張齊 賢の 子 宗^ T 字 は 習 之、 祕書監 に 改められて 致仕す。 其の 子 言って 
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尹に ネ 尹に 大^ 漠汎 2  i 壓 q 尖 稱父 知别^  m  '占に 山へ つ 出 m とほれ 宗ネニ 
の 巧 は '出家 i の稱 G 川 5 峰 S す賀 《名 • 'に 在 陰 c 乙- づぼ 新る てに は w 
副な^ 名づ文 意 、  少 監 にあ^ 良お り 二        ニ^  。^信 季 

をり 山 は ' %  m も 丙 伊 sc  m 湖 因 り 湖 》 お す ' 縣 n 玄 十 書 こ 書 仟 e  n 

少 。 、E 模卷宋 と 域 川 山 とみ 、等 • 。浙 の栲宗 一列の 監せ 、知 
尹府詩 源少 W 八 沙の • の もて 賀の太 鎗江境 • に傳 ことら 玄章 
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二)  (一二  二  II) 

rn はく、 「昔 賀祕 書、 道士の 服 を 以て 東の かた 會稽 に： t る。 明皇、 老を鑑 湖に 賜 ひ 以て 

(五) 

休老の 地と 爲す。 今洛 下は鑑 湖な しと 雖も、 然も^ 少 • 伊^ は大 下の 佳景な り、 朝廷 

賜 ふ 所に 非ず と雖 も、 皆 閑 逸の 人の 有する 所な り。 而 して 大人^ ぞ野服 を 衣て 優游せ 

ざる。 佝ぞ 必ずしも 更に 請：！ を^と せんや」 と。 宗謀曰 はく、 吾れ 白 頭の 老監と 作つ 

〔六) 

て 書 を 枕に して 眠る、 何 ぞ 必ずしも 賀老が 流 沙の服 を 作る を 率ばん やと。 皆 以て 名言 

と爲 す。 

韓退 之が 楊 少尹を 送る の 序に、 昔、 疏廣 • 疏受の 二子、 年老 を 以て 位 を辭 して 去る。 

時に 公卿 供 帳 を 設け 都 門の 外に 祖 道す。 車數 西 兩、 道 傍に 觀る者 多く 歎息して 共に 其 

の 賢 を 言 ふ。 漢史旣 に 其の 事 を 傅へ、 後世畫 にェ なる 者 又 其の 跡 を^し， 今に 至る ま 

で 人の 耳目 を 照す、 赫々 として 前日の 事の 若し。 國子司 業 楊 君 巨 源" 方に 詩 を 能くす 

る を 以て 後進に 訓ふ。 一旦 年 七十に 滿 つる を 以て、 亦 水 相に 白し 去って 其の 鄕に歸 る。 

今、 楊と ニ疏と 其の 意豈 異ならん や。 予 病みて 出 づる能 はず。 知らず、 楊 侯の 去る 時、 

城門の 外 送 者 幾人、 車 幾兩、 馬 幾 匹、 道 旁の 觀者亦 歎 惜して 賢た る を 知る もの あり や 

否や" 云々。 吾れ 聞く、 楊 侯の 去る、 丞相 白して 其の 都の 少尹 たる を 以て、 其 の^を 


(八) 詩敉小 

W 鹿^ん 

歌 ひて、 官吏 

登用 試 驗に撃 

げられ て 都に 

行く 人 を 送る 

故に 力く い {? 

(九) へ 家 文 

は 誠 を 誠に 作 

る。 卽ち r 鄉 

人 敬 を 知ら ざ 

るな く、 子孫 

を誡 め」 と S 

む 方よ く 通す 

( 一 CJ) 范鑼、 

宋代、 華^の 

人、 字は景 仁、 

神 宗に仕 へ て 

忠诚^ 切、 翰 

林 蒂士 とな り、 

王^; 石 i  All は 

すして 致仕し、 

哲宗 立ちて 召 

せ ど も 出 ひ す。 

文集 . 東齋記 

事 あり。 司 馬 

光と 相 善し。 

歷史 綱^ 埔卷 

十九に 出づ 

ニー)  ^仲 

始め 仕 へ しい- 

なり  ( 1 五) 


絕た ざら しめ、 又 爲に詩 を 歌って 以て 之れ を勸 む。 京師の 詩に 長ず る 者 亦 之れ に 馬す、 

云々。 楊 侯 始めて 冠し 其の 鄕に擧 げられ、 鹿嗚を 歌って 來れ り。 今の 歸る、 其の 樹を 

指して n: はく、 「某の 樹は 吾が 先人の 種うる 所な り、 某の 水 某の 丘 は、 吾が 童子の 時 

釣 遊す る 所な り」 と。 鄕人 子孫 を 敬 誠す る を 知らざる なし、 楊 侯 其の 鄕を 去らざる を 

以て 法と 爲す。 

范お陽 曰 はく、 齊の桓 公 は 公 チ糾を 殺す、 召忽 之れ に 死せ しに、 管 仲 死せ ずして 又 根 

公に 相と して 以て 霸 とする は何ぞ や。 积公. 子 糾は皆 公子 を 以て 出奔す。 子糾 未だ 當 

に 世子 たるべからず、 梪公 先に 入りて 齊を 得、 諸れ を 子糾に 取れる に 非ず。 梪公旣 に 

入りて 子糾を 殺す、 惡は 則ち 惡 なり。 然れ ども 枳 公を納 るる 者は齊 なり。 春秋に、 公 

チテ ヲル ヲ  (一四) 

伐 レ齊納 レ糾と 書す。 子と 稱 せざる は當に 立つべからざる 者 なれば なり。 齊の小 白齊に 

(T- が)  まさ  (15  リテ 

入り、 小 白 を 以て 之れ を擊 つ、 齊當に 立つべき 者 なれば なり。 又 曰 はく、 齊人 取, 一子 

糾 ー殺レ 之。 子 糾と稱 する は 齊の惡 む 所以な り。 是を 以て 管 仲 終に 扭 公を馨 とする こと 

を 得ず して、 之れ を 以て 君と 爲すを 得たり。 旃 の 建 成 は 太子たり、 且つ 兄な り、 秦王 

ニニ) 公子 糾の傅 (二 o 莊公九 年の 經、 傳 共に 出づる も、 納， 一子 糾 一に 作る (In) 小 白 は齊の 公子 子糾の 弟に 

同前 莊公九 年の 經 i 傅に 出づ (一六) 太 宗の兄 (一七) 世 尺卽ち 後の 太宗、 當時奏 王たり しも 以て かくい ふ 
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0^ は 藩 王たり、 又 弟な り。 王. 魏命を 受けて 東宮の 臣と爲 ると き は、 建 成 は 其の 君な り。 

： 豈人 其の 君 を 殺す こと ありて、 北面して 之れ が 臣と爲 るべ けんや。 且つ 弟 を 以て (其 

の) 兄 を 殺し、 藩 王 を 以て 太子 を 殺して 其の 位 を 奪 ふ、 王 • 魏太宗 に 事へ ずして 可な 

り。 夫れ 君の 祿を 食み て 其の 難に 死せ ず、 朝に は 以て 鬌と爲 し、 暮には 以て 君と 爲す、 

(其の) 

共に 事 ふべ からざる に 於て 之れ に 事 ふ、 皆 罪 あり。 臣の 君に 事 ふる は婦の 夫に 從 ふが 

如し、 其の 義 以て 明かなら ざるべからず。 苟も 君臣の 義に 明かなら ずして 質 を 人に 娄 

ぬる は、 利に あらず と 曰 ふと 雖も臣 は 信ぜず。 

王 • 魏、 饕に事 ふるの 失 亦 聞くべき か。 日 はく、 家に 二の 主な く II に 二の 王な し。 若 

し 質 を 委ねて 君に 事 ふる を 以て 之れ を 言 ふとき は、 王 • 餽は質 を 委ねて 高^に：？ 5； ふる 

者な り、 太子に 事 ふるに 非ざる なり。 若し 人の 綠を 食む を 以て 之れ を 言 ふとき は、 

王 • 魏 は 高祖の 祿を 食む 者な り、 太子の 祿を 食む 者に 非ざる なり。 王. 餽、 質 を 委ね 

て 高祖の 祿を 食み、 高祖 之れ をして 太子 を 佐け しむ。 故に 夫の 王. 魏 たる 者 は、 建 成 

未だ 敗れざる の 前に 於て、 其の 輔 くべ からざる を 知る とき は、 當に身 を 引きて 去る ベ 

し。 建 成旣に 敗る るの 後に 於て、 其の 不義に して 死す る を 知る とき は、 當に C ら 其の 


正し 救 ふ 能 はざる の 失 を 請 ふべ し。 或は 高祖 之れ を赦 して 新 君に 事へ しめば、 亦 惟 だ 

上の 命ずる 所の ままに して 可な り。 然れば 則ち 王 • 魏は惟 だ 太 宗を謦 とする 能 はざる 

のみならず、 亦 當に太 宗を鸞 とすべからず。 其の 失 は 命 を 高祖に 請 ふこと 能 はざる に 

(一一 一 - 

應： 在る のみ。 斯の 事、 臣 子の 大 節に 繫る、 辨ぜ ざる を 得ず。 glililKlf ！。 

f ァ .tr 頃 籩：， 

芸-m  - li! に 六 こ  (三) 

邵ニ泉 曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 王 珪 • 魏徵建 成の 難に 死せ ずして 太 宗に從 ふ、 君子 以て 

居りて 政 冶に 

功 あ-く  S 義に害 ありと 爲す、 然り や。 曰 はく、 然ら ず。 王 *餽 が 建 成に 於け る は 君臣に 非ず、 

ゆ. 郞 ヤノ で歷て 

女 t.u。  n<§  r  •  (SE) ウテ ハク スル r  (五) ヲ ク スルハ ノト  〈ク ザル 一一 

何 ぞ 難に 死す る こと 之れ あらん。 子游問 曰、 喪 一 一 慈母 一如 & 禮歟。 孔子 曰、 非， 禮 

す。 左. 降 禊史.  ハ -1 リ --リ  ズ ム ルへヲ ノ カレ ラン 

a 也、 古 者 男子 外 有, 傅、 內有 一一 慈母； 君命 所&, 敎, 子 也、 何 服 之 有と。 王 *魏 高祖の 

述« し。 この 

| せ^ g 命 を 承け て 建 成の 輔 たり、 建 成 も 固に 得て 臣 とせず。 王 -魏 何ぞ從 つて 之れ が 爲に死 

つ  •  まさ 

§ 1@ せんや。 曰 はく、 其の 太 宗に事 ふる は 可な り や。 曰 はく、 不可な り。 王 *魏 義當に 死 

子 問 篇に 出づ 

すべき 者な り。 何ぞ や。 建 成の 難 を 以て 當に 死すべき にあらず と雖 も、 高祖の 命を以 

き 者、 同じく  (六) -I ハク. ハシ |ー  ハシ -I ハス 二 

妾の 子の 母な て すれば 則ち 死せ ずん ば あるべからず。 曲禮 曰、 國君死 二 社稷； 大夫 死， 衆、 士死， 制と。 

きもの を 養 ふ 

^0 命 を 受けて 太子 を輔 くる は、 其の 制た る や 尤も 重し。 安危 榮辱 死生 之れ を 以てす。 今 

篇名、 その 下 ここ  かいぜん 

S に出づ  焉に人 あらんに、 其の 輔 くる 所 を 殺レて 之れ が 位 を 奪 ひて、 恝 然として 之れ を 省る こ 

力 行 六  四 七 五 


十歷六 2 
九 史ニこ 
に 綱 

出^  * 前 

づ 補 お ,HJ, 
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となき とき は、 何 を 以て か 君命 を復 せん。 且つ 太 宗弟を 以て 兄 を 殺し、 藩 王 を 以て 太 

子 を 殺す、 是れ君 を 無し 親 を 無す るの 心 あり、 ^^に 比する に特だ 一 間の み。 舂 秋の 

法に 在て、 所謂 人々 (得て) 之れ を誅 する 者な り、 況ゃ 其の 輔を爲 す 者 を や。 王. 魏 

此に 於て 力 を盡し 討死 を 致して、 而 して 後に 已 むこと 可な り。 故に 王 • 餽當に 建 成の 

難に 死すべからず と雖 も、 而も 高祖の 命に 死せ ずん ば あるべからず、 之れ を 如何 ぞ其 

れ太宗 に 事 へん や。 曰 はく、 建 成に 死す る こと は 則ち 死ならず、 高祖に 死す る こと は 

則ち 死す るな りと。 死に 異なる こと あり や。 臼 はく、 死 異なる に 非ず、 死に 處 する こ 

と 異なりと 爲す。 均しく 一死な り、 此れ は是 にして 彼れ は 非な り、 義 則ち 然るの み。 

故に 王. 魏の 死す る 能 はざる は、 固に 天理 人心の 與 せざる 所な り。 然れ ども 建 成を以 

くみ (咎) 

てして 其の 君臣の 義を责 むる とき は、 彼れ は猶ほ 以て 其の責 を- 辭 する こと を 得。 高祖 

y』 よほ^ の 命 を 以て 之れ を資 むる とき は、 九 原に 作つべき も、 吾れ 其の 百 啄辭を 爲す能 はざる 

辩解 S 餘地な を 知る。 曰 はく、 然 らば 則ち 尹起莘 が 論 亦 不可 なきや。 曰 はく、 尹 氏が 論に 由れ だ、 

しの 意  --— 

ヒー 此れ 亂臣 賊子 迹を 世に 接ぐ 所以な り、 烏ぞ 可な らん や。 

袁丫凡 曰 はく、 王. 魏建 成の 難に 死せ ずして 太 宗に從 ふこと、 尹 氏 曰 はく、 「高祖 上 


(11 一) 未詳 

§ 前 出 三 

〇 頁 袞照。 歷 

史 綱 S 補卷五 

に出づ 

(五) 父祖の 

仕へ し韓、 秦 

に 亡ぼされし 

も 憤るな り、 


に出づ 

(六) 博 浪沙， 

今の 河南 省 河 

北 道 陽 武縣南 

に 在り。 張 良 


报ひ^ ち、 誤 

h- て その 副 車 

にあて しと こ 

ろな り 

(七) ^の 高 

(八) 張 良の 

* 主、 韓王 成 


に 在り、 命 一人に 出づ。 太子 は 藩 王な り、 但し 人臣な り。 王 *魏 初めて 高祖の 命を受 

けて 東宮の 臣 僚と 爲る。 事 敗る るの 後 は 當に稾 を 席き て 罪 を 待つべし、 惟 だ 高祖の 命 

のま まの み。 若し 君命 を 論ぜず して 各， '事 ふる 所に 死 せんと 欲せば、 或は 未だ 亂れざ 

まさ 

るの 前、 高祖、 王. 餽を秦 府に遷 すと き は、 戰鬭の 際 二人 將に 何れに か從 はんとす る 

S  ことわり  (載) 

や。 荷 亭の辨 論 理 あり 千古の 惑 を 破る に 足る と爲 すに 似たり」 と。 愚 謂へ らく、 太 

子 は 藩 王、 固に 倶に 人臣な り。 尤も 太子 は 國の副 君と 曰 はず や。 故に 太子が 諸 王を圖 

りて 正しから ざる こと あるとき は當 に^むべ し。 諸 王が 太子 を 去らん と圖 ると き は、 

惟 だ 死 あるの み。 記に 曰 はく、 r 士は 制に 死す」 と。 何ぞ 君の 命 を俟っ ことか 之れ あら 

ん。  … 

楊 龜山曰 はく、 子房の 志 は韓の 爲に藝 を 報 ゆるの み、 其の 高祖に 事 ふる は 本心に 非ず。 

MO  (七) 

蓋し 博 浪の謀 其の 心 を 遂げ ざり しょり、 固に 未だ 嘗て 一 日 も秦を 忘れず。 沛公を 得る 

に 及びて、 其の 以て 吾が 事を濟 すに 足る を 知る。 是に 於て 身 を 委ねて 之れ に從 ひ、 以 

て 秦を滅 すの 計を敎 へ、 事の 濟 るに 及んで、 則ち 漢を 去って 韓に歸 す。 其の 心 固に 將 

(八) 

に 韓の成 を輔け 以て 中原に 馳騁 して、 漢 王の 東す る を 欲せ ざら しめんと す。 成、 項 羽 
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り 三歷 十ぎ さ：: 
(二  i レ 目 己 リ ^ 

も 綱 出 列 
引鑑づ 傳燕惠 

mm  * 第 王 文 

せ卷 又 二  、王 


t 
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の爲に 殺され たれば、 則ち 已むを 得ず 復た 西して、 以て 再び 吾が 饕を復 する の 志 を 致 

し、 漢の事 をして 成る を 得しむ。 而 して 吾が 貴 已に 塞ぐ、 然る 後 自ら 神仙の 說に 託し 

て、 以て 其の 漢に事 ふる を 欲せざる の 本心 を遂 ぐ。 此れ 子房の 智謀 節義 遠く 人に 過ぎ 

て、 漢 より 今に 至る まで 千有餘 年、 未だ 能く 之れ を 窺 ふ 者 あらざる 所以な り。 

二)  (己 

趙 (王)、 樂毅と 與に燕 を 伐たん こと を 謀る。 毅 泣いて 曰 はく、 「臣疇 昔の 昭 王に 事 ふ 

る こと、 獍ほ 今日の 大王に 事 ふるが ごとし。 若し 復た罪 を 得て 他國に 在らん も、 身 を 

終る まで 敢 へて 超の 奴 隸をも 謀ら じ、 況ゃ 子孫 を や」 と。 趙王 乃ち 止めて 毅を 觀津に 

封 じ、 望 諸君と 號す。 燕の 惠王、 趙の 之れ を 用 ひて 以て 其の 敝に乘 ぜんこと を 恐れて- 

人 をして 毅を讓 めしめ、 且つ 之れ を 謝せし めて 曰 はく、 r 將軍燕 を ffi てて 趙 に^す、 自 

ら爲に 計る は 則ち 可な り、 而 して 何 を 以て か 先王の 將軍を 遇する 所以 の 意 に 報ぜん 

や」 と。 毅、 報 書して 臼 はく 、「身 を 免れ 功 を 立て、 以て 先王の 迹を 明かに する は臣が 

上計な り、 毀 辱の (誹) 謗に 罹りて 先王の 名 を墮る は、 臣が 大いに 恐る る 所な り。 不 

測の 罪に 臨み 幸 を 以て 利と 爲す は、 義の敢 へて 出さざる 所な り。 古の 君子 は 交， 絶えて 

悪聲を 出さず、 ^お 短 忠臣 は國を 去りて 其の 名 を 潔くせ ず。 お 


$ 歷史綱 

s! 補卷 11!_に 出 

で、 は 王 鳳 

洲の^ 語な り 

字 は 嘴 

卿、 初め^ 煸 

に^し、 後 gn 

操に ^して 郞 

中 合と 65 りて 

卒す、 溫* に 

.L て 能く 斷じ、 

靜 淸の士 なり 

(五) 字は泰 

先、 魏 の臣、 

勇に して 無謀、 

去就に fe,- し 

と 評せ ら る 

(六) 戰國の 

七國、 0.0. 

趙 • 齊 • 魏， 

(七) 魏. 奥. 

蜀 

(八) 車の 前 

の橫 木に より 

4  -る こと、 

王侯への 敬禮 


惡も首 ふに 忍び ざ 

b しか 若. - 


若き な. 


臣、 不佞 なりと 雖も、 數 * 敎を 君子に 奉ぜり」 と。 燕 乃ち 復た毅 が 子 間 


| 曰 を 以て 昌國 君と 爲す。 而 して 毅 往来して 復た 燕に 通じ、 竟に趙 に 卒す。 


袁渙、 呂 布に 拘 へられ 

渙は三 國に處 りて、 軾 

一し 夕に 寇饕 たる 者 あり ( 


袁了凡 曰 はく、 樂毅 趙に奔 り、 燕 を 伐つ の 謀に 與 るに 忍びず。 

て、 劉備を 篤る の 書 を 作る を^ん ぜず。 夫れ 毅は七 國に處 り、 

に 憑り て游談 す。 其の 間 國を視 る こと ^邸の 若く、 朝に 君臣、 

一 一子の 若き は 舊君を 忘れざる 者と 謂 ふべ きのみ。  、 

胡 致 堂 曰 はく、 樂 毅は智 あり！ 男 あり、 義を 守る の 人な り。 兩小 邑を圍 みて 三年 下ら ざ 

ひと 

りし は、 特り毅 が 計 を 失 ふの みに 非ず、 亦昭 王の 之れ に處 する こと 未だ 其の 道 を盡さ 

ざり しなり。 • 卽 墨 當に 緩う して 之れ を攻 むべ しと 謂 はんか。 則ち 臨 淄を攻 むる こ 

すみやか 

と佝ぞ 其れ 亟 なるや。 邑を圍 むに は當に 其の 心 を 服して 後に 取るべし と 謂 はんか。 

則ち 六月の 間にして 七十 餘城を 下す、 豈 皆先づ 其の 心 を 服 せんや。 田單懼 るべ しと 謂 

はんか。 則ち 毅が才 と 勢と、 豈 單が敢 へて 倫し きこと を擬 せんや。 齊の地 大勢 已に定 

まり、 莒 • 卽 墨 後の 患を爲 すに 足らずと 謂 はんか。 是れ 少泰の 事に 監 みず、 遠き を 計 


(九) S 史焖 

斑 補卷 三に 出 

づ 

二 〇) 莒 • 

卽 墨、 共に 齊の邑 、燕、 齊ち 攻めて 七十 餘 城も^ せし もこの ニ邑を 攻^す る 能 はす (一一) 敵 國齊の 軍将、 卽墨を 死守す (ニー) 夏の 中興の 王、 

父の 代に 羿* 寒 浞のニ 氏に よって 5 ば はれし 故 國を、 出奔 地に 於け る 使 かな 勢力 も 木 i„- て 葰：臣 靡と 協力して 遂に 恹復せ h- 
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る 者に 非ざる なり。 然 らば 則ち 何と 謂 はんや。 樂毅亞 卿に 位して 謀 主たり、 是に 至つ 

なんく 

て 三十 年に 垂 とす。 萬 乘の國 を 破り、 昭 王の- 1 に 報い、 堂々 たる 全齊 悉く 郡 縣と爲 す。 

兩邑 未だ 下らざる は、 僅に 著 面の 黑 子の 如きの み。 是の 時に 當り昭 王 宜しく 卽ち 使者 

を 遣 はして 燕 を 裂いて 之れ に 封ず ベ きに、 然ら ずして 位 上 卿 を 以て 國を 擧げて 之れ に 

まか 

聽す、 乃ち 累歲に 至り 爵賞行 はれず。 顧って 蕺. 爾 たる 破 亡の 餘卒の 守り を 以て 久しく 

將 軍を糜 ぐ。 豈昭 王が 毅を處 する こと 未だ 其の 道を盡 さざる に 非ず や。 毅旣に 功 を 成 

す、 當に 他將を 擧げて 軍事に 任じ、 身 燕國に 居り、 口に 勞を言 はざる ベ し、 王の 眷禮未 

だ衰 へざる とき は、 必ず 腹心に 委ね 謀議に 頼み 長く 宗臣 と爲 る。 如し 其れ 然ら ざれば、 

K 遜 言と 孫 言して 病と 稱し、 身 を 潔くして 之れ を 去る も 不可なる 者な し。 乃ち 老師 寇を養 ひ、 

易き に處り 難き に 苦しみ、 以て 久しく 兵威に 仗る の讒を 致す。 昭王 乃ち 始めて 言 者 を 

や  おそ 

靳戮し 其の 功 を聲吿 し、 輅車乘 馬 を 遣りて、 南面 王の 印 を 致す も亦晚 し。 悼 恐して 受 

けず、 死 を 以て 自ら 誓 ひ、 齊人 其の 義に 服し、 諸侯 其の 信 を畏 ると 雖も、 終に 遷延の 

(二) 歷， 議を 解く こと 能 はず、 後の 君子 をして M ほ 遣 恨 あらしむ。 惜しい 哉。 ？髩 |、も績。 

II 埔 一一 十七  rll) 

に出づ . 歐陽公 曰 はく、 禮義廉 恥 は 國の四 維な り、 四 維 張ら ざれば 國 乃ち 滅亡す。 禮義は 人 を 


(三) 字 は lw 

五代の 後 

晉 • 後 « • 後 

^  , 後 の n 

朝に 事へ、 君 

は 十 人に 及ぶ。 


治む るの 大法、 ^恥 は 人 を 立つ るの 大節 なり。 況ゃ 大臣と 爲 りて 嫩 恥な きとき は、 大 

(一一 一)11 姓 十 君に 事 ふ 

下 其れ 亂れ ざる こと あらん や。 國家 其れ 亡びざる 者 あらん や。 馮道は 其れ^ 恥な しと 


謂 ふべき 者な り、 則ち 當 時の IK 下國家 知るべし。 予、 五代に 於て 節 を 全うする の士三 * 

事 ふるところに 死す るの 臣十有 五 を 得、 皆 武夫 戰卒 なり。 豈 儒者に 於て 果して 其の 人 

なからん や。 高 節の 士、 時の 亂を惡 みて 肯て 出で ざるに 非ざる を 得ん や。 嘗て 聞く、 

(巧)  < 五)  いへ かひ) しう 

是の 時に 王 凝と いふ 者 あり、 靑. 齊の 間に 家し、 虢 州の 司 戶參 軍と 爲り 以て (赏 に) 

(七) 

卒す。 妻 李 氏 其の 遺骸 を 負 ひて 東に 歸り、 開封 を 過ぎて 旅舍に 止まる、 主人 納れ ず、 

其の I：： を牽 きて 之れ を 出す。 李 氏 天 を 仰いで 慟 して 曰 はく、 「我れ 婦人と 爲 りて 節 を 守 


と 二十 年。 ^ 

して 長 樂老と 

雜し、 官爵の 

锌を陳 ベ て 人 

に し TW る 

(5 上述， 

新 五代 史の雜 

傳の 序論の 中 

に こ の こ t 見 

え、 こ こ A 同 

番抄 お の つづ 

きなり。 誶傳 

見當ら す 

(五) 靑は遼 

河 W 東の 地、 

皆の 州 名、 齊 

も 州 名、 今の 

山 東 宵歷城 縣 

(六) 今 河^ 

おに す 

人 七) 今 河南 

g に 在り 

(八) 《 五代 

史梁 書 列傳 

十 一 、 新 五代お 死節傳 第二 十、 歷史綱 llffi^T 


る 能 はず、 而も 此の 手 人の 執る 所と ならん や」 と。 卽ち斧 を 引き 自ら 其の 臂を斷 つ。 

まう  (^0 

見る 者 之れ が爲に ^泣す。 開封の 尹 之れ を 聞き、 其の 事 を 朝に 白す。 厚く 李 氏 を恤み 

て 其の 主人 を笞 す。 鳴 呼、 士の (其の 身 を) .E 愛せず して 恥を忍びて 以て 生 を偷む 者、 

李 氏が 風 を 聞き、 { 且 しく 少しく 愧づ る こと を 知る ベ き 哉。 

五代 の^の 莊宗祁 州 を 救 ひ、 梁の 師敗績 す。 王彥章 大に戰 つて 之れ に擒 へ、 しる。 唐 主 

七に 出づ 
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b 邁急 '姐へ 唐 素 ^ に IS さ史 2 評^  二 
銶直に 、•  、^出 補； 3 を ご に ft こ 
等 情事 父 後 五 づ卷 指 出卷 
の 。ふ 宋周代 字 二 歷す新 づニ歷 
著 五 。のにの は 十お 五 十お 
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之れ を 降さん と 欲 十。 彥 章が 曰 はく、 余 は 本と 匹夫な り、 梁の 恩 を 蒙りて 位上將 に^ 

る。 皇帝と 交戰 する こと 十五 年、 今 兵 敗れ 力 窮まる。 死 は^ら 其の 分な り。 縱ひ^ せ 

憐 みて 我れ を 生かす とも、 我れ 何の 面目 ありて か 天下の 人に 兌えん や。 豈 朝に 梁の 將 

と 爲り暮 に 唐の 臣と爲 る こと あらん。 此れ 我が 爲 さざる 所な り」 と。 命じて 之れ を靳 

らしむ。 

f 一 )  末 帝 

丁 南 湖 曰 はく、 彥章 軍卒より 起り て 梁祖に 事へ、 以て， i 戰 して 大業 を輔 成す、 均 王 

に 事へ て 多く 趙張 等が 讒間を 被る。 此を 以て 中 都の 敗 を 致す。 废 の莊宗 其の 駿^ を 

愛し、 之れ を全活 せしめん と 欲す.。 汔章 謝して 曰 はく、 「臣 梁の 恩を受 く、 死す るに 

唐の 莊宗 は初晉 上 なり 

非 ざれば 報 ゆるに あらず。 豈 朝に 梁に 事へ て暮 に^に 事 ふること あらん。 生きて 何 

, ん： の 面目 ありて 天下の 人に 見えん や」 と。 (斯 の： 百 や、) 斯の志 や、 死生 を 以て 其 

物、 後漢 . 後  おも 

^0  の 心 を 易へ ず、 利害 を 以て 其の 節を渝 へず。 孰れ か 意 はん、 五代に して 斯の人 あら 

爲る。 性寬 厚、  (二 )  じめ 

後進 を 引く。 んと。 歐陽 公傳を 作りて 特に 以て 死 節の 首と 爲す、 其れ^.^ なる かな。 

ぱきさ 著 あ 宋の 太祖、 公署に 在り、 將士、 范質. 王 溥等を 擁して 至る。 太祖 涕を 流して 曰 はく、 

( J ヽ) 1 司 つ  二、) 

：大 子 ， 吾れ 世宗の 厚恩 を受 くる も、 六 軍の 爲に 迫られ、 ゾナ 一旦 此に 至る。 慙づ らく は 


(七) 

二百 五十、 列 

^第 九に 出づ 


(八) 張 九 成 

^は 子韶 か、 

* 代の 人、 楊 

時に 舉び、 ^ 

部 待郎に S る。 

後泰樘 と 和せ 

レ，、 ^せられ 

て 舉 に W たり、 

橫^ 居士 乂無 

垢 iiS  士と稱 す。 

^詰に 長 じ、 

子傳 . 橫浦 

集 等 あり。 歷 

i^sl 補卷ニ 

十八に 出づ 

(九) 明 代 永 

新の 人、 字 は 

^靜、 憲宗の 

時 禮 立， 5 左. f> 

郎と爲 る。 性 

^恭 質實。 易 

^圆解 . S 


【典 同前 


天地に 負く こと を、 將に 之れ を 若 何せん」 と。 質 等 未だ 對 ふるに 及ばず。 列 校 羅彥瓌 

劍を 挺き 聲を厲 まして 曰 はく、 「我が輩 主な し、 今日 必ず 天子 を 得ん」 と。 質 等 相 顧み 

て 爲す所 を 知らず。 溥、 階 を 降って 先づ拜 す。 質 已むを 得ず して 亦拜 す。 

張 九韶曰 はく、 春秋の 義 明かなら ずして 人心 利に 陷り、 仁義の 途 久しく 塞がりて 世 

道詐に 入る。 此れ 王溥 • 范 質が 二 朝の 富 責を舍 てず して 復た 質を藝 祖に娄 ぬる 所以 

(室) 

の 者な り。 亦獨り 何の 心ぞ や。 司 馬 光 曰 はく、 「不正の 女 は 中士も 以て 家と 爲す を羞 

ぢ、 不忠の 臣は中 君 も 以て 臣と爲 す を 羞づ、 而 して 宋の 君臣 此の 如し、 予 故に 以て 

辨ぜ ざるべ からず と。 

劉 定之曰 はく、 臣は當 に忠に 死すべく、 子 は當に 孝に 死す ベ し。 人紀肇 脩より 以來 

まのあたり 

一 日と して 廢 すべから ざる 者な り。 范 i 周の 宰相と 爲り、 親 顧 命を受 く。 誠に 國 

と 休戚 を 同じく する 者な り。 今、 周の 祚旣に 移り、 宋の鼎 巳に 定まる。 質、 大命 歸 

すると ころ あり 力 救 ふこと 能 はざる を 知る と雖 も、 亦當に 兵を勒 して 以て 之れ を 担 

ぐべ し。 戰 ひて 勝た ざれば 復た 大義 を 以て 之れ を 正し、 再に 至り 三た びに 至り、 然 

して 後に 劍を引 きて 自 刎す、 此れ 其の上な り。 幼 主 を扶け 太^ を 保ん じ、 其の 間に 
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(一) 

Ha 補卷 三十 八 

に出づ 

(二) 字 は 宋 

瑞. 又 霧、 

朵 末の 義士、 

正氣 欲^ 以て 

名高し 

(II 一) 字 は 良 

臣、 初め 宋に 

仕へ、 後 元に 

事 ふ。 累遷し 

て 江 W 行 省 袞 

お 政事と なり、 

我が 國に使 L 

て 害に 遇 ふ。 

追諡 して 忠愍 

とい， 1 

(ra) 道士の 

冠 

(五) * 末の 

(六) 傳未詳 
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周旋して 志 復興 を 闘ら ば、 宋 必ず 惡んで 之れ を 殺さん、 此れ 其の 次な り。 門 を閉ぢ 

て 自ら 義を 守り、 架 を 食せ ずして 死 を 以て 自ら 誓 ふ、 又 其の 次な り。 火れ 何ぞ 節に 

死す るの 心 堅から ずして、 身 を 保つ の 謀^に 切なる や。 其の 馮 道が 五 朝に 歴扣 し、 

面 を 易へ 辭を變 じて 國を寶 り 以て 苟全 を！： る 者と 何ぞ 異な，： んゃ。 噫、 有宋 初年の 

人心 を壞る 者、 范 質に 非ず して 誰ぞ。 

元の 世祖、 故の 宋の 右^ 相少 保信國 公文 天祥を 殺す。 是れ より 先き、 天祚、 燕に 留ま 

る こと 三年、 一 小 樓に坐 臥して 足 地 を 履まず。 時に 帝、 南 人の 才 ある 者 を 求む る こと 

(一 一一) 

甚だ 急な り。 王 積 翁 之れ を薦 む。 帝 卽ち積 翁 を 遺 はして 旨 を 論 さしめ 之れ を 用 ひんと 

欲す。 天祥曰 はく、 「國 亡ぶ、 吾が 分 一死の み、 惝し寬 假に緣 り 黄 冠 を 以て 故 鄉に歸 る 

を 得ば、 他日 方 外 を 以て 顧問に 備 はる は 可な り。 若し^に 之れ を官 にせば、 ^に 亡國 

の 大夫與 に 存を阖 る 可から ざるの みに 非ず、 其の 平生 を擧げ て盡く 之れ を棄っ るな り、 

は  (五)  なる 

將た^ んぞ 我れ を 用 ひんと する」 と。 積 翁宋官 謝 元 等 十 人 をして、 請ひ釋 して 道士 

と爲 さしむ。 留夢炎 可かず して 曰 はく、 r 大祥 出で て 復た江 南に 號 召せば、 吾が ト人何 

れの 地に 置かん」 と。 事 遂に 寢む。 帝、 其の 屈せ しむべからざる を 知り、 議 して 將に 


之れ を釋 さんと す。 未だ 幾くな. ら ずして 中 山 狂人 自ら 宋 主と 稱 して、 數千人 を 有って 

文 ^相 を 取らん と 欲す。 帝 乃ち- 大祥を 召し入れて 之れ を 論して 曰 はく、 「汝何 を か 願 

ふ」 と。 天祥曰 はく、 「天 祥宋の 恩 を 受けて 宰相と 爲る、 安ん ぞニ 姓に 事 へん。 願 はく 

は 之れ に 一 死 を 賜 はば 足りなん」 と。 帝祸ほ 忍びず、 遽に 之れ を麼 きて 退かしむ。 左 

右 力め 赞く。 帝 其の 請に 從ひ、 乃ち 有司に 詔して 燕 京の 柴 市に 殺す。 俄に 詔 ありて 之 

れ を^め しめしが、 至りし とき は 則ち 大祥 死せ り。 ：大祥 刑に 臨み、 殊に 從容 として 吏 

卒に 謂って 曰 はく 、「吾が 桌畢ん ぬ」 と。 南に 向って 拜 して 死す。 年 四十 七。 其の 衣帶 

の 中に 赞 あり、 曰 はく、 「孔は 仁 を 成す と 曰 ひ、 孟は義 を 取る と 曰 ふ。 惟 だ 其れ 義盡く 

る は 仁 至る 所以な り。 聖賢の 書を讀 みて^ぶ 所 は 何事 ぞ。 而今 而後 庶幾 はく は愧 なか 

らん」 と。 數日 にして 其の 妻 歐陽氏 其の：^ を收 む。 面 生ける が 如し。 南北の 人 聞く 者 

(七)  レバ サ  ヲ 

に 七、) ml 皆 爲に涕 を 流す。 翰林^ 士王^ 詩 を 以て 之れ を哭 して 曰 はく、 大 元不， 殺 二 文 水 相； 君 

資^:^ 方， W  .  ナガ ラ ンャ レヲ ハ タリ  ノ ズルノ ヲ 二  t,?>-3-.f、  i  f  ハシ  カノ ヲ ノ  ，，，ミ き、 "-,ズ1 ，- 

ぼん 義臣 忠兩 ，之、 義似ニ 漢王封 kH;  忠如 一^ 將靳. 顔 時 一 ski 精 

て お，」、 ^0 

1^^:。 文 祌 F に 日華 夷 見、 氣節 凌， 霜 大地 知、 却 恐史臣 編不， 到、 老夫 和， 淚寫ニ 新 詩？ 張 毅甫と 

故郷 ， いふ 者 あり、 天祥が 骸骨 を 負うて； t り、 吉 州に 葬る。 會， '林 某 も亦惠 州より 大祥が a: 
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は;^  Ml ，朱 通の 字 さ 
緒, j| 典の 子 お藥は こ 

通 W  外^  i ま 

$S の mi あ H  U な 恭 周 
な 原' り 折 論 り 、 ifS. 

り 文^  ° 衷斷 °m  ' 


修敎耍 錄卷之 十  w 八丄ハ 

夫人の 柩を界 き、 同日に して 至る。 人 以て 忠孝の 感ずる 所と 爲す。 ： 大祥の 子俱に 亡ぶ- 

遺命して 弟 璧が子 叔子を 以て 後と 爲す。 天祥 人と 爲り謦 下にして 兩 目焖然 たり。 善く 

Kit  -  CI4  r-lyo 天 硃は廬 陵の 人 、居る 听 文筆 峯に對 し、.！ n ら文 山と^ す。 平 y 乂 な 作ん が^た^て^! 两セ， 匕く 

談論して 博亭 なり 草 を屬 せお、 筆 を f せば 滔 *と して 竭 きす- 流 & の中感 默悲 《t して 一 におに おす。 Lflii 宵く 

多くして 亂れ ず、 忠孝の 大節 あり、 志 は 廣く才 は 疎、 卒に 以て^ 死す。 世 其の 忠を哀 

( 一 )  そむ 

しむ。 氏 中日 はく、  ^呼、 宋の 亡ぶ る は、 士大 夫の 國に负 けばな り。 文 水 相 家 を 毀 

ちて 難を妤 き、 九死と 雖も 海い ずして 死す。 彼の 國に负 く 者獨り 死せ ざらん や。 而し 

,  (二  ) 

て 公の 死 名 は 日月と 光 を^ ひ 大地と 窮 なし。 許 有ョ曰 はく、 宋、 士を養 ふこと 一二 百年- 

士を 得る の 盛なる こと 漢唐 に^りて 之れ に 過ぐ。 大命 已に 去る に 及びて、 文 犬 祥萬變 

して^らず、 一 日 一義に 就く、 光明 俊偉、 俯して 一 世を視 る。 彼の 膚敏裸 將の士 は 何物 

たる か を 知らず。 宋の 亡ぶ る や 節 を 守りて 屈せざる 者 之れ あれ ども、 未だ 爲す ある こ 

と IK 祥の 若き 者 あらず。 事 固より 成敗 を 以て 論ずべ からず。 軒 臼 はく、 殺と は、 

當に 殺すべからざる なり。 其の 官を 去らざる は、 其の 守る 所 を 失 はざる を予 すなり。 

始末 を 合せて 之れ を觀 る。 是の 故に 起レ 兵勤レ 王と 書す る は、 其の 國に徇 ふを嘉 する 所 

以 なり。 救 一一 常 州 一と 書す る は、 其の 君に 急ぐ を嘉 する 所以な り。 伯 顔 執 二 天 祥 一と 書せ 


二)  中 か。 

宋 代の 人、 字 

は 時 可、 國子 

監丞 となる。 

K に 過ぎ、 諂 

^の 習^ 革め 

んと L て 忌ま 

る 。演^ 卜 21. 

冶お，^^ の 


(二) 元 代の 

人、 字 は， S 用、 

宫 中 書 左丞に 

至り、 七 朝に 

歷事 する 五十 

年、 眞に： 兀老 

たり。 文忠と 

認す 。至！^ 集 • 

^ゆ 小お の 法 

あり、 屮 I 典 同 

前 


伸 レレ リ 

卷 し 

H 餍て元 
十史 名の 
八 網將王 


(六) 字 は苕 

直， „» 山と 號 

す。 人となり 

00. 直, も 

好み、 忠義 を 

n  一. ら 任す。 

宋 亡び、 00 

炎 すすむれ ど 

も 出です、 遂 

に 食 も 箱ち て 

死す、 六十 II。 

門人 私に 文節 

と諡 す。 文章 

の^ あ り 

(七) 埕鉅 夫、 

文 海 は その 名， 

武宗 S も 避 

け て， 卞を以 

て 行 はる。 元 

の 世 祖の爲 に 

士.^ 求め 策 を 

獻 じて： 3 任 厚 

し。 翰林 擧士 

も 以て 致仕し、 

文憲 と諡 す。 


る は、 其の 屈せざる を嘉 する 所以な り。 亡 入 ニ眞州 1 と 書せ る は、 其の 難 を 避く るを嘉 

する 所以な り。 天祥 至い 自ニ溫 州 一と 書せ る は、 其の 宋に心 ある を嘉 する 所以な り。 次 二 

汀 州 一と 書せ る は、 其の 難を援 けし を嘉 する 所以な り。 誅ニ 吳竣 1 と 書け る は、 其の 罪 

を 討ず るを嘉 する 所以な り。 復 一一 梅 州 1 敗 二 元軍 1 と 書せ る は、 其の 仇 を 敵と する を嘉す 

る 所以な り。 收， 兵 復出ニ 麗江浦 一と 書せ る は、 其の 橈まざる を嘉 する 所以な り。 襲 一一 

執 於 五 坡ーを 書せ る は、 其の 忠事 を嘉 する 所以な り。 至レ 燕不レ 屈と 書せ る は、 其の 義 

を 守る を嘉 する 所以な り。 然 らば 則ち 天祥は 始終 宋の爲 にして、 未だ 嘗て 少しも 渝ら 

ず、 而も 慷慨 身 を 殺す は、 尤も 人の 難しと する 所、 誠に 古人 仁 を 成し 義を 取る の 心に 

鬼づ る ことなから しむ。 

2}  r 六 一 

元の 世祖、 宋の故 臣謝枋 得 を 召す、 力め 辭 して 至らず。 初め 枋得遁 れて建 陽に 入る。 

(七 J 

時に 程 文 海 江 南に 至り 人才 を訪ひ 求め、 宋 の遣士 三十 人を薦 む。 枋得亦 列に 在り。 枋 

得 方に 母の 喪に 居り、 書 を 文 海に 遣って 曰 はく、 「某 死せ ざる 所以の 者 は、 九十 三 歳の 

母 在す を 以ての み。 先妣 今年 1 一月 を 以て 考 終す。 某 今より 人間の 事に 意な し。 亡 國の大 

(八) 0S 
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四 八 七 


(一) « の 草 

^の^ 趙に仕 

へ、 後に 漢に 

生 捅 にせられ * 

韓信 之れ に師 

事す。 


十二に 左 車 捕 

へられて、 韓 

信の 簡に 答べ、 

「敗軍の 將は 

以て 勇 あ 言 ふ 

ぺ からす、 亡 

國の大 夬は以 

て存を Si る ベ 

からす 云々」 

と 出づ 

(二) 進士の 

第 1 席 試 験合 

格 者 

(三) 又呂甥 

とも いひ、 字 

は 子 全、 陰 飴 

甥と もい ふ。 

晉の 重臣、 晉 

の獻 公の 時、 

國論を 正 

h -、 左 傅 公 

十五 年の 條に 

出づ 

§ 七八史 

略、 

趙の 部に 出 づ。 
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夫與に 存を圖 るべ からず と。 李 左 車猶ほ 能く 之れ を 言 ふ、 ^や 稍 や 詩 書 を 知り、 頗る 

義理 を 識る者 を や。 某の 至 愚 極 闇、 決して 以て 召命 を^-つすべからざる 亦 明かな り」 

f  二  > 

と。 旣 にして 留夢炎 g.ssls,- 亦 力めて 之れ を 上に 薦む。 坊得很 た 窨を夢 炎に 遺って 言 

(す) い 

ふ、 「江 南 人才な きこと 未だ 今 s の 如く 恥づ べき は あらず。 春秋 以下の 人物 ネと道 ふ 

、  (s)  (s)„  ； 

か りよい せい (ra!l  しょきう  L やう そノ 

に 足らず。 今 一 人の 瑕：：，：： 飴 甥 • 程^  • 杵 臼の 如き 廝 養の 卒を求 めんと 欲する も 亦 得べ 

からず」 と。 辯 論 凡そ 數千百 言、 卒に 行かず。 

(六)  もと  (七」 

至 元 二十 六 年 四月、 故 宋の江 西 招 諭 使 知 信 州 謝枋^ 燕に 至りて 死す。 初め 參政餽 ： 人 

祐、 枋 得が 北行に 逼り 之れ と 貢 ふ。 坐して 對 へず、 或は 熳言 無禮 なり。 天祐 亦 甚だ 容 

忍して 久しう して 堪 ふる こと 能 はず。 乃ち 之れ を. 讓 めて 闩 はく、 「封 疆の臣 は當に 封疆 

『八) 

に 死す ベ し。 安仁の 敗に 何ぞ 死せ ざる や」 と。 枋得； II はく、 「程 嬰 • 公孫 杵：： ： 一 一人 は 皆 

超に 忠 にして、 一は 孤 を^し 一は 節に 死す。 一は 十五 年の 前に 死し 一は 十五 年の 後に 

死す。 萬 世の 下 皆 忠臣た る を 失 はず。 王莽 漢を篡 ひて 二十 四 年、 翦勝 乃ち 餓死す、 亦 

忠臣た る を 失 はず。 司 馬子 長 曰 はく、 『死 は 泰山より 重く 鴻毛 よりも 輕 きこと あり』 とへ 

韓退之 云 はく、 『蓋柁 して 事 始めて 定まる、 參政豈 以て 此れ を 知る に 足らん ヒ と。 大 


^^の 一 族、 

朔の？ 3 孤 を、 

程盟 . 杵白相 

謀りて 守り、 

杵 臼 は 偽りの 

a? 孤 i 共に 死 


孤な 泰 じて 趙 

室 を^が しめ、 

事 成りて. R 殺 

せ り 

(五) 薪な 採 

り 馬 を S ふ し 

もべ、 ^じて 

小者の ^ 

(六) 元の 世 

祖の年 r- 

の 條歷&  ^gl 

補卷 三十 八に 


祐曰 はく、 「强辭 なり」 と。 枋得曰 はく 、「昔、 張 儀、 蘇 秦の舍 人に 語りて 云 はく、 『蘇 

君の 時に 當 りて、 儀、 何ぞ敢 へて 言 はん』 と。 今 H は 乃ち 参政の 時な り、 枋得 更に 復 

た 何 を か 言 はん」 と。 枋得食 はざる こと 二十 餘日、 死せ ず。 乃ち 食 を 得， 將に 行かん 

(ニー 一)  タ ビルノ  セ 

とす。 士友詩 を 餞して 几に 盈っ。 張子 惠の 詩に 云 はく、 此 去 好. 憑 三寸 舌、 再 來不， 値 

ノ  き やうち ゆう  (IE) 

一文 錢と、 枋得 其の 意を會 して 甚だ 之れ を稱 す。 遂に S 屮に臥 眠し、 去って 采石を 渡 

る。 復た食 はず。 是れ より 只 だ 少しく 蔬菜 果を茹 ふ。 積む こと 數日 にして 困殆 す。 四 

月 初 一 日 燕 京に 至り、 初 五日 驛に 卒す。 子、 定之 骸骨 を 護り 歸 りて 信 州に 葬る。 周 龍 


軒 


曰 はく、 枋 得が 死、 或は 速なら ざる を 以て 嫌と 爲す。 赏時魏 犬 祐も亦 「安仁の 敗 


何ぞ 死せ ざる」 を 以て 實 むる こと を爲 す。 是れ皆 未だ 義に 合せざる の 論な り。 其の 安 

あた  (15 

仁の 戰に 方り て は、 成功な しと 雖も、 是れ卽 ち 張 良が 博浪、 豫讓が 橋に 伏す の 志な り" 

およ 

其れ をして 一 戰 にして 燧 たしむ る、 豈 義士の 大 伸爲ら ざらん や。 夫の 兵 敗る るに 迨び 


(七) ネは 4.:  口 

甫. 至 元 中 漏 

となる。 後 福 

建 行^ 袅 政と 

爲る 

(八) 今 江 西 

の お、 父：^ 江と もい ふ (九) 字 は 君 裟、 ^の 哀^の 時 光 ^大 夫に 至る、 或は 钥に 或は 地方の 守と して 冶 緒 多し、 王莽 S 立して JC す。 勝、 後事 も 門 

人に 託し 絕 食して 死す、 七十 有九歲 (一 〇) 史記の 作お.^ 馬遷、 子 長 は 字 (一一) 代 ^家、 六 阁速衡 のこと を說 きて 名 あり (ニー) 

字 は 季子、 ^儀と 同じく 鬼 谷 子も師 とせし が、 後 合 縱說 な稱 して 秦に 杭し、 一時 小康 を 得たり しも、 張^の はに^ら る (一 コー) 張 文 之、 ネは子 終 

か。 金に s はれて 守 節 堅き お 驗を經 たる 義士な り (一 ra) 安徽 省^^ 縣の W 北、 牛 « 山の 北部に 在り、 長江 に^み 人 江な なして、 代々 兵 爭の地 i 

なれる 處 なり (一 五) 史記剌 客列傳 第二 十六に 出づレ さ？ s は sc の 人-主 伯の 仇^^ ひ趙 子 を^たん. i せ- 


力 ；仃 ナ 


四 人 九 


二) 伯^ • 

(二) 明 代. 

餘姚 S 人、 字 

は 復^、 桐 城 

ぉ敎 おとなり， 

史 SS  ノ元史 

S 幽 等の 著 あ 

(三) 程 拒 夫. 

名 は 文沲、 元 


避け 字 キ 以て 

行 はる。 宋の 

藹め、 

元の 夂效を 興 

すに わ あり、 

文憲 ill し、 

て 名臣. ts^ せ 

らる。 謹 集 

あり 

(£」 謝 《 得 
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て、 還って 身 を 間 里に 棲まし む。 然れ ども 其の 心 未だ 嘗て 宋に 在ら ずん ば あらず。 ^ 

以に 因循す る こと 數年 にして 克く 死を效 さざる 者 は、 其の 老母 在す ある を 以ての み。 

心に 豈曰は ざらん、 「君 國旣に 亡す、 職分 當に 死すべし」 と。 然れ ども 慈母 尙ほ在 十、 

義に 於て 未だ 安から ず、 情に 於て 未だ 忍びず。 故に 前に 「之れ を徵 して 至らず」 と 書 

ける とき は、 則ち 其の 義を 守る の心兑 るべ し。 捉とは 勢 を 恃み强 ひて 迫る の辭。 之れ 

を 執へ て 燕に 至る、 則ち 其の 屈せざる の 心 知るべし。 夫の 持 立して- M まず 食を絕 ちて 

死 十る に迨 びて は、 是れ卽 ち 夷. 齊 周の 粟を食 ふ を恥づ るの 心の み。 嗚呼、 枋得節 を 

全うして 世に 表 はる、 又 安ん ぞ 死の 遲速を 以て 擬議 すべ けんや。 ^ お HI はく、 謝枋 得、 

(一 II)  たてまつ 

元の 世祖の 召に 丙って 屢. '書 を 以て^ 相雪樓 等に k り、 に應ぜ ず。 其の 詞粲 を觀る 

、  天祥 

に、 慷慨 激烈 殆ど 百 鍊の剛 の 如し。 惟 だ 一 死 を 求む るの み。 ^呼、 精 忠^ 節、 文 山 前 

に 倡へ 疊山 後に 繼ぐ。 其の 行 ふ 所 を 質す に、 一 轍より 出.. つるが 如し。 綱常 を 夷狄 苹を 

か 力 

亂 るの 時に 抉げ、 風化 を 宋^ 傾弒の 際に 振 ふ。 身 死す と雖も 今に 至る まで 英氣凜 々と 

して 猶ほ存 す。 身 を 殺して 仁 を 成し 生を舍 てて 義を 取る。 二 公 は 能く 孔孟の 訓に遵 ふ 

と 謂 ふべ し。 


(五) 0^ 謝疊 山、 程 雪 樓に與 ふるの 書に 云 はく、 大-兀 世 を 制して 民 物 一 たび 新 まり、 宋窒の 孤 

II 補卷 三十 八 

臣只だ 一 死 を 欠く。 某 死せ ざる 所以の 者 は、 九十 三 歳の 母堂に 在す を 以ての み。 先妣 

(さ 

せんく わ い 

(六) 父 * の 今年 二月 を 以て 正 寢に考 終す。 某 今より 人間の 事に 意な し。 苫 塊の 餘息、 心 死し 形存 

喪の こと 

して 小兒の ごとし。 傳へ 郡縣に 到る。 公の 文に て 乃ち 知る、 大尤、 至誠 僞 りなく、 明 

かに 治體に 達し、 大任に 勝 ふべき の才を 求めん と 欲する を。 執事 士を薦 むる こと 凡そ 

三十、 賤 しき 姓名 も 亦 其の 中を玷 すと。 執事 異才 を 薦めて 某に 及ぶ も、 其の 人に 非ず。 

其の 人に 非 ざれば 笑 を 天下に 貽し、 譏 を 後世に 取る。 大元、 夢 卜して 賢 を 求む るの 意 

、hn  こ  (七)  レ  (八) 

(.VJ  -ft 丄 5 "に  -I  > 'ル ヘラ ノヲ  ナリ フル  ヲ  -I へク 

る f  _ に 非ず。 禮、 子 有 二 父母 之 喪； 君命 三年 不， 過 二 其 門； 所 1:： 以 敎 m!K 下 之 孝 1 也。 傳曰、 

(八) 後谇誊  レ  ズ 

£tS 孔" 求 一- 忠臣 一 必于ニ 孝子 門 一と。 人臣と 爲 りて 孝 を (其の) 家に 盡さ ずして 能く 忠を (其の) 

註に 本^^ 國に盡 す 者 は 未だ 之れ あらざる なり。 人の 君と 爲 りて 人を敎 ふるに 孝 を 以てせず して 

文と あり  あ-." 

M 能く 人の 忠を 得る 者 は、 亦 未だ 之れ あらざる なり。 某 親の 喪 未だ 葬む る克 はず、 服 を 

^^^1 持す る こと 未だ 三年なら ず。 若し 禮に違 ひ 法に 悖りて 執事の 意に 順 はば、 其の 不孝た 

使と なる。 こ  こ  > - 

る こと 焉れ より 犬なる はなし。 決して 以て 召命 を 辱う すべから ざる こと 明かな り。 昔 

三に 卞-っ  (九)  しゃう かふ (を 叩いて) 

二 03 お 門 丞相 史嵩之 父 歿す。 天子 詔して 起復 す。 大學生 闓闔に 叫んで 之れ を攻 む。 其の 詞に曰 
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を さ  を さ 

はく， 「天子 當に國 家 を爲め 綱常 を 抉け、 天地 を 爲め人 極 を 立つ ベ し、 情 を 奪 ふ は 令 典 

に 非ず、 起復 する は 美名に 非ず」 と。 是の 故に 忠臣 事 を 論ずる や、 必ず 大體 を識 り、 

君子 人 を 取る や、 先づ大 節を觀 る。 執事 其の 人に 非ざる を稱 して、 大 元が 氺を 求む る 

の 意に 孤く ベ からず。 某 進む に禮を 以てせず して、 執事が 人 を 知る の 明 を 誤る ベ から 

二) ヽ  . 

ず。 傳曰、 爲 一一 人 子 一止 一一 於 孝； 爲 m 人臣 一止 ニ於忠 一と。 某 忠臣と 爲る能 はざる も、 猶ほ 

願 はく は 孝子と 爲 らん。 惟 だ 執事 某が 心を亮 とし、 某 をして 幸に 不孝の 名 を 免れし め 

ば、 是れ 我れ を 成す 者の 恩、 我れ を 生む 者と 等し からん と。 

(三) 

同じく 魏容 齋に與 ふる 書に 云 はく、 某 寧ろ 民と 爲 りて {:R と爲ら ざる 所以の 者 は、 忠臣 

か  (ほ) 

二君に 事へ ず、 烈女 二 夫を更 へざる なり。 此れ： 大地 間の 常道な り。 大 元が 禮を 以て 招 

^.,t  (五)  (六 一  (七)  K^TI 

徠を 蒙る。 上に 堯舜 あり 下に 災. 由 あり、 上に^. 武 あり 下に 隨 • 光. 夷. 齊 あり。 

(八) 

某 虞 人の 死に 效 ひて 柱かず、 夷. 齊の死 を 寧んで 仕へ ざる 所以の 者 は、 正に 犬 下^ 阯 

をして 大 元の 量 一 與に堯 • 舜 • 设 • 武 たるべ きを 知り、 能く 謝 某 をして 臣節 を 失 は ざら 

しめ、 死 を視る こと 歸す るが 如くなら しめんと 欲すれば なり。 某 九月 十一 日より 嘉禾 

を 離れ、 卽ち烟 火 を 食 はず、 今 は 則ち 幷に勺 水 一 果だも 口に 入れず。 惟 だ 願 はく は 速 


f 綱し」：^ に 死して、 周の 夷 • 齊、 漢の^ ^ふ- 问 じく 青史に 承： れ、 以て 天下 後世の 臣 として 不忠 

すと A 敢 へて 

は？^.? ざ なる 者 を愧ぢ しむべし。 玆に鈞 匕：：！ を 蒙りて 云 はく、 某 を 訪問 せんと 欲すと。 何事 ぞゃ。 

(凡〕 ^出 EI  (一  0)  . 

六 七 i 照 某 は 則ち 決して 敢 へて せず。 魯に公 父 文 伯と いふ もの あり、 死して 母 敬^ 哭 せず。 窒 

( 一 〇) ^0 

ss^iv 老の曰 はく、 「焉 んぞ子 死して 哭 せざる 者 あらん」 と。 其の 母 曰 はく、 「孔子 は 聖人な 

孔子 家お 曲^ 

t 乂 に出づ り、 再び S 一：： を逐 はれて 此の 子 從ふ能 はず。 今 其の 死す る や 未だ 長者の 來る ある こと を 

聞かず。 內人皆 哭を行 ひ聲を 失す。 閑 中，： EI 殺す る 者 二り。 此の 子 や 必ず 镇 人に 厚く し 

(三) 歷史 

5Mip^、 て 長者に 薄し、 吾れ の哭 せざる 所以な り」 と。 君子 日 はく、 「此の 言 母の ：！ より 出づ、 

ニー 一) 学 は 其の 賢母た る を 害せず。 若し 婦人の 口に 出でば、 則ち 妬婦 たる を 免れず」 と。 ： 百 は 一 

延祖、 W に 事 

^ は^ T 、ま にして 居る 所の 位 異なる とき は、 人心 變ず。 某は義 として 出仕せ ざる 者な り。 今忠謀 

t り、 こ 

供奉して， 蕩 陰 奇計 ありと 雖も、 人 必ず 以て 妬 婦と爲 さん、 恐らく は 徒 だ 天下の 爲に笑 はれん こと 

に戥 ひ、 帝の 

側に 死す。 血  を 0 

御衣に 踐ぐ， 

ん右浣 はんと  (二) 

欲す、 帝 曰 は 父 は 非 罪に 死し， 子 は 仕 ふべき か。 朱 子 曰 はく、 「不可たり」。 曾孫 は 如何。 m はく、 

く T 此ゎ嵆 待 

l^f  、と^ふ 「世敫 漸く 遠くして 終 亦 漸く 輕く、 亦 仕 ふべき の理 あり、 ^し 仕へ ざる は 正な り、 仕 

量 『リ舆 启 11 ナ  (】 さ 

九に^-つ - ふる は婼 なり。 晋は 嵆紹を 以て 祕書 爪-と 爲す、 |きザ 初め 紹は父 康が罪 を 得る を 以て 
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(一) 父^^ 

の 友人、 竹林 

の 七賢の 1 人 


(二) 晉書列 

^第五 十八に 

出づ 

(三) 司馬昭 


(S) 徵 ，辟 

共に 召す の 意 

(五) 柏に 同 

(六) 詩經 小 

0. 蓼 ^篇に 


(七) 歷史綱 

Is 補卷 十三に 


(o  禹 

王の 父 


私 門に： S 居す。 是に 至って 山濤 (薦めて) 之れ を徵 す。 紹、 辭 して 就か ざらん こと を 

欲 十。 濤、 之れ に 謂って 曰 はく、 「君が 爲に 之れ を 思 ふこと 久し、 ： 大地 四時 猶ほ 消息 あ 

り、 况ゃ 人に 於て を や 一 と。 紹 乃ち 命に 憲ず。 

(二) 

わう ほう  (15 

王裒、 字 は 偉 元。 父の 儀、 の 安東 將軍司 馬 昭が司 馬と 爲る。 東關の 敗に、 昭、 衆に 

問うて 曰 はく、 「近日の 事 誰れ か 其の^に 任ぜん」。 侥對 へて 曰 はく、 「责 元帥に 在り」 * 

昭 怒って 曰 はく 、「司 馬 罪 を 孤に^ ねんと 欲する か」 と。 遂に 引出して 之れ を靳 る。 裒、 

父の 非命 を 痛んで、 是に 於て 隱 居して 教授す。 三 徵七辟 皆 就かず、 墓の 側 に^し、 旦 

5) 

夕 常に 墓所に 至り、 拜 跪して 相に 攀ぢ て悲號 す。 涕淚樹 に 著いて 樹 之れ が 爲に枯 る。 

詩を讀 みて、 哀々 父母、 生 レ 我 劬勞 とい ふに 至り、 未だ 嘗て 三復 して 流涕せ ずん ば 

あらず。 門人 業を受 くる 者、 並に 娑^の 篇を餒 す。 家 貧しう して 躬ら 耕し、 口 を：^ り 

て 田り、 身 を 度り て！：！ す。 或は 密に 之れ を 助く る 者 ある も、 裒皆聽 かず。 司 馬 氏魏を 

篡 ふに 及び、 .袞 身 を 終る まで 未だ 嘗て 西に 向って 坐せ ず、 以て晉 に臣 たらざる こと を 

示す。  5 

(八) 

(七)  こん 

司 馬 公 曰 はく、 昔舜、 鯀を誅 して、 禹は舜 に 事 ふる も、 敢 へて 至 公を廢 せず。 嵆康 • 


(九) 今 河南 

省に 屬す 

(一〇) 實は 

王 凰洲の 評な 

ニー) 原憲， 

字 は 子 思、 淸 

淨 にし 一」 節 を 

り、 貧に し 

て 道を樂 しむ。 

孔子 魯 の.！？ 寇 


孔子の 宰 とな 

り、 孔子の 卒 

後退き て衞に 

瞎 居す 

(ニー) 高柴， 

字 は 子 恙、 篤 

孝に して 武城 

の宰 となる 

(ニー 一) 高柴 

の 字 

二！：) 衞の 

に i や： に 内亂ぁ 

り， 子 羔は避 

け て 城門 を 

出た、 ： 十路は 


王 儀が 死 は 皆 其の 罪 を 以てせ ざれば、 二子 晉窒に 仕へ ずして 可な り。 嵆紹 苟も 蕩陰 

r.i  (5) 

の忠 なければ、 殆ど 君子の 幾 を 免れ ざらん か。 f 輸、 の魏帝 ll^s お。 袁 了/曰 はく、 

(二)  (一二) あた  (二 11) 

余 王 偉 元の 傳を觀 るに、 蓋し 以て 孔門の 原. 柴に 方る。 羔は 親の 喪 を 執り 泣 血 三年、 


而 して 裒は栢 に 攀ぢて 悲號し 蓼^ をば 講ずる を輟 む。 其の 情 を 以て 父母の 喪に 居る は 

as  こみち /、ぐ り みち 

一 なり。 ぶ 難 を 避けて 行く、 徑 せず 資 せず、 而 して裒 は 京洛 盜起 るに 當り、 墳隴を 

守 戀し賊 の爲に 害せら る。 蓋し 亦 之れ を 愚と 謂 はずん ば あるべからず。 孔子 は 嘗て 微 

服して 宋を 過ぐ。 何ぞ i: 资 して 由ら ざらん や。 W て 其の 复西 南北の 人と 爲し、 其の 母 

の 墳を識 し 之れ を 封ず る こと 崇四 尺な り。 何 ぞ坡隴 して 去ら ざらん や。 又 曰 はく、 朱 

つみ 

子 云 ふ、 「王 儀 は 司 馬昭の 軍師たり。 之れ を 殺す は 辜な しと 雖も、 裒が晉 に 仕 ふるに 猶 

ほ說 くべき もの あるが ごとし。 而 して 裒仕 へず、 乃ち 厚に 過ぐ る 者な り。 嵆康 は魏の 

臣 にして 晉 之れ を 殺す、 ^に 仕 ふべ からざる や 明かな り。 蕩 陰の 忠は 自ら 讎に事 ふる 

の 過を掩 はず」 と。 予謂 へらく、 朱 子の 紹を 論ずる ゃ當れ り。 偉 元 を 厚に 過ぐ と 謂 ふ 

む 者 は、 その 

難 も 避けす」 

とて 人る。.^ 記 仲 l ヒ弟 子列傳 に出づ (一 五) 近道、 問 造 二 六) ^記 檀.. r 上 篤に 出 づ。 孔子 旣に防 (孔子の 父の 墓の 在りし 所) に 母 も 八：： 葬して 

曰 はく T 吾. & 聞く、 古 は 墓して 境せ すと。 今 丘 は 東 tg^s 北 s & たり、 以て 識さ ざるべからざる な h -」 と。 是 に 於て これ を 封す、 祟 さ si 尺な り 云々 と。 

東 南北の 人 i は "大 下 も 周遊して 1 定の 居所な き 人の S 


力 行 十、 
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TO エー 二  =6?  "       丑な ほ,、 -- 

5j   J ニ歷出 年 傅 列 十 じ 

の 史づ六 定傳六 
詩 楚 引綱。 年 公、、 史 
經 の ffl^ この な 伍 記 
m 平 補こ條 年び 子卷 
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は、 亦 未だ 盡 さざる に 似たり。 魏猶ほ 在り、 而 して 儀豈晉 の臣 ならん や。 卽 し^に 臣 

次項參 として 非 辜 を 以て 殺さ るれば、 -;! DT 伍 員た るな くして 可な り。 冕して 朝に 立つ は 非な 

り。 他の 篇に、 父 非 罪に 死して 子 仕 ふべき かと 問 ふ 者 あり、 朱 子 曰 はく、 「不^な り。」 

曾孫 如何。 曰 はく、 「世 數 漸く 遠くして 終り 亦 (漸く 輕 く)、 仕 ふべき の理 あり、 ほし 

仕へ ざる は 正な り、 仕 ふる は權 なり」 と。 予謂 へらく、 此れ 定^な り。 

01) 

周の 敬 王 十 有 五年芨 六月、 楚の巾 包胥、 秦の師 を 以て 楚を救 ひ、 吳の 師を收 る。 初め 

伍 員、 申 包胥と 友たり、 皆楚 人な り。 員が 父 殺さる るの 時に、 員、 吳に奔 り 包 と 別 

,.、 , へ， に る。 員が 曰 はく 、「我れ 必ず 楚を 覆へ さん」。 包胥が 臼 はく、 「我れ 必ず 之れ を^さん」 

も^す。 「豈 &  み卞び  えい  51) 

な：：： と 曰 はん と。 伍 員 旣に吳 に奔り 終に 吳を 道いて 楚を 伐つ。 旣に郢 に 入り 遂に 平 王のお を 鞭つ。 

包胥 乃ち 秦に 如き 師を乞 ふ。 秦伯、 館に 就かし む。 包 胥庭墻 に 依りて^ す。 ：n 夜絕た 

3 于に を^' 

き -ぶ 9  .-» ま  ( ) 

矛^" 子 ず、 飮食 口に 入らざる こと 七 曰。 秦の 哀公 之れ が 爲に無 衣 を 試す。 好"？^ K ジ 乃ち 之 

と 仇 を 同じう 

せ^々」 W れが爲 に師を 出す。 申 包^:、 秦の師 を 以て 至り 遂に 吳の師 を 敗る。 吳の師 乃ち； | る。 

下 二 童 略 

楚子 國を復 し、 申 包胥を 賞す。 曰 はく、 「吾れ 君の 爲 にせるな り、 身の 爲 にせし に 非ず。 

ゎ惠權 にして  (五) とが 

遂に 殺さる 君旣に 定まれり、 叉 何 を か 求めん。 且つ 吾れ 子 旗を尤 めて、 其れ 又 諸れ を爲 さんや」 


の：：； 河 二 高：：^ 2 
~ '-  ^南 二 祖— 王 n 
W 縣お 3 の 一の ビ 

に 開 謀 墓 
仙屬 W 今臣 漢 楚 

人す 道の の • の 


(.：〕 § 代の 

人， 字 は ja 勒 

^宗の 3、  ^ 

部 恃郎 も" 

て 終る。 

i, 新 安文 

g 志 ，明 文 衡， 

^追^ sstt の 

他著逮 多し。 

歷ぼ綱 截補卷 

二 引 用 精き 

(七) SX 

(八) ^は戮 

に 同じ 

(九) 伊 尹， 

S 光。 ぼ 尹 は 

K  0 名 相 に し 

て 幼卞， 太 甲 を 

桐せ I： に 放って 

^行 を 改めし 

め、 雲 光 は 前 

ぁ2 量 賀 


S な迎へ 立つ. 


と。 遂-  一^; を 逃る。 

程 敏政曰 はく、 父子の 親と 君臣の 義はー なり、 不幸に して 其の 變に處 するとき は 則ち 

之れ を 如何。 曰 はく、 其の 中 を 禳 り親義 をして 偏廢に 至ら ざら しむべき のみ。 過 ある 

の 父 を 以てして 有 道の 君に 誅 せら るるとき は、 敢 へて 親 を 以て 義を賊 はず。 鯀俊 せら 

れ て孫與 る是れ なり。 過な きの 父 を 以てして 無道の 君に 殺さ るるとき は、 敢 へて 義を 

(七)  うん 

以て 親を掩 はず。 伍 奢 殺され、 て 子 員 仇を復 す是れ なり。 彼の 平 王 其の 子 を 殺して 其の 

婦を 妻と し、 奸を獎 め 忠良 を囘 爆す。 臣 にして 溢. 武の 如き 者 あらば、 民 を 书し罪 を 

ft)  うん かみ 

伐って 可な り。 伊 • 霍 の 如き 者 は 昏を廢 し 明 を 立てて 可な り。 顧 ふに 員 は 上^  *武 た. 

えい  (5) 

る こと 能 はず、 下 伊 っ霍 たる こと 能 はず、 則ち 吳の師 を 以て 楚を 破り 郢に 入りて 其の 

むちう 

墓 を 鞭ち 以て； や-憤 を發 する、 其の 志 亦 悲しむべし。 世 固に 謂 ふ、 其の 天に 逆ら ひ義を 

傷る 者 は、 豈 變に處 十る の现を 知らん や。 昔 張^ は 五世 韓に 相た る を 以て、 秦の 其の 

宗を滅 す を 憤る や、 則ち 漢の髙 帝 を 佐け、 秦を誅 して 韓の 公子 成 を 立つ。 項 羽、 成 を 

殺す に 及んで は 則ち 又 髙帝を 化： けて 羽 を 固 陵に 襲 殺し、 讎を復 し 恥 を 雪げば 則ち 遂に 

さ  o  -a 

病 を 謝し 穀 を^け て、 赤松 子に 託從 して 遊んで 以て 其の 心の 韓 たる を 明かに す。 員 を 
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修敎耍 錄卷之 十  e: 九 八 

して 當に郢 に 入らし め 戈 を 投じ 印 を 解き、 翩 然として 吳の锊 を辭 し、 返いて 深山お 

ハ介 の 中に 處 るに、 其の 遭 ふ 所の 不幸 を 以てせし めば、 豈 以て 盡く全 く 孝に^ すべから 

^.^0 ざらん や。 惜しい かな、 其の 志此に 及 ぶ に ；： た ら ずし て 、反 つ て讒を 以 て 他人の 手 に 禍 せ 

0 の - 一一 ョ こも ひ  日 匆 ^-^3. 

て 之れ を 殺す られ しこと。 も.ー.^ 曰 はく、 平 王 無道な りと 雖も 君な り、 子. 骨の 父兄 賢な りと 雖も臣 

(二) 明 代の 

M 宗 tl^T なり。 君、 罪 ある を 以て 其の 臣を 殺す とき は臣の 罪な り、 君、 罪な きを 以て 其の 臣を 

しも、 尘 B\1a、 

晚年 そのまい 殺す とき は臣の 命な り。 故に 臣の罪 を 君に 獲る や、 懼 るる こと ありて^な し、 受 くる 

よ „«- 甚 しく 

S ^の、^： S こと ありて 報な し。. 子胥 より 之れ を 言 ふとき は、 平 王 は 父兄の- 1 なり、 知ら ざる^の 

この， 歷史 人 其の 父兄 を 殺す とき は讎 なり。 君 を 以て 之れ を 殺し、 非 罪なる とき は 命な り。 ：ん 

綱！！ 補卷 二の  おけ  ，>  ナ 

引用 接き  れ 不幸な り、 讎に 非ざる なり。 故に 父兄に 于るゃ 痛む こと あるの み。 君に 于る ゃ懼る 

るの み。 君の 疑 之れ に 及ばず して 之れ に 任ぜん と 欲する とき は敢へ て 逃れざる なり。 

君の 疑 之れ に 及ぶ とき は 逃る るな り。 蓋 し 身 を 終る まで. S ら^れ て敢へ て 怨言 あらず。 

5. 犬 • 楚 は 世 i の讎 たり。 子胥 逃げて 吳に 之く、 其の 心 專ら楚 に 報いん と 欲するな り。 然 

して 吳 勝つ とき は楚 亡び、 楚 勝つ とき は 5. 犬 亡ぶ。 而 して 子^ 焉 れに與 るな し。 =, 犬に 於 

ては忠 に似て 詐、 楚に 於て はネ に似て 逆な り。 に 功な くして 楚 其の 子. せ を 罪する あ 


らん や。 辻 つ 子^の 父兄の 死 は、 楚の 社稷の 重を爲 すなり。 今 子 胥兵を 以て 郢に 人る、 

是れ楚 の 社稷 を 亡ぼさん と 欲するな り。 其の 父兄 之れ を存 せんと 欲せし に、 其の 子弟 

ひと 

之れ を 亡ぼさん と 欲する は、 其の 父兄の 志に 非ざる なり、 況ゃ 均しく 常に 之れ が臣と 

爲る者 を や。 然 りと 雖 も子讶 は 伍 奢に t て は 孝な り、 夫 差に 於て は忠 なり。 豈 賢に 非 

(111) 

^广 fl" ずと 謂 ふべ けんや。 袁氏广 曰 はく、 子胥 父兄の. 難を復 して、 國を 覆へ しお を 鞭つ に 至 

^ る。 蘇 子 深く 之れ を是 とし 反って 揚 雄が^ を 罪する の 論を駁 して 陋と爲 す。 余 以爲ら 

信任^く、 文  (楚 力)  •  か 

く、 然ら ずと。 胥が吳 を 亡ぼす に 方り て や、 卽ち (吳 に) 力 を 籍り罪 を 楚に問 ひ、 や 

K- ^して^^  (En  とら 

に I る。 M 王の 昏を廢 し 楚の建 を 奉じて 之れ を 立て、 以て 父の 志 を 成し、 讒臣 無 極 を 取へ て 之れ 

を 市に 戮 せば、 乃ち 哭に 退いて 臣 とし 事へ て 可な り。 夫れ 此に出 づるを 知らず して、 

Is- 史： 御^? f 卷 

一 一 cuoo  (W) せき 

^,.1. 退いて 野に 耕す こと 五 年、 平 王已に 死し、 無 極が 族已に 赤す、 本と 報いん こと を 欲せ 

^の 奸臣 

(せば る，! f! んと圖 る 者 も、 已に 報ずべき なし。 君子 此に 於て 亦 之れ を 天に 委して 可な り。 乃ち 吳 

「六) 平 王の をして 郢に 入らし めて：^ を 鞭ち、 昭を遂 ひ、 以て 其の 讎を復 する の 志 を 快と し、 其の 

子 S3- 上  ち 

楚の辱 を爲す こと、 勝げ て 言 ふべ からざる 者 あり。 其の 申 包-せに 謝する を觀 るに、 曰 

はく、 「吾れ nz 窮まり 途 遠く、 问に行 を 倒に して 逆に 之れ. を 施す」 と。 斯の言 や、 吾れ 
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子 胥の意 已むを 獲ざる こと ある を 知る のみ。 陳^ 曰 はく、 余、 伍子 胥. 申 包 胥が楚 を 

n) 身分 あ 覆へ し 楚を復 する の 事を觀 るに、 一 は忠を 以て 名と し、 一 は 孝 を 以て 名と す。 鹅 神の 

も 士君子 

士爭 うて 之れ を艷 言す。 然れ ども 之れ を 要するに 此の 兩人 は遞に 其の 志 を 成す 者な り。 

なん  に  よ 3W 

奚ぞ 以て 其の 然る を 明かに する や。 子胥の 亡ぐ る や、 過り て包胥 に^れて 曰 はく、 「我 

れ 必ず 楚を 覆へ さん」 と。 包伢が 曰 はく、 「我れ 必ず 楚を復 せん」 と。 則ち 子 胥の將 に 

楚を亡 げんと する や、 包胥 其の 謀 を 聞く に與 かる 者な り。 其の 謀 を 聞く に與 つて 能く 

ま, T- 

一 言 を 出し、 以て 其の 君大 夫に 啓せば、 堂々 たる 楚國 安ん ぞ 能く 之れ を 亡げ しめん。 

此の 若き は 其れ 易き なり。 包胥 固に 曰 はく、 「彼れ 深く 楚を怨 むる こと あり、 以て 楚に 

(二)  .. 

(二) 惡鬼 報ずるな ければ、 死して 且つ 厲と爲 らん。 肉食の 者 之れ 圖ら ず、 而も 我れ 何ぞ 故人 を 

S 伍子 a" 以て 之れ を沮 まん 一 と。 故に 楚 亡び、 斯の 人の 志逞 げたり。 然して 後 秦の師 を 出して 

が 吳の兵 も ひ 

之れ を復 す。 凡そ 包 胥の徐 々焉 として 楚を復 する を爲す 所の 者 は、 子 胥が志 を 成 十な 

んで昭 王を迎  (：1 一)  つよき 

立す る ことに り。 是の 時に 當り子 胥の勇 を 以て 之れ を輔 け、 吳師の 勁と、 孫子の 兵 を 善くす る あれ 

a. J せば * 包 

00 ば、 已に楚 11 を 有つ。 而 して 秦師に 干いて 何 か あらん や。 子胥 固に 曰 はく、 「夫の 人旣 

に 我れ と 楚を復 する こと を 言 ふ。 楚 未だ 亡ぼす ベ からず、 昭王 外に 在り、 吾れ 姑く 片心 


はづか 

し、 以て 夫の 人の 志 を 成さん か」 と。 故に 其の 存 する 者 を 辱し め、 其の 死者 を僇 しめ、 

君臣 次 を 以て 其の 宮に處 りて、 楚の衆 を綏柔 する こと を 務めず、 秦の師 一た び 至る に 

迨び、 亦 其の 爲す 所を聽 して 去り、 卒に 之れ と 深く 抗 せず。 凡そ 子 胥の爲 す 所 楚を覆 

へして、 而も 之れ を 亡ぼす を必 とする 者な き は、 包 胥が志 を 成すな り。 嗚呼、 楚是の 

如く 其れ 犬なる を 以て、 匹夫 怒って 之れ を 覆へ すと き は 覆へ り、 怒って 之れ を復 する 

S) ふりつ とき は復 す。 萬 乘の國 を硯る こと 鼗 鼓に 異なるな し。 然 らば 此の 兩 人の 者 は、 眞に大 

づみ  ー 

下の 奇 男子なる 哉。 楚 人に 此の 兩奇 男子 ありて、 一は 之れ を棄 て、 一は 之れ を 置き、 

遂に 齊梪. 晉文を 以て 睨視 する 能 はざる 所の 楚 にして、 匹夫の 手に 反覆せられ、 天下 

の 笑と 爲る、 吁、 慨 くべき かな。 袁 7 凡 曰 はく、 包胥、 秦師を 以て 吳を 敗って 楚を復 

P 0 す、 功烈 卓たり。 近く 越 語 を 放 ふるに、 包^: 越に 使して、 越 王が 吳と戰 ふ 所以 を 問う 

の 文 は與語 の 

o^^^, て 曰 はく、 「夫れ 戰は智 を 始と爲 し、 仁 之れ に 次ぎ、 勇 之れ に 次ぐ。 智 あらざる とき は 

sfs." にあら す  (六〕 

せんたく 

(六) 推し は 民の 極 を 知らず、 以て 天下の 衆寡 を銓 度す る ことなし。 不仁なる とき は 三軍と 饑勞の 

力る  いた は。  (決) 

殃 を 共に する 能 はず。 勇なら ざると き は 疑を斷 つて 以て 大計 を發 する 能 はず」 と。 

是れ 越の 旲を 伐つ に、 包 胥實に 其の 謀に 與 かる 所以な り。 其れ 猞ほ宗 國の恥 を 忘れ ざ 
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るが ごとし。 夫れ 故に 旣に秦 に 借りて 以て 楚 を^し、 ^た 越に 因って 以て 吳を 滅ぼす 一 

(二) 

.  (二  えい  § 

2)  ^0 其の 楚の爲 二す る こと 至れり。 後に 子^ は荬 に^りて 以て^ を 滅ぼし 項 を 滅ぼせし は、 

良 

以て 韓の爲 にせし なり。 然れ ども 鼠 • 項 滅びて 韓の 亡ぶ る を 救 ふなし。 (包) 胥楚を び 

. して 吳滅 ぶ。 二子の 忠智鈞 しう して、 ^獨り 其の 不幸 を 蒙る 哉。 
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